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電気 測 器 株 式 会 3 
芝 電 気 泊 式 開 杜 
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営 菓 所 東京 営業 所 ・ 大 阪 営業 所 ・ 福 岡 営業 所 


本 器 は 309% 一 100kc 聞 の 得 率 測定 ,30 一 
300kc 間 の 電力 , 電 生 レ ベル お よび 雑音 の 測 
定 に 使用 する 装置 で あり ます . 操作 は 全面 
的 押 ボ タン 切換 を 採用 し て お り 、 相 率 , レ 
ベル , 雑音 すべ て dB お よび % に よる 直読 方 
式 , で 


規格 
入力 イン ビ ピ a i . 
. 600n (平衡 ) ,10KN (平衡) ,、100K 9 (不平 衝 ) 
8 衝 


乾 率 測定 基本 渋 周 波数 30 炎 100kc 連続 可変 
上 出 定 範囲 30 炎 ~30kc の 間 30% 一 0.1% 
30kc~ 100ke の 間 30%~0.2% 
レベ ル 江 定 0dB~ 一 70dB 
肉 音 測 定 0dB~ 一 70dB 
確 度 各 率 レベル,。 雑音 と も に 土 5% 以 内 
+ 法 ・ 重 量 516 ( 巾 ) X224 (高き さ ) X310 (奥行 )・19kg 


本 器 な NTS 
信号 中 の 色 度 信 


- 


> 方 式 に お ける 複合 カラ ー 
を 測定 する た め に 設計 さき 
れ た も の で , クラー プ レク サ が 正 し ぐ で 敵 団 
され て いる か ,。 また は 完成 され た カラ ー ペ 
ーー 信号 を 取扱 っ て いる 伝送 機器 が 正常 な 億 
た 
な 


yr 


相 ・ 振 巾 関 係 を た も っ て いる か どう か を 監 
貼 し, また 擬 速 な 測定 を 行う の に 非 常 に 便 
利 な 測定 器 で あり ます . 

な お 本 回 は .、 一般 の オシ ロス コー プ 装 電 
で 観測 する 場合 と 同様 に 水平 掃引 表 示 も 可 
能 で すか ら , 特に 正常 な 位相 の 測定 を 必要 
と する 場合 は 零 調 刺 法 に より 内 部 精密 位相 
で 測 定 する こと が で て でき ます 。 で て れ 4 和 a 
人 懲 分 位相 , 竹 分 利得 の 測定 も 可能 で あり ま 
規格 
人 力 信号 NTSC 方 式 に よる 複合 カラ ー 信 号 (2 信 号 ) 

- \ 映像 1Vp-p 同期 0.4Vp-.p 759 不 平 術 
i i 3.579545Me 副 搬 送 波 2 Vpp 以 上 
位相 測定 範囲 0 ~200* 連続 可変 
位 相 確 度 ペク トル 表示 に お いて +2* 

水平 掃引 表示 ( 鶴 調 整 法 ) に お いて +1* 

他 和 度 測定 2 信号 比較 +3% 
表示 方 式 ベク トル 表示 と 水平 掃引 表示 (期間 1H) 
贈 正信 号 3.59Mc 
電 誠 AC100V 50 ま た は 60% 約 350VA 
Dl 法 500( 巾 ) x250( 高 さ ) x470( 奥 行 ) 


( 外 に 打 合 回 線 を 有 す る ) 
| 音声 有効 伝送 淀 域 ……300 - 3400% 
」 基礎 前 群 周 波数 帯域 …12 一 24Ke 
生 攻 江 詳 同 流 数 析 二 な 60 デ 106 Ke 
60—316 Ke 
また は 8-ー264Kc 
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2450—2700 Mc 開 [4 
FM( 周 波数 変調 ) 
ビデ ォ 中 継 


受信 機 帯 域 輸 


受信 機 雑 意 指 数 …12db 以 下 


(2500Mc 用 SSB-FM 方 


多重 無線 通信 装 
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周波 数 が 高く な る ほど 減衰 量 が 減 
る と いう 特異 な 性 質 を も つた め , 長 
距離 伝送 路 と し て 注目 され で いる 円 
形 導 波 管 に つい て , か ね て から 開発 
研究 を すす め て お り ま し た が , 昨年 
後半 に 至り 実用 に 供し うる 見 通し を 
得 , 日 本 電信 電話 公社 電気 通信 研究 
所 殿 で の 実用 化 実 験 用 と し て , 昨年 
末 か ら 今 春 に か け 総 長 約 400m を 納 
NA に まし た 。 

構 造 内 径 51mm 円 管 式 フ 

ラン ジ 付 (写真 参照 ) 
標準 単 長 5m 

材 質 鉛 

減衰 量 図 の と お り 

特 


長 

(1 ) 減衰 量 が 従来 の 伝送 線路 
より 極め て 低い 。 (50 Ge 
で 2dB/km 以 下 ) 

(2 ) 従来 の 伝送 線路 と くら べ ベ 
る と , 和束 異 的 に 広い 帯域 幅 
が と れる 。 

な お , らせん 管 式 お よび 誘電 体内 
装 式 の も の に つい て る も 試作 を 行ない 
長 距離 伝送 路 用 と し て の 検討 を すす 
うう て お り 村 


周波 族 (Gc) 


了 : 理 論 値 (内径 51.0mm) BI、B。: 米国 B 
績 (内径 50.8mm. Aug. 1958) 下 ,、 た 。 Re ci 1 


の 実績 (内 径 50.0mm, Oct. 1957) E 英国 Uaivaeal 
Colledge, London の 実績 (内 径 50.8 国 University 
実績 (内 笑 51.0mm, Nov. 1959) 。 0 957) SS : 当社 の 


住友 電 革 工業 株 式 凛 款 


NC RNMEC ° 
アト) DP LVELRS 
これ 計 が 5610 年 型 の 

ンジ シグ ロス です 


= PA/L.€ 7 A 


国内 最大 の シン クロ スコ ー プ 専 問 メ ー 
カー の 岩崎 通信 機 は 、 い よい よ DC~ S 8S-5601 
6 0 MC の 広帯域 型 シ ジン を ロス コープ 
SS-5601 の 販売 を 開始 し まし た 。 


SS 一 5 601 の 性 能 
ラウ ン 管 5BHP2 
度 0.05V/cm ~0.2V/cm 
天 波 数 特性 DC~60MC-3db 
掃引 速度 拡大 回 を 含め 
§.02usec/ cm~12sec/cm 
較正 電圧 0. 15mv~50V 
寸 法 350WX450HX720L 
叉 。 新 製品 と し て 、 5 叶 プ ラッ ン 管 を 
使用 し た 、 DC~5MC の S 8S 一 5051 
DC~2MC の SS§—5021 
も 加わ り ま し た 。 
と の ほか 、 次 の 種類 の シン クロ スコ ー 


プ が あり ます 。 

DC~4MC SS~3041 ミゼット タイ プ 
DC~5 ら MC SS~5052 ポー タブ ル テ レ ビ 用 
DC~10MC SS~5102 プラ グイ ン シ ス テム 
DOGOeisMO SS~91510。 スタ ンダ ー ド 


” SSs~5152 。 スタンダード テ ジ レビ ピ ビ 用 
” SS~5154 南方 向 
” S00 ビーム サラ グン 


1DC~30MC SS~5302 プラ グイ ン シス テム 
DC~1MC MS~5012 メモ リー プラ グイ ンタ イプ 


a  @ 


$e 
エレ クト ロニ クス の 凡 ゆ る 分 野 で 活 典 | wa 
lait by § §—5051 S 8§ —5021 


東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋 通 り 1 の 6 浅野 不動 産 ビ ピル 


= 央 3 志 = 4 緒 オ 朱 \ 全 支 ネ 寺 電話 (271) 0461~8 ・0471~7 
RR EEE TL 8 1 NEL 


E カタ ログ 等 お 問合せ は 営業 所 又は 出張 所 に 本 社 及 工 場 東京 都 杉並 区 久我 山 2 丁目 710 電 (391)2231( 代 表 ) 
1 お 願い し ます 。 出 張 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本 
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NEC 75°> . 志 は 多年 の 研究 と 経 

験 の も と に 優れ た 技術 と 近代 的 茸 産 設 

9 め 夫 湊 の 欄 

な 特徴 を も っ て お り ま す 。 

1) フ ォ ー カ ス が か が 鯉 鋭 で 2 人 分解 能 が 庫 く ! 
ペン トン 方 式 を 採用 し な だ た ・ 人 生れ た 
設計 に な っ て お り ま すず す 。 

2) 電 源 電 庄 の 訟 下 に 無関係 な 完全 自 
筐 7 値 [= 太 式 で か つ 舘 上 ボ sr カカ * 全然 
な くさく, 叉 黒 狼 肛 の 特殊 構造 に よる 
ノノ クス ター ド で あり ます さす か とら 


クィ 

メイ オイ ッ チイ ギン と 同時 に , 安定 し な た 
像 を むす ぶ 星 時 安定 方 式 で あり ま 
a 


3) イ オン トラ ッ プ マグ ネン ッ ト の 取付 
陳 や Kk の 次 下 に 来る よう に 又 計 
し て あぁ ゎ り ます の で 使用 中 有 叉 は WW 
送 中 で も マグ ネ ト の 位置 が 安定 
し て お り ま す の で 調 軸 の 狂う 心 札 
は あり ませ ん 。 

4) 槍 光 虹 は 最も 好ま し い 色 底 と サー 
性 に より ケラ ス の グレ ー フ エー ス 
と ど あお あ いそ っ て コシ ント ラズ 2 評 さ 
明る い 場 所 で も 鮮明 な 画面 の * 得 ら 
ます 


・ “っ 


で あり ます 


VEC mm 空 管 は た え ず ララ ォ ・ 


を も っ で お り ま す 。 
1) 低 ノイ ズ 低 か ハム 高 感度 で 品質 7 
札 で お り ま す 。 


松 選 お りり ます 
9) 長峰 命 A 長期 使 用 ら モ も 特性 斉 
で お りり ます 


EE * ee - es” 


a i ose. 


NEC 邊 補 符 は 供 基 た 錠 代 的 務 導 設備 ど 。 科学 的 品質 管理 

: 抽 作 し て で お 物 舌 の 状 新村 失 敵 才 箇 和 0 1 
上 り 技 何 提 携 を うけ 、 伝 続 わる 我 社 の 技術 と あい 
借 れ た 性 能 と 安定 し た 品質 は 業界 より 広く 認め られ て お る 所 


に 新品 種 を 開発 し 
て 薬 界 の 下水 に 即応 し て 広く 愛用 され て お り , 


で 入 的 性 能 に a 
2 構造 藤宮 で 機械 的 強度 が 強く 高 信 頓 性 で , 


動 が 少く 宏 定 性 に すぐ で れ 


> 新 日 本 電気 株 式 交 謀 
日 本 電 ーー 


本 社 pe 表 第 一 生命 ビル 電話 ( 
36) 3271( 
営 泡 所 大 了 "札幌 ・ 仙 台 ・ 名 吉屋 ・ 金 沢 ・ NY" 
宮路 ・ 淀 広 " 青 角 ・ 破 岡 ・ 秋 田 ・ 山形 ・ 部 山 ・ 前 橋 ・ 裕 浜 ・ ee Os 0 bois 


Ce 周山 松江 ・ 征 山 、 よ 失 人 
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13000MC 整 全 ト ラン ジス タ 化 
NC RE 
(13G-—-60Tr} 


は か 全部 トラ ンジ スタ タタ 化 さ れ た 
世界 最初 の 中 継 方 式 

e13000 MC 和 芝 を 用 いた 世界 最初 の 多重 電話 中 継 方 式 

最大 6 0 通話 路 迄 の 中 継が 可能 


回 路 構 成 並 に 特性 


空中 線 は パラ ボラ 型 反射 鏡 を 用 い 送受 信 波 の 
偏 波面 を 瓦 に 直交 させ て 送受 共用 を 行い 送信 側 
の 共用 フィ ルター を 省 略 し 送信 部 は クラ イス 
トロ ン 発 振 器 と その 変調 回 路 よ り 成 り 送 信 出 力 
は 約 100 mw その 一 部 は 方 向 性 結合 器 を 用 いて 
分 離し 受信 回 路 の 局部 発振 信号 と し て いる 中 
間 周 波 増 巾 器 は 四 極 ト ラン ジス タ を 用 い ぃ い 集 中 汽 
波 器 に より 帯域 を 制限 し AGC 回 路 と し て は 
タダ タイ オー ド に よる 可変 減衰 器 を 用 い ぃ 振 巾 特性 の 
変動 を 最少 に お さえ た 復調 器 は タダ タイ オー ドリ 
ミッ yw 放 一 と ディス クリ ポー ター を 用 い ぃ 電源 は 
交流 100 又 200 V を 直流 24V に 直し トラ シン ンジ 
スタ 定 電 圧 発振 器 を 用 いて 昇圧 する と 共に 安定 
化し で クラ イズ ドロ ゴロン を 動作 さき さ ぜ で いる 従う づ で 
24V の 著 電 池 を 附 加 すれ ば 無 停電 方 式 と する こ 


と が で きる 本 装置 に 1.7m の 空中 線 を 用 いる 
と 約 10km の 区 間 で フェ イデ ィング マー ジン 約 40 
? db 約 20km の 区 間 で 約 36db を 得 て 各 通話 路 の ※ は 
4 50db 以 上 と な り ま す 

£ 


TR 13GE 5 送受信 装 置 


主 要 営 柴 品目 
電話 機 ・ 交 換 機 ・ 伝 送 通 信 装 置 ・ ラ ジオ テレ ビ 
放送 装置 ・ 無 線 通信 装置 ・ 電 子 計算 機 ・ 自 動 制 御 
装置 ・ 電 子 管 ・ 半 導体 製品 ・ 写 真 模写 電送 装置 
超 音 渋 装 置 ・ 音 的 機器 ・ テ レ ビ ・ ト ラン ジス タ 
ブー ライ ・ 家庭 電化 用 品 な ど ey tnt et 


310—06— 1— 3508 


日 遅 延 ケ ー7' ル 


HH-2500 


磁性 コア ( 外 径 4mm) 
ポリ エチ レン 絶 緑 


3 る Ts 


箇 外部 導体 (0.2mm ホ ル ャ マー を 線 編 組 ) 


内 部 導体 (0.1mm ホ ル マ ー ル 線 密 券 } 


最近 タラ ー テ レビ セッ ト 、 和 電子 計算 和 機 、 
レー ダー その 他 高 弘 な エレ クト ロニ クス 
関係 機器 に お ける 波形 の 位相 変位 用 な ど 
に 用 いら れる 運 延 ケー プル と し て 運 延 時 


特 長 問 の 大 きい も の の 需要 か が 増大 し つつ あ ゎ あり 
ます が か が 、 弊 社 で は これ ら の 要望 に こたえ 、 

この ヶ ケー プル の お も な 特長 は つぎ の と お り で 可 兵 性 の ある 磁性 コテ を 用 いた 小型 で 、 
運 延 時 間 の 大 きい ヶ ケー プル の 製造 を は じ 

あり ま は 。 め ま i 

(1) 邊 磁 率 が 大 きく 損失 の 少な い 優 秀 な 磁性 HH 一 2500 は カラ ー テ レビ セッ ト 用 と し 


が 使用 で いる て 好適 な も ゃ の で あり ます 。 


(2) この た め 高 イン ピー ダン ス で 遅延 時 間 の 

大 きい も の が 短 か い ケー プル で 得 ら れ 、 ま た 性 能 概要 
遅延 時 間 当 り の 減 誤 量 が 少な い 。 

(3) 細い 磁性 コア を 使用 し て いる の で 、 遅 延 


この ヶ ケー プル の 性 能 は つぎ の と お ちり で あり ます 。 
特性 イン ピー ダン ス 2,900Q 


, 遅延 時 間 2.0ks/m 
時 間 の 周波 数 特性 すなわち 遅延 ひずみ が 
2 atig: 減 商 量 約 3db/m (4MC) 
(4) 損失 と 遅 修 ひ ずみ が 少な い の で 、 波 形 の oe ts 
ひずみ が 少な く 、 パ ルス 特性 は 忠実 で ある 。 エ ©. 350V 
(5) コア は 可 と う 性 に と み 、 屈 曲 性 6 良好 で また は D.C. 500V /1 分 
る 絶 線 抵抗 100 MN / 以上 
(6) ケー プル の 仕上 り 外 径 が 小さき く 、 所 要 の 
"遅延 時 間 の も の が コン パク ト に 得 ら れる 。 参 考 


(1) 味 社 で は HH 一 2500 の ほか HH 1600, HH 一 4000 お ょ よ 
び パ ルス 過渡 特性 の きら に 恵 実 だ な HH 一 1500 ぉ ょ び HH 一 2000 
の 各種 遅 芽 ケー プル ん も 製造 いた し ます 。 

(2) 御 要 求 に よっ て は 遅 区 時 間 を 調 軸 し 、 端 末 を そ モー ルド 加 
工 し た も の も 納入 いた し ます 。 


日 幸 電線 
本 社 東京 都 千 代田 区 丸 の 内 2 一 12 


営業 所 大 阪 |・ 福岡 。 宅 aim。 必 
販売 所 札幌 ・ 仙 台 広島 富山 
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りり 口 
OZMCISERIES Ed 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS 


CRAVE SSBTRESEINERS 
・ DOPPLER1 RADAR TSYSTEMS 
“SK SY STERMS 

FIXED CHANNEL RECEIVERS 
・ SPECTRUM ANALYZERS 


3 KC 
10MB | ERC ER 8 0 
iomME | RT TR 
| 10 MF | 3.5 KC 10 KC 
i0MH | > 0.5 KC 

CRYSTAL DISCRIMINATOR: 


| MODEL NO || CENTER FREQ | BAND WIDTH IMPEDANCE OHMS CASE SIZE LW.H. 
| 10M-DC | 10. 7MC 50KC PEAK TO PEAK | INPUT 10K, OUTPUT 500K 25X20 X25 mm 


MODEL 10- MA MODEL 10M- DC 
ATTENUATION VS. FREQUENCY 10.7MC DISCRIMINATOR 


に CE CL LT 
HE 

| 素 加入 圭二 

半 細 画定 ご 只 名 協 暫 きき 司 軸 自 還 W 画 画 思 闘 甘 計 

tT CE LL || 

万 医 ささ 六 人 攻 画 下 生 法 医 庫 半 入 正英 記 剖 

ご 画 評 過 k ご こり 高 品 半 由恵 起 加 匿 尋 琴 圧 過 
当 隆 桂 提 記 芯 。 洛 品 世 朗 邊 品 品 旋 醒 屋 中 赴 目 卓 画 中 
全 泊 世 品 吐 下 詳 周 層 牙 上 画 本 功 野 還 量 古 正 正 硬 
ーー 敵 陸 嘩 敵 画 画 較 CR 
すさ 計 環 周 電 園 皿 較 画 自 個 二 吾 半 貞 大 暗 半 要 時 時 暗 
CEL LL TTL 

「 間 電 写 融 甘 民 特 灯 店 人 画 画 末 政 必 拉 是 圧 叶 画 世 
ご 村 月 還 選 屋 付 国選 圧 時 較 還 『 男 画 画 圧 画 旦 下 
ココ ドド 戸 模 選 置屋 較正 現 夏 革 画 個 本 古 電 凍 

本 0 40 + + 
FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 


同一 外形 互換 性 を 考え た 10.7 MC 系 列 既 設計 、 高 信頼 性 の 高周波 水上 唱 泊 波 稀 
信人 EC た まる 8 
向 、 特に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御用 命 の 程 御 待ち 申 上 げ て 居り まる 


| 洋 衣 谷 機 株 式 謀 計 

| 宴 洋 紅 倍 補 和 株 式 責 f 

| i 2771~37792766 

| 本 社 及 工 場 神奈 川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番 地 (電話 ) 川崎 (2) 3.7 

東京 事務 所 東京 都 千代 田 区 圭 ヶ 関 3 丁目 3 番地 鋼 狐 ビル 内 (電話) 東京 (591 1 9 7 3. ! 97 4 
5 01 


: ) ; 
. 受 所 大 阪 市 西区 土佐 堀 船 町 2 3 番地 大 阪 商工 ビル 内 (電話 ) 土佐 堀 (4 4 
で 二 居 町 3 番地 住友 ビル 内 (電話 ) 福岡 (3)2 
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・ 重 量 は 同一 サイ ズ の 銘 被 テー プル の 約 抄 に 軽量 化 さ れる 。 ぇ 。 
すず 3 夫 yp な い の で 長 尽 ケー プア ル の 戦 設 が 可能 と な る 。 
ス 自体 が 防食 層 を 夫 する の で 電 食 、 化学 食 の 心配 は な い 。 
ょ た 電 混 等 は 皆無 と な 
・ 振動 疲 労 特性 が Kn 
・ 従 っ て ケー ブル の 信頼 度 は 向 [- し 保 * 二 も 析 め て 容易 
・ 価格 は 鉛 被 テ ー プ ル と 融 ] 等 程度 で ある 


} 
に な 3 


«> 上 古河 電 押 工業 疾 式 音 和 


社 東京 都 千 代田 区 ON ZX 0 14 


を 使っ た 機器 が なら 
何で も 御用 命 下 さい 


GENERAL 


SSRNSSSSNDD 
AAACN 


この 無線 電話 装置 は ョ 計 に x 
本 所 半 傘 は は の な し 新しい 手箱 を 区 PO 
こす ぐれ な た 特長 が 備 


。 蛋 全 ーー 導 導 で 
源 部 も 全 ト ラン ジス メタ 化 je 0 い 
容易 な 筐 、 構 中 

性 能 


周 波 数 
0 
空 中 線 v MC 中 の 一 $ 
出 カカ be 
2 fC MM シン 


に 誠 。1 


受信 


送信 時 


に Sa 
ププ? 4 半 陸 コ ラーン 
ンジ シス タ 


hE 

川 県 川崎 市 未 

a RN 株 式 全社 才 信 計 
(048) 2121. 2111 王 川 (701) 17: a 


遡 信 辱 に 信号 用 に 制御 用 に / 
藤倉 の パス スタ ルル ペ 77- カ ルル 


アル ペ ス , スタ ル ペ ス 補 和 誕 は 米国 で 盛ん に 使 
用 され て いる プア プラスチック シー ス の 代表 的 な 


。 


も の で アプ ラス チッ ク 絶 縁 に は アル ペ ス , 紙 絶 
縁 に は スタ ル ペ スケ ーー プル が 最適 で す 。 


=} 


の 


鉛 被 より 遥か に 軽い の で , 取扱 い , 運搬 
ある ゃ る い は 布設 に 便利 で あり ます 。 


・ 鉛 の 如く 振動 に よる 疲労 の 現象 が な い の 


で 交通 量 の 激しい 場所 の 布設 に 最適 で す 。 
ポリ エチ レン は 化学 的 に , 物理 的 に 安定 
し て お り , 耐候 性 も 大 で ある の で , 化学 
腐 側 や 電 便 の 心配 が な く 了 永年 の 使用 に た 
i 


・ 泥 触 に よ ょ る 被害 の 恐れ も あり ませ ん 。 
ホ . 外傷 等 に より 万 一 ポリ エチ レン が 損傷 を 


うけ て も 容易 に 湿気 が 中 に 浸入 し ませ ん 。 
スタ ル ペ スケ ーー プル は 諾 蔽 効果 が 大 で みあ 
br 8 


・ 資源 的 に ある い は 経済 的 に 考え て 有利 で す 。 


字 雪 株 式 人 香 社 


本 衣 社 2 電 計 電話 (641)1111, 1131, 4156 
9 


沼 ・ 小 


: 往 出張 所 名 古屋 ・ 仙 台 


Oe 


ェ サ キ ・ ダ イオ ー ド を 間谷 


(CP ネル タイ スズ で 


高 信頼 度 ジリ コン トラ ンジ スタ スム ス 栖 


ジリ コン Mesa パ ワー トラ ンジ スタ シリ コン 高周波 トラ ンジ スタ 


td 


S ° 2 


(JEDEC OUTLINE, TO-3) na CIEDEC OUTLINE 70-5) 


2sc42 シリ ー ズ 2sc192 シリ ー ズ 


(用 途 ) (用 途 ) 
サー ポア ンズ, 大 電 カ スイ ッ チ ン ラ ot | 
高周波 大 提 増員 発振 ヴィ デオ アン プ , 高周波 中 出力 増 巾 発 振 


内 容 に つい て は 右上 足 特性 一 覧 事 を 御 参 照 下さ い 
前 一 12 


GS 


ーー 7 
2SC 194 rs SC192 シリ ーx*VCBー60V 


Ic-5uA, iB=2nA 


テ 拉 絶対 最大 規格 (Ta=25'C) 特性 T= ああ *G ) > 
Vcio | Ic Pg Fireco |p Cob に 旧称 備考 
(V) |[(mA)| (mW) | (A) (PF) |(Me)| (ab) 
[sain FE. EEE CE EEE TL TE 
CS 


im or [rm RR 
EX 
EE 
8 
は 


20 |«*27 ER LN 1 
4 


1 中 間 波 増 店 用 |2T75| «f=455Ke 
10 |*37 ” Ti76e 補 > 全 


* lc=10mA 


低 周 波 小 出力 用 の 
313 
A 


( Tass28C | 特性 (T 計 SC 

I ™ 暗 本 斑 が o , fab 
[eso | wenrot| | me ro hm 
a ni mm cna i em 
[re | sr tow ono — | om [er [os snaREAnt [oade okO, ao nd 
|* fae(KC) , AIc=—200mA 

[18| > | -30|-100| ipw| eo — [20 [7 el 0 rT Cs Ar 

* fae(KC), A Ic= —200mA 
i i rna | 


of 5 表 | 可 本 a ve 
so [sonzet| sim | mee nim a 
1 ssVCcB™ 
EE mm nhn pT [evenn ov | 
RE | rie om no Terran mere 
EE 0| 00 a i | 25 | 30 | ma 0 
hifimmwls and [ml a = mn ka 4 rm 
*VCcB= 一 12V. へ KC 
ela 


| * eamA 
詳細 お 問合せ は ッ ニ = ニ = 一 株 式 会 社 半導体 部 まで 東京 都 品川 区 北 品川 6 一 351 電 (441) 0161 ( 代 ) 
i ; 前 一 13 


ガケ 皇 時 5 の 

エレ 7 トロ ニッ 
カカ 7 ライ ダグ 
トリ ワオ 


-TR-111 + -TR-112A/B 十 -TR-2T8 


カウ ンタ アク セ サ リ ・ ユ ニッ ト ディ ジタル プリ ンタ 


a 


-TR-112A/B 


0—220MC, 0.3k $10'$, 土 1 土 5 メ X10 accuracy 


1. 10c 一 2.5 Mc 迄 の 周 流 約 測 定 、 0 一 10 ke 達 の 千 及 則 定 .3kks 一 10's の きき 半 RK 電 測 ) 定 か が 4 村 ( に 導 堺 度 で で きる - TR- 
0A/B ユニ バー サル カウ ンタ 

2.200 kc 以下 の 周 ) 渡 導 測 定 5 (に 周期 泊り 定 30ks 一 10*s 科 の 5 き 問 へ 了 吉 の 1 他 ( ニ も 圧 流 上 比 、8 時 間 此 も 夫 1 台 で 6 通り の 係 き を すす 
ETRE = ニッ マーサ サル カウンタ 

3200 kc 迄 の 周 渡 数 100kk s 一 103s の Bs 々 了 吉 沿 り 穴 等 の 部 を 持っ て 慰 ゃ に も か か わら ず で WM めで て 小 07/ ヒ され た ~- TR - 
1080©0 ユニ ンマ マーサ ルカ ウフ ワン タタ 

4. オ ー デ ィ オ 周 ) 渡 巡 %、 固 四 演色 注 り 定 '( ニ 雪 小 和 り 9 ほ 罰 に 作ら れ た -TR- 1248 ディ ジタル ペッ ト 


~TR- IIO A/B. ~-TR- 109 8B = 了 T 選 ・-108 D に は さ は 和 90 人 事 用 の 上 に た ピピ で モデ ィ フ ィ ケ イシ ョ ンカ 寄 
#4 箇 有 りり ま すら 符 り 人 ササ 下さ い 。 

EA A A 字 座 示 窟 (こよ る 中 近 夫 示 斑 式 

モデ ィ イフ コイ ケイ ショ ン NM 赴 ハス 、 ブ 只 度 5mv rms 

モデ i ィ i フフ A NA Bn NN レベ ペル 0 一 100 vV 需 度 十 12%6 の 本 盲 デ イス クリ ミネ ー タ を 内 南 ラ ッ ク マ ウン ト 処 ) 


デイ テラ ケイ ショ ン で 傘 


| 培 

, | 

A 

PR 

es) ER | 
-TR-124B -TR-109B -TR-110A/B/C/D 


タケ ダダ 理研 工業 株 式 会 社 ・ 東 京都 練馬 区 加 町 285・Tel(933) 4111 代 
前 一 14 


-TR-111 エ レク トロ ニッ ク ・ カ ウン タ 
と -TR-278 デ ィ ジ タル ・ プ リン タ 


© ら 10cps ~220Mc に わた る 広範 の 周波 数 測定 

© ら 0:3kzs~-107S に わた る 広範 囲 の 時 間々 隔 測定 

〇 ほぼ Ocps ~~10kc に わた る 周期 測定 に よる 低い 
周波 数 の 精密 測定 

Oo1:1—1: 108 に わた る 周波 数 比 時 間 比 測定 

© -TR-278 ディ ジタル プリ ンタ と 連動 し て 圭 
示 デ ー タ を 直接 印字 記録 する こと が で きま す 

O 〇 10cps・1kc・100kc・10Mc の 標準 周波 数 

© 豊富 な アク セ サ リ ー 


-TR-112A/B 周波 数 変換 ユニ ッ ト 
-TR-113A_ 時 間々 隔 測 定 ユ ニッ ト 
-TR-113B 周期 測定 ユニ ッ ト 


=R-114_ 増 巾 器 ユニ ッ ト 


-TR-135F 
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前 導く いい 


EITEL-McCULLOUGH, INC. 


San Carios, Callfornia 


pe 


< 


ee/ 


gm 関 商 - 


日 本 総代 理 店 


EIMAC 

CERAMIC TUBES 
DESIGNED 

FOR SPACE 
WITH RUGGED 
NEW 26.5 VOLT 
HEATERS 


Three extremely sturdy Eimac ceramic tetrodes have been 
specially designed for missile telemetry and airborne 
military communication systems—with rugged new 


26.5 volt heaters. 


In actual missile systems and current key projects, 
these tubes have passed severe tests with flying colors. 


And have dramatically proved that they can take it! 


For your space age needs, investigate the many advantages 
of these pioneering Eimac tubes: the X578G, X578H 


and X578J. Write for complete information. 


GENERAL CHARACTERISTICS EIMAC 26.5 VOLT CERAMIC TUBES 


Eimac Tube 
With Similar 
Characteristics 


Max. 
Plate-Diss. 
Rating 


4CN15A 2.5 0.9" 15* watts 


Frequency 
for Max. 
Ratings 


Voltage 


26.5 


*A nominal rating, May be increased by employing a suitable heat sink or liquid immersion. 


事 株 式 会 社 


東京 都 千代 田 区 神田 東 福 田 町 1 電話 (866) 代表 3136 
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el 


Ei EE on RE cn gi emm 


hp) 456A AC CURRENT PROBE 


Converts ac current to 
ac voltage directly 

(1 amp =1 volt) 

for reading on your 
scope or voltmeter 


Just clamp around 


and read: a oe 


. » View current on your scope or measure it with a VTVM 


Tube circuits 


・measure small signals dynamically, without clipping leads or circuit loading; 
study diodes at breakdown 


Transistor circuits ・ 
Logic circuits ........measure ac current in presence of dc current 
Impedance measuring ・..with a dual-channel scope, measure current, voltage magnitude; phase angle 


Power measuring .. .with dual-channel scope read current, voltage directly, calculate power 


Frequency counting . ...use 456A with counter for clip-on frequency access 


And, how about these ? . . phase comparisons of ac carrier waveforms; instrument fuse current ratings; 
cable identification, response of magnetic cores; magnetic field sensing; silicon 
3 rectifier peak currents 


Ever need to measure high- 

level, high-frequency sound-pressure 
levels? You can with the 1551-B and a 
1551.-P1H or -PlL Condenser.Micro. 
phone Assembly. 


Octave-band 
analysis problem? 
Solive it with the 1551.B and a 1550.A 
Octave-Band Noise Analyzer 


For complete information, 


write for the Sound Bulletin. 


GENERAL RADIO COMPANY 


TEKTRONIX. INC. 


THE HARSHAW.CHEMICAL 


lt's Diffieult to Stump... 


THIS SOUND-LEVEL METER 


operates from conventional a-c lines with 
theaid of a plug-in 1262-B Power Supply. 


GR 1551-B Sound-Level Meter . .. a versatile 
instrument for routine measurements . . . has a 
wide variety of accessories that connect quickly for 
specialized applications. s。 
(re: 0.0002 gbar). Specifications are in 上 
agreement with standards established 


by the American Standards Associa / 


Sound-level range is from 24 to 150 db 


tion. Basic price, $415. 


i 人 8 level 

na nt 
that must be made remotely or under wide 
temperature and humidity variations are easy 
when you use the 1551-B with a 759.-P25 
Dynamic Microphone Assemblty. 


A battery 
operated instrument, the 1551-B 


For narrow-band or one 
third octave-band analysis 
of sound or vibration, use 

the 1551-B and a 
1554.A Sound and 
Vibration Analyzer. 


To measure the displacement, velocity, 
and acceleration of vibrations from 20 to 
1000 cycles, use the 1551.B, a 759.-P35 
Vibration Pickup, and a 759-P36 Control Box. 


The Graphie-Level 
Recorder can be 
used with the 1551.B 
for recording sound 
levels as a function 
of time, To plot noise 
spectra automati 
cally, use a Recorder 
connected to the 
1551.Band a1554-A 
Sound and 
Vibration 

Analyzer. 


ee 


You can measure short- 
duration noises too! With the 1551.B 
and a 1556.A Impact. Noise Analyzer 
youcan determine the peak amplitude, 
duration, and decay time of noise 
bursts quickly and conveniently, 


GENERAL RADIO COMPANY 


WEST CONCORD, MASSACHUSETTS 


4 lh 
our ear 


in Electronics 


日 本 総代 理 店 


屋 電 気 株 式 会 社 
東京 都 中 央 区 京橋 二 丁 目 三 番地 ( 守 随 ビル ) 


電話 (561) 9256 ( 代 ) 5848 輸 入 課 直 通 
前 一 18 . 
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末日 帯 咽 上 団 敵 ・ 賠 ・ 田 蘭 ・ 看 


測 
[si (に こ 
る 
0 
口 
案 
様 内 
周波 数 特性 ; リ ニヤ ー ; 2 ~35, 000% 土 0.5dB (5 ~20, 000%%+0.3dB) ウェ イ テ ィ ング ネッ ト 
ワー ク 」; 1EC 標 準 の A. BB. C. 規格 = 林 
連 貞 
選 択 度 ; 周 波数 分 析 及 び デ ィ ス トー ショ ン メ ー タ ー さ し て 使用 可 の を 
周波 数 スケ ー ル は 6 つの レン ジ で 20~20, 000% 所 可変 、 レ ベル レコ ー ダ ー の モー 資 切 
ター に より 自動 掃引 可 、 一 定 パ ペー セン テー ジ 巾 の バン ド バ ス 特性 は 20 一 25 一 30 一 衣 さ 盾 i 
35 一 40 一 46dBB& 可変 、 確 度 は 40dB オ タク ター プ 選 択 に 於 て 0.5dB、 この 装置 の 周 護り 
波数 は 大 き な 央 明 され た ダイ ヤル に 指示 され る 。 周 波数 確度 は 上 1 %、 デ ィ ス ト 幡生: 
ーション メー ター さして 使用 され る 時 は 基本 周波 数 の 減 座 は 60dB で ある 。 き 
ま 
感 E00 V0 0 0V れ 
ノイ ズレ ベル ; 入力 開放 の 時 15xV、 入 力 短 絡 の 時 5gV き 


メー 整流 器 ; 失 頭 ・ 実 称 ・ 平 均 各 値 切 換 可 
詳細 は 下記 へ 御 問合せ 下さ い 。 


日 本 総代 理 店 東 京 : 東 京都 港 区 逐 田村 町 6 丁目 7 番地 


Nationat TEL (431)0545-4941.5491.7875・8958 
8 松下 電器 賀 易 株 式 会 社 よ 阪 : 大 阪 市 北 区 天神 橋 筋 1 丁目 14 番 地 
TT E60 8 01.8 


Gra 


EAE きま 


SECONDS 


{ pisetar TME 
1 3 信 

| 

| 


[ 
} | 
| eR 
) が ご 
0 | ( \ A | a> Yd | 
"OERON {TRieGER SLoPt MAMIACE | 
| | < 
7 0 { 
1 t 
ツ | INCREASE INCREASE A 
} 
| 
店 FREQA PERIOD 
1 | oN eh が 
i 2TEST 
i SENSIMTIVITY | APTi-METER = 
t 
IMEG i } 0 細 較 疾 NOOEL SEF は 1 兵 二 舞 放 
a . 
| © INPUT € } FUNCTION 


ee 


Yan FUR TI RG TENMINAL DRIVNE, RE ANVISW, NEW VO 


-METER 


(ACTIONS PER TIME INTERVAL) ee MODEL 361 


Here it is—a 1 megacycle fully transistorized counter-timer that gives you all the 
advantages of solid state circuitry and in-line readout in a versatile, truly portable 
package! Designed for ultra-reliability in laboratory and plant—and fully environmental 
tested—the Model 361 Apti®.Meter provides all the functions of a precision counter, 
timer, frequency meter, and ratiometer—meets the most critical standards .of accuracy 
for measurement, calibration, timing, and control. Conservative circuit design and 
ample component derating assures outstanding reliability under all operating conditions. 
am COUNT RATE: to 1 mc. mTIME INTERVAL: 1 u sec. to 10 sec., decade steps. mACCU- 
RACY: +1 count + 上 3 parts in 107 per week. mINPUT IMPEDANCE: 1 megohm. mSENSI- 
TIVITY: 10 mv. @DISPLAY TIME: 0.2 sec. to 10 sec., and manual. mPOWER INPUT: 19 
watts. mwmDIMENSIONS: 8"hx10"wx 8" d. wu WEIGHT: 11 lbs. mRESOLUTION: 1 u sec. 
nm OPTIONS: printer readout connections; rack mounting; full Mil. Spec. compliance. 

The Model 361 Apti®.Meter is one of TSl’s family of fully transistorized 100 kc to 10 
mec counter-timers for precise' laboratory and industrial applications. 


詳細 カタ ログ は 下記 へ 御 請 求 下 さい 。 
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LABORATORY FOR ELEGTRONIGS, ING. (LA) 


Microweave 
Oscillators Scrics 814 


high-power...ultra-stable...tunable 


Specifications 


Frequency Coverage-—2500 to 25,000 mce/s 

Dial Calibration —1l mc per division on main dial, 
(resolution) Direct Reading Vernier dial inclu- 
ded for ‘tuning ease. 

—0.1% absolute—Calibration’ chart 
supplied for greater accuracy at 
slight additional cost. 

Short - Term Stability—5 parts in 10% (ave.) i.e. 500 cps 
or Residual FM @ 10 kme. 

Long - Term Stability —1l part in 10% (under normal envi- 

ronmental conditions). 

Amplitude Modulation— Internal 1 kc oscillator-modulator. 

Up to 15%. 

Front panel jack for connection to 
external oscillator. 

May be modulated greater than 
15% with external gyrator. 


Dial Accuracy 


Frequency Modulation Total deviation up to 
0.01 percent of frequency. 


See Table. 
See Table. 


200 watts (average), 

117 volts, +10% 50-60 cycles. 
Overall with dust cover: 

21-1/16 in. wide, 14-9/16 in. high, 
16-5/16 in. deep. May be rack mounted. 
Panel only: 19 in. wide, 10-1/2 in. high. 


Power Output 
Output 
Power 


Dimensions 


米国 ラボ ポラ トリ ー・ フ オー・ エ レク トロ ニク ス 社 
日 本 総 代 理 店 


伯東 株 式 会 社 


東京 都 港 区 芝 屋 平 町 1 虎ノ門 産業 ビル 
電 話 (501) 3168, 3169, 5301 一 9 


通信 工業 ・ 電 子 工 業 ・ 原 子 力 工業 用 設備 
測定 器 ・ 部 品 ・ 材 料 ・ 工 作 機 械 ・ 工 具 
工業 用 試薬 ・ 輸 出入 ・ 国 内 販売 
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E25 ドド ters sec: 
AOO titers/Ssec: 


"| EF rter/sec; 


40 liters/sec. 5 RitersAsec: 


LC NS 


(特許 出願 中 ) 


” Ld ーー10 » 
到達 真 室 度 10"mmHg 以上 
これ は 日 本 電気 の 生産 技術 が 新しく 送り 出し た 新鋭 機種 で 、 こ の 超 高 真空 ボ ポンプ の ご 使用 に よ 
り 1010mmHg の 清浄 な 真空 が 容易 に 得 ち られ ます 。 し か も 操作 が 簡単 で 安全 で す 。 在 来 の 真空 ポン 
プ と は 全く 機構 を 異 に する エレ クト ロニ クス 方 式 で ある た め 駆 動 部 分 が な い 。 原 理 的 に は 気体 
分 子 を イオ ン 化 し て チタ ン 人 分子 を スペ パッ タ ー さ きせ 化学 的 及び 物理 的 に が ス 分 子 を 吸収 する 。 


用 途 

超 高 真空 イオ ン ポ ンプ は 次 の 用 和 途 に 極め て 優 処 な 性 能 を 示し ます 。 
1) 電 子 管 の 製造 2) 質 量 分 析 計 

3) 真 空 区 着 装置 4) 界面 、 触 媒 等 の 研究 

'5) 放 電 、 プ ラズ マ の 研究 6) そ の 他 の 超 高 真空 装置 


特 長 
超 高 真空 イオ ン ポ ンプ は 多く の 特長 を も っ て お り ま す 。 、 
1) 到 達 真 空 度 10-10mmHg 以上 V-11610A 


2) 動 作 真 空 度 範 囲 2 X10~? mmHg ~10-10 mmHg 以上 
3) 排 気 速度 各種 の ボ ポン プ 電 流 に より 同時 に 真空 度 を 測定 で きる 5)300*C の 高温 まで 動作 さ VacSorb FOREPUMP 


せ 得 る 。 セラ ミッ ク 封 入 の た め 構 造 が 臣 定 で あり マグ ネッ ト を 取り 去れ ば 500*C まで 加熱 で き 振動 お よび 油 燕 気 に よ る 汚染 
る 。 6) 消 費 電 力 が 非常 に 小さ い 7) 長 才 命 で ある 。 か ら 真 空 系 を 守る 必要 が ある 


場合 この VacSorbFOREPU- 
MP の 説明 を ご 使用 に な れ ば 、 
吉 め て 清 当 な 超 高 真空 が 得 ら 


5>- 日 本 電 所 株 式 次 詩 


本 社 東京 都 中 央 区 日 
吉 00% 

支 店 大 阪 市 西区 約 下 通 

支 店 神戸 市 生田 区 海岸 通 


VOLCO 
新 製品 速 応 無 歪 自動 電圧 調整 器 


VOLCO の 新 製品 FRW 型 速 応 無 歪 自動 電圧 調整 器 は 確実 な 古典 的 回 路 方 式 に よ より 新しい 設計 技術 で 製作 
きれ た も の で 、 極 め て 早い 応答 性 と 歪 の な い 正 弦 波 出 力 を も っ て お り ま す 。 ドリ フト も 殆ど 有り ませ ん 。 

者 千 も 人 単項 光 で 真 補 符 や 半 導 休 等 を 全く 含ん で お り ま せん か ら 悪 い 使用 条件 で 息 業 な 取扱 を 受け て も 故 才 す る 
心配 が あり ませ ん 


高温 、 多 湿 、 振 動 、 等 周囲 条件 が わる く 、 早 に や は げ し い 電 圧 変動 の ある 実際 の 現場 で 使用 し た 場合 に 実質 的 に 他 
の どの 方 式 の も の より 安定 度 の 高い 、 信 頼 性 の あぁ る 自動 電圧 調整 器 で あり ます 。 
構造 が 簡単 な の で 価格 も 低廉 です 
3 0 年 以来 の 専門 メー カーVOLCO の 製品 で すか と 


その 他 の 性能 も 勿論 最高 で す 。 


サー ビス 代行 店 倉 出力 流 型 


関東 甲信 越 地 区 吉沢 精機 工業 株 式 会 社 関 西 地 医 株 式 会 社 三栄 商会 
本 社 東京 都 文 京 区 湯島 新 花 町 35 大 阪 市 北 区 東堀 川町 11 
Tel. (921)1042. 7088.(929) 0289 "Tel。。 太 」 阪 3③09 2556 一 7 
Pe 長野 市 一 横 2. 0 中 国 ・ 下 国 ・ 九 州 地 区 新川 電機 株 式 会 社 
Tel5 長野 4601 2 0 1 
新潟 市 下 太 川 前 石油 企業 会 館内 Te 中 2) 9147=9 *,9140 
Tel. 新 潟 (3) 0603 支 店 高松 市 南 鍛 治 屋 町 4 一 18 
中 京 地 医 株 式 会 社 朝 日 南 会 EFL 松 2) 3.43 
名 古屋 市 千種 区 覚王山 通 3 一 34 祥 M eE A LN 3 4 
Tel. (73) 0625—6.465 .7964 Tel. 福 岡 "(2) 0514 (3) 6344 


. 東京 都 黒 田 区 寺島 町 5 130 電話 (611) 2461・2971 
日 本 電源 機器 株 式 会 社 出張 所 大 阪 市 東 区 谷町 1 一 7 電話 (94) 1140 
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VV 
言 乱 
言 号 発生 


MSG-261 標準 TV 信号 発生 器 


本 器 は T V 受 像 機 試験 法 の 規格 に 準 し て 製作 され た 信 
号 発生 器 で , T V 生 産 工場 に お いて 受像 機 の 総合 試験 お 
よび 研究 ・ 調 整 に 適し 、 映 像 お よび 音声 搬送 波 の 周波 数 
確度 は 各 0.002 以 内 で 、 映像 搬送 波 は ビデ オォ 周波 数 帯 
に て 85% の 変調 が 可能 で ある 。 


(1 映像 搬送 流 信 号 発生 部 (2 音声 搬送 波 信号 発生 部 ; 
搬送 波 周 波数 第 1 一 第 12 チ ャ ン ネ ル 中 の 搬送 波 周 波数 第 1 一 第 12 チ ャ ン ネ ルル 中 の 
連続 す 3 る チャンネル 連続 3 チャ ィ ェ ン ネル 
チャ ィ ン ネ ルル 1 91.25Mc チャ ェ ャ ン ネ ルル 4 171.25Mc チャ ィ ン ネ ル 1 95.75M ec チ テ チャン ネル 4 175.75Mc 
2 97.25Mc 5~ 477.28Me 2 101.75Mc 5 181.75Mce 
3 103.25Mc 6 183.25Mc 3 107.75Me 6 187.75Me 
チャ ィ ャ ン ネ ル 7 189.25Mc チャ ン ネ ル 10 205.25Mc チャ ン ネ ル 7 193.75Mc チェ ィ ェ ン ネル 10 209.75Mc 
8 193.25Mc 11 211.25Mce 8 197.75M ce 11 215.75Mce 
9 199..25Mc 12 217.25Mc 9 203.75Me 12 221.75Mc 
周波 数 確度 土 0.002% 以 内 周波 数 確度 土 0.002% 
出力 電圧 範囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB 出力 電圧 四 囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB 
出力 電圧 確度 キ 1dB 以内 出力 電圧 確度 キ 1dB 以内 
出 カ イン ピー タダ ンス 75Q VSWR 1.2 以 下 届 ガ イン ワー シネ 7503 WW 村 
変調 方 式 振 巾 負 変調 内 部 、 外 部 変調 方 式 FM (内 外 ),、AM (内 ) 
0 —85% 戦 各 お よ び 同 時 変調 , 
部 変調 周 ? 400%,。 土 5% 以 由 “本 A Ea 
と の 内 部 変調 周波 数 FM 400%% 土 5% 以内 
1 ; A M1000%% 十 5% 以 内 
MET 1dB, =1. 54B 変調 度 FM 25kc (100%) 
4Mc +1dB, —- 3 4dB Ew 4 AM 30% 
波形 事 60% 短 形 波 に 対し サダ 部 変調 特性 F M30%—15kc, 士 1dB 
a oy 4 A ; 以内 
次 2% 外部 変調 入力 レベ ル 600Q 5V 以 下 に て 
非 直 線 飛 85% 変 調 に て FM 100% 変 調 可能 
5%AT 変調 和 蛋 FM 100% 変 調 に て 
外部 変調 入力 レベ ル 759Q 1.4Vp-p 以下 て 2%!ATF 
85% 変 調 可 能 AM 30% 変 調 に て 
を と 5% 込 下 
SN 上 比 50% 変 市 に て が i 
50dB 50dB 以上 
(3) 電 源 入 カ 100V 50/60 % AM 30 変調 に て 
“a 50dB 以上 


上 月 圭 協 濾 測 審 株 式 祭 圭 es ) 


(et 
東京 都 目 黒 区 上 目黒 五 丁目 二 太 五 人 番地 電話 (712) 1166 ( 代 ) ~9・1160 
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SSB 用 標準 水晶 フィ ルター Wim 


4 等 明 1 SSB 送 受信 機 の 簡易 化 
中 心 周波 数 が 1005 kc で ある がら 送 受信 機 は シン グル コン メ バ 

ーー ジョン で 構成 で きる 。 
語 兼 押 0 
力 ば 可 聞 生か % お あり プレ スト ー ク 式 の 場合 、!1 ヶ で 送受 信 
 』 に 共用 する こと が で きる 
3. 自 好 な 特性 Ne 

| 人 ヶ ケ の 水 証 フイ ルター で 2.2 kc 以上 の 通過 吉 域 特性 と 

90db/OCT の 減 栓 特 翌 が 得 ら れる 。 
伝送 損失 が 少な い 。 3 


i 肖 20 C=ー 生 707C の 訟 温 誠 男 囲 で 動作 安定 、 温 度 係 数 は 極め 
CE Nl Ns : 


小型 澤 量 で ある .、 
入出 力 共 、 平 箕 回 路 に も 不平 笑 回 路 で も 使用 で きる 。 
5. 高安 定性 
経年 変化 は 極め て 少な く 、 又 挟 動 、 衝 刺 に 強く 高温 多湿 の 悪 
条件 で 劣化 する こと は な い ぃ い 。 


oy i 
5001 1. 動作 温度 C0IG 
{ 0 = 2- EE 


eh | 2. 中 心 周波 数 1005 ke 
ND 3. 周波 数 特性 ( 下 「 雪 ) 
EAL 
; 3 db 帯域 巾 / 6 db 帯域 巾 0.8 以 上 
4. 伝送 損失 4 db 以下 
スプ リア ス 特 性 
寺 キ 10 kc の 入 囲 に 於 いて 一 70db 以 下 
6. 入出 カイ ン ピ ー ダ ンス 
型 式 。 CF1005 4.7KQ 
C F1005 A 75 Q 
伝送 損失 最小 点 よ り の 減衰 量 


周波 数 (ke) 


90 db EE 
66 db 以上 


尚 、 上 記 特 性 は 中 心 周波 数 1000 ke より 1500 ke まで 製作 で きま す 。 


日 本 電波 工業 株 式 会 社 


本 社 及 工 場 。 東京 都 渋谷 区 代々 木 新町 8 4 番地 
L921 9 4 


ぞ 電 ろ 


=: 


ラン ジス タ 測 定 還 


TD-150C 型 トラ ンジ スタ 特性 直視 装置 
親 格 コレ クタ 々 電源 
ピー ク 電 圧 0 一 20V 10A 最 大 
0 -200V 1 A 最大 


ペー ス 電 源 
電流 ス え ステップ 1/kA 一 200mA 17 虚 切替 
電圧 ステ ッ プ 0.01V-0.2V 5 点 切 替 
繰返し 周波 数 100%% 双 は 200% 
生 直 軸 コレ クタ 電流 10kA 一 1A/diV 
ペース 電 圧 0.01V-5 V /diV 
水平 軸 コレ クタ 電圧 0.01-20V /diV 
ペー ス 電 圧 0.01-5V/diV 


TW -35B 型 トラ ンジ スタ 定数 測定 器 
規格 
測定 範囲 (1)R 定 数 Y::0 一 1509 0 15009 
Y220 —150KQ 0 ~1.5MA 0~6 MQ 


(2)H 定 数 hi 0 —1509 0 —15009 
kK SR 科 8 
hs ( 々 お ぉ ょ び 有 8) 0 150.0 300 
ha2 0.2~—100kZV 
測定 精度 二 2 以 内 
発振 周波 数 270※ 二 10 
増 巾 器 利得 80dB 以上 可変 


本 社 及 平間 工場 川崎 市 田尻 町 90 電 計 8 (3)3049・6428 一 6430 東京 出張 所 及 三 田 工場 東京 都 港 田 9423 
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CR—1IOKB 広 症 域 発振 徐 


本 番 は テレ ビジ ョ ン そ の 他 に お ける 、 音 声 、 映 像 機器 、 お よび 線路 な どの 
諸 特 性 の 測定 な ちび に 調整 試験 に 使用 する 電源 部 自 蔵 の ウィ ー ン プア リッジ 
型 広 帯域 発振 器 で ぁ り ます 。 名 諾 


発振 周波 数 


10%~10Me KN y 
a 周波 数 精度 Y 
“ J て 2% 二 1 %) 


ナイ > 財 

NA 

759 側 4Vp-ーp 以 上 rt 
6009 側 4Vrms 以 上 版 條 . 


ー2 型 低 周 波 特 性 測定 器 
DPA—2 型 低 周 波 特 性 測定 
低 周 波 発 振 器 , レベ ル 測 定 器 , ひずみ 率 測定 器 の 三 台 を 一 筐 体 
に 組み 込ん だ 多目的 測定 器 で , し か も 電源 部 を 自 茂 し て お り ま 
すか ら , 携行 移動 に 便利 で す 。 


低 周 波 発 振 部 
発振 周波 数 20%&~20ke 

ひずみ 率 測定 部 
測定 周波 数 NIK 00K,. hke, 5kc, 7.5ke 
測定 閉 囲 0.2%-ー2%, 2%~20% 


レベ ル 測 定 部 
周波 数 範囲 20%~20ke 
測定 男 囲 ー70dBm 一 十 30dBm 


チョ ッ / ィ ッ * と ロー|! 
CHー4 
用 途 
CHー1!: 特に 高い 入力 抵抗 (10 一 1,000MQ) の 回 路 
( 例 ) 高 入 力 抵抗 直流 増幅 器 (pH 計 指 示 部 , 光電 
流 増幅 器 等 ) 
= 高 入 力 抵抗 自動 平衡 式 記 録 計 
東 帯 田 大 CHー4: 中 入力 抵抗 (1 一 10MQ) の 回 路 
( 例 ) 組み 合わ せ 増 幅 器 (演算 増幅 器 等 ) に お ける 
ドリ フト 補償 用 増幅 器 等 
ミ 十 油 」 > また 、CHー1, CH 一 4 は いずれ も 低 入 力 抵抗 の 回 路 
の 言 (数 りー 数 10kQ) で 使用 し て , 数 ZV の 検出 が 可能 


te 3 


3 の 6 場 ピ ル ・(23) 6547 
日 興 電 気 商会 内 (4)4910 
5 朝日 エレ クト ロン 内 ・(9)5232 


本 東京 者 諏訪 町 
出 計 。 肖 大 阪 市 東 区 淡路 町 

| サ 福岡 市 東港 町 88 一 2 

『 2 ステ ィ シ ョ 名 古 恒 市 中 区 朝日 町 2 の 
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半導体 整流 器 の トッ プ る を 行く 
< 〇 > イン ター ナショナル 
シリ コ 整 流 | 休 


25H 型 


45L 型 


失 頭 逆 耐 電圧 FT 2 
' " 夫 頭 逆 耐 電圧 失 頭 逆 耐 電圧 
風力 電流 50—800V 50—600V 
anc 短 出力 電流 出力 電流 

( 半 波 ) ( 半 波 ) ( 半 濾 ) 
70A ( 自 冷 ) 結 25A ( 自 冷 ) 

45A ( 自 冷 ) 

250A 150AE 45A 


スタ ッ ク 型 | 
失 頭 逆 耐 電圧 


6 A 型 
失 頭 逆 耐 電圧 


50~—600V 300—500V 
出力 電流 出力 電流 
( 半 波 ) 1.25A ( 半 波 ) 


2.5A ( 単 相 全 
波 ) 


6A ( 自 冷 ) 
20A 


(強制 空冷 ) 


ti 0 


rs RC Ka 
失 頭 逆 耐 電圧 a c = 
RE 
100~600V rec 失 頭 逆 耐 電圧 
出力 電流 A 600~—1200V 
( 半 波 ) 出力 電流 届 雷 潮 
半 3} # 2E4(300 A) 電流 


( 半 波 ) 
100m A 


300m A 3E4(400mA) 


イン ター ナシ ョ ナル シリ コン 
整流 体 の 特長 

1. 許容 温度 が 高い 

2. 括 頭 逆 耐 電圧 が 高い 

3 整流 効率 が 高い 

4. 整流 特性 が 変化 し な い 

5, 

6 


カー トリ ッ チ 型 
大 頭 逆 耐 電圧 
1500~16000V 
出力 電流 

( 半 波 ) 


ミニ スタ ッ ク 型 
挫 頭 逆 耐 電圧 
200~600V 
出力 電流 
| 00m A 


( 単 相 全 波 ) 


気密 封じ 


RS 


日 本 イン 9- ナ ショ ナル 整流 各 


NSS , es 
株 式 会 社 


東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 神田 須田 町 1 の 24 番 地 ( ニ シバ ビル 内 ) TE L(291)6246~9・8986・8996 
大 阪 出張 所 大 阪 市 東 区 北 久 太郎 町 3 の 16 番 地 ( 丸 全 ビ ピル) TEL (5) 24227 p87 1 8 
本 社 ・ 工 場 神 奈 川 県 秦野 市 曽 屋 12 0 4 番地 TEL 末 き 野 で 84 84 
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搬送 周波 か ら 
Micro 波 ま で / 


GE-10 型 (AM 方 式 10 ke~50 Mc) 
GE-12 型 (AM 方 式 20 Mce~200 Me) 
GE-101 型 (FM 方 式 4 Mce~8 Me) 


GE-10 型 

性 能 

周波 数 純 囲 10 ke~50 Mc 周波 数 確度 キ 1 

出力 電圧 0.1V~1gV (但し 50Q 負荷 時 ), 最大 出力 2V (但し 開放 電圧 ) 

\ 4 インビ ピ 50Q お よび 500Q 

変 調 方 式 AM 

内 部 変調 400c/s, 1,000c/s 偏差 キ 上 5 以内 

外部 変調 100c/s~15kc (但し 10 kc~300 kc の 範囲 と て は 100 c/s~1,000 
ss でぶ 2 ) 


調 度 50% 誤差 キ 10 以内 電 源 50~60 c/s AC 100 V 


GE-12 型 

性 能 

周波 数 範囲 20 Mc~200 Mc (5 バン ド ) 周波 数 確度 キ 1 
110 dB~0dB 1 reV 出力 イン ビー ダン ス 75Q 
1 2 2 放 ) 変調 方 式 AM 
400 c/s 1 kc 土 10 外部 変調 100c/s~15kc 
0~80% 誤差 一 定 値 の 10 
1gV 級 較 正 用 受信 機 で 検知 出来 ぬ 程 度 
50~60 c/s,-AC 100 V 


GE-101 型 
性 能 
周波 数 範囲 4~8Mc お よび 110~150Mc 周波 数 確度 キ 1% 
出力 電圧 範囲 120 dB~20 dB (1 V~10 kV) 連続 可変 
出力 電力 確度 圭 0.5dB 出力 計 指 示 確度 土 0.5dB 以内 
出力 イン ピー ダン ス 75 9 不平 衡 4~8 Mc) 
509 不平 衡 (110~150 Mc) 
変調 方 式 FM スプ リア ス 強 度 一 20dB 以下 
電 源 50~60 c/s, AC 100 V 


3 月 号 パル スコ ー プ 6 月 号 周波 数 特性 直視 装置 
4 月 二 の 基 jk オジ レー ター 7 月 号 VHF・UHF・SHF・EHF 帯 抵抗 減衰 器 
5 月 号 祭 弦 解析 器 8 月 号 信号 発生 回 


se C73 1 G1 


カウ ンタ ター 上 』 日 本 電波 .// 


計数 型 周波 計 
測定 周波 数 範囲 10~10.1Mc 
周期 測定 範囲 0~IoOKc 
時 間 間 了 測 定 範囲 IzS 107sec 
計 数 確度 5X108 土 |! カウ ント 

カウ ンタ ー nigo-! 周波 数 変換 人 

測定 周波 数 範囲 IOM6 一 100M6 
入力 レベ ル lI0OmV 

ー180 一 2 周波 数 変換 器 

測定 周波 数 範囲 I0OM6 ~220M& 
入力 レ ベル _200mV 以上 

ー180 一 3 時 間 間 隔 測 定 癌 

測定 時 間 IkS ~107sec 

N990 移動 台 


N91 


ディ ジタル カウ ン その 他 の 測定 器 に 
測定 周波 数 範囲 10%%~1.IMc つい て も 当社 最高 
時 間 間隔 測定 範囲 10xS ~106sec の 技術 を 御手 元 へ 
周期 測定 範囲 0%~IoKc どう ぞ / 


計 数 確度 1X10」 カ ウゥ ント 


カウ ンタ ー 
測定 周波 数 範囲 10%~120Ko 
周期 測定 範囲 0%~IioKc 

時 間 間 凡 測 定 範囲 I00kS ~10Ssec 

計 衣 確度 i X10? 土 」! カ ウン ト 


カタ ログ 早 


東京 都 品 川 区 東 中 延 4 ー140 2 
TEL (781) 7155 ( 代 ) 701 81 代 ) 
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I 


アイ ソレ ー タ ー び 回 転 型 抵 抗 減 褒 農 


WR J —34 
BRIJ-—34 


2、 


回 転 型 抵抗 減 褒 品 


周 法 数 減 誤 量 | 控 入 損失 

(GeSs) 導 液 管 (db) (db) V.S.W.R. | 寸 法 | 較 正 避 
rca sa 37 wns ow lea nr ar > | 
roa 12 52 [Wiis ot fia nr 


特 長 この 回 転 型 抵抗 減 論 器 は 
(1 ) 周波 数 に よっ て 減衰 量 が 変化 せ ず 、 回 転 角 の 

み に 関 係 し 、 理 論 値 と よく 一 致す る 

(2) 減衰 量 を 変え る 際 の 位相 変化 が な い 


二 要 製造 品 且 


各種 電波 分 光 装 置 マ イク コロ 波 管 電磁 石 等 
の 高安 定 電 源 々 その 他 精 蜜 電子 応 用 機器 


上 人 生 半 主 7 へ 社 本 社 東京 都 千代 田 区 神田 仲町 2 の 11 
東 人 ニニ x\ =| 機 株 SE Te 1 (251 )9186( 代 りー8,7 4414 


下 場 ご 文語 TE 


前 一 31 


本 器 は 各種 コア の 試験 研究 用 の 電流 パル ス 発 
生 器 で , 電流 励 振 部 は , 正 ぞ お ょ び 負 の 2 つの 
電流 励 振 部 か ら な りり. おぉ ちの ぉ の 2 つの 入力 回 
路 と ヒ と ク リップ 回 路 々 を 有 し て お お り , 合計 4 種類 
の 電流 値 を 独立 に 選定 で きる ょ うに な っ て い 
る 。 選定 きれ だ 4 種類 の 電流 パル ス は 、 プロ 
グ ラス ポッチ に. は いっ の 
が で きる は か 、 任意 の も % も の を 基準 と し て 遅延 
を を 慎 あく くも みお 『* て き タ 7 生 
性 EE 

繰返し 周波 数 2kc 20k _c 連続 可変 

振 市 散 太 1 

立上り 時 間 0.1-1gS 

下り 時 間 0.3-ー1gS 

の 大 1—10gkS 

サ グ お お よび オォ オー バー シュ ー ト 土 2% 以下 


タブ プ ブル パル ス ゼ ネ レ ー タ ー : プロ グラ ム バ ルス ゼネ レー ター 
MODEL SCP-201 型 


性 能 (SPG-3 型 ) 
パルス 由 0.24S ~204S 
出力 格 性 
出力 電圧 . +30V 
3 . + 2V 
MODEL SPG-3 型 出力 波形 立 上 ゥ 時間 0.07gS 
下り 5 時 間 0.2 gS 
サ グ 及 び ォ ー バ パー シュー ト 
平均 撮 巾 の + 5% 以下 
パルス ヌス 間 了 曲 0 —100kS 
バル ス え ス 線 返し 周波 数 
内 部 1PPS-10000PPS 
pe .R.R Ln 4 8 外部 1PPS 10000PPS 
EL MY: 25180 ニ " ー 4 外部 同期 入力 正弦 波 に て 5VRMS 以上 て 可能 
6 02 同 若 信号 正 10V, 第 1 パル ス の 前 5xS 先行 


WW 人 | Pt 8 
0.05|100ー 100V t+ 5 ~ ) 
ov 0 noo 関 oe 


5PG 
P69 ーー- 還 90g | sa 導 本 


mi 二 和 晶子 作 所 


東京 都 北 多 摩 郡 国分 寺町 恋 ヶ 本 電話 < dQ08 局 ) 五 履 七 ' 
( 三 和 無 線 測 血 研究 所 の パル ス 部 ・ 電 子 部 が 以上 の ょ うに 独立 いた し まし た な た 。) 
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時 2 埋 全 の で で 屋 
最 高 の 性 能 
最高 の 信 頼 庶 
長 期 無 故 了 蘭 


振動 容量 型 | 直流 増 巾 器 型 | 


Tian ie fre <ien | toa [ova | ee | 
ann fi ira 1av [iorg] 5 | wa 


a hiceA | シー 0n0rg | ルル | 
MMA I-16 型 10% 以上 陸 基本 放 


ara 
MMA MMAI-16 P 型 | -16P MMAI-16 P 型 | 


パネ ル 型 に て 性 能 は MMAT 一 16 型 と 同じ 
ーー | kal gr ont ti 
i が ーー 


直流 増幅 器 型 [MMAV-105|10"~10"vA sxi0'g | 6 |sxiovegl 


( 必 電 聞 電 泊 穫 ) [Av [ei | sv | sve | 6 [sae 
OA ov | sg oe me | 


カタ ログ は 誌 名 御 記 入 の 上 御 申 込み 下さ い 。 


株 式 会 社 川口 電機 製作 所 


eT 
TEL 百 金 (441) 8312・6141 一 614 3 


he 
トラ ンジ スタ _ 
紹 高 周波 電流 増 巾 率 測 定 韻 


MODEL TMH- 501A 型 


概要 


本 測定 器 は , 100MC 一 500MC 間 の ベー ス 接 地 ト ラン ジス タ の 電流 
増 巾 率 及 び 位 相 変 化 を 測定 する た め に 設計 , 製作 され た も の で あり * 
9 
測定 範囲 
測定 周波 数 100MC 一 500MC 1 ダイ ヤル 
@ 絶対 値 1.1~ 0.1 
a 読取 精度 2 析 ま で 銃 取 可 能 


位 相 量 90° 2/4X0.67 


バイ ヤス 
エミ ッ タ 電流 0 一 100mA 
コレ クタ 電圧 0 一 30V 

電 源 
50—60% 100V 300VA 


東 史 時 波 EE 業 株 式 会 社 東京 都 目黒 区 原町 1 236 。 支社 大 阪 市 北 区 木幡 町 34 


AS) OR 36) 7220, 4944 


前 一 34 


小型 軽量 200wx105hx135dmm 2.7kg 

指示 計 付 トラ ン デ スタ ー 化 

南 性 能 _ ASA 規格 に 準 ず 

分 析 , S/N 比 の 向上 , 白色 雑音 の 切 取 

入力 の 統 囲 一 40ー+10dBm 

指 示 計 箇 囲 20d 弓 全 波 平均 値 指 示 
時 定数 - 0.2 一 0.25 秒 

入力 イン ピー ダン ス 6002 不平 術 

出 カ イン ピー ダン ス 600Q2 不 平衡 

挿入 損失 2.5dB 以 内 

電 源 電池 , 指示 計 動 作 時 の み 使 用 
BN GOS PI 

携帯 用 ビビ ニー ルカ ポン 付 


広い 用 用 と 測定 男 閉 を 有する 


JEIC 音 響 ・ 振 動 測定 


万 能 フィ ルター UF -1 型 
研究 用 最新 型 ミ 


特 徴 広い 周波 数 純 囲 … 均 オク ター プ ご と で 5 一 10000%%& 
NC ロー ノン マス ・ ハ イ ァ マス ・ ノ マン ドス フィ ルター と 
ーーーーーーーー ーー し て 夫々 36 点 の カッ ト オ フ 周波 数 を 住 意 に 組合 せ 
NS て 使用 で き る 
低い 周波 数 で も 特性 が 均一 で ある 
急 峰 な 庄 断 特性 で オク ター プ 当 り 一 40dB の 減 誤 特 
性 を 有 し ーー8g0dB 矢 直線 的 に 減資 する 
小型 ・ 軽 量 …410 w X250h X250 dm 13kg 
指示 計 付 … 周 波数 分 析 時 の レヒ ベル 指示 が で きる 
高い S/N 比 … 懲 少な 成分 の 検出 が で きる 
RC 方 式 の た め ゅ 誘導 を 受け る 心配 が な い 
周 波 数 和範 囲 … 夫 オク ター プ 毎 5 一 10009& 
周波 数 選 択 庶 … 公 称 諾 上 断 周 波数 に 対し て 
1 オォ ク ター プー40dB 以上 一 80dB 迄 直線 的 に 減 
スーン 
294 一 200009%4 一 1 d 選 以内 
入力 イン ポー ダン ス ・…2 MQ92 不平 衡 


日 本 電子 測 器 株 式 会 社 指示 計測 定 細 囲 … 入 力 信号 1V=0dB と し て 


中 央 区 月 島 西 仲通り 10 の 7 Tel (531)0101~5 +20dBー 一 40dB 29%s 一 20000% 平均 値 指 示方 式 
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広 _ 芝 域 標準 信号 発 策 


10~—10Mce 
ウイ ンプ リザ ヂ 方 式 
6 パン ド 十 進 法 
直読 単 一 目盛 

I MC 誰 て 10*~10$ 


600 0 R75Q 

6009 rm.s8V 
P—P20 

75Q rms 2V 
0~100 db |P—P' 6V 

1 % 以 内 

源 | 100V 50~60oo 

| 300X530X310 

26kg 

10~—IMC=0db 
IMC—10MC=+0.4 db 


直読 単 一 目 局 
安定 度 |IMC~10:-10' 


5KN 10K9 


1 デー クー へ 10% 
代 率 | 3 ~-10~3 必 
sh 1% 
I00V 50 


庫 サ 横 巾 奥行 
315 X 208 X375 


木村 高周波 研究 所 


東京 都 目 黒 区 東町 五 四 電話 (712) 2971, 2759 
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ae Hos oss Sioa 


日 米 英 特 許 < ow 
HIGH 世界 水準 を 上 まわ る ググ > Wi 3 
賞 


官 
大 河内 記念 


PRECISION 
VIICRO NOTOR RE rn nn 


高 信頼 度 高 追 従 性 安定 性 能 
D. C. SERVO MOTOR, SERVO MOTER GENERATOR 


マイ クロ モー ター は 独特 の 構造 を も つ 極 め て 精巧 な 微小 形 低 損 失 直 流 電 動機 で , 短 起 動 
時 定数 , 高 信頼 度 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 能率 73% と いう 1/2HP の 直流 電 
動機 の 能率 に 匹敵 する 高 性 能 モ ー タ ー で ある 。 
特に 使用 経過 に よる 作動 電流 の 清 増 傾向 は 全く な く 性 能 は 均一 か つ 安 定 で ある 。 
当社 で 定め た 規格 テー ブル の 数 値 と 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 に よっ て 納入 し ます 。 
¥ 徴 

(1) 各個 特性 の 偏差 が 極め て 少 (6) う 一 50°C~100°C で 作動 

(2) 直径 18mm 重量 43g (7 ) 定格 出力 時 定格 回 転 数 3,000, 

(3) 高 能率 0:5W 型 52 2W 型 73% 5,000 r.p.m. 

(連続 定格 出力 時 ) (8) 180g の 加速 度 に 耐え る 


(4) 定格 負荷 連続 作動 2.000 時 間 以 上 . (9) う Hg 10-*mm に お いて 作動 
5)" 右 転 , 左 転 特性 一 至 (10) 「 短 起動 時 定数 0.02 秒 以下 


製 造 


竹 小 形 低 損失 直流 電動 機 微小 形 速 度 計 発 電機 付 直流 電動 機 
微小 形 低 損失 直流 発電 機 信 号 用 直流電 動機 


前 列 左 より タコ ジ エ ネ レー ター 内 蔵 サ ー ボ 用 マイ クロ モー ター, 同軸 切換 装置 内 蔵 マ イク ロ 
モー ター 及び CL-3 R, CL-3 R, CL-2 A, CL-2 A, マイ クロ モー ター 

後列 左 よ り CL-2 A ギヤ ド マ イ クロ モー ター, CL-4B マイ クロ モー ター, CLS-3 R 
CLS-3 R, CLS-2 A, CLS-2A (ガバ ナー 付 ) マイ クロ モー ター 


ラン ジス タテ ー プ レコ ー ダ ー 用 普及 品 も ご ざい ます 


日 本 マイ ク ロモ ー タ ー 株 式 会 社 


東京 都 目黒 区 下 目黒 4 一 851 番地 電話 (713) 代表 2137~9 
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日 本 電気 製 
NEAC-2203 に よる …… 


電 拠 関係 の 主 な 使用 例 

? 通信 網 構成 計画 

? 発電 量 計算 

? 送電 線 設 計 

フイ ル タ の 設計 及び 回 路 網 の 計算 
? 同軸 ケー ブル 、 導 波 管 の 設計 計算 
回 転機 の 設計 

ee その他 

備 の 本 邦 唯 一 の 総合 コン サル タン ト ・……・ 


土木 ・ 和 建築 ・ 電 機 ・ 地 質 各 部 完 


J ドド 。 日 本 技術 開発 株 式 会 社 


東京 都 中 央 区 築地 4 丁目 4 番地 TEL(541) 5327~ 9 


MODEL —I10F 


性 能 
1. 周波 数 範囲 10% 1690KC +2db 
2 測定 電圧 lgV ーー14V 
ー120db - +22db 13 レ ン ヂ 

3. 精 度 1db (10V ~-100uV レン チ ヂ ) 
4. 入力 イ ン ピ ー ダ ンス 的 2MQ 
5 内蔵 バ ンド パス フイ ルター 

帯域 巾 中 心 周波 数 の +3% 内 0.5db 

減 衣 器 中心 周 波数 の +1oct 一 45db 以上 
従来 、 測 定 に 非常 な 困難 を と も な っ て いた テー プ レコ フィ ル タ の 内 基数 は 4 ヶ 錦 で す が , 外部 端子 に より 
ー ダ 用 ヘッ ド , 低 出 カカ ピ ッ ク ア ッ プ 等 の 特性 を 直接 迅速 御 希 望 の 数 を 取付 可能 で す 。 又 中 心 周波 数 は 御 注 文 


正確 に 測定 出来 々 ベル ボル で す 。 特 に 内 蔵 フ ィ ル ター を 。 に よう 如何 様 に も 製作 いた し ます 。 
利用 する 場合 1 gx V の 電圧 を 直読 出来 る 外 , 低 レ ベル 信和 480 X30 mm 


号 の 高調 波 成 分 を 読み と る こと が 出来 ます 。 


KK 東海 科学 J) 著 株 式 會 訪 


本 社 東京 都 港 区 麻布 富士 見 町 4 7 E473)821274.5 
工 = 場 =~ = 東京 都 大 田 区 渋 子 町 記 8 TEL.(738).1166( 代 ) 
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Beas 電子 計算 機 ・ 自 動 制 御 回路 に 高速 記憶 回 路 素 子 
マト リッ クス 
TDK メ モリ ー マト リッ クス は 、 電 子 計算 機 や 
自動 制御 回 路 の 高速 記憶 回 路 素 子 で 、TDK オ ォ オキ 
な ドコ アー を 数 方 個 ち 組合 せな た も の で も 。 
その 優秀 な 特性 は 広く 世界 に 認め られ 、 国 内 は も 
と より 、 海 外 メ ー カ ー に も ご 使用 願っ て いま す 。 


TDK) 東京 軍 気 化学 工業 族 式 岬 直 


高見 沢 電機 製作 所 は 創業 以来 40 年 , 継電器 
の 専門 メー カー と し て 各種 継電器 の 研究 と 生 
産 に 努力 を 重ね て まい り ま し た が , また 継 電 
器 群 の 各種 装置 も 各 方 面 より 御 要 望 い た だ い 
て 設計 , 作製 いた し て お り ま す 。 


] LT 1 型 継電器 
, 次 カタ ログ 進 星 次 メカ ニカ ル ロ ッ キン グリ レー の 一 種 で す 
一 上 動 作 す る と 励磁 電流 が 切れ て る 機械 


的 な 構造 に ょ つて その 回 路 は その まま の 


捧 態 を 保持 し ます ・ 


* 病 請 送電 機 作 BO cae ceva 
全社 Wi 1 / 動作 電力 最少 1.8W, 通常 3 W(DC) 
* 3—515 接点 構成 切換 接点 1 組 
二 る En Me RR 接点 容量 6A (AC 110V) 無 誘導 負 共 
信州 工場 0 十 。 法 約 55x50x50mm 
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Ni 画 過 


\: 


二 歴 
J 其 


高 信頼 性 縁 形 皮 膜 抵抗 器 


理論 的 研究 と 高度 の 技術 で 画 期 的 な 小型 抵抗 器 ( 称 : RM 形 抵抗 器 ) を 完成 いた し ぇ 
し た 。 本 抵抗 器 は 約 2 年 の 長期 に 下り 、 数 千 個 の 試作 実験 に よ っ て 品質 と 性 能 が 確保 
きれ て 居り 、 防 衛 庁 NDS 規格 お よび 米 軍用 M I L 規格 の 最高 特性 を 満足 いた し ます 。 


理研 電 具 製造 株 式 会 社 


東京 都 板 橋 区 志村 小豆 沢 4 の 6 電話 (901) 6176 (代表 ) 


シン ル バ ー ト マイ カコ こ ゴ コン デン 地 


高い Q・ 高 安定 度 


。 


tf 


I a 
訂 i 
} 1 
a - a 
i 

: 打 
he 
Hp 
KA 


A 
‘x 


i 
防衛 庁 NDS 規格 認定 試験 合格 会 社 


双 信 電機 株 式 会 社 


本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 の 2 電話 東京 (771) 8111 ( 代 )〉 
長野 工場 長野 県 北佐久 者 浅間 町 岩村 田 、 電 話 岩 村田 2 11 
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c 
ト 
泊 吾 下 


巻 線 抵 抗 術 


モモ 
リ 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 荒 川 区 日 幕 里 町 3 丁目 606 和 番地 
電 話 弟 川 (891) 5214 ( 代 ) 5428 番 


SNES RES 


現象 オシロスコープ Bo-60| 型 


鬼 要 この 装置 は 6 組 の 電気 現象 を 同時 に プラ ウン 管 で 観 

察 で き 、 撮 中 装置 と の 組合 せ に より 、 一 箇 撮 屋 も し く 
は 連 統 撮 中 用 
が で まま すず す 。 


主要 製品 中 2 

イン ク 書 き オ シロ グラ フ 、 電 磁 オ シロ グラ フ 単 畠 引 撮影 
. 二 現 象 オシ ロス コー プ 、 プ ブラウン管 連続 撮影 装置 ( 例 ) 掃引 速度 
直流 増 巾 器 、 歪 記録 増 巾 器 1X5X0.1=0.5ms/cm 


‘0 本 社 東京 都 新 宿 区 柏木 ユー95 Tel (371) 7117~8, 8114ー5 
= 栄 el 容 株 式 会 = 社 工場 東京 都 武 蔵 野市 吉祥 寺 1635 Tel (022②) 4941. 7825 
Ss SO i 2 i 
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オー ルト ラン ジス タ 計 op シン だ 2V 
安定 化 低圧 直流 電源 議 7 本 


定 志 流 装 直 付 


I HY PD Le, 6 入 カ 電 庄 
2 GG GG A クジ ク る 
MA ジジ 々 用 i 4 Gh 出 力 電 圧 


出 力 電流 …… 最 大 連続 負荷 200mA 

出力 電圧 変動 率 …… 入力 及 負 荷 の 全 変 動 に 対し て 0.4% 以 内 

リ ーッ ププ ル を …… 負 荷電 流 200mA に お いて 10mV 以下 

、 定 電流 装置 …… 最 大 負荷 電流 を 20mA, 60m A, 200m A の 

過 負 荷 防 止 装置 ) 3 レン ジ 電 流 計 と 連動 切替 機構 を 有 し 、 各 し レ 
ンジ 共 そ の 範囲 内 の 任意 の 値 で 電流 制限 を 行 
うこ と が で る 。 


oo Nn と wep 


MODEL TP-25 


折 式 宙 坊 高砂 作 所 


溝の口 (048) 4111 (代表 ) 
川崎 市 二子 662 電話 東京 701 一 4391, 048 一 3883 
(営業 直通 ) DC 0~25v, 0~5A 


@ FN 71-5 


A A EA SARA 
ォ ー ト ラジ オ ・ 宜 伝 カ ー 拡 声 機 用 
航空 機 ・ 船 舶 ・ 車 連 無 線 機 用 


vl DAC Lh Fa 
| VAC J-Lf 

PE 0 ゴリ ノ 
SYNCHRONY 

0 MR 直流 徴 少 電圧 の 変 流 一 自動 制御 , 記録 , 測定 用 


入 力 lzV~30V, 1mA 
駆 動 AC50~60CPS. 6.3 V 60 mA. 


その 他 400 cps 駆動 チョ ッ パ 等 各種 


oS> 日 進 電波 株式 会社 


東京 都 品川 区 北 品 川 4 の 564 電話 白金 (441)1126( 代 )-8 
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ae 


紅い 7 人 自 。 徹 か 還 浪 計 s 


0.5kv, TY (0 0 ) 
oe pg 185424 
. ジン 上 2 泡 馬 詩 流 ) 計 
(目盛 ) 
0~50ZV 用 主 0~2000kV 6V レ ンジ 切替 
0 +25kAV 乃 主 0 +1000kV 2 


0<1X10* A 用 玉 0~2 X10-6A11 レ ンジ 切替 
0 寺 5 X10-19A 紀 玉 0 Xx1-x10-6A Zz 
(用 途 ) 
熱電 対 の 較正 , 熱電 耐 電圧 示 差 熱 光電 管 電流 , 4 
ォ ン 化 電 流 の 測定 及び 電位 差 計 ホ イー トス トッ ンプ 
(営業 品目 ) リッ ポ の 検 電器 と し て 使用 出来 ます 。 


LCR チ ェ ッ カー 周波 計 セル メー ター 電子 客 ミキ き 入 に カタ 々 タロ グ 準 号 
式 記録 計 テレ メー ター 装置 各種 工業 用 計器 ( 誌 名 記入 申込 進呈 ) 


米国 swartwout 社 や 大 倉 軍 可 株 式 全 刺 


と 技術 提携 
本 社 東京 都 杉並 区 西田 町 2 丁目 407 番 地 電 話 (38) 5111 (代表 ) 
大 阪 出 張 所 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル 24 号 室 電話 (36) 5791 一 5, 5891 一 5( 交 換 ) 
小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 富 士 ビ 44 号 室 電 話 小倉 (5) 8621 


ホー タブ プル オシ ロス コー プ 
TO—505—2 
特 徴 


池上 通信 棋 様 式 田 往 


・ 川 崎 工 奈川 虎 川 崎 市 元 木町 2 1 番地 電話 川崎 2)7315( 代 )(3)0376 番 
午 - 業 工 ER 電話 (431) 5536 ・5686 ・5750 番 
大阪 攻 業 所 大 阪 市 北 区 老松 町 3 ノ 56 西天満 ビル 412 号 電話 (36)8555 ・2877 


A ES 
= 
corona 放 里 吊 x 下 


スタ の 特性 撲 別 用 電源 に 


ACR-200A 型 


性 能 ( 例 ACR 一 200A 型 


共 替 法 妨 電流 D.C 0~200m A 
連続 可変 

. 出 力 電 流 安 定 度 : 負荷 抵抗 0 ~10009 

の 変化 に 対し て +0.1% 以 下 

SJ 志 き 深 ~AT C86VS 115V 
50, 60% 


コロ ナ 章 和 気 株 式 会 往 ・ コロ ナ 商 事 株 式 人 和 


本 社 工 場 茨城 県 勝田 市 市 所 Tel. 勝 上 6 6 3 東 京都 台東 区 車 坂 町 2 
日 立 工場 茨城 県 日 立 市 助川 中 町 Tel. 昌 立 (2)1755,1915 Te (841) 0967, 5 re 


PoweRr Bripces 


Ea J ミト > > 
電力 計 プ リッ ジ 
従来 の MPB 形 の プ ブリッジ に 小形 軽量 で 便 


利 な 、 し か も 高 性 能 の も の が で きま し た 。 


規 格 

MPB-12 MPB= 4 4 
es a i 

01.03. 1,3 


10, 30, 100 


サー ミス タ 
バレ ッ ダ クー 


測定 電力 
(mw) 


白 本 高 周 湾 4 村 式 人 筑 了 訪 


本 社 工場 横浜 市 港北 区 中 山 町 1119 電話 神奈 川 県 川 和 1 5 
東京 事務 所 東京 都 港 区 芝 南 佐久 間 町 1 の 55「 電話 (50) 9588. 2662 
東京 研究 所 東京 都 六 京 区 菊 坂 3 電 痴 (921) 19 7 0 


TIN 
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科 ー ン 95242 


本 機 は 、 ス イー プ ・ セ ネ レ ー タ と 組合 せ て 、 機 器 の 
税 す る オシ ロス コー プ で 、 垂 直 軸 に 、 高 感 席 の 直流 増 
し サ グ に よる 測定 誤差 が な く 、 の の 本 


いま すか 小型 9、 軽量 で 消費 電力 も 少 2 な く 独自 の 傾 終 備 
oT 
電 源 FS VME one Go We «tile eo 100V 50 / 609% 約 25V A 
寸 度 ・ 重 量 89 X200 (278) 400 886) うり ・・- 約 9.2kg 
折 林 二 還 人 大 カ カ イシ ビー 1M9Q OB 
入力 分 圧 器 ーー < よび Vo 
周波 数 特性 (一 3d B)“A で "の と き 1 7%~50K GC 
区 0" の と を 0 ~ 50KC 
偏向 感度 : oT GEM A neoso soses 15m Vv {em りり 
入 力 端 子 en io Co oii a 5¢ —27 コ 水 . ク クタ 
スカ イシ ビー と スー 1MQ 条 SpF 0 水 ) 
嫌 波 数 特性 (一 84d 8B) 2.7%k~30K CG 
供 后 大 環 に 9.35Y Zem だ 
(0—5Y3X0. 0 01 BC 
半 固 宗 、 外 部 よう 調整 、 ES る ) 
et ees en pr ents C8 と る i 


試作 は ・ 3 日 以内 も の に より 即 
単価 は ・ 日 本 最大 の 量産 メー カー 
最も 安価 に 納入 で きま す 


プリ ント 配線 の ご 用 命 は 測定 器 メ ー カ ー の 良心 を か けた 


森 式 憲 訪 約 2 ト 電波 


本 社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 の 67 電話 (771) 9191 (代表 ) ~ 5 
玉川 工場 川崎 市 新丸子 東 3 の 1175 電話 中 原 局 (047) 3073・6224・6281 


pi 呈 本 し 
リン トド ト 配線 Ws 邊 社 の 生産 計画 に お 合せ し ます 
‘a 


DAIOU DENKI 


歪 率 , S/N 比 レ ベル 及 低 周波 電圧 の 測定 
に は 定評 ある 本 器 を どう ぞ 御 使用 下さ い . 電 
圧 安 定 化 電源 に より 動作 は 極め て 安定 で す . 


DD 一 101 型 


EE 率 測定 方 式 ’ ウィ ー ン プリ ッ ジ 基本 波 除 去 方 式 
司 波数 範囲 歪 率 50c/s~15kc 
S/N 比 」 レ ベル , 電圧 , 20 c/s~50 kc 


定 押 囲 在 率 0.1~30%, S/N 比 一 70~-10dB 
g レベ ルー50~+20 dB, 電圧 一 75~+20dB 


, ーー 一 営業 品目 
; と 0 - AM, FM 標準 信号 発生 器 各種 掃引 信号 発生 器 
肖 シ ヒー ダン ス 100kQ 不平 稀 トラ ンジ スタ ーー 定数 測定 器 歪 率 レ ベル 測定 器 
有 定 入力 電圧 歪 率 , S/N 比 共 一 5~+30dB3 真空 管 電圧 計 ラジ オ , テレ ビ 用 測定 器 
っ 源 50/60 c/s, 90~110:V TR 式 安定 化 直 流 電源 空中 線 共 用 装置 


大 央 電気 株 式 会 社 


i 東京 都 三 應 市 上 連 航 754 TEL _ (ムサシノ) 3 一 4107~9 
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世界 に 迷 然 た り ・……… 


2 杭 * イ グ 2 


0 
a さき 


販 徴 と 性 能 

この 二 極 マイ クロ スイ ッ チ は 本 邦 に 於 いて は 勿論 、 又 その 品種 に 於 いて は 従来 の 単 極 の 
基本 型 と 同一 に 総 ゆる 品種 が 完成 致し まし た こと は 世界 で も 最初 の 画 誠 的 な も の で す 。 こ 
の 成功 の 理由 は 本 器 が 遍 林 の 有 動き (M.D .) に 於 いて 外国 品 の 欠陥 ( 応 差 の 動き が 大 さき いこ 
と 、 こ れ は 二 極 マイ クロ スイ ッ チ が 海外 に 於 いて も 、 国 内 に 於 い で て も 青 及 さき されない 理由 の 
ー つ と 考 ぇ られ ます ) を 完全 に 除去 し た こと で す 。 こ れ は 正しく マイ クロ スイ ッ チ の 符合 . 
新 分 野 へ の 導 明 ど ま で 云わ れる 理由 で す 。 そ し て 更 ら に 特徴 は 次 の 如く 追加 され る の で す 。 


(1) 外 寸 , 取付 位置 は 単 極 基本 型 と 同一 耐 圧 1000V. A. C. 一 分 間 


(2) 機械 的 者 命 は 50 万 回 以上 , 接点 間隔 。 総 緑 抵抗 500V. 1000MN 以上 | 
は 従来 の 単 極 品 よ り 広い . 動作 に 必要 な カ (0. F.) 300~450g 
(3) 動作 カカ , 応 差 の 動き も 単 極 型 と 同一 動作 迄 の 動き  (P. T.) 0.5MAX. 
(4) 単 極 品 を 2 ヶ 並 べ て 使用 する の と 違 。 動作 後 の 動 き (0. T.) 0.13MIN. 
い ス イッ チ の 投入 切断 は 2 回 路 同 時 。 戻り の カ (R. F:) UigMIN. 日 本 開閉 器 工 業 株 式 会 社 
(5) 規格 応 差 の 動き (M: D.) 0.01~0.15 
電流 容 量 125・250V. 10A. A. C。. 東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 644 


TEL 東京 (771) 8841~2・8379 


・ き 没 避 うつ 寿 
・ 時 っ 宮 ・ 時 ささ 
Tr 


下記 装 


上 計 き 占 ws 諾 
"ビーン サ c 肖 対 


of 人 時 本 


。 全 へ 放 な へ 壇 受 
庫 1S 叶 ・ コ コー 中 SS (で Am 
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志 事 なーm 王 財 ぶ 度 記 店 a シタ ーー 
ーー さぶ 党 議 S 樹 


S 度 半 琶 溢 ・ 主 遊 


に 
に キッ ーー シー まこ と. 
ゴー 


少 潤 ラコ ョ ー・ 


nu 
l 

コ 
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ト 
1 
し 


引 放 


se, A 


御 希望 の 方 は 本 誌 名 記入 の 上 ミツ ミミ 電機 株 式 会 社 
P.R 課 まで お 申込 み 下 さい 東京 都 北 多 護 郡 狼 江 町 小 足 立 1056 の 1 TEL (416)2619・2692 


前 一 46 


© 並列 TT 型 回 路 を 利用 し て 新しく 設計 きれ な た 牌 率 測 定 器 で あり ます 。 
© 小型 軽量 で 価格 が 非常 に 低 氷 で す ゃ が 性 能 は 高価 な も ゃ の と 少し も ゃ も 談 
り ま せん 。 

云 用 途 

© 窒 率 、 信 号 対 雑音 比 の 測定 。 

© 広帯域 高 感 席 真 空 管 電圧 計 。 

壇 性 能 

© 宣 率 測定 聞 本 周波 数 範囲 30 誠一 30 kK%& 連続 可変 。 

〇 © 窒 率 測定 範囲 、 及 指示 値 30% 0.2%、db 及 % 直読 。 

© 窒 率 測 定 に 必要 な 入力 0.5V( 入 カイ ン ピ ー ダ ンス 100Kg ) 

© 真空 管 電圧 計 周 波数 特性 309%g 一 100 K9%g (0.5dqp ) 
20%s ~150 K% ( ldb) 

〇 大 空 管 電圧 計測 定 範 囲 2mV —10V 

〇 電 源 100V 交流 50~-60% 

〇 © 電源 座 動 に 対す る 安定 席 電源 変動 上 +15% に 対し て 指示 誤 姜 
0.2db 以内 

OoO 消 雪 電 カカ 25VA 

支 主 な る 和 入 先 警察 庁 、NHK、 日 本 電気 、 そ の 他 主 メー ヵ zー 


信和 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 杉並 区 下高井 戸 4 ノ 943 電話 C312 う 0125( 代 表 )~0130 


Ctiet > 御 < 下 4 十 = 放 AE 
SCIENTIFIC _ LABORATORY ゃ “” い “ 
TS ! 旨 温 蛋 郊 裕 


株 式 会 社 鍋 村 製 作 所 


東京 都 板 橋 区 態 野 町 3 5 電話 (961)1596・2728 
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富士 通信 機 の 半導体 製品 


わが 国 で トラ ンジ > スタ の 製作 が 開始 され て _ 

僅か 4 ~5 年 で 月 産 数 百 万 個 , 今 で は 米国 に こ 

次 ぐ ト ラン ジス タ 生 産 国 で す が , その 中 で 最 

近 耳 に し 始め た の が “富士 の トラ ンジ スタ *” 

で す . 

現在 生産 され て いる 有 花 大 な 量 の トラ ンジ ス 

タ も , その 大 部 分 は , ポー タブ ル ラ ジオ に 主 

と し て 消 秦 され , 通信 機器 , 電子 機器 に 使用 

され る も の は ご く 僅 か で す . 通信 機器 の 線 合 

メー カー で ある 当社 で は , 製作 され る 交換 機 

搬送 機器 , 電子 計算 機 , 自動 制御 装置 等 の ト 

ラン ジス タ 化 を 計る た め , 早く より 通信 機器 

用 の 精密 な トラ ンジ スタ 開発 に 対す る 研究 に 

着手 し , 完 壁 な 製造 設備 を 整備 し て , 電子 交 

換 機 , 電子 計算 機 , トラ ンジ スタ 端 局 装 置 等 

の 生産 化 に 着 々 と その 成果 を 上 げ て お り ま す -. 

破竹 の 勢い で 進展 を 続け る トラ ンジ スタ 化 

¢ は , いき お い 他 の 部 品 に も 小形 高 性 能 化 を 要 
求 し ます が 富士 の 半導体 シリ ー ズ で 今回 一 歩 

\ 前 進 し た も の に "ガラ ス 封 入 形 ゲル マニ ミー 
\ ムダ イオ ー ド ^” が あ ぁ ありま す . 大 き さ は 従来 の 
に も の の ツリ 性 能 は 別表 通り で, これ か ら ま ます 
ます 発展 する 富士 の 半導体 シリ ー ズ の 一 環 と 


し て 暴 色 の も の で す . 
最大 定格 (Ta=25°C) 4 性 | ~ 
te i Re Ve | a | Cob 放電 用 
CO) | CE) | CV) P| Chte) GpF)| C9) | 
85 | 70 |-16 a 1.8|-2%| 50 |-|-|-| 低 周 波 電 力 増 中 
85 | 70 |-40 |600mb6é00m| 1.:8|-20| 50 | — ーー - 
85 70 |-60 | 600m _-600m| 1.8 - 20 50 — ” 
85 | 70 |-16 |2.5 2.5 | 5.5|-100|-50 | — - 2 
85 70 |-32 | 2.5 |-2.5 5.5 | -100 50 ーー - ーー * 
最 大 定 格 (7。,=25°C) 特 
ER i | [re [Ep ~ 
(CCICS) | NV) | (CV) [cmAa)l(mA)| mw (nxA)| (Nn) | | Mc) (ab) | 
NP. ALG| 3 | 85 | 0 [0 |-30 | 50 |-5o | 1i00| 15 lisl 38 10.98| 一 | 一 | - 低 周 渋 電圧 増 巾 
NP. ALG| 3 | 85 | 70 | -2.5 -12 | 50 |-50 | 100| 15 |.15 | 38 [oe| — |—|= ~ 
4]| 85 |720 |-10 |-20 | 25 |-25 | 100| 5 | 5 |.29.|0.90| 10 し 12 |。10.] 1 訓 中 過 洲 載 
4|85 | 70 |-10 |-20 | 25 |-25 | 100| 51|1 512 [0o:9%0| 6 |12 |10 | ~ 
4|851}70|-0.5|32 | 25 |-25 | 100| 10 | 12 | 29 0.99 | 10 | 12 | — ~ 
PNPNALG| 4 | 85 | 70 |-0.5|-12 | 25 |-25 | i100| 10 | 12 | 29 0.99| 6 |12 | — ~ 
最 大 年 特 性 | 
電 流 順 電 流 RA | mm 逆 電 流 zxA 失 頭 a | 備 考 
i 形 | 逆 電 圧 |。 生 豆 休 3 連続 サー Py tav| ~10V | -40 | -6ov ov |-100v | 逆 電 上 圧 | 
S| 0 0 | a a 50 5V| 1prF 
5160 | 90 | wo |30| s 20 500 70 1 
用 |151100 | 90 | 40 | 20| 3 10 300 | 110 1 
[用 151401|901|401|20| 3 10 500 45 1 
» 5 0 0 | 40 | 30| 5 10 200 70 Ee 
40 | 30| 3 50 |1,000 40 1 
合 |5140|901|30|20| 5 20 500 45 1 |2 個 バラ ンス +1.0V10% 以下 
合 15|40 |90|301|20| 5§ 20 500 45 1 |“ 個 パラ ンス 


本 * ) i +1.0V, 5% +0.5V,10% 


丁 士 通信 赤 製 遺 様式 會 詩 


東京 都 千 代田 区 丸の内 3 の 2 電話 (281) 6 2 2 1 (大 代表 ) 
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会 等 ・ 運 知 
電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 
開 催 通 知 (本 和 35 年 10 月 ) 


本 会 会 員 は 誰 で も , 任意 の 委員 会 に 自由 に 参加 で き , 研究 発表 も で きま す 。 研究 発表 希望 


者 は , 委員 会 名 を 指定 し て 前 々 月 末日 まで に 本 会 宛 お 申込 み 下 さい 。 


a 


(% 信頼 性 と 上 品質 管理 研究 専門 委員 会 委員 長 茅野 健 
日 時 「0「 月 10 日 (月 ) 14 時 ~ 17 時 
場 所 電気 陣 信 学会 会 議 室 ( 生 代田 区 富士 見 町 2 の 8 堆 山 関 ビ ル 3 階 ) 


議 題 (1) 受信 管 の 信頼 度 斉 藤 嘉 博 君 (NHEK 技 研 
P ; 劣化 故障 キモ デル 塩見 上 状 君 て 電 試 ) 
3 2 通信 方 式 研究 専門 委員 会 委員 長 染谷 重 

. 日 時 10 月 11 日 ( 火 )14 時 ~ 17 時 

“ 場 所 国際 電 々 (株 ) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12 の 1) " 

議 題 (u) PCM 方 式 に お ける 伝送 特性 

; 


叶 子 幸男 君 ・ 荒 井谷 孝夫 君 ・ 木 村 昭 雄 君 ( 通 。 研 ) 
-: 試作 PCM 端 局 装 置 に つい て _ - ’ 
. 山崎 上 一 君 ・ 遠 藤 興 一 君 ・ 川 島 将 男 君 ・ 樋 下 重彦 君 (富士 通信 機 ) 
請 3 オー トマ トン と 自動 制御 研究 専門 奏 員 会 委員 長 高 橋 秀 俊 

日 時 10 月 13 日 ( 木 )14 時 ~17 時 


所 所 東大 理学 部 会 議 室 ( 攻 京 区 本 富士 町 ) . 
議題 J⑪ 分 列 機 構 の 簡単 な を そ デ ル ' 森 政 中 君 (東大 生研 ) 


8 2 人 工 内 臓 の 現状 木 本 外 科 (東大 医学 部 ) 
較 4 電子 計算 機 研究 専門 委員 会 家中 長後 藤 以 記 


唱 ' 時 10 月 13. 日 ( 木 )14 時 ~17 時 

場 所 東大 電気 工学 科 輪 講 室 ( 放 京 区 本 富士 町 ) 

議 題 ( リ ) ディ ジタル 機 械 論 設 計 の 計算 機 へ の 応用 伊 吹 信 夫君 ( 通 硬 ) 
較 磁気 式 高 速 プ リン ター  - 構 村 三 郎 君 ・ 松 本 憲司 君 ・ 村 本 昭一 君 ( ツ = つ ) 


3 5 i ョ 波 伝 送 研 究 専 門 委 員 会 委員 長 岩 片 秀 尋 
ER 0 月 選 7 全 で 朋 時 1 た 時 ; 

es 3 場 所 早稲 田 大 学 理工 学部 会 議 室 (新宿 区 戸 娠 町 ) 

陸 議 項 (⑪ ダイ オー ド の 障壁 容量 変化 を 利用 し た パラ メ ト ャ ン 増 邊 器 の 動作 点 決定 
0 関 する 一 壇 察 - 布施 正 君 ・ 三 校 武男 君 ( 防 術 た 
る ht 広 計 疫 が イネ = ド を 用 、 た 可変 さ ン ダク タタ ンス ネス 増 巾 器 ーー 

A | 家 入 勝 吾 寿 (NHK 臣 本 ) 


6. 電 渋 伝 播 研究 専門 委員 会 委員 長 上 田 状 之 
日 時 10 月 19 日 ( 水 )14 時 ~ 17 時 : 
場 所 国際 電信 電話 (株 ) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12 の 1) 
議 題 (1) 国内 また は その 周辺 地 域 の 空 電源 より 発する 空 電 方 位 の 受信 
佐 尾 和 夫君 (名 大 空 電 研 究 所 ) 
(2) 短波 帯 雑音 強度 の 方 向 特性 宮 密 一 君 ・ 石 川 正 流 君 ・ 上 野 清 君 ( 四 際 電 々 う 
(3 大 平 測定 所 に お ける 雑音 強度 に つい て (13 Kc ~ 20 Mc) 
石田 享 君 ・ 西 牟田 一 三 君 ・ 東 村 正 市 君 ( 電 波 研 ) 


7. 磁 性 材料 研究 専門 委員 会 委員 長 博 田 五 太 
晶 時 10 月 .20 日 ( 木 ).14 時 ~17 時 
場 所 電気 通信 学会 会 議 室 ( 下 代 田 区 語 士 見 町 2 の 8, 棋 山 問 ビ ル 3 階 ) 
議 題 i 分 布 定数 型 広帯域 変成 器 妨 林 元 君 ( 通 <) 
(9) 磁 心 入線 輪 の 設計 に つい て 古 濾 「 正 徳 君 く KH E33 
(3) 自己 負 帰 層 相 似 的 磁 心 記憶 回 路 濾 辺 昭治 君 (国際 電 々 う 
8 超 音 波 研 究 専 門 委 員 会 委員 長 能 本 乙 彰 
日 時 10 月 20 日 ( 木 う 14 時 一 17 時 
場 所 東京 工業 大 学 講義 室 (目黒 区 大 岡山 ) 
議 題 (0) キャ ビデ ーション に よる 音響 一 射 抵抗 の 変化 の 玉 定 (3 一 6 報 ) 
菊池 志 充 君 ・ 清 水 洋 君 ・ 奥 山大 太郎 君 長谷 常 春 君 ( 東 北 
圏 フィ リピ ビン に お ける 魚群 探知 機 の 現状 に つい て - 間 庭 愛 信 君 (水産 
9. イン ホメ ーション 理論 研究 専門 委員 会 委員 長 大 泉 充 郎 
昌 時 10 月 21 日 ( 金 )14 時 ~17 時 
場 所 国際 電信 電話 (株) 研究 所 会 議 室 (目黒 区 三田 12 の 1 


議 題 (1) 音声 規準 化 過 程 の 変形 に つい て 猪 股 修 二 君 ( 電 試 
回 情報 識別 の 位相 幾何 学 的 考 穴 榎 本 " 臣 君 (国際 電 々 
3B) 音声 基本 周波 数 の FM 的 特性 越 川 常 治 君 ( 通 。 研 
10. 航 宰 電 子 機器 研究 半 『 門 委員 会 " 表 員 長 小林 正 次 


目 「 時 10 月 24 日 (月 )14 時 ~17 時 

場 所 日 本 電気 (株 ) 四 階 会 議 室 ( 港 区 芝 三 田 四 国 町 2) : 

議 題 (①) ビデ オマ ッ ピ ング 装置 吉田 金次郎 董 ・ 伏 田 嘉 郎 君 (富士 通信 機 
頒 パル ス 式 シー ロメ ー タ な 倉 茂 周 芳 君 ・ 石 河 直 樹 君 ( 明 屋 電 


11. 医 用 電子 美 置 研究 専門 委員 款 中 民 阪 本 抑 且 


日 時 10 月 25 日 ( 火 〕14 時 ~17 時 
場 所 東大 医学 部 本 館 会 議 室 ( 広 京 区 本 冨 士 町 ) 
議 題 (1) 8rd International Conference on Medical Electronics へ の 


出席 報告 (会 議 を 中 心 と し て ) 4 
杏 田 良 精 君 (東大 医 ) 岡村 総 恋 君 (東大 工 . 予 定 ) 間 上 (東芝 
ea 


a 


関 西 支 - 部 
i 委員 長 加藤 安 太 人 郎 


日 時 10 月 13 時 ( 木 )9 時 30 分 ~17 時 
場 所 大 阪 中 央 放送 局 第 1 会 議 室 大 阪 市 東 区 馬場 町 6 の 4.〔 大 阪 放送 会 館 〕 電 て 94) 1031~5) 
議 計 計 基 (上 ① フェ ー デ ング 防止 ア シテ ナ 加藤 安 太 郎 莉 (電気 興業 ) 
較 中 波 放 送 空中 線 の 一 並列 励 振 方 法 遠藤 敬二 君 (NHK 技 研 ) 
に (3) 高利 得 誘電 体 ア テン テ ナ に 関す る 実験 
牧 本 利夫 君 ・ 末 田 正 君 ・ 西 村 貞 彰 君 ( 阪 大 産 研 ) 
鉄塔 の 側面 に 取付 ける UHF 放送 用 アン テ チ 芝 野 儀 三 君 (住友 電工 ) 
(5) 飛 閉 体 テ レ メ ュー タ 用 アンテ ナ 東野 義夫 君 ・ 河 村 。 孝 君 (三菱 電機 ) 
: (6) 姜 形 格子 金網 の 電波 反射 交 運 川 隆 君 ・ 有 田 不 二 範 君 (三菱 電機 ) 
休 欧米 に お ける アン テ ナ 研 究 内 田 ' 英 成 君 (東北 大 
: (8) ER だ ける マイ クア ンタ テテ 油 津 祐 元 君 ( 通 ) 硬 2 
N : 


3 マイ ク ャ ョ 波 真 空 管 研究 専門 委員 会 委員 長 小池 勇二 郎 
日 時 計 107 朋 518= 晶 5.9 時 30: 労 => 177 時 
P 場 所 大 阪 電信 電話 会 館 ( 大 阪 市 北 区 玉 江 町 1 の 2 市 電 堂島 大 橋下 車 東 へ 1 本 中 之 島 の 省 川 南 了 
下 天 ① 進行 流 管 用 減 座 明 で 戸田 哲雄 君 (三菱 電機) 
: 回 6Gc 低 雑 音 進行 波 管 つい て ; 
小林 大 二郎 君 ・ 守 治 義 郎 君 ( 通 研 )・ 大 類 隆三 君 ( 晶 電 う 
(3) 写真 測光 に ょ る 電子 衝撃 陰 極 温度 分 布 測定 岡田 武夫 君 ・ 橋 本 勉 君 (三菱 電機 ) 
4 MUnchen の 国際 マイ ク ャ ェ ャ 濾 管 会 議 に 出席 し て 
、 水利 康 君 ( 賀 有 )・ 原 島 治 書 (日 直 う 岡村 総 天 天 (東大 ) 
(5) 進行 波 型 多 重 反 射 ク ライ スト セン 
小野 昭一 君 * 功 力 忠男 君江 田 幸男 君 ・ 小 池 勇 二郎 君 (東北 大 ) 
) . (6) 磁界 解析 用 抵抗 回 路 網 ア ナチ セグ 
落 田 栄治 君 ・ 寺田 正純 君 ・ 浜田 、 博 君 ・ 裏 克己 君 ( 阪 大 エ ) 


14. 非 直線 理論 研究 再 門 委員 会 委員 長 高木 純 ・ 一 
月 時 10 月 20 日 ( 木 ) 10 時 ~ 17 時 j 
場 所 京都 大 学 工学 部 大 会 議 室 
議 如 (1u) 欧米 た お ける 下 動 制御 な ら び に 振動 論 研 究 の 現状 林 千 博 君 e 志 寺 
Duffing. の 方 種 式 の 周期 解 と 初期 条件 と の 関係 
に St 林 和 王 博 君 ・ 西 川 刻 一 君 ・ 安 部 稔 君 ・ 。 村山 弧 明 君 ( 京 大 エ ) 
i 5S) i SE き の 概 周期 振動 
EN 株 千 博 君 ・ 柴 山 ) 広 君 ・ 上 田 腕 売 君 ( 京 犬 エ ) 
_ 幼 飽和 を 含む 非 整数 積 分 形 制御 系 に つい で 真 鍋 箱 治 君 (三菱 電機 ) 
(5 非 線 型 制御 系 の 過渡 応答 線 図 ) 西村 正太 郎 君 ・ ・ 藤 井 克 放 君 ( 阪 大 D 
6 EC ER ev - 
; 近藤 次 治 君 ・ 導電 壮介 大 ・ 多田 軟 導 君 ( 京 エ 大 


m 


15. ト ラン ジス タタ 研究 専門 委員 会 ・ 委員 長岡 部 豊 比 古 
日 時 10 月 27 日 ( 木 )~28 日 ( 多 ) 
場 。 所 東北 大 学 電気 通信 研究 所 会 議 室 (仙台 市 税 小 路 ) 
議 題 27 日 ( 木 )・9 時 30 分 ~17 時 


見 学 全 
東入 


ら 何 卒 予約 御 申 込 下 さい 。 記 

所 半 法 15 畑 X9.5 畑 4 予約 申 込 場所 。 本 会 叉 は 日 本 工学 会 」 
2. 定 価 170 円 (送料 共 180 円 ) 5. 予 約 金 支払 期日 昭和 35 年 11 月 20 日 千 
3. 予 約 申 込 期 日 明 和 35 年 10 月 31 日 秘 6. 手 帳 発送 期日 。 昭和 35 年 12 月 1 日 より 
日 本 工学 会 の 佳 所 等 は 次 の 通り です 。 


社団 法人 日 本 工学 会 東京 部 千代 田 区 神田 佐久 間 町 1 の 11 (社団 法人 人 人 会) 3 が 


(8) エナ サキ ダイ オー ド の 論理 回 路 の 


日 本 工学 会 手帳 予約 申込 御 案 内 


例年 の 如く 本 年 も 昭和 36 年 (1961 年 ) 用 日 本 工学 会 手帖 御 好評 と ょ り 下 記 の 通り 発行 致し ます か 


東 


(1) Solid State Conference (C19€0 年 6 月 ピッ ツタ パー グダグダ ) に 出席 じ て 
武 .- 田 ぎ 行 2 松 者 誠人 9 二 3 


2 飽和 トラ ンジ スタ の イン ピー ダン シス 沢 - 辺 乱 君 ( 通  . 研 ) 
3) PN 接合 に 対す る 熱 彼 の 影響 中 村 灯 郎 君 (日 電 9 
過半 導体 に よる マイ ナス し し と マイ ナス C に つい て 

西沢 潤一 君 ・ 小 島 敬 基 君 中 村 正 君 (富士通 ) 米山 意 夫 君 ( 東 北 大 ) 


bB に メサ ポタ スタ の 特性 に つい て 
: の ll 橋 二 看 ・ 大幸 浴 一 千 GHEE 科 


(6) 少数 キヤ リア 著 積 時 間 た に 及ぼす 外 部 回 路 の 影響 田子 島 一 郎 君 (NHK 技研 う 
大 シリ コン 高 出力 高周波 トラ ンジ スタ 藤江 - 功 コ 一 二 て 束 補 3 る 
28 日 ( 金 )9 時 30 分 ~Yf7 時 


特性 
大 島 信太 郎 君 ・ 榎本 臣 君 ・ 天 野 橘 太郎 君 (国際 電 々 ) 
(9) ェ サ キダ イオ ョ ー ド の 電源 宏 定 装置 安田 項 一 君 ・ 田 玉 希 君 (< ソ = つ ) 


(0D ダイ オォ オード.、 ト ラン ジス x “NOR”" 回 牙 に つい て 
喜田 村 普 一 君 ・ 寺 田 閣 認 君 ( 阪 。 大 


(1 複合 回 路 に ょ る 発振 器 た に つい て 三宅 康友 君 ・ 須 山 正 敏 君 (日 大 


広帯域 イン ゼー ダン スネ 変成 唱 を 用 いた トラ ンジ ス x 70 Mc 中 間 周 波 増 幅 器 
渡辺 宅 治 君 ・ 滝 田 壮 作 君 ・ 二 宮 康 明 君 ( 通 。 研 う 


0 較 トラ ンジ スタ 化工 業 計器 に つい て 猫 若 文 之 君 ・ 木 下 敏 挫 君 (日立 中 研 ) 
軸 トラ ンジ スタ マル チ パ イプ レー 青柳 健次 君 ・ 佐 々 木 次 郎 君 ( 阪 大 工学 部 う 
27. 日 ( 木 ) 於 小原 温泉 但し , 27 日 (17 時 東北 大 学 ょ より, 翌 28 日 彰 東 北大 学 
へ 定刻 迄 た に 到着 の バス を 出し ます 。 
28 日 ( 金 委員 会 終了 後 時 間 に 余 祝 が ある 場合 東北 大 学内 の 関連 部 門 を 見 学 予定 
会 費 (宿泊 料 を 含む ) 1,000 円 を 添 を 東北 大 学 電気 通信 研究 所 西沢 汐 一 宛 


10 月 15 日 (必着) まで に お 申込 み 下 さい 。 前 后 日 (26・28 日 )〕 の 宿泊 の 船 旋 も 
致し ます か ら (A) 又は (B) と 指定 の 上 , 上 記 に 六 申込 み 下 さい 。 
宿泊 料 CA) 1,000 円 (B) て 00 円 


"※ 10 月 休会 の 委員 会 「 電 気 音 融 」「 回 路 綱 理論 」 


電 話 (251) 4358 医 振替 口座 東京 5055 番 
a 
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昭和 35 年 度 全国 大 会 講演 論文 集 予約 募集 


昭和 85 年 度 電気 通信 学会 全国 大 会 は ,* 既報 の 通り 11 月 18 日 ( 金 ), 19 日 ( 圭 ), 20 日 (日 ) 
の 3 日 間 , 早稲 田 大 学 た に お いて 開 備 いた し ます 。 

この 大 会 の 講演 論 交 お よび シン ポジ ッ ゥ ム 予 稿 は , 下記 の 通り 3 分 冊 お ょ び 合 本 と し て 予約 
出版 いた し ます 。(〔 今 還 は , シン ポジ ャ を ム だ け の 予稿 は 発行 し ませ 4) 

予約 売 も 当日 売 も 同一 値段 で あり ます が , 予約 申込 数 以外 た は 多く の 休部 を 作り ませ ん 
か ら , 」 確 宝 に 入手 され た 方 は 大 非 期間 中 た 申込 み 下 さい 。 


記 
分 殿 () 一 定価 300 円 
( 理 給 2z6 , 音 級 . 振 動 24 , 計測 . 電 子 応用 63 , 材料 . 部 品 15 , 合計 128 件 う ) 
S 一 1 学習 機能 を 有する 情報 処理 機械 7 件 
SsS 一 2 通信 に お ける 信頼 性 6 件 
S 一 3 音 場内 に た お ける 音 状 手 器 の 特性 の 測定 1 件 
S 一 4 超 音 波 キ ヤ ビ テ ー シ ョ ン と 超 音 波 加 工 - 2 件 
S 一 5 高速 飛行 た お ける 新しい 問題 吉 4 件 
分 國 (<2) 定 価 400 円 
(電磁 波 ・ ア シテ ナ 31, マイ ク n 波 51, 電子 管 40, 疾 導 休 ・ トド ヌ ンジ スタ 37 , 合計 159 件 う 拉 
S 一 6 フェ ライ ト を 利用 し た アシ テ ナ ・ (中 止 ) 
S 一 7 ミリ 流 た お ける 諸 問 題 CU 
S 一 8 電子 ビー ム の 諸 問 題 8 件 
、 8S 一 9 ェ ザ キダ イオ ー ド と その 応用 回 路 22 件 


分 國 (③⑤ 一 一 定 価 350 円 
て 電子 回 路 45 」 有線 通信 33 , 交換 32 , 無線 通信 11 , テレ ビジ ョ ン 12 , 合計 133 件 ) 


SS" 一 10 デー タ 人 伝送 一 ( 無 誤字 伝送 を 中 心 と し て ) 一 (中 止 ) 

S ==LE 格 内 訪 式 10 件 

S 一 12_ 無線 通信 に お ける フェ ー ジ ング 対策 : 5 件 

i Rt tm 0 
合 本 一 - 定価 1,000 円 (分 脱 1. 2.-3- 一 揃い カバ ー 付 ) 「 


予約 綿 切 昭 和 35 年 10 月 20 日 
申込 先 東京 都 生 代 田 区 富士 見 町 2 の 8 電気 通信 学会 


申込 方 法 イ 。 合 本 は 合 本 部 数 分 時 は 1. 2. 8 の 番号 と 部 数 , 前 六 集 の 送付 先 等 を 記入 
し (て 用紙 適宜 ) 上 記 代金 を 添え て お 申込 み 下 さい 。 
最 替 送金 の 場合 は , 東京 85300 番 "電気 通信 学会 移 と し 。 振替 用 紙 の 通信 に 


上 記 の 事項 を 記入 する と と 。 
= 近 庁 , 宮 公 立 学校 等, 濁 品 受信 後 た 払 手続 を され る 向 は 。 申込 書 (用 換 
「 適 富 ) に 雇 払 予定 期日 を 附 記 し , 見 積 書 等 必要 の 用 紙 を 添付 し て 御 送 付 下さ い 。 


発生 第 ALD 送料 学会 負担 で 指定 の 送付 先 へ お 送り いた し ます 。 
- 電気 通信 洗 会 全 還 大 会 委員 会 一 


昭和 3 6 年 電気 四 学 会 連合 大 会 詳 演 茶 
護 演 申込 期限 35 年 11 月 25 日 ( 金 〕・ 原稿 提出 期限 36 年 1 月 11 日 K 水 ) 
昭和 36 年 電気 四 学 人 会 連合 大 会 は , 4 月 7 日 か ら 大 阪 に お いて 開催 いた すこ と と な り ま し た 2 
つっ ついては, 下記 に ょ り 一 般 講 演 を 募集 いた し ます か ら , 故 つ て 応募 され る よう 希望 し ます 。 
応募 者 の 資格 四 学 会 ずれ か の 会 員 =( 準 中 肖 よび 学生 貞和 玉 人 
の 場合 は , 会 員 以 外 の 者 を 含ん で も よい が , 講演 者 は , 会 員 ( 准 員 ポ で ょ び 
学生 員 を 含む ) で な けれ ば な ら な い 。 
講 演 内 容 最近 生 っ た 研究 お ょ よび 調 査 の 報告 、 また は 成果 を あげ た 新しい 企画 お よび 
試験 結果 の 報告 新 製 品 の 紹介 等 で , 学 委 的 に 価値 ある 未 発 地 の も の に 限 
_ る 。 た だ し , 内 容 が 不適 当 で ある と 認め た も の は 採択 な い 。 


応 墓 上 の 制限 講演 は 一 人 1 件 に 限る 。 (同一 人 が 数 件 の 応募 論 交 に 共著 者 と し て 参加 す 


る こと は さしつかえ な い が , 内 容 が な きわめて 類似 し た ふま の を 数 件 に わた っ つ 

て 発表 する こと は 認め な い 。) 

講演 時 間 1 件 10 分 以内 た だ し 相 坪 に 関係 の 深い 講演 は , これ を 一 括 し て 詩 論 会 形 
式 と する こと が ある 。 

講演 予稿 オフ セツ ト 印 刷 に ょ り 講 演 論 文集 を 出版 する オフ セッ ト 印 刷 は , 講演 者 
の 提出 され た 原稿 を その まま 印刷 の 原版 と する も の で ある か ら , 原稿 は 
「 原 稿 の 書き 方 」 に ょ り 所 定 の 原稿 用 紙 に 和 載 する こと 。 原 稿 の 書き 方 が 
不適 当 で 印刷 に 支 障 あ る 場合 は , 講演 採択 を 取り 消す こと が ある 

講演 参加 費 400 円 (大 会 次 第 書 , 参加 章 , 申込 まれ た 講演 予稿 の 掲載 され て いる 講演 論 
文集 の 分 冊 1 部 お よび 別刷 50 部 を 進呈 する 。 ) た だ し , 講演 不 採択 , 講演 
て 柄 不 規 貞 ね ょ の 細 准 有 が 特 じ の 夫 守 お 参加 費 を 返却 する 。 

申込 方 法 お よび 申込 期限 
(a)「 講 演 申込 用 紙 」 は 申し 出 に より 交付 する 。( 郵 送 を 要する 場合 は ,. 返 
信 料 8 円 洲 付 の こ と) 
(b) 講演 申込 用 紙 た 必要 事項 を 記入 し , 講演 者 参加 費 400 円 を 添 を ,11 月 
ERR A EE 
受理 し な い 。 ) 
CNOA ER RR 
は 同時 に 「 原 稿 の 書き 方 」 と 「 原 稿 用 紙 」 を 送付 する 。 
(d) 原稿 は , 1 月 17 日 ( 火 ) 午後 5 時 まで に 提出 する こと ょ と 。 (この 時 間 ま で 
に 提出 され な い 場 合 は , 講演 申し 込み を 取り 消さ れ た も の と みな す 。) 

申込 お よび 原稿 送付 先 東京 都 千代 田 区 有楽 町 1 の 3 電気 学会 

振替 東京 3168 番 電話 (201) 0983 .0984 
講演 論文 集 の 頸 布 お よび 別刷 の 作成 


(a) 講演 論 六 集 は , 一 般 に 融 布 する 。 (追っ て 会 告 す る ) 
Cb) 別刷 は , 上記 の ょ うに 講演 者 に 50 部 を 進呈 する が その ほか に 入 用 の 


場合 は , 100 部 一 1,000 円 , 200 部 一 1, 100 円 で 注文 た 応ずる か ら , 希望 
の 方 は , 講演 申 し 込み の 際 あ わせ て 申し 込む こと 。 


神学 会 電気 信 学会 ・ 昭 学会 テレ ビジョン 学会 連合 大 会 和 中 会 一 一 「 ] 


と 


電気 四 学 会 北海 道 支部 運 合 大 会 講演 募 集 一 一 
日 時 昭和 3835 年 11 月 25 日 ( 金 ) 午 前 9 時 
会 場 北 海道 大 学 工 学部 
講演 者 会 員 に た 限る 。 た だ し 北海 道 支部 所 属 者 に 限ら な い 。 
講演 内 容 最近 行 な た つた 研究 、 計 画 及び 工事 報告 , 新 製 品 の 紹介 等 。 
: 講演 時 間 1 件 15 分 以内 。 た だ し 都合 に ょ り 短 縮 す る こと が ある 。 
; 講演 予稿 騰 写 印刷 に と ょ り 予 稿 を 発行 する 。 予稿 は 1 件 に っ つき 本 文 800 字 以 内 (400 字 庄 横 
書 原 稿 用 紙 使用 の こと ) と し , 図面 及び 表 を 入れ る 場合 は 本 六 を 制限 する こと と 。 
図面 は 短縮 し な いか ら 適 当 の 大 き さ に 書き , 黒 入れ の 必要 は な い 。 また 著者 が 
連名 の 場合 は 講演 者 に 〇 印 を っ ける こと 。 
申込 先 札幌 市 北 12 条 西 8 丁目 北海 道 大 学 工学 部 内 ; 
電気 四 学 会 北海 道 支部 連合 大 会 実行 委員 会 
申込 期限 昭 和 35 年 10 月 24 日 (月 ) 午 后 5 時 
申込 方 法 演題 , 著者 氏名 , 勤務 先 及び スラ イド の 使用 の 有無 を 記し , 予稿 原稿 を 添 き て 
申込 むこ と 。. 
電気 学会 , 電気 通信 学会 , 照明 学会 テレ ビジ 。 ン 学会 北海 道 支部 


第 3 回 自動 制御 連合 講演 会 案内 一 ーー 
日 時 昭和 235 年 11 月 16 日 ( 水 ) ~19( 土 ) 
場 所 。 大 阪 商工 会 議 所 (大 阪 市 北 区 堂島 西町 2 丁目 ) 
講 演 1. 特別 講演 (11 月 18 日 午後 1 時 ~8 時 ) 
第 1 回 国際 自動 制御 会 議 に お ける 情況 に つい て 


①⑪ 自動 制御 更 論 = 、※ 模 木 義一 ( 京 大 ) 
(2) 自動 制御 要素 大 島 康 次 郎 (東大 ) 


(3 自動 制御 の 各種 工業 へ の 応用 寺 尾 。 満 (東大 ) 
2. 学術 講演 (11 月 16 日 , 17 日 , 18 日 (午前 ), 19 日 ) 
J) 第 一 部 自動 制御 理論 (52 件 ) 
2 第 二 部 自動 制御 要素 C90 件 ) 
i 個 ) 第 三 部 自動 制御 の 各種 工業 へ の 応用 (50 件) 
講演 論文 投 録 集 学術 講演 の テキ スト と し て 講演 前 刷 を 予約 委 布 致し ます 。 前 刷 は 第 一 部 
門 , 第 二 部 門 , 第 三 部 門 を 一 括 し て 1 周 に 集録 し た も の で あり ます 。 御 希望 の 
方 な 代金 550 円 (1 冊 500 円 , 送料 50 円 ) を 添え て (代金 の 添付 な き 予 約 申込 
は 受付 け ま せん ) 10- 月 30 日 まで に 上 本 自動 制御 協会 。 (京都 市 左京 区 山 端 一 


補 工 田 町 , 京都 大学 工学 研 宛 所 修学 院 分 室内 ) 宛 お 申込 下さ い 。 特に 会 場 で 受取 る 
’ こと を 希 さ れる 方 は , 御 明記 の 上 , 1 財 500 円 を お 払込 み 下 さい 。 な お 会 場 で 
EE も 即売 致し ます 。 

| | 玉 催 学 協会 応用 物理 学会 , 自動 制御 村 究 会 こ 。 中 部 自動 制御 研究 会 , 日 本 機械 学会 , 日 本 
: 電 計測 学会 っ , 日 本 自動 制御 協会 っ , 日 本 繊維 機械 学会 (O 〇 印 は 幹事 学 協会 ) 
§ 参加 学 協 会 化学 工業 協会 , 計 装 研究 会 , 電気 学会 , 電気 通信 学会 , 日 本 鉄 側 協 会 

か ーー 1 に 7 ES * . 


i 


ーー 一 電気 三 学会 中 国 支 部 第 11 回 運 合 大 会 講演 募集 


日 時 
会 場 
講演 者 
講演 内 容 


講演 時 間 


講演 要 所 


締切 期日 
申込 先 


[第 2 回 原子 力 研 完 総 合 発 素 会 
期日 場所 昭 和 36 年 2 月 15 日 ( 水 ) 18 旦 ( 土 ) の は 4 日 間 於 神田 学士 会 人 錠 
笑 . 催 日 本 原子 力学 会 , 電気 学会 , 電気 通信 学会 , 外 25 学 協会 共同 主催 


実施 要領 


QO 


11 月 9 日 ( 水 ) 一 般 講演 11 月 8 日 ( 火 ) 叉 は 11 月 10 昌 ( 木 ) 特別 議 演 及び 映写 会 

中 国電 力 総会 場 (予定 〕 特別 講演 及び 映写 会 広島 大 学 工学 部 教室 (予定 7 一 般 講 深 会 

会 員 に 限り ます 。 連 名 の 時 は 講演 者 に 〇 印 を つけ て 下さ い 。 

アァ . 計画 及 び 工 事 報告 イ . 現 場 試験 報告 ツウ. 最近 行 つ た 研究 ェ ・ 新 製品 の 紹介 等 

ォ オォ. その 他 ( 新 又 献 の 紹介 な ら び に 応用 等 ) 

1 件 .10 分 15 分 

字数 及び 図面 , 原稿 の 字数 は 本 六 2400 字 以 内 と し ます 。 但 し 図表 が ある 時 は その 大 き さ 選 

相当 する 字数 を 減ずる こと に し ます 。 (大 略 10 cm* の 図表 は 約 60 字 た 相当 ) 

昭和 35 年 10 月 157 日 申込 み は 上 記 に ょ り 要 旨 を 洒 え て 期限 を 厳守 し て 下さ い 。 
広島 市 字 品 町 35 番 町 中 国電 波 監 理 局 内 電気 通信 学会 中 国 支 部 宛 

電気 学会 ・ 電 気 通信 学会 ・ 照 明 学 会 中 国 支 部 


1) I. 研究 発表 , TI. 討 論 会 , 世 招待 議 演 お よび 総合 講演 に 分 け て 日 程 を 編成 する 。 
(2) - 一 般 か ら 募 集 す る の は I. 研究 発表 で , 未 発表 の 研究 論文 に 限り , 予報 的 な も の ; 
既 発表 に 類似 の も の , 下記 項目 外 の も の は 採ら な い 。 採 向 は 論 充 選考 委員 会 が 決定 する 。 
(3) 研究 発表 の 時 間 は 原則 と し て 15 分 と する 。 
(4) 研究 発表 項目 
分 類 番号 - | 項 目 
核燃料 資源 お よび その 探鉱 
棚 燃 料 (製造 , 諸 人 性質 な どう) 
原子 炉 材 料 て 製造, 諸 性 質 , 放射 線 損傷 な どう) S, 
原子 炉 化学 (原子 炉 に 関連 する 放射 化学 , 放射 線 化 学ぶ よび その 工学 的 問題 う 
超 高 温 プ ラズ マ 
核 物 理 (中 性 子 物 理学 , 核分裂 反応 , 加速 器 な ど ) 
炉 物理 (中 性 子 拡 散 減速 , 原子 炉 理 論 , 臨界 計算 , 動 特 性 う 
原子 炉 計 測 , 制御 
原子 炉 工 学 (原子 炉 設 計 お よび 装置 工学 , 機械 工学 と し て の 諸 問 題 , 達 項 を 合せ ) 
原子 炉 に 関す る 土木 , 建築 , 造船 学 的 問題 
廊 燃料 サイ クル 
放射 線 障害 と 健康 管理 (保健 物理 に 関連 ある も ゃ の) 
放射 性 廃 華 物 処 理 
原子 類 の 安全 性 ( 災 電 解析 と その 対策 , 環境 調査 な ど を 合う) 
(5) 研究 発表 申込 方 法 
イ . 研究 発表 希望 者 は , 第 2 回 原子 力 研究 総合 発表 会 運営 委員 会 (東京 都 港 区 芝田 村 
町 1 の 1・ 原 研 内 Tel (591) 一 5489 日 本 原子 力学 会 気付 ) 宛 申 出れ ば , 所 定 の 研究 
発表 申込 番 , 「 要 四 集 」 原稿 用 紙 , 熱 筆 規程 を 送り ます 。 
ロ 。 研究 発表 申込 書 の 受付 は 10 月 15 日 ~ 10 月 29 日 ( 土 ) (期限 虚 守 ) う で す 。 
ハ へ 「 要 結集 」 原稿 の 提出 は 11 月 19 日 ( 土 ) まで に 必着 で 願い ます 。 
(5)「 契 旨 集 」 は 発行 する が , 提出 論文 を まとめ た 「 報 文集 」 は 刊行 し な い 。 
詳細 の お 問合せ は , 上 記 運 営 員 会 (日 本 原子 力学 会 気付 〕 へ 五 願 いし ます 。 
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35 年 6 月 号 か ら 雑 誌 発送 停止 者 as. 515 je 


正 員 < ア ) 青山 光 久 (中 野 区 江古田 2 の 88 晴 風 荘 内 ). 浅見 秀司 ( 流 谷 区 長谷 戸町 22 う . 東 俊之 ( 夫 日 井 市 浅 
山野 1310 県 営 仁 宅 19 号 う . 葉 木 淳 三 (店 野 区 臣 宮 1 の 226). 有馬 史 材 (八代 市 豊原 下 原 電 々 社宅 ). 有賀 幸信 
(世田谷 区 玉川 中 町 1 の 56).( イ ) 伊佐 国 一 (渋谷 区 代々 木 宮谷 1429 代々 木 富ヶ谷 寮 ). 伊 崎 人 敏郎 (米子 放送 局 ). 
石川 " 博 て 焼 汗 市 焼津 539 の 3). 石原 吊 三 (刈谷 市 大 字 刈 谷 字 元 中 根 南 11 う . 磯野 実 (高崎 市 常盤 町 4D. 
印南 来 衛門 (ラジ オ 高 知 う . 岩瀬 新 午 (三洋 電機 半導体 研究 所 ). ( ウ う ) 宇佐 美雄 幸 (渋谷 区 千駄ケ谷 5 の 902 
日立 か ウス )〉. 宇治 幸 朝 (和歌 山 市 平岡 6 う . 宇野 向 ( 剃 ヶ 崎 市 小和田 4538 う . て ェ ) 江頭 俊之 (日 電 玉 川 事 業 所 ) 
江田 奉 通 (宮崎 市 老松 通 1 の 25)." 遠藤 正 才 (札幌 電話 局 ). ( オ ) 大 島 良 筑 (名 古屋 搬送 通信 部 ). "大角 春夫 
(東陽 工業 ). 太田 需 (国鉄 ). 黄 延 福 (石川 ト レー デイ シグ コ ュ ン ペ パ ペ =ー). 大 貫 明 (金石 舎 華 究 所 う . 大 矢 . 隆 


(名 古屋 市 中 村 区 中 村 町 1 み 101). 岡田 宣 誤 (北海 道 札幌 郡 郷 似 町 ). 岡田 万 久 (東映 ) 小倉 才 一 郎 ( 並 区 永 


福 町 1 61). 小田 誠 夫 (三菱 電機 ). 落合 喜 三 次 (豊橋 市 松葉 町 146 ). - 餅 居 久 確 (大 日 電線 ). ( カ ) う 片岡 基 
( 杉 並 区 方 南町 92 小林 方 う . 加藤 和 明 (原研 ). 神沢 等 (鈴鹿 市 白子 町 北 社宅 ). 河井 津 二 (不明 う . 川 池 礼 一 郎 
(甲南 電気 )、 川 西 健次 (日 大 ). 河野 幸雄 ( 仁 島 電話 局 ). ( キ ) 木村 俊男 (名 古屋 市 千種 区 田代 町 字 導 入 1 の 1 
清宮 弘 基 (横浜 市 舞岡 町 115 舞岡 ア ペ ー ト A 一 3 号 ). 金 孝 染 ( 鹿 北大 ).( ク ) 久保 菊 雄 (目黒 区 下 目 黒 2 の 
335 箕輪 方 う . 久保 雄一 郎 ( 電 々 公社 ). 人 条 沢 邦 郎 ( 宣 馬 区 中 井町 427). 森原 汰 夫 (三井 鉱山 三池 工業 所 ).: 
C コ ) 小竹 兵 次 郎 (市 川 市 真間 119). 木庭 功 (鹿児島 電話 局 ). 小林 登 ( 放 京 区 大 門 町 26). (すず ) 桜木 矯 


(新潟 電気 通信 部 施設 課 ). 佐藤 達男 (東海 大 学 う . 佐分利 治 不明). 佐山 正司 ( 艇 並 区 荻窪 1 の 86). 沢田 哲夫 


大船 市 大 船 560). て シ ) 壇 野 谷 隆 (板橋 区 志村 中 台 困 1317 の 16). 柴田 売 生 ( 穫 面 市 桜町 698 う . 朱 山 敏明 (鎌倉 
市 岡本 47 う . 溢 田 正男 て 九州 電力 ). 島田 武治 '( 入 俣 送信 所 う . 清水 勤 二 (名 工大 ). ( ス ) 鈴木 乾 一 郎 (NK 技 
術 上 業 局 ). 砂 石 光雄 (北海 道 通 信 局 ). ( セ ) 清野 浩 て 仙台 市 長町 北町 145 安斉 方 う . て ソ ) 曽我 政弘 (豊中 市 
刀根 山 町 1} の 16 の 1 黒木 方 う . て タ ) 高橋 。 顕 (松下 電器 胃 易 輸入 部 ). 高 本 保夫 (長崎 電話 局 う . 田川 簡 三 朗 


て (北大). 武政 宣雄 (名 古屋 市 明 和 区 荒田 町 NKK 落 田 寮 ): 田島 久治 (豊島 区 長崎 町 3 の 35). 田中 貞 彦 (名 古屋 市 


中 村 区 岩 妙 町 字 小 鴨 25 の 6 う . 玉川 令 二 (福岡 市 東 若 久 町 原田 山 43 の 69). て ト ) 徳 崎 義 信 て 山 光 社 う > 坦 福 財 


て (広島 市 東 桂 町 電 々 公社 東 桂 寮 ). ( ナ う ) 中 川 誤 志 (14 EVERETT A VE. Ossining. N.Y: 中島 治 久 ( 電 々 公 


社 荻 窪 工場 ): 仲 瀬 一 彦 (大 阪 中 央 放送 局 ). 長田 昭一 (昭和 電線 電 絆 ) 中 野道 夫 ( 姜 電 社 ). 中 村 鹿 次郎 ( 世 田 
谷 区 上 馬 町 2 の 191). 中 和 村 視 昭 名 古屋 市 中 天 放 送 局 う . 永 山 克 (広島 中 央 放送 局 ). 南 保 雅 (帯広 無線 中 継 所 ). 


( ニ ) 西田 俊夫 人 尾 市 大 竹 828 う . ( ノ ) 野崎 慶治 (世田谷 区 下馬 2 の 62 う . ( ハ ) 浜 久 平 ( 釧 路 市 稚 ケ 信 1 の 3. 、 


浜田 博 ( 阪 大 う . 林 " 座 雄 (松下 電器 東京 特販 管 業 所 う . 原 重 議 (杉並 区 下井草 町 186 う .. ( ヒ ) 平野 公夫 . 大 田 
区 東 蒲 田 4# の 5 石坂 方 う . ( フ ) 船橋 勝 右 了 そ 門 ( 電 々 公社 荻窪 電気 通信 工作 工場 ). 朴 畑 義 (天理 市 川原 城北 の. 


て ( ホ ) 保 坂 陽一 (甲府 電報 局 ). 堀江 正行 (九州 通信 局 ). て マ ) 由 野 良治 =( 目 黒 区 上 目黒 5 の 2420). 松浦 保 行 
「 (岐阜 県 舞 斐 郡 春日 村 別 合う 松田 任 秘 (京都 府 相楽 郡 精華 町 字 井 う &- 的 崎 健 ( 東 芝 玉 川 寮 ).( ミ ) 溝口 実 


( 南 多 摩 郡 日 野 町 多摩 平 団地 79 号棟 402 号 ). 宮坂 重 者 (アレ キ ザジ 光 = タ ー ク 商会 ). 宮下 富夫 (長野 市 中 越 15 ね . 
宮前 信 一 (大阪 府 南 河内 郡 美原 町 大 字 阿 弥 20 の 1 う . 宮本 庫 一 (横浜 市 港北 区 篠原 町 175 う . て ム ) 密 住 態 


て (鹿児島 大 ). (モア 森 ・ 友 広 ( 長 崎 市 西山 町 2 の 33 の 1)・ 森 政弘 (目黒 区 上 目黒 6 の 1488).( ヤ ) 谷田 部 栄一 


(横浜 市 南 区 基 田 町 1196) う . 表 野 直 吉 鎌倉 市 大 町 字 西 町 961 う . 山田 治郎 (関東 縮 区 穫 察 局 山 梨 県 通信 出張 所 う . 


| 山田 俊治 (横浜 市 神奈 川 区 西 神奈 川町 5 の 153 う . 山本 利信 (浜松 放送 局 ). 入 幡 恵介 (日 電 日 新 寮 . 


( ヨ ョ ) 吉岡 哲夫 (世田谷 区 豊 町 5 の 1059. 


導 員 ( ア ) 荒川 淳 三 (姫路 市 広畑 区 広畑 富士 鉄 水 寮 ). < イ 〕 う 石井 康 一 ( 放 京 区 向 ケ 丘 弥 生 町 3 - 修 道 館 ). 
| 石津 洪 ( 九 犬 ). 伊 藤 ご (名 古屋 市 中 区 新栄 町 6 の 25 う . 伊藤 智之 (名 古屋 市 中 区 南 外 堀 町 2 の わ . 岩本 路 民 
武蔵 野市 吉祥 寺 防 長 教育 会 ). て ウ ) 内 海 義 明 (等 屋 電機 宇山 。 登 (大阪 市 住吉 区 粉 浜 東 之 町 1 の '23 久 保 「 
田 鉄 工 帝 塚山 寮 ): ( エ ) 江川 進 (品川 区 南 品 川 5 の .177) て オ 4) 大 演 宏 治 (品川 区 西 中 延 2 の 233 う . 大 和 直 治 
(品川 区 魚 州 248 東 察 ). 小川 明 (新宿 区 大 久保 町 2 の 342 KDD 新宿 分 密 )- て カ う 加 穫 田 一 三 (< 放 京 区 党 誠 町 ・ 
| 2 の 4 橋本 方 う . 片野 正 令 (代田 谷 区 話 町 206 NHK 清明 寮 )- 加藤 幸彦 (名 古屋 市 干 種 区 城 木町 の 23 う : 
議 川島 喜 知 夫 ( 千 葉 県 茂原 市 下 永 吉日 立 早 野 寮 )- ( キ ) 交 地 恵 ( 休 台 市 角 五郎 本 30. 肖 川 英 三 (横浜 市 港北 区 大 豆 

es 本 品 貞 節 (本 馬 区 小 衝 四 2386 江 内 が て (2) 草刈 忠之 < 仙台 市 大 町 松下 電器 仙台 営業 所 ) 


- 


グ ナ テ イラ カ (杉並 区 西 火 間 3 の 12 の . 柔 原 洛 (杉並 区 阿 在 ヶ 谷 1 の 763)- cS 本寺 

(横浜 市 港北 区 新吉 田町 1525 の 27). 興 石 陽 (世田谷 区 世田谷 5 の 3156 う .「 小田 部 宗 倫 (不明 ). 小林 撃 功 ( 北 
海道 電力 ). 古 村 光 ( 家 森 県 北上 郡 十和田 町 大 字 奥 入 瀬 字 葛 国有 林 122 東北 電力 十和田 発電 ). (#) 佐々 木 散 ー 
(不明 う . 穫 田 雅昭 (尼崎 市 辺 口 西浦 三菱 電機 開心 寮 ). 佐藤 了 吹 < 日 立 市 成沢 町 1751 日 専 穴 う . 佐藤 文昭 ( 下 代 
田 区 神田 歌 河 台 3 の 3 佐藤 寛 (大 阪 市 旭 区 大 宮 町 5 の 30 う . 星 見 議 康 ( 旧 本 無線 ). 《 シ ) 塩原 信司 ( 康 京 区 追 
分 町 89 東大 追分 寮 ) ( ス ) 周 浴 注 中国 台湾 省 台 北 市 武昌 街 一 段 36 号 う . (20" 高木 正男 ( 央 崎 市 下 沼 部 1923 - 
森 方 う . 高橋 一 哉 (日 立 市 成沢 町 日 立 日 専 寮 う . 高橋 久 隆 (日 本 テレ ビ 放 送 網 技術 局 う . 高橋 正美 ( 柏 市 日 立 西 台 『85. 
高山 雄一 (子葉 市 長州 町 1 の 80). 武内 令 典 < 三菱 造船 平戸 小屋 寮 〕 田中 乙 次 (品川 区 豊野 2 の 1356 恩田 方 ). 
玉田 寺 ( 名 古屋 市 熱田 区 五 番 町 3 の 23 う . C ト ) 戸田 久 度 (名 古屋 市 干 種 区 大 島町 2 の 30 大 橋 方 う : 著 田 明 進 
(目黒 区 上 目黒 1 の 77 う . ( ナ ) 中 北 佐 男 (横浜 市 港北 区 大 豆 戸町 安 山 217 東芝 菊名 寮 う . 長田 名 (大 阪 市 阿倍 
野 区 長池 町 32 富士 アート). 中 山 梅 雄 ( 名 古屋 市 王 種 区 清 佳 町 3 の 44 う . (=) 西垣 守 (神戸 市 生田 区 栄 困 通 
5 丁目 富士 交易 < ノ ) 野本 吉 二 (大田 区 調布 模 町 2 の 7 彼 原 方 う . 《 ハ ) 橋口 ,。 博 (目黒 区 原町 ユ 248 安 田 坊 5. 
( フ ) 藤井 徴 て 民 沢 市 辻堂 西町 1460 白井 方 う .-( マ ) 前 田 正博 ( 西 多 歴 郡 福生 町 志茂 135). 横田 康男 < 板 笑 区 
四葉 町 1038). 松本 充 介 (熊本 県 荒尾 市 増永 300). ( ミ う ) 宮木 健吉 (世田谷 区 北沢 5 の 879 野 科 方 う . で ム ) 

向井 正秀 (丸の内 地区 電話 局 霞 ケ 関 分 局 ) ( ヤ ) 山田 癌 明王 洋 電 機 ). て ヨ ) 吉 丸 朝 久 ( 佐 賀 県 三伏 郡 三 根 村 統 命 院 う - 
※ 取消 7 月 号 お よび 8 月 号 に 掲載 の 佐藤 良 (NHK) 杉崎 真 (日 電 伝 送 工 業 部 ) う の 西 妊 は , 会 閥 完納 

な っ て お り , 誤っ つて 掲載 し た も の に 付 取 消し ます 。 両 君 に 対し お 詫び 申し 上 げ ま す 


居 所 . 不 明 者 Gs.s. 1s 胡 を 


っ ( ア ) 相沢 一 光 (2 洋 電器 ). 秋山 英雄 (横浜 市 科 見 区 駒岡 町 234 三 ツ 池 病院 内 ). 荒木 康晴 (神奈 川 県 足 績 郡 箱 


根 町 籍 根 電話 中 継 所 社宅 ). 明石 十 (世田谷 区 玉川 等 々 力 町 1 の の . 綾 正行 (高知 市 帯 恒 町 94)C イ ) 石井 孝 
(名 古屋 市 千種 区 小松 町 1 の 7 小松 寮 ).( ウ ) 上 原 清 CH 崎 市 小杉 町 3 の 262 小杉 話 内 ). ( エ ) 江戸 信幸 ( 川 


_ 崎 市 二子 字 講 落 耕 地 687 寿 荘 ) (4) 長田 史 董 (中野 区 上 困 40 岡本 方 大谷 区 一 (横浜 市 中 区 長者 町 4 の 43 長 


者 ビル 403). 大 串 哲 弥 ( 北 区 中 十条 + の 34 の 3 行 延 方 ). 大 辺 章 (広島 市 炭 午 北町 10 の 107 ( カ ) 金子 友 次 
(藤沢 電報 電話 局 ). 川上 敏 杏 (大 田 区 大 森 5 一 170 小島 方 う . 川野 哲治 (横浜 市 南 区 大 岡 四 715). ( キ ) 菊池 重 志 


。 新宿 区 上 落合 っ の 8104 明 荘 11 号室). 吉良 寛一 郎 (松山 市 松の木 町 2816 う : ( ク ) 久保 忍 (福岡 市 横 平池 


坂本 691 井尻 察 】 . 桑 田 十 一 (郡山 市 石 淵 60 潤 野 方 )。 ( コ ) 香 崎 人 博 ( 阪 大 工学 部 ). 小林 秀 正 (富士 通信 機 
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窪 藤 清高 (新宿 区 戸塚 町 3 の 143). 佐 甲 哲三 (千葉 市 馴 毛 町 2 の わ . て ( シ ) 清水 保定 < 品川 区 東 品 用 3 の 37 
松本 方 う .( セ ) 病 川 回 ( 電 々 公社 保 全局 電信 機械 課 う . 瀬崎 広 泰 (新宿 区 信濃 町 23 の 7 実 川 方 ).C タ )〕 武田 突 私 
(大 田 区 池上 町 173). 武 正 礼二 ( 北 区 稲 付 町 3 の 42). ( ツ ) 塚田 正治 (名 古屋 市 南大 津 通 2 の 5 中 部 電力 ). 
角田 丘 軍 (横須賀 市 大 準 町 2 の 9 斉藤 方 う 。 て ( ト ) 戸川 隼人 (新宿 区 上 落合 ( ヌ ) 沼田 誠 作 (調布 市 入間 町 

1 の 517). ドナ ルド ・ オ ー ボ ー ン (横浜 市 中 区 山下 町 82 徹 永 ピル) て ナ ) 永山 盛 敏 (長崎 市 本 河内 困 1 の 2700). 

1630 学園 察 内 ). ( ハ ) 春田 和男 (名 古屋 市 西区 天 塚 町 1 の 35). 馬場 照明 (横浜 市 戸塚 時 4825). 芳 疾 六 一 
(新宿 区 戸山 町 1 の 1 瀬野 方 ). ( ヒ ) 東館 意 ( 葛 人 節 区 水 之 小 合 町 307 広 岡 方 ).( フ ) 古田 忠 (公社 建設 局 
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(調布 市 金子 町 1993 小川 7 パート). 本 永 朝雄 (目黒 区 自由 ケ 丘 330 本 村 方 ). 森勝 紀 (区 田 市 浜 の 堂 困 33 の 2). 
C ヤ ) 山崎 和男 (杉並 区 天沼 1 の 191 収 業容 )。 山田 治郎 (横浜 市 助川 1405 日 立 製作 所 ). 吉沢 二郎 ( 西 間 市 


| 填 区 井土 ヶ 谷 上 町 84 の 44). 山田 敬 明 (大阪 府 守口 市 京阪 本 通 2 の 18 三洋 電機 内 ). ( ヨ ) 横沢 典 男 (日立 市 


| 松山 町 45 国鉄 アパ ペパー ト BI 号 ). 。 
35 年 3 月 卒業 者 ( 電 馬 大 ) 久 門 破 彦 . 藤野 喜 。 渡辺 成一 . (名 古屋 大) 中 山 梅 雄 。 成田 正夫 増 紀 . 
(起工 大 ) 井上 功 . 梅本 智則 - 小 邊 原 栄 贅 郎 . 岡本 吉晴 、 役 本 勝 彦 . 古 深 常 昭夫 標 信之 ( 信 大 ) 木下 族 中 、 
才 治 勉 - 沢田 雅俊 松橋 果 、 宮 有川 感 本 宮城 保 焦 . (東北 大 ) 小林 久 人 .、 桜 井 伸 筑 。 (都立 大 ) 梶谷 勝一 . 
Cg 犬 ) 上 地政 一 池田 夫 . (広島 大 ) 富 所 茂 . ( 京 大 ) 岡野 美彦 (福井 大 ) 島津 勝治 (名 エエ 大 ) 周 本 倫 夫 . 
(大 阪 大 ) 岩崎 吊 導 . 岡本 正 . ( 明 犬 ) 笹井 三雄 . 中央) 瀬川 四郎 っ 
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型 名 S2A, S5B, S8B, S16B, 

弊社 の シリ コン 整流 体 に つい て は 独自 の 技術 る もっ て 業界 中 最も 早く 開発 し , 政府 の 研究 補助 金 交 付 を 受け て お 
り ま す 。 各種 素 子 共 量 産 化 し て お り 性 能 も 著しく 向上 し 御 使 用 者 の 御 信頼 を 頂い て お り ま す 。 ま た , コ ント ロー ル | 
レク チ フ ァ イ ヤ ー の 試作 る 完成 し 年 内 に は 市 販 開 始 の 予定 で あり ます 。 A 


a 3 CEs et NA a A dE 


1 電 慰 表 

失 頭 逆 耐 電圧 | 最大 交流 入力 電圧 ia 
(CPL Cr:mis,) Cr Rt 

S16B5 50 

SALO S5B10 S8B10 S16 B10 100 

S2A20 SDB20 S8B20 S16B20 200 

S$S2A30 S55B30 S8B30 S16B30 300 

S2A40 S5B40 S8B40 S16B40 400 

S2A50 S5B50 S8B50 S16B50 500 

S2A60 S5B60 S8B60 S16B60 | 600 

S$S2A80 ] S$S5B80 S8B80 S16 B80 800 


S2A100 S5B100 S8B100 S16B100 1,000 


許容 ジャ ンク ショ ン 温 度 一 60190°C 
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。 電離 層 陽 イオ ン 渡 度 測定 問 表紙 写真 説明 会 長 米沢 滋 
(K-8-2 型 カッ パー に 搭載 う < 
PE SN 本 器 は 地上 約 100 km て 攻 
付近 に 存在 する 電離 層 の re OD: 
陽 イ オン 量 を 電気 量 に 変 松 本 秋田 
換 増幅 し て , デレ メー タ 内 田 英 成 
be で hi 理事 新川 洗 
る も の . お 鍋 の よう な 増 野 村 達 治 
幅 器 (直径 20 cm, 高 さ . 
5 監事 岡 部 豊 比 古 
プ 部 (長き 65 cm) より っ PR 
な り , プロ ー ブ プ 先 端 に 網 庶務 幹事 妻 藤 達夫 
状 の 球 を っ け , これ に 直 本 井 ク 幸 直 
流 電圧 を 印加 し て 陽 イ オ 会 計 幹 事 。 林 実 
ン を 捕捉 する 計測 の た 情 栄 
: め の 直 流 電圧 の 可変 散 置 ・) 編集 幹事 伊 導 義 一 
3 ゃ 感度 切換 , 基 誰 マー ク 河津 視 | 却 
(株 式 会 社 横 河 電機 製作 所 ) 等 の 装置 は すべ て 増幅 部 副島 次 筑 
に 収め られ マイ クセ モー タ に より 自動 的 に 作動 する . 本 器 は ロケ ッ ト の 最 先端 に 取付 け “ で i 
計 られ, プ ョ =ー プ 部 分 は 先端 の 円 すい 形 の 部 分 に 収め ああ ら れる. ロケット が が 高度 約 70 km 関 ロロ 和良 夷 
<- た 達する と 円 すい 形 の 部 分 が 二 つ に 別れ て 頭 部 が 開き , プロ ー プ が 直接 外部 電界 に 達 す 
放 る ょ うに な っ て いる . ロケ ッ ト に 搭載 され る た め 打 上 時 お よび 飛 し ょ う 中 の 加速 度 ・ 温 角 補 暫 事 っ 
議 庄 に 醒 え 得る ょ う 橋 造 も 軽量 か つ 葛 生 に 設計 され て いる . な お , 本 器 は 電気 通信 研究 所 Ts 
2 お よび 電波 研究 所 の 御 指 導 の も と に 製作 され た も の で ある . 
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電気 音響 に 関す る IEC 会 議 に つい て * 
正 員 伊 藤 義 一 (電気 通信 研究 所 ) 
本 年 4 月 4 日 か ら 9 は イタ リー Rapallo で に 出席 する 着る 少 


IEC/TC 29 電気 音 格 の 会 議 が あり , 電気 音 引 機 器 の 
国際 規格 の 検討 が 行なわ れ た . 幸 に し て , 筆者 は この 


会 議 に 出席 する 機会 を 得 た . と こと ゝ に その 鬼 要 を 報告 し 
< 
IEC の 性 格 じ つい て は , すでに 本 誌 に 紹介 され て 


いる の で , とこ ゝ > で は それ に は 角 れ な いで , 筆者 の 出席 
じ た 委 員 会 を 主 に た として, 大体 の 模様 を 述べ て ゆく こと と 
に する 。 

筆者 は 英会話 に 得意 で は な いし , 会 議 で 取扱 われ た 
問題 は 必ず し も 専門 の と と ば か り で は な い の で , 思い 


違い の 部 分 る ある か も 知れ な い .。 と の 点 に つい て は 読 
者 の お 許し を 請う 次 第 で ある . 
ーー ュ 場 


会 議 の 開催 地 Rapallo は 地中海 た 臨み , 気候 温和 , 
叫 光 明 妨 な 観光 地 で ある (Genoa より 汽車 で 約 30 分 
の と とろ に ある ). 会 場 の 建物 は 街 か ら 海岸 沿い に 約 
1km 離れ た 岬 の 突端 に あり , そ と か らち は 入江 を へ だ 
て * 緑 の 山 , Rapallo の 街 , その 右 に 紺碧 の 地中海 が 
見 える . 各国 代表 の 宿泊 する ホテ ル は 会 場 の すぐ 傍 に 
あり , 申 分 の な い 好 条件 が 揃っ て いた . と こ ゝ で は し ば 
し ば 国際 会 議 が 開か れる と の と と で ある . 


2. 会 議 の 構成 お よび 日 程 


IEC/TC 29 Electroacoustics に は 表 1 に 示す よう - 
, 1 Sub-committee と 8 Working-groups が ある ・ 
WG 29-11 は 擬似 口 , 耳 , 音声 , 頭 等 の 問題 を 解決 す 
る た め , 今度 新た に 結成 され た も の で , 今回 の 会 議 で 
は 仕事 の 範囲 お よび 進め 方 に つい て 打 合 わ せ た ゞ さけ 
で , 本 格 的 活動 は と の つぎ か ら で あ る . 

会 議 は 表 1 ユ に 示す ご ど とく 99 名 の 代表 (参加 国 20, 
特殊 機関 3) の 参加 の も る と に 開か れ , 代表 の 中 に は そ 
れ ぞ れ の 専門 分 野 あ る い は 日 程 と よっ て , 数 個 の WG 


* Report on IEC/TC 29 Electro-acoustics. By GI- 
ICHI ITO, Member (Electrical Communication 
Laboratory, Tokyo). [論文 番号 3242] 


- レ 


な ぐ な SS 0 
陽 た , 和 名 WG の 委 
員 は あら か し じ め 定 
め ら れ て ば さい る 
が , 会 議 は Open 
。 で 誰が どの 究 員 会 
に 出席 し て る 華美 
えな いこ と と に な っ 
て いる 

会 議 の 日 程 は 表 
A eS 
ぁ る が , これ は 議 


会 場 の 建物 
事 の 進行 具合 に より 多少 変更 され た と と も ある . 会 議 
は 大 体 朝 9 時 半 よ り 夕 方 5 時 頃 ま で で 途中 ' 12 時 か ら 
2 時 まで が 休み 時 間 に な っ て お り , 日 暮 の 遅い と の 頃 
で ある か ら 付 近 の 影 色 を 楽し む 時 間 は 十分 に あっ な だ 


3. 会 議 の 概要 


4 日 9 時 半 よ り TC29 の 開会 の 総会 が 開か れ た . 
と の 会 議 は 委員 長 W. Furrer の 司会 と に より 行なわ れ 
た が , か れ の 自信 に 満ち た 態度 と , て き ば き し た 議事 7 
の 進め 方 と , は っ きり し て し か も 流 得 な 英語 と フラ ン 

ス 語 の 使い 方 と は 非常 に 印象 的 で , 会 議 を ずん ずん 引 
張っ て ゆく と と ころ が あっ た . 

本 会 職 で 取扱 われ た お も な 事項 は ,。 つぎ の で と く で 
ある . 

(1) 前 会 議 (Stockholm で の 会 議 ) の 

(2》 WG29-11 の 結成 

(3) 工業 用 磁気 テー プ 標 準 化 の 問題 を SC 29-1 ユ で 

検討 する と と の 決定 

(4) SC29-1 の 仕事 の 血 囲 の 検討 

(1) の WG 29-11 の 結成 に つい て は , か な り 前 か 
ら 5 P. Chavasse, J. Frenkiel ら に よっ て 準備 され て 
いた よう で , 極め て スム ー ス に 議事 が 運ば れ た ・ 今後 , 
と の WG に よっ て 擬似 口 , 耳 , 音声 , 頭 等 の 詳細 な 検 
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表 2 


和英 が 会 
3 29 
_Electro-acoustics 

S.C. 29-1 
Sound recording 
"W.G. 29-3 

| Sound systems 
W.G. 29-5 
Loudspeakers 

 W.G. 29-6 

< Hearing aids 

W.G. 29-7 

Ultrasonics 


W.G. 29-8 
Sound level meters 


k 

NV 

| W.G. 29-9 

| © Shock and vibrations | Xxx 

4 | pick-ups 

G6. 29-10 

| Characteristics to be ” | x x 

| W.G.29-11 

| ココ Artificial mouths, ears, 

| | voices, etc. 

有 有 言行 な われ る と と に な ろう . WG の 委員 の 選定 に は 
有 有 有 回 棒 を 考慮 する と と な く , その 人 の 専門 を 重んじ て 行 
放 な うこ と が 強調 され , 希望 者 に 対し て は いち いち , ど 
Rs 

有 有 ん な 仕事 を 行なっ て いる か 質問 し , 会 場 全般 の 承認 を 


衣 求め る と いう ふう で あぁ っ た . と れ は 会 議 を 能率 的 に 進 
\ め 立派 な 成果 を 得る た め 極 め て 大 切な と こと と で あぁ あろ 
有 う . これ に 類 改 の と と と し て , も うぅ 1 っ 例 々 あげ て お 
有 こう. WG29-3 で は , 従来 の WG の 委員 中 に あま 
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RN ENE 
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= © 
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り 活 動 的 で な い 者 が あっ 
た だ ため, 今回 の 会 議 で 委 
員 の 変更 が 行なわ れ た . 

③ , (4) は 互い た 関連 
1 する 問題 で あっ て ,- ⑬) 
は 最近 磁気 テー プ が 音 杉 
以外 の 諸 方 面 に 用い られ 
る よう に な り , 種々 雑多 
な 寸法 の 磁気 テー プ が 出 
現し て いる の で , 機 を 失 
せ ず 磁気 テー プ の 標準 寸 
法 を 定め , 規格 の 統一 を 
計 ろ うと 言う て と で あ 
る . (3 の 問題 を 実行 す 
る た め , SC 29-1 の 仕事 
の 範囲 を 音 林 用 磁気 テー 
プ に 限ら ちず , る もっ と 広く 
し て ビデ オォ オ 有 用, 工業 用 磁 
気 テ ー プ 等 を 全部 含め て 
取扱 っ て ゆく よう に すべ 
き で あぁ る と いう の が (④ 
で あぁ ある. 上記 (3) お よび (④ の 問題 に 対し て は , オラ 
ンダ , フ ラン ス が 特に 強い 意向 を 示し て いた ・ と れ に 対 - 
し て 一 部 に は , 磁 気 テ ー プ の 問題 は , CCITT, ISO 等 
の 委員 会 と も 関連 が 深い の で 来る べき Round Table 
Conference* まで 保留 し よう と いう 意見 も あっ た が 
全般 的 に は (⑬ , (4④ を 至急 実施 し よ ょ うと いう 空気 が 強 
か っ た . 結局 , SC 29-1 で 検討 し , 最終 日 の 総会 に 結 
果 を 報告 する と と に な っ た . 

以上 の よう に し て 開会 の 総会 を 終わ り , 4 日 午後 か 
ら 各 WG の 会 議 が 行なわ れ た . 

SC お よび WG の 会 議 で は , 出席 委員 会 が 割合 に 
少な く , 席 の 指定 も な い の で めい めい 勝手 な 庶 を 占め 
気楽 に 討議 し て いる よう で あっ た . 筑 者 は , 予定 通 b 
SC29-1 に 出席 し , 途中 わずか で ある が WG 29-5 に 
も 出 て みた . 

SC 29-1 で は , は じ め に 処理 すべ き 問 題 と , その 対 
議 予 定 を 立て 。 そ れ に し た が っ て 会 議 が 進め あれ た . 
会 議 中 議論 が 紛 紺 し て , まとまり に く ヽ ゝ なると, それ 
は 無理 に まとめ ず , 臣 時 に 小数 委員 より な る ad hoc 
sub-committeea $ つ くり , 問題 を そ と に 移し て 案 を 
まとめ , 再び SC 29-1 の 委員 会 に か け , 修正 すべ き 
と ころ が あれ ば 修正 し て 採択 する と いう ふう で あら 

* ャ パリ ー で 開く , TEC, ISO, CCITT 等 の 合同 委員 会 . 
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癌 


Du 


た . また , 議論 は 所 定 の 範囲 を 超え な いよ う よ く 統制 
され ,・ 極め て 能率 よく 運ば れ て いた 、 と の よう な 会 議 
の や り 方 に は われ われ の 日 常 の 会 議 と お いて も 学ぶ べ で 
き 点 が あろ う . 

決議 事項 の 採択 は 全員 承認 の も と に 行なわ れ て いる 
よう で あり , 各国 と る も 主張 すべ き 点 と 譲る べき 点 を わ 
きま を, よく 協力 し て いる よう に 見 受け ちら れ た .。 と れ 
は 規格 と いう も の は , あま り め い め い の 意 見 を 主張 し 
て も まとまら な いし レ し, 無理 に 押し 付け て も 守ら れ な 
い . 守ら ちら れ な けれ ば 有名 無実 と な る か ら で あ ろう ぅ . 

で の 会 議 全体 を通して; CCIR," CCITT お よび 
ISO 等 の 国際 委員 会 と の 関連 が 重要 視 さ れ , それ ら の 
既存 規格 が あれ ば 努め て それ を 採用 する よう に さき さ 
だ た と えた ば フイ ルム 上 の 磁気 録音 に つい て は CCIR 
の 規格 が その まき 採用 され た . 

SC と WG と の 相違 に つい て は 詳し いこ と は わか 
ら な か っ た が , SC29-1 で は 通訳 が いて , 英語 と フラ 

ス 語 の 間 の 通訳 が 必ず 行なわ れる の に 反し て , WG 
で は それ が 行なわ れず 英語 の 発言 に フラ ンス 語 で 答え 
る 等 の と と が あり , と これ が 外見 上 の 唯一 の 相違 点 で あ 
ON 

SC 29-1 で 行なわ れ た お も な 仕事 は つぎ のど と く で 
ある . 

(1) Publication 98*, 98-1**, お よび 94*** の 修正 

(2) フイ ルム 上 の 磁気 録音 規格 の 決定 

(3) 工業 用 広幅 磁気 テー プ の 標準 寸法 の 決定 

上 記 ④⑪ は 予定 の 仕事 と し て 行なわ れ た も の で , 最 
近 の 技術 の 進歩 を 加味 し て , 従来 の 規格 の 修正 また は 
追加 を 行なっ た も の で ある . (② お よび (3) は 前 に も 
述べ た よう に , 緊急 止む を 得 ず 取上げ た 問題 で あり , 
議事 録 と は , SC 29-1 は と の 問題 を 扱う に 適し た 委員 
会 で は な いか ら , 将来 他 に 適当 な 委員 会 が で き て と の 
問題 を 取扱 う 場 合 , その 活動 を 制約 する も の で な いと 
記さ れ て いる . 上 記 ①) , ②) , ⑬ の 内 容 は 本 文末 尾 選 
くわ し く あ げ て お いた . 

つき ぎ に WG 29-5 Loudspeaker の 会 議 と つい て 少し 
ふれ て お とう. 筆者 が と の 会 議 に 出席 し た と き は , ス ピ 
ー カ の 特性 の 測定 法 に つい て 討議 され た . デン マー ク 


「 ょ うり 標準 ペッ フル の 提案 が あり 。 と これ に 対し て 議論 紛 


紹 し , 中 に は 全然 バッ クル な し (スピ ー カ の み ) で 測 


^ ad hoc-panel と も 称し , 希望 者 は 誰 で も 参加 で きる 
が , 特に デー タ を 持っ て いる と か , 強い 意向 が ある と 言 
うぅ 者 し か 参加 し な い の で , 実際 に は 4~10 名 程度 の 小 人 
数 の 委員 会 と な り , CU SE 
恒 休 と か , 5 時 以後 に や っ て いた . 
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定 し よう と いう 者 , 検討 の た め 時 日 が ほし いと いう 者 
等 が あり まとまら な か っ た .。 また , スピ ー カ の 能率 測 
定 で も ふく 射 勢 力 の 適当 な 測定 法 が 見 当たら ず 若 王 の 
意見 が 出 た さけ で あっ た . 結局 ,)WG で 各国 の 規格 』 論 
文 等 の 資料 を 収集 し , 翌年 の 初め に も うぅ 一 度 WG だ 
け の 会 議 を 開い て 検討 し , 1961 年 Hersinki の 会 議 で 「 
結 諭 が 出せ る 程度 ま で 準備 する と と に な っ な た ・ 

と の 種 の 会 議 で な に か 規格 を や つく る と か ある い は 変 
更 す る 場合 に は , 簡単 な 問題 は TC29 の 会 期中 に 処 
理 さ れる が , 面倒 な 問題 に なると, まず , 各国 に それ 
に つい て の 研究 論文 あみ る い は 国内 規格 の 提出 を 求め , 
隊 時 , WG だ け の 委員 会 を 開い て , それ ら の 資料 を 検 
討 し , ほ さ 完全 に 近い 原案 を 作成 し て お いて ,「 つぎ の 
TC 29 の 会 議 の と き に それ を 検討 し て 承認 する と いう 
手順 が と られ る よう で ある . し た が っ て , 自国 の 意志 
が 国際 規格 に 反映 され る に は , 最初 に 充実 し た 資料 を 
提出 する こと お よび 随時 開か れる WG の 会 議 に と 出席 

て , 原案 作成 に 参加 する と と が 必要 で ある . 

その 他 の WG へ は 全然 参加 し な い の で , その 様子 
は わか ら な い が , 大 体 の 空気 は 同様 で あっ た だ ろう に 
思う . 各 WG の お も な 仕事 を 本 文末 尾 に つけ 加え で 
お が 7c 

導 9 日 , W. Furrer の 司会 と に より C297 の 閉 

の 総会 が 開か れ た . と ゝ で 取扱 っ た お も な 事項 は つ 
y の で で とく で あろ る;。 

(1) 各 WG の 成果 報告 

(2) 将来 の 仕事 の 提案 

(3) 次 期 会 議 の 予定 決定 

(①) の 各 WG の 成果 報告 は 大 半 は 問題 な く 済 ん で 
し まっ た が , WG 29-8 で は , 騒音 計 仕様 書案 に 米国 
の 反対 # の あっ た と と が 報告 され た ・ W. Furrer の 要 
請 に より , 米国 代表 が 反対 理由 の 説明 を 行ない , つい 
で 各国 代表 が 賛 禁 を 表明 し た . その 結果 は 以外 に も 意 
見 な し の 答 が 二 , 三 あ っ た さけ で , 他 は 全部 米国 の 意 
見 を 支持 し た . 約 16 か 国 の 代表 の 参加 の も と に 行 な 
われ た WG の 会 議 の 結果 が , か くる も 見 事 と ひっ くり 
返っ て し まっ た の に は 驚い た . 某国 委員 は 最初 米国 案 
を 支持 し な いと 答え て お き な が ら , 最後 に 勘違い を し 
て いた , 米国 の 意見 に 賛成 で ある と 訂正 し た . と こん な 
と と か ら 考 える と , 会 議 が 案外 少数 者 に よっ て 引 ず ら 
れ て いる の か も 知れ な い : 

(2) の 将来 な すず べき 仕事 と し て は , つぎ の ど ご と さき 間 


* 主 と し て Editorial な 問題 に つい て 反対 が あっ た . 


CA 


題 の 提案 が あっ た . 
(a) 所 似 口 , 耳 , 音声 
(b) 音 村 系 (Sound systems) 
(c) Screening audiometers お よび 精密 オー ジオ 
メー タ の 仕様 災 
(Cd) 空中 , 水中 に お ける 超 音 波 測定 法 
(e) 高 精 度 の 騒音 計 の 仕様 書 お よび 双 音 計 と 共に 
用 いる ろ 波 器 お よび 分 析 器 
(f) 短 持続 時 間 雑 音 お よび 不 連 続 雑音 の 測定 法 
(Gg) 衝撃 振動 ピッ クア ッ プ の 較正 法 , 回 転機 の 平 
衡 , 基礎 台 の 機械 イン ピー ダン シン ス の 測定 法 , 標 
準 機 械 振動 発生 機 仕様 書 
bh) 音 関 係 の 記号 の 統一 , 等 . 
な お , 他 に る 問題 が あれ ば 各国 ご と に まとめ て 今年 
の 12 朋 1 日 まで に 提出 する よう に と の と と で あっ た . 
(3) の 次 期 C29 の 会 議 予 定 は つぎ の よう に きめ 
Ft , 
間 日 : 1961 年 7 月 5 へ ~10 日 
場所 = フィンランド, Hersinki 
i 会 議 資 料 提出 期限 : 1960 年 12 月 1 日 
以上 の ご と くし て TC29 の 会 議 は 全部 終了 し た . 
8 4. 会 議 に 関す る 感想 
有人 ※ に ね いて まず 選 ず る と と は , 也 づ か し いこ と で 
| 有 有 > る が 会 話 能力 の 不足 で ある . 日 常 の こと に は さ 程 不 
自由 は な く と も , 会 議 と な る と 桁 違い で , 早い 上 に 国 
Py | に より な まり が あり , と き に は 全然 聞き と れ な いこ と と 
¢ 計 y た 2. 欧州 諸国 の 代表 は 大 半 が 英 仏語 に 通じ , 特 
| に 話す の は 下手 で も 聞 取 り は 達者 で ある . 日 本 の 外国 
| 語 教 育 に も 考 えな お すべ き 点 が ある よう に 思う . 
区 省 に ね いて は 名 田 ね 互い に 陸 接 し 。 西 品 の 交 導 


陣 計 の 和合 と は 比較 に な ら な い 程 大 きい 恐らく 国際 規格 
| 2: ロ た の 内 所 ci する 得 で ぁ ろ 5. し た が ご て 
| 各国 の EC に 対す る 熱意 は , われ われ の 想像 以上 で 
大 て い は 入る な いし + る の 人 tk を 人 cx, し か 
| 82RDMMOSmLm Uh て ds. し た が 


村 細 宮 表 夫人 に 拍 が っ つなげる と と に な る 。 

| 炊 州 諸国 の 技術 者 間 で は 連絡 が 密 で , お 互い に 技術 
| 交 洗 を 行なっ て 向上 を は か っ て いる . ひと り わ が 国 だ 
な 0 包装 人 な 妥 区 を と っ て いる と 取 斑 
され る 恐れ が ある . EC のど と さき 国際 会 議 は か れ ら を 
| 0 oar snc 


で 
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知り われ を 知ら し め る に は 絶好 の 場 で あろ う . 
日 本 の 音 寺 技 術 者 は 従来 EC に 対し て , 非常 に 無 
関心 で る っ て , その 国内 態勢 も 全然 で き て いな か っ た 
が , 最近 よう や く IEC 対策 委員 会 を 結成 し よう と す 
る 動き が 出 て きた . 筆者 は , その 早急 な る 実現 と 将来 

の 積極 的 な 活動 を 望ん で 止ま な い . 
筆者 は Rapallo の 会 議 終了 後 , 欧州 各国 を 訪れ 電 

気 音 級 機 器 お よび 機構 部 品 の 製造 並び に 研究 状況 を 見 

学 し た . 英国 の NPL を 見 学 し た と き , その 研究 レベ 

ル は 感心 する 程 の も の で は な い が , 研究 テー マ が 全て 

IEC の 問題 に 関連 し て お り , 国際 規格 と 国内 規格 の 統 

ーー に 向け られ て いる の に は 考え させ られ る と こと ころ が あ 

っ た な た. 基礎 研究 の 宣 要 で ある と こと は いま さら 多 言 を 要 

し な い が , わが 国 に お いて も , と の 種 の 問題 を ちる もう 少 

し 真剣 に , 研究 する と と ろ が あっ て も よい の で は な か 

ろう か . 
最後 に , 筆者 の 会 議 出 席 に 対し て 種々 御 援助 を 賜 わ . 

っ た 前 所 長 米 沢 博 士 , 次 長 早 坂 博士 は じ め , 工業 技術 

院 , 電気 通信 学会 , 電電 公社 等 の 関係 諸氏 に 感謝 の 意 

を 表す る . 

付 録 
1. Publication 98* の 修正 
(29 (Rapallo) 14 に よる ) 

1.1 p 9, D1.2 groove dimension の 項 の 商用 円 板 
レコ ー ド (Commercial disk records) の 港 席 の 最 
大 曲率 半径 (Maximum bottom radius) ゃ 0.00015 
in (0.004 mm) maximum に 変更 . 

1.2 p13, E5 K に つぎ の 節 か 追加 する . 

33 リ 。 回 転 / 分 , 厚い 周辺 部 (raised rim) ある い は 
厚い ラベ ル 貼 付 部 分 (raised label area section) ま 
た は その 両方 の ある マイ クロ クル ー ブ デ ィ ス ク 
(fine groove disk) で は 中 心 孔 に お ける 板 厚 は 0.053 
in (1.35 mm) 以上 , 録音 面 は 最高 部 より 0.015 in 
(0.38 mm) 以上 低い と と ろ に あっ て は な ら な い 。 厚 
い 周 辺 部 (raised rim) の 内 径 は 10in ディ スク で 
は 9.807 in (249.1 mm) 以上 , 12in ディ スク で は 
11.807 in (299.9 mm) 以上 で あり , そ と で な め ら か 
に 録音 面 に つなが る 。 リー ドイ ンス ロー プ (lead in 
slope) の 任意 点 に お ける 接線 と ディ スク の 対称 面 と 
の な す 角 は 175° 以上 で あぁ る. 


* Publication 98, Recommendations for lateral-cut 
commercial and transcription disk recordings : 表 
慰 の 示す 録音 に つい て , 録音 の 互換 性 を 確保 する た め に 
必要 な 寸法 お よび 録音 再生 特性 を 規定 し た も の . 


昭 和 35 年 "9 月 電 気 通 


も し 図 に 示す 位置 に き ょ 上 秋 状 すべ り 止め (anti- 
slip serration) を 設け る と すれ ば その 形 は 図 と 示す 
形 と する (図面 は Rapallo で は 作成 し な い )〉 

1.3 p 15,E9 に つぎ を 追加 

リー ドイ ング ルー ブ ピ レッ チ 「 (Lead-jn groove 
pitch) , 1/32~1/16 in (0:8~1.6 mm), リ ニ ド イィ ング ゲ 
ルー ブ 幅 (Lead-in groove width), 0.003 in (0.075 
mm) minimum. 

1.4 p15, E10 と つぎ を 追加 

同心 終端 グル ー ブ (finishing groove) を も つ 円 
板 (disk) で は , リー ド アウ トグル ー ブ プ (lead-out 
groove) は その ピッ チ の いか ん に か く ゝ わら ず , 少な 
くも 1 回 転 以 上 ある と と. 

2. Publication 98-1* の 修正 
(29 (Rapallo) 14 に よる ) 

2.1 p7,D 1,Groovedimension の 項 の 溝 底 の 最大 
曲率 半径 (Maximum bottom radius) を 0.00015 in 
(0.004 mm) maximum に 変更 . 

2.2 p75E9,note: 終端 グル ー ブ の 直径 を 衝 /:。 in 土 
リリ 。。(106.4 mm 土 0.8) に 変更 . 

2.3 p 9, G1, 再生 針 先 曲率 半径 (Reproducing tip 
radius) を つぎ の よう に 変更 . 

0.0007in (0.018 mm) maximum 
0.0005in (0.013 mm) minimum 

既存 の note を 削除 し つぎ を 挿入 する ・ 
note 1: ディ スク 面 に 垂直 方 向 の 針 圧 (stylus force) 

は 極大 半径 の 針 で は 最大 7g, 極小 半径 の 針 に 対 

し て は 最大 3g と する . 

Note2:1g の 力 は 981 dyne と す . 

2.4 p 9, G4 を 追加 

針 の 材質 を 示す に 色 記 丹 を 用 いる 場合 に は , ダ 
イヤ モン ド に は 金色 また は 黄色 を , サフ ァ イ ヤ に は 
銀色 を 用 いる . 

2.5 p 9, G5 を 追加 

ピッ クア ッ プ の 』[ 出 線 の 色 記号 (colour coding) 
は つぎ に よる . 


Return or 
Ground 


Black 


Black 


* Publication :98-1, Recommendation for stereo- 

phonic commercial disk records : 表題 の 示す 録音 に 

つい て , 録音 の 互 換 人 性 を 確保 する た め に 必要 な 寸法 お よ 
び 録 音 再生 特性 を 規定 し た も の . 
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w 
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3. Publication 94* (29 (Rapallo) 15 による) 


‘1 nDNATD2.2)D2.3' よ 0. 3, ne C958 


cm/s) な る 数 値 を 削除 . 

標準 再生 系 (Standard replay 

に つき の notes を 追加 する . 

Note 1: テー プス ピー ド 8*/,injs 9.58 cm/sy 0e 対 
する 特性 に つい て は 現在 討議 中 で ある が , 設 ら くさ 
120us curve に 類似 の も の と な ろう 

Note 2: テー プス ピー ド 7 リリ 。in/s (19.05 cm/s) 対 
し て は ,50 zs curve が 数 か 国 で 用 いら れ て いる : 


chain 


3p9, D143;52.212 つつ 還 の MGT 


than two tracks) の 項 で は 既存 の 文 を 全部 削除 し 
つぎ を 挿入 する . 幅 1/4in の 磁気 テー プ に 4-track 
録音 を 行なう 場合 は つぎ の 条件 を 満足 する て と 
(1) トラ テッ ク (track) の 順序 の 名 称 は D 融 3j27 に 
3 
(2) ステ レオ 用 に 用 いる 場合 は トラック 1;3 を 
テー プ の 一 方 向 の 運動 に 対し て 同時 用い, ト 
ラッ ク 2.4 を 逆 の 場合 に 用 いる ・ 
(3) ステ レオ 用 に お いて は ト デ ヲ デック.4 を 聴取 
者 より 見 て 左 の チャ ネル に に, トラッ ク 2.3 を 三 
の チャ ネル に 用 いる . 
(4) う monophonic 用 の 場合 の トラ ッ ク の 順序 は 7 
1=43-2 と する 
(5) 録音 また は 再生 ヘッ ド の 幅 の 極大 値 は 0.043 
in (1.1mm) と する . : 
トラ ッ ク 1 と 3 あるいは 2 と 4 の 中 心 線 問 の 
間隔 は 最大 0.134 in(3.4mm) で ある ・ 
トラ ッ ク 1 と 4 の 外縁 は テー プ 幅 が 極小 の と 
き (p13,E1), テー プ の 外縁 と 一 致す る ・ 


(6) 


C3 


.4 p9,D1.4,1: 欧州 形 ハ ブ (European type hub): 


フラ ンジ の な い ハ ブ の 図 お よび 寸法 表 は ;』 それ に 相 
当 す る CCIR の 図 お よび 寸法 表 と に お きか を る. 7 

つき の Note を 追加 : 直径 2.76in (70 mm) 以下 7 
の ハブ は 直径 7.1in (80 mm) 以上 の テー プリ ー ル 
と 共に 用 いて は な ら な い . 


.5 p 20 の 最後 数 値 表 を つぎ の 付表 2 の よう に 修正 


する . 


* Publication 94, Recommendation for magnetic tape 


Cp) 


recording and reproducing systems : Dimension 
and characteristics : 職業 用 お よび 家 庭 用 録音 に 用 いる 
無 穴 隊 気 テー プ お よび その 録音 再生 装置 に お いて , 録音 
の 互換 性 を 確保 する に 必要 な 寸法 お よび 録音 再生 特性 を 1 
規定 し た も の , -- 特 に 断り な き 限 り 職 業 用 で は ] CCIR, 
Recommenrdation. No. 135 お よび No. 209 を 適用 す 
る も の と する . 


Re 
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付 表 2 


| Actual diameter 
F’ 


t = Minimum core 
Nominal diameter | 
-| 


diameter E 


mm in mm in mm in 


7.5 | 76 3 35 13/。 


1. Tolerances on F: 
0.00in (—0 mm) +0.08in (+2mm) 
2. A core diameter of 70 mm is also used. 


4. 幅 の 広い 磁気 テー プ お よび その スプ ー ル 
(29 (Ropallo) 16) 
4.1 1/4in 以上 の 幅 の 磁気 テー プ お よび その スプ ー 
ル と し て 付表 3 の ご ど と きも る の を 用 いる . 


付 表 3 


デミ モー ププ 、. 幅 
- スプ ー ル の 厚 さ 


inches inches | mm 
3, Dep Se le 12570 TO 4 EY 
5 Dre ee lp, OL TO (6.2+0.1 mm) 
E0750 T6004 19.05 To 1 0 tay: 
1 0010.40 0 用いる) 

11, OS 810752 TO 

11)。 Oa Su PO 

2 0 p08 tO 

2 DS 


T: The thickness over the clamping area. 


5. フィ ルム 上 の 磁気 録音 

7? ィ ル ム 上 の 磁気 録音 に お いて は 16 mm お よび 35 
mm フィ ルム の 場合 が 最も 宣 要 で あり , と これ に つい て 
は CCIR の テレ ビジ ョ ンプ ログ ラム の 国際 交換 に 関 
| する 提案 を 採用 し , それ を 付録 と し て つけ 加え る と と 
に し た . 

CCIR. Recommendation No. 264: Recording 
standards for the international exchange of 
television programs. (Question No. 100) 

CCIR. Recommendation No. 265 : Recording 
standards for 'the international exchange of 
television programs, Film recording. (Ques- 
tion No. 100) 

以上 , 1~5 項 は SC 29-1 Sound recordings に お 

ゆい て 行なわ れ た た 仕事 で ある . その 他 の WG の 仕事 に 
つい て は 紙面 の 関係 上 極 く 人 簡単 に 概要 だ け を 報告 し て 
6 


6. WG29-3 Sound systems 

WG 29-10 の 仕事 と 関連 が あり , その 仕事 が 充分 進 
まな か っ た の で , WG 29-3 の 委員 会 は 中 止 さ れ た . 

1. WG29-5 Loudspeakers 

スピ ー カ の 測定 法 に つい て 検討 し , Document 29 
(Secretariat) 20 : Recommended methods of mea- 
surement for loudspeakers. Part 1 Performance 
characteristics of single direct radiator loudspeakers 
が 作成 され た . た ざし, 過 江 レ スポ ンス , 相互 変調 は 
将来 の 問題 と し て 除 か れ て お り , また , バッフル, 能 
率 測定 に つい て は 問題 が あっ て 保留 され た . 

8. WG29-6 Hearing aids 

前 に 作成 し た Document 29 (Central office) 30 : 
Recommendation for the I.E.C. reference coupler 
for measurements on hearing aids employing ear- 
phones coupled to the eardrum by means of 
ear-insert に 対す る 17 か 国 の 回 答 を 検討 し た が , 反対 
が な か っ た の で 出版 委員 会 に より 処理 され る 予定 で あ 
る : 
Document 29 (WG 6) (Rapallo) 7 : Second draft 
recommendation for pure tone audiometers for 
general diagonostic purpose が 作成 され た . 

9. WG29-] Ultrasonics 


前 回 の 草案 に 対す る 回 答 を 考慮 に 入れ て , 改訂 草案 
Document 29 (Germany/Rapallo) 2:-Recommen- 
dation for testing and calibration of ultrasonic 
therapeutic equipment が 作成 され た . 

10. WG 29-8 Sound level meters 

前 回 の 草案 を 再 検討 し て Document 29-8 (Rapallo) 
4 Specification for sound level meters が 作成 され た 
が こと れ に つい て は , 米国 の 反対 で 総会 の と き 変 更 さ れ 
た . さら に また , High precision sound level meter 
の 仕様 書 草 案 の 検 討 も 行なわ れ た . 

11. WG29-9 Shock and vibration pick-ups 

米国 の 提案 を 検討 し て , 新た に 。Document 29-9 
(Rapallo) 3, Draft IEC Recommendation on the 
method for specifying the characteristics of 
vibration pick-ups for shock and vibration mea- 
surement が 作成 され た . 

12. WG29-10 Characteristics to be specified 

Publication 89, Characteristics to be specified を 
検討 し ,Section-A General terms, Section-B Ampli- 
fiers Section-C Microphones の 修正 を 行ない , 新た 
に Section-D Loudspeakers, Section-.E Auxiliary 
passive elements に つい て 検討 が 行なわ れ た . 

13. WG29-11 Artificial mouths, ears,voices 

; etc. 

本 会 期中 新た に 結成 され た 委員 会 で ある の で , 委員 
会 の 組織 の 決定 , 仕事 の 箇 囲 お よび 仕事 の 予定 が 検討 
され た . まず Artificial ears か ら 始 め ら れる 予定 と な 
っ 1 (昭和 35 年 8 月 8 日 受付 ) 
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誘電 体 板 装 荷 方 形 導 波 管 の 万 能 解 


正 員 石 田 白 朗 
(山梨 大 学 工 学部 ) 


正 員 虫 明 康 人 
(東北 大 学 工学 部 ) 


要約 図 1 エ の ど と き 板 装荷 方 形 導 波 管内 で は , その 負荷 の た め 電 磁界 分 布 た な ら び に 伝 ば ん 特性 が 中 空 導 波 管内 の それ と 


は 著しく 異な っ て くる . 


係 に た , これ ら 一 連 の 図表 より 


EE 


Te 言 


抵抗 板 や 誘電 体 板 の ご と き 平 板 負荷 を 用 いた 抵抗 滅 
誤 器 , 単 向 管 , 移 相 器 , 方 向 性 結合 器 そ の 他 の 回 路 素 
子 が 使用 され て いる が , と の よう な 場合 に は , 導 波 管 
内 の 電磁 界 分 布 が 中 空 導 波 管内 の それ と は 著しく 異な 
っ て くる , 任意 アド ミタ ンス の 訴状 負荷 が 電界 と 平行 
に 装荷 され た 管内 の 電磁 界 分 布 の 解 が 従来 得 ら れ て い 
な いた め , た と えば 抵抗 減衰 器 の 理論 的 な 取扱 い が 行 
な われ ず , 設計 製作 と 当たっ て は もっ ぱら 実験 的 経験 
的 に 決定 され て いる の が 実状 で ある . また 無 損 失 誘電 
体 板 が 電界 方 向 に 装荷 され た 導 波 管 に つい て る も, 誘電 
体 板 が 管 中 央 に あり か つ 基 本 波 の み が 存 在 す る と し た 
と き の 伝 ば ん 特性 の , 導 波 管 の 中 央 に ある 誘電 体 板 の 
厚 さ を 変え た と き の 管 内 波長 の 変化 を 変 分 原理 か ら 求 
め た 例 ⑰⑦, 管 中 央 に そう 入 し た 板 の 比 誘電 率 お よび 厚 
さき さ に よる 界 分 布 の 変化 の 等 が 求め られ て いる に すぎ 
すず , 任意 の 負荷 条件 の 下 に 板 を 移動 し た と き の 解 は 見 
当たら な い . 

筆者 ちら は , 先 に 薄膜 負荷 を そう 入 し た 導 波 管内 の 界 
分 布 に つい て 考察 し た が …⑭⑪, さら に 任意 の 比 誘電 率 の 
誘電 体 板 が 管内 の 任意 の 点 に 装荷 され た 方 形 導 波 管 内 
の 電磁 界 分 布 お よび 伝 ピ ん 特性 の 一 般 的 な 解法 を 得 
た . こと の 方 法 に よっ て 万 能 図 を 作成 し て お け ば , 導 波 
管 の 寸法 , 負荷 の 大 き さ , 位置 , 周波 数 等 に 無関係 に 
| これ ら 一 連 の 図表 と より , 負荷 と た か ゝ る 電界 , 管内 の 


* Universal Solution of Rectangular Waveguide 
Loaded with a Dielectric Slab. By TETSURO 
IsHIDA, (Faculty of Engineering, Yamanashi Uni- 
versity, Kofu) and YASUTO MUSHIAKE, Members 
(Faculty of Engineering, Tohaku University, 

_ Sendai). [論文 番号 3243] 


この こと は 特別 の 場合 に つい て は すでに 考察 され て いる が , 本 論文 は 負荷 を 導 波 管内 の 任 間 の 
所 に 装 俗 し た と き の 一 般 的 な 解法 を 示し て いる . , と の 方 法 で 万 能 図 を 作成 し て お け ば , 問 波 管 
管内 の 界 分 布 お よび 伝 ぽ ん 特性 に 関す る 諸 量 が 容易 に 求め られ る 、 


負荷 , 周波 数 等 に 無 関 


界 分 布 , 管内 波長 , し ゃ 断 波長 , 高 次 モー ド の 影 細 等 
が 容易 に 求め られ る . 


ーー 
x Ra 管 壁 か らち d な る 離 
0 に , 厚 さ の 非常 に 薄い 
rr 平板 負荷 が 図 ユ の ど と 
「 fi く 装荷 きれ た 導 波 管 に 
| つい て マク タク スウェル の 
g s y 式 を 解く と , 誘電 率 
図 1 板 装 荷 方 形 導 波 管 €0, 透 磁 率 Ms, 導電 率 


ョ =0 の 空間 (①,② で 
は つき ぎの 電磁 界 分 布 が 
得 ら れる . 
E,, = oush,A sin h, ye Me 
wk ュー ん h,A in ん -Jhzz 

yy ) y sin h, ye | 0 


Fig. 1—Geometry of rectangular 
waveguide loaded with a 
dielectric slab, 


H,,=h,’Acos h, ye-Mes 
i= =0 
2 0Zy<d 
Ea= —7 oush,A; sinh, (6—y) e-hes 
H,,= —jh;h,A,sinh,@— ye-Mee | (2) 
H,,=hy’A, cos h, (6—y) e-Mhe 
=0 | 


記 だ DC き 0 
が —h,*—h,;?=0 CD 
BE gS (4) 


と ゝ で ん = さ 寺 7: 固有 値 , =8 一 <@: 複素 位相 


定数 , 2: 位相 定数 , 〆: 減衰 定数 , 4, 4。: 振幅 係数 


(未定 定数 ) で ある . 
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境界 条件 を 満足 する よう に た ん, ん, 4 お よび 4A。 を 
定め れ ば よい わけ で ある が , 上 の 式 は すでに 
i) y=0, で E:=0; y= で E:=0 
DM z= で E = Es=0 
の 条件 を 満足 し て お り , さら ぢ に 満足 すべ き 条 件 と し て 
I= dC HL He = Ea (5) 
た ゞ じじ Y=G+ 亡 : 負 荷 を その 上 下端 か ら 見 た と 
き の ぞ 方向 単位 長 当 た り の アド ミタ ンス , G*: 負荷 の 
コシ シダ クタ ンス 分 ,. 選 : 負荷 の サ セ プ タン ス 分 , 7: 負 


荷 を 流れ る 電流 . 
Gy) y=d で Em Es=E; (6) 
を 導入 する . 
式 (6 に 式 ①,② の E, :。 を 代入 すれ ば 
= て A (7) 
隊 絆 計 と な る た だ し 
; sin ム ん 
A vg 4 
放 ま た 式 で ) に 式 ①,② ;,⑰ , (3) を 代入 し て 
. h, sin hb 


"sin dsin ん,⑦- の の DS) 


有る 超 吉 方 程 式 が 得 ら れる . とれ が を 方 向 に 伝 ば ん す 
有る 装 共 導 波 管 の 固有 値 を 与え る 特性 方 程 式 で ある . 負 
| 有 革 で が ちえ られ る と , 0d o お よび ms。 は 既知 量 
で ぁ る か ら 式 ⑲⑪ より ん , し た が っ て また 式 3③ よ 
0 縛 加 式 (の 』(8) より 4。 が 得 られ , と れ ら を 式 
放 ①② に 代入 すれ ば , 4 を 任意 定数 と する 導 波 管内 
| MRRIHNHLE Ins. 


3. 誘電 体 板 負 荷 の 場合 


a 1 固有 値 お よび 高 次 モー ド 

| 損失 の な い 放 電 体 板 に つい て 考え る . 無 損 失 す な わ 
"#0-0 で ある が か が ら Y=』 女 と し て 式 (9) を 処理 すれ 
ほ : 急 葵 条件 に 応じ て 固有 値 ん 。 は 実数 ども し く は 純 
有事 到 jn に な る . と これら の 結果 を 六 波 管 の 横幅 の で 正 


» \ 2 £ bsin¢h = ousabB [h,=¢] 
4 —*esi 6 ピー— 
の お £% b 和 ( 5 


(10) 
» て En | 
3 sinh 7 = WLsabB lh,;=j 7] 
RY, Sin 7 bsinh 7 (1 < ) 
cl 


[| 2:3. ©> vito rr タン Ai tol 


6 


電 率 を x。, 厚 さ を と すれ ば 
B= es, (ze-1t a2 


で 与え られ る (付録 参照 ). 

式 10),(11) を @d6 を パラ メー タ と し て 図 2 え に 示 
す . と の 図 か ら , 任意 の 寸法 &;6 の 導 波 管 の 管 壁 か 
ら db だ け 離 れ た 点 に 任意 の 大 き さ B の 負荷 を 装荷 し 
た と き , 任意 の 角 周 波数 % に お ける 固有 値 7 で で ま 
た は の が ん の 形 で 求まる と と に な る . な お 誘電 
体 板 負荷 は 一 般 に 容量 性 サ セ プ タン ッ ンス を 量 す る か ら , 
と の と き は 図 2 の oz。abB が , 正 の 範 団 のみ を と れ ば 
よい i 


図 2 wpeabB お よび dl/b より 固有 値 h。 
(8 また は j の を 求め る 万 能 図 
Fig. 2—Universal curves of eigenvalue hy (€ or Fm 
plotted versus wiroabB with parameter d]b. 


与え られ た 負荷 に 対し て , 図る か ら 明 ら か な よう に 
数 多く の で 6 すなわち モー ド が 存在 し 得る が , 実際 に 
は その 大 部 分 は し ゃ 断 域 に と あり, 一 部 を 考慮 すれ ば よ 
い 。 し ゃ 断 点 と な る さら (3) で ム ,;=0 と お け ば 


" お デー (13) 


と な る . すなわち 自由 空間 波長 4 と 導 波 管 の 寸法 
と の 比 2327/6 が わか れ ば , し ゃ 断 点 を 与え る 6 が 式 
(13) か ら 得 られ , と の “6 が 図 2 で 考慮 すべ き 6 
の 上 限 を 示す . 

3.2 伝 ば ん 特性 

無 損失 誘電 体 板 で は ¢=0 で ある か ら h。=6ーj@= 
6 を k=2z/2。 と と も に 式 (3) に 代入 すれ ば 

= EDR [hy=t] 


B= VEOD TG! [hy=j7] J 


¢0= 


4 


1 


し ゃ 断 点 で 管内 波長 が 無 


な い 区 間 と の 伝送 電力 が 相 等 し いと と か ら 振 幅 係数 を 
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が 得 ら れる . 式 UJ の で 82。=0 すなわち 
l=2z=k2, 

を 満足 する 点 が し ゃ 断 点 で , f42>2z は し ゃ 鬼 域 , そ 
の 他 の 領域 は 通過 域 で あ 
4 で 与え られ 
る 固有 値 と 位相 定数 の 関 
係 を 図 3 と 示す . す な わ 
ち 図 2 る か ら 求 め た た に 
2。/6 を 乗じ て ん 2。 を 知 
れ ば , 自由 空間 1 波長 ご 
と の 位相 変化 で 表わさ れ 


$Ag(rad)— =? 々 4g(rad) 
た 位相 定数 が 図 3 よ り 得 図 3 固有 値 4 また は 
られ る . 7 の と 位相 定数 6 と 
¢ の 関係 

位相 定数 だ が わか れ ば , Fig. 3—Eigenvalue h, (€ 

管内 波長 2。 は た だ ち に or 0 RN phase 
constan "1 

次 式 で 表わさ れる . 


lo=27/ CDE) [hy=€] 
lo=27/ GD I GR [hy=j 7 J 


15) 
式 (15) か ら 
[Aye > > A ny fn ] 
16 
[2 ln,=0=4, } t ) 


の 関係 が 得 ら れる . すなわち 容量 性 サ セ プ タン ス で 負 
荷 し た 導 波 管 の 固有 値 が ん,=f の と き の 管 内 波長 は , 
一 般 の 中 空 導 波 管 に お ける ど と く , 自由 空間 波長 より 
も 長い が , 負荷 状態 が 重く ん た, ッ =0 か ら カム,=77 に な 
る に つれ て , 管内 波長 が 
自由 空間 波長 に 等 し く な 
り , さら に 自由 空間 波長 
より る か えっ て 短縮 され 
る . 一 方 誘導 性 負荷 な ら 


負荷 の 状態 が 重く な る は ほ 
どき が 増加 し , = を の 


限 大 に な り , 波 は 伝 ば ん 


図 4 固有 値 4。( ヾ また は 


じ 得 な く な る . と これ ら の 』 カ と 管内 波長 2。 と 
図 示す . の 関係 
関係 を 図 4 に 示す Fig. 4—Eigenvalue hy (€ 
3.3 振幅 係数 or 37) versus guided 
導 波 管 に 誘電 体 板 を 装 wavelength A 


荷 し た と き , 装荷 導 波 管 が 無 装 荷 導 波 管 と 常に 整合 
し , し た が っ て 負荷 端 で 反射 を 生じ る と こと な く , か つ 
負荷 で の 損失 が な いも の と すれ ば , 負荷 の ある 区 間 と 


(a 


導く . 

いま ポイ ンチ ング ベク トル を ?, 導 波 管 を 伝送 され 
る 電力 を PP, 万 , お よび 克 ,。。 を 刀 ,, お よび 万 の 
共役 複素 数 と すれ ば 


p= [| pazds 


a 4 7 
3 | Edy+ | 記 dy Ci 


と 書け る . と ゝ で 簡単 の た め に 装荷 導 波 管 の 基本 モー ご 
ド だ け に つい て 考慮 する が , 図る お よび 式 13) か ら 
わか る よう に K, 第 2 以上 の モー ド は 通常 は し ゃ 断 域 に 
あぁ あり 考 慮 する 必要 が な い . し か し 負荷 が 大 きぐ か つ 管 
壁 近 くに ある と き は 第 2 の モー ド る も 伝送 域 と は いり 香 
る が , その よう な 場合 で も 第 2 の モー ド は 第 1 の モー 
ド に 比較 し て どく 小さ いも の と 考え られ る . 

本 節 で は 負荷 で 損失 を 生じ な いと し た か ら G=0 で : 
あり , hz=8, hf も し く は た =27 と な る 生 = ど 
を 採用 し , 式 (①,②) ,(7) お よび (8⑧) を ゃ 代入 すれ ば 
式 1 の ・ は 次 式 で 示さ れる . 


- テ 4's dbsin2¢d +¢@-@ 


in’ Teste CL | 
(18) 

一 方 負荷 の な い 中 空 導 波 管 内 を 7 正 波 が 伝送 され る と 

き の 伝 送電 力 は , TE。 波 の み が 存 在 す る 中 窟 導 波 管 


の 値 .4=4。,. 8=, =z ヶ /6 等 を 式 8 に 代 ベ じじ で 
P, = Dab ou, (rlb)*p,Ay’ a9 


と な る . 誘電 体 板 負 荷 の 有無 に か > わら ず 伝 送電 力 は 
等 し いと 考え た か ら , 式 18) , (19) の 両 式 を 相 等 し い 
と お け ば 振幅 係数 は 次 式 で 与え られ る . 

AlAi=A; vBlB (20) 


Zp 0 
Aonx eblebe sin2e be sin*e 0F 


cot¢ 1 2)+e i と 2 sin'e 
in’e (1 [hy=E€] GD 


A Cd 
A x | 75 70 + Fsinh 27 5 +sinh 


a a 
80.coth 6(1-2)-18(1 ) 


d 半球 
sinh’7 2| sinh*7 Ga — 
[h,=77] 22) 
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6 めぐ 1, 7 ん さる 1 の と き は 式 (21) , (22) は それ ぞ れ 次 式 
で 近似 され る . 


A | EDT [hy=& ¢021] G3) 


A [DT hy=in 7681] 
(24) 
式 ⑧ より 


e Nc 
—- A 1/4 
EE) [hy=€] (25) 


8 (2r :} 
6 で の 


Cr で は 
* FE 1/¢ 
| hi 0 


で ある. 
図 2 に より 負荷 た 応ずる た 5 を 求め る と , と の 2 
に 対す る A4。 お よび J/ 選 7 が それ ぞ れ 式 (21)~ (26) 
有 有 から 得 られ , と これら 両者 の 積 で 振幅 係数 4 が , また 式 
1⑧ ょ より 4。 が 決定 され る . 
振幅 係数 を 無 負 荷 導 波 管 に お ける 値 4。 で 正規 化し 
調 で おけ ば よい わけ で ぁ る が , し か し 式 (19) より 
: Eb A 
po 2 
の 図 係 が あぁ る か ら , 電力 計 で P。 を 測定 すれ ば , 式 
< の の 右辺 の 名 量 は 既知 量 ゆ え 4。 が 求 ま り , と の 
譜 場合 に は 4 お よ ょ び A, は 確定 値 と な る . と れ で すべ 


放 で の 量 が 決定 され た と こと に な る . 
1 4. 数 値 例 


T 


£ 
ャ 


> 


“ 
以上 で 貼 電 体 板 装荷 導 波 管 の 万 能 解 が 得 れ ら た わけ 


有 有 えら れ た 板 の 厚 さ + に 対す る onoabB の 数 値 を 式 
2 か ら 求 め , と の 点 で 図 2 の 横幅 に 立て た 重 線 と 曲 
搬 知 と の 交点 か ら db ん と 5 あるいは ヵ ム すなわち ん ため 
衣 】 < の 図 係 が 得 ら れる . と の ん に 0/6 を 乗じ た な 4 
有用 いる と 図 4 メ から 管内 波長 お が た と えば 図 5 の ごとく 
及 求まる 負 布 が 大 きく か っ つ 管 の 中 央 に 近付く ほど な 
で の し 、 さらに 負 共 が 大 まけ れ ば っ い に は 自由 空間 
放 次長 より も 短く な る と と が 示さ れ て いる . 図 5 に お け 
0 る 負荷 の 厚 さ は 導 波 管 横幅 の 10% 以上 で ある が , 管 
衣 由 波 長 の 実測 値 と 計算 値 と は ほ ゞ 一 致し て いる . 
2 と 管 翌 か ら の 距離 2 と か ら , 式 (2D へ (2 


F 


二 ' 
有 有 で ある が , っ き に 具体 例 に っ つい て 実際 の 様子 を 明らか 
4 

大 


3 に する と と も に 応用 に 便 な らし め た い 、 
i 


PN 


“4 


7 ライ ト 板 
:3.68,t :Imm 計算 四 


Ry; 
Ke 


ボ ポリ スチ ロー ル 板 
Ke:255,t:28 
mm 


図 5 ベー クラ イト 板 お よび ポリ スチ ドー ル 板 装 
荷 導 波 管内 波長 の 実測 例 ( プ : 9,375 Mc) 
Fig. 5—Examples of measured guided wavelength 
of the waveguide loaded with bakelite and 
polystyrene slabs at 9,375 Mc. 
に より 4。, ム ん と 2。/6 と か ら , 式 ②5), (26) に より 
YA が 求 ま り , 両者 の 積 と し て 振幅 係数 4 が 決定 さ 
れ , また 式 ⑧ か ら て < を 求め る と , で と "4 と の 積 
と し て 4A。 も 決定 され る . これら の 定数 を 求め る 万 能 
図 を 式 (⑧ お よび (⑫②1)~(26) か ら 作 成 し て あぁ る が 誌 


。 面 の 都合 で 省略 する . 


無 負荷 導 波 管 の 中 央 に お ける 電界 E。=@zof。A。 で 
式 (① を 正規 化す れ ば , ん ム ,;= を に 対し て は 


RR sinebe GbR RD 


Es Eads 


6 誘電 体 板 負 荷 と か か る 電界 
Fig. 6—Electric fields induced along the dielectric 
slabs placed in the waveguide. 


Sl 


a 4 ) 
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で 与え られ る . €6 お よび 4/4。 は 前 述 の ご ど と くし て 
すでに 求め られ て いる か ら , 管内 で 負荷 を 移動 し た と 
き 負 荷 に か ゝ る 電界 の 変化 は , 式 (28) か ら 直 ち に 図 
6 の ど と く 求 め ら れる . 中 空 導 波 管 で は 横 方 向 に 正弦 
波 分 布 を し て いた 電界 が , 負荷 が 大 きく な る ほど 乱 激 
に 飽和 し て くる と と が わか る . 四 有 値 が j7 の と きも る 
同様 に 取り 扱え ば よい . 

つぎ ざ に 管内 の 電磁 界 分 布 に つい て 説明 すれ ば , た と 
そえ は ば 五 , を 正 。 で 正規 化し た 電界 分 布 は 式 (1) , ②⑫ 
か ち 次 式 と な る . た さじ し みろ =f と する . 


A * i 0 a 
RT Mah, 0 | 
Ms 3 a WS [ 
ee CE 2 


(29) 
ん , 三 77 の と きる も 同様 に し て 求め られ る . 一 例 と し て 
dj6==0.25 に 負荷 し た 場合 の 電界 分 布 は 図 7 の ご ど とく 
求め られ る . 電界 が 負荷 に 集中 し , 負荷 の 増加 と と る も 
選 正 弦 波 形 か ら 三 角形 さらに 双曲線 関数 形 の 分 布 へ と 


移行 し て いる . 
2 


/z NN 


0 02 04 06 08 1.0 


図 7 誘電 体 板 装荷 導 波 管内 の 電界 分 布 で 4d/6=0.25) 
Fig. 7—Electric field patterns in the rectangular 
_ waveguide loaded with dielectric slabs 
* at d)b=0.25. " 


5. 結 言 


従来 特別 の 場合 で つい て だ け 管 内 電磁 界 分 布 お よび 
伝 ぽ ん 特性 が 得 あ られ て いた の で ある が , 上 述 の よう な 
方 法 で 一 度 万 能 図 を 作っ て お け ば , あら ゆる 条件 の 下 


| に 容易 に その 解 が 求め あら れる と こと に な る . と この 論文 で 
| は 厚 さ を 有する 誘電 体 板 を きわめて 落 い 等 価 誘電 体 板 
有 に 置換 し て ある た め , 誘電 体内 部 の 解 は 得 ら れ な い が 
計 これ は 普通 は 問題 に し な く て よい も の で あり , し か も 
有 この た め 簡 略 化 さ れ た 万 能 図 に よる 解法 が 可能 と な る 
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と と は , て の 点 を 十分 た 補っ て いる も の と 選 わ れる . 
し か し な が ら , どの 程度 の 厚 さ まで と の 理論 が 適用 で 
きる か は 問題 で ある . と これ を 一 般 に 論ずる と と は 困 加 
で ある が , 図 5 が から わか る よう に 導 波 管 の 横幅 の 10 必 
以上 の 厚 さ を 有する 板 で も 理論 値 と 実測 値 と は ほ ゞ 一 
致し て いる の で , その 程度 まで は と の 理論 で 差 哀 え な 
いも の と 考え られ る . な お 実測 に よれ ば , 実際 の 負荷 
が 厚 さ を 有する た め に 生ずる 誤差 より も 板 の tan9 に 
よる 減衰 の 影響 の 方 が 大 きい よう で ある . 負荷 が 損失 
を 有する と き は 固有 値 が 複素 数 と な る た めそ の 取扱 
は 複雑 で あぁ あり, この 場合 の 解決 法 に つい で は 近く 報告 
の 予定 で ある . 

終り に 御 指 導 を 賜 わ る 東北 大 学 宇田 教授 , "山梨 大 学 
押 山 教授 お よび 工学 院 大 学 落合 教授 に 深く 感謝 する 
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付 録 
図 8 の ご ど と さき 平行 平板 電 
A 極 間 に 厚 さ もち 高 さ a, 長 


き 単 位 長 の 部 分 を 考え る 
一 般 に 変位 電流 密度 は 


図 8 平板 電極 内 の 
誘電 体 板 0 上 /9+ で ある か ら , と の 
Fig. 8—Dielectric slab 部 分 か 流れ 放 電流 は 次 式 で 
between parallel A 
plane electrodes. 与え られ る . 
T=JUxXl)=j oe tE (30) 


さて , <=so。x。 の 誘電 体 板 を この 部 分 に 入れ た 効果 
は , その た め に 生ずる 電流 の 増加 7 で ある か ら , 式 
(30) に より | i 

T=j os, (re DE (31) 

で 与え そら れる . と れ を 板 の 中 心 面 に 集中 し て 考え る と 
厚 さ の な い ア ドミ タン ス Y を 負荷 し た の と 等 価 に な 
り , その 値 は 電流 7 と 板 の 上 下端 間 に 加 わる 電圧 V と 
の 上 比 あ る が すなわち 


ls 
a Ed を 32 
¥ 7 oss, Dt=75 (32) 


と な り , 式 U2) が 得 ら れる . 
(昭和 35 年 2 月 16 日 受付 6 月 24 日 再 受付 ) 
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水晶 発振 器 と 振動 子 の 9Q に つい て * 


正 員 鳥 崎 、 俊 和 助 


正 員 大 畑 敬 夫 


(防衛 大 学 ) 


要約 水 卓 発振 器 に 使用 され る 水上 振動 子 の @ は 一 般 に 大 きい 方 が 望ま し い が , 大 きけ れ ば 大 きい 程 周波 数 安定 度 が 


良く な る と 言う も の で は な い . 


実際 の 回 路 で は , 回 路 中 の 抵抗 分 が 水 卓 の 実効 和 的 Q を さげ た 状態 で 使用 し て いる の で , 


水上 唱 の 抵抗 分 だ け を 小さ くし て も 効果 は ある 程度 以上 と に は あがら な い . 
本 文 は 水上 品 と 外部 回 路 を 組合 わせ た 状態 の 位相 特性 を 計算 し , 外部 回 路 と の 結合 状態 を パラ メー タ と し て 図示 し た . 
この 結果 , 回 路 が 与え られ た 場合 使用 状態 の 実効 的 Q を 定量 的 に 容易 に 求め る こと が で きる よう に な っ た . 


1. 序 言 


水晶 発振 器 に 関し て は 数 多く の 研究 が な され , 周波 
数 安定 席 に つい て も 数 々 の 論文 が 発表 され た . た と え 
ば リア クタ ンス 分 ヶ の 周波 数 げに 対す る 変化 率 dz/df 
ある い は dz/df を も る っ て 安定 度 の 目安 と し よう と 
する 考 な 方 も ある の や 。 し か し リア クタ ンス 分 だ け を 考 
る と ころ に 多少 の 無理 が あり , また 水晶 の @ と の 
結 が つき が は っ きり し な い . 

発振器 は 増幅 回 路 と 帰還 回 路 が 結合 され た も の と 考 
尊 る こと が で きる が , 多く の 場合 水晶 発振 器 で は 帰 居 


回 路 と みな され る 場所 に 水晶 振動 子 が 入っ て いる . 帰 
有朋 率 々 の 位相 角 を /Z 々 と し た と き 12ZA/df| の 大 き 


いで と が 水 品 発振 器 の 周波 数 安定 度 の 良い 一 つの 理由 
で ある - 後 に 示す ど と さく, 2 と ZA/df は 水晶 振動 子 の Q 
の 犬 さと 回 路 の 状態 に よっ て 異な り , 最大 2Q と な 
り 回 路 の 構成 と に より いく ら で も 小さ い 価 に な る . し た 


[82 て fazslaf が 20 の cs は Q を 100% 生か 


有 有 小さ いと き は , その 分 だ け Q 
| を 殺し て 使用 し た と と と な る . 


RUF END 
ピー ダン ス を つけ 加え た と 


し て < 
| 用 状態 の 実効 的 2 を 定量 的 に 


て 使用 し た と 考え , それ より 


| 帰 層 回 牙 は 様々 で あぁ る が , 水 


| き の 位 相 特 性 を 計算 し て お く と 


00 
| 容易 に 求め る と と が で きる ." 1 erilreat- 
A A 
2 水晶 振動 子 の 4 イ ee ピー Fig. 1—Equivalent 
a 3 人 circuit of 
ダン ス お よび アド ミタ ンス se ne 


*OntheQ of the Crystal Oscillators. By SYUN- 
SUKE TORISAKI and YosHIO OHATA, Members 
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図 1 は 水晶 振動 子 の 等 価 回 路 で あぁ る . PQ2 点 か ら み 
た ドミ ンス YY 


Va GC 
R, 0 ae) 
rt = tC - 
a : 2 
Cs i Lg 
p= Gr Ea u;— @; ow 
(2) 
と お け ば ① は 
Te 
O78 
@。 の 近く だ け を 考え る と さき は, 
r=1 (4) 
と 考え て よい 。 まな, 
Qu;=z, (5) 
と お け ば (④,(5) を (③⑬ に 代入 し て 
仙人 を | 
RR 
ある い は , か き な お し て 
TT 1 
eh re 
EY TER @ 
a @ 
@ 0) * 8) 
ee Qu,;=Z; 
» 


と お き , (4 和 同様 rp 半 1 の 条件 を 用 いて イン ピー ダン 
ス Z。 を 計算 すれ ば (3) より 


2 ー を 
c 


M'*R, 
b が 


(9) 


ある い は 


1 


2 « 1 
ZAMIR mm EE (10) 
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どど なる つき ぎ ざ に 図 に 破線 で 示す ご ど とく , 並列 に コン 
が GE を っ け 加 だ を た と さき を 考え % る 
Glo;C,=N Ch \ 
と お け ば , 前 と 同様 た し て 4 から 見 た アド ミ タン ス 
\ ゲ は 次 式 で 示さ れる . 
i MAE 1 
YY ニー= ニ ニテ + ブー キー 
| eT 人 記 細 2) 
また 振動 子 に +※′ な る イン ピー ダン ズ を 直列 
だ つけ 加え た と さき さ , 全体 の ィ 1 ン ピ ー ダ ンス を Z。 と す 
4 は 


(②) , (8) の 関係 式 を 用 い , fs な まとめ で が = で 


| し て , さら に 所 た 7 全 ] と すれ ば 


20 da 


I rd > 
本 あるいは 
° dd do 
e204E) 8 


有 】 し た が っ て 4d09/gz が わか れ ば , と れ に 2Q を か 


RD と と が で きる .・ ま た ④ ゎ より 


1] 


TATE CI ED 
は 1 に 近い 
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が ーー か ら 二 o まで 増加 し て 行く と き 」 図 2 


の 円 線 図 上 で VW は C か ち 矢 印 の 方 向 に 円 を 一 周 し 
て で に 戻る . d0/dz= は CD の 科 囲 で は 正 , DF 問 
で は 負 , FC' 間 で ! 


は ょ 再び 正 と な る . 

d 0/dz が 負 の 箇 囲 で は , その 絶対 値 の 極大 は 点 選 
4,B の 価 が 1 た 比 し 小さ い 範囲 で 
‘ 価 で ある . 


d 0/dz が 正 の 範囲 で は , 巨 ,C,D の 3 点 で ddz 


は 零 と な り ,。 その 中 間 で それ ぞ れ 1 回 極大 値 を と 2 
まま 


と れ ら 極大 価 の 価 は , A,B が 1 に 比べ て は る 


GER EFI! か に 小さ いと き で も 大 き な 影 響 や うけ る 計 図 2 に 示す ず 
⑧O)4 に よ hh ど と く 選 が 正 の 場合 に は CD 間 の 極 犬 値 よ まり CE 
a rE ys 1 間 の 極大 値 の 方 が 大 き な 価 を もつ. の ち に 示す ご ど と く 
MR, A FR, MREIEAIIE; 発振 器 に 利用 する 場合 に は 29/8f が 正 の 箇 囲 の 価 ど 
(13) その 極大 値 が 重要 で ある . 図 2 の 円 線 図 FCD 上 の 和 任 
と な る . (7 , (10) , 13) 等 を みる と いずれ る も 次 式 の 形 意 の 点 を ア と し , 17) 中 の ヶ z を 0 に か き な お すさ 
を 示し て いる . da 2(At—B)’ 1—4tAt=B) 
Wa ALB i dz (11+) {4—2B(At—B)+4A 
1 ~4(A 0* 
i AA A A } 
波数 が 変化 TS ta 
する と と が (18) は (1 の より 簡単 に 導き 出す と こと と が で きる i( 付 鐘 
変化 する 参照 ). (18) の 方 が (17) より 複雑 に 見 える が 9 は 
が , と の と ー90° か ら +90° の 範囲 と 限定 され る の で , ヶ z を 変数 
き W の べ ベ と し て あら わす より か を っ て 取扱 い 易 い . 
クト ル 和 軌 中 いま 9 と dg0/dz の 関係 を d9/dz の 正 の 範囲 で 記 
は 図 2 る の ど 算 し た 例 を 図 3 に 示す ・ 2@ 9/dz は 極大 値 付 近 で の る や 
彰人 図 2 WW の 円 線 図 か に 変化 する . 図 6 は g@09dz の 極大 値 g/dz) 生 a* 
1 の 円 線 図 Fig. 2—Circle diagram of W. と 4,B の 関係 を 示し , 図 7 は 極 値 の あら われ る 9 の 4 
る 価 の z と 4,B の 関係 を 示す . 
(14) で W の 位相 角 を 9 と する と , 1 DA RD 
a8 @⑧ +=001 *=0.2 
OL OD x |"@) +=001 1201 
df dz df (15) @ *=001 *=001 


05 


Th 3 30 80 


6 ( 族 ) 


図 3 位相 角 と @97dz の 例 tT 


Fig. 3—Examples of relations between phase 
angle 9 and dhldz. 


3. 帰 思 回 路 と 位相 角 の 変化 yo 
いま 発 捕 間 の 代表 拘 陸 と し て 図 4 の ⑳ KC 示す 回 放 | 


| を 考え る . 図 中 の 帰 四 回路 の 部 を 取出 す と そ れ ぞ れ 図 


5 ),(2) の ご と くに な る . いま 次 式 を 考え る . 
E 夫 5 
ーー 19 
A VY 0 
1 
fs= A (20) 


スグ 
だ ささ Yo Ye 


| は それ ぞ れ 図 5 に 
示す 部 の アド ミタ 

| ンス , Z。 は 振動 子 
の 4 C= 
LE EE 

タ ・ ベ ー ス 間 の 入 
ek 

ス , 2Z。 は それ 以外 


(2) トラ ノ ジ ス 2 発 折 量 の 部 の イン ピー ダ 
. - 4 水 旧 発振器 の 例 シン に 8 る 4 
まま (1) Pierce-Miller oscillator. は 
” | (2) Typical transistor oscillator. Ya= » bg ト i 
A Fig. 4—Examples of crystal 
本 a 生生 & Zs=Z.+Z。 
放 ; 2 +Z,; (QD 
" 生 R Vy と お き , Ya,Zg の 
位相 角 を それ ぞ れ 
) 人 Zp ど す 
H @ 
で Fig. 5—Feed-back circuits. の 分 子 の 位相 は 一 
1 計ら れる か ら , : 
A LY d/hy ddZZp 
7 
(22) 


A 6 ま より dLZpldf が a 


PR (① の 場合 
7 0 Cy i 
Ve= Yet+i0C,+G, 
ES 記 ( に Cp は ブ プレート ・ グ リッ ド 間 の 前 電 容 最 , 
" 疫 店 は 水晶 振動 子 だ け の ア マビ タンス) C。 は グリ リッド 
- ス 間 の 静 電 容 量 , G。 は 帰還 回 路 を 除い た と き 
の, 力 側 コ シダ クタ ンス と する . (22), (28) は 12) 


(23) 


半生 村 


も te A“ 
” a ” * 


と と が で きる 


RE 3 24 
VAR MM TM ER 
« 1 ye G, 
の OCR: Nt oC, | (25) 
Cle CR Et 
故に A- =R,G, | 
(26) 
Bo ir = aCR,| 


と し て , 図 6, 図 7 より (@0/dz) max と , 極 値 を 与 
える 6m を 求め る と こと が で きる . 
図 5 (② の 場合 は (22) の 


Zi+Z,=R'+jX' 27) 
と お け ば (13) と 全く 同形 と な る 。 し た が っ て 
R A 
A=apk' BrRk 


と し て 図 6, 図 7 よ り (d0/dz)max と その と き の Om 
を 求め る と こと が で きる . 


発振 中 に お いて 増幅 度 を 々 , 帰 選 率 を 々 と する と さき 


発振 し て 振幅 が 大 きく な っ て 行く と , 々 の 絶対 値 が 減 
少し て , 8=1 と な っ て 平衡 する . 水晶 発振 器 で は 周 
波数 が 変化 し て ぉ 々 が 円 線 図 を えがく 間 , 々 は 一 定 と 考 
えら れ , ヲタ の 円 線 図 内 に 1/4 の 点 が あれ ば 発振 器 は 発 


、 振 す る 、 振 幅 が 大 きく な っ て 1/z の 絶対 値 が 大 きく な 


り , 8 の 円 線 図 上 た に 達し て 平衡 する ゆ や. し た が っ て 平 


衡 点 は 々 の 円 線 図 の 絶対 値 の 大 きい 方 の 個 , 1/ 々 に 比 " 


例 す る Ya,Zg の 円 線 図 で は 絶対 値 の 小さ い 方 の 側 に 
対応 する 4d 0/dz を 計算 する 場合 , 図 2 の 円 線 図 で 原 
各 に 近い 側 (FCD の 側 ) を 考え た の は 以上 の 理由 で 
1 必 


4. 計算 結果 の 吟味 
図 6 は 4A を パラ メー タ と し , 娘 を 変化 し て 行 な き 


た と き の (d0/dz)max を , 図 7 は その と き の ' 6 の 
価 を 示し て いる . A を ある 価 と し て , 選 を 小さ い 価 


か ら 大 きく し て 行く と き を 考え る と , 廊 が 4 より 小 


さい 間 (dd る max は 4 と 同じ 程度 の 大 さき で ぢ がき * 


s Wn - _ » ca 
島崎 俊 助 , 大 畑 敬 夫 : 水 卓 発振 器 と 振動 子 の 〇 @ に つい て he いい が お 


= 


大 きく な っ て も 大 体 一 定 で ある . と の 間 極 値 の お と る 


6 は 負 の 比較 的 大 き な 価 で ほ マー 定 で あ る 5 の 大 科 二 


が 4A に 近づく 頃 か ら (g/d の maz も 0m も BB が 大 きき 
く な る と 共に 大 きく な る . (g/d の mas は が K 比 例 「 
し て 大 きく な り , 夏 =4 の と き 約 0.5 と な り B が 


を 計 い た と さと 同様 に し て 次 式 の ど と くに か き な お す さら に 大 きく な る と 1 に K 近 づく .。 Om は と の と き ほ と 
1 人 F . 7 
C3 cr ct- A raat 
p ri 客人 
EE 
" Rt tS ct 


: 昭和 35 年 9 月 電気 胃 信 学会 雑誌 第 43 券 9 号 951 
は 雰 度 に 近い こと こと が 多い . と の で こ 


Pa (a 0/dz) max の 直列 共振 また は 普 
列 共 振付 近 で お と る こと こと ゃ を 意味 必 で い 
a 


4 が 比較 的 大 き な 価 底 なっ た どき 


は , B を 大 きく し て _Q テ の 効果 を お に と 


さ な い よう に し な けれ ば な ら 交 いい we 
の と き 同 時 に 必要 な 増幅 魔 は 大 きく な 
り ’ Os で 動作 すき まる 位相 に 気 を つ 


けけ なけ れ ば な ら ら Zc 


図 6 (g0/dz),, と A,B の 関係 


A=5:108 
1: 10° 


A * 


ET 


i 


- 


図 7 0 と A,B の 関係 


Fig. 7—Relation between 0,, and parameters 


ん ど 雰 度 に 近く な る . 

り 図 6 に 実線 で 示し た 範囲 で は , 実用 上 
ad v i 
4 1+ (A/B? 

で 近似 で きる 。. 
(29) の 成立 する 範囲 で さ ンー BB°$<A の と き 


CO 


実際 の 場合 , oe と き が ある . と の 場 
| 合 は 図 2 の 円 線 図 と (18) の 誘導 を た どり な お せ ば , 

| ga 02 naz の 価 は BB の 絶対 値 を み 用 いて その まま 図 6 
"を 使用 し , 図 7 に 示す 4 の 正負 名 逆 と すれ ば よい こと 


(29) 


(30) 


Fig. 6—Relations betwren (4d 0|dx);p and parameters A,B. hy 


へ = 


図 4 1) の 回 鷺 で (29) の 成立 する 
場合 は (25), (26) より 
RR 

Ya SR, RS 

RM RS 

M"R, R,+M"R; 
REELG; 

(31) 中 の M"”*R, は 水晶 振動 子 に 並 
列 に C»g お よび _C; を つけ 加 釣 た 
き の 反 共振 イン ピー ダン ス に 近 か る の 
で あぁ を (31) は と の! 信和 生 2 
に 太 。 を 並列 に つけ 加え る と 』 イン ピ 
ー ダ ンス が 減少 する 割合 を 示す ・ 

(31) を 大 きく する に は RR を MR 
に 比 も 大 きく すろ か , Gi る を 天 壮 絆 陣 
て M"R, を 小さ くす れ ば よい. 

(31) で 羽 ,。 る MR の と さき は 


a 


dz HR 
と この と き 了 d と Adf の 形 に する に 


10™" 


(31) 


- 
= 


= oC RR 


A,B. (32) ’ 


は (16 A) (22) まり 


8 8 dal 
いき 0 Ly 
ODICIRS 
あぁ あるいは = OC RE 
な と に 6 


(33) は 図 6 の 実線 の 範囲 で か つ BP* ぐ る 4 の 範囲 ) す 
な わ ち 上 部 を 除い た 部 分 の 斜め の 直線 で 示さ れる 範囲 
で 成立 する . と この 範囲 で は (33) か らち わか る よう に , 
dz6/@df は Q に 無関係 と な る . 

4 (2) の 回 路 で は は 負 に な る こと が 多い . @9 
の 成立 する 箇 囲 で は , (28) より 


C0 i 1 0 


dz LIFMR,R/X'~ MR,)* 


C15) 


る EE a Ce 
t を CY > 誠 
て 


A 2 = 
952 一 宮 者 維 : イメ ー ジ オル ジョ ン の ター ゲッ ト 二 次 電 子 の 入 来 放 層 © 
分 母 第 2 項 の 逆数 を と お け ば 目安 と し た の 月 天 の で 
et CMAR) (35) る 原因 と 組合 わせ て 考え な けれ ば な ら な い 。 し た が = 
EM RR て 図 6 に 示す 価 が 安定 度 を 決定 する すべ て で は な い 。 


座 が が 大 きい 程 (207d) mazx は 1 近く な る 。 を と れ に つい て は , つぎ の 機会 に 報告 する 予定 で ある . 


する に は 太 ′ を 小さ ぐす る と と, 人 AM を 小さ く 終り に 日 頃 御 指導 御 べ ん 達 を た まわ る 東大 高木 教授 
語る で と すなわち 並列 に C を つけ 加え る と よい の , 本 校 安宅 教授 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る ・ 
肥 直 列 に 小さ な で を 入れ て X'ーMR,=X'ー1/o;C。 文 献 . 
松 大 きき さす れ ば ば よい, (1) た と えば J.P.Buchanan :'“Handbook of piezo-- 7 
Co a a electric crystals for radio equipment de- 
RoC,, AX"=X'—l/o; G6 signers”, p99, Wright Air Development' 7 
と お いて (35) を か き oy Center (1956). 
NX” N° (2) 鳥 崎 :"“ 円 線 図 に よる 水晶 発 振 器 の 解析 金沢 大 学 。 
X= (> (37) 工学 部 紀要 , 1。 1 
に (3) 鳥 崎 :"“ 接 合 形 トラ ンジ スタ に よる 水 唱 発振 器 り 値 
| 図 4② の 回 路 で は R 0 2 以下 に で 学 誌 , 39, 5, p 469, (1956-05). 
きる の で 放 (37) を 1 より 犬 き な 価 に する と と は それ 
程 困難 で は な い . 付録 (18) の 誘導 
< 詳 ジ が 5 こ の 場合 で も (37) が 1 より は る か に 小さ (4 と 図 2 よ り 
Y ES く な る 箱 囲 で は , だ が その まま (ad 0/dz) max と な り < 


ゃ 5 2 
の ra ==20(5) tan = 
max max A ん + 
yr 1+a 
0 rs 1 (a) の 二 次 方 程 式 を と け ば 

et 〇 と 無関係 な 価 と な る . z= ニー ミー よ EY1<4(4t-B) (t= Bt (b) 
_ 図 4 ①⑪, ②) 以外 の 回 路 も , 図 6, 図 7 を 用 いる と 2(At—B) 

6 a る 場合 が 多い . (b) 中 の キ + は 図 2 に て 原点 0 に 近い 側 FCD 側 を と 交 
0 = と すれ ば 絶対 値 の 大 きい 負 の 方 を と ら ね ば ば ならない. 
i (も b) を 微分 し て 整理 すれ ば (18) を うる . 

水晶 振動 子 を 含む 回 路 の 位相 特 作 を 計算 し ,Q 活 用 の (昭和 35 年 3 月 4 日 受付 ) 


4 A < 
a 


‘$s Kk 0 ! ‘ 
て し.> UDC 621.397.331.22 : 621.391.837.4 


イメ ー ジ オル シコ ン の ター ゲッ ト 二 次 電子 の 集束 帰 選 * 


4 っ 
0 : ( 卓 本 放送 協会 技術 研究 所 ) 


本 イメ ー ジ オル ショコ ュ ン か ら 発 生 す る プラ ッ ク ボ ー ダ , クラ ウツ ディ ング, ハロ ー, ゴー スト 人 等 の 偽 信 号 の 除去 に つ ' 
た 人 者 素 を 侍 な っ て いい 8: 


0 k Db, tephragiyotedh de 淫 敵 二 次 電子 を 一 度 正 電 上 界 に よっ て 加 洋 し た 後 , 帰 
を れ ば 比較 的 容易 に 。 高い 近似 で 目的 を 達し 得る 条件 が ある と と を 見 出し た . 


る ラッ 放 が 流 が 六 が ング , ハロー, ゴー ス ト 
1 序 言 哲 

対 の £ 等 の 偽 信 号 が 質 ゃ や そ と な っ て いる と と は よく 知ら れ 
邊 0ー ジ オル シコ ン の ター ゲッ ト 二 次 電子 に 基 因 す て いる が , と れ を 積極 的 に 改善 し た 管 は 外国 で は まだ 」 
dsing Return of Secondary Electrons from the Target of Image Orthicon. By TERUO NmoMrA "で 
3 “Member (Technical Research Laboratories, Japan Broadeasting Corporation, Tokyo). [論文 番号 3245] eR 

3 4 計 
“169 0 i i = a る i 
A i A 。 i* 
; 


9 
Pr 


昭和 35 年 9 月 。 電気 通 


| 叶 ち られ て いな いよ う で ある . と の 目的 で 筆者 は 1955 年 


」 域 が 広く , 


4 と イメ ー ジ 部 に メッ シュ を 付加 し , と これ た に ター ゲッ ト 
> ッシュ より 正 電 位 を 与え て 動作 させ る 管 (以下 , 複 
合 メ ッシュ 形 イ メー ジオ ル シ コ ン と 呼ぶ ) を 考案 し の , 
NHK 技術 研究 所 で 試作 研究 を 進め て きた が ②.⑭⑪ を そ 
の 後 , 東芝 で る 別個 に 同様 の 研究 が 行なわ れ て いる こと 

と が 分 か り の の , ブラッ クボ ー ダ と ゴー スト の 軽減 に 効 
損 の ある と と が 認め られ て きた . NHK で は 当所 製 の 

複合 メッ ショ 形 を 1960 年 2 月 より , 8 台 の カメ ラ で 放 
送 に 使用 し て お り 好 評 を 得 て い る . 放送 で 薄 通 形 と 画 
賀 を 比較 する と , スタ ジオ の 被写体 に 対し て も , 両者 
は 相当 異な っ た 描写 を する 場合 が 多い . 送受 共に 最良 
状態 だ で あれ ば , 複合 メッ シュ 形 の 方 が 実質 的 な 再生 光 
階 調 描写 が 自然 に 近い . と の 原因 を 考え で て 
みる と 放送 に 用 いら れ て いる レン ズ 絞 り の 条件 は イメ 
ー ジ オル シコ ン の 総合 画質 が 最良 と な る と 調整 者 が 判 
新 し た 価 で ある が , と この 条件 で は 普通 の 場合 , ター ゲ 
ッ ト 三 次 電子 の 再 分 布 現象 が か な り 珠 著 に 行なわ れ て 


いる か ら , 映像 の 各部 分 が 他 の 部 分 の 階 調 に 常に 影 結 


を 与え て いる 事実 が あげ られ , 複合 メッ シュ 形 で は こと 
の 影響 度 を 軽減 し て いる と と が 分 か る . 
今 ま で の 複合 メッ シュ 形 に 対す る 考え 方 の 基本 は , 


| 付加 し た メッ シュ に 有害 三次 電子 の 一 部 を 吸収 させ る 


に 対す る 検討 も 行なっ て 有用 な 結果 を 得 た . 


et 
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と こと ろ に あっ た カ か 本 論文 で 述べ よう と する 考え は , 
ター ゲッ ト か ら 種 々 の 方 向 に ,。 いろ いろ な 初速 度 で 射 
貞 され た 三次 電子 を , 再び それ ぞ れ の 発生 点 に 帰還 さ 
せる と と が で きれ ば , 前 述 の 有害 現象 は 除去 され る と 
と に 着目 し た 点 じ ある . と これが 可能 か 析 か に つい て 理 
論 的 な 解析 を 行ない , 全 二 次 電子 それぞれ の 発生 点 
帰 民 させ る 条件 を 求め る と 共に , 実用 的 な 近似 条件 
こと の 解析 
結果 を 複合 メッ シュ 形 イ メー ジオ ォ オル シ コン に 適用 すれ 


0 本 員 半 の 示 民 に 貞 い も の を 用 い 
で て 充分 な 効果 を あげ る と と が で き , また , 従来 困難 で 


っ た ハロ ー 現 象 の 除去 る 不可 能 で な <, 非常 に 高 性 


i 人 能 の る の を 作り 得る と と が 期待 で きる . 特に カラ ー 用 
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常 の 動作 条件 で は 問題 と な 


~ i らち ない から 無視 する . 三次 
i 電子 の 初速 度 を それ と 等 価 
IS て な 電子 ボル ト で 表わし て , 
sr 中 : 
に eis0 V。 とし, 射出 角度 を 電界 
ka CF 距 吾 二 。 方 向 に 対し で びと すれ ば 
直 を 行 な 2 HE ¢ S s 

を る 補導 面 図 。 。 志 界 方 向 成分 VF 放 お まさ び 


Fig.1—Field conditjon for 
the focusing return. 


は 
Vu= Vs;cos’0 | 
V,= Vssin’g J 


と な る . 射出 平面 上 た 投影 し た 二 次 電 子 の 円 暫 道 の 環 


径 D お よび 一 周 の 時 間 7, は それ ぞ れ 
7 VV (ボル em)| 


の 9) 


vr 


HA LT YR 
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rm I 97 0 | 
SR 
と な る ろ る.。 た だ し ,e: 電子 の 電荷 , 如 : 電子 の 克 量 


それ と 直角 な 方 向 成 分 V7 


ッ : 電子 の 半径 方 向 速度 . 三次 電子 が 出 て か ら も どる 


まで の 時 間 を 。 と すれ ば , 了 。 が 用 の 整数 倍 だ に な 
っ て いる 電子 は その 発生 点 に 帰 民 する . 一 記さ は 
V。』 と 空間 電位 分 布 の 関数 で あぁ る か ら , 一 次 電子 の 〒 
ネル ギ 以 下 の す べ て の Vy に 対し て , 了 。 が 一定 忘 な 
る よう な 電位 分 布 を 求め る と と が で きれ ば , Vsy に 関 
係 な く , 
で , つぎ に て の 条件 を 求め て みる . 


ーー 次 電子 射出 面 を 基準 と し , 距離 < に お ける 電位 を 
V。 の 初速 度 を 有する 三次 
電子 は 電位 Vaz の 面 で 電界 方 向 速 度 が 零 と な 再 


ヤ V( ボ ルト) と すれ ば , 


び 射 出 面 へ 向う . 
ら 初 速度 零 の 電子 が 一 ーV。, の 面 か ら , 零 電位 面 に 達 す 
る 時 間 グ {(- 
電位 分 布 を 


EX CEI Sy 


で 表 わ せ ば , 。/2 は 次 式 と な る . 
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すべ て の 三次 電 子 を 放出 点 に 帰還 で きる わけ 


VD} を 求め れ ば は, と れ は 7。 の 12 
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いき と も どり の 時 間 は 同じ で ある か 


X((- の )= - 江 一 
TT V0 


= / 2-5.94x10' 
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と の Abel の 積分 方 程 式 を 解い て , XE( 一 り } を 求め 
る と 
マ 7{((=V の 32 
A ET EE 
CS 
な る ここ で プ {((ーV。)} を 7 の 整数 倍 に 選べ 
ば , 一 次 電子 が 集束 gt で , すべ て の 二 次 電子 
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半 を それ ぞ れ の 発生 点 に 帰還 させ る 電位 分 布 を 求め る と 


と が で きる . この 動作 を 集束 帰還 と 名 付け た . 
つぎ に 全 二 次 電 子 を 集束 帰 選 さ せる 二 つ の 代表 的 な 
電位 分 布 を 式 (5) か ら 求 め る 。 た だ し , 求め た 値 は 炭 


| 記 に は 実現 が 容易 で な い が , この 問題 を 考え る 基礎 と 


0) で 


し て 重要 で ある . 
2.2 w の 増加 と 共に 電位 が 下がる 場合 
(一 VD}=, で 一 定 と すれ ば , 


i = TY (6) 


了 い なり, OR 2 示す . 7 は 所 に 


より 決ま る か ら , 玉 を パラ メー タ と し て 記し た . 


実際 


お | の イィ イメー ジオ ォ ル シコ ン の 電極 構 造 は 実験 的 に 求め た も 
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nir Ig.2—Electric potential distribution obtained に 
_ the formula (6), satisfying the condition 
of the focusing return. 
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の と 思わ れる が , 式 ⑤ 
の 条件 に 近く な る よう 
な 傾向 を も っ て いる こ 
と は 興味 深い . 


- ミ 団 所 一 器 再 


!Z 団 革 清二 間 半 2 


| 

| 

at 
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次 電子 射出 面 NX に 平 
行 に 正 電位 面 が あり , 


図 3 射出 面 よ り 正 の 電位 面 が 
あぁ る 場合 の 電位 分 布 図 
Fig. 3—Model of electric poten- 
tial distribution involving 


NN と 最高 電位 面 M 間 
a potential plane positive な 5 びに M と 零 電 

to the target, for the » 
focusing return. 位 面 0 間 で そ れ ぞ れ 電 
界 が 一 定 の 場合 に つい て , 二 次 電 子 に 集束 帰 選 を 与え 
る 電位 分 布 を 求め る .。 NN と 〇 を 同 電位 と し MM の 電 


位 を Vu( ボ ルト ), NM 問 の 距離 を X,(cm), MO 問 


を X。(cm) と すれ ば 初速 度 V。 の 二 次 電 子 が ND 


. 0 に 至る 時 間 Two は 


™ 2(X, に Pp 
る 0 KV 
(LV a = Y=ー Vp (C4 
と な る . 集束 帰 本 の 条件 か ら 二 次 電子 の 片道 の 走行 時 


間 を 7, に 等 し く 選 び , 帰 行 面 か ら 雰 電位 面 に 達 す 


る 時 間 を Vg の 関数 と し て 表 わ せ ば 
2(X,+X,) 
Vn}=T,—- 3 


ET EE EU 
と な り , と これ を 式 ⑬③⑬,(5) に 代入 し て 


‘4 Xr Rs vV 
ky KT, yV- i a 


+ YWVa- V+ Via Tl C95 


2.3 射出 面 に 平行 
な 正 電位 面 が ある 場合 
3 に 示す よう に 二 . 


a 


を 得る 、 た だ し , 式 (9 の xz は 〇 面 か ら 帰 行 面 き の 


方 向 へ の 偏 位 で , 全 二 次 電子 に 対 じ て 集 東 帰 還 を 与え . 

る た め に は 負 に な る こと と は な いか ちら ,. (XX,) が つつ 

ぎの 範囲 と な けれ ば ぱ ば ならない . 
CR 


式 (⑨) を 潤 足 する 電位 分 布 の 傾向 を 知る た め に , 区 


4 図 5 に その 例 を 示す 。 図 4 は Vu=300 ボル ト 」 玉 


=60 ガウ ス の 場合 で , (+X:) を パラ メー タ と し で 
記し た 。、 た と えば , 区 +X。=2cm の 曲線 に つい て み | 
る と , 甘 出 面 か ら 2cm まで の 間 の 任意 の 位置 に 300 _ 


; 
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図 4 式 9⑨ を 満足 する 電位 分 布 の 例 


Fig. 4—Examples of electric potential distribution 
obtained ‘by the formula (9) for the focusing 
return. 


ポ ボルト の 面 が あっ て , 両側 は 直線 的 に 電位 が 変化 し , 

2cm の 所 で 図 4 の 曲線 に 接続 する わけ で あぁ る. と の 
接続 点 で 電界 は 不 連 続 に なる. +X。 が 雰 の 曲線 は 
式 (⑥⑧) がら 分 か る は よう に 式 (6⑥) と 一 致す る XX,+X, を 
増す に つれ て 曲線 の まがり が 少な く な り KT, V4/2 
に 等 し く な っ た 臣 界 曲線 で 最も 直線 た 近く な っ て いる 
が 直線 た 近い 方 が 近似 的 に せよ 実現 が より 容易 で あ 
る こと か ら , 注目 すべ さき 曲線 で ある . さら に 臨界 曲線 
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ema v 


a 


に 近い 所 で は , 接続 点 に お ける 電界 の 変化 が ほとん ど 
な いよ うな 電位 分 布 を 選ぶ と と が で きる 。 斜線 の 領域 
に は 全 二 次 電子 に 対し て 集束 帰 選 を 行なわ せる よう な 
電位 分 布 曲線 が 存在 し な い . 図 5 に は VV や 万 の 変 
化 た に 対し て 臨界 曲線 が どう 変わ る か を 示し た . V が 
零 に 近づけ ば , 許し 得る +X。 の 最大 値 % 雰 近 ララ 
く か ら , Vu=0 ボル ト の 臨界 曲線 は や は り 式 (6⑥) と 
一 致す る . Vu を 上 げ る 程 , 臨界 曲線 は 直線 近づく 
と と が 分 か る . 


3. 集束 帰還 の 実用 性 の 検討 


さま 2 がき 

実用 的 な 近似 条件 を 論じ る た め に 必要 な ター ゲラ トト 
二 次 電 子 の 性 質 に つい て 考え る . 以後 の 計算 で は 集束 
帰還 論じ る 上 か ら , 初速 度 の 軸 方 向 エ ネル ギヤ V 新 と 
いう 量 を 多く 使用 する が , Ve が, た と な ね ば 103 す レ 
ト 以 下 の 電 子 和 群 の 中 に は 初速 度 V。 が 10 ボル ド 以 上 
で 散 距離 の 大 きい 成分 も 大 っ て いる . 放射 の 角 分 布 
は 祭 弦 法則 に し た が うと し て , 初速 度 V= の 成分 の 中 
に 四方 向 エ ネル ギ が ある Vs。z 以下 の 電子 が な だん 省 位 
含ま れ て いる か を 計算 する と 図 6 の ま よら 1 な る 語 @ の 


図 か ら , た と を ば 初速 度 20 ボル ト の 電子 群 の 申 に 2 


Vz が 10 ボル ト 以 下 の 成 分 は 約 35 必 含ま れ で いる 
と と が 分 か る . 
ター ゲド 三次 電 和 a 


\100 
を} の 初速 度 分 布 は 直接 測 
er 定 さ れ で か いない カ 光 他 
革 の 絶縁 物 で の 値 か ら 推 ! 
し て 分 布 の 最大 値 が 1 
8 ボル ト 付 近 に あり , Ve 
が 10 ボル ト 以 下 の も 
"7 0 08 1! の は 作 放 夜 地 潤 の 96 
図 6 初速 度 V』 の 電子 流 の 以上 に 達する と 考 衝 ら 
中 で 軸 方 向 テ ネル ギ が れる. Vy が 10 ボル 
Vi 以下 の 成分 の 割合 ' ; 


Fig. 6—Component proportion of 
electron current with less 
jnitial axial energy than 


ト 以下 の も の は と れ よ 」 
り も さら に 多く ) し た 


が っ て こと の 部 分 の 電子 


‘Vsy out of those with 
initial energy Vz. 


が 第 一 の 重要 な 問題 と な る . 以下 の 考察 に お いて は ; 


を 集束 帰還 させ る で C0 


V4, の 低速 分 に 重点 を お く が , ハイ ライ ト の 光 が 特に 


ある. ND 
rk x C19 3 ts 3 ; 


rn, c 


。 強く, 光電 変換 特性 の knee 点 の 数 百倍 以上 に 達する 9 
。 よ うな 被写体 に 対し て る 全面 に 良好 な 中 間 調 を 再現 す 
る た め た は , 申 速 = 高速 成分 に 対す る 考慮 る 不可 欠 で 


3.2 減速 電界 の み が あ る 場合 
まず 式 (5) に つい て 考え る . 二 次 電子 射出 面 に 平行 
縮 透 過 率 の 良い マイ クロ メッ シュ を な ん 枚 も お き , そ 
れ ぞ れ に 式 (5) を 満足 する よう な 電位 を 与え る と こと で 
近似 で きる が , メッ シュ の 数 は な る べく 減ら すこ とこ と が 
望ま し い . そこ と で 一 枚 の メッ シュ を 用 いて 電界 一 定 の 
場 を つく り , Ve が Vy の 電子 に 焦点 を 合わ せ , と 
れ が 発生 点 に 帰還 する よう な 電磁 界 を 与え た と き の , 
他 の 電子 の 拡散 状態 を 調べ て みる . 
減速 電界 一 だ (ボル ト /cm) に お ける , 和 胃 方 向 初速 
: EE 
’ = VV 0) 
で , Vs の 電子 に 対す る 値 を 7。,/2 と すれ ば , と れ 
” と の 待 復 の 角 師 療 は 


Eo 
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で な る したがって, 射出 点 と 帰着 点 と の 偏 位 Z を D 


et 
A d : “ V,, 
: A 
2) 


beams 
Varz を 
『 ポ ルト に 選ん だ の で は 
210 ボル ト の 間 で 拡散 な 
T に な る と と ろ が 6 図 7 射出 面 に 投 涼 し た 


二 次 電子 の 婁 道 
Fig. 7—Secondary electron's 

trajectory projected 

on the target plane. 
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放 2 る し た が 。 っ て 一 定 の 負 
(によって ブラ ッ ク ボ ポー ダ を 少な くし よう と する 場 
で は 図 8(a) か ら 分 か る よう に Vary を 非常 に 
| 大 きく どら な けれ ば は ならない . と これ は 強 負 電界 を 必要 
| と する と と を 意味 する . と の 減速 電界 と 拡 散 率 の 関係 
を 式 ②,GO) お よび 図 8 (a) か ら 万 =60 ガウ ス の 
場合 で つい て 求め る と 図 8 (b) の よう に な る . 強 負 電 
な だ たる と と に よっ て , 実験 的 に も ブラ ッ ク ボ ー ダ 
ド 常 に 軽 式 きれる. し か し 全体 に か ぶり を 生じ て , 
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8(a) VlVirz と 拡散 率 の 関係 


拡 数 只 (g/0) 


図 8(b) 減速 電界 の 強 さ と 拡散 率 の 関係 
図 8 一定 減 速 電界 が ある 場合 の 二 次 電 子 の 拡散 率 


Fig. 8—Scattering factor of the secondary electrons 
in costant decelerating electric field. 
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階 調 特性 が 悪く な り , 実用 に は 適さ な いよ うに 思わ れ 
る .。 と の 原 因 は いろ いろ 考え られ る が 。, 式 (5) の 条件 
か ら 極 端 に 離れ た も の と な る と と も 一 因 で あろ う 
3.3 射出 面 に 平行 な 正 電位 面 が ある 場合 
2.3 で 求め た 集束 帰 選 の 条 
件 に 対す る 近似 と し て 図 9 に 
示す よう に , NM 間 お よび 
MS 間 で それ ぞ れ 電界 一 定 の 
場合 を 考え て みる . と この 条件 
に 極 く 近い 状態 は メッ シュ を 
P ns 用 いて 容易 に 実現 で きる 。 と 
図 9 に お . 
gy ける と で 次 電子 の 大 部 分 を 包含 」 
Fig. 9 一 Example of electric する 低速 成分 に 着目 し , で の 
nih ge 部 分 の 拡散 率 が 少な い 効 果 的 
of the approximate な 条件 を 検討 する . 
A ig 前 と 同様 7。/2 お よび Vy 
に 対す る 角 偏 差 を 求め る と 


テー + VV rp. 4 vV 
13) 


Bt 


a9 


x 
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ーー 拡散 率 (gd の ) 


5 10 20 4060 100 200 400600 1000 
Vm (Volt) —— 


(a) l=0.05, Virr=1 Volt の 場合 


40 60 100 200 400 600 1000 
Vm (volt) ) — 


(b) i=0.8 Vary=i Volt の ゐ っ 垢 合 

二 次 電 子 射出 面 よ り 正 電位 の メッ シュ が 
あぁ る 場合 の 拡散 率 の 例 

Fig. 10—Examples of scattering factor (d|ID) obtained 


by the formulae (12) and (14), when a mesh 
exists positive to the target. 


図 10 


oe 
ES t= 
と な る . Vy は 速度 分 布 か ら 考え て , 1 ボル ト 付 近 


記 選 ぶ の が 適当 で ある か ら , 例 と し て 1 ボル ト の と き 
の 拡散 率 を 式 2 , 1 わ の か ら 求 め , 
0⑪3 7 の 場合 に つい て 図 10 (a) , (b) に 示し た . 
VV で Ve を パラ メー タ と し て ある . 


横 軸 は 
次 電 子 を 一 度 


正 電 界 と よっ て 加速 すれ ば , 比 較 的 低い 電界 で も, 極め 
て 良好 な 集束 帰 居 効 果 を 発揮 で きる と と が 分 か る . 一 
衣 的 な 傾向 と し て V』 を 大 きく する 程 , 拡散 率 は 少な 

で な る が 実用 的 な ある 値 に Vm を 選ん だ と き 低速 人 


a6 0 nk Vse= 0 ~10 Volt 
B: r=Q~ 7,.#* 
る »=005~5 2% 
3 
yy 


4 6 1000 


4 
0 


隊 に 科 が 人 に な る と 7 の 関係 っ 
EE Rotition between Vm and 7, making 


7 が 0.05 お よび 


に 対し て , 最も る 拡散 率 が 小さ く な る よう な 7 の 値 が あ 

る 。 こ と の 条件 を 簡単 な 式 で 求め る と と は で き な い か ら 
数 値 計算 に よっ て 求め る と 図 11 の よう に な り , Va を 
低く し た と き 7 は 大 きく な る .。 と の 最適 条件 に お ける 
拡散 率 が , VV, に よっ て どう 変わ る か を 求め る と 図 12 
の 点線 の よう に な る . Vx を 100 ボル ト と し た て とき] 
Vz が 0~10 ボル ト の 電子 の 拡散 率 は 約 1/15 に 減少 
し , 90 位 を 含む と 考え られ る 0.05~5 ボル ド の 箇 
囲 の も の に つい て は 約 1/34 に な る と と が 分 か が る 7 灯 
度 の 高い 部 分 が 点 の 場合 拡散 面積 は こと の 2 乗 に な り , 

実線 に 示す よう に , 0~10 ボル ト の 電子 だ 対し で 雪 200 
以下 , 0.05~5 ボル ト の 電子 に 対し て は 1 計 ,000 以 中 
と いう 優 画 な 効果 が 期待 で きる . 


t 
40 60 100 200 400600 1000 
Vr (Volt) 
図 12 7 を 最適 に 選ん だ 場合 の 集束 帰還 の 効果 
Fig. 12—Efficacy of the focusing return in case 
of optimum / being chosen. 


5 10 20 


実際 に 映像 上 で 見 る ブラ ッ ク ボ ー ダ の 大 き さ は , 2 


ER, BR 
レベ ル に よっ て 左右 され る の で 簡単 に は 決め られ な い ’ 

が , 複合 メッ シュ 形 で の 実験 結果 か ら 大 体 の 推測 を し 
て みる . 低速 分 と 対し て 全然 帰還 条件 を 満 さ な い 複 合 月 


メッ シュ 形 を , 佐 速 主 成分 中 の ある 一 点 の Vs の 電子 


に 対し て 帰還 条件 を 満足 する が , 10- ボ ルト 以下 の 他 
_ の 佐 速 分 た 対す る 最大 拡散 率 が 0.5 を 少し 越える と 考 T 


を られ る 他 の 複 舎 メッ ショ 形 と 比較 する と 映像 上 で 


の ブラ ッ ク ボ ー ダ の 幅 は , 後者 の 方 が 前 者 の 28 
15 程 族 に か さく な っ て いる し た が っ て 図 12 の 拡 
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散 率 は ブラ ッ ク ボ ー ダ の 幅 に 大 体 比 例 す る と みて よい 
で ある ろう. 一 方 , 普通 形 イ メー ジオ ル シ コ ン で は 3.2 
に 論じ た 結果 か ら 推 測 し て , 低速 分 に 対し て も 拡散 率 
が 1 に 近い 成分 が , 相当 含ま れ て いる と 推測 され る か 
攻 』 図 12 に 得 ら れ た 拡散 率 の 価 は 普通 形 に 対す る ブ 
ラッ クボ ポ ボーダ の 幅 の 減少 程度 を 大 体 表 わし て いる と 見 
る て と が で き , 実際 に は 点線 万 より 幅 が 小さ く な る 可 
能 性 が 強い . 
| 以上 の よう に , 集束 帰 選 の 効果 を 裏づけ る 現象 が , 
複合 ペッ シュ 形 で 認め られ て いる が , と の 考え 方 の 妥 
当 性 ゃ 複合 メッ シ ュ 形 の 実験 結果 と 照 し 合わ せ て 補足 
説明 する . 複合 メッ シュ 形 で 同じ し 朋 過 率 の 付加 メッ シ 
= を 用 いた 場合 で も , ター グッ トメ ッシュ と の 間隔 に 
まで, ブラック ボー ダ の 大 き さ が 変わ り , 最も る 適当 
| な 間隔 と , それ に と も な う メ ッシュ 電圧 が ある と と が 
店 め られ る が , これ は 前 述 の 理論 か ら つ ぎの よう に 説 
罰 明 で きる . プラッ クボ ー ダ の 原因 と な る 低速 二 次 電 子 
が 近似 的 に せよ 集束 帰 選 する よう な 条件 に ある と き , 
| ブラック ボー ダ は 小さ く な る の で あっ て , 現在 の ィ イメ 
ンマ オル シュ ン の 電極 構造 を 余り 大 幅 に 変更 し な いと 
9 朱 村 の 下 で は , 賠 阿 が 区 い と さ , た と えば , 初 融 
| 刻 ! ボ ルト の 二 次 電 子 が 集束 帰 枯 する た め の メ ッシュ 
| 電圧 は 数 ポル ト と いう よう な 値 に な っ て , 図 10 の 計 
有人 邊 列 か ら も 推測 で きる よう に 充分 な 効果 を 発揮 し 得 な 
放 < な 2 また , ブフ ラッ クボ ー ダ が 最小 と な る よう な メ 
テン 電圧 を 見 出す と と が むず か し いと と も 分 か る 
3 実験 的 に も 間隔 が 狂い と き に は この よう な 最適 電 
| 左 を 認め に くい . 逆 に 間隔 が 広 す ぎる と 低速 電子 を 集 
衣 愉 価 蘭 さ せる メッ シュ 電圧 は 100 ボル ト 以 上 た に なり, 
詳 11 の 結末 か ら 分 か る よう に , 7 が 大 きい と と は ブ 
に Ce 疾 放 畠 涼 に 不利 な は か り で な く 、 宙 い メッ 


te 
| こと? 困 能 で あり , た と えば メッ シュ を さら に 峰 加 


| で / 中 速 ) 訓 速 の 電子 に 対し て も 効果 的 に 集束 帰 較 に 


| ぼる の 方 諸 に より , 一 E 子 の 集束 条件 を 病 し た 上 


近い 状態 を つく る と こと が で きる . メッ シュ に は 透過 率 7 


の 良い も の を 使用 で きる か ら , 実用 上 軍 要 な 結果 と 考 
えら れる . 


4. 結 言 


ィ メ ー ジ オォ ル シ コ ン の ター ゲラ トド 三 次 電子 に 基 因 す 計 


る 各種 の 偽 信 号 を 除去 する た め に , 二 次 電子 を それ ぞ 
れ の 発生 点 に 帰 枯 させ る 方 法 に 着目 し , その 見 通し に 
つい て 理論 的 解析 を 行ない , 注目 すべ き 結果 を 得 た . 
始め に 一 次 電子 の 集束 条件 を 満 し た 上 で , あら ゆる 


二 次 電 子 を 発生 点 に 帰還 させ る 条件 が ある こと を 見 出 


し , 二 っ の 代表 的 な 例 を 求め た . と の 結果 に も と づい 
て , 実用 的 な 近似 条件 に 対す る 検討 を 行ない , 三次 電 
子 を 一 度 正 電界 に よっ て 加速 し た 後 , 帰 選 させ る 方 法 
ゃ と れ ば , 始め か ら 負 電界 で 帰 選 させ る より る も, は る 
か に 効果 的 な 条件 を 見 出し 得る と こと を 明らか に し た . 
特に 大 部 分 の 二 次 電 子 が 含ま れる 還 方 向 テ ネル ギ の 少 
な い 成 分 に 対し て , 集束 帰還 を 行なわ せる 最も 能率 的 
な 条件 を 求め た が , 簡便 な 方 法 で 極め て 優秀 な 効果 が 
期待 で きる と と が 分 か っ た 。 て と これら ちの 近似 条件 に 対す 
る 解析 方 法 と 2.3 で 求め た 結果 と を 用 いて , 中 速 , 高 
速 成分 る も 含め た 全 二 次 電子 を 集束 帰 本 させ る 効果 的 な 
近似 条件 を 求め 得る こと る も 注目 すべ き 結 果 で ある . 


従来 , コン トラ スト の 強い 被写体 や , 大 きい 明暗 の 


塊 を 含む 被写体 に 対し て , イメ ー ジ オル シコ ン の 伝送 
特性 は 極め て 悪く 。 そ の 映像 は ター ゲッ ト 二 次 電子 に 
基 因 する 多種 の 偽 信 号 や それ に と も な うぅ 階 調 ひ ずみ の 
た め 見 苦し いも の と な っ て いた が , 本 論文 は と これ ら を 
全面 的 に 改善 する 一 つの 有力 な 見 通し を 与え た も の と 
信ずる . 集 東 帰 居 に 近い 現象 は 従来 の 複合 ッ メ ショ 形 
で も 認め られ て いる が , 
理論 を も っ と 詳細 に 確か め , その 効果 を 確認 し た い . 
終り に 本 研究 の 機会 を 与え られ , 常に さん た つ を 上 賜 
わっ て いる 山下 電子 管 研究 部 長 , 山田 副 部 長 な ら び に 


検討 いた ぐさ いた 吉永 主任 研究 員 他 撮 像 管 研 究 室 の 諸氏 


に 深謝 する . 
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電 気 き 迎 さ 信 2 き 容 訪 第 43 巻 9 号 959 
E- 
; UDC 621.382.23 
エサ キタ ダイ オー ド 対 の 不平 衡 特性 * 
正 員 喜安 善 市 正 員 伏見 和郎 正 員 小柴 典 居 新山 葉 。 
(電気 通信 研究 所 ) 
要約 テ サ キダ イオ ー ド 対 は , ダイ オー ド 素 子 の 不平 衡 が 対 の 正負 引き 込み 特性 に 直接 の 影響 を も つか ら , エサ キダ 
i イオ ー ド 対 に ょ る 論理 回 路 の 構成 に は , 素子 の 選択 を 充分 と に し な けれ ば ぼ ば ならない . 
Sa テ サ キダ イオ ー ド 対 の 不平 衡 特 性 を 理論 的 に 検 対し , 不平 衡 は 両 素子 の 失 頭 電流 値 の 差 , 失 頭 電圧 の 差 な 
ら び に 障壁 容量 の 差 の み に 依存 する 独立 の 3 項 に より 表示 され る と と を 示し , これ を 実験 的 に 確か め た も の で ある . 
a 人 あ た る AE - 
人 qa:74』 を あたえ る 極 間 電 圧 0 
4 €; IRE 
, ェ サ キダ イオ ー ド は 高速 度 の 計算 機 素 子 と し て 注目 る 障壁 容量 
i きれ て いる 。 と これ を 用 いた 論理 回 路 は 種々 考え られ て で ある 
» いる が , 後藤 氏 の 発明 提案 に な る 2 つの ェ サ キダ イオ ダイ オー ド や を 
デー ド を 続 持続 し , 互い た 負 共 と な る よう に し た 1 対 2 個 直 列 に と し た 
の 素子 すなわち エサ キダ イオ ー ド 対 は , 直流 パル ス の 対 の 穫 価 回 路 を 
LY- 3 拍 励 振 を 行ない パラ メト ロン 類似 の 多数 決 論 理 素子 図示 すす 
交代 用 で きる の 計 で の = サキ ダイオード 対 は 拓 抗 -、 門 エ ーー テ イイ ダイ ナート の 押 計 本 放 
に 。 Tan る 直接 結合 方 式 で あ る Rs 高速 度 論理 回 路 と し Fig. rede iy, characteristics の 直列 抵抗 お よ 
て る 適当 し て いる と 同時 に , 完全 に 平衡 し たき of Esaki-diode and its symbolic “eR 
J; ® » representation, RA a 
放 は 利得 が 大 きい た め 分 岐 数 が 多く と れ , 経済 的 に 論理 ス ュ は 簡単 の で 
回 路 を 構成 する 可能 性 を 有する . し か る に エサ キダ イ i 
ォ ー ド 対 は ダイ オー ド 素 子 の 不平 衡 が 対 の 正負 引き 込 図 で 26 は 励 振 
み 特 性 に 直接 の 影響 を る つか ら , エサ キダ イオ ー ド 対 電圧 で 訪 , a で 
了 15192 
に よ る 信頼 性 の 高い 論理 回 路 を 構成 する 場合 は , と の 表わさ れる 
不平 衡 を 適当 な 方 法 で 補償 する か , よく 揃っ た 素子 を a 
7 選択 せ ね ば な ら ず , と これ が こと の 方 式 実現 の た め の 最 も は 大 耶 が 
大 きい 問題 の 一 つ で ある と 考え られる. とこ の 点 パ ラメ また た 」 で 表 
本 ン に おい て は 位相 の 引き 込み 感度 に つい て は 完 図る 2 テ サ キダ イオ ー ド 対 の 等 価 回 路 "で 計 二 培 
y Fig. 2—Equivalent circuit of わ さ れ る < や 
全 に 0,z 対称 で ある の と 大 い に 趣 を 異 に する . Esaki-diode-pair. ゲイ オード に は 


本 論文 で は と この エサ キダ イオ ー ド 対 の 不平 衡 が , ダ 
ィ オ ー ド 自身 の 特性 と いか な る 関係 に ある か を 理論 的 
に 検討 し , 実験 的 に これ を 確か め , 良い 一 致 を 得 た の 
で 報告 する . 


2. 動作 特性 の 直線 近似 に よる 解析 


有 ェ サキ ダイ オー ド の 電圧 電流 特 件 を 図 1 に 示す . 
EC 

ly: 電流 の 極大 値 ( 炎 頭 電流 ) 

V2 : 7 を あぁ た を る 極 間 電圧 ( 類 頭 電圧 ) 
7g: 電流 の 極小 値 


スネ Unbalance of Esaki Diode Ea any ZEN’ 

3 ICHI, KAZUO HUSHIMI, TSUNEORI KOSHIBA, 
Members and HAJIME NIIYAMA (Electrical Com- 

トー Gaition SPO» Se 3 ンタ 3246] 


大 地 よ り ーe と 平衡 し て 加わ る も る もの と する .。 こと の 回 路 、 
の 動作 解析 の 基本 式 は 筆者 の 一 人 に より 与え られ てい: 
る ⑦, すなわち 非線形 電圧 電流 特性 を z 三 語 と すれ 
ば , 上 下 の ダ イオ ォ オー ド に つい て それ ぞ ざれ つき ぎの 式 が 成 
WR UC } ‘1 
Fo te = 

と ゝ に くく は 微分 オペ レー タ で ある . 障壁 容量 c は 電圧 
に 依存 する が , 問題 に する 領域 で は その 変化 が 小さ い 


か ら 一 定 と みな し て 計算 する . 
CS 5 
VED = 2 の 1 “ 


tm ee uh カ ー22 | た 


> Es これ に っ いて は 別 肖 千 す る 


eS 
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な る 変数 変換 を 行なえ ば , (②) より 


v=e+v 
\ vs=e— の VU | Ke 
で ある か ちら, 
fite+vo}—f。.te-v}+c;2Ce† ふ ) 
ーc2A(e— ひ =—27。 (4) 
File+v}+fte—v}+c,ACe+v) 
—C;A(le—v) =271 CO 


| ④d は 接 合点 か ら 見 た 対 の 電圧 電流 特性 を 与え , (5) 
7 は 電源 か ら 見 た 電圧 電流 特 作 を 与え る . こ ゝ で は , 式 
| | <④ に 着目 する . 

エサ キダ イオ ー ド は , V,』 まで の 比較 的 コン ダク タ 

| シス の 高い 第 1 領域 と , V» か ら Va まで の 負 性 抵抗 

有 有 を 示す 第 2 領域 と 。 お よび Va より 先 の 正 抵抗 を 示す 
9 = 引き 込み 特性 に 対し て 
は 励 振 の 立 上 が り が 比較 的 ゆめ る や か な 場合 は 第 1 令 
orts り 特 性 が 支配 的 影響 を 及ば すこ と と が 想像 さ 
人 どの 点 に 着目 し , 以下 の 解析 を すゝ め る こと と に 
放す する. 第 1 領域 は 比較 的 点 V, で 失 鋭 な 折れ 曲り を 示 
KY 1 は か ら , 計算 の 簡単 化 の た め と の 領域 を 直線 近似 す 
wt 2. すなわち , 第 1 領域 の コン ダク タン ス を 9g と お い 
; et z=9* ひ と すれ ば , 

な 1 9%i(e+v-— gale—V +c 2(e+v 
0 C2A(e— ひ =—22。 
本 村 イ ォ オード の 接合 点 と 大 地 間 に 負荷 gz を 
つっ な で と 図 2 の u,v。 の 間 に は (3) の 関係 が ある 
8 * で ⑥ の 右辺 は 一 24。+vgp) と お か れ , と れ を 


(6% 


Pt (8) 

と く 克 線 的 に 立 上 が る 場合 を 考え る .。 (の か ら 

0 1 gt gt Dt (gt+gat 

Cc,)¢+25,=0 (9) 
方 程 式 の 解 は 
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で 表示 され る . こく で 4 は 積分 党 到 で ある 。 励 振 電 圧 i : 
が 加わ る 前 か ら 24。 な る 起動 電流 が 加わ っ て いる と す 」「 
る と 式 ⑰) か ら 接 合点 の 初期 定常 電圧 v』 は 
=2#, 
+g:+gL 
t=0 で v=vU; な る 初期 条件 を 入れ て 4 は 


0 C2 i 
A 2 sg (a +91: | 
G3 
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(11) を (10) に 入れ て 


ーーd 
7 CC A ir 
RN 


ca qi—g: a 2 (12) 
Gi +I:+L + +gL 
と に 9 る 
C+C: 
起動 入力 電流 27;=0 の と き に は , イン ピー ダン ス 


の 低い ダイ オー ド が , 大 部 
分 の 励 振 電 圧 を 受け も つか 
ら , 接合 点 の 大 地 に 対す る 
電位 は 一 般 と に イン ピー ダン 
ス の 低い ダイ オー ド の 方 向 
の 励 振 電 圧 の 極 姓 に 引き 込 
まれ 易い くせ , すなわち 不 
平衡 を 有する.。 こと の 不平 衡 


ch 
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! の 大 き さ を , 対 が 無 作為 的 
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図 3 不平 衡 対 の 直線 近似 
Fig. 3—Linear approxi- 
mation of con- 
ductance in 
unbalance-pair, 


に 正負 に 引き 込ま れる 臨界 
値 の 起動 電流 で 表わす と と 
に する . 以後 この 電流 を 不 
平衡 電流 と 名 づけ よう . と 
の よう な 臨界 条件 は , 2。 
を 適当 に 加え て 図 8 の ゃ と va が 同時 に V2, と Vg 
に 遂 す る よう に v。 を きめ る と と で ある 。 す な わ ち 
ee += Vp et 
eVU= V,, } a | 
た だ し , es=2 な ね , 4 は 2 つの ェ サ キダ イオ ー ド な ゎ 沿 時 
に , それ ぞ れ の 失 頭 電圧 Vp,,V»。 に 達する 時 間 で あ 
る . (2) と (13) の 関係 か ら $9 


v - テ (Vy- MV 


nVpit Vy = ss 


Su 0 oe nd OE 
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i 三 7。 で v= て 。 な らし め る 不平 衡 電流 27。 は , (12) 


に (19 を 入れ て 
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だ た だし, 立 上 が り が お そく が 小さ い 場 合 は , cjgg な 
る 時 定数 は ゲル マニ ウム エサ キダ イオ ー ド で は 10-? 
秒 程 度 で 非常 に 小さ いか ら sfc<1 と 考え て 差 支え 
な いま た 9* Vy は 5 に 外 な らち ない から , 


2 導 2 りーgz(Vー Vy 


ーー a に 


+gz(e:—e | 8 


6) 


と な る . 

OV MG で かつ ci/g ュ 一 clgz すなわち , 2 
つの ェ キ サダ イオ ー ド は 上 面 積 が 異な る の み で 時 定数 が 
等 し い 場 合 


Cr 


RR i oie tg 
さら に gz が 小さ い 場 合 に は 
27,。== GR) 
な る 簡単 な 関係 で 示さ れる . 
衣 Gi) 時 定数 が 同じ で も V。 が 異な る 場合 
P k 
27。= LE 4 (i 2 
CX Ir 
ーーー(c,。 一 i 
の は 


Gi) 時 定数 も V, も 異な る 一 般 の 場合 
式 (16) が と の 関係 を 示す . た だ し 実験 に 用 いた 素 
子 は , ほぼ 静 特 性 の 揃っ た も の を 用 いて いる の で , 式 
8 Rr > Clr 


hE CE 本 L(V Vy 
hase0 


dad 


か: 電源 イン ピー ダン ス を 低く する た め の 抵 抗 
と こと こ て は 2& s&s た 
: エ サキ ダイ オー ド 対 の 負荷 抵抗 
: 引込 信号 を 与え る た め の 結 合 抵抗 
ここ で は gz に 対し て 無視 で て を る まう に 100kgQ 以上 に 
上 与 を て ある 
e»: 阪 動 電圧 の 僚 頭 値 で か つっ epl2= だ pc と 選ん で ある 
図 4 励 振 回 路 お よび 励 振 電 圧 と 軍 ね 合せ 
直流 電圧 の 間 の 関係 
4—Excitation circuit and resultant waveform 
superposed by A.C. excitation and D.C. 
voltage. 


Fig. 


重ね 合せ た 正弦 波 を 用 いて 検討 を 行なっ た , な お 実 
際 に は , 外来 雑音 に よる 誤動作 の 影 結 が 可 な り 認 め ら 
れ た の で 厳重 に し ゃ へ い を 施し て 雑音 の 影響 を 除い て 
ある . 試料 は ソニ ー 株 式 会 社 製 の Ge- ェ サキ ダイ オー 
ド で 表 1 に 示し た 特性 を 有する . この うち まず ユエ 番 か 
ら 5 6 番 ま で の 試料 の すべ て の 組み 合わ せ を とり, パラ 
メー タ と し て 励 振 電 圧 の 失 頭 値 ee を 0.1 V』 負荷 拓 


表 1 実験 に 用 いた エサ キダ イオ ー ド 素子 の 定数 


No.| 固有 番号 | 7»(mA) | Ta(mA) | VV) | VaQV) | crm 
R04 1,462 0.180 0.057 
2 2 1,503 0.185 0.051 
td 1,545 0.222 0.063 
4 | i187 1,382 0.215 0.058 
5 | 1188 1,415 0.230 0.064 
6 | 1189 1,381 0.217 0.066 
TE=- 1214 1,432 0.220 0.058 
8 | 1216 1,515 0.225 0.068 
9 | 1212 1,385 0.145 0.053 
10| 1231 1,532 0.215 0.066 
11| 1219 1,500 0.178 0.061 


抗 100Q; 周波 数 10Mc た 選ん な だ. 
は 式 (18) に 示さ れる よう に , 7,』 の 係数 だ が 1 で 最 る 交 


接 的 で ある か ら , 刀 の 差 と 不平 衡 電流 2 の 測定 値 


961 : 


不平 衡 電流 2 


と の 相関 を 図示 し て みる と 図 5 が 得 ら れる . 以下 の 各 。 


図 に た お いて , * 印 は と こと か ら 接 合点 の 大 地 に 対す る 出 串 、 
力 電圧 が 正 ペ パル ス と な る こと と を 示し , x 印 は どこ から 
負 ペ ルス に 移る 点 で ある . 図 5 は 大 よそ る 45° の 傾斜 を 


を っ て 可 な りり 良 ぐ 集中 て お 9 り , 1 式 U8 の 第 敵 項 が 
有力 で ある と と が 知ら れる . 図 5 の 測定 値 の 中 央 と 見 


らち れる と こと ろ に 45° の 線 を 引い て と れ が 式 (18) の 第 
と の 線 が 原点 を 通ら な 「 
い の は , 装置 の 回 路 構 成 の 不平 衡 お よび 加え た 正負 波 ) 
形 の 不平 任 に よる 定数 の 成分 K が ある も の と 考え で 
湊 いし た が っ て 本 実 険 に お いて は 0 を 変形 し 光 ; 
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1 項 に 相 等 する 成分 と みよ まう. 
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_ の | A = 1008 
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ら 3 
* 守 の 図 5 不平 衡 電 流 と 7。 の 相関 性 
Re Eo, 5—Correlation between unbalance-current and 7_. 


; ' 2 ニー/ ) + ナ 9E (Vy WA) 
で Cc,) +K 
< お いて を える こと が 取扱 い 易く な る . 
| そこ に 2" は 不平 衡 電 流 の 測定 値 で ある . 
さて 式 G9) は 定数 K を 除い て 各々 独立 の 3 つの 
i 理論 式 と 実験 結果 と の 対応 を 調べ 
| る に は , いずれ か 2 項 に 計算 値 を 入れ て 他 の 1 項 が 計 
有 人 値 で 一 牙 し て いる か どう か 検定 すれ ば 良い を と で 
テ RO/) 0 を 独 な の に 便利 な よう 
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性 2 - CS 
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BENNO x sear 
様 に V, の 差 に 依存 する 不平 笑 電 流 の 成分 Uy。 
ES TARR Oi 


v に 対す る 効果 が 大 に な る と と に よる も の と 解釈 され 
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図 6 Uz, と (。-,) の 相関 性 
Fig. 6—Correlation between Urp and Cp,—Ip,). 
と 書き 直し , この (Ur』s+K) と 7 引力 ) の 関係 を 
図示 する と 図 6 で あぁ る . 図 か ら 下 の 値 は 8 xA と 与 
そえ られる. 図 6 は 無 修正 の 場合 まり は る か に 良さ 集中 
し て いる が 多少 計算 値 よ り 異 な っ た 傾斜 に 示す. と これ 
は 計算 値 が 直線 近似 に よっ で いる た めで , V。 の 付近 
で コン ダク タン ス が 減少 し て くる た め に , 起動 電流 の 


. 
つぎ に Uy』 と (VV ょ 2,) の 間 の 関係 を 図示 す 
る と 図 7 と な り , U。 と (cc9 の 間 の 関係 は 図 8 t 


+5 で 筐 
gzVa) Cav 


いる . 

計算 の 際 し て で, < の 値 は つぎ の よう な 関係 か ら 求 め 
だ すなわち 式 (18) を 導く に あたり (8) に 示す よう 
e=¢t と 与え て いる が , 問題 に し て いる の は 正弦 
波 の 立 上 が り の 部 分 で 実際 に ェ サ キダ イオ ー ド に 加わ 
る 電圧 が , 失 頭 電圧 V> に な る の は 正 比 波 の 雰 交叉 点 
付近 で ある . その 傾斜 が と の < 々 に 等 し いと みる . す な 
わ ち 励 振 正弦 波 


e=ensin2z ft 


第 43 巻 9 号 963 


ee ER) 

1 e=0.1Vv 

4 由 1008 

"Fg fF = 10Mc 

: 

3 

E 図 8 Uc と (C:-C) の 相関 性 

, Fig. 8—Correlation between Ug and (C2—C;). 

で 両 図 と も 当然 の と と な が ら 計 算 値 と よく 一 致し で て 図 9 残留 不平 術 Uo と (a 74, 一 a,) お よび 


(b) (Va 一 Va,) と の 相関 
Fig. 9—Correlations between residual unbalance 
U, to CTa,—Ia,) (a)-and to CV a,) (Cb). 


3.2" 負荷 抵抗 の 影響 

ェ サ キダ イオ ー ド 対 の 接合 点 と 大 地 間 に つない だ 人 錦 
荷 抵抗 と 不平 衡 電流 の 関係 は , 式 19) の 第 2 項 の 中 
に 含ま れ , 負荷 の コン ダク タン ス gz の 72 な 両 素 手 
の V。 の 差 の 積 で 表示 され る , と これ は V ょ 』 の 不平 衡 
が ある と 負荷 を 重く する に し た が っ て 不平 衡 電流 が 大 7 
と な る と と を 意味 する . その 測定 値 を 示す と 図 10 で 


は 零 交叉 点 付近 で は 計算 値 と 良く 一 致し て お り , と れ は 式 (19) の 基礎 と 
_e=emn2 zit な っ て いる 不平 衡 電流 の 特性 表示 式 18) の 第 2 項 の 


と と に , em は 正弦 波 の 最大 値 で 図 4 の e,/2 に 相 等 す 


_ る. 故に 
e= 2-.2 rft=e;rzit 0 
た が oC | n 
(24) に 
と な る . 以上 説明 し た よう に , 計算 と 実験 が 非常 に よ SN 
有 い 一 致 を 示す の で , 式 18) は 相当 に 良い 近似 を 示し 0 
放 放 で てい る と みて よい : 了 
@ 


」 な お 念 の た め 74, Va に つい て 調べ て お こ LP 
1 V。,c に 依存 し な い 残 存 不 平衡 量 を U。 と お く と , 全 


_ く 同様 に 


Ui=2, ‘pL 


Vn 以 売 =C c= C= 


正当 性 を 再び 証明 し て いる . 
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図 10 負荷 抵抗 と 不平 稀 電 流 の 関係 
Fig. 10—Relation between load resistance and 
unbalance-current. 


3. 3 電圧 の 影響 


〆 の 値 は 式 (2 に 示し た よう に <= 上 プ で ある eR 
か ら 。 電圧 と 周波 数 の 両方 に 依存 する が 周波 線 に つい 
で は 別項 に 栓 対す る . 周波 数 一 定 の 場合 , 式 9) の 「 
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図 11 _ 励 振 電 圧 と 不平 衡 電流 の 関係 


Fig. 11—Relation between excitation voltage and 
unbalance-current. 


| 第 3 項 は 加え た 電圧 に 比例 し て 増大 する . と の 模様 を 


“A 測 定 し た も の が 図 11 で , 計算 値 に 極め て よく 一 致し 
| て いる この 結果 は 式 18) を 導く に あたり , か な り 
| 大 中 な 宮 庫 を 行なっ た が 実用 上 と の 程度 は 華文 えな い 
請 < こと を 現 わ す も の で あぁ る. な お , 図 中 斜線 を 施し た 令 
は 誤 F す る 笹 軒 を 示す も の で , 斜線 を 施し て な い 
有 有 > 印 の 中 間 の 領域 は 誤動作 し な い , すなわち ヒス テ 
放 ンス を 示す 範 で あぁ る. 以下 の 図 も すべ て と れ に 准 
: 穫 

3.4 周波 数 の 影響 

放 ao ひい て は 5 が 同 六 数 が 高く な っ た 


5 合 c も 成立 する か どう か は 興味 ある 問題 で あろ う . 
| < の 目 拘 の た の ま ず 負 荷 抵抗 を 変え て 20Mc と 30Mc 
放 請 で で と っ た も の が 図 12,13 で それ ぞ れ 図 10 と 比較 す 
用 2 と 会 < 同 程 度 の 策 度 で 計算 値 に 極め て 良く 一 致し て 
5, 式 G5 の 正当 性 を 実証 し て いる . 

| 有 有 つき に < は 式 (2 に 示し た よう に d=epx/ で あ 
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図 12 負荷 抵抗 と 不平 稀 電 流 の 関係 
"Fig. 12-Relation between load resistance and 
unbalance-current. 
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図 13 負荷 抵抗 と 不平 衡 電流 の 関係 


Fig. 13—Relation between load resistance and 
unbalance-current, 
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る か ら , 周波 数 が 高く な る 程 式 (19) の 第 3 項 の 効き 
方 が 強く な っ て くる . と の 様子 を 示し た も の が 図 14, 
15,16 で 非常 に よく 計算 値 に の っ て いる . 少な く と も 
30 Mc の 範囲 まで は 式 (19) すなわち 式 1⑤ は 寸 
分 適用 し うる と と を 証明 する も の で ある ろ . 

3.5 式 (7) と (18) の 精度 の 比較 
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図 14 励 振 電 圧 と 不平 作 電 流 の 関係 
(周波 数 を 高く と っ た 場合 ) 
Fig. 14—Relation between excitation voltage an®@ 
unbalance-current (when frequency is 
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Fig. 15—Frequency characteristics of unbalance-current- 
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図 16 不平 衡 電流 の 周波 数 特性 
Fig. 16—Frequency characteristics of 
unbalance-current. 


式 (17) と (18) の 第 3 項 の 電圧 に 対す る 傾斜 を 考 
を て みる と , 視察 に よっ て 容易 に 分 か る ど と く 式 18) 


の それ の 方 が は る か に 大 きい 。 し か し て 。 図 11;14, 
16 か らち みて 測定 値 の も つっ 傾斜 は 式 18) で きま る 傾 
任 に ほ ざ 和 人 等しい. し た が っ て 式 (16) か ら 式 (18) へ 
の 簡単 化 に 際 し て , gi 一 9。 と お いた 操作 の 方 が , 時 定 
数 が 等 し い ど お いた 式 17) より 近似 が 良い と と を 知 
る . と の と と は 分 布 容 量 が 加わ る 外 , 実際 個々 の 試料 
で clg が 可 な り 相 違 し て いる た めで ある . 

3.6 式 (18) の 第 1 項 の 係数 の 検討 

すでに 3.1 に の べた ご ど と さく, 式 18) の 第 1 項 の 係 


数 は 1 で あぁ る が 実測 値 は 図 6 に 示す ど と く やや 1 よ 
7 小さい . も し 式 (19) で 第 1 項 に 図 8 から 得 られ る 


1 より わずか 小さ い 係 数 を 与え る と , 10~16 の 各 図 
は な お 一 層 計 算 値 が 測定 値 に 接近 する と と が 分 か っ て 
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いる . し か し こと この よう な 一 周 高 度 の 近似 を 論ずる た め 
に は , エキ サダ イオ ー ド の 非線形 特性 を 全 領 域 に わた 
っ て 数 値 積分 を 行なう 必要 が あり *, と こと で は こと れ 以 
上 ふれ る こと と は 省略 する . 


4 


ェ エサ キダ イオ ー ド 対 で 論理 回 路 を 構成 する 場合 , 最 
も 問題 に な る 不平 衡 特性 が ェ サ キダ イオ ォ オード の 立 上 が 
り 特性 すなわち 第 1 領域 に よっ て 支配 され る と 考 乱 ) 直 
線 近 似 に よる 解析 か ら 不 平衡 特性 と , 〒 サ キタ ダイ オー 
ド 素 子 の 定数 の 間 の 関係 式 を 導き , 実験 結果 と よ ぐ 一 
致す る と と を 示し た . と これ に より 不平 衡 特性 の 人 金 ぼう 
を 明らか に する と と が で きた と 同時 に , 平衡 じ 72 と さき 
を 得る た め に は どの 点 に 着目 すれ ば よい か を 知る @ と 
が で きた . 特に 電圧 や 周波 数 の 変動 に つい て は 容量 の 
不平 衡 に の み 着 目 す れ ば よい こと と が 知ら れ , これら の 
変動 に 安定 な 論理 回 路 を 得る 方 法 が 明らか に な っ な た 。. 
終り に 本 研究 に 試料 を 提供 し て 下さ っ た ソニ ミー 株 式 
会 社 の 福井 氏 , 御 援助 いた だ いた 遠藤 電子 応用 研究 密 
長 に あぁ つく さく 御礼 申し 上 げ る . 
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要約 ' パ ラメ ヌ ト セン の 消費 電力 を 減少 させ る た め , 小形 磁 心 を と 用 いよ うと する と , 発振 巻 線 を 施す こと が 困難 に な る 
の で これ を 」single=turn と し , その 代わ り 変 成 器 で イン ピー ダン ス を 変換 し て コ ン デ ン サ と 組合 わせ , パラ メト rR ン 
ど し て 動作 させ る ご ど と が 考え られ る . 本 文 は , と この よう な パラ メト ロン < コイ ル の 特性 に つい て の 理論 式 を 求め て , 変 「 
成 器 の 講 元 (自己 イ ンダ クタ ンス と 漏えい イン タダ クタ ンズ) の 影響 を 明らか に し , 実験 に よ っ て と れ を 確か め た も の で 
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ば し 基き | 
| パラ メト ョ ン の 消費 電力 を 滅 ら す た は , 身 必 材料 の 


d 計 に 0d TAKEHARU FUKUOKA, Members CElectrical 


EE NieR tc Laboratory, Tokyo). [論文 秋生 


‘By KOHEI HABARA 


改 療 と , 磁 心 二 決 の 小形 化 の 2 通り の 方 法 が あぁ る. 前 
者 は 0G で は 触 和 窟 な いで と ずる 生 誠 20 


役 心 を 小形 に する と 巻 線 そ の 他 の 工程 が 厄介 に な っ で 1 


ぐる . めがね 形 パ ラメ イト ロン は じ め 各 種 の 変形 パラ メ 


トロ シン 0 の 1②⑳⑪⑦ は 等価 的 た 和 磁 心 を 小形 に し て , "し か て 


NL RO OR TS 


i 


966 ' 薬 原 耕 平 , 福岡 武治 : 変成 器 を 介し た パラ メト ドン の 
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ヌ ト ロン に つい て も こと ヽ ゝ で は 触れ な い . そし て 小形 磁 
心 を 用 いる ば あい に は , 実際 に 巻 線 を 多数 回 施す 方 法 
と ,- 巻 回 数 を 減ら し て 変成 器 で イン ピー ダン ス を 適当 
と 変換 する 方 法 が 考え られ る いふ, 後者 の 方 法 に よれ ば 
以下 本 文 に 述べ る よう に , 巻 回 数 を 1 (single-turn) に 
する て こと も 可能 に な る . こと こと では, 変成 器 を 介し た パ 
ラ ヌ ト ロン の 特性 に つい て , 主として 記憶 用 磁 心 を 実 
験 材料 に 選ん で 検討 を 行なっ た の で 報告 する . 


2. 理 論 


図 1 は 変成 器 を 介 
ペラ スス ドロ ント l m:n 
コイ ィ ル の 角 周 波数 
に 対す る 人 等 価 回 路 で 
ある . 簡単 の た め , | 3 
変成 器 は 損失 が な い 


lac+l2s 


JUWLM JweM 


" も の と する . 図 で , 3 補 
諸 は パラ メト ロン ・ 、 

較 コ イル の イィ 8 表 

CE MS KIM 2 F 


図 1 変成 器 を 介し た パラ メト 


は それ ぞ れ 一 次 側 に ン ・ コ イル と その 等 価 回 路 


換算 し た 変成 器 の 相 Fig. 1 一 Transformered parametron 


= 
¢ 


夫人 ン ダグ クタ ンス で ある .。 2-2/、 


いい LD,- G4MG+D 


coil and its equivalent circuit, 


3-3′ は 理想 変成 
器 で あぁ ら て , 計算 上 は 考慮 の 外 と お いて よい . 
2=2 笑 から みた イン ピー ダン ス Z は 


Go MC toMA+DX 
0 MUA+D+xX 


で ある . 2-2' か ら み た 1-1′ の 開放 お よび 短絡 時 の イィ 


天 :1 イ ンダ クタ ンス と 


(4 


有 2 ダク タン ス を , それ ぞ れ L。,L。 と すれ ば 


いい DM 
1+ の | (2) 


OR, その 比 を s で 定 談 すれ ば 
MU 2 


の 
jo で X,Z を 規格 化し て 
z=X/joL, 

z= 2/j oL, } 


om 


(3) 


ST 


3 1 る 


いま 
X=R+ioLUI+T SY) | 
=10L(U+T +1 (‘69 
ERO RE Ek | 
すなわち 
z=KA+T +1/Q) 1 (n 
た な ただ GR } 
と し , 9 を 変数 を みれ ば , 式 ⑥,(0⑦ の は , それ ぞ れ 


X, ヶ 平面 で の 円 を 表わす . こと こ > で 太 は パラ メト ワロン 
コイ ル の 指 失 を 表わす 抵抗 は 中 心 イ ンダ クタ ン 
ズ スズ の ば x 
ー タ 励 振 率 で あ 
る ( 図 2 @). 
式 (⑤) は , 一 次 
変換 の 式 で ある 
か ら , を し た が 
っ て Z る 円 ( 特 
別 な ば あぁ あい は 直 
線 に な る が , い 
ま は 考え な く て 
よい ) を 描き , その 中 心 の 座標 , 半径 は , 代数 的 に 比 
較 的 容易 に 求め られ る (付録 ) ( 図 2 も ))・. 

そ て と で 
a 

=K' (+ T'S +1/Q) 


図 2 XX から Z 


へ の 一 次 変換 
Fig. 2—Linear transformation 
from X to Z. 
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の 関係 が 得 ら れる ・ 式 (9) か ら 了 7" を 最大 じす る だ は 


(30 ) 


0 
Vg 0% 
で , その と き の 『 ア "は ; 
ts 1—s 
Ph 2 0 
で 与え られ る . また, 式 ⑲,(11) か ら . 
YC er 
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で ある と と が 判る 。 すなわち, 変成 器 の 損失 が な いと 
考え る 限り で は , 7「 〇 @ の 積 は 変化 し な い . 
つぎ ざ に, 大体 の 傾向 を 知る た め に , 式 (13) で , 

Q=e, «1 と する と 
Ce 
A 

と ど な る . と これ は 漏えい イン ダク タン ス ZM に よる の 

4 必 下 を 表わす 式 で 考え て よい . 
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Jac=02AT 


05 
ta 
I = 30mAT 
a i | PE | 
? 05 10 
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50 
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pe | 
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20 
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i 05 0 
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EE 
10Tx2 
(8) 
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“GG 
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fac=02AT 04 06 08 
ls=30mAT 
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3 基本 パラ メー タ 
Fig. 3—Fundamental parameters. 


C31) 


3. 実験 に 用 いた 試料 と その 特性 
3.1 パラ メト ロン 磁 心 
パラ メト ロン ・ コ イル を 構成 する 磁 心 に は , 2 周波 
記憶 に 用 いる Cu-Zn 系 フェ ライ ト 磁 心 * 外 径 2mm, 
内 径 1.2mm, 厚 さ 0.6 mm) を 使用 し た . 以下 の 実験 
値 は , すべ て 2 =2 Me, =1Mc に お ける 2 債 で あ 
る . 図 3 は 磁 心 2 個 に それぞれ 10 中 巻 線 名 施 じ で て 


lgc (AT) 


ss (AT) 


図 4 RR 図 
Fig. 4—Te-P chart. 


測定 し た 了 ,L, 〇 の 特性 , 図 4 は 各 動 作 点 じ お ける 発 
振 領域 特 件 か ら 求め た 了 。(= (CGC)/(C』G)) う の 値 
と , 2 値 領 域 の 中 心 ((C。+C。)/2) に お ける 消費 電 所 
2 
Ph 図 F で の Ze 
測定 に は , それ 
ぞ れ 『 了 直視 装 
に 8 
ロン 電力 計 ⑪⑦ ゃ を 
用 いた ・/ なせ 5% 
7 nS 
の よう な 関係 に あり , つね に 『 之 7" で あぁ る が 〇 @ が 高 
いと き に は 互 いた 他 を 推定 する 尺度 と し て 用 い 得 る ・ 
3.2 変成 器 


ギャ ッ ブ 8 約 005 mm 


6 変成 器 磁 心 と 一 次 コイ ル 


Fig. 6—Transformer core and primary Coil. 


* 実験 に は 社 P。 D。 磁 心 を 用 いた . 


C2 C3 


& 
図 5- アパ と 『 ア 。 の 関係 
Fig. 5—Relationship between 
T and Te. 
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変成 器 磁 心 て は , TT 社 LEI-20 を 用 いて , 図 6 の よ 
うぅ に, 0.05 mm の 銅 筑 で single-turn の 一 次 側 コ イル 
0.3mm ぁ ゅ の ホル マー ル 線 を 巻い て ; 
予備 実験 の 結果 , 漏えい イン ダ 


> 
を 作っ た 上 に , 


三次 巻 線 を 構成 し た . 


タジン ズ ス に 関し て は , 一 次 コイ ィ イル の 上 に 一 様 に 巻 ぐ の 
が 最良 で あり , また 丸 線 で る 差 支え な いて こと が 分 っ た 
で , ほぼ ば 等 間隔 で 所 要 回 数 だ け 巻 線 を 施す こと に し 
CC 
こと の 磁 心 
\ , 
で We i Sj:11" だ け 知 旋 
. S21-1.2-2' を 短 族 
2 “= 1 
SEE 
与え られ る ゥ | 
S; 
Z。 (一 次 側 & 
の 値 ) と 式 “ 
(3) で 与え a n) 
られ る s を 図 7 変成 比 と よる L。,s の 変化 
* 変成 比 . : Fig. 7—L,,s versus transformation ratio. 


7) で つい て 実測 し た 結果 が 図 7 で ある. 4. 


に 述べ る 


| 実 葵 に は , 測定 の 便宜 上 ヵ r=10 と し た . 


3.3 パラ メト ロン 磁 心 の 発振 巻 線 

発振 巻 線 は 図 8' (a) の よう な single-turn の コイ ル 
を 次 銅 で 作り 同 図 (b) の よう な リー ド 板 を つけ , 同 
図 (c) の よう に 変成 器 と 組合 わせ た . 磁 心 部 分 の 断面 
は 同 図 (d) の よう に な っ て いる . 構造 上 は 従来 の 4 
mm の 磁 心 を 6 用 いる パラ メト ロン と , 励 振 線 , 発振 巻 
線 の 関係 が 逆 に な っ て いる . 


へ ここ > 


ミノ 


き 
\ 
bh 


(c) 発振 コイ ル と 変成 器 
の 組合 わせ 


(d) 発振 コイ ル 部 分 
の 断面 


図 8 発振 ュ イ ル の 扶 造 


Fig. 8— Mechanical structure of oscillation coils, 


変成 唆 を 介し た パラ メト セン | 


と の 状態 で , あら た め て ZL。,s を 求め た 結果 
L,=0;32 x HoL= Tl: 0 
s=2.8% 
で あっ た . 図 7 よ り も s が 増加 し て いる で 
ド ・ イ ンダ クタ ンス に よる も の こと 考え られ だ ぞ が , 
値 を , これ 以上 小さ くす る と と は 困難 で ある 
4. 実験 結果 と 検討 
4.1 基本 パラ メー タ 
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図 9 基本 パラ メー タ 
Fig. 9—Fundamental parameters,. 
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。 3 引 迷 た だ 方法 で 月 パラ マドン ・ コ ィ ル を 構成 
し , 変成 器 の 二 次 側 か ちら みた 了 ,L, 〇 Q の 特性 を 図 9 に 
示す . 図 で x 印 あ る い は 点線 は , 図 3 お よび 式 16) 
の 実測 値 を も と に し て , 式 ⑨⑪, 10) , (11) で 計算 し た 
信 で ある 『 図 10 は 。 と くに 7 りり 7 に つい て 調べ た 結 


80 lac=02AT 


し 生計 


V4 


50 i: の 親 筑 人 慎 
測定 慎 


If (AT) 
図 10 アア に 対す る 77 の 低下 


Fig. 10—Degradation of-F. 
いずれ る も 実験 誤差 の 範囲 内 で , 比較 的 よく 一 致 
0 誠 成 問 の 自己 イシ が クタ シス につい て 
は 式 2 か ら 
Si)6 


lan た 
(=) 


呆 で , 


程度 ので は や いち し じ る し い 影 響 は な い . 図 9 (の に よ 
の 値 は とく (QO: の 大 きい と こと ころ で 計算 
値 よ り 低 く な っ て いる が , 変成 器 自 身 の Q が 約 30 で 
ある こと を 考慮 すれ ば , むし ろ よ く 一 致し て いる と い 
る 

4.2 漏えい 特性 

single-turn で パラ メト ロン の げ 了 げ プ 回 路 を 構成 する 際 , 
2 了 げ 側 と 了 げ 側 の 相互 の 漏えい 量 が 問題 に な る の で , 2 


程度 が 望ま し いと こと に な る が , 実験 の 範囲 (1/4~1/20 
に 


lact+ lsf 
M 
QO | 
t 
M’ i v 
i 
1 
R 
7 1:10 
9 洞 定 法 Ro) 等 三 回路 


図 11 2 了 げ 成分 に 対す る 不平 衡 結 合 


: Fig. 11—Unbalance coupling of 2 f component. 
| 個 の 磁 心 の 不平 衡 量 の 目安 を 調べ て みる . 
11 (a) の 回 路 で , 漏えい イン ダク タン ス を 無視 し 
Eingle-tumm 側 で 考え る と, 2 了 の 電流 に 
対し て 同 図 (b) の 等 価 回 路 が 得 ら れる. し た が っ て , 


“ ES CMM)L- ) Va 
4 a MM'TL, 0 


| で ぁ 9, M また は MM の 代わ 5K 自己 イン ダク タン 
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oo MT CD (LV 
TR TR A 
と な る , 自己 イン ダク タタ ンス の 差 が 1 以内 の 磁 選 2 
個 を 用 いて 実測 し た 結果 , 式 (17) の 値 は 約 0.1 で あ 
っ た . すなわち ぢ , single-turn の コイ ル を 用 いる ば あい 


磁 心 自身 の パラ ッ ツキ が 少な く て る $, 
位置 よほど 正 し 
[Ao 

以上 の 結果 , 実際 に パラ メト ロン を 構成 する ば あゆ 
発振 レベ ル に 対し て , 約 20dB 程度 の 了 げ 信 号 が ) 
電源 で 2) 側 へ 漏えい し て いく と 考え ね ば な ら な wi 


5. 従来 の パラ メト ロン 磁 心 と の 比較 


コイ ル の 氏 何 学 的 
し く 保 た な いと , 充分 な 平衡 が 得 ら れ 


図 12 は , ある 『。 の 値 を 得る に 要する 励 振 電 元 が 
最小 に な る よう に 動作 条件 を 選定 し た と き の \ 706 と 
励 振 電 力 P の 関 


係 を , 各種 磁 心 に 
つい て 求め た も の 
で , 材料 は いずれ 
も Cu-Zn 系 ステ 
スイ オト さ こる oe 
図 で , APD 計 交 
径 4mm, 内 径 2 
mm, 厚 さ mm 
の トロ イダ ル 形 , 
P,D,。 は 7 外 特 2 
mm, 内 径 1.2mm,」 
厚 さ 0:6mm の TT ト 


P (mW) 


図 12 最適 条件 に お ける ア 。 と 
消費 電力 
Fig. 12—HEC2 f) power necessary to 
obtain a desired value of T'。 
under optimum condition., 


ロイ ダル 形 の 意味 で , 点線 は ; 本 文 に 述べ た も の で あぁ あ 


る . 変成 員 を 用 いる と , その 漏えい の 程度 すなわち js 
よる で 5 が る で の いち る RR 
図 は 了 。 が R90 大 少 す る も の ot 
ルレ 陸 計 総 谷 る 記 
( 選 ) ス 各 入 の ドン 
度 だ する と と る も 不可 能 で は な い が , パラ メト ロン 磁 心 7 
を 含め た 漏えい イン ダク タン ス は , 工作 に 注意 し て る 
3% 近く な り , と の た め 『 は 約 30 必 劣化 する 
(2) 同様 に 2/ と 了 プ と の 間 の 漏えい る ,-20 dB 
以下 に 抑え る と と は 相当 困難 と 思わ れる . 
(3) 変成 器 磁 心 が 余 分 に 必要 に な る . 


\ 


等 の 欠点 が ある . 一 方 。 トロ イダ ル 和 磁 心 を 用 いる に と 
に より 形状 が 単純 な た め 
C4) - 磁 わい 振動 - 


* 本 社 -P。 材 隊 心 。 


a 
? 4 i pt 
Ft いい 
970 葉 原 示 平 , 福岡 武治 : 変成 器 を 介し た パラ メト ドン 
(5)》 動作 点 の 変動 に よる 諸 特 性 の 履歴 現象 w=KTe ペ 
(6) 機械 的 応力 ( 付 -2) 


の 影響 か ら 逃 れる と こと が 容易 に な る と 考え られ , また 
7) 信 母 (た ね ) を 供給 する 結合 変成 器 を 兼ね さ 

せる 

どど も 可能 に な る . 


江 本 


変成 器 を 介し て パラ メト ロン ・ ユ イル を 構成 する ば 
あい に つい て , 一 般 的 な 関係 式 を 導き 出し , と くに , 
発振 コイ ル を single-turn で 用 いる ば あい に つい て 実 
験 的 に 検討 を 行なっ た 結果 , 変成 器 の 漏えい イン ダク 
タ ジ ス に よっ て いち し じ る し くさく 特性 が 変化 する と こと が 明 
か に な っ た . また , 実用 面 に つい て は 

1) 7。 は 低下 する が , 実用 上 支障 を 来たす 程 で 
は な い . 

(2) single-turnm コイ ル の 構造 に 対す る 要求 が さき 
び し じ し く な る の で , 製作 上 に は 問題 が ある . 

3) この 点 の 解決 が つけ ば , 前 項 (④,(⑤) , (6) の 
長所 を 生か し て 使用 で きる . 


有人 告 の こと が 明らか に な っ た . 


最後 に 終始 御 指導 を いた さ ゞ さき, 有益 な 御 教示 を 受け 


| た 宮 安 次 長 , 福井 室長 補佐 に 感 届 する . 
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放 式 ⑤ に 式 ⑦ を 代入 する と , 

s s+K+K T+K/iQ 

LK TK TR IK/O ( サ -D 

ど な る . と と で 


C34) 


A=s+K+Kk/hQ, |4Al=a 
B=l+KkK+Kk/sQ, 1Bl= } 
と し , 式 ( 付 - う を "ww に つい て と を と 
w=(A—B2/(z-1, w=(A-B2)/(2-1) 

で あり , 
z= で 7 
と お いて @⑳ を 作る と 
+b +7) — CABz+ AB2) 


fe i 1-2¢+@*+7) 
( 付 -3) 
と ど な る 
ABz+ABz=2 Real(ABz) =2(MEéE+ND 


と お け ば ポ , の 
r/R) 
A b -x だ 
1 
ET MLN 
+(a + が 2M) KT a}=0 ( 付 - め 
が 得 ら れ , 中 心 の 座標 お よび 半径 は それ ぞ れ 
Hi CM-K:T)/ GK), NI - KT)) 
MN + (+ が 2 MK Tb 
計 径 DA 
と な る ろ る と わた が る 
ra MIN + +2 MK Ta 
M-—K’T* 
= L/L,= (M— KTS)/ (0°— KIT) 
Q'=-—(M-KTIN 
( 付 -5〉 
XU 
= GI+K)+KO:* 
が =(1+K) + KO* 
M= G+K)U+K) + KC 
N= (s-DK/Q 
を 代入 する と , 式 ⑨) (10), (11) が 得 ら ちら れ る. 
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新 形 電 話 機 用 受話 器 


正 員 増沢 健 郎 


正 員 田 島 清 


(電気 通信 研究 所 ) 


要約 4 号 電話 機 に か わる 新 形 電話 機 実用 化 の 必要 が 生じ , その 一 環 と し て 新 形 受 話 器 の 実用 化 研究 が 行なわ れ た . 
解析 の 結果 に よれ ば 3 自由 度 振動 系 を 採用 し 磁気 回 路 の 性 能 を 上 げ る と と に より , 要求 され た 特性 を 満足 する 受話 忠 を 
つく れる と と が わか っ た . この 結果 得 ら れ た 受話 器 の 特性 は 感度 が 300~3;600 c/s の 周波 数 帯域 で ほぼ 70~75 dB," イ 
ン ピ ー ダ ンス が 1,000 c/s で 200 ohm で あり , 構造 は 密閉 式 と し た ほか 各部 品 の 製造 工程 , 組立 工程 を 量産 的 で ある よ 


う 特 に 考慮 が は ら わ れ て いる . 


1 の (さま 


4 号 電 話 機 が 実用 化 さ れ て か ら 約 10 年 を 経過 し , 
その 後 の 製造 設 備 の いち じ る し い 進 歩 を 考慮 し て 新 形 
電話 機 の 実用 化 が と りあ ぁ あげ られ た いふ, と の 一 環 と し て 
行なっ た 新 形 受話 器 に つい て の 実用 化 研 究 結果 に つい 
て 述べ る . 受話 器 に つい て の 性 能 の 要求 は 感度 を 約 5 
dB 向上 させ る こと と, 伝送 周波 数 帯域 は 300~3,600 
c/s で あぁ ある と と な ど で あ っ て , RR-4 呈 受 話 器 の 経験 
を 生か し て 防じん 構造 と し た 外 , 特に 量産 的 構造 と し 
て R-4 喘 受 話 器 よ り 低 価額 で ある と と を 目標 と し た ・ 

2. 設 計 

感度 を 向上 させ る た め に , 振動 板 の 共 振 周 波数 を 下 
げ 』 それ に よる 伝送 帯域 の 縮小 分 を 振動 系 の 自由 度 を 
増す こと に よ 
り 延 長 す る , 
すなわち 耳 房 
を も 含め た 全 
音 状 振動 系 の 
自由 度 を 3 に 
送る 記 い う 刀 
針 の も と に K 設 
計 式 を 導い て 
ゆく . 感度 と 
C で は スペ シ 
フッ クル レス 
ポン ス を と り 


On (Vn) 人 スリット Mi, rn 


振動 放 49,mo 


図 1 受話 器 の 構造 
Fig. 1—The structure of telephone 
receiver. 


上 げ る . 


図 1 で 原理 的 に 示さ れる よう な 構造 の 3 自由 度 振動 


ーー ミー ニー シー 
* New Telephone Receiver. By KENRO MASUZAWA, 


and KiYyosHlI TAJjIMA, Members (Electrical 
Communication Laboratory, Tokyo), [論文 番号 
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た Ra ot Eo 4 
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図 2 等 価 回 路 


Fig. 2—Equivalent circuits. 
系 を も つ 受 話 器 の 等 価 回 路 を 図る () で あぁ ら わ すこ と 
が で きる 図 32 る 4Ga)、 に お いて Som 何 ば る が 
スチ フネ ス , 質量 , 機械 抵抗 を あぁ わし て いる . た だ 
し s。 に は 負え スチ フネ ス 一 ss を 含ん で お り 振 動 板 ス チ 
フネ ス Soo。 と の 和 So 三 Soo 一 sm と 書け る . また !V は そ 
れ ぞ れ 各 空気 室 の 容積 で ある . 図 2 (の で 振動 板 に 働 
く 駆動 力 を 。 で あら わせ ば 耳 房 内 に 発生 する 音 圧 P 
は 互 。 に 比例 し P= 左 _。/S。 で あら わ さ れ る .。 た だ し 
8S。 は 振動 板 の 実 効 面積 で ある . と こと で 測定 の 場合 を 考 
えて 上 房 の 代わ り に 容積 V_。 の カッ プラ を 使う る の 」 
と し て 以下 s-。 は カッ プラ の スチ フネ ス を あら わす こと 
と に する . と と で 図 2 (a) の 等 価 回 路 を 図 2 (b), 
の よう に 変換 し て お くら の ①⑦⑰⑦, 図 2 て b) は 図 2 @②T 
に 対し で マー ニー を ダ ュ ーーz。 に な る よう に し つつ ァ ヶ と 宮 
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の 枝 路 に 直列 に 容量 が 入ら な いよ うに 変換 し た も の で に 式 (3) の 第 1 の 式 と 式 ① の 第 4 の 式 を 用 いる と 


両 図 の 各 素 子 の 間 の 関係 は つ ぎの 通り で ある . 堪 A Ks (Fo 
- gs= ge 
EN Q_,=?-Q ー?2 S% v $- 
S/S s+ S412, Ser PS Ce) つき に 式 3) の 第 1 の 式 と 式 ( の 第 4 の 式 を つか 
7/0 クー | っ て 5s: を 求め る と 
図 2(c) の 等 価 回 路 は 図 2(b) に 対し 下 。 の 入っ て い S$-1=8(s,+p_S-,+P:S:2) 
る 枝 路 の mm と s に 関し て 規準 化し た も ので, し た が + A og 
っ て 角 周 波数 は 2=o/o。′ の よう に 変換 され て くる ; i A OES ET (8) 
CC 
の 5 二 の 3 ] ーー が » 
VIR TE PD スナ 
、 給 宮 ° | C i (9) 
CE = So — Sp -: 
まな た 両 図 の 各 素 子 の 関係 は つぎ の 通り で ある . た だ し , *: 空気 の 体積 弾性 率 
' ” で あぁ る か ら , 式 ⑧,(⑨ を 式 (の ⑦ に 代入 し て 
ー ーー 3 3 i 
So +P_$s_, 二 P4542 ] i te 
5 mm (C3) 隊 vzZ Vas So bhhr 
: a 3 a | + ° 
8 0 , の @, ‘mM, . 


= dO0) 
m2 @ お よび 2(b) で 戸 _。 を 計 する と / 4s_。 
E a Yo ‘8_(s。 +P_S_。 十 P+S+2) 


ズ Qs;=Q ps 
a NW —2°—2 ー2 パ ピー?°ー2 
税 いま 受話 忠 の 制動 イン ピー ダン ス を 抵抗 R と イン 
< 電 き て Fo ダク タン ス LL の 直列 回 路 で あみ あらわ せ ば , スチ フネ ス 

、 コン トロ ョ ロー ル の 範囲 で 


s A* 
Z=R+joL (i+ ) dl) 


PP 0 る 。 十 と _ 十 を ? 
A “ i < 「 ナニ + の 


A ps お 
ト 、 g* と し て 次 式 が 得 ら れる で ある . と こと で 
NP A/8, | 3 
i ーー ニー ーーー ** も 
衣 る NZ tet) @, moL a2 
0 : 『 燃 a Oe LL 
EE た で っ Ny a (5) “A 幸 3) 
"Ry EN と お け ば 式 10) は 
< だし , 了 7: 受話器 端子 流入 電流 や せよ を 測定 に よっ て 求め る 方 法 を 示し て お く 、 1 方法 と し 
前 4: 力作 数 て 受話 踊 を 真空 容器 中 に 入れ て イン ビー ダン ス を 測定 す 
i れ ば 自由 イン ビー ダン ス が 得 ら れ , 液体 中 に 入れ た 場合 
| 2: 受話 名 電 気 イ ン ピ ー ダ ンス に は 制動 イン ビー ダン ス を 求め ある こと が で きる か ら , と 
: gg トロ ー ル 域 の 感度 れ か ら 動 イー ビー ダン ス を 求め て お け ば 
). は @ く r+ の mm ぐる s/o の 場合 に は の = : 動 イン ビー ダン ス メ 円 の 直径 
* i oi 3 i 
a “5 ER (6) = 機 棋 的 Q 、 


I we に お ける 制動 イン ビー ダン ス 
た だ し , os: 動 イ ン ビ ー ダ ンス 円 か ら 求め た 共振 角 周 波 
数 


0 rs 
- kt ‘ hE ee psi| 
ee 

で ある の を 洛中 し た 。 


Eh 
EE 


訟 る 」 前節 で は 低 周 波数 で の 感度 レベ ル を 示す 式 (14) を 
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た 
a Va myo 


i k 
た だ し N= ーーー 
し 1) 


の Gs 
Et GD 
y+ " * 


ご な る 式 (14) に お いて 第 1 項 は カッ プラ の 大 き さ 
の み に よ っ て きま る 値 で あぁっ て 受話 器 の 設計 に は 無 関 
係 の 量 で ある . ym は 駆動 系 の 能率 と 共振 周波 数 と か 
bp さま ら っ で きゃ 々 量 で あっ て で て, た は 式 (12) を か さき な お 
と 


^ A” 
Ss Ny 
た だ し $s: 振動 系 の 全 ス チ フ ネス 
と な る か ら , 一 般 に た 磁 わ い 振 動 子 な ど で 用 いら ちら れ て い 
る 電気 機械 結合 係数 すなわち 
記 き た 所 るみ ば (8 
m= (16) 


選 は 5s が 合 ま 松 で か る 点 に 相違 が が ある ,。 式 15) - で 
$s に 含ま れ て いる 空気 室 の スチ フネ ス が 小さ く 無 視 で 
き て ss が soo。 で 代表 で きる 場合 に は 
pe em | 
0 
a 宏 定 庶 | 
の 関係 が あ り .key の 最大 極限 が 1 で ある の に 対し ょ 
の 最大 極限 は ゅ で ある . その と きみ は 最大 極限 値 
と な る . ys に 含ま れる 6 は 式 (13) で ぁ ら わ さ れ る 
の 0E2= [カマ プラ の スチ フラ ネス J/[ 振 動 系 の 全 ス チ 
ポス Gz を 含む )] で ある 有 ム と =s- の 関数 で ある ys 
は 振動 系 の 設計 に 関係 する 量 で , 最大 極限 値 は 1 で あ 
る . し た が っ て 式 (14) で ぁ た えら れ た 感度 の 最大 値 
は 理想 的 な 場合 に 


0 k 
do= @ 牙 


で あぁ る が 駅 動 系 , 振動 系 の 設計 に よっ て k 8, S$_ が 
あたえ られ れ ば 式 14) を 使っ て 感度 を あら か し じ め 計 


ポ (7); (8) 


8 


人 筑 に よっ て 求め る と と が で きる . 式 1 の 中 の ym 


の 値 を それぞれ た , 8 に 対し て 求め て お さく と 図 3 @), 


(も カ が 得 ら れる . 


2.2 感度 周波 数 特性 


| * この 結果 は モッ ト 氏 ら の 結果 と 取扱 いた 差 は ある が 同一 


の 結果 と な っ て いる . ts 


(b) wp と Z の 関係 
図 3 yk を,y。-8 の 関係 


Fig. 3—»n & yy versus k & g. 


求め た が , 本 節 で は 所 要 の 感度 周波 数 特性 を 求め る 方 


法 に つい て 述べ る , 式 (5) と に お いて 周波 数 に 関係 する 


量 は 
A 1 $a 
ND et + : ( a ' 
r+ o(m-ー 
@ 
A 
A CY 


で ある . こと の 中 で |4/ XZ| は 振動 系 素子 の 設計 に は 


無関係 で あっ て 磁気 回 路 に つい て あら か じ め 求 め て お 


く と と が で きる . いま 通常 の 磁気 回 路 2 種 "(うち 一 訪 
は 択 -4 呈 受話器) に つい て 4/ /Z| の 周波 数 特性 を 
求め る と 図 4 が 得 ち れ , 300~3,600 c/s で ほぼ 1/ る 
に 其 例 し で いる じじ た が っ て 残り の 170 が ae 


」 比 還 す る ぶよ うに 各 素 子 の 値 み 選べ ば よい 。 こ と れ は 図 2、 
(37) : a $ 


£ 7 


974 


(c) の 電気 回 
路 を 実際 に 組 
み 電 源 と し て 
一 定 電圧 た E。 
を 加え 7-, 選 - 
枝 路 に 流れ る 
電荷 * の 周波 
特性 を 測定 す 
る と と に より 
得 ち れる . こと 
de う 9 てこ し て 
求め た 特性 の 
代表 例 を 図 5 
(@⑳,(b) に あ 
げ る . 各 特 性 
を 得る た め の 
素子 の 組合 わ 
せ 方 に は 幾 通 


1kc の 値 に 対す る 相対 偵 (dB) 
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KE 
N40 
| 
計 各 8 a 


0304 06081 2 
周 液 敷 (kc) 


図 4 20 logu- 坊 の 周波 数 特性 
(上 側 は R-4 号 受 話 器 の 例 ) 


Fig. 4—20 logu Ffreauecy charac- 


teristics. 


(upper curves are typical characteristics 


り る も ある が , 
代表 値 を あげ 
る と それ ぞ れ 図 6 
(a),(b) の 通り で 
_ あっ て $_- を 横 軸 
の 値 に と っ た と き 
MM MR 77M -, 
%- を 縦 軸 の 各 値 
ずれ ば よい 本 
信 受話 器 の 設計 に お 
いて は 図 5 @ , を 
導 採用 し た の で 第 3 
の 共振 周波 数 は ほ 
ば 2 の で あり , 
その 少し 上 の 周波 
数 まで 約 3dB の 
幅 で Xe に 比例 し 
E02. 
_ 2.3 設計 の 実際 
| 税 気 回 路 の 構造 
」 寸法 の 決定 の た め 
| に は 多く の 磁気 回 
有 」 路 を 試作 測定 し て 


of R-4 telephone receiver) 


3 区 
LA 
4 還 


(a) 4 


(b) 
5 設計 用 周波 数 特性 
Fig. 5—Frequency characteristics 
for design. 


« * と の 電荷 の 周波 数 特性 は 図 2 (a),(b) の それ ぞ れ Q-。, 
Q- の 周波 数 特性 と 同一 で ある . 図 2 (c) の 回 路 で 求 
め る 理由 は と の 場合 が 一 有 般 的 で あり , 応用 範囲 が 広い か 


A ら で あ る :』 


( 38 ) 


6 設計 用 等 価 回 路 定 数 
Fig. 6—Value of elements for design (a) and (b) are 
conbinations of elements for obtain the fig. 5 
(a) and (b) characteristics. 


検討 し た 結果 ⑳⑪, 3 章 の 図 8 で 示す る も の が 得 ら れ , 特性 
は A/\YL=3.5x10%c.g.s., sx=0.32x 10*dyne/cm;』 ア 
マチ ュ ア の 質量 m。=0.38g, コイ ルイ ン ピ ー ダ ンス の 
位相 角 =60* で あぁ る . この 庶 気 回 路 を 使い 受話 器 の 大 
き さ が ハン ド セ ッ ト の 大 き さ か ら ほ ば きま る 振動 板 外 
径 の 値 a=2cm と し て 振動 板 の 寸 法 を 設計 し 式 (14 を 
用 いて 感度 を 算出 する .。 た だ し 振動 板 の 材質 は ジュ ラ 
ルミ ン と し た =3,400/2=1,700 c/s, $-=0.3 と する .: 

成形 振動 板 の 実 効 面積 , 実効 スチ フネ ス , 実効 質量 
は それ ぞ れ 近似 的 に 次 式 で あら ちら わ され る 99, 

Es a( オ 1— +#4 logev ) (20) 


1—» 


ょ = as 4 y* Cog.n* 
て 4x Ek i 
“Ta た < 
エー ゲー コー ェ . (dog) 
1) 


Mo=Magt+rah pl1.22 5»—0.22) 
た だ し 正 : 振 動 板材 料 の ャ ンク 率 
9 振動 板材 料 の ポア ソン 比 
6: 振動 板材 料 の 密度 
ャ = ム 4/a, 6 は 振動 板 内 径 
ム ん: 振動 板 の 厚 さ 
S。 と m。 の 値 を 式 12),(13) の 4 8 に 適用 し そ 
の 結果 を 式 (14) に 使用 すれ ば gs が た と » の 関数 
と し て 求まる . 図 7 は ゎ を パラ メー タ と し 横 軸 に , 
縦 軸 に ymye を か いた も の で , と これ を 実線 で あら わし 
た ・ と て と ゝ で 式 (17) で あら わ さ れ る 安定 度 の 極限 を 2* 
と する と 式 ⑫②1)- で 求め られ る sco。 は Sy=0.32x108 
dyne/cm の 2 倍 以 上 で な けれ ば ならない か ら た と >» 


* 受話 器 が 単に 安定 に 存在 する た め に は 必ず し ゃ も rp>2 を 
ES し な い が , 大 産 設計 と し て は 必要 最小 限 の 要求 で 


(22) 


Wx 0 (人 =1,000/1,700) で の 0 レベ ル か ら の 上 が り 量 . 
と 


昭和 35 年 9 月 電 気 通 
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hd ie 

制限 を 生じ 

有 ※ この 焼 界 0.18 

を 図 7 破線 
eh 

剛 記 が ーー “ 
1,700c/s と 措 NN 
定 し た の で , a 
式 1), (22) 

で 求め られ る 012 

S00 0 を 式 


2 he 1 
②⑦ に 用 いた 05 002 004008 008 010 012 014 O16 


と き 右 辺 が 左 1.0 ge? ーー ク ク ク ーー 
大 きく 
よう 
| 
関係 に な っ て 
いな いと 設計 
の 条件 が くず 
CS 
と の 条件 は 図 
7 の 二 重 鎖 線 で 示さ れる . と の 両 線 の 間 が 設計 の 対象 
に な る 領域 で あっ て こと の 範囲 内 で ゎぁ を 1 に 近づけ た を 
小さ くし た 方 が 感度 が よく な る こと こと が わか る . 実際 の 
量産 用 受話 器 の 場合 に は , 均一 性 の 配慮 , 部 品 の バラ 
ツキ な どか ら »= 三 0.85, =0.06 mm 程度 が 限界 値 で あ 
ラ っ で ご の 場合 に は が * ツ =0:139 で ある か ら 式 1 の 
に より V_2=6cc と し て 1,000 c/s の 感度 を 求め る と 
gs.000 =85.7 +20 log,20.139 + X,** } 
=73.1dB Cre. lb vwW) J} 
が 求め られ る . 


3. 新 形 受話 器 の 構造 と 特性 


3.1 構造 

構造 は 図 8 に 示す 通り で あっ て , 外観 上 R-4 号 受 
放 器 と の 大 き な 相 違 は 密閉 式 と し た と と で ポリ エチ レ 
ン 膜 を 設け て 防湿 , 防じん 構造 と な っ て お り , 端子 は 
援 続 を 完全 に する た め に ピン ー チ ッ プ 方 式 と し た . な 
お 受話 器 単 体 の 重量 は 約 57g で ある . 


Fg>170066 の 


図 7 ym Ys と 振動 板 の », 4 と の 関係 
Fig. 7—ymyv versus » & & of 
diaphragm. 


(23) 


_ 砂 気 回 路 は 内 ポー ル と 外 ポ ー ル を 同心 円 的 に 配置 し 


* o> S00—$» 


| **,=4.5dB, 音響 系 の 共振 に よる 感度 の 増加 量 の 1,000 


リ c/s に お ける 値 , すなわち 図 5 Ca) に お いて 9Q2=0.588 


図 8 新 形 受話 器 構 造 國 
Fig. 8—The structure of new telephone receiver. 

た R-4 過 受 話 器 の それ と ほぼ 同一 で ある が , 外 ポ ーー 
ル の 先端 を 内 ポー ル 側 へ 折り 曲げ る と こと に より , コイ 
ル ボ ビン の 収容 容積 を 減ら す と こと な く , また 磁気 的 な 
性 能 4/ / を 低下 する と と な く ア マチ ュ ア を 小形 に すず 
る よう 工夫 し て ある . また 飛 右 と どじ て は 佐 閣 な NN 交 
ム フ ェ ライ ト を 採用 し 割れ や すい 欠点 を 除く た めそ の 
外側 に 非 磁性 体 の リン グ を 設け , ポー ルピー ス 面 が 磁 
石 面 と 圧着 され な いま よ まう に し た . と この た め組 立て で 磁 
石 が 割れ る と と が 少な く , 割れ て も 粉 が 外 へ 出 て スリ 
ッ ト や 空 げ き に 入り 込む 故障 の 原因 と な らら な い は ほか , 
磁石 の 仕上 げ 加 工 を 行なう 必要 が な い . 

振動 板 の 振動 面 は 内 側 に カー ブ し た コー ン 状 と し て で 
と の 部 分 の 剛性 を 増し , アマ チュ ア は 8 か 所 の 押出 じじ 
に よる 丁度 ビー ル 埋 な ど と に み ら れ る よう な 王冠 式 か し 
め と し た "9 り , と これ の 凸 面 方 向 に 磁気 回 路 を お く と と に 
より 2 つの 利点 が ある .。 その 1 は アマ チュ デア と ポー ル 
面 の 間 に 振 動 板 材料 が 入り 継電器 な ど で 用 いら れ て い 
る レシ ジュ アル 板 の 効 果 を し て 安定 度 に 寄与 する と と 
で , その 2 は 静 磁 気 吸 引力 と よる 振動 板 の ク リー プ な が 
実測 結果 に より こと の 使用 法 の 場合 の 方 が 反対 の 場合 
(R-4 過 受 話 器 ) より 小さ く 約 12 と な る と と で あり , 
受話 器 特 性 の 経時 安定 性 が 増大 する と と を 意味 する . 
制動 系 は スペ ー サ を 用 いた スリ ッ ト を 採用 し た . 

3.2 特 性 

感度 お よび イン ピー ダン ス の 周波 数 特性 は 図 9 の 夢 
り で ある . また 特性 量 の お も な る の を 代表 例 に つい て 
求め る と 表 1 の 通り で ある . いずれ る も 比較 の た め に 
R-4 号 受 話 器 の 例 を も 示す … 両 例 に つい て , 式 ④ 
を 式 ⑫@3) の 手続 き で 感度 を 計算 する と , 新 形 受話 器 
72.1dB, R-4- 号 受 話 器 約 66 dB が 得 ら れる . と の 感 
慶 上昇 に は mm。 と so。 を 低下 させ た と と が も っ と も 大 


で 39) 


ーー 
976 増沢 健郎 , 田島 清 : 新 形 電話 機 用 受話 器 
きく 寄与 し 表 1 新 形 受話 器 の 特性 量 の 代表 例 
A CR-4 号 受話 器 と の 比較 ) 
る. 
R-4 
な お 新 形 新 形 受話 回 号 受話 器 
20logioPIIA/ Z* | dB " 71.3 65.0 
受話 閣 の 感 eye "が ohm 186 150 
) 度 を とれ 以 zz ] 度 50 60 
Fo “ 1,880 2,090 
上 げ て 6 3 0.40 0.24 
通話 明瞭 度 8 0.56 0.24 
百 & 2:5 7.0 
a dyne/A 16.6 x105 15.0x105 
詳 謗 に 02 03 04 06 081 TS AlNZ” ™ [dynely/ VA 2x10 1.2x105 
な Rp 周 直 牙 (kc) 9 (磁気 間 げ き ) mm 0.17 0.15 
° , 070x10% 1.5x10% 
ろ 鳴 音 を 生 図 9 感度 。 イン ビー ダン ス 周 波数 特性 が 0 2 ee 
ら じ て 不利 益 CR-4 号 受話 器 と の 比較 ) Mg 0.38 0.57 
Fig. 9—Response, impedance-frequency $5 9.3 13.9 
で あぁ る の で characteristics. (with R-4 telephone Yo wy Sn 
安定 度 を 2 receiver) (振動 板 の み の 共振 ) palh 90} 


まで 下げ ず 2.5 に 選び 温度 特 人 性 を 良好 * に する た め に 
磁気 特性 4//Z の 最大 値 か ら 約 2dB 低下 し た と こと 
ろ 2 減 磁 調 整 し て 使用 し て ,。 いる と と を つけ 加え て お 
Rk - 


のび 

新 形 電話 機 用 受話 器 の 設計 と 構造 お よび 特性 に つい 
| 有 で 人 送 べ た . この 受 話 器 の 感度 は 設計 値 と し て 1,000c/s 
有 有 で 給 75dB 式 G23) < 4/4/2Z の 低下 調整 に よる 2 
放 ] 34B を 加え る ) で あっ て , 量産 上 の 安定 性 その 他 の 条 
件 を 考慮 に 入れ て 300~3,600 c/s の 周波 数 帯 で 約 70 
放 |」 マ 75 dB) と し た . 構造 は 量産 的 で あり R-4 号 受 話 器 
に くら うべ て 高 件 能 の 受話 器 が 低 価額 で で きる 見 通し が 
ys 得 ら れ た . 
| 最後 に 指導 され た 早坂 寿雄 博士 , 助言 と 討論 を いた 
有 だ いた 伊藤 義一 博士 , 池谷 和夫 氏 , 鈴木 民 治 氏 , 石井 
| 攻 枝 氏 , 新 木 誠 三 氏 , 実験 に 協力 を され た 村上 正之 
|| 馬上 村 展男 氏 , 試作 と 試験 に 協力 され た 東京 芝 清 電 
所 株 式 会 社 富士 工場 と 岩崎 通信 機 株 式 会 社 の 関係 者 
Rngtkie を か を 4/2 の 太 MM に し た と き k に < くら 
さこ の 受話 徐 の ょ うに 調 由 する と 温度 に ょ る 特性 の 変化 
放 人 が 小さく な り , 1,000c/s で -20C+50°C の 温度 変 
放 計 人 化 に 対し て 応 度 変化 1.9 dB (2:2 dB), イン ビー ダン ス 


有 有 化 1026(2826) と な る . て ) 内 の 敷 値 は 4/ /2 を 最 
有 大 値 に 調整 し た 場合 で ある . 


* 1,000= の 億 


その 他 研 究 室 の 諸氏 に 心から の 感謝 の 意 を 表す る 
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報 告 
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電気 通信 規格 調査 会 ・ 同 専門 委員 会 業績 報告 


( 自 35 年 1 月 ~ 至 35 年 3 月 期 お よび 4 月 ~6 月 期 ) 
昭和 35 年 度 1 月 ~ 3 月 期 


第 12 回 本 委員 会 


日" 時 昭和 35 年 2 月 25 日 ( 木 ) 午後 5 時 30 

電気 通信 学会 事務 所 会 議 室 

(会 長 ) 丹羽 

(幹事 ) 岡村 , 東 , 武市 , 横井 

(委員 ) 岡田 ( 航 研 ), 大 和田 ( 工 技 院 ), 東 (技研 
・ 代 島 ), 高原 G 通 研 ・ 代 高木 う ,- 武田 ( 正 
電 う , 近藤 ( 電 試 )。 中 村 (技研 ・ 代 二条 う , 


分 ~8 時 


西尾 日電), 正木 沖 電 気 ), 森脇 (東芝 
" 供 下 村 馬 * 全 林 ( 旨 立 ) 
議 圭 


1. 前 回 議事 録 確認 異議 な く 承 認 
2. 電気 通信 規格 調査 会 経費 報告 (配布 資料 1) ( 東 幹事 ) 
100 万 円 の 予算 に 対し 34 年 4 月 より 2 月 25 日 まで の 支 
出 を 差引 く と 3 万 +1 千 58 円 の 残 で ある が , - と の 外 に 維持 
員 会 上 費 よ り 40 万 円 収入 と な る の で , 3 月末 まで は 十分 な 
予算 と 思わ れる 所 報 告 あ り 了 了承 さる . 
3。 35 年 度 予算 に つい て ( 東 幹 事 ) 
本 委員 会 お よび IEC- 関 係 専 門 委員 会 予算 案 ( 深 料 2) 
お よび JIS 関係 専門 委員 会 予算 案 ( 宅 料 3 に つい て 説明 
が あり , 総計 155 万 円 の 予算 が 計上 され て いる が , と の 内 
工業 技術 院 ょ り 約 44 万 円 , 学会 IEC 刊行 物 よ り 約 20 万 
円 の 収入 が 見 込ま れる の で , 大 体 34 年 度 程度 の 各 委 員 会 
活動 が 差し つか えな い 引 了 了承 され た . 
4. IEC 翻訳 刊行 物 に 関す る 件 (学会 事務 局 ) 
IEC 刊行 物 一 覧 素 に つい て 説明 が 行なわ れ , 現在 の 入金 
85,690 円 ,, 未 入 127,560 円 と な っ て いる が 発行 部 数 に つ 
「 い て は 前 回 の 申 合 わせ の よう に 発刊 する こと と し た . IEC 


下行 物 の 翻訳 謝礼 に 関し て , 西尾 委員 より IEC 提案 文書 


の 翻訳 料 た つい て る も 考慮 さる べき 点 の 提案 が な され , 他 の 


学会 な どの を 参考 に し て 西尾 委員 が 翻訳 の 単価 を 調査 立案 


する と と に した. また 翻訳 用 語 に つい て は で きる だ け 学 術 
用 語 に よる と と と し て , 一 応 工 技 院 の JIS 用 語 の 専門 家 に 
目 を 運 選 て も ら う こと と に し た . 


5, EC 会 議 出 席 者 の 件 


渡航 外貨 し つ い て で 会長 が 学術 会 議 の 方 へ も 努力 され て お 

| り , 工業 技術 院 に お いて も 考慮 され て いる の で , 一 般 外貨 

の お わく は 十分 ある 見 通し で ある . 6 月 上 旬 の 電子 管 , 半 導 

人 休 の 0 ンド ン 会 議 に は 丁度 その 直前 に ミュ ン ペ ヘン で マイ ク 

志波 管 の 会 議 が 行なわ れる の で , その 出席 者 た IEC へ も 
出席 し て も ら う よう 手配 中 で ある . 


ニョ ュー デリ 会 議 へ の 出席 希望 は TC 40 関係 で , ( 旧 通 


RCA) 


6. 要員 長 お よび 委員 の 交替 , 追加 
部 ie i (正木 知己 氏 ) を 武藤 時 雄 氏 G 血 
研 ) に 測定 安全 専門 委員 会 の 鈴木 信雄 氏 を 深田 正雄 氏 に , 
高周波 伝送 線 専 門 委 員 会 の 鈴木 信雄 氏 を 白 畑 模 雄 氏 に 無線 
送信 機 専門 委員 会 に 白 畑 橋 雄 氏 を 追加 の 件 は 承認 きれ た . 
17. IEC TCI (55) (Sec) 271 文書 の 件 
dd の 定義 に 関す る 幹事 国文 書 1 (55) (Sec)271 
DS て は 電電 公社 で 検討 の 結果 , 特別 の 意見 も な いと の 


0 と の 本 委員 会 と し て は 本 承 し , その 紀 報 告 す 
8 と 選 
9. その 他 

西尾 委員 (1 う 1 月 に パリ ー で 電子 管 の レア ター ジン ボル 


WG が あっ た の で , 東芝 の 沢地 氏 , 日 立 の 内 橋 氏 だ に 
出席 し て も らい , 大 いた に 日 本 の 提案 が 取 入 ら れ た . 
(2) JIS 電子 党 管 専門 答 員 会 で は 今日 まで 受信 管 : 
通則 , 用 語 , 文字 記号 , 個別 規格 (ラジ オ 用 8, デ 
レビ 用 12) の 審議 を 終了 し た . また 35 年度 に ば 
個別 規格 と し で ラジ オ 用 11 品種 , テレ ビ 用 12 上皇 
‘ 種 を 予定 し て 審議 する こと と し た . 
し か し , この 委員 会 は 相当 長期 に わた っ て お り 上 且 . 
つこ と の JIS 制定 の 話 が 起こ っ た 当時 と ど は 世相 る 変 
わっ て いる の で 学会 と し て は 35 年 度 で 審議 を 撤 編 
りり 以後 は 別 の 方 法 で 考慮 し て は どう か . 
と の (2) 項 た 対し て は 次 回 まで に と の 本 委員 会 で 検 主 
し , 工 技 院 と し て は こと の 本 委員 会 の 意見 に し た が うき と を 
率 心 だ 。 
武田 委員 : ダイ オー ド と 整流 体 素 子 と の 関係 が あぁ ある の で , 
電気 学会 の 半導体 整流 器 奏 員 会 より 当会 の 半導体 専 
門 奏 員 会 へ 1 名 出席 を こう 件 の 提案 が 了承 され た . 
9. 次 回 予定 7 月 .15 日 ( 金 ) 午後 5.30 一 


各 専 門 答 員 会 報告 


測定 ・ 安 全 専 門 委 員 会 (S.C. 12-1, 12-2) 
委員 長 二条 帰 基 幹事 中 村 思 男 


資料 検討 中 で 専門 奏 員 会 は 開催 し な か っ た . 


電子 管 専 門 委 員 会 (S.C. 39-1) 
委員 長 西尾 秀彦 幹事 近藤 厚 実 


と の 期間 に 3 回 の 委員 会 を 開催 し , 審議 し た 事項 の 中 お も 
な も の は つぎ の ご ど とく で ある . A 
(C1) 文字 記号 WG 本 年 ユ 月 12-14 日 パリ で 開催 され 
出席 国 は 英 , 仏 ,' 独 , 蘭 , 日 で あり わが 国 は 原 提案 国 の 一 
つ で あっ た の で , 。 沢地 (東芝 ), 内橋 (日立 〕 両氏 が 参加 
7 文字 記号 の 原 由 に つい て は 日 本 失 案 が 一 部 修正 の 上 採用 
され ; つき の 電 括 記 み で は ね わが国 の 貧 習 は 互 で あ る が 大 論争 


われ る が , 


978 報 


電力 P, 電流 7 は わが 国 の 慣習 その 
ども 日 本 提案 が ほぼ 入れ 


の 末 終 に VV に 決ま っ た . 
まま で ある . その 他 漆 字 の つけ 方 な 
られ た が , その 他 の 詳細 な 文字 記号 の 決定 に は 至ら な か っ た . 
(2)」 ハム お よび ヒス の 測定 法 昨年 の マドリ ー ド 会 議 で 
日 本 提案 を 骨子 と し て ハム お よび ヒス の 測定 法 が 決定 され た 
が この 測定 法 は 近く 事務 局 文書 と な る の で , その後 国内 秦 
で 審議 の 結果 の 一 部 修正 案 を 39-1(Japan)11 と し て 提案 し た 
(3) 電極 間 絶 縁 試 験 法 マドリー ド 会 議 で 日 本 が 原案 作 
成 を 承諾 し て 来 た 項目 で ある . 本 委員 会 内 の 試験 法 WG で 原 
案 を 作成 39-1(Japan)12 と し て の 文書 の 作成 を し じ し て いる . 
従来 提案 文 の 英訳 は 幹事 が 担当 し て いた が , 長い 提案 文書 等 
の 英訳 じ に つい て は 規格 答 と し て どう する か を 決め て お く こ と と 


が 必要 で ある と 思わ れる . 

(C4) アド ミタ ンス 測定 法 39-1CS)9 の アド ミタ ンス 測定 
法 は わが 国 の 慣習 と 反する の で , 近く 意見 文書 を 提出 する ど ご 
と く 属 備 中 で ある . 


(5) IRE 試験 法 幹事 が IRE 電子 管 委 員 会 の 委員 で あ 
る た め 毎 月 IRE で 新しく 制定 し た 試験 法 を 送付 し て 来る が , 
と れ ら は 近く IEC に 提案 され る で あろ うし , また 日 本 の 工 
業 会 と し て も 非常 に 参考 に な る の で 関係 方 面 に 審議 を 依頼 し 
て いる . 

(5) IEC 会 議 本 年 セン ドン で SC 39-1 の 会 議 が 行 な 
且 本 か ら 2 名 以上 の 代表 を 送る 必要 が ある . 


半導体 専門 委員 会 (S.C. 39-2) 
委員 長 武田 行 松 幹事 新 美 達 也 


今期 間 は 本 委員 会 1 回 な ちび に Working Group 小 委員 会 

| き 回 を 開い た . 審議 し た 議事 の 大 要 は つぎ の ご とく で ある . 

(1) Essential Rating に 関す る 検討 (W.G 2 関係 ) 
_ 現在 まで の 資料 を 検討 し , つぎ の 問題 点 を 明らか に し 
た GO 標準 温度 に 0°C な いと と , Gl 絶対 最大 定 
格 を 用 いて いる こと こと, (i) 温度 は ケー ス 温 度 ま た は 周 
囲 湿度 で 規定 する 点 , Civ) ダイ オー ド 特 性 に つい て は 
定義 が 不明 確 で か つ 2 つの 温度 で 規格 し て いる こと と. 
今後 の 審議 目標 と し て ⑤① 上 記 問 題 を 整理 し て お い 
て ,」 有 日 本 の 現状 と 異な る と き は 適当 な 機会 に と 改訂 案 を 
作り 提案 する と こと と, G) 本 年 度 の 審議 目標 と な っ て い 
る スイ ッ チ ング トラ ンジ スタ なら びに 電力 整流 器 に つ 
いて 検討 を 進め る こと. な お 電力 整 流 器 に つい て は 電 
気 学会 の 関係 奏 員 会 の 協力 を うる こと に し た . 
すう Testing Method に 関す る 検討 CW.G. 3 関係 ) 

現在 まで の 資料 を 検討 し た 結果 つぎ の よう に 今後 の 審 
識 方 針 を 決め た . ⑪③ 問題 の ある も の に つい て は 改訂 
案 を 提出 する とこ と ( 地 。 試験 法 中 置換 回 路 の RC に 
TTypical specimen Tr. を 用 いて いる 点 , 試験 法 を 
Laboratory method と production method と 並 記 
) で いる 点 な どう) ・ i) IE.C. で 未 決定 に な っ て いる 
| 項目 に 対し 積 祝 的 に 提案 で きる よう に する . 差 当 た り 
放 | ES で 決定 し て いる 0 ( 鍛 抵 抗う), 了 , (接合 温度 〉 お 


有 よび NF QtrtigO oj 区 法 を 匠 上 げ て 本年度 の 会 
放 有 = に mc 全う ょ うっ 所 索 する こと に し た . 

当 | 有 ケッ ト 専 門 委 員 会 (S.C. 39/40) 

5 祭 員 長 近藤 厚 実 幹事 中 沢 正道 

有 有 この Mc な キキ と し て ソケット JIS 改訂 原案 の 作成 を 行 な 
有 有 っ た . ソケット JIS は 従来 の も の に 比 し て と の 際 大 幅 の 改訂 
有 を 行なっ た . EC の SC39/40 で ソケット 規格 が 現在 CO 文 


| 書 の 段階 に ある が , 国内 規格 作成 に 当たっ て , IEC 規格 と 相 


千 に 


反する と こと が な いよ うに する の を 原則 と し た . 

寸法 規格 に お いて は 従来 同一 品種 に 対し て 2~3 種 の 系 列 を 
許し た が , 今回 は これ を 全部 一 系 列 化 し , 止む を 得 少 数 の 
も の は 将来 の 廃止 系 列 と し て 指定 し た . また 寸法 規定 個所 も 
増加 し て 標準 化 を すす め る と 共に 添付 図面 を 増加 し た . 

品種 と し て は , プラ ウン 管 お よび テレ ビ 受 像 管用 の も の 3 
品種 の 追加 を 行なっ た . 

さら に 試験 法 と し て 耐 候 人 性 その 他 の 試験 項目 を 追加 し , 受 
入試 験 に 相当 する 一 般 試 験 と 認定 試験 に 相当 する 特殊 試験 を 
設け , それ ぞ れ で 行なう 試験 の 項目 , 順序 , 規格 値 を 明らか 
に し だ 

IEC の SC 39/40 関係 に つい て は , 先般 参加 日 本 代表 か ら 
ウル 有 ム 会 議 の 議事 録 を 受け と っ た の で , それ を 中 心 に 本 年 度 
の = ュー・ デ リ 会 議 へ の 準備 を 進め て いる . 


各 品 専門 委員 会 (S.C. 40-1, 40-4) 
委員 長 正木 知己 幹事 田部 井 秀 護 


(3 月 22 日 より 武藤 時 雄 氏 と 交替 ) 
今期 は つぎ の ご ど と く 3 回 会 合 じ 審議 を 行なっ た . 
第 20 回 > 1 月 4. 日 第 21 回 2 月 26 日 
第 22 回 3 月 22)| 日 
1. 委員 長 交 替 
第 21 回 より 正木 委員 長 に か わり , 後任 と し て 通 研 回 路 部 品 
研究 室長 武藤 時 雄 氏 が 委員 長 に な っ た . 
2. IEC 刊行 物 の 翻訳 
当 委 員 会 担当 の 


(1) う Pub. 63 許容 差別 推奨 標準 数 表 
(2) Pub. 97 印刷 配線 技術 の 基本 的 バ パラメータ 々 に 関す る 
推奨 規格 
(3) う Pub. 80 直流 用 固定 紙 ユ ン デ ン サ の 仕様 書 
(4 う Pub 103 一 般 用 アル ミニ ウム 電解 コン デン サテ 推 状 
規格 
に つき 各 担 当 者 の 翻訳 原稿 を 項目 の 翻訳 統一 を は か りな が ら 
検討 し 翻訳 原稿 の 審議 を 完了 し 学会 へ 提出 し た 。. 
3. IEC 国際 会 議 代表 者 
35 年 度 の 当 委 員 会 関係 の 代表 者 が つぎ の ご ど ご と く 決 まっ た . 
TC 40 。 森 贈 委員 
SC 40-1 梶川 氏 (コン デン サ ) 
* 桜井 委員 (抵抗 ) 
SC 40-4 柳沢 委員 
4. 当 和 要員 会 の 運営 方 針 
当 委 員 会 は 抵抗 ュ シ デン サ , スイ ッ チ , 
広範 囲 の 部 品 を 担当 し て いる の で , 文書 審議 の 能率 向上 , お 
よび SC 40-1 国際 会 議 で も 抵抗 —、 ュ ン デ ン サ を 分 離し よう 
と いう 意見 も あり , と これ ら の 点 よ り 要 員 会 の 運営 方 針 に つい 
て 審議 し , 一 応 抵抗 、 ュ ン デ ン サ , スイ ッ チ ュ コネ クタ の 三 つ 
の WG を 作り , OE ea 
審議 する こと に な っ た . 
5. 文書 審議 
40-1CSec) 46 : 電力 用 券 線 抵抗 器 の 各国 の 規格 化 の 状況 六 
よび 意見 の 問 合 わ せ . ' 
ヤギ 下 電 機 の 磯田 氏 に 依頼 JIS C 6401 に 基づき 回 答 書 を 
作っ た . な お , 上 也 .JIS の 英訳 ぶ で きれ ば 追加 資料 と し て 送 
付す る よう 工 技 院 へ 依頼 し た . 
40-1C(CO)34 : 園 窪 炭素 抵抗 器 type' 了 I 仕様 書 
40-1CCO)35: " » ヶ type I 仕様 書 
ほぼ 帝 成 の 回 答 し て も よい が , 
連 し て いる が 未 到 着 な の で , 
っ た . 


コネ クタ の ご ど と く 


な お 検討 の 上 回 答 する と ど に な 


(42) 


(CO)35 は Pub 115 kK 関 


40 
0 
s 
3 
、 
] 


a a 
i i a dT i 


| 3. 前 回 以後 到着 し た 文書 に つき 幹事 より 説明 が あり , 
有 | 有 は Ulm で 処理 され た も の が 大 部 分 で あっ た が , スト ッ ク 
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40-1(France)24 : 抵抗 テン デン サ の 調 候 性 と 耐 湿 寿 命 試験 
と の 相関 

40-1(France)25 : 寿命 試験 の 時 間 に つ いて 

40-1(Israel) 1 : 試験 の 種類 , 名 称 に つい て 

40-1C(France)27 : ポリ エス テル 膜 コン デン サ の 仕様 書 の 
Framwork に つい て 

40=4C(CO)10 : ロー タリ ・ ス イッ チ 推 奨 規格 案 

等 が 各 担 当 笑 員 よ り 内 容 報 告 ぶ あ っ た . 


クリ スタ ル 専 門 委 員 会 (S.C. 40-3) 
奏 員 長 高木 昇 幹事 高原 靖 


第 30 回 (3 月 9 日 ) 1959 年 10 月 7 日 9 日 の 3 日間 ド 
イツ の Ulm に お いて IEC 40-3 分 科 会 の 会 合 が 開か れ , わ 
が 国 か ら 通 研 の 河津 祐 元 氏 が 出席 し た . 今回 は 特に 河津 氏 に 
どの 委員 会 た 出席 し て いた だ いて Ulm の 会 合 の 経過 を 報告 
し て も ら っ た . 同氏 に よれ ば その 概要 は つぎ の 通り で ある : 
Ulm の 会 合 に お ける お も な 議 願 は 1) 水 唱 発振 子 の Group 
specification の 構成 に 関す る 編集 委員 会 の 報告 , (2) Sealing 
test に 関す る Working group の 報告 , (3) 水晶 保持 器 の 
端子 接続 の 標準 化 , (4) 水 呈 保持 器 の 標準 品目 の 追加 , (5) 
ろ 波 器用 共振 子 の 標準 化 , (6) 振動 子 の 測定 法 に 関す る オラ 
シメ ダ 大 員 会 の 提案 , (7 の 宣 温 槽 の 標準 化 に 関す る 討論 な ど で 
ある . と の 中 で 技術 的 に 特に 重要 な 事項 は アメ リカ 委員 会 が 
Unwanted response の 試験 法 と し て 新しい 提案 を し た こと 
と どろ 波 器 用 共振 子 の 個別 規格 を 提案 し た とこ と で , と れ ら は 
いずれ も ゃ 各国 国内 委員 会 に お いて 実験 も 行なっ て 十分 吟味 し 
た 上 で 国際 的 な 規格 と し て 妥当 で ある か 否 か を 検討 する と と 
に な っ た と の こと と で ある . また 次 回 は 約 1 年 後に 開か れる 予 
定 で ある . 


高周波 伝送 線 専 門 委 員 会 S.C. 40-2) 
委員 長柄 松 鏡 移 。 幹事 河津 祐 元 


本 期間 に 専門 委員 会 1 回 (1 月 14 日 ), 各 W.G. ケー プル 
関係 1 回 (2 月 5 日 ), コネ クタ , 測定 関係 2 回 (2 月 5 日 , 
3 月 11 日) 導 波 管 関係 (電子 機械 工業 会 導 波 管 技術 委員 会 に 
委託 ) 4 回 (1 月 14 日 , 2 月 18 日, 3 月 10 日 , 3 月 24 日 〕 
を 開催 し て Ulm 会 議 の 報告 を 中 心 に 検討 を 進め , 会 議 が 懸 
案 に な っ た 4.8 mm ケー プル の 仕様 原案 , 並び に flat wave 
guide 系 の 仕様 原案 を 作成 し と し れ を IEC に 提案 し た . また 
Ulm 会 議 で 審議 され た screening e 抽 ciency の 測定 法 は さ 
ら に 国内 で 検討 を 加え , 再 提出 し た . ケー プル 人 関係 の Pub. 
96-1 高周波 ケー プル に 対す る 推奨 規格 , 第 1 部 一 般 要 求 お よ 
び 測 定 方 法 の ほん 訳 を 行なっ た . 


基本 的 試験 法 専門 委員 会 (S.C. 40-5) 
委員 長 高木 昇 幹事 森川 頁 重 
2 月 2 日 第 9 回 委員 会 を 義 く , 議事 内 容 は つぎ の 通り , 


1. Ulm の 議事 内 容 を 議事 録 に し た が っ て 幹事 より 説明 . 
2. 森脇 氏 (東芝 , 40-5 日 本 代表 ) より 議事 録 に 対す る 補足 


| 説明 が あり , 国際 会 議 と に は 担当 の 専門 穴 が 更に 多く 出席 で 


きる と と が 望 し いと 強調 され た . 
と れ 


ホル ぇ ム 会議 で 残さ れ た 問題 が ほとん ど そ の まま , 今回 も 検 
討 事項 と し て 次 回 と 持 越 さ れ た . 更に 今 ま で 一 応 各国 の 承 
認 を 得 て い た 試験 7「 カ ビ の 生育 試験 」 は , 見 直す こと と 


& 


な り 次 回 まで に 各国 に 幹事 国 案 を 回 送 す る と こと と な っ た . 
次 回 の 国際 会 議 に 持 越 され た 検討 事項 
(Ci) 試験 F。( 振 動 )) 7 (カビ ), L (Dus? り , NN。 (温度 
急変 ) 
試験 F』 の severity の 追加 
放送 状 リ ー ド 線 を も つ 部 品 の torsion test 
試験 M (低圧 試験 ) の 気圧 の 訂正 
試験 (乾燥 高温 長 時 間 試 験 ) の 最高 温度 
(vi) 部品 分 類 法 の 審議 の 継続 
(vii) 試験 法 全般 に 対す る 指針 
(viii) 部 品 の 放射 能 に 対す る 影 弧 の 測定 法 
以上 の 各 項 目 に 対し て , 国内 で は 手持 ちの デー タダ が な い の 
で 積極 的 意見 は 出さ な い 聞 , カビ 試験 に 対し て は 款 事 国 案 
が 到着 次 第 専門 奏 員 に 調査 検討 を お 願い する と と と し た: 
5. Publication の 訳文 に つい て の 各 委 員 か ら の 訂正 追加 補 
見 が まとまっ た の で 学会 へ 回 送 す る と と だ に し た な お 今回 
は スト ッ ク ホ ルム の 議事 録 に よる 訂正 まで を 含み , Ulm で 
の 議事 事項 お よび 訂正 は 追加 と し て 出す と と に 決定 し 
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フェ ライ ト 専 門 秦 員 会 (S.C. 40-6) 
委員 長 和田 弘 幹事 徳江 哲夫 


本 期間 中 2 月 10 日 委員 会 を 開催 し , ツウ ルム 会 議 に 出席 し た 
博 田 (電通 大 ), 長島 ( 電 試 ) 両氏 より 報告 を 聴取 し た を その 
結果 , つぼ 形 磁 心 。 ね じ 形 磁 心 の 寸法 規格 お よび 配布 予定 の 
Sec. 案 の 審議 を 今後 行なう と こと と し た . 


電子 管 JIS 専門 委員 会 
委員 長 西尾 秀彦 幹事 近藤 厚 実 
武市 起 


と の 委員 会 で は 口金 , 用 語 , 外形 寸法 , ラジ オォ 用 , テレ ビ ピ 
用 の 5 つの 分 科 会 を 設け て 並列 に 審議 を 進め て いる が , 進捗 
状況 は つぎ の ご と く で ある . 

(1) 口金 口金 個別 規格 34 品種 , 口金 ピン 位置 検査 ゲー 
ジ 11 品種 の 原案 作成 を ほぼ 完了 し た . 

(2) 用 語 昨年 度 審 識 の 分 に 追加 する 用語 の 審 識 が 完了 
人 だ: 

(3) 外形 寸法 ミニ ア チ ィ ァ 形 の シン グル エン ド 7 ピ ビン お 
よび 9 ピン 』 交 プル エン ドド 9 ピン, GT 形 の シン グル エニ エンド お 
よび ダ プ ル エ ンド , -12 形 の 6 品種 の 外形 寸法 の 個別 規格 共 
完了 し た . 

(4) ラジ オ 用 受信 管 12 BE 6, 12BA6, 12 BU6, 30 A 
5, 35 W4, 6 BE6, 6AV6, 6BV6 の 8 品種 の 個別 規格 が 
ほ ば 完了 も た: 

(5) テレ ビ 用 受信 管 3AL5, 3CB6, 12BY7A, 6B 
X66 1XZB 4NM-P12, 12 AX4GTA17Z30 6 A 25 GG 
B6, 6 AX4GT. 6R3 の 12 品種 の 個別 規格 が ほぼ 完了 し 
a 

(56) 今後 の 方 針 昨年 度 で 総則 を 作成 し て 規格 の 骨組 を 
つっ つくり, 本 年 度 で ラジ オォ 用 お よび テレ ビ 用 の 主要 品種 の 個別 
規格 が で き 上 が る . と の た め に 親 笑 員 会 の 下 に 5~6 の 分 科 会 
を 設置 し , 多数 の 人 の 多大 の 労力 が 払わ れ た . 

受信 管 の JIS は 以上 で 骨組 お よび 主要 部 が で き あ が っ た の 
で ,_ 来 年度 は 一 部 品種 の 補充 を 行なう 程度 に し た い . な お , 
その 後 は , た と えば 工 技 院 か ら 電 子 機械 工業 会 へ 直接 原案 依 
託 を し , それ を 工 技 院内 の JIS の 改訂 委員 会 で 審議 する 等 の 
方 法 で 運営 すれ ば ; 審議 手数 が 非常 に 簡素 化 さ れ , 。 また 今後 
の 容 議 は そう し た 方 法 で や っ て 行け る と 思わ れる . 
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半導体 JIS 専門 委員 会 
委員 長 和田 弘 幹事 武市 起 
各 井 康夫 


第 8 回 を 3 月 16 日 に 開き 解説 の 部 分 を 審議 し て , と の 委員 
会 に だ ける 審議 は 全部 完了 し た . 

解説 の 内 容 は 制定 の 有 目的, 審議 の 経過 , 絶 体 最大 定格 に 関 
する 用 語 の 説明 , パル ス 特 性 に 関す る 用 語 の 説明 を 含ん で い 
る . 

絶 体 最大 定格 と し て は 一 般 的 な 定義 お よび テ エミッタ ベー ス 
電圧 まき コレ クタ ベー ス 電 圧 、 ュ コレ クタ エミ ッ 巡 電圧 、 コレ ク 
電 流 ,、 エ ミッ タ 和 電流, ベー ス 電 流 , ュ コレ クタ 損失 , エミ ッ 
巡 損 失 , 接合 部 温度 , 保存 温度 , リー ド 線 加熱 温度 に 関す る 
個別 的 な 定義 を 決定 し た . 

パル ス 特 人 性 と し て は 遅延 時 間 , 上 昇 時 間 , スト ー レ ー ツ 時 
間 , 下降 時 間 の 定義 を 決定 し た . 

以上 を も っ て こと の 専門 委員 会 は , その 目的 を 達し た の で 解 
散 す る と と と な っ た . 


クリ スタ ル JIS 専門 委員 会 
委員 長 高木 昇 幹事 高原 靖 


第 6 回 起草 小 委 員 会 (1 月 12 日 ) 前 回 の 起草 小 委員 会 に 
お いて 第 一 次 原案 と し て 94 種類 の 個別 規格 が 提案 され た が , 
だ れ で は 余り に る 多 上 品種 に わた る の で , 今後 使用 する こと を 
% 特に 推奨 する も の に 限定 し て 30~40 品種 に し ぼる べき で ある 
どの 意見 が 強かっ た . この た め 今 回 の 起草 小 委 員 会 に だ お いて 
語 謀 ほど の まう に こと これ を し ぼっ た ら よ いか に つい で て 自由 討論 を 行 
有 】 有 な っ た . その 結果 つぎ の 6 名 の 委員 が 次 回 まで に 約 30 種類 の 
放 個 引 規格 を 選定 し て 提出 する と と に な っ た : 小倉, 紙 本 , 竹 
内 , 高原 , 林 , 依田 . 
" | 第 7 回 起草 小 委員 会 (1 月 29 日 ) 前 回 の 決定 に し た が 
i 』 第 二 次 原案 と し て 35 種類 の 個別 規格 が 改 ふ て 提案 され , 
E と れ を 高原 突 員 が 説明 し た . 審議 の 結果 , この 原案 に 電子 機 
校 工業 会 水 品 振動 子 技術 委員 会 の 要望 を 加味 し , また VHF 
E | 上 帯 の 発射 電波 の 周波 数 許容 偏差 が 土 2X10* に 抑え られ て い 
る 現状 も 考慮 し て 6 種類 の 個別 規格 を 追加 し た . 以上 41 殺 類 
間 の 原案 と まとめ て クリ スタ ル JIS 委員 会 の 本 委員 会 へ 提案 す 
隊 ど と に な っ た . 


| 第 9 回 (2 月 23 日 ) この 委員 会 は 昨年 6 月 以来 約 7 か 月 
起草 小 委 員 会 を 中 心 と し て 進ん で きた の で ある が , 7 回 に 
| ちや た る 起草 小 胡 員 会 の 審議 と 約 20 回 に わた る Working 


| で: これ を 本 委員 会 に 提案 し , 幹事 が 立案 の 経過 を 詳細 に 説 
し た. 隊 失 示さ きれ だ 信 別 吉 格 の 内 宮 た つい て は 立入 症 た 

| 有 有 っ た 座 員 が それ ぞ れ 説明 し た . 審議 の 結果 確認 され た お も な 
| 事項 は っ ぎの 通り で ある :< (a) 表示 方 法 に 一 部 変更 を 行なう 
Gb) 特 珠 試験 の 意 閉 を 明らか に し た . Ce) 古 信 委 員 (東大 ) 

“ の 所 近 に ょ り 視 振動 の 農 験 法 と し て 「 離 調 法 」 を 用 いる の は 
; 有 有 あく まで て 白 定 的 な も の で みあ り , さら に 確実 な 方 法 が 見 出さ れ 
詳 語 た 協 合 で は な る べく 早急 に と れ に お き 換え る べき で ある と と 
を 半 礁 認 し た , (の この 個別 規格 は JIS の 従来 の 慣習 と は 幾 
| 分 異な っ た も の で ある が この まま で 進め る と こと. 

第 1o 回 で 3 月 3) 前 回 に 引 続 いて 個別 規格 の 原案 を 審 
Oy | 潤し た . - そ の 結果 原案 た 対し て 二 , 三 の 修正 を 加え , 更に 山 
17 科 員 (日 本 無線 ) の 提案 に より 個別 規格 を 1 種類 追加 し た . 
| 以上 の 結果 42 種類 の 個別 規格 の 原案 が 完成 し た の で , と れ 

: し て 学会 へ 提出 する と と に 
っ i~. 


1 Committee の 結果 41 種類 の sin et 


(C44) 


告 


な お 個別 規格 の 立案 を 通じ て 問題 と な っ た 諸事 項 ( 副 振 動 - 
の 測定 法 と 規格 化 , 発振 回 路 , 標準 化 , 負荷 容量 の 測定 法 な 
ど ) は いずれ る せ もせ 今 後 多 少 の 研究 を 要する 問題 な の で 次 年 度 は 
クリ スタ ル 委 員 会 に だ お いて 検討 を 進め あて ゆき た い . 


昭和 35 年 度 4 月 ~6 月 期 


第 13 回 本 委員 会 


日 時 昭和 35 年 7 月 15 日 ( 金 ) 午後 5 時 30 分 8 時 
30 分 
場 所 電気 通信 学会 事務 所 会 議 室 
出席 者 (会 長 ) 丹羽 
(幹事 ) 東 , 武市 , 横井 : 
(委員 ) 高原 ( 代 高木 ・ 通 研 ), 岡田 ( 航 研 ), 村田 
( 通 研 ), 森川 ( 代 高 木 ・ 電 試 ), 森田 ( 代 島 
・NHK 技研 ), 二条 (電波 監理 局 ), 近藤 
( 電 試 ), 森脇 ( 代 下 村 ・ 東 芝 ) う , 杜 松 ( 古 洒 
電工 ), 垂井 ( 代 和 田 ・ 電 試 )。 湯山 
(関係 者 ) ミン ドン 会 議 出 席 者 武藤 , 相田 通 研 )) 
(学会 ) 肥 土 浅田 西野 


議 事 


1. 今後 の 委員 会 の 活動 方 針 
先般 の 役員 会 の 席 上 , 維持 会 員 の 会 費 の 増加 問題 が 取 上 
げ ら れ , 増加 する の は よい が 技術 委員 会 ,、 規格 調査 会 の 活 
動 拡 大 の 具体 的 案 を 提出 する よう に と 庶務 幹事 より 連絡 が 
あっ た . 
規格 調査 会 と し て は IEC の 調査 も る さる こと な が ら ゃ も っ 
と 積極 的 に 日 本 の 意見 を 提案 する よう な 活動 を する と か , 
構成 を IEC な み で な く IRE の よう に すべ き で ある と か , 
用 語 シ ン ボ ポル な ど に つい て 電気 学会 と の 調整 分 担 の 明確 
化 , 関西 の 委員 も 多い の で 委員 会 の 関西 開催 な ど 種 々 意見 
が 出さ れ , 大 体 つ ぎ の よう な 方 針 を た て た . , 
(1) 用 語 委員 会 の 設置 
(2) 国内 規格 の 海外 紹介 , 海外 規格 の 国内 紹介 , 各国 
規格 と 日 本 の 規格 と の 比較 調査 ,、 テス ト 等 
(3) う IEC に な いも の で も 自発 的 に 学会 の 規格 の よう な 
も の を 作成 する . 
(4) 通信 に 関す る 規格 の 訳 
(5) 出版 活動 (TEC Publication 等 ) を 盛ん に する . 
2. 委員 会 継続 の 再 検討 ( 東 幹 事 ) 
, 下記 夫 員 会 は 初期 の 目的 を 終了 し た の で 一応 廃 止 し て 痢 
順 が 生じ た ら 再 設置 する . 
計算 機 用 語 専門 委員 会 一 了承 
半導体 JIS 専門 委員 会 一 委員 長久 席 に つき 委員 長 に 
は か っ て その 意見 に し た が う よ う に する 
な お 前 回 の 宿題 の 電子 管 JIS 専門 委員 会 に つい て は 通産 
省 原 局 , 工 技 院 と も この間 呈 の 起こ っ だ 時 代 と 情勢 が 異な 
る の で , と の 委員 会 の 決定 に し た が うと の こと と で , .36 年 度 ' 
以後 の 原案 依 託 は 学会 を 対象 と し な いと と を 決定 し た . 
3. IEC 会 議 。 
3.1 1960 年 総会 今年 の 総会 は 10 月 30 日 より 11 月 
12 日 まで 配布 資料 の よう に = ュー デリ ー で 開催 され る . 
目下 の 出席 予定 は 下記 の と お り で ある . 


係 
宮本 (東芝 ), 中 村 ( 明 電 合 ) 


QO 絆 電 関 係 


TC-40 ) ・ 早坂 GHP 


昭和 35 年 9 月 


SC=40-3 : 高木 (東大 ) 

SC-39/40 : 1 名 出席 二 る よう 努力 する 

SC-12-2 : 委員 長 よ り NHK へ 1 名 出席 方 交渉 中 
RS 工業 会 側 よ り 出 席 二 る よう に する こと と 

3.2 ロン ドン 会 議 報告 。 ンド ン で 開催 され た 電子 管 , 
半導体 委員 会 へ 出席 し た 武藤 ( 通 研 ), 相田 G 通 研 ) 両氏 
よう り 概 略 の 報告 が 行なわ れ た . 

3.3 1961 年 会 議 。 6 月 19 日 より 30 日 まで スイ ス の イ 
ンタ ー ラ ー ケ ン で 総会 が 開催 され る . な お 1962 年 は ルー 
マニ ヤ で 行なわ れる . 

次 回 予定 10 月 14 日 ( 金 ) 午後 5 時 30 分 より 


測定 ・ 安 全 専門 委員 会 (S.C. 12-1, 12-2) 
委員 長 二条 織 基 幹事 中 村上 忠男 


委員 会 は 本 期間 中 で は 6 月 13 日 1 回 開か れ た . 

杯 年度 は 大 体 2 か 月 た 1 回 委員 会 を 開催 する と と に し た . 
本 年 10 月 の ニュ ェ ュー デリ ー 総 会 と は 当 委 員 会 ある な る べく 代表 を 
送る よう 努力 する と こと と し , 提案 文書 は 早く まとめ る よう に 
申 必 合わ せ を 行なっ た . 

規格 調査 会 の 計画 し た IEC Publication の 翻訳 に つい て 
は 安全 条件 関係 の Pub 65, お よび AM 受信 機 試験 法 Pub 69 
は 深田 氏 (電気 通信 機械 工業 会 ) FM 受信 機 試験 法 Pub 91 
お よび TV 受信 欄 試 験 法 Pub 107 は 中 村 幹 事 CNHK 技 研 ) 
に お いて 翻訳 する こと と し た . 

前 IEC Sub Committee で 日 本 に も 依頼 され た 受信 機 等 
の 安全 条件 試験 は Philips 社 か ら 6 種類 の 機器 の 送付 を 受け 
る こと と に な っ た の で 人 各 メー カ が 分 担 し て 試験 を 行なう と こと に 
en 

今年 も 分 科 会 と し て 安全 条件 TC 12-2 は 電気 通信 機械 工 
業 会 , 受信 機 試験 法 TC 12-1 は 電波 技術 協会 が 担当 する とこ 
人 広 な っ た . 


無線 送信 機 専 門 委 員 会 (S.C. 12-6, 12-7) 
奏 員 長 新川 浩 ! 幹事 大 山 三 良 


今期 中 つぎ の ご ど と さく 3 回 の 委員 会 を 開催 し た . 

第 4 回 5 月 6 日 第 5 回 "5 月 30 日 
第 6 回 6 月 21 日 

審議 し た 事項 の お も な も の は つぎ の 通り で ある . 

(1) S.C. 12-6 関係 

無線 送信 機 の safety requirement に つい て (S)9, 無線 
送信 機 の 測定 法 に つい て (S)11, お よび 帯 城 幅 の 定義 に つい 
て (S)10 等 の 文書 に つい て , 回 答 の 期限 は 過ぎ て いる が 次 回 
の 文書 た 対す る 人 準備 と し て , 前 2 者 を 工業 会 に , 後者 を 電波 
監理 局 で 検討 する こと と し た . 

(2) 8.C. 12-7 関係 

昨年 秋 Ulm におい て 開催 され た S.C. 12-7 の 決議 に 基 
づい て 事務 局 が 改 あ て 編集 し た 無線 通信 装置 の 試験 法 に 関す 
る 文書 (S) う 4 か ら (S〕 う 12 まで に つい て 審議 を 続け て いる . 
と の 関係 の 文書 は 今年 12 月 の New Delhi に お ける 総会 前 


| まで に な ぉ 20 編 以上 の 文書 が 来る も の と 考え られ る の で , 各 
| 方 面 の 協力 を 得 て 審 議 を 進め る よう 努力 し て いる . 


(3) う Pub 91 お よび Pub 69 の 翻訳 出版 関係 


「 Pub69 (CAM 放送 受信 機 の 試験 法 ) に つい て は 以前 工業 会 
た に て 翻訳 し た も の が ある の で , それ を 検討 の 上 出版 する と と 


| と し た . Pub 91 (FM 放送 受信 機 の 試験 法 ) に つい て は 測定 


・ 安全 専門 委員 会 で 取扱 っ て いる の で , その 出版 を 同 委員 会 


tT? と と に 進め あめ つつ ある . 
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電子 管 専門 委員 会 (S.C. 39-1) 
委員 長 近藤 厚 実 幹事 原島 治 


と の 期間 に 3 回 ずつ の 本 委員 会 お よび 分 科 会 を 開催 し , 審 

議 経 過 の 概要 は つぎ の ご ど ご と く で ある . 

(C1) ロン ドン 会 議 へ の 日 本 代表 4 名 派遣 
本 年 6 月 1517 日 セン ドン で 開催 され た SC 39-1 の 会 議 

に 日 本 代表 と し て , 原島 , 水利 , 岡村 , 武藤 の 4 氏 を 派遣 し 

た . 同 会 議 で 討議 され る IEC 文書 の 大 部 分 は 日 本 到着 が 遅 

く ,。 4 氏 の 出発 前 に 到着 し た も の に つい て は 後述 の ご ど と く , 

39-1 (Japan) 14, 15, 16, 17 の 日 本 と し て 4 氏 に 会 場 で 配布 

し て も ら う こと に し た が , を その後 到 症 文書 で つい て な は 日 本 の 

意見 文書 を 提出 する 時 間 的 余裕 が な か っ た . な お 原島 , 水利 

氏 は SC 39-1 の 本 会 議 に , 岡村 , 武藤 氏 は 試験 法 に WG 参 

加 し , 岡村 代表 の 書 信 に よれ ば 各 代 表 は 健闘 され だ た だ 由 . 

(2) 6 か 月 文書 の 審議 
39-1C(CO)14 (図面 の 書き 方 ), 15(CR 管 外形 図 の 書き 方 ) 

16 (ベー ス ), 17 (ハム お よび ヒス の 測定 法 ), 19 て ピン 番号 

の つけ 方 ) 等 が 本 年 11 月 期限 6 か 月 文書 と し て 来 て お り , こ 

れ ら に つい て は 幹事 国文 書 時 期 に 日 本 の 意見 を の べべ て ある 

が , な お 各 委 員 で 分 担 し て 検討 中 で ある . 

(3) 幹事 国文 書 の 審議 

(3B) 39-1(S)9, 15 (入出 力 ア ドミ タン ス 測 定 潜 う 一 本 件 だ 
つい て は 日 本 の 意見 J-13 を 提出 し , その 一 部 は ロン ドン 
会 議 で 採用 され た . 

(3 AY 391(S) 13513 A =x) OEE 
問題 点 ) 一 特に 意見 な し . 

(3 C) 39-1(S)16( バ ルプ 外形 ) 放 熱 シ ー ル ド 取 付 の た め MT 管 
外 径 の 許容 度 を 縮め る 提案 で あっ て わが 国 と し て は 2 つの 
観点 か ら 反 対す る 旨 を 会 議 参加 者 か ら 発言 する こと ど に し た 

(3 D) 39-1C(S)17 (シン ボル ) 本 年 1 月 日 本 原案 を 大 部 分 & り 
入れ て パリ で 決定 され た も の で ある の で , 意見 な し 

(3 E) 39-1(S)18 (入出 力 容量 の 定義 本 件 に 関し で は 日 本 の 
意見 J-14 を 提出 し た . 

(3F) 39-1(S)20(CR 管用 基準 線 ゲ ー ジ ) 本 件 に 関し て は 日 本 
の 意見 J-16 を 提出 し た . 

(3 G) 39-1(S)21 (ベー ス ) 6 月 到着 審議 中 
(4) 各国 方 書 の 審議 

(4 A) 39-1(Netherlands) 6 (電極 電流 の 測定 法 ) 本 件 に つ 
いて は 日 本 の 意見 J-15 を 提出 し , ドン ドン 会 議 で その = 
部 が 受入 れれ られ た . 

(4B) その 他 の 数 10 件 の 各国 文書 は それ ぞ れ 各 委 員 で 分 拒 
審議 中 で ある が , 6 月 以降 に 到着 し た も の が 極め て 多く ぐ , 
文書 到着 遅れ が 国内 審 識 の 最大 の あい 路 と な っ て いる . 

(5) ヒー タ 温 度 上 昇 時 間 と その 測定 法 

トラ ンス レス ラジ オ お よび テレ ビ 用 で は この と と が 非常 NC 
箇 要 な の で こと の 問題 の 取り あげ を ンド ン 会 議 で 日 本 が 提案 
し 結局 日 本 が 原案 文書 作成 を 担当 する こと に な っ た . 

(6) マイ クロ 波 管 の 測定 法 . 

本 件 も ロン ドン 会 議 で 取り あげ を 日 本 が 提案 し , 上 日本! で z 

グ ネ トン ), 英 , 独 で 原案 を 分 担 す る こと に な っ た . 

(7) 委員 長 , 幹事 委員 の 交代 

西尾 委員 長 が 椅 任 し 近藤 幹事 が 新 奏 員 長 と な り , また 原 往 
治 氏 が 新 幹 事 と な っ た 外 ,・ 松下 電子 より 委員 会 参加 の 希望 申 
出 が あり 一 応 は 承諾 する こと と し て 人 選 依 頼 中 で ある . 


半導体 専門 委員 会 (S.C. 39-2) 
委員 長 武田 行 松 幹事 新 美 達 也 
本 期間 に は 本 委員 会 3 回 , 小 委員 8 回 開催 し 。 お も に 本 年 


会 識 で の 


A) 


982 報 


度 の IEC 国際 会 議 に 提案 する 日 本 案 た に つい て 検討 し た . 最 
終 的 に 決定 し た 日 本 の 提案 事項 な ちら びに 意見 は つぎ の 通り で 
ある . 
(I) 定義 お よび 表示 関係 
(i) 実用 術語 の 定義 , 既に 提出 し て ある 日 本 案 に つい て 
日本 代表 に 口 答 で 述べ て も ら う . 
(ji) 工学 用 術語 の 定 北 Avalanche Breakdown, Base 
Region な ど 7 語 の 定義 を Comments と し て 提出 . 
GG 届 り ) 文字 表示 意見 な し . 
I) 定格 関係 
(1) う 標準 温度 に 0°C を 入れ る べき で ある と と を ロロ 答 で 申 
入れ る . 
(ii) Zener Diode, Power Transistor の Essential 
Ratings に つい て Comments を 提出 (Zener Diods は 5 
項目 , Power Transistor は 8 項目 に つい て ) 
Gii) Switching Transistor の Essential Ratings CES 
案 を 元 に し た 日 本 案 を Proposal と し て 提出 . 
Civ) Power Diode に つい て , 整流 器 と の 関係 が 不明 確 
な の で この 点 を 日 本 代表 に 確か め て も ら う こと と . 
《v) 」 特 性 曲線 の 表示 法 7c/ Veg, cso/ams な ど 11 項 
目 に つい て Proposal と し て 提案 
(II) 試験 法 関係 
i) 1General Principle 意見 な し -. 
b (iii り hibrid parameter か ら Veamg) まで の 試験 法 , 意見 
Br" な 
tc Gi Diode Testing 前 に 日 本 案 と し て 提案 し た も の の 中 
, か ら 問 題 に と な っ て いる も の を 抜き 出し て Reverse Current, 
Forward Voltage, Rectification Efficiency の 3 項目 に つ 
, いて 再 提案 . 
WC (iv) Thermal Resistance CES の 方 法 を 提案 . 
(v) Noise Figure 
| WV) 寸法 関係 
ee ペー ス と ケー ス の 寸法 に つい て IEC 本 部 提案 の も の と 国内 
0 で 使用 中 の も の と を つき 合わ せ 若 干 の 修正 意見 を Comments 
\ て 提出 . 
お IEC 半 導 休 部門 国 際 会 議 は ロン ドン で 6 月 8 日 か ら 
S$ 月 14 日 まで 開か ら , 日 本 代表 と し て 相田 実 委員 GW 研 ) が 


二 出席 し た . 

jg 請 ケッ ト 専 門 委員 会 S.C. 39/40) 
議 kK 近 放 操 天童 三矢 一 次 

有 】 に の 基 c 3 回 の 会 合 を 開 供し, 審 識 し た 事項 の 中 お も な 


本 計 科 の ご く で ある . 

(1) う JIS ソケット 規格 原案 の まとめ 

| 前 年 度 工 技 院 ょ り 原 案 作 成 依頼 を 受け て 作成 し た JIS ツケ 
| > 有 ト 規格 原案 中 , デュ オデ カル お よび ダイ ヘ へ プ タ ル 形 追 加 品 
| 往 の 寸法 を 試験 法 の 一 部 に 対す る 最終 決定 を 行ない , と れ に 
有 有 李 す る 仕事 が 完了 し た . 
4 _ (2) UlIm 会 議 議事 録 の 検討 

Ulm 会 議 に も 本 委員 会 代表 を 参加 せしめ る と と が で き な か 
有 有 っ た の で , その 議事 録 と と れ ま で の 各 文 書 と を 項目 別に 名 委 
。 具 が 分 担 し て , 従来 の 審議 の 経過 Ulm 会 識 の 経過 と 決 諭 , 
1 利 本 国内 笑 と し て の 名 項目 に 対す る 今後 方 針 や 問題 点 の 検討 
]】 を 毎月 絶 統 し て 行なっ た . 

> i IEC ソケット 規格 中 の 個別 規格 に 含め る べき 品種 の 
決定 

] 本 件 に 対し て は わが 国 の JIS 中 の 該当 項目 を 英訳 を 送付 す 
( る と 共 k。, JIS で は 未 審議 の 110° 偏向 受像 管用 ソケット も 
用 つて 次 打てる た め の 容 議 を 行なっ た 近く 文書 化 が 行なわ 
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れる 予定 で ある - 

(4) 挿入 お よび 引抜 速 さ の 決定 

ソケット IEC 試験 法 さ し 引抜 力 お よび 挿入 力 試 験 中 さじ 
込み お よび ひき 抜き の 速 さ 規定 に 対し て わが 国 机 S と 異な る 
の で , 各社 で デー タ を 持 よ りつ つ あ る . 

(5) 電子 管 外 形 寸 法 の 報告 

放熱 シー ルド 規格 作成 の た め 電 子 管 外形 許容 度 を 従来 より 
縮め る 提案 が IEC で 行なわ れ , 各国 は 自国 の 製品 の 現状 を 
報告 する と と が 要求 され た の で , 各 電 子 管 製造 会 社 で 自社 製 
品 に つい て 測定 を 行ない , と れ を まとめ た も の を 近く 文 書 化 
の 予定 で ある . 

(6) 新着 文書 の 審議 

最近 到着 し た 多く の 文書 の 審議 を 継続 し て 実行 中 で ある - 

(C7) ニュ ー デ リ 会 議 の 件 

本 委員 会 は 発足 以来 一 度 も 会 議 に 代表 を 送っ て いな い の 
で , 本 年 は 最低 1 名 の 代表 を 送る べく 努力 中 で ある . 

(8) 幹事 交代 

中 沢 前 幹事 (東芝 ) が 三矢 現 幹 事 (東芝 う に 交代 し た -. 


各 品 調査 専門 委員 会 報告 (40-1, 40-4) 
委員 長 武藤 時 弘 。 幹事 田部 井 秀 礁 


今期 は っ つっ ぎの ご と さく 3 回 会 合 じ 審議 を 行なっ た 。 
第 23 回 4 月 22 日 第 24 回 5 月 11 日 
第 25 回 6 月 23 日 
1. 小 委 員 会 の 運営 : 

ュ コン デン サ 関 係 の 小 委員 会 を 新設 し た . 紙 , マイ カ ヵ 関 係 
6 名 , 磁器 関係 4 名 , 電解 関係 5 名 と し 、 正規 委員 外 に 臨 
時 委員 を 決定 し た . な お 使用 者 側 代表 者 と し て 現在 委員 が 
少な い の で , 正規 委員 の 若干 名 の 追加 を 要望 する こと に な 
っ た . 早急 に 審議 すべ き 文 書 が ある の で 第 1 回 コンデンサ 
小 委員 会 を 7 月 19 日 に 開く と こと に な っ た . 

な お 抵抗 関係 の 小 委員 会 は 検討 の 結果 一 応 従来 通り と 
し , 新設 を 保留 する こと に し た . 機構 部 品 関係 の 小 委 員 会 
は 目下 進行 中 で 早急 に 新設 する とこ と に な っ 均 。 


\ 


2. 文書 審議 
40-1C(CO)34 : 固定 非 巻 線 抵抗 器 (1 う に 対す る 推奨 規格 
Pub 115 の 追加 
人 に ” (MT) r 
Pub 109 の 追加 


検討 の 結果 6 月 1 日 に 息 成 と 回 答 し た . | 
40-(Sec)45 : 磁器 コン デン サ の 耐 湿 負 荷 試験 の 印加 電圧 に 
関す る 質問 小 委 員 会 で 実験 デー タ を 出し て 回 
答 す る と と に な っ た . 
RM 571/SC 40-1 : ウル ム 会 議 議 事 録 
RM 574/SC 40-4: ウム ん 会 議 議事 録 
電解 ン アデン ッッ 。 固定 抵抗 問 , 可変 抵抗 器 , 標準 数 , 磁 
器 コ ン デ ン サ 雑音 防 止 コ ン デ ン サ ,。 紙 コン デン サ , 機 
i どど それぞれ の 担当 者 が 分 担 し て 翻訳 検討 を 
っ た . 
・ 40-1(Sec) 47 : 磁 品 コン デン サ (1p) 仕様 第 3 案 
40-1(Sec) 49 : 磁器 コン デン サ (1) の 推奨 規格 Pub 108 
の 修正 案 
それ ぞ れ コン デン サ 小 委 員 会 で 検討 回 答 す る こと に な っ 
た . 
40-1(Sec) 50 : or ン デ ン サ 推奨 規格 Pub 80 の 修 


特に healing counter 回 路 に 問題 が ある の で 検討 する と 
と に な っ た . 


40-1(Sec) 51 : 複合 可変 抵抗 器 仕 様 第 3 案 - 
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お くむ ね 缶 成 で ある が な 六 よ く 検討 する と と に な っ た . 

40-1(CO) 37 : 抵抗 テン デン サ 用 の 許容 値 の 推 標 準 数 表 
(6 か 月 ) 

シリー ズ と 太 シリ ー ズ と の 関連 を 検討 し た が , さら 

に 審議 の 上 回 答 す る と こと に な っ た . 

その 他 ス イッ チ , コネ クタ 関係 と 雑 
イラ プー コマ ジン デン な どの 文 半 が 
次 回 審議 と な っ た . 


高周波 伝送 線 専門 委員 会 (S.C. 40-2) 
委員 長 醒 松 鏡 逸 。 幹事 畑 和夫 


こと の 間 専 門 奏 員 会 を 1 回 (4/28), ケー プル , コネ クタ , 測 
定 法 に 関す る 各 分 科 会 を それ ぞ れ 2 回 あて ( 導 波 管 は 電子 機 
算 工 業 会 の 導 波 管 答 員 会 に 委託 ) 開催 し て 40-2CCO)21 お よ 
び が 40-2CCO)24 の 各 2 月 則 に よる 文書 の 内 容 を 検討 し , 回 答 
案 を 作成 し た . また Ulm の 会 議 に お いて 依頼 を 受け た 宿 
大 , (1 日 本 提案 の 4,8 ミリ 高周波 ケー プル の 詳細 構造 , C2) 
高周波 ケー プル の Screening e 折 ciency の 測定 法 , の 2 件 
だ に つい て 検討 を 行ない 回 答 原案 を 作成 し た . 

と の 他 , 刊行 物 Pub 96 の 和訳 文 の 内 容 を 検討 し た 後 , と 
れ を 親 答 員 会 へ 提出 し た . さら に 40-2(S)20 お よび 40-2(S) 
37 た につい て その 内 容 の 検討 を 行なっ た . 


。 ク リス タル 専門 委員 会 (S.C. 40-3) 
委員 長 高木 昇 幹事 高原 靖 


末年 度 は クリ スタ ル JIS 専門 委員 会 を 開か ず , 同 委員 会 に 
い て 残さ れ た 技術 的 問題 も 合わ せ て 当 委 員 会 に だ お いて 審議 
必 た い . この た あめ 委員 の 数 を 7 名 増員 する 了 予定. 

第 31 回 (5 月 20 日 )〕) (1) Ulm に お ける 会 議 の 経過 に 
つい て は 前 回 報告 され た が , その後 この 報告 に 追加 を する 必 
要 交 生じ た の で 幹事 が これ を 説明 し た . (⑫②) 水 卓 振動 子 の 標 
護 励 振 レ ベル に 関す る IEC 文書 [40-3C(Central Ofice)9] 
を 幹事 が 説明 し , これ に 着 成 で ある 覧 回 答 す る と こと に な っ た . 
«3) 水上 品 振動 子 の Unwanted response の 標準 測定 法 と ろ 
流 器 用 共振 子 の 個別 規格 に 関す る アメ リカ の 提案 を 小倉 委員 
: が 説 朋 し た . ( カ わ IEC 規格 お よび JIS の 原案 の 作成 に お い 
て 未 解 決 に な っ た 技術 的 問題 の 研究 を と の 委員 会 に お いて 谷 
: わ せ て 行ない た い 起 提案 し , その 題目 に つい て 説明 し た . 夫 

| 識 の 結果 6 つの 小 委 員 会 を 設 け て と これら の 問題 を 検討 し て ゆ 
24 に な っ た 

第 32 回 (6 月 20 日 ) ⑤) IEC 本 部 か ら 提 案 さ れ た 「 圧 
電 振 動 子 の 周波 数 お よび 等 価 抵 抗 の 測定 」 に 関す る 6 か 月 ル 


音 防止 用 コン デ * 
あっ た が 都合 に よ 


「 一 ル の 文書 [40-3CCentral Office)10] を 尾上 委員 が 紹介 し 
良 た この 文書 に 対し て は 着 成 で ある 引 回 答 す る と こと に な っ た 。. 
| <②)「 副 共振 の 一 測定 例 」 に つい て 紙 本 委員 が 説明 し た . (3 


前 回 の 決定 に より 当 委 員 会 に 小 委員 会 を 設け て 技術 的 問題 を 
研究 し て ゆく と と に な っ た の で , その 具体 的 方 法 を 幹事 が 説 


有明 じ た . (④ 小倉 委員 が アメ リカ に お ける 水 旧 振動 子 の 現状 
: 0 re 


基本 的 試験 法 専門 委員 会 (S.C. 40-5,12-7) 


委員 長 高木 昇 幹事 森川 貞 重 


本 期間 中 委員 会 は 開催 し な か っ た . 


。 フェ ライ ト 専 門 委員 会 (S.C. 40-6) 
和 員 紅 和田 弘 幹事 徳江 哲夫 


(Sec)9 実効 磁 路 長 の 計算 に 関し て 審議 の 結果 提 
か っ た た . 

(CO) う 5 つぼ ぽ 形 磁 心 の 寸法 規格 に 関し て 審 議 の 結果 , 磁 心 製 
造 者 お よび 使用 者 間 の 調整 意見 の 出る の を 待っ て 再び 審議 を 
行ない IEC あて 回 答 す る と と と し た . 


に 異議 は な 


電子 管 JIS 専門 委員 会 
委員 長 西尾 秀彦 幹事 近藤 厚 実 
武市 武 


と の 期間 に 本 委員 会 3 回 , 分 科 会 7 回 を 開催 し , 審議 経 務 
の 概要 は つぎ の ご ど ご と く で ある . 

(1) 本 年 度 の 審議 方 針 

本 委員 会 は 発足 し た 一 昨年 に 電子 管 J1S 通則 の 原案 を 作成 
し 。, 昨 年 は 外形 ベース お よび テレ ビ , ラジ オ 用 受信 管 辛 要 証 
種 の 個別 規格 を 作成 し た . 、 本 年 度 は 主要 品種 中 の の と り の な 

に つい て 個別 規格 を 審議 し , 本 年 度 で とこ の 委員 会 の 住 事 
一 応 完 了 す る つも り で ある . を その後 の 原案 作成 や 改定 だ つい 
て は , 電子 工業 会 が その 仕事 を 行なう の が 適当 と 思わ れる 1 

(2) 昨年 度 完了 品種 と 本 年 度 着 手品 種 

と の 件 に つい て まとめ る と 次 表 の ご と く で あろ 


ララ 次 放電 テ が Es 

6BE6, 12BE6 | 3AL5, 6A 65 

E 6BA6, 12BA6 | 3CB6, 6CB6 
度 12BY7 A, 6BX6 
完 | 0 AY 0DY 半生 MB 
F 12 AX4GTA, 1724 
30A5; 35W5 1 6AX4AGT;j ORS 
6AR5, 6AQ5 | 3AV6, 4BQ7A 

本 |.6BQ5;, 6BM8 | 5J6 UE 
3 6CA4, 5RK16 | 6AW8A, 9A8 
着 |12AX7, 6R-P11 12BH7A, 16A8 
手 | 19A3, 6BD6 |12G-B3, 25E5 
6M=E5 7AN7, 6AB8 


以上 の 審議 が 終る と , ラジ オ 用 , テレ ビ 用 いずれ も た と 
入 ば 高周波 増幅 用 , 検波 用 , 水平 発振 用 等 々 の 各 用 途 に 対す 
る 代表 品種 の 規格 が 完了 する . 

トラ ンス 付 お よび トラ ンス レス 用 球 の ヒー タ 電 正 に つい で 


つぎ の ご ど と く 裕 度 を 決定 し た . 
トラ ンス 付 | トラ ンジ スス 
ラジ オ 用 10% . 8 
テレ ビ 用 10 4 
ラジ オ , テレ ビ 共 用 10 4 


ラジ オォ オ , テレ ビ 共 用 上 品種 の その 他 の 上 品種 に つい て は お も な 
用 途 の 分 科 会 で 最初 規格 を 立案 し , 他 の 用 途 の 分 科 会 で これ 
に 修正 を 加え る と と に し た . 

(4) テレ ビ 用 球 試験 法 

テレ ビ 用 受信 管 の 試験 法 に つい て は , わが 国 で まだ 全 舌 決 : 
まっ て な い 項 目 が 相当 あり , 個別 規格 作成 の 障害 と な っ て い 
る . こと の 件 に つい て は 本 規格 調査 会 長 よ り 電 子 機械 工業 会 長 
へ 依頼 状 を 送り , 工業 会 内 に お ける 同 方 面 の 審議 を 促進 し て 
や おぶ と を 六 由 た : ; 

(5) 委員 長 交代 
西尾 委員 長 が 多忙 の た め 本 任 を 申し 出 ら れ , 後 企 と し て 奈 


田 正信 氏 G 肖 EH う が 新 答 員 長 に な る 予定 で ある . 
C47) 
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電気 通信 技術 委員 会 調査 , 研究 専門 委員 会 業績 報告 
昭和 35 年 第 1・ 四 半期 


第 2 回 本 委員 会 


日 時 昭和 35 年 7 月 12 日 ( 火 ) 5 時 50 分 より 

場 所 電気 通信 学会 会 議 室 

出席 者 森田 会 長 , 新堀 , 相浦 , 京極 , 近藤 , 緒方 , 後藤 , 
岡部 , 中 村 , 加藤 , 上 田 , 丹羽 , 高橋 , 大 泉 , 博 
田 , 熊本 , 染谷 の 各 委 員 お よび 関口 幹事 


議 事 


(1) 35 年 度 第 ・ 四 半期 各 専 門 委 員 会 活動 状況 の 
報告 
出席 され た 委員 長 幹事 より 口頭 に て 簡単 に 各 委 員 会 の 発表 
状況 を 説明 され た . な お マイ グ ェ ド 波動 標準 調査 委員 会 は 関 ロ 
。 幹事 説明 . 
(2) 全国 大 会 シン ポジ ウム に つい て 
新堀 調査 幹事 より 本 年 度 秋期 全国 大 会 (11 月 27 日 ~29 日 
開催 予定 た に お いて 行なう シン ポジ ウム 形式 お よび その 内 容 
に つい て 説明 が あっ た . 
(3) 用 語調 査 専門 委員 会 の 設置 に つい て 
新堀 調査 幹事 説明 
学会 と し て 用 語 の 統一 を は か る と と が 望ましく, すでに 航 
宰 通 信用 語 に つい て は 航空 電子 機器 研究 専門 委員 会 に だ お いて 
1 非 公 式 に 検討 し て いる 状況 で ある か ら , と これ を まとめ た 公式 
容 員 会 を 設置 する こと が 必要 で ある 腎 提案 さ れ た . 
と れ に つい て は , 通信 学会 と し て 独自 に 用 語 を 決め ある の か , 
| 交 部 省 制 定 の も の を 修正 する の か , 26 年 通信 学会 発行 の 用 語 
集 を 改正 する の か , な ど 委 員 会 の 使命 性 格 が まだ 十分 は っ き 
り じ な い の で , さら に 理事 会 ある い は 幹事 会 で 検討 し て 次 回 
に 再 討 議 す る と と と し た . 、 
て (4) 要員 会 活動 の 拡充 に つい て 
関口 幹事 説明 
6 月 30 日 学会 幹事 相談 会 に お いて 検討 され た 学会 活動 の 拡 
| 充 計 画 案 に し た が っ て , 技術 委員 会 と し て は どの よう に K に 計画 
処置 すれ ば よい か に つい て 失 索 , と た に つい て いろ いろ 意見 
| が 出さ れ た が , 要約 すれ ば つぎ の よう で ある . 
(a)」 年 間 を 通じ て の 資料 題目 を 整理 本 誌 に 発表 . 
| (b) 希望 者 に 複写 頒布 の 便 を 考え る . 
科学 情報 セン ター に 依頼 する . 
(cec) 地方 で の 開催 を 活発 に する . 
有 | (d) 委員 長 の 地方 で の 解説 講演 会 を 行なう . 
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| な 3s, これ に 関連 し て 和 持 員 は 学術 の 発展 に 学会 を 通じ て 
買 献 すれ ば , 直接 維持 員 の 利益 を 計る 必要 は な く , 間接 的 に 
学会 活動 を 援助 する こと が 望ま し い 覧 の 発言 が あっ た . 

t; ; 5) 近藤 条 員 ょ り 米 国 I R.E. の Technical Committee 
] 有 | の 還 用 リス ト を 作 才 と し て 提出 され た . 

| 有 有 これ は 授 信 規格 表 員 会 に 対応 する も の で ある . 
(6) 旨 事 更 送 に つい て 

有朋 関口 幹事 が 海外 出張 の た め 後 任 に 

4 川村 光男 氏 (東京 工業 大 学 勤務 ) (昭和 27 年 東工 大 卒 ) を 
[次 料 番号 4772] 


な 
* 


依頼 し て 承認 を 得 た . 
次 回 は 10 月 25 日 KX) 午後 5 時 30 分 より -. 


マイ クロ 波 電 力 標 準 国際 比較 調査 
専門 委員 会 
委員 長 古賀 逸 策 幹事 岡村 総 吾 


今期 は 2 回 の 会 合 と さら に URSI 報告 作製 の た め 2 回 の 小 
委員 会 を 用 いた . 

第 4 回 (4 月 26 日 ) 国際 比較 用 マッ ント J9-9 を 米国 に 
向け , J9-6 を 英国 に 向け 3 月 中 に 航空 便 で 発送 し た 引 委 員 長 
より 報告 が あっ た . 前 回 に 引 続 い て 柏木 委員 ょ リバ レッ タ 講 
負荷 試 題 結 果 に つい き 報 告 が あり , エッ チン グ 幅 の 短い も の , 
お よび 冷 抵抗 変化 の 大 きい も の は 断線 が 早い と いう 結論 が 紅 
た が , 前 回 国際 比較 中 米国 で 継 線 し た バレ ッ タ も た また ま 状 
抵抗 変化 の 大 きい も の で あっ た こと と が 判明 し て いる の で , 騙 
回 の 試験 結果 も 漆 え て 米国 に 知ら ちせ 。 バレ ッ タ の 信頼 性 に つ 
いて 互い に さら に 検討 する こと に し た . "つい で マイ カク ァ ャ 波 電 
力 測 定 に 関す る 最近 の 文献 に つき 大 森 委 員 , 稲毛 委員 より 絶 
介 が あっ た . 

第 5 回 (5 月 19 日 ) 国際 比較 用 に わが 国 か ら 送 付 し た マ 
ウッ ント J9-9 を 米国 に お いて カリ メ ー タ 法 守 よび イン ビー 
ダン ス 法 で 能率 測定 し た 結果 に つき 米国 N.B.S. Engen7 氏 
より 来 信 が あり , 前 者 は 7=98.85 土 0.7% 後者 な ヵ 7=98.8' ま 
た は 98.7 土 0.7%6 で あぁ っ て , "わが国 に お ける カド リ メ ー 法 . 
に よる 測定 値 と 誤差 範 範 内 で 一 致し て いる こと と 災 判明 し た : 
米国 か ら は わが 国 で 送付 し た J 9-8, J9-9 両 マ ッ ン ト を 返送 
し て 来る と 共に N.B.S. 製 No. 19, No. 20 の 2 個 の マッ ント 
を 国際 比較 用 に 送付 し て 来 た . また ほとん ど 同時 に 英国 か ら 
も わが 国 で 送付 し た J9-7 クマ ッ ウッ ント を 返送 し て 来 た の で 
以上 5 個 の マッ ント を カロ リ メ ー タ 法 で 能率 測定 し た 。 ぞ の 
結果 を 大 森 徐 員 か ら 報 告 が あっ た が , 米国 N.B.S. 製 マ ッッ 

ト は 各々 ヵ ?==98.12+6.698, ヵ =98.47+9:8925 で あっ た .。、 つ い 
で URSI 報告 お よび 総会 に 提案 すべ き 今 後 の 方 針 に つき 検 詩 
し , URSI 報告 に つい て は 小 委 員 会 を 開い て 詳細 を 検討 する 
と と. 総会 で 提案 すべ き 事 項 と し て は つぎ の 2 項目 を 考 護 す 
る と と に きめ た . (1) 9 Gc 関係 は 一 応 国際 比較 の 成果 が 挙げ 
られ た が , さら に こと れ を 維持 する た め , 今後 も 定期 的 に 較正 
を 行なう と と . (2) 24, 34, 50 Gc 等 の 高い 周波 数 帯 に お 居 
る 電力 標準 に つき 国際 比較 を 行なう . 

第 1 回 (5 月 23 日 ) お よび 第 2 回 (5 月 28 日 ) 小 委員 
会 第 1 回 に は URSI 報告 書 の 原案 , お よび 総会 報告 の 際 使 
用 する スラ イド の 内 容 等 に つき 検討 し , 各 項 目 と 分 担 を 定め 。 
第 2 回 で は 各 窒 員 作製 の 報告 書 に つき さら K に 検討 を 加え て ,, 
と り ま と め を 行なっ た . 


電子 計算 機 研究 専門 委員 会 
委員 長 後藤 以 紀 幹事 元 岡 達 


第 73 回 東京 大 学 電気 工学 科 輸 講 堂 で 行ない , まず 三菱 電 ・ 
機 の 福永 氏 か か ら AND と Exclucive OR を 演算 子 に 用 いた 
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マト リク ズ を 使い , 2 進 コ ゴー ド 相 互 の 変換 に 関す る 一 般 的 な 
方 法 に つい て 発表 が あっ た . 実際 の 変換 回 路 と 結び つけ る に 
は な お 問題 を 残し て いる が , コー ド の 性質 を 明らか に する 上 
で は 有用 な 方 法 と 思わ れる . つぎ に 電 試 の 駒 宮 宏和 男 氏 外 3 名 
の 方 か ら 江 崎 ダ イオ ー ド を 用 いた 将棋 倒し 式 の 論理 回 路 と , 
発振 を 利用 し た 記憶 装置 に つい て 発表 が あっ た . 記憶 の 読出 
し に 発振 現象 を 利用 する 方 法 は , 今後 この 種 記憶 装置 に 広く 
用 いら れる 一 つの 方 向 と な ろう . 最後 の 阪 大 の 喜田 村 , 寺田 
両氏 か ら 報 告 の あぁっ た 遅延 線 記 憶 装 置 の 応用 回 路 は , 電子 交 
析 機 を 対象 に 考え られ た も の で ある が , 安価 な レジ スタ と し 
て Ni 遅延 線 は 電子 計算 機 に も 広く 取入れ られ る と と が 望ま し 
く , 今後 この 方 面 の 技術 開発 が 活発 に 行なわ れる こと と が 期待 
され る . 

第 74 回 国際 電電 の 新 研 究 所 の 会 議 室 を お 借り し て 開催 さ 
れ た . まず 東大 の 後藤 英 一 氏 外 4 名 の 方 か ら 電 気 メ ッ キ で 作 
っ た 薄膜 磁性 体 を 使っ て パラ メト ドン お よび 記憶 装置 を 作る 
訪 法 に つい て 発表 が あっ た . 薄膜 磁性 体 は 記憶 装置 を 中 心 と 
し で て, 今後 計算 機関 係 に 広く 取入れ られ る 素子 で あり . メッ 
キ を 用 いる 方 法 は 蒸着 と 共に その 一 つの 方 向 を 示す も の と 考 
之 られ , 今後 の 発達 が 期待 され る . つい で 電 試 の 野田 克彦 氏 外 
3 名 の 方 か ら 自 動 制御 用 計算 機 ETL-RTC の 報告 が あぁ っ た - 
真 宰 管 を 用 い 刻 時 周波 数 を 2Mc に し た わが 国 現存 計算 機 中 
琶 や 高速 な 計算 機 で ある . 笑 時 間 動 作 と ディ ジタル 計算 機 を 
医用 する 試み と し て わが 国 最 初 の も の で , 今後 の この 方 面 の 
発達 に 役立つ も の と 思わ れる . 最後 に 国際 電電 の 榎本 驚 氏 外 
2 名 の 方 か ら 江 崎 ダイ オー ド 対 に 直流 を 加え る 方 法 と し て 自 
選 バ イア スズ 方式 が 提案 され た . この 方 法 を 用 いる と 再 定 回 路 
を 簡単 に 作る こと が で き , 江崎 ダイ オー ド 対 方 式 の 最大 の 欠 


! 敬 が 除去 され た とこ と に も な る . 


第 175 回 東京 大 学 電 気 工学 科 輪 講 室 で 開催 され た . まず 東 
大 航 研 の 穂坂 諾 より 磁気 ドラ ム を 遅延 レジ スタ と し て 使い , 
特殊 な 計算 を 組込み 命令 で 高速 処理 する 方 式 に つい て 発表 が 
あっ た . この よう な 式 は 特殊 目的 の 計算 機 を 安価 に 作る 上 
に 有効 な 手段 で ちあ ろう. つぎ に 通 研 の 伏見 , 別所 両氏 より エ 
サキ ダイ オー ド を 使っ た 記憶 方 式 に つい て 提案 が あっ た . 最 
比 に 国際 電電 の 寺村 氏 よ り , パラ メト セン 装置 の マー ジン に 
つい で 7 誤動作 の 要因 を 分 本 し , 統計 処理 に よ っ て 装置 の 衰 
重 ) 作 の 確率 を 求め る 方 法 に つい て 発表 が あっ た . 


トラ ンジ スタ 研究 専門 委員 会 
委員 長岡 部 豊 比 占 幹事 柳井 久義 


第 68 回 今回 は 4 月 9 芋 ( 土 ) 大 阪 大 学 工学 部 会 識 室 に お 
て 関西 支部 と 共 側 で 行ない 62 名 の 参加 者 を 得 て 有 意 論 な 一 
質 を 過 し た . 最初 に ソニ = 株式 会 社 の 福井 氏 よ り 「 エ サキ ・ 
訟 イオ ー ド ] た に つい て 原理 , 構造 , 特性 , 基本 回 路 お よび 応用 
に 関す る 詳し い 解 説 が あり , つい で 大 阪 大 学 の 水谷 氏 よ り 「 ト 
る の 同 路 な 1 で パッ リップ: 
プラ 二 ラプ リング ・ カ ツン タ お よび , 安定 回 路 の 応用 た に つい 
て 種々 実験 され た 結果 の 報告 が あぁ あっ た . つい で 東芝 の 岡部 氏 
より 「 メ サ ・ ト ラン ジス タタ に つい て 」] と 題し て Motorola の 
2N 700 の 設計 人 条件 を 分 析 し , と これ より 回 路 条 件 に 適し た 表面 


有 有 決 度 等 を も っ た トラ ンジ スタ を 設計 する と と が 望ま し いと の 


発表 が が あり, また 神戸 工業 の 前 田 民 より 「 プ zg の 一 測定 法 に つ 


ふい て 」 と 天 し て 一 定 周 波数 の み の 位相 測定 より a を 推定 す 
有 有 有る 工場 検 在 に 適し た 方 法 の 提案 が あっ た . つぎ に NHK 技研 
の 田子 島 氏 より トラ ンジ スタ の 高周波 雑音 指数 に つい て 」 


と 題し て , 高周波 で N.F. が 低下 し 始め る 周波 数 が プ z 1ーc 


| と な 異な っ て 来る 事実 お よび その 理由 の 検討 結果 の 説明 が あ 
| タ , 東北 大 学 の 西沢 氏 よ り 「2z 接合 の イ ン ピ ー ダ ンス 」 て と 和 題 


; 
es 
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し て 薄い ベー ス 層 の ダイ オー ド に 対す る 拡散 容量 の 周波 数 特 
性 六 よ び 厚 い ペー ス 層 の ダイ オー ド に 対す る 同様 な 検討 等 に 
つい て 理論 的 , 実験 的 に 検討 し た 結果 の 報告 が ちっ た . さら 
に 東大 生研 の 後 川 氏 よ り 「 ヵ x 接合 の アド ミタ ンス 変調 」 と 題 
し て 大 信号 領域 に お ける 入力 アド ミタ ンス の 診 導 性 だ 関す る 
理論 的 , 実験 的 な 詳細 な 報告 が あっ た . つい で 大 阪 大 学 の 佐 
* 木 氏 よ り 「 複 合 ド ラン ジス タタ ・ ス イラ チリ と 題 民 で 同種 の 
トラ ンジ スタ の ベー ス と テ エミッタ を 直接 結合 し た 複合 了 T テ デシ 
ジス タ に つい て その スイ ッ チ 特性 を 計算 し 実測 じ た 結 果 の 報 
告 が あり , また 寺田 氏 よ り 「 磁 わい 遅延 線 記 憶 装 置 に 用 いな だ 
トラ ンジ スタ 回 路 」 と 題し て 磁 わ い 遅 延 線 の 試験 装置 を ヤラ 
ンジ スタ を 用 いた 制御 回 路 に より 試作 し た 結果 の 報告 共 あ ラ 
た . 最後 に 松下 電器 の 末光 氏 よ り 「 け い 光 灯 を 高周波 点灯 す 
る 場合 の 電源 装置 」 と 題し て 6kc で 点灯 する 場合 の 利点 巻 よ 
びそ の た め に 必要 な トラ ンジ スタ 使用 の 電源 に つい て 実用 打 
検討 を 加え た 結果 の 報告 が あっ た . 以上 の 多く の 講演 で 対し 
終始 活発 な 質 疾 応 答 が あぁ あり, 夕刻 終了 し た , 

第 59 回 電気 試験 所 矢板 徹 氏 より 「 電 流 ス イッ チン グ 方 式 
に よる トラ ンジ スタ 高速 度 マ ル チ 回 路 」 と 題し て ドリ フト 
トラ ンジ スズ を 使用 し た フリ ッ プ ・ フ ドッ プ 回 路 を 検討 し 
エミ ッ タ ・ フ ォ ド ビリ の 回 路 を 追加 する こと に より 電圧 ドリ ガ 
方 式 の 高速 度 ス イッ チ 回 路 を 実現 し た 結果 に つい て の 報告 
あっ た . つい で 東北 大 学 の 西沢 潤一 氏 よ り 「 合 金 形 ダイ ギー 
ド の 逆 方 向 特性 に 関す る 一 実験 」 と 題し て 接合 周辺 の 表面 拡 
散 層 の 存在 を 光 スポ ッ ト 央 射 に よる 光電 流 の な だ れ 増 倍 , 光 


起 電 流 の 変化 , 電位 分 布 の 測定 等 に より 検討 し た 結果 に つい 


て 報告 が あぁ あっ た . 最後 に 同じ く 西 沢 潤一 氏 よ り 「 リ ケタ ン 
ス ・ ダ イオ ー ド 」 と 題し て エミ ッ タ 電流 の 大 き な 領 域 で , = 
ミッ タ ・ ベ ー ス 間 の 入力 イン ピー ダン ス の 周波 数 特性 を 検討 
し , 誘導 性 より 容量 性 へ と 変化 する リア クタ ンス 素子 と どじ で 


利用 で きる と と が 理論 的 お よび 実験 的 に 研究 され , 詳細 な 報 


告 が お っ た . 

第 70 回 東京 大 学 松岡 泰 氏 より 「 江 崎 ダ イオ ー ド の スイ マッ 
チン グ 特 性 」 と 題し て 報告 が あぁ あり, と これ は 江崎 々 イオ ー ド の 特 
性 を 三次 曲線 と 仮定 し て スイ ッ チ 動作 の 解析 を 試み , 実験 結 
果 と 比較 し じ た 所 よく 一 致す る 結果 を 得 , な 和 れれ を タイ 信和 記 引 
個 を 用 いた 回 路 お よび ダイ オー ド 対 回 路 に 適用 し て 種々 の ズ ス 
イッ チ 特 性 を 与え た も の で ある . つぎ に 大 阪 大 学 産業 科学 研 
完 所 の 横内 滋 氏 より 「 散 乱 行 列 測 定 器 の 江崎 ダイ オー ド 定 数 
測定 へ の 応用 」 と 題し て マイ クセ 波 薄 で の S-Matrix 測定 器 


の 紹介 お よび と の 江崎 ダイ オー ド 特性 測定 へ の 適用 に つろ いて 


検討 し た 結果 の 報告 が あぁ あり, 現在 入手 で きた も の で は 予期 じ 
た よう な イン ビー ダン スズ 変化 は 得 ら れ な い が , 測定 法 ど し て 
は 有用 で ある と の と と で あっ た . 最後 に 大 阪 大 学 佐々 木 次 郎 


氏 よ り ドド デン ジス タタ Schmitt 回 路 と 題し 庄 loop gain 
を 種々 変 き を て, スイッチ 時 間 と トラ ンジ スタ パラ ヌー お 者 
び loop gain また は 回 路 定数 と の 関係 を 理論 的 お よび 実験 的 


に 検討 し た 結果 の 報告 が あぁ っ た : 


vr 


マイ クロ 波 真 空 管 研究 専門 委員 会 ) 
委員 長 小池 媒 一 郎 幹事 中村 幸 雄 
今朝 は 毎月 1 回 の 会 合 を 開き , 5 月 は 関西 支部 の 協力 を 得 


て 大 阪 で 会 合 じ た . 大 阪 の 会 合 は 雨天 で あっ た が 52 名 の 参加 7 


を 得 て 感 会 で あっ た . : 

4 月 に は 大 越 民 より 〇 の 形 進 行 波 管 用 の 平行 形 集束 形 拡 
散 形 等 9 種 の 電子 銃 の 設計 法 に つき 総合 し た 報告 深 あ り , 』 ま 
た 小林 氏 は 磁 電 管 の 発振 立 上 が り の 解析 に より PPM 雑音 と 
の 関係 を 明確 に し た . 長谷 川 氏 は 大 阪 管 の リ ペ ラ を 陰極 に し 


た 2 陰極 の 新しい 球 を 提案 し , 電子 放射 が 定 間 電 荷 と より 制 。 
C49 }) 


4 Te Ke 
986 報 告 | 
ーー 
Fs CC 


御 さ れ , 多重 反射 に よる 発振 理論 を 述べ た . 

5 月 の 大 阪 の 会 合 で は 地元 阪 大 より 磁界 界 漫 形 電子 銃 と し 
で 4 電極 の も の が 提案 され , さら に 電子 ビー ム の リッ プル に 
つい て の 理論 的 検討 の 発表 が あっ た 外 , 電子 ビー ム に よる ペ パ 
ラメ ー 妨 増 弓 に つい て モー ド 間 の 結合 を 定量 的 た 取扱 っ た 理 
論 聞 提示 され た . また クラ イス トロ ン で は 藤沢 氏 が 多年 検討 
さ 況 だ ミリ 波 大 出力 の も の と し て 34Gc で 5W 以上 の 出力 
の 組立 管 の 発表 と , 神戸 工業 の S, 有 両 バ ンド で MW 級 の 
デ ペル スク ライ スト ドン の 試作 報告 が あり 注目 され た . と の 外 
進行 波 関 係 で は 上 記 の よう な MW 級 の クラ イス トピ セン 励 振 
用 の kW 級 の らせん 形 の 位相 速度 の 検討 と , ミリ 波 帯 の 後 
進 波 管 の よう に 回 路 損失 の 大 きい 場合 の 出力 取出 部 の 最適 条 
件 に つい て の 発表 が あっ た . 

6 月 だ は 大 越 氏 か ら 従来 の 理論 を 総合 し て マト リク ス 和 形式 
で 表現 し た 新しい 空間 電荷 方 程 式 が 提案 され , さら に と これ を 
用 ゅ いて 電位 最小 面 の 雑音 軽減 作用 を 三次 元 的 に 解析 し た 結果 
が 示さ れ た . また 宮 氏 か ら は 電子 の 多重 走行 を 利用 する 一 様 
「 磁 界 を 用 いた 進行 波 タテ ライ スト ロン の 二 次 元 的 理論 が 発表 さ 
0 . 


電気 音響 研究 専門 委員 会 
笑 員 長 宮田 義男 幹事 伊藤 角 


NN 
庄 半 証人 第 43 回 会 合 4 月 14 日 早 大 理工 学部 会 議 室 
 (!) 天 守 全 を 用 いた 音響 出力 の 測定 。 伊 産 才 君 ( 早 大 ) 
残響 室 を 用 いて 音源 の 音響 出力 を 測定 する と と の 理論 的 根 
ct \ ペ 二 , 三 の 実 測 例 を 示し た . 
2) う 音声 の ゅ ら ぎ 特性 か ら 見 た 伝送 特性 の 主観 的 評価 に 
, っ つい て 斎藤 収 三 姓 , 松田 売 一 君 ( 通 研 ) 
音声 帯域 内 に 1 個 の ピー ク 特性 を 有する 伝送 系 に 音声 が 加 
| きら れ た と き ぎの 応答 の 機構 お よび その 聴覚 に 対す る 影響 を , 
| で > ヶ 放 を する 音声 に ょ る ビー ク 特性 の 検知 限 に よっ て 
- る 方 法 に つい て 述べ た . 
Mc 第 44 回 会 合 6 月 14 日 早 大 理工 学部 会 議 室 
で) 振動 板 定数 の 測定 鈴木 民 治 君 , 鈴木 明 君 GWE 研 ) 
"on 1 0 全 各 の 所 め 板 の 右 効 面積 を 知る 一 方 法 と し て , 
有 振 患 板 の 体積 押 除 量 と 演 圧 と を 測定 し て 音響 イン ビー ダン ス 
の つい で 微小 変位 測定 器 に より 振動 板 の 変位 を 測定 す 
& 


a | 


に より , 有効 面積 を 求め る 方 法 に つい て 述べ た . 
放 有 2 誠 は 挫 用 的 な 琴 産 泊 定 に 有用 な も の で ある . 
き (2) 電磁 工 動 系 の 空 げ き 長 特性 

dt 新 木 誠 三 腫 , 島村 辰男 君 G 通 研 ) 
動 系 の 力 係 数 また は 負 スチ フネ ス の 極大 は アマ チ ニ 
dhe する も の で ある と と を 実験 的 に 確か 
有価 和 磁 界 を 学 慮 に 入れ た 磁界 分 布 の 計算 法 を 用 いる と と 
まり か な り 実 際 に よく 合う 空 げ き 長 特 性 を 求め る と と の 
遇 主 層 ぎる と と を 示し た . 
て 9) 9 月 の 雪 員 会 を 仙台 で 開く と と に つい て 打 合 わ せ を 

ve 


CD. 11 月 に 開か れる 全国 大 会 で シン ボ ジ ウ ム を 行なう と 
ONAN CRARI Dr 5, その 打 合 わせ を 行なっ た : 


回 路 網 理論 研究 専門 委員 会 
: る 衣 川上 正光 ・ 齋 事 矢崎 銀 作 


こと の 


放 K a ER 永井 健三 両氏 に よる 「 結 合 線 路 形 ろ 波 器 (ん 


a 
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形 回 路 に 等 価 な 回 路 」 の 研究 が 発表 され た . 本 研究 は 有形 回 


路 を 結合 線路 形 で 構成 する 方 法 に つい て 人 述 べた も の で , 定 KK 
形 お よび 誘導 M 形 回 路 を 例 に と っ て 説明 し じ て い る . 

(2) 同じ く 斎藤 伸 自 , 永井 健三 両氏 に よる 「 結 合 線路 形 
ろ る 波 器 ( 狭 帯 域 ろ 波 器 )〕」 の 研究 が 発表 され た . 本 研究 は 特に 
狭 帯 域 ろ 波 器 を 結合 線路 形 で 構成 する 際 の 方 法 を 論じ た も ゃ の 
で あり , 従来 斎藤 , 永井 両氏 に よっ て 確立 され た 甚 本 構成 方 
法 を 変形 し , 1/4 波長 ま た は 1/2 波 長 の 共振 線 を 結合 させ る で 
と に よっ て 実用 的 な 回 路 構成 を 行なわ ん と する も の で ある . 

5 月 10 日 ( 火 ) 非対称 ろ 波 器 に 関す る 報告 が 一 件 行なわ 
れ た . すなわち 黒沢 昇 氏 か ら 「 規 準 低 域 ろ 波 器 よ り 導 か れる 
非対称 ろ 波 器 」 に つい て 報告 が あぁ っ た . 本 研究 は 規準 低 域 ろ 
波 器 の 伝送 関数 を 周波 数 変換 し て ある 種 の 非対称 ろ 波 器 伝 送 
関数 を 導き 得る こと を 示し た も の で , と の 関数 を 橋 成 する に 
は 非対称 ろ 波 器 と し て 行なう 必要 が ある . 

6 月 14 日 ( 火 ) 可変 等 化 器 に 関す る 報告 が 一 件 行なわ れ . 
た . すなわち 達 藤 興 一 , 川島 持 男 , 奥村 功 の 3 氏 か ら 「 微 分 
反 絆 形 可 変 等 化 器 」 に つい て 報告 が あっ た . 本 報告 は 反 状 形 
可変 等 化 器 の 改良 に つい て 論じ た も の で あり , 信号 の 反響 の : 
近似 微分 波形 を 利用 し て きら に 等 化 を 行なわ ん と する 方 式 で 
ある . 本 報告 に は 微分 反響 形 等 化 器 の 理論 的 考察 と 共に , 実 
用 化 さ れ た 回 路 の 概要 な ら び に 実験 例 が 述べ られ て いる . 


非 直線 理論 研究 専門 委員 会 
委員 長 高木 純一 幹事 南雲 一 


第 4 回 (4 月 22 日) (1) 同期 信号 に 含ま れ た 妨害 波 
に 対す る 同期 引込 発振 器 の 弁別 作用 に つい て , 川島 将 男 氏 ( 富 
士 通信 機 ) : R. Spence, A.R. Boothroyd に よる On the 
Discrimination of a Synchronized Oscillator against 
Interference Accompanying the Synchronizing Signal, 
IEE Monograph, June 1958 の 紹介 . 同期 され た 発振 器 に 
さら に 妨害 波 が 加え られ た 場合 の 状況 を , 二 っ つの 周波 数 の 正 
弦 強 制 入力 を も つ van der Pol 方 程 式 に よっ て 調べ, その 
結果 を 実験 と 比較 し て いる . 

(2) 遅延 帰還 の 非線形 理論 (2), 松原 正 一 氏 ( 其 城 大 工 ): 
前 報 (本 委員 会 1 月 ) に お いて は 非線形 遅 邊 帰 還 系 に お ける 
自 励 振動 と 過渡 現象 に つい て 報告 され た が , 今度 は 上 記 系 だ 
お ける クエ ンチ ング の 問題 が 扱わ れ た . その 方 法 は 拡張 し た 
記述 関数 と 線形 の 場合 に お ける 根 軌 跡 と を 補助 と し て 一 種 の 
位相 面 ト ラジ ェクト リ を 描い て ゆく 方 法 で ある と これ に よる 
と 一 般 的 な 場合 に つい て の 取扱 い が 可 能 で ある と と , 過渡 現 
人 象 を も 求め うる と と , 現象 の 物理 的 意味 の 理解 が 容易 な と と 
な どの 特長 を も つ . 

第 45 回 (6 月 24 日) (1) 2 相 加 熱 形 サー ミス タ で 租 
御 さ れ た 2 階 線形 振動 系 の 振幅 安定 性 に っ ついて, 新谷 治 生 氏 
(電通 大 ) : 2 相 加 熱 形 サ ー ミ スタ で 振幅 制御 され た 自 励 振動 
系 は , 適当 な 人 条件 の も と で 温度 に 関す る 2 階 の 非線形 微分 方 
程 式 で 記述 され る . と の 方 程 式 を し ら さ る と と に より 自 励 振 . 
動 系 の 安定 性 が わか る . ある パラ メー タ の 種々 な 値 に 対す る 
出力 波形 に つい て 理論 的 , 実験 的 に 検討 され た 、 

(2) パル ス に よる パラ メー タ 励 振 , 佐藤 力 氏 ( 座 大 工 ): 
可変 係数 が 非対称 短 形 波 で ある よう な Hi 辿 -Meissner 方 程 式 , 
に つい て , その 安定 ・ 不 安定 領域 の 求め 方 が 報告 され た . そ を 
の 方 法 は , 可変 係数 の 1 周期 に お ける 解 の 値 の 変化 を あぁ る 変 
換 に 対応 させ , と の 変換 を し ら べ る と と に よっ て 安定 性 を 判 
別 す る の で ある . 可変 係数 が 種々 な バル ス 波 形 の 場合 の 結果 


が 述べ られ , 空間 的 に 周期 構造 を も つ Filter と の 関連 も 検 計 : oe : 


され た : 


昭和 35 年 9 月 電 気 通 


| アン テ ナ 研 究 専門 委員 会 
委員 長 加藤 安 太郎 占 還 遠藤 敬二 


第 53 回 (4 月 20 日) ジェ ッ ト 機 用 ラド ー ム の 実用 化 研究 
に つい て 喜連 川 隆 氏 (三菱 電機 ) より 詳細 な 報告 が あっ た 。 
同氏 は 周波 数 9 Gc で 使用 する . ボリ エス テル 和樹 肥 と ガラ ス 
ツー ル の サン ドイ ッ チ 構造 の テ ドー ム に つい て 実験 し , 電力 
透過 率 92.5%, 破壊 荷重 6.5 kg/cm? の 結果 を 得 た . っ つき ぎ に 
加藤 修 助 氏 ( 通 研 ) は 反射 波 防 止 定 中 線 の 実用 化 に つい て 詳 
細 な 報告 を し た . 反射 波 防 止 対策 と し て 数 個 の 空中 線 を つみ 
重ね 。 そ れ ら の 合成 指向 性 の ヌル ・ ア ング ゲル と 反射 波 の 飛来 
方 向 と を 一 致 さ せる と 反射 流 の 影響 を 防止 で きる. また アン 
グル を 変え る に は 空中 線 の つみ 重ね 間隔 と 各 空 中 線 の 電力 分 
配 比 を 適当 に と る 必要 が ある . 

第 54 回 (5 月 20 日 ) 松下 雅夫 氏 (古河 電工 ) は VHF- 
FM 放送 用 リン グ ア テ ア ン テ ナ に つい て 報告 を と した. 実際 に 製作 
じ た リ ング アンテ ナチ ナ は 80~90 Mc 帯 の る の で イン ピー ダン ス 
淀 域 は 500kc で VSWR 1.3 以下 , 水平 面 内 の 電界 偏差 は 
二 2dB 以下 , また , アン テ ナ 1 個 の 電力 利得 は 半 波 長 ダ イ ポ 
ー ル に 比 し , 約 0.9 倍 で FM 放送 用 アン テ ナ と し て 充分 の 
特 人 性 を 備え て いる . つぎ に 工藤 達雄 氏 ( 宮 士 通信 ) は 円 偏 流 
プ ィ ー ド 方 式 を 採用 し た 7,000 Mc 帯 円 偏 波 アン テ ナ の 円 偏 
波 発 生 器 , 反射 波 吸 収 抵抗 板 , 円 偏 波 投 射 映 に つい て 種々 の 
実験 結果 を 報告 し た - その 報告 に よる と 直線 偏 波 に 対し , 
VSWR が 3 位 の も の が , 円 偏 波 に 対し て は 200 Mc 帯 で ; 
VSWR が 1.1 以下 に な る な と ど 円 偏 波 の 有利 な 点 を 示し た . 
第 55 回 (6 月 20 日 ) 今回 は 中 波 放 送 空中 線 を 主題 と し , 
まず , 加藤 安 太 郎 氏 (電気 興業 ) より 中 波 放 送 用 指向 性 空中 
線 の 設計 , お よび 実験 結果 に つい て 詳細 な 報告 が あっ た . そ 
の 報告 に よる と , 中 波 放 送 用 指向 性 空中 線 だ 関し , 技術 的 に 
間 題 に な る 点 は 少な く , 現在 水平 面 内 の み の 指向 性 を 考え て 
いる が , 将来 は 夜間 の 遠 距離 伝 ぽ ん を 考慮 し , 電波 発射 仰角 
に 対し て も る も, 指向 性 を 考え る 必要 の ある こと と を 指摘 し た . つき 
いで 衣 水井 淳 氏 (東北 大 ) より 波長 に 比 し 高 す ぎる アテ アンテナ 
上 の 電流 分 布 変更 に つい て 詳細 な 報告 が ぶ あ っ た . 非対称 平行 
線形 空中 線 理論 を 応用 する と , 鉄塔 の 途中 に 鉄塔 を 切断 する 
と な く リ アク タン ス を 等 価 的 に 挿入 する と と が で き , 空中 
線上 の 電流 分 布 を 変更 する と こと が で きる . 実際 に 設備 し た = 
ッ ポ ボン 放送 の アン チ ・ フ ェ ー ジ ング 形 放送 空中 線 の 実測 結果 
に よる に と , 近 距離 フェ ー ジ ング が 改修 前 に 比 し , 3dB 改善 さ 
A a 
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電波 伝 ば ん 研究 専門 委員 会 
委員 長 上 田 弘 之 幹事 岡 登 博美 


第 23 回 (4 月 15 日 ) (1 う スポ ラ デ ッ ク 電 波 の 電界 
強度 に つい て , 宮 夫 一 氏 よ り 説 明 が あっ た . 最近 行なっ た 
| VHF 電離 層 散 乱 電波 の 観測 の 折 に 得 た Es 電波 の 資料 と , 
及 全 所 で 公表 され た 資料 を 加え て 統計 的 処理 を 行なっ て , 電界 
|| 強度 算定 の 一 っ の 体系 を 発表 され た . 万 』 電 波 の 減 奏 量 の 評価 
| 方法 , 距離 特性 を 明らか に し , 減衰 は 単純 な 正 割 の 法則 に は 
| し た が わな いこ と, さら に 2 回 反射 の 減 変 特性 を 示し , 伝 ぽん 
| 有 欄 構 を 統計 的 に 推論 され た . また 新た な 概念 と し て Aperture- 
to-Medium Coupling Loss な る 表現 に 相当 する 利得 損失 の 
概念 が 適用 され ね ば な ら ぬこ と と を 示さ れ た . 
2) う VHF 電離 層 伝 ぽん 和 実 験 に つい て , 桜沢 抑 氏 よ り 説 
| 明 が あっ た . 約 50 Mc の 電波 に つい て ,1,000~3,380 km の 忠 
し た 結果 に より , 下 。』 電波 の 伝 ぜ ん 特性 を 求め , そ の 解 
告 が あっ た . 全 受 信 信号 の 諸 特 性 , 到 s 伝 ぽん 波 の 
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諸 特 性 . 信 号 強 度 の 臣 離 特性 た に よ っ て , 正 。 伝 ぽ ん 波 強 度 と た 
s と の 関係 ,Es 伝 ぱ ん 波 の 反射 特 作 に つい て 説明 が あっ た 、 

第 24 回 (6 月 22 9 志 トニ = ニック 3 号 の 二 , 
三 の 電 波 観測 結果 に つい て , 中 田 美 明 氏 より 説明 が が あり , 人 
工 衛星 1958 8。 を 3 か 所 た お いて 電波 観測 を 行ない , その ド 
ッ プ ラ 効 果 お よび 電界 強度 の 変動 特 件 を 東 理 する と と に より 
化学 電池 の 停止 の 時 期 , 周期 変動 より 落下 の 明 期 の 予知 , 20 
Mc と 40 Mc と の 周波 数 の 異な る た め , 地球 上 空 よ り 電 液 発 
射 し た 場合 の 各種 の 伝 ぽ ん 特性 の 相違 、 ファ ラ デ ー 効 果 釜 に 
つい て 説明 が あっ た . 

C2 米国 に お ける 宇宙 通信 研究 開発 の 現況 に つい て , 吾 
野 雄 一 郎 氏 よ り , 最近 渡米 され た と き の 米 国 の 状況 に つき 報 
告 が あっ た . NASA が が 打上げ る 予定 の 風船 術 星 の プロジ 坪 
ッ ト ・ エ コー の 概要 , 米 西海 昇 に ある JPL の ささ = ルド 
トー ジン の 状況 お よび と の 宇宙 通信 実験 の 概要 , 各種 の 字 比 通 
信用 アン テ ナ お よび 。, 受信 機 の ドッ プラ に より 周波 度 偏 移入 
償 の 概略 , ムー ソン ・ エ コー 通信 の 概要 等 に つい て 最近 米国 芝 
行ない , また 計画 し て いる と と に つき 報告 され , 日本 が と この 
方 面 の 開発 を いか に すべ きか に つい て 討議 され た . 


マイ クロ 波 伝 送 研究 専門 委員 会 
委員 長 岩 片 秀雄 幹事 香西 定 


今期 は 4,5,6 月 の 3 回 会 合 を 行ない 毎回 が な り 成 会 で 活発 
な 討論 が 行なわ れ た . 

第 47 回 (4 月 12 日) (1) 小西 良 避 書 外 2 名 (NHK 放 
送 技研 ) より 「 同 軸 エ ル ボ の 室 在 波 比 の Tchebyschef ぜ 近似 」 
に つい て の 発表 が 行なわ れ た . 同軸 エル ボ の 等価 回 路 を 測定 
に より 求め , 定 在 波 比 の 帯 城 幅 特性 を Tchebyscheff 近似 し 
て それ に 必要 な 補正 外部 回 路 を 計算 し , それ を 付加 し て 同軸 
テル ボ の 整合 周波 数 特性 を 改善 する 理論 お よび 実験 例 妙 述 き 
られ , これ に 対し て 等 価 回 路 定数 の 測定 方 法 に つっ いて 質問 が 
あっ た . 

(2) "浜崎 可 二 君 (東大 生産 研 ) より 「 対 称 同 軸 サ ー キ ュ レ 
ー タ の 理論 」 の 発表 が あっ た . 電気 的 に 対称 な 構造 の 非 可 逆 
的 す サ セ プ タン ス が 集中 空 数 的 に 使用 され て いる ヵ 端子 対 回 路 
で 午 茂 され た サー キュ レー タ を 対称 座標 法 に よっ て 考 容 し 1 
と の 回 路 が サー キュ レー タ と な る た め の 条 件 を 求め , ぞ の 条 
件 か ら 外 れ た と き の 特性 の 劣化 特性 を 明らか に し , また 対 稀 
無 損失 非 可 逆 ヶ 端子 回 路 に ある 対称 無 損失 可逆 回 路 網 を 付加 
する と と に よっ て サー キュ レー タ を 得る 条件 が 求め て ある 1 
こと これ に 対し て 実用 回 路 と の 関係 に つい て 質問 が あっ た :』 

(3) 浜崎 札 二 君 他 1 名 (東大 生産 研 ) よ り 「2 同 軸線 路 
を 用 いた ファ ラ デ ー 旋 波子 」 の 発表 が あっ た . 2 芯 同 軸線 路 
を 近似 的 に 解析 し , 波動 イン ピー ダン ス , 円 偏 流 が 得 ら れる 
位置 , フェ ライ ト と 電磁 波 と の 相互 作用 の 強 さ を 理論 的 に 検 
討 す る と 共に , 2 芯 同 軸線 路 の 直 変 導 劉 励 振 器 2 種 を 用 いで 
1,300 Mc 帯 の サー キュ レー タ , ジャ イレ ー タ を 試作 し て その 


特性 を 測定 し 前 述 の 理論 と 比較 し て ある . 実験 に 用 いた フェ 


ライ ト 材 料 に 関す る 質問 が あっ た . - 

第 48 回 (5 月 24. 日 ) (1) 堀 内 和夫 君 ( 早 大 ) か ら 相 
似 的 断面 を も っ た 導 波 管内 の ベク トル 電磁 界 を , 一 様 断 面 導 " 
波 管 の 固有 関数 系 で 展開 表現 する 方 法 の 紹介 が あっ た . 展開 
係数 を 無 眼 結合 形 の 連立 役 分 方 程 式 か ら 求め る の で ある が j 


管 の 変形 が 大 きく な い 場 合 は よい 近似 が 可能 で ある と と が 表 


べら れ て ある .」 なお, と の 問 題 は ミリ 波 導 波 管 系 の 波形 伝送 

に 関す る 管 壁画 の 粗 画 性 の 問題 へ の 適用 を お も な 主 標 と し で て 

解 か 和 れれ て いる . > 。 i CR 
C3) 横内” 滋 知 ( 阪 大 産 研 ) か ら 綿 形 回 路 納 に お ける 同 : 
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テ プ ナ ン の 定理 の 一種 の 変形 と , その 立体 回 路 網 へ の 応用 の 
理論 と が 述べ られ た . 
(3) 横内 滋 君 ( 阪 大 産 研 ) か ら 引 続き Matched Magic 
Tee を 作る 際 に 遅 け られ な い 「 ず れ 」 に つい て の 実験 報告 が 
あっ た . 工作 の 仕方 に よっ て は 対称 性 や 整合 は 比較 的 容易 に 
得 ら れる が , 管 馬 に よる 損失 は どう し て も 避け られ な いこ と と , 
波長 に 対し て 数 程度 の 幾何 学 的 寸法 の ずれ は 電気 的 に は 複 
素 電力 振幅 で も 数 程度 の ずれ を 生ずる と と な ど が 述べ られ 
て ある . 
第 49 回 (6 月 21 日 ) (1) 末 武 国 弘 君 外 2 名 (東工 大 
精 研 ) より 「 表 面 波線 路 の 整 合 負 荷 」 に つい て の 発表 が あっ 
た これ は イメ ー ジ 線路 用 の 減 誤 素 子 と し て その 誘電 体 止 に 
抵抗 皮 虹 を 密 落 させ た も の で , 数 種 の 寸法 , 形状 が 異な っ た 
イメ ー ジ 線路 に つい て 友 膜 の 抵抗 お よび 周波 数 を 変え て 測定 
を 行なっ た . 皮膜 の 抵抗 は 減衰 量 を 最大 に する 最適 値 が 存在 
ジジ 」 周波 数 特性 は イメ ー ジ 線路 の 形状 寸法 に よっ て 異な る こと 
と な 交 分 っ た . これ に 対す る 質問 は , 抵抗 皮膜 を イメ ー ジ 線路 
: に 装 俗 し た と き , 表 面 波 線路 と し て 考え て よい か どう か , その 
a と き に ふさ 射 を 生ずる とこ と は な いか , 減衰 素子 に お ける 電磁 
- 界 分 布 は どう な っ て いる か 等 で ある . 
2) 吉田 信一郎 君 外 1 名 (東芝 ) より 「UHF 帯 Strip- 
; 監 neY-Circulater| に つい て 発表 が あっ た . これ は Strip- 
Line を 用 いて VY-Circulater を 構成 し , 同軸 と 接続 で きる 端 
和子 を つけ た も の で , 強 磁 性 体 に は 多 結 唱 鉄 , イッ トリ ウム ガ 
有一 ネッ ト を 使用 し た . 特性 は 逆 方 向 損失 20~30 dB 以上 で 順 
太 向 損失 0.5dB 以下 で あぁ る. と れ に 対し 使用 可能 電力 , 装 
置 の 形状 , 磁性 材料 の 特性 に つい て 質疑 応答 が 行なわ れ た . 


深 航空 電子 機器 研究 専門 委員 会 
: 包 委員 長 ) 小林 正 次 幹事 坪井 貴志 男 ・ 丹 羽 登 


有 有 生々 n 各 (4 月 26 日) 「 条 容 防 止 用 レー ダ 自 動 符 報 約 置 」 
と ど 願 じ , 電気 通信 大 学 鈴木 務 氏 が 報告 し た . レー ダ に よる 種 
| < の の 箇 穴 防止 法 に つい て 老 寄 し た 後 , PPI レー ダ に よる 自動 
|| 答 報 散 置 に つい て の 実験 例 を 述べ た も の で ある . 扇形 また は 
$c mno ==- cx oHL Pen 
1 准 を ぉ き , 近臣 上 離 テ ュー に よる 誤報 を 防ぐ ), また エコ ュー に K 放 
英 状 に 尾 を ひか せ て , それ が 和 陳 な る と 自 船 に 向っ て 進ん で い 
| る と と を 知ら せる . また , 同期 検出 方 式 に より , ビデ オ 信 号 
BES tk OL and MG で HU SIN を mb 


A 「 機 上 用 レー ダ の Automatic Tracking の 一 方 式 に っ い 
で 」 と 忠 し , 日 本 アビ オト ロニ クス , 乙 坂 進 氏 が 報告 し た 
| Hugues _Aircraft 社 の 射撃 管制 装置 の 改良 と っ いて の 報告 
": 9,000 Mc レー ダ で 目標 へ の 工 離 , 角度 な ど を 自動 標定 
| 有 す ゃ 方式 で ぁ る . 
| 第 4 回 。 6 月 27 日 日 森 飛 行 殿 . 相沢 人 男 氏 が 『「Navi- 
gational Computor の 一 方 式 に っ いて 」 と 奈 し 講演 し た . ピ 
トー 管 に 入る 対 気 速度 と 風速 て ( ド プ ラ ・ レ ー ダ な ど に よる ) 
&k 成分 に わけ て 対地 如 度 を 出し , それ ぞ れ 積算 し て 原点 か ら 
の ) を 出す , また 』 その 出力 を レー ダ に 送り , PPI 図 
有形 が 自己 の 位置 の 移動 に っ れ て 所 引 中 心 を 移動 させ る 、 対 気 
, 速 F ’ 機 首 , 風速 , 風向 , な ど を 入れ る 回 路 , それ ら に よっ 
y で 晶 離 を 算出 する 回 路 な どの 説明 も 行なわ れ た . 
) 3 |「 機 止 用 レー ダ の Flight Geometry に つい て 」 と 牟 し , 
: % KTV hms = ニクス, 乙 坂 進 氏 が 報告 し た . ee" 
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医用 電子 装置 研究 専門 委員 会 
徐 員 長 阪本 揮 房 幹事 高木 末 夫 


今期 は 5 月 お よび 6 月 に 各 1 回 会 合 し 4 月 は 休会 し た . 

第 51 回 (5 月 23 日 ) IRE Transactions on M.E. 
(Dec. 1959) に 掲載 され た Blood Flowmeters Symposiunm 
の 中 か ら 電 磁 形 を 石渡 裕 政 氏 ( 東 大 ) が , また 他 の 形式 に よる 
も の を 葛西 晴雄 氏 (東大 ) が 紹介 し た . 討議 に お いて 電磁 形 
の 直流 方 式 と 交流 方 式 の 比較 を 行なっ て その 得失 を 論議 し 、 
また 国内 で 試作 され た 筐 形 化 励 研 に よる 装置 の 実用 成績 か ら 
得 ら れ た 経験 が 発言 され た が , 電極 と 血管 と の 相対 億 の 容 定 
化 , 較正 方 法 と その 信頼 度 等 に つき , 活発 な 意見 が 変換 され 
た . その 他 の も の に つい て は . わ が 国 で は まだ 実験 が 行 な あ れ 
て いな い の で , 論議 が 少な く 単 な る 紹介 内 容 の 質 備 応答 に 終 
わっ た: 

第 52 回 (6 月 17 日 ) 関西 に し お ける 本 委員 会 初 の 会 合 を 
阪 大 工学 部 工業 クタ ラプ で 開い た : 

(1) う 阪本 捧 房 氏 (東大 ) が 内 外 に お ける 医用 電子 装置 の 
研究 体制 の 生 立 ちと 研究 経過 に 関す る 講演 を 行なっ た . 関西 


側 の 出席 者 か ら 従前 東京 で 報告 され た 二 、 三 の 装置 に 対す る 
内 容 お よび 性 能 に つい て 質 疾 が あり 在 席 し た 東京 側 の 関係 者 
が 簡単 な 説明 を 行なっ た -. 


(2) 吉岡 勝 哉 氏 ( 阪 大 ) が 妥 外 科 用 集束 超 音波 発生 装置 
に つい て 述べ , 基礎 実験 か ら 動 物 実験 を 経て 人 体 の 脳外科 用 
と し て 神経 の 極 所 破壊 の 応用 に 至る まで の 経過 を 報告 じ た : 
集束 振動 子 の 構成 , 焦 域 に お ける 強度 測定 、 脳 内 に お ける 定 
位 照 射 の 方 法 等 の 問題 点 を 詳 進 し た が , 妥 内 で の 伝 ば ん の 様 
相 Cavitation の 発生 等 に つい て 質 医 応 答 が 行なわ れ た . 

(3) 小谷 信郎 氏 ( 阪 大 ) が 超 音 波 に よる 末 構 循環 の 研究 
に 関す る 講演 を 行なっ た . 乱 流 の 状態 に ある 流体 に 超 音波 が 
入射 し た と き , 流速 の 差 か ら 反 射 波 に 与え ちる doppler 効 
果 を 利用 する も の で 得 ら れる 雑音 を 観 容 する こと に よっ て , 
末 杜 血管 の 状態 を 判定 する も の で ある . 眼底 像 と よる も の と 
の 比較 に つい て は 検討 中 で ある と の 答弁 が あっ た 、 

(4) 仁村 泰治 氏 ( 阪 大 ) が 心機 能 診 断 に お ける 超 音 波 の 
応用 に つい て 報告 し た . doppler 効果 を 利用 し て 心臓 の 弁 の 
機能 を 調べ 、 心電図 、 心音 図 と 対比 し て 心 械 能 の 診断 資料 を 
与え る も の で , これ に よれ ば 心 騰 内 部 の 運動 を 解明 し 得る 特 
長 が 得 ら れる 点 が 強調 され た . 

(5) 銭 谷 利男 氏 (平和 電子 ) が 活動 電位 像 観測 記録 装置 
の 試作 経過 に つい て 報告 し た .。 この 方 法 は 海外 に お いて も ご 』 
三 実験 的 に 試み られ て いる が , かなり 高額 の 費用 を 伴う こと 」 
は 北 置 の 性 質 上 や む を 得 な い , し か し 生体 現象 の 活動 電位 が 
連続 的 に 観察 し 得る 点 で 興味 を 引い た が , 実用 化 に つい て は 
多く の 問 怖 が 残さ れ て いる よう で ある . 


オー トマ トン と 自動 制御 研究 専門 委員 会 - 
委員 長 高橋 秀俊 。 幹事 飯島 泰 蔽 


幹事 室 賀 三郎 氏 が 4 月 渡米 され た の で , 後任 に 飯島 が 幹事 
と な っ な だ 4 その よ うな 事情 か ら , 5 月 , 6 月 は 休会 し た . a 

第 15 回 (4 月) 計算機 に よる 作曲 と 演奏 に 関し て , 東大 
理学 部 石田 晴久 氏 の 文献 紹介 と 報告 が あぁ っ た . 文献 の 一 つ は 
Illinois 大 学 の Isacson と Hiller の 行なっ た Markoff 
process 的 に 曲 を 発生 する 方 式 , 他 は Harvard の Brooks 
その 他 の 論文 で , 実際 の 曲 の 数 多く の サン プル が か がら ,digram, 
trigram…… の 統計 を と り , それ に よっ て 確率 が 与え られ る 
確率 過程 に よっ て 曲 を 発生 させ る 方 式 で ある . また 計算 機 自 
体 に 特別 の 装置 を 付加 する と と な に K。 プラム kk よっ て 
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周期 的 な 波形 を 発生 させ , その 周期 を プロ グラ テラ ム に よっ て 制 
御 し て , 曲 を 演奏 させ る 試み に つい て の 報告 が あっ た . 特に 
出席 を 依頼 し た 作曲 察 別宮 貞雄 氏 よ り , 講演 後 , 作曲 の 歴史 
と 今月 の 傾向 , 作曲 の 機械 化 の 可能 性 と その 意義 に 関し て 作 
結 察 と し て の 意見 な ど を 述べ られ た . 


イン ホメ ーション 理論 研究 専門 委員 会 
委員 長 大 泉 充 郎 幹事 榎本 牙 


第 72 回 (4 月 22 日 ) 日 電 の 仲 丸 , 金子 両氏 か ら 時 分 割 
多重 PCM に お いて の ディ ジタル 回 路 に よる 同期 方 式 に っ い 
て の 研究 結果 の 発表 が あっ た .。 同期 パル ス の 配列 法 と し て 暴 
越 方 式 と 系 列 方 式 , 位相 復帰 の 方 法 と し て 1 ビッ トシ フト 方 
式 と リセ ッ ト 方 式 と を と りあ げ , これ ら の 組合 わせ の 復帰 財 
程 を 状態 線 図 を 用 いて 解析 し ,。 リセ ッ ト 系 烈 方 式 の 復帰 特性 
が 特に すぐ れ て いる こと と を 導き , シミ ュ レ ー タ を 試作 し て , 
それ を 確か め た . つぎ に 通 研 の 星子 , 杉山 の 両氏 か ら 2 進 符 
且 を 高速 伝送 する と き の 波形 ひずみ の た め に 生ずる 符号 の 誤 
り 率 を 理論 的 に 検討 し た 結果 が 報告 され た . 伝送 特性 に も と 
づく 波形 ひずみ の 分 布 を 厳密 に 計算 し , さら に 雑音 の 影響 を 
考察 し て いる . 

第 73 回 (5 月 20 日 ) 電気 試験 所 の 藤井 氏 よ り 限 定 距離 
= 保存 符号 系 に つい て 発表 され た . こと これ は 整数 と 2 元 符号 と を 
対応 させ , ある 限定 数 以下 で は 両者 の 工 離 が 等 し く , ある 限 
定数 以上 離れ た 2 個 の 整数 に 対応 する 2 元 符号 で は ある 限定 
数 以上 離れ て いる こと る が 分 か る よう な 符号 で , その 概念 , 構成 
革 だ っ つき 研究 され た も の で , パタ ー ン 認識 等 に 有用 で ある . つ 
ぎ に 線 形 計 画 法 の 誤 訂 正 符号 へ の 応用 た に つい て の B.S.T.J. 
の 論文 の 文献 紹介 が 国際 電電 の 榎本 氏 か ら 行 な われ た . 

第 74 回 (6 月 24 日 )〕 最近 米国 か ら 帰 朝 の 東大 田宮 氏 に 
米国 の 雑音 研究 の 動向 と 題し て 講演 を お 願い し た . 低 雑 音 増 
幅 器 , 通信 方 式 , 半導体 の 雑音 特性 , 雑音 研究 の 応用 , 雑音 
理論 の 各 方 面 に わた っ て , 文献 に 現われ な い 最 近 の 話題 を 中 
心 た 話し て いた だ いた . 電機 大 の 平松 氏 か ら は 音声 IF 波 の 
定 振幅 情報 と その 狭 帯 域 伝 送 と に つい て 発表 が あっ た . 音声 を 
中 間 周 波 段 に シフ ト し た の ち , と これ を 定 振 幅 化 し て 主要 な ホ 
ルマン ト 成 分 を 強調 し , 他 の エネ ル ギ の 小さ い 成分 は 抑圧 し , 
と れ を 利用 し て , 音声 情報 を 狭 帯 域 で 伝送 し ょ うと する ゃ も の 
で あっ て , 種々 の 段階 で の 音 を 実験 的 に 研究 し , 所 要 の 了解 
度 が 得 ら れる と する 新しい 方 式 た に関する も の で ある . 


磁性 材料 研究 専門 委員 会 
雪 員 長 二 田 五大 幹事 佐藤 、 斎 


第 34 回 (4 月 21 日 ) 一 通 研 三 浦 宏 康 氏 は 新 形 電話 機 用 誘導 


、 線 給 に つい て 周知 の Hanna の 方 法 に よっ て 使用 材料 の 検討 
” i っ た 結果 を 報告 し た . 


と の 種 直流 重ね 合せ 形 の も の で 
, 一 方 向 性 理 素 鋼板 (困難 方 向 を 短く し て ) が 良さ そう で 
^ る i 
あと 博 田 奏 員 長 の 外遊 帰 朝 談 あ っ た . 


| 第 35 回 (5 月 26 日 ) 一 タム ラ 製 作 所 佐藤 正夫 氏 は アメ リカ 


RA x に お ける も の に 大 差 な い こと 


「「 る と する 通常 よく 言わ れ も て いる と と を 原材料 工場 , 部 品 工 場 
£ の 見 学 に よ り 再 認識 で きた と と を 述べ た . 


] 通 研 橋本 太 吉 氏 は フェ ライ ト を 用 いた パラ メト ピン 増幅 器 
re et 通信 学会 誌 34 年 12 


月 号 う に 発表 し た も の を さら に 拡 去 し た も の で ある . 運動 トー 


ク 方 程 式 か ら 出発 し Suhl の 和 省略 し た 微少 頂 も 入れ て 計算 


i 


ER NT Manley-Rowe の 式 _ 


が 成立 つこ と や 飽和 現象 に つい て 人 述べ, 負 《@ を 用 いて 増幅 特 
性 を 論じ た . 現在 で は 半導体 ダイ オー ド の も の に 比べ て 大 振 
電力 の 大 きい と と な ど に より 連続 波 の 増幅 に 対す る 温度 上 昇 
な どの た め 訂 色 が ある が , Garnet な どの 新 材 料 に よる 大 出 
力も の に 期待 され る と 述べ た . 

第 36 回 (6 月 23 日 ) 一 通 研 黒田 鎮 次 氏 は G. De. Vries 
ほか の «-iron の 磁気 余 効 の 機構 に 関す る 文献 紹介 を 行なっ 
た . この 種 の 現象 に つい て は 窒素 また は 炭素 な どの 拡散 原 素 
に よる 誘導 磁気 異 方 性 , 磁 わ い を 考慮 すべ き と ご と を 述べ) 
Snoek な ど と 異な 3 disaccomodation 現象 の 説明 を Fr 
も の で ある . 前 記 両 者 の 測定 . (振動 周期 の 変化 を 測る 等 ) 偵 
は よく 一 致す る と 述べ た . 

通 研 星子 幸男 氏 は 強 磁性 材料 に 多 周 波 の 弱 磁 界 が が 印加 きれ 
た 場合 の 混 変 調 出力 の 理論 に つい て 報告 し た セ ヒズ テリ シズ 
曲線 を 秦 わ す た め Sw. 関数 を 用 い , また 相関 数 を 用い) 
2 周波 お よび ガウ ス 雑音 的 分 布 磁界 の と きよ り 発 生 す る 結合 
波 な ど を 求め た . ガッ ウス 雑音 的 (方 っ た た) の の に つい で は 
(fi—FfD 0 REY Ifi > 3 に わた る 分 布 し た 結合 流 
出力 の 生ずる と と が 示さ れ た . 


音波 研究 専門 委員 会 
委員 長 能 本 乙彦 幹事 和 員 島 基 良 


第 113 回 (4 月 18 日 ) (1) 根 崖 勝雄 氏 か ら , 超 音 波 に 
よる キャビテーション 発生 時 の 液体 の 発光 に つい て の 実験 の 
報告 が あっ た . その 結果 は 水 で は 気泡 量 最小 の 位相 の 付近 で 
の み 発 光 し , ルミ ノー ル 溶液 で は 水 の 場 合 と 全く 異な り 発 光 
は 連続 的 で あり , 超 音 波 を 止め て も 1/20 秒 位 の 残 光 が 認 め 
られ た と の と と で ある = 

(2) 熊本 乙彦 氏 は , 超 音波 の 種々 の 効果 を 多く の 作用 
の 原因 と な る よう な も の , た と えば 直線 的 効果 ・ 放 射 庄 ・ キ 
ャ ビ テ ーション を 一 次 効果 , 1 種類 また は な ん 種類 か の 一 深 
効果 の 結果 と し て あぁ あらわさ れる も の を , 一 次 効果 と し て 分 類 
し , それ ぞ れ の 効果 の 相互 の 関係 お よび 種々 の 超 音 波 応 用 と 
の 関係 を 明らか に し , それ ら の 関係 を 示す 素 を 作成 し た . 

第 114 回 (5 月 16 上 日) (1) 河中 沈 人 氏 は 航 程 計 の 回 転 
で 航 程 パ ルス 処理 回 路 を 動作 させ , 記録 紙上 に 距離 目盛 を 深 
度 と 同時 記録 させ る 測深 機 に つい て 報告 し た . と の 測深 機 は 
送信 の 電力 増幅 管 と モータ 発電 器 以 外 は トラ ンジ スタ 化 じ た 
た め 小 形 軽 量 と な り , また フォ トト ラン ジス タ を 使用 し た 無 
縮 点 発振 方 式 を 採用 し て ある と の と と で ある . 

(2) 干 当 昭 氏 は , 超 音波 パル ス ェ エコ ュー 法 を 用 いて 固体 試 7 
料 の 超 音 波 の 吸収 係数 と 音速 を 測定 する 場合 に , 実験 条件 7 
よっ て は 見 か け の 吸収 が 加わ っ た り , 速度 が 異な っ で 測定 き 
れ た りす る と と が ある の で , その よう な 見 か け の 変化 の 起 る 
る 原因 を 列挙 し , それ ら に つい て 調べ た 結果 と それ ら を 遅 け 
る 方 法 を 述べ た . 

第 115 回 (6 月 18 日 ) (1) 久山 多 美 男 氏 か ら , 代表 的 
な 鈴 直 音速 分 布 を し た 海洋 中 に た お ける 音波 の 進路 を 作図 計算 7 


し た と の 報告 が あっ た . お も な 結果 は 海面 近く で 水平 K 近 い 


方 向 に 発射 され た 音波 は 下方 に 屈折 し て 3,000~4,000m の 
深度 に 達し た の ち 上 方 に 向き を 変え , 音源 か ら 60~70 km の 
距離 で 海面 近く に 達し , 以後 も 同様 な 径 路 を 経て 60~70'km 
ど と に 規則 正しく 海面 付近 に 屈折 波 が 現われ る こと と で ある . 
(2) 丸 竹 正 一 氏 は 電気 機械 結合 係数 の 定義 か ら 出 発し 


て , 棒 の 終 振 動 の 場合 に っ いて = 共振 一 反共 振 法 か ら 圧 電磁 


器 の 電気 機械 結合 係数 を 求め る 厳密 な 計算 式 を 導き , また 円 
板 の 半 径 方 向 振 動 の 場合 に つい て も 近似 度 の 高い 式 を 導い 


< 従来 の 近似 式 を 用 い た 場合 に は , 結合 係数 が 50 多 以 上 と 7 
た そそ なろ な と 3%- 以上 も の 誤 准 が ある EO ET で HSIN 


で の {53) 


990 報 


通信 方 式 研究 専門 委員 会 
委員 長 染谷 勲 幹事 深海 規 


第 1 回 (4 月 27 日 ) 本 徐 員 会 発足 に当たり 委員 長 か ら 挫 
接 が あっ た の ち , 本 委員 会 が 取上げ る 研究 問題 に つい て の 討 
議 を 行 な か 。、 つぎ の よう な , 問題 を と りあ げ て 行く と と に し 
た l) 通信 方 式 の 総合 設計 , (2) 明 断 と その 対策 , (3) 雑 
音 漏 話 , 干渉 の 問題 , (4 カ ゎ う 新しい 変調 方 式 と 磁器 (通信 方 
式 の 変 革 を も た ら す 可能 性 の ある も の ), (5) 符号 変調 関係 の 
問題 
1) FM 波 に 対す る 高 感度 受信 方 式 
森田 正典 氏 
本 方 式 は 周波 数 変調 方 式 に お ける スレ シホ ルド レベ ル の 改 
立 € 対 し, 講演 者 は 搬送 波 挿 入 と FM 負 帰 還 に よる 方 法 お よ 
び 位 相 検波 と FFM 負 帰 本 に ょ っ て こと の 目的 を 達する こと が で 
きだ た ご ど と を 実験 例 と 合わ し て 説明 し た . と これ に 対し て , スレ シ 
| キル ド 改 善 に 対す る 理論 的 検討 の 有無 お よび 本 方 式 の スレ シ 
ホル ド 点 に 対す る 物理 解釈 , 本 方 式 の 適用 で きる 多重 通話 路 
罰 数 等 に 図 し 府 心 な 質 作 応 答 が 行なわ れ , また , さら に 具体 
| 村人 婦 は 光 丈 電 され 時 決 客 ん これ を 的 
攻 き 束 し た 、 
(2) 反 条 上 基 が ぁゃ る 中継 区 間 の フェ ー ジ ング 防止 対策 
Te 森田 和夫 氏 
本 方 式 は 垂直 方 向 に 複数 個 の 空中 線 を 並べ , その 間 の 位相 
< 泊 当 に する こと に より , 電波 の 主 到 来 方 向 に ビー ム 指 向 人 性 
| 最大 値 を 合わ し , 且つ 大 地 反 射 波 到 来 方 向 に 対し て は ビー 
i < 指向 性 を 最小 に 保つ よう に し た 反射 波 防 止 空中 線 に つい て 
放 色 < の 伝 ぽ ん 条件 に つい て 検討 し , 括 験 結果 に ょ る その 効果 
| に つい て 述べ た も ので, これ に 対し と の 方 式 を 実施 する 場合 
の 走 問 題 に 対し て 1~2 の 質 叙 が 出 た 程度 で あっ た . 
有 | 第 2 回 (6 月 13 日 ) 
放 CD 槍 音 を 伴っ た 超 多 重 AM, FM 信号 の 復調 に つい て 
| の 更 論 拘 穴 (その 1) 新保 修 氏 
| 下 財 演 は 槍 音 を 伴っ た 超 多重 FM 信号 を リミッタ ・ デ ィ ス 
有 Z リ を 通し て 復調 し た 場合 の 厳密 な 理論 的 検討 を 行なっ た も 
| ので, 特に スレ シホ ルド 近傍 に お ける 定量 的 S/N を 算出 を 可 
旗 どじ た も の で , また 超 多重 AM 信号 の S/N を 算出 し , 
放 『M 方 式 の S/N 改 療 の 問題 を 明らか に し た . と れ に 対し 若 
質 紅 応 答 が な され た . 
(2) FM 波 の 振幅 特性 に よる 準 漏 話 内 町 俊治 氏 
本 講演 は 超 多 軍 FM 伝送 で , 周波 数 偏 移 に 比 し て 伝送 チャ 
ルレ の 最高 周波 数 が 高く な っ た 場合 伝送 回 路 の 振幅 特性 よ 


(1) バレッタ 電力 計 国際 比較 
(3) バレッタ 財 負 荷 試 輸 

(3) マイ ク r 波 電力 測定 
(1) バレ ッ タ 電力 計 国 際 比 較 
(2) URSI 報告 

URSI 報告 

URSI 報告 


調査 ・ 研 究 専門 委員 会 の 活動 状況 
(35 年 度 第 1・ 四 半期 ) 


に 
= 


り 生 ずる 準 漏 話 に つい て 高調 波 ひ ずみ の 積分 法 に よっ て 求 る 


た 結果 , 微分 利得 特性 と 関連 が ある こと を 明らか に し た も の 
で ある . と これ に 対し 理論 的 取扱 い を 関数 論 に や ゃ っ た 場合 に つ 
いて の 容易 性 に 対し 質 任 応答 が 行なわ れ た . 

つぎ に 今後 の 本 委員 会 の 運営 を 円 消 に する た め , 各 機 関 で 
研究 され また は 検討 中 の 資料 お よび 発表 希望 の 資料 の 提出 を 
求め たと とこ と ろ , 提出 予定 資料 10 件, 提出 希望 資料 8 件 が 集 ま 
り , 今後 の 本 委員 会 の 盛会 が 期待 され る . 


信頼 性 と 品質 管理 研究 専門 委員 会 


委員 長 茅野 健 幹事 唐津 一 


第 1 回 (5 月 16 日) 信頼 性 と 品質 管理 の 委員 会 の 最初 の 
会 合 が 本 部 会 議 室 に お いて 開催 され た . まず 委員 長 の 茅野 健 
氏 (松下 通 ) より , 委員 会 の 主旨 , お よび , 今後 の 運営 方 法 
に つい て 説明 が あり , 出席 者 より 希望 その 他 に つい て の 意見 
を 求め た . 

つい で アメ リカ , ボス トン に お いて 催さ れ た 1960 年 度 信 
頼 性 シン ボ ジ ウ ッ ム に K 出 席 の 園部 進 氏 ( 日 電 ) より , シン ポジ ッ ウ 
ム の 状況 お よび アメ リカ の 信頼 性 研究 に つい て の 紹介 が あっ 
た . その うち で 注目 を 引い た の は 信頼 性 に つい て の 目標 値 で 
あっ て , 1,000 時 間 当 た り Failure rate が が, 真空管 に つい て 
は 19, 半導体 関係 で 0.1 多 , LCR に つい て 0.01%8 を 大 体 
の 基 浴 と し て いる -. 

第 2 回 6 月 24 日 前 回 時 間 不 足 の た め 省 略し た 唐津 一 
氏 ( 通 研 ) の わが 国 に お ける 信頼 性 研究 に じ つ い て の 紹介 が あ 
っ た . わが 国 で は これ まで 寿命 推定 , シス テム 設計 , 予 備品 の 
問題 等 に つい て いく つか の 研究 が な な され て いる が が , 消費 者 調 
査 か ら 始 ま っ て 設計 , 生産 , 工程 管理 , 検査 , 保守 , 人 問 工 
学 等 一 貫 し た 研究 は 余り な され て いな い . これ ら の それ ぞ れ 
の 段階 に だ お ける 問題 点 の 説明 と 方 法論 に つい て の , 説明 が 行 
な われ た . 

第 3 回 (7 月 15 日 ) プア メリ カ G.E 社 の 信頼 性 研究 に つ 
いて 原野 秀 永 氏 (東芝 ) が 紹介 し た . G.E に お いて は 寿命 分 
布 と し て , Weibull 分 布 を 当て は め る こと と が 試み られ , 融通 
性 の ある も の と し て いく つか の 例 が 示さ れ て いる . また 』 寿 
命 テ スト の Index と し て QAR が 用 いら れ て いる . コ ズ スト 
の 面 か ら 信 頼 性 改善 の 意味 づけ を 行なっ て いる . 

つい で 田口 玄 一 氏 ( 通 研 ) の 累積 法 に よる 寿命 デー タ の 解 
析 を 田口 氏 所 用 の た め 次 席 幹事 が 代 読 し た . と れ は 分 布 形 を 
仮定 せ ず 、1, 0 の 解析 を 行なう も の で , 一 般 の 寿命 試験 デー 
タ の 解析 に 用 いて 見 通し が 容易 で あり , 適用 範囲 の 広い も の 
と 考え られ る . 
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23 中 2.28 | 0) 江崎 ダイ オー ド に よ ょ る 超 高 速度 計算 和 の 論理 回 | 胸 宮 安 男 ・ 田 島 裕 時 | ( 電 試 ) 0 


) 路 お よび 記憶 方 式 に っ つい て 杉 中 直 二 ・ 緒 方 和男 
= (2) 二 進 コー ド の 一 般 的 変換 法 福永 圭 之 助 (三菱 電機 ) 
で (3 磁 わ い 遅 延 線 記 憶 装 置 と その 応用 回 路 喜田 村 需 一 ・ 寺 田 浩 認 ( 阪 大 ) 
5.19 | (1) 電気 メッ キ に よる パー マ ド イ 沙 膜 の 生成 と 後藤 英 一 ・ 相 司 
計 が スス トン Nh よがり 科 二村 
石田 暗 久 J 
2) エキ ‘ ー ド ‘た 論理 回 に ッ y ム 
人 算 ( キサ ダイ オー ド を 用 いた 論理 回 路 た 渡辺 昭 4 (国際 電電 
機 」 (3) ETL-RTC の 概要 野田 克彦 ・ 末 包 良 太 * 
ES 生 世 ・ 徐 放 人 電 試 ) 
太 5 75 2 (5) メト ドン を 使用 し た 装置 の マー ジン に つい | 寺村 浩一 (国際 電電 う 60 
委 (2) 遅延 線 を 用 いる ブ r ッ ク 演 算 に つい て 穂坂 - 衛 て (東大) 
(3) エキ サダ イオ ー ド に よる 高速 記憶 方 式 伏見 和郎 ・ 別 所 駒 彦 ( 通 研 ) 
68 4.9 | (1) けい 光 灯 を 高周波 点灯 する 場合 の 電源 装置 末光 大 視 ・ 小 林 昼 夫 (松下 電 器 ) | 62 
(関西 ) | (2) 複合 トラ ンジ スタ ・ ス イッ チ 青柳 健次 ・ 佐 々 木 次 郎 ( 阪 大 ) 
E (3) PN 接合 の アド ミタ ンス 変 調 後 川 褒 雄 ( 東 大 ) 
(4) P-N 接合 の イン ビー ダン ス RC sky (東北 大 ) 
3 
(5) トラ ンジ ズ 刀 の 高周波 雑音 指数 に つい て 稲見 和 夫 ・ 宮 崎 源 太郎 
ト \ トイ 田子 筐 一 郎 ・ 申 野 朝 誠 ) NHK) 
(6) 了 。 の 一 測定 法 に つい て 前 田 宗雄 (神戸 工業 ) 
(7) トン ネル ダイ オー ド に よる 二 , 三 の 回 路 喜田 村 療 一 ・ 水 谷 博 ( 阪 大 ) 1 
‘ (8) 礁 ね い 運 輝 紀 憶 装 置 に 用 いた トラ ンジ ズ 交 回 人 き ・ 寺 田 浩 連 (RR ‘} 
"4 (9) メサ トラ ンジ スタ 岡部 雄 次 (東芝 う 
9 エサ キダ イオ ー ド 福井 初 台 (ツマ =ー) 
2 69) 115.17 | ① 合金 形 ダ イオ ー ド の 逆 方 向 特性 に 関す る 一 実験 | 池 各 由 秀 也 ・ 山 雄 i (東北 大 ) 60 ; 
Ns 胃 辺 万 (静岡 大 ) ) 
半 | @ リア クタ ンス ・ ダ イオ ー ド 店 司 仙 演 西沢 潤一 (東北 
要 < ¥ 吉 Pe Wy 
: (3) 電流 ペイ ッ チ ング 方 式 に よる トラ ンジ スタ 高速 | 後藤 竜 夫 ・ “ en 徹 Se 
ne 夏目 美人 } Wa いさ 
70 ht ET オー ド 定数 測定 へ の 横内 滋 ( 阪 大 ) QF 
(2) トラ ンジ スタ Schmitt 回 路 青柳 健次 ・ 佐 々 木 次 郎 ( 阪 大 ) 
(3) エサ キダ イオ ー ド の スイ ッ チ ング 特性 元 岡 達 ・ 元 岡 泰 ( 東 大 ) 
wy 40 4.19 | (1) O 形 進行 波 管 用 電子 鉱 の 設計 資料 . 大 越 孝 敬 ( 東 大 ) 
| (⑫) 二 陰 極 を 用 いた 電子 放射 制御 形 大 阪 管 長谷 川 晃 (松下 電子 ) 
3) 磁 電 管 の 発振 立ち 上 が り に つい て 小林 大 二郎 ( 通 研 ) 
41 | 5.14 | (⑪) 硝子 圧 落 形 こ リッ クス の 伝 ぱ ん 定数 戸田 哲 (三菱 電機 ) 
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(関西 〕 | ⑫) ‘i ド , エバ ンド 高 出力 ペル ズ スズ クラ イス トビ 小 定 山 1 警 ・ ・ 語 柱 彦 (神戸 工業 ) 
C0 Xi 板 ビ ー ム ユ 塞 胴 多 間 げき クラ 誠 相 虹 ・ 金 上 慈 肥 (神戸 大) 
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イス トド ン の 野中 忠彦 
後進 波 管 に お ける 回 路 損失 と 出力 部 鈴木 喜久 (日立 ) 


ツ 浸し た 収 塊 形 電 ビー ム | 礁 田 党 ・ 圭 田 正純 
隊 界 に 界 温 し た 収 狗 形 電子 錠 に よる 電子 革 男 栄 裕 ^ 導 四 下 革 は 除 誠 
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衝 誠 : | a) 磁界 を 用 いた 進行 波 タ ライ スト ドン 官 正夫 ・ 綾 木 和 雄 ( 上 日 電 う 
|s 還 ON RE 大 越 孝 敬 て 東大 ) 
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(1) 残 綿 室 を 用 いた 音 蟹 出力 の 測定 伊藤 殻 ( 早 大 ) » CA 
(2) 念 記 の ら ぎ 特 人 性 か ちら み た 伝送 特性 の 主観 的 評 | 斎藤 収 三 ・ 松 田 索 一 ( 通 研 ) 
に つい 
(①) 振動 板 定数 の 測定 法 鈴木 民 治 ・ 鈴 木 明 ( 通 研 ) 16 
(2) 電磁 虹 動 系 の 空 げ き 長 特性 新 木 斎 三 ・ 島 村 辰 男 ( 通 研 ) 
結 全線 路 形 ろ 波 器 
. (1) 形 回 路 に 等 価 な 回 路 斎藤 伸 自 ・ 永 井 健 三 ( 東 北大 ) 
‘ (2) 狭 帯 域 ろ 波 器 斉 藤 伸 自 ・ 永 井 健三 (東北 大 
規 誰 低 域 ろ 波 器 より 導 か れる 非対称 ろ 波 器 黒沢 昇 ( 通 研 ) 
分 反 鐘 形 可変 波形 等 化 器 遠藤 興 一 川島 将 男 \ / 富 _ 士 
ンー 邊 村 功 } (加重 
(1) 遅延 帰 居 の 非線形 理論 (2) 松原 正 一 ( 其 城 大 ) 12 
(2) 同期 信号 に 含ま れ た 妨害 波 に 対す る 同期 引込 発 | 川 処 持 男 (富士 通信 機 ) 
喘 の 弁別 作用 に つい て 
(1) パル ス に よる パラ メー タ 励 振 佐藤 力 ( 慶 大 ) 14 


(2) 2 相 加 熱 形 サー ミス タ で 制御 され た 2 階 線形 振 
動 系 の 振幅 宏 定 人 性 に つい て 


a 

53 | 4.20 | (1) ジェ ッ ト 機 用 Radome の 実用 化 研究 学 二 ・ 石 黒 克 = 30 
‘2 RE 調 介 半 | 攻 |( 三 菱 電 ) 
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\ 計 \ (2) 反射 波 防 止 空中 線 の 実用 化 河津 千 欧 大橋 矯 理 Gmmp 

¥ : ラ 54 5.20 | (1) VHF・FM 放送 用 リン ダグ アテ アンテナ 松下 雅夫 (古河 電工 ) 30 

- 寺 隊 (2) 7,000 Mc 帯 円 偏 波 アン テ ナ 机 本 、 久 ・ 平 野 信夫 | (さあ) 

[Ss | 6% | tbsmaninrommno ar 内 時 甘 大 ・ 析 了 利 三 度 (ki 大 0 店 
| 夫人 () 
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(3) 中 波 放 送 用 指向 性 アン テ ナ に つい て | 加藤 安 太 郎 (電気 興業 う 


4.15 | (a) VHF 電離 層 伝 ぽん 実験 24 
員 攻 生出 剛 詳 | 電流 
スポ ラテ デア デ ェ ク E の 
ラ デ 電波 の 電界 強度 直 すき ご 本 (国際 電電 ) 
6.22 | (1) スプ ー ト = タク 3 号 の 二 , 三 の 電 波 観 測 結 果 ド 四 美 明 ・ 25 
受 a ? Wg! (電波 研 ) 


(②⑫ 米国 に お ける 宇宙 通信 研究 開発 の 現況 NY - (電波 研 ) 
4.12 | (1) 2 世 同 軸線 路 を 用 いた フ ア テア ラ デ ー 旋 風子 浜崎 雷 二 ・ 木 村 際 英 ( 東 大 ) 
(3) 同 山 テル ボ の 定 在 波 比 の Tchebyscheff 近 Rs 
cheby 似 昌三 小 暫 良 到 NHK) 
(3) 対称 同軸 サー キュ レー タ の 理論 浜崎 起 二 (東大 ) 
5.24 | ① 相似 的 断面 を 持っ た 導 波 息 の 一 取扱 法 堀内 和夫 ( 早 大 ) 


(② 立体 回 路 に お ける 敗 ・ テ プ ナ ン の 定理 に つい て | 横内 滋 ( 阪 大 ) 


(3) Mached M yi 
ged Mak agic Tee に 構成 に 際 し て 入っ て 来 | 横内 滋 ( 阪 大 ) 


6.21 | () UHF 帯 Strip-Line Y-Circulator 吉田 信一郎 ・ 高 須 新 一 郎 (東芝 う 
(2) y 1 < 
地 面 波線 路 の 軸 合 負荷 ま トリ 山 騰 成 } (東工 大 ) 


機 上 用 レー ダ 


橋 用 レー の Automatic Tracking の 一 方 | 乙 坂 進 ( 日 本 アビ オト 次 
(2) 箇 突 防止 用 レー タダ 自動 状 幸美 財 鈴木 務 (電通 大 ) Ri 
(①) 機 上 用 レー ダ の Flight Geometry" に つい て の 坂 進 ( 日 本 アビ オト ロニ = クス )》) | 20 


(2) Navigational Computer の 一 方 式 に っ いて 相沢 信男 (日 本 飛行 機 ) 
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(2) | 51 5.23 思 税 形 お よび 他 の 形 に よる 血 流量 計測 の 二 , 三 の 方 
医 室 | 52 6.17 | (]) 活動 電位 像 観測 記録 装置 に つい て 
用 一 (関西 〕) | (2) 心機 能 診断 に お ける 超 超 音 波 の 応用 
装 (3 超 音 波 に よる 末 利 循環 の 研究 
置 
| (4) 医用 電子 装置 の 研究 経過 に つい て 


葛西 晴雄 ・ 石 渡 裕 政 ( 東 大 ) 


4.21 | 計算機 に よる 作曲 と 演 奈 


) 2 進 符 号 の 誤り 率 に つい て 

) 時 分 割 多 重 PCM に お ける 同期 方 式 
) 限定 工 離 保存 符合 系 に つい て 
) 


2) Error Correcting Codes-A Linear 
ご Programming Approch 
1 研 4 ng APP 
Rt 7 6.24 | (1) 音声 IF 波 の 定 振 幅 情報 と その 狭 帯 域 伝送 
= 要 (2) 米国 の 雑音 研究 の 動向 
§ 誘導 線 輪 用 磁 心 材料 の 検討 
磁 35 5.26a スニ ライ トバ ラメ ド ョ ン 増本 器 の 動作 解析 に つ 


(2) メカ に お は る 磁 柱 部 品 製造 の 自動 化 に つい 

(1) a-iron の 磁気 余 効 の 構成 に つい て 

(2) 多 周 波 な 流 を 重信 する 強 中 性 材料 に お ける 涯 変 
調 の 理論 に つい て 


(1) 超 音 波 の 一 次 効果 と 二 次 効 果 
(2) 枝光 を が か ション 克 作 の 


(1) 航 程 同時 記録 式 音 智 測深 機 


(2) 超 音 波 減 衰 測定 に お ける 注意 事項 
(1) 四 板 の 半 格 太 机 の 振動 に 対す る 電気 機械 結合 定 


中 の Sound Channel に よる 音波 屈折 の 
絆 


113 


音 
波 
研 114 
雪 


BT CE TY 折 し の 
る 
cn 
ドー) 
た 
to 
1 


(1) FM 波 に 対す る 高 感度 受信 方 式 
(2) 反射 波 が ある 中 継 区 間 の フェ ー ジ ング 対策 


1 音 を 伴っ た の 復調 に つ 
TR rE i て 


(2) FM 波 の 振幅 特 人 性 に よる 準 漏 話 


エレ クト kr ニ クス 関係 の 信頼 性 の 品質 管理 シン ポジ 
ツ ッ ム に 出席 し て 


a 性 * 2 6.24 | わが 国 の 信頼 性 研究 に つい て 


量子 宰 男 "杉山 」 宏 GE 
仲 丸 由 正 ・ 金 子 尚 志 日電) 
藤井 正 友 て ( 電 試 ) 

榎本 葉 ( 国 際 電 電 ) 


平松 啓二 (電機 大 ) 

田宮 潤 (東大 ) 
三浦 安康 "GWTPD 

橋本 玉吉 GHBPD 

佐藤 正夫 (タム ラ 製 作 所 ) 


黒田 鎮 次 ( 通 研 ) 
量子 幸 和 男 ( 通 研 ) 


彦 (小林 理 0) 
根岸 勝雄 小 林 理 研 ) 

秋元 喜一 郎 ・ 河 中 沈 人 

Rm Ci 
隔 油 昭 ・ 志 正義 ( 機 棋 試 
丸 竹 正 一 小林 理 ) 


久山 多 美 夫 ・ 鈴 木 力 (防衛 大 ) 


森田 正典 ・ 伊 東 祐 弥 ( 上 日 電 ) 
深海 規 ・ 森 田 和 夫 ( 通 研 ) 
新保 修 G 電 気 ) 


内 野人 俊治 ( 通 研 ) 


園部 進 ( 晶 電 ) 
唐津 一 GHPD 
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ミリ 波 の 疲 管 伝送 


海外 技術 展望" 


最近 に お ける 海外 の 通信 技術 お よび 電子 応用 技術 の うち , 今回 は 下記 11 古 目 を 選ん で 紹介 する とこ と と し た . 


1. ミリ 波 の 導 波 管 伝送 

2. ミリ 波 帯 に お ける 電波 伝 ぽ ん 

3. 表面 波 伝 送 線路 

4. 12 Mc 同軸 方 式 

5.。 パパ ターン 認識 と について. 

6. 新しい 電気 通信 用 材料 と し て の ガラ ス 
お よび セラ ミッ ク に つい て 


7. 局 間 中 継 線 の 多重 化 
8. 薄膜 磁 心 
9. 拡声 電話 機 
10. 電磁 継電器 
11. 超 小 形 部 品 
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1. ミリ 波 の 導 波 管 伝 送 
正貴 td 
(電気 通信 研究 所 ) 


EE 


ミリ 流 を 通信 に 利用 する 目的 で 導 波 管 伝送 を 行なう 
| とい うぅ 問 題 を 具体 的 に と とり 上 げた の は 、, 第 二 次 大 戦後 
| 国 の ベル 電話 研究 所 が 最初 の ょ う で ある が , と の 問 
記 に つい て は 1953 年 に 始め て 論文 が 公表 され た の . 
| ミリ) 波 の 低 損失 導 波 管 伝送 に は , 周波 数 が 高く な る ほ 
ど 波 誤 定 数 が 小さ く な る 円 形 導 波 管 の TE モード を 
有 有 嘩 い る の が よい と と は た だ ち に 想像 され る が , 使用 波 
| 長 に 比 し 直径 の 十分 大 きい 円 形 導 波 管 で 低 損 失 伝 送 の 
有 | 実 論 を 行ない , 不要 モー ド の 早 響 の 軍 大 さ を 指摘 し た 
c | の は この 文献 が 始め て で ある. し か し 実験 は 発振 器 な 
で の 関 供 か ら ミ り 流 で は な く 9,000 Mc 帯 で 行なっ て 
有 有 で な "それ か らし ば らく し て 導 波 管 伝送 に つい て より 
| な い ut ら 和 i し た 際 文 が 発表 きれ の , 導 波 管 屋 送 の 
|| 多 ぐ の 問題 点 が 検討 され た .。 その 後 ミ り 波 の 導 波 管 伝 
有 | ※ に つい て は 各国 で 研究 が 選 ん に 行なわ れる よう に な 
97 ミリ 波 電 子 管 の 開発 に と も な い 実 険 も ミリ 波 帯 を 
| 使用 し て 測定 を 行なう よう に な り , TE モー ド 伝 送 
有用 の らせん 放流 管 の ょ うな 特殊 導 波 管 な どの 製作 法 も 
有 検 主 さ れる よう に な っ た . と の よう な 情勢 の も と で 昨 


| 2 Review of Overses Communications and Elec- 
4 tronic Technique. 

| *Millimeter Waveguide Transmission. By BUN- 
Es ICHI OGUCHI, Member (Electrical Communication 
re Laboratory, Tokyo). [資料 番号 4773] 
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年 1 月 に ロン ドン で “ 導 波 管 に よる 長 距 離 伝送 ” とい 
う 3 国共 会 議 が 開催 され , 世界 各国 か ら 約 30 の 論文 が 
発表 され た . と の 中 に は 導 波 管 伝送 に つい て と これ まで 
の 種々 の 研究 を と り ま と め , さら 記 自 分 の 意見 を 加え 
た 解説 的 の 記述 も ある や の ,。 ま た その 際 英 国 の STL 
が 学会 に と 集まっ た 人 達 に 対す る demonstration を 目 
的 と し て 直径 27,〆, 長 さ 3,600 ft の 円 形 導 波 管 (半分 
は らせん 導 波 管 , 半分 は アル ミニ ゥ ム 菅 導 波 管 ) を 用 
い , 835Gc の 波 で , sampling frequency 5 Mc, 4digit 
の PCM に よる テ レビ 伝送 の 実験 を 公開 し た ぷ . また 
同年 3 月 末 米 国 ニ ュー ヨー ク で の ミリ 波 の シン ポポ ジウ 
ム の 折 , BTL の Miller 氏 が 同 研究 所 の ミ り 池 通信 
の 研究 の 現状 を 報告 し た の . 

ミリ 波 の 導 波 管 伝送 の 問題 は 技術 的 に 数 多く の 難題 
を 内 蔵 し て いる た め , その 研究 が 始め て と り 上 げ ら れ 
て か ら 特 に 得 速 な 進歩 を 々 し た 訳 で は な い が , 着実 な 歩 
み を ゃ つづけ , 今日 で は か な り の 事柄 が は っ きり し て 玉 
た . と と で は ロン ドン の 国際 会 議 の 論文 を 中 心 に 外国 
の ミリ 波 伝 送 の 研究 の 現状 に つい て 簡単 な 解説 を 試み 
の 


1.2 多重 モー ド 伝 送 に 関す る 理論 


導 波 管 の 断面 寸法 が 波長 に 比 し て 大 きい 多重 モー ド 
伝送 導 波 管 の 特性 を 解析 する 一 つの 有力 の 手段 に , 
Schelkunoff に より 発展 され た 結合 伝送 方 程 式 を 用 い 
る 方 法 が ある が の , その 拡張 と し て 導 波 管 断面 が 任意 


A 


る - に 
A 


ーー を NN 義 培 86 


変化 し た 場合 の 伝送 方 程 式 に 関す る 論文 が 発表 され 
た とれ は 連立 微分 方 程 式 を ダケ リーン 関数 を 用 いて 
解く 方 法 の も の で あぁ る. また 二 っ の 寸法 は 異な る が 一 
様 の 導 波 管 の 問 に 一 様 で な い 導 波 管 を 接続 し 。 その 一 
方 か ら あ る 純粋 の モー ド を 入射 させ た 場合 に 発生 する 
不要 モー ド を , 同様 の 方 法 で 求め た 論文 る ある 
円 形 電波 管 に わずか に 円 形 か ら 変 形 し た 導 波 管 を 接 
続 し , 円 形 導 波 管 か ら EE モー ド を 入射 し た 場合 , 
接続 部 で 発生 する 不要 モー ド を , も と の TE, モード 
は 管 壁 の 境界 条件 に よっ て の みわ ず か の 変形 を うけ る 
と し て 計算 し た 論文 が ある や , 


1.3 円 形 導 波 管 の テー パ と 曲がり 


円 形 7。 モー ド 伝 送 用 の テー ペ を つく る 共 ,。 2 個 
の 頂 角 の 異な る 円 すい 形 の テー パ を 接続 し , その 頂 角 
と 長 さ を 調整 する と, 2 つの 接続 部 で 発生 する TE,。 
甘 N を いて 打 消 す よ うに する こと と が で きる と と を 
示 じ (の い , さらに 同じ 著者 が とこ と れ を も う 少 し 一 般 化し た 
場合 を 論じ て いる , また 同じ 考え を 応用 し て 直径 の 
わずか に 異な る 二 っ つの TE。。 モー ド の 円 形 導 波 管 を 接 
続 す る 場合 に , 直径 が 両方 の 導 波 管 の 直径 の 幾何 平均 
で 長 さ が 7 屯 。, TE。。 モ ー ド の うな り 波 長 の 半分 の 
円 形 導 波 管 を 問 に は さむ と , 発生 する 了 選 。。 モー ド を 
打 消 すこ と が で きる と と を 示し て いる Gu. 

円 形 TZ モー ド 必 波 管 の 曲がり に お いて TE,, モ 
ー ド が 不要 モー ド と 結合 する の は , 曲がり 部 分 の 曲率 
中 心 に 対す る 外側 と 内 側 で は 電波 の 通路 の 長 さ が 異な 
0 Li cE ド が 乱れ る か ら で あ る . し た が っ て 誘 
電 体 な ど を 用 いて 内 側 の 電波 の 速度 を 遅らせ て や れ ば 
Ei モー ド が その まま 伝送 され る 可能 件 が ある と い 

有 う 考 え で , 多数 の 誘電 体 円 板 を あぁ る 間隔 を お いて 円 形 
堪 波 管 の 内 部 に 設置 し , 導 波 管 が 曲げ られ た 場合 , 内 


| 人 加 の 放 電 体 間隔 が 多 く な る と と か ら 内 側 の 等 価 誘 電 率 


を 大 きく し て , 電波 の 速度 を 遅らせ て 電気 長 を 等 し く 
じょう とい う 試 み が 少 し 前 に 発表 され た が の , それ を 
実験 で 確か め た 結果 が 報告 され た . と れ は 理論 的 に 


完全 な も の と は いえ な い が , ある 程度 の 効果 は 認め ら 


し いる 


. と れ と 基本 の 考え は 同じ で ある が , その 欠陥 を 除く 
た め に 導 液 管 断面 の 任意 の 点 じ お ける 等 価 的 の 屈折 率 


が 画素 の 中 心 と , その 点 の 離 に 逆 比 還 す る よう な 放 


電 体 を 挿入 させ る た め に , 曲り の 内 側 の 方 を 厚く し 
| た , 厚 さ に 偏心 の ある 誘電 体 環 を 用 いた 例 る 提案 され 
が ee 
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1.4 特殊 導 波 管 


米国 の BTL に お ける 高 精度 の 側 管 導 波 管 の 製作 法 
に つい て と れ ま で 経験 し た 苦心 と , 同 所 で の ちせ 
考 波 管 の っ くり 方 に つい て の か な り 詳細 な 報告 が な き 
れ た “の の. また 英国 STL に お ける らせん 導 波 管 の つく 
り 方 も 報告 され て いる We, と れ ら は 実際 に らち せん 導 流 
管 を 試作 し よう と いう 人 達 に は 有意 義 な 論文 で あり , 
また 米国 と 英国 の らせん 導 波 管 を 比較 し て 見 る 意味 で 
面白 いい ずれ も 単 位 長 は 10ft で あぁ る が , らせん を 
巻き つけ る 心 金 は , 米国 の る の の 方 が 大 分 精度 が く 
1,998 土 0.0001" で ある 。 巻く 線 は 米国 の も の が 直利 
0.125 mm ゅ の 細い フォ ル マ ー ル 銅 線 た 対し , 英国 の 
も の は 0.71mm ゅ の アル マイ ト 線 で , 米国 は 内 径 22 
の 導 波 管 で , 英国 は 主として 8 mm 帯 を 用 いて いる 関 
係る も あっ て 2,657” と 大 きい .。 外側 の 樹脂 は 両方 と る 
エポキシ 系 の も の で ある . 接続 部 は 米国 の る の は 交換 
可能 を 目的 に フラ ンジ に 高 精度 の も の を 用 いて いる の 
に 対し , 英国 の る の は 永久 的 の 接続 方 式 で と の 部 分 を 
エポキシ 樹脂 で か た め て いる . 電気 特性 の 詳し いかる の 
が 報告 され て いな い が , 米国 の る の が 金 を か ゅ け て 極め 
て 高 精度 に と いう や り 方 を と っ て いる の に 対し 英国 
の や り 方 は 間に合う 箇 囲 内 で な る べく 簡単 に と いう 符 
き 方 の よう で こと の 対象 が 興味 深い . 

らせん 導 波 管 が 曲げ られ た 場合 の 特 作 を 結合 伝送 方 
程 式 を 用 いて 論じ た 論文 が ある 。 と の 伝送 方 程 式 は 
完全 導体 導 波 管 の モー ド を も と に し て も , 直線 ちら せ だ 
導 波 管 の 正規 モー ド を も と に し て も 誘導 で きる が , 後 
者 の 伝送 方 程 式 の 方 が 計算 に 当たり 近似 度 が よい の 
で , と これ を 用 いて 曲がり らせん 導 波 管 の 特性 を 求め 
きら に 実際 の らせん 導 波 管 は 数 学 的 に 理想 的 な モデ ル 
か ら ず れ て いる の で , らせん の 壁面 イン ピー ダン ヌ を | 
求め て と れ を 補正 し , と れ ら の 結果 か ら 種 々 の 検討 を 
行なっ て いる 。 と れ を 用 いれ ば らせん 導 波 管 の 設計 が 
で きる 訳 で , 一 般 と に らせん 導 波 管 の 使用 法 と し て は 
3 種類 ある と し て と れ ら に 分 け て 論じ て いる . 第 エ は 
モー ド フ ィ ォ ィ ル タ と し て 用 いる も の で , と これ は らせん の 
外側 の 部 分 が 不要 モー ド を な る べく 了 収 する よう に 損 
失 の 多い 誘電 体 を 用 いる . 第 2 は 急 な 曲がり 用 の ら せ 
ん 導 波 管 で と の 場合 は 外側 の 誘電 体 は で きる だ びり け 低 
損失 の も の を 用 い , その 厚 さ を 4 分 の 1 波長 に し て 外 
側 を 軸 方 向 に 導電 率 の よい 導体 で し ゃ へ いす る よう に 
する . とう すれ せ らせん 面 か ら 外 側 を 見 た リア クタ 
ンス の 軸 方 向 成分 が 二分 大 きく な る の で 曲がり に 適 す 
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小口 文 一 : 


ミリ 波 の 導 波 管 伝送 シン 


る . 第 3 は 全線 路 を らせん 導 波 管 で あて る 場合 に 適 す 
る も の で , 不 完全 部 に お ける モー ド 変 換 の 影響 へら 
し , また 曲がり に お ける 減衰 の 増加 を 防ぐ た め に は 上 
の 三 つ の 間 の 特性 の も の が 適当 で ある . と の 場合 も ら 
せん の 外側 の 誘電 体 層 の 厚 さ は 4 分 の 1 波長 に 選ぶ の 
が まい 3 
曲がり らせん 導 波 管 の 減衰 定数 に つい て は こと れ と 全 
ぐ 別 の 計算 法 で 論じ た も の も ある で! り , と これ は 曲がり 導 
波 管 に つい て の 座標 を 用 い , 管内 の 7E。 モー ド の 電 
磁界 を 曲率 半径 の 逆数 の 項 で 展開 し , その 一 次 の 項 を 
摂動 項 と し て 曲がり らせん 導 波 管 の 電磁 界 を 記述 し た 
の で ある . らせん 導 波 管 が 曲げ られ る と 電磁 界 は ら 
せん の 外側 に も 現われ る 訳 で , と これ が 外側 の 誘電 体 損 
を ゃ を ひき お と ど し , 7E。 モー ド の 減衰 を 増加 させ る . こと 
の 誘電 体 損 は ちら せん と 外側 の 導体 壁 の 間隔 で 著しく 変 
化し この 間隔 を 適当 に と る と 外部 導体 克 が な い 場 合 
の 数 分 の 1 の 損失 に する と と が で きる . と の 間隔 は そ 
うぅ critical で は な い が , 前 の 論文 の 結論 と 大 体 一 致す 
る 損失 を へ べら す た め に は 旅 電 体 と し て は 損失 が な る 
べく 少な く , 誘電 率 が 大 きい も の が よい . 
| 有 | 5 で ゃ ん 閣法 管 と 負 管 導 波 管 の 接続 部 に お ける モー ド 
放 変換 を 理論 的 に 検討 し た 報告 が ある の, と れ は らせん 
放流 覚 の 電磁 界 を 鉛管 首 波 管 の モー ド で 展開 し , ら せ 
ん の 外 仙 に は 電磁 界 は な いと し , らせん と 換 管 導 波 管 
放 の 楼 硫 面 の 電磁 界 の 連続 か ら モ ー ド 変換 を 計算 し て い 
詳 る 反射 波 る 考慮 し て お り , 計算 に は か な り の 技巧 を 
らし て いる 2. 
語 計 有限 の 太 さ の 線 を 用 いた らせん 導 波 管 に つい て , 波 
議長 が ピッ チ よ り る も 十分 大 きい と いう 仮定 の も と に た, 種 
< の 池波 管 モ そ ー ド の 伝 ば ん 定数 を その 特性 方 程 式 か ら 
大 の, 沙流 管 モ ー ド が 存在 し うる 範囲 な ど に つい て 論 
| じ た 論 文 が あみ る. 


0 と し て TE。 用 の モー 


| 半 洋 誠 幸 計 注 内 物 寺 淡 管 は 低 析 失 の うす い 請 志 訂 な 
_ | tionmec uo20 Te, «Tu, <- rom 
| 退 を と くも の で あぁ る が , 導体 面 と 誘電 体 の 間 に 損 失 の 


; ce 

no < 
て 2 の 作用 を あわ せ も っ と いう と と を 解析 で 示し た 論 
文 が ある 0. 

BB TS TS 
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また は 周囲 方 向 の 潜 の 上 に 薄い 誘電 体 層 を 設け る と , 


軸 方 向 電流 に より TEom 以外 の TE モー ド は TM モー 3 


ー ド に 変換 され , と この 導 波 管 の 表面 インピーダンス は 
TE モー ド に 対し て は 誘導 件 に , 7M モー ド に 対し で 
は 容量 性 に 作用 する か ら , と の 構造 で 7E。,。 モー ド を 
基本 モー ド に する と と が で きる は ず で あぁ る こと と を 提案 
し た 論文 が あみ る, 


1.5 不要 モー ド の 影 折 

TE, モー ド の 伝送 に お いて , Ej モード と 不要 ぞ モ 
ー ド の 結合 が ある と TE。 モー ド の 減 論 が 増加 し じ , し 
か も その 周波 数 特性 に ひど い 凸 思 が で きる .。 導 波 管 の 
接続 部 に お ける 不 完全 さ を 十 分 小さ くし て も な お で こ 
の 現象 が 残り とれ は 導 波 管 の うねり に よる も の で あみ 
る と と を 統計 的 に 解析 し た 興味 ある 論文 が 発表 され 
た で “92 の 。 理想 的 の モー ド フ ィ ル タ を あ ぞ 間隔 を お い 
て 配置 する と , と れ の 前 後 で 不要 モー ド の 影響 は た ち 
きら れる か ら , 不要 モー ド と の 結合 係数 が 導 波 管 の 長 
さ に 沿っ て 連続 的 に 存在 する 場合 は , その 結合 係数 は 
2 つの モー ド フ ィ ル タ の 間 で フー リ ェ 級数 だ 展開 で き 
る . と の 結合 係数 の 各 成 分 の 中 で TE。 モー ド と 不要 


モー ド の うな り 液 長 と 一 致す る 周期 を も つも の が 減 論 


定数 の 増加 に 大 き な 早 響 を も つ 。 し た が っ て こと の 長 さ 
の うねり は 非常 に 間 題 に た なる. 実際 に 導 波 管 の 一 端 の 
可動 短絡 板 を 移動 させ て 測定 を 行なう と, 問題 に な 
る 不要 モー ド は 7E,。 モ ー ド が 主 で あっ た 、7E。 と 
7E,, モー ド の うな り 波 長 は 直径 51 mm の 円 形 導 流 
管 で 50~60 Gc の 場合 60~70 cm に な る か ら , この 
程度 の 長 さ の うねり は 特に 注意 を 要 し , 例 あ あげ る と 
標準 偏差 10 ミク ロン 程度 の うねり で る も 0.6 dB/km の 
減衰 定数 の 増加 を も る もたらす. 


不要 モー ド と の 結合 は , と の よう に 減衰 定数 を 増加 


させ る ば か り で な く 流 形 ひ ずみ を も 生 ぜ し め る ・ TE,。, 
モー ド と 他 の 一 つの 不要 モー ド が 周期 的 に 結合 し た 場 
合 の 伝送 特性 を マト リク タス を 用 いて 解析 し , と これ を も 
と に し て 結合 が 無 作 旋 で ある 場合 に 拡張 し た 論文 が 報 
告 さ れ た で とれ より 伝送 ひずみ を 論じ, 簡単 な 数 値 
例 も つけ 加え られ て いる . 

導 波 管 の し ゃ 断 周波 数 に よる 遅延 ひずみ を 考察 し , 


運 延 等 化 器 を 挿入 し な けれ ば 広帯域 令 送 は で き な い と 


いう の で , 非常 に 沢山 の 素子 を 用 いた 低 域 フ ィ ル タ 形 
の 等 化 器 を 提案 し , また モー ド 変 換 が 存在 する 線路 に 
P.C.M. で な く F.M. を 使い うる か どう か を 検討 し た 
論文 が ある で の. と の 論文 で は 導 波 管 の 接続 部 に お ける 


” 
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管 径 準 に よる EE。。 モー ド の 反射 と TE.-TE;, の モ 
ー ド 変換 が F.M. に 及ぼす 影響 に つい て の ぁみ 検討 を 行 
な い , 数 値 計算 の 結果 , 管 径 開 の み を 考慮 し て も, 
1,000 km の 導 波 管 線路 で , 単位 導 波 管長 が 5m の 場 
合 , 0.1 必 の 必 波 管 径 差 で 既に 波形 ひずみ の 許容 極限 
に 達する の で , FM は 長 距 離 通信 に は 使え な い の で は 
な いか こと いう 結論 を 出し て いる . 


1.6 必 波 管 の 測定 


英国 の STL で 行なっ た パル ス 法 に よ る 導 波 管 の 特 
性 測定 の 総合 報告 が 発表 きれ た %。 測定 は 波長 8 mm 
帯 を 用 いい , 導 波 管 直径 は 2.75 世 で ある . 件 管 。 アル ミ 
= ウム 管 , らせん 導 波 管 な どの 試験 を 行ない , さら に 
誘電 体内 装 , 内 面 に ね じゃ を きっ た 導 波 管 , 多 宣 円 環 導 
波 管 な ど を 用 いて 曲がり の 実験 を 行なっ て いる . 内 容 
に 特に 新しい と こと は な い が 種 々 の 経験 が 述べ られ , ま 
た 色々 の 測定 機器 に つい て 記載 され て いる . 

また 仏 国 に お ける パル ス 法 に よる 導 波 管 の 測定 に 関 
する 報告 も ある で ?., 使用 周波 数 は 25 お よび 35 Gc 
帯 で で ざれ は 内 容 に 取り た て て 言う ほど の と と も な い 
が , 仏 国 に お ける この 方 面 の 研究 の 現状 を 知る の < 役 
is 

導 波 管 の 減衰 定数 の 測定 に は パル ス 法 の 他 に @ の 
測定 が あり , と これ は 短い 試料 で る 測定 で きる の が 特長 
で ある . し か し 7E。 モー ド の 低 損失 伝送 を 行なう よ 
うな 導 波 管 で は 測定 すべ き 9g が 極め て 高く な る の と , 
不要 モー ド の 影響 が ある た る め 測 定 は か な り む ず か し 
いこ の よう な 測定 法 に つい て BTL で 行なっ た 結果 
が 報告 され た , 測定 すべ き @g は 大 体 10° 程度 に な 
る 2 る が, この よう に 高い @ を 測定 する た め , 図 1.1 の 
ど と く ミ リ 流 ⑤0~60Gc) の 発振 器 は 十分 安定 化 さ 
せ , 70 Mc の 掃引 発振 器 の 変調 波 で 空腸 を 励 振 す る . 
共振 出力 は 70 Mc の 中 間 周 波 増 幅 器 で 増幅 し て ブラ 


CaS 


ウン 管 の 縦 軸 に た 加え, 一 方 横 軸 は 掃引 発振 器 の 出力 の 
一 部 を 周波 数 弁別 器 に 加え て こと の 出力 で ふら せる ろ る こと と 
に より 安定 化 を は か っ て いる . 半値 幅 は 位相 検波 方 式 
を 用 いて 測定 する . 銅 管 導 波 管 の 9 の 測定 は ら せ 
導 波 管 の それ に 比 し 不要 モー ド の 影 絡 が 入る だ けず ば 
か し い . 測定 し た 最も る 高い loaded @ は 長き 30 生 の 
2” 負 管 導 波 管 の 空 胴 で 3.5x10 で あぁ ある. 2 々 直径 の 
鋼管 導 波 管 の 減衰 定数 の 測定 値 は 理論 値 の 1.2 年 0.2 
倍 。 ら せん 導 波 管 の 場合 1.6 土 0.2 倍 で あっ だ まだ 
この よう な 測定 に お いて 導 波 管 の 不 完 全 さ か ら 結 合 ず 
る 不要 モー ド が 同時 に 共振 を お と す と 共振 の 9 % 光 
下す る が , と の 現 祭 を 理論 的 に 解析 し , 実験 と 比較 し レ 
た 論文 が 発表 みれ た な た. 

同じ 目的 の 測定 を STL で 8 mm 帯 で 行なっ た 結果 
も 報告 され て いる 3? カ 。 と これ は 周波 数 掃引 し た タラ イズ 
トロ ョ ロン の 出力 を 鉱石 検波 器 を 用 いて 低い 周波 数 で 変調 
し , それ を 空 胴 に 加え る 方 法 で , 変調 周波 数 の 側帯 波 
を 半値 幅 測 定 の 目盛り に 用 いる . 銅 管 , アル ミ 管 , ら 
せん 導 波 管 の 減衰 定数 の 測定 を 行なっ て いる . . 
高 9 の 測定 に 際 し , ブラ ウゥ ウン 管 上 た @ 曲線 を 描か 
せる 場合 は 掃引 の 際 の 周波 数 安定 度 が 問題 で ある が ); 
と の 不安 定 さ を 除く 一 つの 方 法 は 上 に る 述べ た よう ご 
横 軸 ゃ 周波 数 弁別 器 の 出力 で 振ら せる の が よい . と の : 
場合 長い 導 波 管 回 路 を 周波 数 弁別 器 に 用 いる の が 較正 
が 簡単 で よい と し て と れ に つい て 理論 的 に 検討 必 た 論 
文 が ある 9 

モー ド 変 換 器 の よう に 入力 端子 は ーー つの モー ド し な 
伝送 せ ず , 出 力 側 は 多重 モー ド が 伝送 する 回 路 で , 出 罰 
側 を 短絡 し て 入力 側 の 定 在 波 測定 を 行なう と , 短絡 板 
の ある 位置 で , 発生 し た 不要 モー ド が 共振 する た め 太 
カイ ィ インピーダンス が 低下 する . と これ より 不要 モー ド の 
発生 量 が 分 か る と し て と これ に つい て 理論 的 に 検討 し , 
テー パ 形 TE モー ド 励 振 器 の 不要 モー ド 発 生 量 を 測 
定 し た 報告 が ある 9, 

TE モー ド 導 波 管 の 不要 モー ド を 調べ る た め の 種 
々 の 測定 法 に つい て 解説 を 行ない , また その 測定 機器 
に つい て 実験 結果 を 述べ た 報告 が 発表 され た @. 


1 コジ ポー ネジ シド 


EE モード 用 の 分 波 器 と し て 円 形 導 波 管 の 外側 に 
短 形 導 波 管 を 環状 に 配置 し , 両方 の 導 波 管 を 円 形 導 波 
管 の 軸 と わずか の 角 だ け 傾 いた , 相互 間隔 が 2 分 の 1 
波長 の 多数 の 細 げ き で 結合 させ る 方 法 が 提案 され た 
Go とれ は 細 げ き を 多数 設け る と と に より 周波 数 特性 
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ミリ 波 の 導 波 管 伝送 


さ A / 
円 形 選 決 管 pe 


1.2 円 形 Eu モー ド 分 波 器 の 構造 と その 等 価 回 路 


や も た せる も の で , 結合 部 は 円 形 導 波 管 を テー パ に 
5 同軸 導 波 管 に 変換 し て いる . 分 波 喘 に 用 いる に は こと 
れ を 4 分 の 1 波長 間隔 で 2 個 用 いる 必要 が ある . 
同じ で 5 モー ド の 分 波 器 と し て TE。。 モー ド は 
や ゃ 断 す る 太 さ の 円 形 導 波 管 に 図 1.2 の ど と く 少 し 直 
径 の 大 きい 7E,。。 モー ド る も 伝送 する 部 分 を 4 分 の 1 
波長 間隔 で 2 か 所 設け た 新しい 形 の 分 波 器 が 報告 され 
用 だ 手前 の 方 の 大 きい 直径 の 部 分 に 出力 を と り 出 す 
短 形 導 波 管 あ 結合 させ る .' と この 部 分 の 長 さ を 調整 し て 
字 Z モー ド を 共振 させ , と れ と 同時 に TE モー ド 
の 閥 接 の 伝送 波 と , TE。。 の 共振 を 通し て 伝送 され る 
流 の 位相 が 逆 に な る よう に し て や ゃ る. と の 二 つ の 条件 
の も と で は 共振 部 の 等 価 回 路 は TE。 伝送 回 路 に 並列 
に 入る 列 共振 回 路 に な る の で 分 波 器 が 構成 で きる . 
閣 も うぅ 一 っ の 分 波 器 の 例 に , 伝 ば ん 定数 の 等 し い E, 
有 有 モー ド 円 形 導 波 管 と 年 形 導 波 管 を 多数 の 結合 素子 で 結 
論 さ せ た も の が ある ふ ,. 二 っ の 導 波 管 に 同 方 向 の 波 を 
罰 用い 結合 を 0dB に すれ ば Ey モー ド 励 振 喘 と し 
記 】 て ささ 知ら れ た も の に な る が , 一 方 を 後進 波 に する と 
9 | 名和 結合 素子 の 結合 波 は 通路 閥 と より 位相 差 が で きる 
か 才 中 心 周波 数 で その 位相 差 を 2z の 整数 倍 に な る よ 
| うに 結合 素子 の 間隔 を と る と 各 結 合 波 は 同相 で 加わ る 
: 結合 素子 の 数 で 0dB 結合 と に す る と と が で き 
放 周 波 だ が ずれ る と 位相 関係 が 変わ っ て 出力 が 滅 ず 
oeiinenusanes es coumers. 
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: おけ. る 電波 伝 ば ぱん 
EB 
3 WE 員 田 宏 
a (郵政 省 電 波 研 究 所 ) 
2.1 まえ を が き 2.2 研究 の 概況 お よび 各国 に お ける 
; Ld 
1 近年 マイ クロ 波 技 術 の 発達 に と も な い . 未開 拓 の 技 放 
放  - 行 分 野 で ある ミリ メー トル 波 帯 の 研究 が 各国 で 行なわ 最近 に お ける ミリ メー トル 波 空 間 伝 ぱ ん 関係 の 研究 


= れ で いる 』 そ し て で その 伝 ピ ん 特性 を 明らか に する た め 
た 伝 ぱ ん 実験 . ある い は その 基礎 研究 も 最近 特に 盛ん 
な っ て きた : ミリ ヌー トル 波 の 伝 ば ん 実験 は か な り 
以前 より 行 


な われ .: 米国 の Bell 研究 所 お よび 英国 で 約 
1cm の 波長 で 行なっ た 実験 結果 が すでに 1942 年 頃 


は 大 別して つぎ の 4 つ に 分 類 さ れる . 
(1) 空気 中 の 酸素 , 水 蒸気 , 炭 酸 ガ ス , 一 酸化 炭素 等 
に よる 吸収 現象 お よび それ に よる 減衰 の 測定 
近年 , 物性 研究 の 発達 に より 1940 年 順 よ り ミ リ メ 
ー ト ル 流 帯 と おい て 水蒸気 (H20), 酸素 ( 〇 ) に 特 


に 報告 され て いる が . 特に 最近 で は 学問 的 興味 より も 

。 な し ろ 和 利用 開発 を 目的 と し た 研究 が 進め られ て お り 実 
「 検 を 行なう 波長 帯 る 2.15 mm と 短く な っ て き て いる . 
本 稿 で は ミリ メー トル 波 の 伝 ぽ ざん 関係 の 研究 を 行 な 

"っ で いる 海外 の 主要 研究 機関 を 参考 まで に リス ト ア ッ 
プ す る と と も に . その うち 最も 活発 に 研究 活動 を し て --- で は , と れ ら の 吸収 現象 た よる 伝 ぽ ん 損失 が まず 問題 

有 いる 米 団 の Texas 大 学 の 研究 内 容 に つい て 格 介 0 と な る . それ ゆえ を 各 周 波数 帯 に つい て 伝 ぽ ん 実験 に は 
: 引 tc Mes Veo 5, 定時 的 な 油 定 が 行なわ れ , 吸収 スペ クト ル の 幅 お 


有 の 吸収 現象 が ある と と が 明らか に され . 上 幾多 の 実験 
と あぁ わせ て Van Vleck ら の 理論 に より その 性 質 が 確 
認 さ れ た . 

と の 水蒸気 , 酸素 等 の 存在 は 従来 の セン チ メ ー ト ル 
波 で は 問題 し と な ら な い が , ミリ メー トル 波 帯 の 伝 ぽ ん 


By HIRosHI UDA. Member (Radio Research I び 大 き 穫 お 3 波長 の 短い 分 野 ま で 次 第 に 時 5 か に 
"Laboratories, Ministry of Posts and EE a ; 
Os OR [資料 番号 4774] され つつ ある 
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ミ り 波 各 に お ける 電 疲 f ェ ば ん 


1000 [海外 技 箱 展 晶 ] 学 田 下 : 


(2) 」 雨 , , 雪 , 塵 等 に よる 伝 ば ん 特性 の 研究 


* リ メー トル 波 伝 ば ん で は , 従来 の セン チ メ ー, ド ル 
波 の 場合 以上 に 名 条件 に より 影 枚 受け や すく さく , ここ 
と に 降雨 時 の 減 座 に つい て は , 最も 問題 と され る . 


の 研究 は , か な り 以 前 より 行なわ れ て お り , Law and 
Parson の 志 滴 の 分 布 を 用 いて Ryde and Ryde に よ 
サ り 理論 的 な 計算 式 が 与え られ て いる が , 波長 に 比 し 雨 
滴 の 形状 が 無視 で きず , また 雨 滴 の 分 布 も 再 検討 され 
ー ダ お よび 通信 へ の 利用 と いう 目的 
か ら , その 到達 距離 , 通信 回線 の 上 品質 と いう 観点 に た 
っ て 具体 的 に 研究 され て いる . 

(3) 太陽 雑音 , 空間 雑音 温度 等 の 測定 を 主体 と し 

た ミリ シー tt 

電波 天文 学 の 発達 に より , 太陽 お よび 月 の 表面 温度 
を 知る だ め に , ミリ メー トル 波 帯 の スペ クト ル を 測定 
する で と が 行なわ れ て いる が , この 際 問 題 と な る 大 気 
圏外 より 地表 に 至る ミリ メー トル 波 の 伝 ポ ん 特性 が 明 
らら か に され つつ あぁ る . とこ の 分 野 の 研究 は 攻 次 活発 化し 
で お おり で と に 人 工 衛 星 , ミサイル 等 に よる 宇宙 開発 
が 進 な に つれ て , ます ます 強化 され て いる よう で あ 
り 最近 太陽 を ミリ メー トル 流 発 振 源 と し 地球 大 気 に 
まる 屈折 お よび 減衰 等 を 4.3 mm 帯 に て 測定 し た 結果 
も 報告 され て いる . 

(4) 大 地 , 水面 の 反射 率 , ハイ ト パ タ ー ン , ダク 

ト の 影響 等 に 関す る も の 

と の 方 面 の 研究 る か な り 古 く , 1946 年 英国 に おい 
て 海 正伝 ば ん の 実験 が 行なわ れ た 例 も ある が , (2) 項 
同様 じ 通 信 , レー ダ 等 へ の 利用 に 関し て 具体 的 な 研究 
が 記 ん に 行なわ れ て いる . 

過 才 5 か 年 間 に 研究 報告 が あり , か つ 現 在 も な ん ら 
か の 形 で 研究 が 行なわ れ て いる と 選 わ れる 主要 研究 機 
関 か を 表 2.1 に 示す . この 表 の 中 で 研究 内 容 の 項 は 前 述 


つら ある 。 近年 し 


の 分 類 で よっ て いろ る.。 な お 有力 な メー カ お よび 民間 研 
完 所 等 で も 研究 され て いる と 思わ れる が , 資料 が な い 
78 め 明らか で な い . 


2.3 最近 行なわ れ た お も な 研究 


リタ ヌー トル 流 伝 ば ん に 関す る 研究 は 次 第 に 波長 の 
短い 方 まで の び ぴ び て き て お り , その 例 と し て 100 kMc- 
114kMc 帯 の 水 床 気 に よる 吸収 スペ マク トル お よび 140 
kMc 帯 の 降雨 に よる 減衰 の 測定 に つい て 述べ る . 
(1) 100kMc-118 kMc 帯 に お ける 水蒸気 お よび 
酸素 に よる 吸収 スペ ク トル 0⑪ の 69 
ミリ メー トル 液 帯 伝 ば ん に お いて 最も 問題 と な る 酸 
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素 ( 〇 。) お よび 水蒸気 (本.。0) の 吸 収 現 象 に つい で は 
すでに 波長 に し て 4.3 mm の あたり まで 伝 ば ん 試験 で 
より 吸収 この 大 き さ 等 が 測定 され て いる 


【 帯 の 幅 i お よび * そ 
か が, 酸素 の 第 2 


ルル 収 ス ペク トル の ある 118.75 kMe 付 


= ta i a = th > > クー ? ァ > " 
近 の 測定 は 昨年 は じ め て Texas 大 学 に お いて 行なわ 


の 伝 ば ん 路 は 2,155t と 553ft の 2 
, 約 1 か 月 に わた っ て 湿度 の 変化 に よる 受信 
入力 変動 を 周波 数 100.00, 104.75, 110:00, 113.00; 
117.00 kMc に つい て 測定 し て いる . 送信 機 お よび 受 
信 機 の 局部 発振 器 に は , クラ イス トロ ン M 1805 に よ 
っ て 励 振 さ れる crystal harmonic gene- 


rator を 用 い ;,」 アンテ ナ は 送受 と も 図 2.11c 示 すさ よう 


i この 実 剛 


つ を ども 


“jinguide” 


受 信 " 横 
図 2.1 送受 信 機 外観 
な 22 イン チ の 篤 を 持っ て いる レン ズ ホ ー ン アン テ ナ 


) 


を 用 いて いる . また 送信 出力 お よび 受信 機 利得 変 動 に 
よる 才 中 也 人 を ゃ な くす る た め , 送信 機 は トラ ッ ク に 装 
間 さ れ , 毎日 2,155 ft の 地点 と 553 ft の 地点 と を 移動 ! 
し て 測定 し , 両 地点 の 受信 入力 の 差 よ り 両 地点 間 の 伝 : 
ば ん 損失 を 算出 する 方 法 を 用 いて いる . 一 例 と し て 
117.50 お よび 104kMc の 場合 の 測定 結果 を 図 2.2 に . 
示す . 各 測定 点 よ り 求 め ら れ た 直線 の 勾配 が すなわち . 
と の 周波 数 に お ける 水 燕 気 含 有 量 対 減衰 の 関係 を 示し 
これ より 減衰 量 が dB/km/grams/meter* と し て 求め ら 


昭和 35 年 9 月 


so kme 


ーー 


104.75 kmc 


大 頁 紋 (dB/km) 


5 10 12 14 16 18 20 
記 六 気 合 有 夏 (Grams/Meter3) 


104.75 3 お よび 17.5kMc 刺 に お ける 
水蒸気 含有 量 対 減衰 量 
れ 2. また , と の 結果 で は 水蒸気 が 無い 場合 で 
$, ある 程度 の 残留 損失 を 示し て いる が , と の 
億 は ば とり る も る なおさ ず すず 酸素 お よび その 他 の 気体 に 
まる 減衰 を 示す と ど と に な る : 上 記 の 各種 の 周波 
計 数 に つい で て それぞれ, 以上 の よう な 測定 を 行 な "E 
いや, で ご れ を 標準 大 気 (1 気圧 ,20°C, 水 蒸気 含有 を 
量 7.5 gram/meter*) の 状態 に 換算 し た 結果 と 
理論 計算 の 結果 と を 対比 し た も の を 図 2.3 i 記 95 
示す . また 同 図 と は 残留 損失 と 酸素 の 吸収 理論 
曲線 と を 対比 て 示し て ある .。 と の 場合 残留 損 
失 の 測定 点 に は 多少 の ば らち つき が ある が , と れ 
は 空気 中 の 一 酸化 炭素 , 年 酸 化 窒素 , 等 の 吸収 
に よる ちの と 見 な され , と これら の 気体 に よる 影 
枚 は 標準 大 気 中 で は 0.35 dB/km 以下 で あぁ る . 以上 よ 
り 100kMc~115 kMc の 間 に お ける 標準 大 気 中 で の 
酸素 で よる 減衰 量 は 全 減 誤 量 に 対し 約 20 久 で あり ), 
他 の 7180 は 水 燕 気 に よる も の で ある と と が 判る . と 
の 場合 水 燕 気 に よ る 吸収 スペ マク トル は 0.35 dB/km の 


図 :2:2 


ーー 
08 0 Tl 


中 の 水 燕 気 に よ る 減 訟 お よび 計算 値 
No: 沖 定 値 と 酸素 吸収 曲線 計算 値 


, \ 


電気 通 信 学会 雑誌 


" a ' p ~~ C65 N 


強 さ と 2,250 Mc の half line-half power width 参 


有する . 


この 周波 数 帯 で は , 一 酸化 炭素 (CO), ' 亜 酸化 鶴 素 
(N.O), 亜硫酸 ガス (SO。), 二酸化 窒素 NO 等 の 


吸収 スペ マク トル が あり , その 由 亜 


i 硫酸 ガス に つい て 最 


近 測定 され た 結果 を 参考 まで に 図 2.4 に 示す 7 ガス そ 


れ 和 正体 の 吸収 に よる 減衰 量 は か な 


気 中 へ の 混入 率 を 考え れ ば 実際 上 問題 と な る 量 で は な 


い 。 


り の 値 を も つが , 空 


また , 高 所 に お ける 伝 ば ん 実験 と し て 140 kMce⑫ 三 


2.15 mm) 帯 で , 高度 約 4,000m 


の 伝 ば ん 踏 に つい て 伝 ば ん 損失 を 測定 し た 結果 が 報告 


され で いる ろ る 


と の 結果 と 以前 た 同じ 高度 で 測定 され だ 


x }42 mm Hg 
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著しい と こと は , 空間 伝 ば ん を 主体 と する 利用 を 考え る 
と き 大 き な 問 題 で ある . それ ゆえ を 今 ま で 各 周 波数 帯 に 
つい て 多く の 実験 が ある が 140 kMc ( ぇ =2.15 mm) 帯 
で 昨年 4,5 月 に Texas 大 学 に だ いて 行なわ れ た 実験 
と つい て 人 述べ る . 前 の 4.3 mm 吉 の 実験 で は , 雨量 を 
aw and Parson の 雨 滴 分 布 と 仮定 し て 計 人 筑 し た と と 
ろ 実 測 値 と か な り の 差 が あっ た た め , とこ の 実験 に おけ 
る 雨量 の 測定 に は , 雨 滴 の 大 き さ を 直接 測る と こと に よ 
り 人 算定 し て いる . と この た め 64 イ ンチ 平方 の 直 出 面積 を 
持っ た 窓 に 乾燥 ろ紙 を 取付 け , ある 時 間 ( 雨 C に より 1 
へ ~3 秒 ) だ け 窓 を 開い て , そこ に 落下 し た 雨 滴 を る ろ紙 
に 明 収 させ , その は ん 痕 よ り 雨 滴 の 大 き さ を 測定 し て 
WW る .。 これ より 0.25mm ご と に その 直径 を 分 類 し , 
雨 滴 の 終端 速度 お よび 窓 の 開放 時 間 を 知る と こと に より 
1 立方 メー トル あたり の 雨 滴 の 数 お よび 雨量 が 計算 さ 
れる. 実験 の 伝 ば ん 路 長 は 最大 降雨 を 予想 し 1,200ft に 
設定 され 受信 点 よ り 500 ft お よび 1,000 ft の 地点 に 
2 台 の 雨 滴 測定 器 お よび 転倒 ます 形 雨 量 計 が 設置 され 
で いる 3 回 の 降雨 時 に 測定 し た 結果 を , 図 2.6 に 示 
す . これ ら の 測定 値 は 雨量 の 少な いと き は Law and 
Parson の 分 布 より 計算 し た 値 よ り い ずれ る も 大 きい 値 
を 示し 7 雨量 が 多く な る と 次 第 に 計算 値 に 近づき , 非 
常に 多い 場合 は むし ろ 実 測 値 の 方 が 小さ く な る 傾向 を 
承 し て いる . 雨 滴 分 布 の 測定 結果 より 算出 され た 計算 
億 対 測定 値 の 関係 を 図 2.7 に 示す 。 と れ に よれ ば 測定 
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図 2.7 2=2.15mm に お ける 雨 滴 測定 を 
基 に し た 減衰 量 計 算 値 対 実測 値 
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図 2.8 雨 時 3.25 mm/hr に お ける 雨 滴 径 の 分 布 
だ お よび 減衰 量 (2=1.25 mm) 


加 は か な り ば ら つ いて いる も の の 計算 値 の 傾向 と ょ く 
一 致し て いる . 雨 滴 分 布 の 測定 結果 と Law and Parson 
の 分 布 と の 比較 お よび 減衰 の 計算 値 と の 一 例 を 図 2.8 
に 示す 。 計 算 値 と 測定 値 と の 差 は や は り 伝 ば ん 路上 の 
降雨 分 布 が 一 定 で は な いた め に 生ずる も の で ある と 思 . 
われ る . 、 
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3 米 | Bell Telephone Lab. NN ir ©, @ | 5~6, | B.S.T.J. 35, 4 uly 1956), ' そ の 他 
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aulsen 帯 の 気象 に よる Rad Eho に 関す る 研究 等 を 行なっ て 
} 0 か | bi 気象 ar Eho に 関す る 研究 等 を 行 な | 
” |Signal Corp. tee HE. HR. eS ③ J .App. Phys. (1956), その 他 i ; 
Lab. | P.G. Caplam 陸軍 関係 の mm 波 研 究 の 情 報 を め る と 共和 Solan 
noise : り 恋 W 減 座 符 大 2 て いる . ミサ イル 等 
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a へ ? の 研究 等 C 行 な 、 っ て いる . 
々 Electrical Engineering C.W. Tolbert DO,D,D| 7~8 LR. E. Trans. AP-5 CA 1957) 2 
1 Research Lab. A.W. Straiton 4.3 々 AP-4 (July 1956) 
The Balcones Research | J.R. Gerbardt 39:2 I.R.E. (May 1960)}, EERL Rep. 等 , その 他 
Center C.0O. Britt 2.15 | 米国 大 学 関係 研究 機関 中 最も 大 規模 に , ま た 実際 的 が 村民 
Texas Univ. 研究 を 行 な - て お 0 ほとん と 米 三 軍 の 委託 研究 にょ っ て い 
研究 も 実際 的 な 画 ? 多く, 雨 等 に よる 減衰 特性 の 外 』 水 
面 の 反 肝 ハイ ト パ バター ジン , レー ダ , エコ ユー に 関す る の 人 を 
が あり , 中 に は 部 外 秘 ” レ ポー F も あろ.・ 
タ Univ. of Alabama Phys. |"R.L. Whitehurst OD, D| 7~8 |J. App. Phys. (March 1957), を その他 
d Dep. J. Copesand 6 0 Radiation の 條 研 2 の 外 mm 帯 の 大 気 に よ る 吸収 減 
F.H. Mitchell 等 の 研究 を し ts 
: ” |Radiation Lab. J.C. Wiltse @④ 30~6 |I.R.E. (Feb. 1957), その 他 。 
Johns Hopkins Univ. S.P. Schlensinger 海面 より の back scattering 等 の 研究 を し て いる ろ る. 
C.M. Johnson 
” | Collins Radio Co. G.R. Marnor ©, D|10~5 |Collins Radio Co., Rep. C.R.T.-~136 (1955) 
rr 各種 の mm 波 帯 の Radio Sextant を 製作 する と 共に , そ 
~ れ を 用 いて Solar noise お よび atomospheric absorp- 
Pb. ; tion- (H20+02) を 測定 し て いる . 
NN 英 | Admiral Signal and D.G. Kiely 0) 8 Proc, Conference Radio Meteo.(1953), を その他 
" Radar Establishment 1950 年 頃 よ り レ シー ダ お よび 海上 伝 ば ん の 目的 で フェ ー ジ > 
3 グ お よど び 雨 等 の 影響 を か な り 本 格 的 に 研究 を 進め て いる 


»” |Research Lab. of G.E. H.R.L. Lamont ©,@,@| 12.5 | G.E.C. Rep. 8670, P.I.E.E. Part B (Jan. 1955), その 他 


2 Co. J.W. Ryde, D. Ryde 前 同様 か な り 前 ょ り 通 信 実験 を 基 と し て , 雨 等 に よる 影響 お 
W.E. Willshaw よび その 滅 衰 等 を 理論 的 に 研究 する と 共に 実験 等 も 行なっ で 

E.M. Hickin いる .^ また その 装置 に 関す る 研究 も 行なっ て いる : 
1 » |Radar Research N.P. Robinson @ 8.6- | PEE. PE B CSept, 1955) 

Establishment Ministry 8.6 mm の 研究 用 レー ダ に より , 雨 , 爵 , 雪 等 に よる 減 座 の 
of Supply 実験 を し て いる . 
3 仏 | 所 属 不 明 | pwelat, Andree, Voge @ 12.5 | Anne. des Tele’ Communication (Dec. 1953) 
タ Univ. Paris D.G. Kiely (O) 8 Ann. des Tele’ Communication (Nov. 1956) : 

円 偏 波 用 に て 降雨 率 対 減 論 の 問題 の 研究 を 行なっ て いる , 


W.L. Flock, R.C. Mackey IRE Trans. AP-8 No. 3 (May 1960). 


米 |Univ. of California 
W.D. Hershherger 


で 8 ] 

8 A (1) “EERL Report of Texas University”, No. 100, 
以上 , 最近 特に 注目 すべ き 研 究 と し て Texas 大 学 (32) +rNo. 103, (C3) rNo. 104, C4) rNol 107 

に お ける 100 kMc~140 kMc 帯 の 伝 ぽ ん 実験 の 結果 (5) #No. 109, (6) No. 114. 

の 一 例 を 紹介 し た が , と の 種 の 研究 で は 波長 は 段々 と (7) A.W. Straiton and C.W. Tolbert : ‘‘“Anomalies 


in the absorption of rahio waves by atmos- 


短い 注 に 移行 する と と も に , すでに 測定 例 の あぁ る 周波 pheric gases’’, IRE, 48, 5, p 898 (May 1960). 
数 帯 で は さら に 具体 的 な 利用 を 目 差 し た 研究 が 行なわ (8) E. Weger : “Apparent thermal noise temperatu— 


res in the microwave region'"',~ I.R.E. Trans. 


れる 傾向 に あぁ る. 他 の 周波 数 帯 で も 二 , 三 の 興 味 あ る 3 Pp 0 ee OO a 

CE s * 9 .E. Elock, R.C.Mackey’an . Hershberger : 
報告 が ある が , と と で は 特に 波長 の 短い も の に “Propagation at 36,000 Mc in the Los Angeles; 
記事 県 攻 お いて 引 作 和民 補 。 Basin'”, I.RE Trans. A-P-8, 3, p 235,(May 1960). 
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正 ふ 貞 8 


(電気 試験 所 ) 


3 で まで その 


1950 年 G. Goubau が 表面 波 伝 送 線路 の 有用 性 を 

提唱 じじ て 以 来 10 年 を 経た が , その 間 新 し い 電 磁 波 伝 

送 姿 態 と し て の 興味 , 同軸 線路 や 金属 導 波 管 に か わる 
開放 単 一 線路 と し て の 関心 か ら ,。 さら に は 表面 波 ア ン 

テ ナ と し て の 新しい ふく 射 系 へ の 応用 等 “Surface 
Waveguides”, “Non-Conventional Waveguides’”, 
“Surface Wave Antennas” 等 の 名 の 下 に 終始 マイ ク 

ロロ 波 の 中 心 テ ー マ と し て 様々 な 角度 か ら 取 上 げ ら れ , 

| 痢 実 に 研究 が 続け られ て 来 た . し か し な が ら 研 究 の 経 
有 追 を 細か ぐ 観 察する と , まず 代表 的 な 表面 波線 路 の い 
放 わ の 2」G- 線 路 に つい て は , セン チ 流 帯 に お ける 初期 
の つ 研 究 か らむ し ろ 息 短波 帯 に お ける 有用 性 に 関心 が 向 
けら れき) 流 帯 で は 放電 人 線路 の 有用 性 が 捉 昌 され 
放電 体 イ メー ジ 線 路 や . 亡 - ガ イド 等 様々 な 誘電 体 導 波 
有人 党 , 点 形 回 路 や ひだ つき 線路 等 周期 構造 を 有する 運 波 


| 半 , eo に < れ ら を 抽 い た アン テ ナ 符 新しい 形 の 表 


pktkue ゃ x 涼 ア ン テ テ が 研究 され る に 至り , 他方 
有 】】 で は 研 守 対象 の 拡大 に 伴 な っ て 表面 波 の 定義 ・ ・ 分 類 が 
| 写 爺 に 論議 され る 等 , 研究 の 関心 ・ 目 標 の 変遷 , 発展 
 ・ | の 夏 が うか が われ , 新しい マイ クゥ ョ 波 回 路 技術 を 提供 
有する と と も に マイ クロ ョ 流 電 子 管 や 電磁 波 理 論 等 の 関連 


BE 


Rt を 計 全 ・ " 眉 収 し 次 第 に 大 き な 学問 体系 を 形 


ピー ム ま た は プラ ズ マ 等 を 導 波 管内 に 含む 伝 素 
有る る い は それ ら 5 自体 を 伝送 系 と 見 な し て “Electronic 
| Waveauides”, “Plasma Waveguides” 等 の る の 下 
| マ イク ロ 波 電子 管 の 研究 が な され て いる が , と れ ら 
送 系 の 多く が 表面 波 を 励起 し , し た が っ て 表面 波線 
路 の 概念 や 体系 が 適用 され る の で ある . と れ を 要する 
RO ik, 金属 導 波 管 を 主体 と 


: — * Surface Waveguide Transmission Line. By HiRo- 
| sHiKrikUcHI. Member (Electrotechnical Labora- 
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され , 表面 波 ア ン テ ナ と し て の 応用 が 開け 。 さ らち に ミ 
リ 波 ・ サ ブ ミ リ 液 回 路 の 開発 に 大 き な 役 割 を 果 し じ つ っ つっ 
ある と と は も ちろ ん で ある が , 一 方 基礎 的 に は 主要 な 
電磁 波形 態 と し て の 表 面 波 の 本 質 が 次 策 に 究明 され , 
遅 波 回 路 の 性 質 が 統一 的 に つか め て , 関係 諸 分 野 に 対 
し て る も 大きな 学 間 体系 完成 を 促進 し つつ あぁ る 点 は 見 
せな い 。. 

以上 の よう な 表面 波 研 究 の 歩み か らち 知れ る よう で に, 
展望 を 狭義 の 表面 波線 路 と し て の G- 線 路 や , 前 年 度 
の 発表 文献 の み に 限 る の は 無理 が あり , 本 誌上 で の 本 
題 に 関す る 展望 る 昭和 27 年 2 月 号 の 喜安 ・ 大 島 ・ 後 
藤 氏 らち の 解説 以来 な の で , と こと で は 広義 の 表面 波 に 関 
する 比較 的 最近 の 話題 や 新しい 結果 と いう ヲ 線 で 解説 す 
る と と に する . 典型 的 な 表面 波線 路 か ら 始 め て 次 第 に 
その 変形 こと お よび , 表面 波 の 種々 相 を 概観 し た 後 , 
その 定義 分 類 を も っ て 総括 する . な お 表面 波 ア ン テ ナ 
は 表面 波 の 大 き な 応 用 と し て 今後 ます ます 重要 に な る 
も の と 思わ れる が , 紙 数 の 関係 も あり , 本 稿 の 課題 邊 
で も ある の で , 簡単 に 記す に 留め た 。. 


3.2 G- 線 路 


表面 波線 路 と は 通常 誘電 体 被 覆 導 線 の G- 線 路 を 言 
う 場 合 が 多い が , それ 程 G- 線 路 は 表面 波 技 術 の 最近 


の 発達 に 重要 な 意義 を も つ . 1950 年 G. Goubau は 


と の 線路 に お ける 対称 7M。, 波 の 有用 性 を 予測 し , 以 
後 ず っ と C.E. Sharp ら と 共に 広帯域 長 距離 伝送 へ の 
実用 性 を 調査 し て 来 た だ や ~090 の .⑥⑮⑳⑪ 、 最も 有用 な 周 
波数 帯 は 80~300 Mc 帯 で , 比較 的 安価 な 装置 で 100 


Mc な いし それ 以上 の 帯域 幅 が 容易 に 得 ら れる . 実用 


的 な 低 周 波 限 界 は , 大 地 の 影 響 や 励 振 ホー ン の 大 き さ 
の た め に 電磁 界 の 広がり に よっ て 決定 され , 高周波 限 
界 は 低 損失 に 対し て 要求 され る 導線 の 太 さ に よっ て 決 
定 さ れる . 下 .J. Zucker" や や に よれ ば , 低 周波 限界 は 
通常 の 誘電 体 の 代わ り に フェ ライ ト を 使用 する と と に 
よっ て 広げ られ る か も 知れ な い . 直径 1.42cm, 厚 さ 
0.34cm の ポリ ェ エチ レン 被 碑 導線 の 2 マイ ル の G- 線 


路 で の 実測 値 は 。 計算 値 34B/ マ ィ イル の 損失 に 対し 約 


6dB/ マ イル で あっ た . 励 振 , 曲がり , 支持 , 大 気 条 


昭和 35 年 9 月 


雑 計 
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件 等 だ よる 種々 の 損失 に つい て 以下 の よう な 調査 の 結 
果 , 直線 部 の 損失 は 100Mc で 約 3dB/ マ イル ; 200 
Mc で 約 4.2dB/ マ イィ イル 程度 に 抑え る と と が 可能 で あ 
る : これ ら の 周波 数 で は 雨 , 乾い た 雪 , 水 の 薄 層 に よ 
る 影 細 は わずか で ある . 

TI) 導体 損 同じ イン ピー ダン ス , 同じ 太 さ の 
三線 系 線路 の 約 半 分 で ある が , 直径 や ィ ン ピ ー ダ ンス 
を 減ら す と 大 きく な る . 

(2) 誘電 体 損 通常 導体 損 の 1/4 程度 で ある . 

イン ピー ダン ス に は あま り 関 係 し な い が , 位相 速度 を 
減ら す た め に は 誘電 体 被 大 を 厚く する 必要 が あり , そ 
の 結果 誘電 体 損 は 可 成 り 増 大 する . 

(3) 大 地 損 周波 数 を 減ずる と 電 
| は 大 と な り 大 地 に 


磁界 の 広がり 
達 必 次 第 に 大 地 損 を 増大 する . こと 


の と き 7M 姿態 は くず れ て 混成 波 姿 態 と な り , さら 
周波 数 を 減ずる と 7EM 姿態 た 移行 する . 減衰 は 通 


常 100 Mc 前 後 で 極小 と な り , 帯域 幅 る 大 地 損 に よっ 
て 決定 され る “の. 表面 波線 路 の 低 周 波 限 界 を 左右 


ける 宣 大 因子 で ある が , 外国 で の 研究 は まだ 見 当たら 
まい 
(4) 励 振 損 Goubau は 95 以上 の 能率 を る も 


っ な た 表面 波 の 励 振 ホ ー ン を 開発 し て 来 た . 相反 性 に よ 
っ て 受信 能率 も また 励 振 能 率 に 等 し い の で , 両端 の 損 
失 は 合わ せ て 1dB 程度 で ある . ホー ン 損 失 は 口 部 と 
ホー ン 内 部 と か ら 起 ことり, 受信 ホー ン を 考え る な ら ば 
一 部 は ホー ン に 入ら ず に も る も れ て し まい , 残り は 表面 波 
次 通 か ら 同 軸 姿 通 へ の 変換 損失 と な る . 変換 損失 は ホ 
ーー ン の 形 や 同軸 導体 に 関係 する (33), (57), (66);(82), (88) 
(5) 曲がり 損 曲がり が 小 な ら ば 損失 は 近似 的 
た 角度 の 2 乗 と 共に 増加 する . 30 度 を 超え る と 0.5 
dB ある い は それ 以上 の ふく 射 損 を 生ずる . と これ ら の 
親 失 は た と えば 図 3.2 の よう に 誘電 体 の 集 波 作 用 を 利 
| 用 し て 曲がり の 内 側 に 誘電 体 プ ー リ を 置く と と に よっ 
| て 転 江 さ れる の . ま た, フェ ライ ト が 使え る か も 知れ 
月 な いた と えば 300 Mc に お いて フェ ライ ト 和 被覆 は 電 
磁界 の 広がり を 誘電 体 被覆 の 場合 の 約 半 分 に 縮め 得 
る . と これ は 誘電 体 損 失 を 2 倍 に する が , 鋭い 曲がり の 
和 全 は や は り 有 有益 で あろ う ・ 
有 ここ - 線路 に お いて cut-off の な い 姿 態 は 7M。 姿態 の 
| と ts えら れ て いる が 。 と の hc 後に 巡 べ る 5 
」 体 コ ッ ド の 基本 姿態 に 相当 する 刀 選 」 姿態 が あり , と 
0 


(9 


衝 を 厚く し ミリ 波 帯 に 近づく と 短 形 導 波 管 よ りり 容易 に 
励 振 され 得る と と は , 誘電 体 コ ロッ ド の 場合 と 同様 で あ 
る . し た が っ て 曲がり で は 当然 万 ,, 波 へ の 姿 能 変換 
が 起こ り , 以後 は た 波 と 共存 し て 伝送 され る 和訳 で 
ある . と の 点 じ つい て は 海外 で は まだ 指摘 され て いな 
いよ う で ある が , 周波 数 , 誘電 体 被覆 の 厚 さ , 線路 の 
地上 高 率 に よっ て は 実用 上 か な り 軍 要 な 問題 と な る 
(6) 支持 , た わ み 損 並 びに 平行 線 , 交叉 線路 間 の 
結合 損 長 距 離 伝送 に お ける こと これら の 集計 は , 線路 
自身 の た わ み お よ び 線 路 間 の 結合 , 線路 以外 の 導体 
損 , 誘電 体 損 等 に よっ て 起こ る . これ ら ぢ の 損失 ゃ 減ら 
す 和 手段 の 研究 と し て , Goubau, Sharp ば 200Mfe 
で 1/10 尺 席 の 模 形 実験 を 行ない , 線路 間 の 結合 明 
が り 損 , 支持 損 等 を 測定 し , 尺度 因子 を 考慮 る で @ 
に よっ て , 200 Mc 帯 の 消息 を 推定 し た ・ 文 持 損 ば 0.5 
dB/ マ イル 程度 と 考え られ , 平行 2 線 間 の 結合 に つ W 
て は , A.A. Meyerho 任 に よる 計算 値 と , 比較 し で い 
PD 

(17) 大 気 の 影 響 GG 線路 は 二 線 系 線路 程 大 気 悦 
の 影響 受け た にくく, 250 Mc で は 雨 , 乾い た 雪氷 
の 落 層 の 影 は わずか で ある が , 湿り 雪が 3dB/ マ イ 
ル の 損失 を も た らし た .。 マイ クワ ロコ 波 帯 で は 水平 の 7G= 
線路 で 雨 の 影響 は 無視 で きず , 水 の 影 響 は さら に 大 き 
く .2;000 Mc で 100 フイ イー トド 当たり 約 37dB 7 な の ee 
の 周波 数 帯 に た お ける G- 線 路 の お も な 応用 は , 村 直 な 
ある い は ほとん ご ど 垂直 な アン テ ナ フ ィ ォ ィ ー ド 線 2 向 う 5 で 
ある ろう. 
G- 線 路 の イィ イン ピー ダン ス は , PP パ (P*: 全 伝 送電 編 
7 : 電流 ) で 定義 され る が , 通常 200~400 オー ム で あお 
る . "導体 損 を 減ら す に は , だ を 小さ くせ ね ば ば ならす, 
1000 その と き イ ィ イン ピー ダシ ンス 
は 高く な る . 他 方 曲がり 
損 , 大 地 掴ま た は 線路 の 
近傍 の 障 守 物 に よる 質 失 
を 減ら す た め に は 電磁 界 


誘電 偽 ブ ー リ 


8R —~ 
8: 線路 方 向 の 位相 定数 
太 : 線路 半径 (誘電 体 被 答 


部 三江 団 染 


図 3.2 90° の ベン ド に お _ 
ける 表面 波線 路 の 
ふ ゃ く 英 損 軽減 法 「 
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(a) 開放 形 表 面 波 共 振 器 
(c) 開放 形 無 反 射 終端 


図 3.3 円 と うぅ 表面 波 測 定 装 置 

の 広がり を 小さ く , し た が っ て 位相 速度 を 減ら す 必 要 
が ある . 7M 波 に 対し て は と れ は イン ピー ダン ス を 減 
ら す こと を 意味 する .。 し た が っ て , 高 イ ン ピ ー ダ ンス 

( 低 損 失 ) と 電磁 界 広 が り の 縮小 と は 互い に 相反 する 
か ら 5 , 実際 の 設計 に 当たっ て は 両者 の 妥協 点 を 見 出さ 
ね ば な ら な いぬ. の , 図 3.1 は 電磁 界 の 広がり の 
程 席 を 線路 に 沿う 位相 速度 の 関数 と し て 示す も る ので, 
ZuckerG と より 与え られ た 便利 な 図表 で ある . 直線 
「 は 伝送 電力 の 50 導 , 90, 99 玉 を その 内 部 に 含む 有 
効 半径 を 示し , 導線 半径 太 は 誘電 体 層 の 厚 さ も 含む 

GG- 線 路 は 現在 テ レビ ジョ ン リ ンク に 応用 され て , 
米国 モン タナ で は 約 200 Mc で 動作 し て いる 0⑳,。 導体 
直径 約 1/2 イン チ , 誘電 体 被覆 は か な り 厚 く 1/4 ィ イン 
チ で 木 柱 か ら の ナイ ロン の 紐 に よっ て 一 定 間 隔 ど と に 
有 】 寺 持 され , 汰 誤 は 100 Mc の 周波 数 域 に わた っ て 約 
語 10dB/ マ ィ ル で あぁ 2 ろ . 
; な お G- 線 路 を 使 っ た 開放 形 共 振 器 や 定 在 波 測 定 
誤 ; 方 向 性 結合 副 , 無 反射 終端 等 新しい 各種 回 路 素 子 
詳 | や 列 定 和 も 考案 され 開発 され て いる の ~~ の 09;009, 
07 ( 図 3.3 参照 ) 


3.3 放 電 体 ロ ッ ド お よび 誘電 体 管 


較 第 一 次 大 戦中 に 放 電 体 ア ン テ ナ が 実用 に な っ た が , 
| 使用 最短 波長 が まだ 数 セン チ メ ー タ 程度 で あっ た 当時 
有 有 に ちい て は 、, 伝送 線路 と し て の 誠 電 体 の 利用 は 考え ら 
札 な か っ た , と これ は セン チ メ ー タ 波 に お いて 必要 と さ 
有 有 7 れる 誘電 体 の 寸法 , 支持 ふく 射 , 漏 話 等 が 誘電 体 線 
| 路 の 実用 化 に お いて 致命 的 な 欠陥 で ある よう に 思わ れ 
| で いた と と と , 廊 電 体 線路 の 低 損失 性 , 可 と うぅ 性 に 依 
| 有 存 せ ず と も それ ぞ れ 金属 短 形 導 波 管 , 同軸 ケー ブル ま 
だ は ひび だ つき 可 と う 導 波 管 に よっ て 容易 に 実現 し 得 た 
と いう 事情 に よる. 
| 最近 ミリ メー タ 波 開発 の 機運 に 伴い , 誘電 体 線路 
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伝送 の 低 損 失 人 性 , 可 と うぅ 性 へ の 関心 が 新 
た に され た . R.C.A. の C.H. Chand- 
ler, W.M.E lsasser は 円 形 誘電 体 線路 
の 減 論 を 取扱 っ て , 24 Gc に お ける 実測 
値 を 得 , Northwestern University の 
Microwave Lab. で も RR.E. Beam を 中 
心 と し て 同じ 問題 を 取扱 っ た . Bell Tel. 
Lab. の A.G. Fox は ミリ 波 回 路 素 子 と 
し て 金属 短 形 導 波 管 に 代わ る 誘電 体 回 路 
の 利用 を 試み , 幾つ か の 簡単 な 可 と う 導 
波線 路 を 実現 し た . M.T. Weiss, E.M. 
Gyorgy" は 24Gc お よび 48 Gc に お いて 短 形 断面 
誘電 体 線路 の 減衰 を 測定 する と 共に , 低 損 失 伝 送 へ の 
可能 性 の 優れ た 解説 を 与え た . 

円 形 誘電 体 コ ホッ ド で は , 刀 正 ,, 姿態 ( 軸 方 向 に だ お 
よび 万 成分 を 持つ いわ ゆる 混成 姿態 ) は 金属 導 波 管 の 
7 正 ,, 姿態 より 容易 た 励 振 さ れ , 低 損失 で , ロッ ド の 
直径 の 波長 に 対す る 比 が 小 (ポリ スチ レン で は 10.6 よ 
り 小 ) な ら ば 単 一 姿態 の み と な り , 少な く と も 中 距離 
お よび 短 距 離 伝送 に は 可 と うぅ 性 , 安価 な と と , 製造 の 
容易 さき 等 の 利点 を 加え て 非常 に 有用 で ある でき 9":G4n 
(91059 153).(059.(65),09) 一 方 H.G. Unger?? の 計 
算 に よれ ば , 内 外 径 の 比 が 0.9 の 誘電 体 管 で は , e= 
2.5, tan 8=10* と し て 妃 選 , 姿態 の 損失 が 金属 円 形 
導 波 管 に お ける TE。 姿態 と 同 程度 と な る (で. ム ふ wb, 30 
Gc で 64dB/mile の 損失 に 対し て , TE。」 金属 導 波 管 
で は 半径 約 4.5 cm, 万 正 ,, 誘電 体 管 で は 1cm より 小 
な る 半径 と な る が , 電磁 界 の 広がり は 誘電 体 管 は 8 cm 
均 上 (広がり と し て 電磁 界 が 境界 表面 の 値 の 17e と な 
る よう な 半径 を 取る ) と な る . 

円 形 a ッ ド に お ける TM 波 の 励 振 に 対し て は 』 最 
近 J.W. Duncan(?~? が 大 き な 金属 板 内 の 環状 ス v 
ッ ト に よっ て 環状 磁 流 源 を 形成 させ , 直径 0.83 波長 
の フィ ラメ ント で 能率 95 必 の TM 姿態 を 励 振 し , 
能率 は Deschamp*? の 方 法 に よっ て 測定 し た 。 ま た 
C.J. Jauquet の WN は ロッ ド 直 径 より も 大 き な 環 
状 磁 流 に よっ て TM 波 を 励 振 し た . まな 金属 円 形 導 
波 管 に よる ロッ ド の 励 振 に 関し て 最低 7M 波 に 対す 
る C.M. Angulo, W.S.C. Chang™'⑪ 5 の 理論 的 
研究 が ある . 

損失 の ある 誘電 体 コ ロッド の TM 波 の 場合 に は , ロ 
ッ ド の 半径 が ある 値 を 超え る と 表面 イン ピー ダン ス な が 
誘導 的 と な り , その 値 よ り も 小さ いと 表面 イン ピー ダ 
ンス は 容量 的 と な る . 半径 0.978 cm の perspex v 


uA) 


ニ > ド (c=2.6D) は , 9.2kMec 以下 の 周波 数 で 位相 速度 面 内 で の 左右 の 曲がり で あり , 互 面 凸 お よび 思 ペ ンド 
8 より 大 と な る の . は イメ ー ジ 面 が それ ぞ れ 凸 面 お よび 思 面 と な る よう な 
放電 体 管 は また ミリ 波 お よび サブ ミリ 流 帯 共振 器 と 曲がり で ある . と れ ら の 中 Gi) の 戸 面目 ペン ド は 
て 有用 と な る . Illinois 大 学 の R.C. Becker, P.D. ィ メ ー ジ 面 が 反射 板 と し て 作用 し , 損失 は 最も 少な く 
Coleman 5 は 理論 的 に 詳し く 検 討 を 加え , 誘電 体 無視 し 得る 程度 で , 単 ー ロ ッ ド に 比 し て 大 き な 利点 
管 の 優れ た 遅 波 作用 と 姿態 分 離 能 に よっ て , 従来 の 金 で ある . 残り の 巨 面 ベン ド お よび 戸 面 旧 ペ ンド は 大 
請 選 共振 噌 に よる ビー ム 結 合 装 置 より も , 少な く と も 3 きき な 曲がり で は , か な り の 損失 に な る が 少な く 交 適当 
倍 以 上 大 き な 装 置 で , より 一 賠 の 高 出力 が 期待 され , な 曲がり に 対し て は , 反射 板 を 曲がり の 外側 に 置く と 
高度 の 分 解 能 と @ 値 が 得 ら れる と と を 示し , 4mm 波 。 と に よっ て 大 幅 に 改 療 さ れる 。 電 磁界 の 広がり は ロマ 
で 放 電 体 筑波 長計 と 通常 の 金属 空 胴 波長 計 と の 比較 。 ドド の 場合 と 同様 で 半径 対 波長 の 比 に よっ て 決定 きれ, 
実験 を 行なっ て 満足 すべ き 結 果 を 得 た . た と えば 0.142 の と き ロ ロッド 半 径 の 10 倍 の 血 囲 内 
" . に 80 の 伝送 ェ エネルギ が 収まる . し た が っ で 液 長 が 
3.4 誘電 体 イ メー ジ 線 路 1.25 cm な ら ば ポリ スチ レン ガイ ド で 半径 2mm, イ 
: 円 形 コ ッ ド 巨 ,」 姿態 の 横断 面 電磁 界 分 布 は 対称 面 。 メー ジ 面 全体 の 幅 は 約 10cm と な る . 
議 を 有する か ら , と これ を 軸 に 沿っ て 二 っ つ に 切っ て 金属 面 HE,」 姿態 の 有効 な 励 振 法 が 機 つ か ある . 図 3.4@⑳ 
請 で 置き 換え て も 電磁 界 分 布 {REFLECTOR | ーー の モノ ポー ル は 24>0.15 な ら ば 75 の 効率 ゃ 持つ 
に 影響 を 与え ず , 図 3.4 の ineecac [ モノ ポー ル の 後方 約 1/4 2 の 所 に 反射 板 を 置く 必要 が 
放 よう な 放電 体 イ メー ジ 線 路 。 ! A NX ji ある . 図 3.4(b) に 示さ れる よう な 知 形 導 波 管 か ら 大 
を 構成 する と こと が で きる . Ns\ | 振 さ れる リン グ は ヶ /2=0.1 へ ~0.2 に 対し て 能率 75 
請 この と き 導 体 損 が 加わ る が で ある . 
3 あま 5 大 き で なぐ 導 類 わし レ ON FOYE RD 線路 の 性 
放 い ョ = ッ ド の 支持 や し ゃ へ い OBSTACLE RLATE 質 は , 断面 
| 問題 が か な り 解 決 さ れる . 0 の 形 の 正確 
| さら に 製作 の 容易 さ , 低 損 さ に あま り 
導 計 失 任 が さり 波 帯 に お いて 金 = (a モノ ポー ル 不 摂 敏感 で な 
; 属 導 波 管 以上 の 宣 要 な 利点 * * 0 式 % KLYSTRON SIGNAL grOTTED SECTION 2, 全 断 面 
の 本 介 線路 3.5 講 電 休 イ メー ジ 線 路 測 定置 。 忌 に 強く 令 
放 体 線路 が D.D. King'o の ~ に よっ て 発明 され , か れ 存する . 24 
の 紅 同 研究 者 等 の 協力 と に よっ て 開発 され て 来 た で 0 の kMc で 実 論 され 
0 Dm P22- 一 た 典型 的 な 断面 は 
| 単 一 ロッ ド の 場合 と 同様 , 線路 が 高 次 姿態 を し ゃ 断 半径 0.066 イィ ンチ 
する 程度 に 充分 小さ けれ ば 姿態 変換 は 起こ ちず , 不 連 の 半 円 , 0.084 イィ 
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続 部 で は 娘 選 姿態 の 波 を 反射 し 一 部 ふく 射す る 、 し 
た が っ て 損失 は 誘電 体 損 , 導体 損 , 反射 お よび ふく 系 
損 か ら な り , 導体 損 は , 波 が 線路 に 極め て ルー ズ に し 
か 結合 され て いな い 場 合 を 除き , 一 般 に 誘電 体 損 よ り 
小さ い . た と えば 9.6 kMc で の 全 損 失 は a/2=0.4, 


有 0.15 に 対し て それ ぞ れ 4.0 dB/m, 0.2 dB/m で ある ・ 
| ふく 射 損 は 曲がり , 障害 物 , 有限 な イメ ー ジ 導体 面 等 
放 の た め に 起こ る . 曲がり に よる 損失 は イィ イメージ 面 の 存 


在 に と に よって; 単 一 ロッド の 場合 より は る か に 少な い . 


| イメ ー ジ 線路 の 曲がり に は , ⑪ 刀 面 ベン ド , ⑧ EE 


ンチ 平方 , 並び に 
0.280x0.030 ィ ン 
チ の 笛 形 ロッド に 

ZA BD ィ メ ー ジ 面 を 付け 
た 線路 で , 少々 の 
ね し じ り や ゃ 形 の 不 完 


AB _ 全 さ に は 左 種 竹 感 
rs A EE 


ンー 


面 の 表面 仕上 げ も 
- 諾 程 重 要 で な いこ と 


: CLEA E 
A 4 と が わか り , ミリ りこ 


図 -3.6 種々 な 誘電 体 イ メー ジ 線 路 波 回 路 と し て の 適 
a 


面 生 ペン ド (下向き ペン ド ), Gi 到 面 思 ベ ンド (上 
| 有 向き ベン ド ) の 3 種類 が ある . 刀 面 ベン ド は イ = 
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応 性 が 実証 され た . 最大 の 魅力 は 100kMc 帯 イメ ー 
ジ 線 路 の 可能 人 性 で あぁ る 

半導体 ダ ィ オー ド が 絶縁 され た 金属 ピン に より イメ 
ー ジ 線路 と 結合 され , VSWR を 1.2 より 少な くさ せ 
る 抵抗 薄膜 ああ ラジ アル 面 に 置い て , イメ ー ジ に 対 

する 角度 を 調整 し て 可変 減 宮 明 が 得 ら れ , 定 在 波 測 定 
器 , 方 向 性 結合 器 等 の 様々 な 回 路 素 子 も る も, また イメ ー 
ジ 線 路 に て 構成 され , 短 形 導 渋 管 や 同 南 ケー ブル 
等 へ の トラ ンス ジュ ー サ も 開発 され て いる 

種々 な 断面 を や もつ 
メー ジ 和 線路 を 図 
3.6 お よび 図 3.7 で の 
(144),(52), (80), (99) に に 示 
は 37 (A) "は 
重 誘電 体 ス ラブ イィ ey 


eg/ 
甘 一 ジ 線 路 , 図 3.7 td DD I 
A - 


(b) は 誘電 体 ス ラブ 

| 内 に 金属 隔 膜 を 埋め (a) 一 居 誘 電 体 イメ ー ジ 線路 

込ん だ る の で , い ず  () 金属 隔 膜 を も つ 誘 電 体 イ 
に メー ジ 線 路 

れれ スラブ の 厚 さ , 図 3.7 二 重 姿 角 伝 送 用 

隔 膜 の 高 さ を 適当 に イメ ー ジ 線路 

じ て , 7E,TM 両 波 を 同じ 位相 速度 で 支持 する と と 

は そそ で さる = 


に ド 


放 避 - ガ イド は 図 3.8 に 示す よう に 2 枚 の 平行 金属 板 
|| 中 に 放電 体 を 挟ん だ 一 租 の 開放 形 旋 電 体 線路 で , 構造 
衣 上 は マイ 1 イク ロス トリップ に 類似 し て いる 、 1956 年 の 
有 | RE 大 会 で F.J. Tischere”.05 が 最初 に 提案 
衣 レレ , か れ の 取扱 っ た 特殊 な 姿態 は 通常 の 金属 短 
肛 導 波 窟 に おけ る 基本 姿態 と 類似 な も の で あり 
| 字体 損 が 小 な ら ば , 沢 座 は 対応 する 短 形 導 波 
| 折 よ まりも 少な い ば か り で な く 周 波数 の 増大 に つ 
Sk: れ て , か た っ て 減少 する と と が 指摘 され , と の 
特性 の ミリ 波 帯 で の 有用 性 が 示 吹 され た 。 か れ 
| は, さら に 1958 年 8 月 の IRE, WESCON で H 
a ガイ ド の 補足 的 な 性 質 を 報告 し た 9,0 , 
韻 Y J:W.E.Griemsmann & L. Birenbaum®” 
: は Tischer に より 提案 され た 固形 誘電 体 あ る い 
5 は 多 周 スラ ラブ の 代わ り に 低 誘 電 率 泡 深 誘電 体 が 
有 1 30~100 kMc の 周波 数 帯 で 特に 興味 が ある と と 
| を 示し た . こと れ は 第 一 に 空気 に 近い 誘電 率 の 物 
| Me seommrenmnontasoom 
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図 3.9 玉 - ガ イド の 伝送 容 最 
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3.8 玉 - ガ イド の 減衰 


で ある こと と と , 第 二 に 固形 誘電 体 よ り も きしろ 泡 漆 放 
電 体 の 方 が は る か に 小さ い tan2 が 得 ら れる た めで あぁ 
る . か れ ら は 約 1.03 の 誘電 率 を も つ 刀 - ガ イド が わが, 

周波 数 の 増大 に 伴い 導体 損 が 連続 的 に 減少 し て 良好 な 
電磁 界 の 封じ 込め と 誘電 体 特 性 を も つと と を まず 理論 


INSERTION LOSS (3B) 


8 28 30. 32 34 36 38 40 
FREQUENCY (kMc/sec) 


3.10 刀 - ガ イド の 減 誤 に 対 
する ポリ フォ ー ム 挿入 の 影 絡 
(ポリ エチ レン の スペ ー サ と 
ナイ ドン スク リン を 使用 し た 
5 フイ ー ト の 線路 に お ける 実 
測 値 ) 
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RG-96/U WAVEGUIDE 
図 3.11 刀 - ガ イド の 励 振 


的 に 示し , 21.0kMc の し ゃ 断 周波 数 に 対し て 設計 さ 
れ た 娘 - ガ イド を 27~50kMc 帯 で 実測 し , 計算 結果 
を 確か め 得 た . 同時 た に と の 線路 の 減衰 , 伝送 容量 , 帯 
域 幅 等 の 計算 値 が , ミリ . 波 帯 に お ける 他 の 線路 と 比較 
され た 。 図 3.8 お よび 図 3.9 は それ ぞ れ 刀 - ガ イド 
の 減衰 特性 , 種々 な 線路 の 伝送 容量 の 比較 を 示す . 図 
3.10 は 5 フィ ー ト の 線路 に お いて 誘電 体 が 取 去 られ 
る 前 後 の 27~39 kMce 帯 減衰 特性 を 示す. ポリ フォ ー 
の 存在 に よ ょ っ て 減衰 が 最小 7dB も る 減少 する と こと が 
実 胃 さ れ て いる . まだ た 妃 - ガ イド は 図 3.11 に 示さ れ 
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図 3.12 ミリ 波 帯 に お ける 各種 導 波 管 の 減衰 比較 
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る よう に 和 手形 導 波 管 か ら テ ー パ 付き の ホー ン に よっ て 
容易 に 励 振 さ れ , 定 在 波 測 定 器 や 結合 器 , ベン ド 等 也 
- ガ イド に よる 新しい 回 路 素 子 も 考案 され 開発 され つ 
I 


3.6 周期 形 表 面 波 回 路 


以上 述べ て 来 た 線 路 は すべ て 誘電 体 の 表面 リア クタ 
ンス に よる 遅 波 作用 を 利用 し た も の で ある が , 誘電 体 
の 代わ り に 金属 面 と ひだ ゃ つけ る こと と 等 と よっ て る, 
表面 リア クタ ンス を 高め 遅 波 回 路 を 構成 させ る とこ と が 
で き て , 一 種 の 開放 形 表面 波 回 路 と 見 な す と と が で さき 
る . CC. Culter(2 り 2 は 図 3.183 (a)  C 示 すう 2 略 
形 回 路 で 表面 波 を 最初 に 観察 し 解析 し た . 磁界 は すべ 
て 横断 面 内 に ある の で 伝送 波 は 7M 形 で , 基本 波 と 
空間 高調 波 と か ら な り , それ ら の 振幅 は スタ ッ プ の : 
呈 。 長 さ , ピッ チ 等 の 関数 と な り , 一 様 な 分 布 表 面 リ 
アク タン ス を 構成 させ る に は 波長 に 比 し て ピッ 雪 を 小 
さく せ ね ば ば ならない . その 後 Rotman, Elliott_ ら 5» 


(22),(23), (29)~(31), (41), (43), (55), (56), (65), (69),(71) ,(78), (85) (98) 


に よっ て 開発 され て 来 た が , 表面 リア クタ タン ズ スズ に 関す 


GROOVE OR STUB 
(a) 歯 形 回 路 
(b) ひだ つき 線路 
図 3.13 周期 形 表面 波 回 路 


る 理論 的 な 関係 は Barlow お よび Karbowiak の 
2.35kMc お よび 9.4kMc で の 長き さ 約 4 フィ ー ド 
共振 線 に よる 実験 で 支持 され て いる 図 3.13 (by 
は 円 筒 状 ひ だ つき 線路 を 示す . 従来 周期 形 表 面 波 
同 路 は 主 と じ て 進行 波 管 や アン テ ナ 等 べ へ の 応用 が : 
開発 きむ て お り , 特に らせん 回 路 に つい て の 文献 


「 < 廊 電 体 板 
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は 非常 に 多い 

の で 、 紙 数 の 

関係 上 省略 す 

る . 

3.7 表面 波 
ププ 
種々 な 表面 

波線 路 に 対応 i 

する 表面 波 ア COAXAL LINE ER CORRUGATED Pk 

ン テ ナ が 当然 I 

堪ら れ 。,. よ 

き 知 あれ た 

(a) ポ ¥ ロ ッ 

Ke ナナ 

(by らせん ア 

シテ ナ の 他 に 


WAVEGUIDE 
2°x EXT BINOMIAL 
TRANSFORMER 

0165 rs 


RF CHOKE 
(b) 


TRANSFOMER 0245" 


(a) 歯形 回 路 の 励 振 (周波 数 5 kMc) 
(b) ひだ つき 線路 の 励 振 (周波 数 3 kMc) 


ふく 射 器 (d) 図 3.14 周期 形 表面 波 回 路 の 応 振 


必 計 2 人 ト アン テ ナ (e) 歯形 また は ひだ つき 表面 波 


7 テ の や G7 (fF) 進行 波 ス ロッ ト ア ン テ ナ また 


| 有 有 は 応え い 波 アン テ ナ (g) 変調 表面 波 ア ン テ ナ 等 が 


ある . に これら の 中 (g) と つい て 簡単 に 紹介 する . 振幅 


や 位相 の 変化 する 表面 波 は 導 つ か の 定 速 度 表 面 波 の 合 
沿 ] 六 と 見 な され , 各 成分 が を それぞれ それ 自身 の パタ ー ン 
28 を 生ずる . 表面 波 の 位相 を 正弦 的 に 変え る 場合 , 位相 
Re. の 大 に ある 側 夫 波 は 衣 呈 の 結 


0 と i 


’ i 面 k 対 し て 90° と 180° 間 の 角度 で 現われ る ファ ー 


トク テープ で あぁ る (3.15, 3.16 参照 ). も し た ん: が 
: 本) 0 i ) A , 


2 


—:+c=- — 


放 3.15 位相 変 洞 家柄 波 ア ン テ ナ ふく 射 パ ターン 


’ E*Eo Sin(KgX* mginkmX) 


1 が 


m=2 
0 4% 


w Ni, 
っ 


7-・ 


‘ wn m=5 


07 答 ) 


0 
a L 寺 E 
0 
弘 ・ 表面 波 伝 送 線路 i 
売 分 大 な ら ば ふく 射 人 帯 波 は 現われ な い 。 こ とれ は 明 ら 


か に 歯形 また は ひだ つき 線路 が 変調 され た 連続 面 を 持 
つ 場 合 に と 外 な らち ない. を 。 が 一 定 な らち ば . 変調 が 深い な 
る と , ふく 射 エ ネル ギ は 増大 じ ;, 究 を 固定 する ど 々 
が k。 に 近づく に つれ て , や は りり ふく 射 エ ネル ギ を 増 
す . た 。 と 吉 を 固定 (x は 小 ) すれ ば ん: が ふぐ 射 
側帯 波 を 持た な い 程 度 に あま り 大 きく な い 範 囲 で ,。 ぶ 
く 射 エネ ル ギ は ん zs を 増 せ ば 増加 する . 振幅 変調 は る 
うー つの 可能 性 を ゃ 示す. 位相 並び ! - 振 編 変 調 の 混合 が 
様々 の 形 の ビー ム を 生ずる . 


3.8 表面 波 の 励 振 定義 ・ 分 類 


表面 波 の 研究 が 新しい 形 の 表面 波 を 生ずる と と も 
に , 従来 称え られ た 表面 波 の 実在 や 励 振 等 に 対す る 反 
省 を 生じ , さら に また ふさ く 射 波 や 漏えい 波 等 と の 関係 
も 追求 され , この よう な 観点 か ら , いわ ゆる 励 振 問題 
が 理論 並び に 実験 的 に か な り 取 上 げ ら れる に 至っ た . 
Zenneck 波 , ラジ アル 円 と う 波 N90 放電 体 被 
性 導 体 平 面 3 7 0 の 18) (39) 4(209»(67) 072), (C18), C81)” 非 等 方 
性 境界 面 に と お ける 励 振 問題 等 3 や? が 取扱 われ た : 

最近 表面 波 の 定義 ・ 分 類 等 が 活発 に 論 ぜ られ て いる 
が , この よう な 問題 は も と も と 様々 な 電磁 波形 態 相 互 
の 関連 性 を 明確 に し て 統一 把握 し , 学問 体系 を 整理 し 
われ われ の 理解 ぁゃ 深め る た め に な さる べき で あっ て; 
様々 な 観点 か ら 眺 め ら れる の は 止む を 得 な いこ と で あ 
る 、 こ と の 点 に 関し 1959 年 6 月 , カナ ダ 。 ト ロン ト で 
行なわ れ た URSI 系 6 分 科 の 会 議 に お ける 報告 は 興 
味 深 いや. た と えば Barlow に よる 分 類 を 補足 すれ 
ば , つぎ の よう に な る . 1) Zenneck wave, 2) Radial 
Cylindrical wave, 3) Sommerfeld wave, 4) Goubau 
-Harms wave, 5) 非対称 混成 波 , 6) 周期 構造 に お け 
る 表面 波 等 . 


9" 


以上 広義 の 表面 波線 路 に つい て 一 通り 述べ た が , ト 
ピッ ク の 取上げ 方 に 多少 不揃い の 点 が ある な ら ば 御 寛 - 
容 願い た い . な お 参考 の た め , 図 3.12 に ミリ り 波 帯 に 
お ける 各種 導 波 管 の 滅 座 比 較 を の せ て 置い た . 
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同軸 ケー ブル 伝送 方 式 と し て 960 通話 路 方 式 が 商用 
と な っ た の は 各国 大 体 1945~1950 年 の 間 で , これ ら は 
すでに 紹介 や され て いる が , そ の 後 回 路 部 品 の 進歩 と 
通信 要 の 増大 と 経済 化 の た め に 各国 と も さら に 広 帯 
域 の 方 式 の 研究 が 行なわ れ て いる .- こ と の 根源 に は 理論 
的 に , 同軸 ケー ブル が 漏 話 の よう な 高周波 制限 が な い 
と と , お よび 中 継 器 が 活性 素子 の 開発 が あれ ば さら に 
広帯域 帰還 増幅 器 が 作り 得る こと の 理由 に ある . この 
端 績 と し て Bell 研究 所 で 8 Mc 吉 域 を 用 いた 1,860 通 
話 路 伝送 の L-3 方 式 を 完成 ? し た . と これ は 既存 の エ -1 
志 式 が 中 継 区 間 8 マイ ル (12.7km) で ある か ら そ の 
申 間 に 割り を 入れ て 4 マイ ィ イル (6.4km) ご ど と に 中 継 す 
る 方 式 で ある 他 の 国 で は 日 本 も 含め て 9km 中 継 の 
960 通話 路 方 式 が 現用 と な っ て いる の で , 新 方 式 と し 
記 4:5km ご と に 中 継 す る 方 式 で ある . 

本 方 式 の 研究 は 日 , 英 , 独 , 仏 で 活発 に 研究 され て 
いて , 各国 と も 試作 を 終え 現場 試験 中 で あぁ みり, ほぼ 同 
ペル に ある と 思わ れる . 方 式 の 内 容 に つい て 発表 さ 
れ だ た と で ろ を 報告 する . CCITT で も 策 1 研究 委員 会 
の 問題 所 で 検討 が 行なわ れ , 上 記 国 の 他 に キュ ー バ パ バ , 
甘 タ りー オラ ンダ , ス ェ ー デ ン る も 積極 的 意見 が 提出 さ 
れ て いる の で 関心 は 深い 模様 で ある . 検討 結果 は や ほ 
まとまり 本 年 = ュー デリ の 総会 で 方 式 が 採用 と な り 
稚 告 が 行なわ れる は ず で あろ. 

本 方 式 の た め に 特に 新しい 方 式 設計 理論 は な い が , 
増 帰 素 子 と し て 真空 管 の 開発 が 行なわ れ た . 表 4.1 に 
本 方 式 に 用 いる 真空 管 を 示す . 英 仏 は Bell の し L-3 方 
式 用 の 宙 空 管 に 近く , 2 種 の 真空 管 を 用 い , 日 , 独 は 
王 種 じ よっ て いる 。 い ずれ る も 最高 性 能 の # の で あぁ る の 
で 長寿 命 は 十分 考え られ て いる と 思う が , 今後 間 題 が 
残る の で は な か ろう か . 

英国 で 最近 発表 ゆ や が あ っ た . 機器 名 を C.E.L No. 8 
A と いい , 中 継 機器 は London 一 Birmingham 間 に 
49 中 継 を 建設 中 で ある . と の 中 継 装置 を 図 4.1 に 示 
す . 構造 は 960 通話 店 装置 と 同じ 架 ・ 実 装 形 式 を 用 い 
で いる が , 給電 電圧 の 上 昇 と 中 継 器 大 さ が 異 な る た め 
Cosial, Cable System. By YOSHIHARU 
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図 4.1 英国 の 中 継 装置 
若干 変え た . 高圧 部 は 分 離し , 電力 分 離 ろ 波 器 を 架 上 
に , 絡 電 変 成 器 お よび スイ ッ チ を 別 架 (1/2 た 収容 ) 

と し て いる .: 増幅 器 の 構成 は 明確 に され て いな い が , 
2 段 + 2 段 の 帰還 増幅 器 で , 真空 管 は Single で 用 い 
られ て いる 模様 . 利得 は 線路 長 5.04km ゃ 補償 する ・ 
3 本 の パイ ロッ ト を 用 いる が , 現在 の 自動 制御 作用 は 
1 本 の み 実 施す る 、 給 電 は 2,000 V 交流 送電 で 片方 向 
13 局 供 給 し , 信頼 性 を 高め る た め 障害 時 に 逆 方 向 か 
ら 給 電 す る 装置 と , それ を 動作 させ る 達 隔 制 御 装置 と 
ゃ も っ て いる . な お , 給電 電圧 は 現在 0.1 必 に 安定 化 
させ て いる が , と これ は 実験 の た めで 将来 必要 で ある と 
は 考え て いな い . 本 方 式 の 利用 は 最終 的 に は CCITT 
の 2,700 通話 路 の 周波 数 配置 を 用 いる が , 現在 それ 程 
の 必要 度 も な い の で 図 4.2 (b) の よう に 1,860 通話 
店 で 暫定 利用 する . し た が っ て 端 局 装置 関係 の 研究 は 
若干 お くれ て いる よう で ある . 

仏 菩 西 の 研究 は 最近 相当 に 詳し く 発表 の ⑤④ され な た. 
CNET ( 仏 ・ 電 気 通信 研究 所 ) を 中 心 と し て 製造 会 社 
ゃ 含め 一 体 と な っ て 開発 し , 本 年 初め か ら 14 中 継 局 
に よる 伝送 試験 が 行なわ れ て いる 模様 で ある 、 使 用 玲 
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察 4.1" 各 国 の 真空 飼 させ な い , な お 4.5km 以下 の 区 
8Mc 方 式 12Mc 方 式 聞 の た め に , 擬似 線路 回 路 網 は 
米 (LL=3 方 式 ) 英 壮 | 0.125, 0.25, 0.50, 1.00km の 4 
WE | WE E CV 3998 本 を っ 
SSA | 436A | 437A | beam CV 5112| PTT | PTT | Daa [eBR23 種 を 増幅 器 入 力 に 持っ て いる . 伝 
MT | -k 穫 - er eS 218 P 244 送 系 は ー31~-11 dBm の dB/ 周 
vV | 6.3 ST O18 6.3 18 | 18 6.3 | 6.3 波数 直線 形 の プリ ェ ン ファ シス を 
I 00. 本" 9.45 0.3| 0.45| 0:105 | 0.130 | 0.320 |10.45 
| | | ト 
Vp Vv 180 1800 | 150 | 180| 150|" 150| 150 190 | "135 用 い 280 km' 区 間 三 区 ひみ 直 
CO A Fg 0 0 ー| — = 0 0 線 相 加 を 考え て , CCITT 長 距離 
Mme lV W500] 150 | — |, 950 =| 150| 150| 160 + 195 4 邊 あ 終 3 っ 
Rk | 9 630 | 315 | 262 G80 262 1 p120 47| 400| 323 回 線 規格 を 約 、 9 の 祭 答 を * せ 
V0.0 | 9;07 > 729.0 9.0| "9.0| -2.0| -1.5| 10.0| 9.5 て 満足 する . 等 化 度 偏差 お よび そ 
XS mA 294 E40530|| 13.0 140:0| 14.0| 26:01 -22.0| 26:0 の 時 間 変 動 の 問題 , 長 距離 回 線 の 
DO 0 = 3 | 66560 0 4 
gm | mAIV 16:5| 32.0 |470 | 16.5| 47.0| 17.0| 27.0| 35.0| 34.0 等 化 補償 問題 等 まだ 今後 の 研究 巡 
Ri ko = ao.97 | 7 —| 1 80 8304 20 < gt : wt 
i | | つと ころ が 多い . 州 司 E 5 
et PR 9.8 19:00 | 16.5 |7.911.0)| 11.0| 812) | 12G18) | 10(17) | 15.8 Rt "4 Y 唱 局 は 超 妊 
Ce pF oN 2.9 | 2.5| 1.85| 4.0| 2.1| 4.2 群 か ら な る 300 通話 路 の 基本 六 群 
Cor | PF 002™| 0.04 | 3.6 | 0.03>| 4.0| 0.02| 0.06| 0.035| 0.06 を 用 いる と と ころ は CCITT で ど 同 » 
Cn | PF En a |} —| 4.5 NE 
Re 0 ot ーー 65| 400>| 500>| 150| 500> で ある が , 超 主 群 構 成 (900 通話 
K, dB 23 —ー a 27.5 ー ーー| 26.3| 31.4| 22.0| 27.0 路 束 ) は 4Mc 以下 を , 超 群 構成 に 
Ks dB 39 — | 53.5 — —| 43.8| 48.9| 52.0| 47.0 。 で 
ft Mcls | 146 | 165 — 二 | 20 | っ 290 由 計 280 hitso 半 きら な い 場 合 の 他 は 採用 じじ ない. 
た 座 琴 訪 my は 等 価 雑 音 抵抗 , KK2, KK。 は それ ぞ れ 6009 +15 dBm 出力 に お ける 二 次 , 三次 主 辞 No. 4~ No. 9 の 配列 は 


高調 波 ひ ずみ 減衰 量 , 序 は 使用 時 の figure of Merit 
域 は CCITT 案 お よび 他 の 諸国 が 308 kc か ら 使 用 し 
て いる の に 対し て 60kc か ら 使 用 し , 超 群 No. 1 の 
帯域 も 伝送 する 所 が 変わ っ て いる . 図 4.2 (c) に 示 
す . 増幅 器 は 前 置 等 化 を 用 い ず , 増幅 器 の み で 線路 傾 
: 余 損 失 を 補償 する . と の 回 路 を 図 4.3 に 示す . 上 部 が 
入力 増幅 器 , 中 央 が 制御 回 路 , 下部 が 出力 増幅 器 で あ 
る .. 増幅 器 は いずれ る も 2 段 (増幅 器 並 列 ) の 陰極 帰還 
円 路 を 用 いて いる . と この 増幅 器 の 特長 は 前 置 等 化 器 を 
用い ない ので 全 和 帯域 に わた り S/N 比 が 良い , し た が っ 
を 店 肝 で きる で と で ある 制 
』 伯 回路 は Oswald の 可変 等 化 器 ウ の 設計 に よっ て い 
「 る. 真空管 の 保守 を 装置 の まま で 測定 する た め に 帯域 
| 外 の 525c/s を 用 いて gx 測定 する 525 c/s 入力 端子 
と 各 真 空 管 の gz 測定 用 端子 と が あぁ る. 系 の 信頼 度 を 
増す た め に 直流 特性 測定 の 他 に gx 特性 が 必要 で ある 
と と を 明確 化し て いる . ケー ブル の 温度 変化 に よる 損 


| 夫 の 変化 を 補償 する 制御 回 路 の 制御 は 監視 局 で 検出 し 


| 上 交 局 を 一 斉 制御 する 方 法 を 用 い , 
温度 補償 が 自動 的 に 行なわ れる . と の 回 路 は 不明 で あ 


その 際 各 局 の 外部 


る が , 新しい 試み で あり 成果 が 期待 され る . 中 継 装置 


{  」 は 4.625 km を 補償 する よう 設計 され , 0.125km の 


3 | eamonammmns ne <ainiotte a 


所 似 線 隆 細 と 制御 回 路 が 増幅 器 の 中 間 に 配 置 さ れ て い 


る の で 0.125 km の 損失 と 制御 回 路 の 損失 応答 変化 と 


4.5, 6~9 に 別け て 線路 周波 数 < 
変換 する 方 法 を 用 いて いる . と の 方 法 は 主 群 No. 6 で 
対し 1 回 変調 高 側帯 波 を 用 いて 簡易 化 を 行なっ た る の 
で ある . 搬送 電流 発生 装置 は 標準 周波 数 と し て .124kc 


お よび 12 kc (と これ は 既設 設備 か ら 得 る ) を 用 い , 運 


倍 器 ・ 変 調 器 を 用 いて , 各 搬 送 波 を 得 て い る (特に 特 
長 は な いと 思わ れる .) な お , パイ ロッ ト の 4,287 kc 
と 12,435 kc は 独立 発振 器 を 用 いて 発生 させ る . 以上 


仏 蘭 西 の 方 式 は 非常 に 変化 と 富ん で いる が 60kc~300 


kc 帯域 を 伝送 する と こと (と れ は テレ ビ , 電話 複合 伝 


送 を 考え る と , ほとん ど 決 定 的 に 不可 能 と な る と 思わ 


れる こと と と 変成 器 の 技術 が 進歩 し て いる ), 真空管 の 
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ss 6 ん 44 
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88 88 144 88.88 312 88 88 
308 4287 12435 kcfs 


Y 
308 4287 12435 kc/s 
(b) 英国 匠 定 l SG 1 SG 18 | 
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CB E218X% gm を 測定 する と と ,』 20dB の プリ エン フラ ファ ジス を 相 

に し た て こと, 等 に 特に 新 じ い . 

西独 で は シー メン ス 中 央 研究 所 た お いて 研究 され , 
現在 真空 管 が 発表 され て いる . CCITT の 検討 資 : 
料 の ⑦ 等 か ら 判 る と と ろ を 概 述 する . 真空 管 ( 図 4. め 
は D3a と いう 五 極 管 で gy/C お よび gm/ 陰 極 面 積 : 
と も に 他 の 真空 管 よ り 一 段 高く , 信頼 度 等 に 不安 が も 
た れる が 技術 水準 が 高い の か も 知れ な い 。 増幅 器 は 3 
段 並 列 の 陰極 帰 居 で , 入出 力 と も 平坦 特性 を 用 い 960r 
通話 路 の 中 継 器 と 良く 似 た 設計 を 行なっ て いる が , 帰 - 
病 は 主 帰還 を 20 dB 平坦 と し 局部 帰還 に 低 周 波 20 
dB, 高周波 数 dB の 傾斜 を も た せ て お り , ひずみ 率 
特 人 性 は 5dB 程度 他国 より 良い よう で ある ・ 伝送 系 は 
7dB の プリ エン ファ シス を 用 い 信 号 レ ベル -20 マ ーー 
13 dBm で ぁ る が , テレ ビ ・ 電話 複合 伝送 時 だ は 電話 : 
は 13 dBm 平坦 , テレ ビ は 5dB の プリ エン ファ ャ シン 
ス を 用 いる . 端 局 は 主 和 群 お よび 超 主 群 構成 を と り CC: 
ITT 勧告 に 最も 近い も の と 思わ れる .・ 

以上 に 各国 の 方 式 の 発表 され た 姿態 を 述べ た が , い - 
ずれ も 充分 な 実験 結果 を 得る と と ころ まで 至ら な い . し 
た が っ て, 日 本 も 含め て ,。 と これら の 方 式 は 今後 検討 さ 
れ , 相当 変更 が 行なわ れる 可能 人 性 が あろ う . 回 線 増 要 : 
求 が 特に お ね おびただしい わが 国 で は 本 方 式 の 要求 度 が 最 : 
も 強い と 思わ れる の で , 本 方 式 は 日 本 の 技術 で 最も 早 : 
く 完 成 さ せ た い も の で ある . 
4 献 
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約 に 増大 し レ つ つ あ ぁ ある. パタ ー ン 認識 の 応用 と し て 忘れ 
て な ら な いも の に 病気 の 自動 診断 の 問題 が ある が , そ 
れ は 除外 し , 文字 , 音声 ペタ ー ン の 認識 に 関す る 研究 
を 展望 し よう . パタ ー ン 認識 の 研究 は , 理論 面 で は 従 
来 の 情報 理論 と 異な っ た 進展 を 示し て いる し , “金物 ” 
の 面 で は 電子 計算 機 の 超 高 速 化 , その 機能 の 再 検討 を 
要求 し て お り , 非常 に 魅力 的 な 様相 を 量 し て いる 


E 

5.2 文字 パタ ー ン の 認識 

(1) パタ ー ン 認識 の 理論 

y- パタ ー ン 認識 を 図 5.1 の よう に 図式 化す る と , 理論 
研究 の 位置 づけ が 容易 に な る . - 最 初 の 操作 は パタ ー ン 
の 観測 ; 平滑 化 , 補正 , 規格 化 , つぎ が 符号 化 , 最後 
が 認識 操作 で 
朱 る が 今 まで 
の と ころ 認識 
操作 に つい て 
は 統計 的 な る 
| の と 論理 的 な 


図 5.1 受動 的 な 認識 操作 の 図式 


も の が 発表 みれ て いる . 統計 的 な る の に つい て は , 
C.K. Chow™ が 磁気 イン タク 式 文字 読取 り に つい て 統 


午 的 決定 関数 を 用 いて 認識 理論 を の べ , 認識 プロ グラ 
朋 を 提案 し て お り 最近 で は I. Flores, L. Grey が 
同じ 立場 の 研究 を 報告 し て いる 

理論 構成 は 心理 学 の “信号 検出 モデ ル ” と か , レー 
ダ の ター ゲッ ト 識 別 理論 の 前 例 が ある の で 問題 は な い 
が が, パタ ー ン の 規格 化 を 行なわ な けれ ば , 識別 パラ メ 
ー タ の “バラツキ” が 多く , 認識 操作 は まく 動作 し 
な いる も の と 思わ れる . 

倫理 的 な る の は Trans. I.R.E. 1T に 散見 の する が ); 
最近 で は S.D. Stearnst カ や が こと の 問題 を Boole 関数 の 
低減 の 問題 と し て 取ら え 論 じ て い る 。 パタ ー ン 認識 に 
と っ て 冗長 な 要素 を と り 去 り , 認識 操作 に 有効 な も の 
だ け 残 そう と いう 訳 で ある . その 他 , 文字 に つい て , 
「 ぅ まく 行く と 思わ れる も の に HL. Shern® の ト ポ ロ 
ジ カ ル な る の , 三次 元 パ ター ン の 相関 関数 を 用 いた も 


: 折っ た も の は 見 当たら な い . 
有 】 わが国 の 研究 状況 を 参考 まで の べ る と 論理 的 な 方 
| 詳 に っ いて は 人 島 区 が 三條 論 吾 を 用 いて 認識 者 を 放 


研究 を 発表 し て いる . 


| の 等 が ある . 理論 研究 に は パタ ー ン の 規格 化 まで 


| 詞 し で て おり の , 同氏 や お よび 筆者 の は 積分 方 程 式 ち 
| よび 積分 変換 を 用 いて 一 次 元 , 一 次元 ME の 観 
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汎用 電子 計算 機 に よる 文字 読取 り は, その 万 能 性 の 
た め ア イデ ア を “金物 の 制約 を 受け ず , プロ グラ A 
と し て 実現 し 得る と と, お よび 電子 計算 機 自体 の 衣 力 
の 限界 を 探る と いう 点 で 興味 が ある . と の 方 面 で は ; 
Manchester 大 学 の R.L. Grimsdale ら 5 の 発表 が あ 
る 文字 を フラ イン ジング ドス ポッ トド ・ チ ニニ プス フ な で 
記憶 装置 に 格納 し , 平 滑 化 , 文 字 の 幾何 学 的 人 性 質 に 関す 
る “記述” を 作製 し , それ と 機械 が 前 も っ て 記憶 で 
いる “記述” と 比較 し て 認識 する 方 法 で ある 2. 宇 形 の ゐ 
大 き さ , 傾き の 変化 に 無関係 に 認識 可能 で Manches= 
ter Mark-I の 命令 4,000 語 を 要 し , 認識 の お くれ 
は 60 秒 で あっ た . 機械 は 未知 の 字形 に 出合 うど 名 
述 ” を 作製 し , 比較 の 後 , “不能 "の 表示 を ずる 2 し 
か し その 名 前 を 教え れ ば , その 後 は その 字 に 対す る 諏 
識 能 力 が そ を なわ る . ; 

と の 線 に そう も う 一 つの 報告 は ベル 研究 所 の S 下 ( 
Unger の も の が ある 0%. IBM 704 上 で 解 条 ルー 
チン に よっ て “SPAC"” (Spatial Computer) と いい 5S 
仮想 的 な 計算 機 を タプ ログ ラム し た . 図 5.2。 その 特長 は 
多数 の 論理 演算 部 と 一 つの 中 央 制御 部 を 持っ て いる ど 
ET 

| 図形 を 前 者 
に 付属 し た 記 
憶 装 置 に 入れ 
平滑 化 ; 補正 
を 
Grimsdale 5 
と 類似 な 仕方 
で , 図形 の 特 
長 を と らち を る, 
図 5.2 “SPAC"” の 構造 (文献 11 よ りう) 訪 識 す る 
“SPAC” の 命令 , 1,600 語 , 認識 の お くれ 16 秒 ど 
いう 結果 を 得 て い る 。 “SPAC” は , まだ さ 窒 物 や と 


し て は 存在 し な い が , 従来 の 計算 機 の 興味 ある 変形 と 


見 る べき だ ろう . その 他 特 殊 な アナ ログ 器 宮 に よる 7 
ター ン 認 識 と つい て W.K. Taylor が 論じ て お りり, 
前 か ら パ ター ン 認 識 に お ける “条件 付 確率 ” の 意味 を : 
調べ て いた NPL の A.M. Uttley が , その 装置 の 紹 中 7 
介 を 行なっ て いる 9%. a 
(3) 文字 読取 機 の 実用 化 ’ 
文字 読取 機 の 実用 化 を や うな が す 原 動力 は , 前 述 の まり 
うな 学問 的 な 興味 で は な い . た と を ば 米国 の 銀行 協会 
で は 加 朱 度 的 に 境 加 する 書類 処理 業 務 , 特に 小切手 4 
理 を 文字 説 取 機 を 用 いる と と に よっ て 自動 化し てい 
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る . この 装置 は 米国 中 西部 の 銀行 に 設置 され , 標 の 
示 切 手 に 磁気 イン ク を 用 い , 当座 勘定 , 販 払 い 金 ) 抵 
層 貸 付け , 預金 統計 を 50 万 人 の 利用 者 に つい て 自動 
UN 0 , 

銀行 業務 の ほか に 文字 読取 り を 必要 と する 分 野 は , 
午 便 業務 で ある . 封書 葉書 の あて 名 , お も に 都市 名 
な 読取 っ て 郵便 物 仕分 け の 自動 化 , 能率 化 を る 
いう 訳 で あぁ る. あて 名 は タイ プ さ れ だ た もの, 手書き の 
の) さま ざま で あっ て , 文字 読取 機 に と っ て 手 強 
い 和 相手 の 一 つ で あぁ る. この 試み は すでに 米国 “"” で , 
まま に 午 便 小切手 を 対象 と し て オラ ンダ で 行なわ れ て い 


2 る, 


文献 17) の 読取 機 は 米 空軍 と 協同 研究 を 行なっ て 
いる ハリ ント ン 社 , 知能 機械 研究 部 で 開発 され た も の 
で , $ ぁ て 名 の 字形 の 不揃い を 文字 か ら 大 き さ に 関す る 
生 報 を 得 て プ ログ ラム に フィ ー ド ・ バ ッ ク し て 打 消 し 
た が っ て 認識 プロ グラ ム は すべ て の 文字 に 
つて 同一 の も の を 使っ て いる . そ の 他 , 旅 行者 用 小 切 
手 の 処 理 を 磁気 読取 り に よっ て , 行なっ て いる 例 も あ 
る 2⑮⑫』 な お 鉄道 業務 な ども 重要 な 応用 分 野 で ある が , 
まだ 報告 は な い . 実用 化 の 詳細 な 展望 は 文献 (20), 
(21) を 参照 され た い . 特に 目立つ も の は ベル 研究 所 
の し, Dimond の ゾン デ に よる 読取 機 * や ,。 その 発展 
ど 見 れる 類似 な 方 法 の 発表 が ある で ”'? り 。 と れ は 級 
れ た 数 字 0~9 まで を 対象 と し て 個々 の 字形 より 全 
株 の パタ ー ン か ら 認 識 す る も の で ある . 特定 の 面 上 に 
文字 を 書か な けれ ば な ら な い が 比 較 的 簡単 な 論理 回 路 
彦 用 ム ふ て 20 人 の 人 達 に よっ て 書か れ た 1000 語 を 97 
の 確度 で 認識 し た と いう , 文字 読取 機 の まとまっ 


「 ろ うと 


衣 た 発表 と し て は ソラ トロ ン ・ エ レク トロ ニク ス 社 と ビ 


芝 ネ ス ・ マ シン 社 ( 米 国 ) の ERAG, 特に 数 字 を 対象 
と U7: EMI・ ェ レク トロ ニク ス 社 (英国) の Fred" 
0 など が ある ., その 他 Boots Pure Drug 社 で 1,314 


の 支店 の 伝票 を 集計 する た め リ ラ ト ロ ン 社 の ERA を 


政 刻 し て 使 用 し て お り @", 前 述 の ハリ ント ン 社 で も 新 
し 文字 読 機 を 開発 し て いる の 


(a) リラ トロ ン 社 の ERA 装置 “"* ERA の 認 


| 直 機 構 ヒ つい て の べ よ う . と の 装置 は 光学 的 な 方 法 で 


層 放 パタ ー ン を 受け 入れ る . すなわち ブラ ウン 管 上 で 
16 本 の 走査 線 を 作り , それ を レン ズ で 収束 し て 文字 
面 を 走査 する . 

文字 面 の 濃淡 に し た が っ て 変化 する 反射 光線 は 光電 
子 増 倍 管 で 取ら ええ られ, 増幅 され 整形 され る ・16 本 の 
走査 線 は さら に 内 部 で それ ぞ れ 28 分 割 さ れる . し た 


図 5.3 リラ トド ロン 社 の ERA 装置 (文献 21 より ) 
が っ て ERA は 文字 を 図 5.4 の よう に 量子 化 じ て 見 
て ” いる 訳 で ある .。 認識 の “論理 ” は 図 5.4 の 112 
と “8” を 認識 する に は Dy と R,; の 白黒 を 調べ る 
ABCDEFGHKLMNPRST か ; あぁ あるいは そ ぞ 


: の 周辺 の , “ 目 ” 
の “OR'* を と 
っ て 局 七 まう で 
調べ る と いう 
* 方 法 を 用 いて い 
3 る . 飯島 氏 の い 
! わ ゆ る “灰色 の 
2 日 "と や いあ: 棋 
" | ーー 含 の は 入っ て い 
- な い 、 数 字 0 
1 11、 符 号 , アル 
= ファ ベッ ト 8 文 
# | 字 を 250 文字 / 
? 上 | 秒 の 速度 で 認識 
図 5.4 ERA に お ける 文字 の 量子 化 。 可能 で 、 す で に 

(文献 25 より ) 金銭 登録 器 の 記 


録 , 交通 量 の 記録 に よる 交通 量 解析 な ど に 実用 化 さ れ 
て いる 、。 全体 の 感じ と し て ERA は 当所 , 電子 部 グル 
ー プ に よら て 開発 され た 人 る は ん ゃ る 機 " や ま と へ "の 5 
め の 文 字 読取 機 "? と 類似 し て いる . 
(b) EMI 社 の Fred 装置 7 の 

tt Reading 
| Machine) 
の 略 ) は 主 
と し て 数 字 
を 対象 と し 
て 開発 され 
た 実用 的 な 
文字 読取 機 
で ある . 想 . 


図 5.5 EMI 社 の Fred 
文献 21 より ) 
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識 装 置 の 規 @ 
模 を 経済 的 

な 水準 に 抑 1 
える た め , 

数 字 の 字形 6 
は 図 5.6 に に 

示す よう に Ey 
か な り 変 形 
さい 
る . 数 字 は 
磁気 イン タク 困 516 Fred 装置 の 数 字形 

で 書か れ て (次 献 2[ より ) 

あ 9 計 磁気 ペッ ド で 走査 する と と に より , 5 ビッ ト の 
2 進 符 号 に 変換 する . 

た ど な だ ば 数 字 6 は “10011” と いろ た 具合 で ある . 
5 ビッ ト の 2 進 符 号 の 最初 の 桁 は すべ て の 数 字 に つい 
て ド 和 1 で ある た め , と の 符 明 系 で 表示 され 得る パタ 
ー ン の 数 は 16 で あぁ る が , その うち 12 個 は 0~11 ま 
で の 数 字 に 使用 し , 残り 4 個 は その 他 の 符号 の た め に 
保存 され て いる . 2 進 符 号 へ の 変換 の 具体 的 な 機構 は 
つぎ の よう で ある . 前 記 の 磁気 ヘッ ド か ら の 電流 波形 
は まず 振幅 制限 器 と によって 衝 形 波 に 整形 され , それ の 
5 点 を 標本 化す る . この 標本 化 操作 は 5 ビッ ト の 2 進 
符号 の 最初 の “1” に よっ て 始動 され 一 最初 の 桁 は 常 
に 7 に な る よう に 設計 し て ある 一 あら か じ め 決 め 
られ た 速 席 で 進行 する . 標本 化 の 速度 は か な り 広 い 範 
囲 た わた っ て 変更 し 得る よう に な っ て いる . 

本 方 式 は かなり 変形 され た 数 字形 を 用 いて いる と 
と , それ か ら 水 平方 向 の 走査 を 行なっ て いる た め 垂 直 
方 向 の 位置 の 裕 度 は 大 で あり , 標本 化 操作 が 5 ビッ ト 
の 2 進 符 喘 の 最初 の “1'? で 起動 する た め , 水平 方 向 
の 位置 の 裕 度 る も 大 で ある . 磁気 イン ク を 用 いた 場合 の 
利点 は 靖 書 類 の ょ どれ と か 不 必 要 な スタ ンプ と いっ た 
も の に は 影響 され な い 点 に ある . 

と の 点 か ら 考 えて , Fred は 安価 で 信頼 性 の あぁ る 数 
字 読 取 機 と いえ る で ある ろう . Fred は 機械 の た め の ““ 険 
語 ” を 導入 し て 成功 し た 文字 読取 機 と 考え らち られる. 


5.3 音声 パタ ー ン の 認識 
(1) 音声 認識 の 問題 と 研究 状況 
文字 パタ ー ン の 認識 と 並ん で 重要 な も の に 音声 ペタ 
ー ン の 認識 問題 が ある と れ は 音声 ダイ アデ アル, 音声 に 


よる 計算 機 の 制御 , 通訳 機械 , 宛 極 的 な 音声 周波 数 帯 
運 系 の 実現 の 前 提 を な す 宣 大 問題 な の で あ 


る . 文字 読取 機 に お ける ソラ トロ ン 社 ERA, EMI 社 
の Fred 装置 に 相当 する 実用 的 な を モデル は ベル 研究 所 
の 数 字音 を 対象 と し た Audrey 装置 , RCA の Olson 
の 音 産 タイ プラ イタ ,' = ンド ジ 大 学 の 音声 女 有 ブラ 
タ な ど が ある が , いずれ る も 不幸 に し て 実用 化 た は 程 遠 
いと いう の が 現状 で ある . 音声 ペタ ー ン 認識 の 困難 き 
は 草書 体 で 書か れ た 文字 の 認識 の それ と 同 程 度 で あ ラ 
て , て これ が 初期 の モデ ル の 不 成 功 の 原因 な の で あろ 
と の よう な 困難 な 事態 の も と で る も , 実用 化 の 可能 性 は 
な い 訳 で は な ささ ハ た だ たとえ は JC Bliss e074 の ee 
る つぎ の よう な 方 式 が 考え られる. すなわち 磁気 デ 全 
プ , ある い は 磁気 コア ・ マ トリ クス か ら な る 記憶 装置 
と 比較 装置 や そなえ て お さき , 使用 者 は 使用 前 に 自分 の 
声 を 記憶 装置 に 入れ , それ か ら 使 用 する と いう 3 方法 で 
ある . 音声 タイ プラ イタ を と も か くも 実用 化 事 々 ご ば 
こと の 方 式 が も っ と る も 現実 的 な も の で ある と 思わ れる 7. 
筆者 る 同様 の 方 式 を 提案 し て いる . じ か じ 7 も > 
と 一 般 性 の ある 実用 機 は 前 述 の よう な 方 法 で は 不可 能 
0 
・ 基礎 研究 と いっ て 無 作為 的 な も の で は 非 能 率 で 

か ら , し っ か り し な た 方 法論 に そっ て 方 向 づ げ ら られ 
た 基礎 研究 プロ ジェ クト の 設立 が , むし ろ 重 要 で あろ 
う . 組織 され た 基礎 研究 プロ ョ ジェ クト か ら の " 出 凡 ” 
を 開発 プ ョ ジェ クト が 受け つぐ 形式 で 研究 を 行なう で 
さ で ある 

文字 読取 り の 研究 が 米 , 英 , 独 の 西欧 側 で 活発 で あ 
る と 同様 に 音声 認識 の 研究 も 西欧 , 特に 米 , 英 で お 
いて 盛ん で あぁ ある. 英 園 で は ョ ンド ン 夫 学 の 1D 届 滞 
Fry®» と P. Denes™ や が アナ ログ 形 の 音声 タイ プラ 
ィ タ を 発表 し て お り , 電子 計算 機 の 適用 を る 計画 じ て で 
いる . 米国 で は MIT の Electronics, Lincoln Lab. 
が 活発 で あっ て 指導 的 な 役割 り を は た し て いる . 一 方 
IBM 音声 認識 と か な り の 興味 を 示し て いる G9. と 
札 は 将来 の 音声 の 機械 的 認識 , その 実現 に 超 高 速 計算 | 
機 , 大 容量 記憶 装置 が 必要 で ある と と か ら 当 然 の と と 
a 

近 着 の 情報 に よれ ば , David Jr. E.E の ベル 研究 所 
視聴 覚 研究 部 で る IBM 704 を 用 いて 音声 認識 の 試み 


を 行なっ た 模様 で や で あり , Michigan 大 学 で も 大 き 放 | 


な 研究 プロ ジェ クト を 設定 し た 模様 で ある "の. ソ連 富 
近 ひ 将来 , この 分 野 に 進出 し て くる と と が , 江 想 ざれ 
I 

C2 EE & Denes の 音声 タイ プラ イタ 33) 
音声 波形 は まず - 500 c/s~5 000 c/s の 範囲 で オク ター 


Fs C83) 


1020 [海外 技術 展望 ] 猪股 修二 : パタ ー ン 認識 と に つい て 


ニブ 当たり 5dB の 割合 で プリ ・ エ ン フ ァ シ ス を 行ない 
最大 ピー ク カ か ら 20dB の 点 で ピー ク ・ ク リッ ピン ゲ グ か を 
行なっ て , 160 c/s~8,000 c/s を カ ゎ カバー する フィ ル タ 和 群 
に 供給 され る . ST 特定 の 2 
つの フォル タ の 出力 が 特に 大 に な る と と を 利用 し て 行 
Po 
イル タ が , /s/ に 対し て は 6,000 c/s, 8;000 c/s の フィ 
ル タ の 出力 が 大 きく な る . 各 音 韻 に つい て 特定 の フィ 
ル タ の 出力 の 積 を 計算 し , その 値 の 最大 を 検出 回 路 で 
検出 し て 認識 する の で ある . 本 方 式 の 特長 は 認識 単位 
と じ て , 音韻 を 用 いて いる と と , も う 一 つ は 音韻 の 偏 
移 確 率 を 積極 的 に 認識 に 利用 し て いる 点 に た ある. 


全 声 入 カ 


5.7 Fry, Denes の 音声 タイ プラ イタ の 構成 
「( 文 献 34 より ) 


( 寺 rr 


層 cL ER っ 


す 


1 偏 移 確 率 に 比例 し た 電圧 は 一 次 的 な 認識 の 積 


et ws < ERED 
; る 予測 過程 の 必要 性 を 示し て い る . と の 方 式 の 問題 


casi: 
^ 0 MIT に お ける 研究 


a A 3 a fa 


(84 ) 


Halle は 音韻 論 の 研究 成果 か ら , 音声 認識 問題 と 化 
学 分 析 と の 平行 性 を 指摘 し て いる . 音韻 は 化学 式 に 相 
当 し ,distinctive feature は 分 子 だ 相当 する と いう わけ 
で ある ろ る. 音韻 お よび distinctive feature は 各国 語 を 通 
じ て か な り 少 な いも の で ある か ら , distinctive fea- 
ture が 観測 量 か ら 容 易 に 抽出 で きれ ば 音声 委 識 は 簡単 
で あぁ る が , MIT の Whirlwind 1 で の 実験 結果 は 母 

音 の distinctive feature に よる 人 訂 さえ か な り 困 難 
で ある て こと を 示し て いる . 


200 300 400 500600 100800 1000 GE 
a] 


図 5.8 下 -F, 平面 上 で の 母音 の 規定 (文献 1 より ) 

も る もう 一 つの 報告 は Lincoln Lab. の J.W. Forgie“! 
と C.D. Forgie の も の で ある.。 か れ ら は 35 個 の ろ 
波 器 の 整流 出力 を 180 回 / 秒 の 割合 いで 標本 化し , 
Whirlwind I に 格納 し , ホル マン ト の 位置 か ら 母 音 認 
識 を 試み て いる . 各 母 音 を 玉 -F。 面 上 で 規定 し 。, 
5.8.。 た と えば 及 用 /:/ の 分 離 に は 図 5.9 の よう な 流 
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面 答 580 ヽ 1530 
€ 
面積 315 ~465 + 面 策 1700~2400 bt 


I “ 
* ビッ チ 周 波数 が 低い 場合 小 と な る べき 値 


図 5.9 有 , の 位置 に よっ て 母音 を 認識 する 流れ 
図 の 一 例 (文献 1 ょ より) 
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れ 図 を 用 いて いる . と の プロ グラ ム の 特長 は 各 母 音 
和幸 甘い a 
の 確度 は 継続 時 間 を 考慮 し な い 場合 は 80 少 , 考慮 し 
な 場合 は 90 用 で ある . 本 方 法 は 従来 の ホル マン ト 構 
造 て による 記 識 法 を 再び 電子 計算 機 上 で 再現 し た と も い 
える 方 法 で ある . 

(4) う 新しい 方 法論 の 提出 

MIT の 報告 の 最後 の も の は K.N. Stevens の も の 
で ある (の 0. 文字 音声 の 記載 に つい て: 今 ま で の べべ て 
きた 方 法 は , 未知 パタ ー ン を あら か じ め 決 め ら れ た 方 
法 で 処理 する と いう 意味 で “受動 的 ” で あぁ ある と すれ ば 
と れ は 能動 的 "と も る いう べき 方 法 で ある . 認識 は 機 
械 の 内 部 に 貯 を ちら れ た 人 間 の 発声 器官 が 発生 する 音声 
波形 ある い は それ と 同等 な も の と , 未知 音声 と を 比較 
する で ご と に よっ て 行なわ れる . “能動 的 ” な 認識 過程 
は 』 未知 音声 か ら 発 声 器官 の 動き を 求め る 段階 一 解剖 
学 的 段階 と 発声 器官 の 動き から 音 声 シン ボル を 認識 す 
? る 段階 一 神経 生理 学 的 段階 に 適用 され る . 図 5.10 理 
論 的 に 考え て , 本 方 法 の 可能 性 は 論理 的 な も の より 広 
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図 5.10 能動 的 な 音声 認識 の モデ ル (文献 42 より ) 
く , 統計 的 な 方 法 が 識別 パラ メー タ の 確率 分 布 の 中 に 
は 埋没 させ て いた 有用 な 情報 を る 有効 利用 する と い 
う 点 に お いて 注目 すべ きる の が ある . K.N:. Stevens 
だ ど は 独立 に 筆者 は , も っ と 徹底 し た 形 で 同一 の 立場 か 
ら の 研究 を 発表 し て いる の, 現在 の 時 点 に お いて 
本 方 法 を 完全 に プロ グラ ム す る と いう と と は 残念 な が 
ら 不 可能 で あぁ る . 音声 学 , 音韻 論 , 解剖 学 , 神経 生理 


な どの 大 量 の 基礎 研究 , それ か ら 計 算 機 の 超 高 速 化 , 
官 大 容量 化 が 本 プロ グラ ム の 前 提 条 件 な の で ある . と 
| の gia の 出 を 見 て , 音 吉 記 幸 の 研究 は 以前 に 比 し 
| て は る か に 雄大 と な っ た . 


5.4 む 


6 


0 


始め た 所 で ある . 音声 パタ ー ン の 認識 と っ ついては, 当 
座 の 実用 化 を 目指 す な ら 文献 3D) , (32) と に の べら れ な た 
方 法 が 有望 で あろ う が , 究極 的 な 解決 を 企てる な ら 六 
献 (42), (43) , (4 わ に の べら れ な た 方 法 , ある い は 茶 磁 
研究 が 将来 供給 する ア ィ デア に よる べき で あぁ ろう パ 
ター ン 認 識 , 特に 音声 認識 の 研究 は , 前 述 の よう に 計 
算 機 の “金物” の 高 性 能 化 , さらに その 機能 の 再 検 対 
を 要請 し て お り , 音声 に 関連 し た 多く の 領域 の 研究 者 
の 有機 的 な 協同 研究 を 必要 と し て いる の が , 現状 で あ 
る . 本 展望 が パタ ー ン 認識 の 研究 の 今後 の 発展 に いさ 
さか な り と も 寄与 する な ら ば , 筆者 の 幸い どす ろ る 所 で 
ある . 

最後 に , 情報 処理 国際 会 議 関係 の 資料 を 提供 ぎれ な た 
当所 電子 部 , 高橋 茂 工 博 , 文献 検索 を 担当 され た 科学 


技術 情報 セン ター, 稲葉 安 養 子 理 博 に 深謝 する 次 策 で 
ある . 
; に 
(1) C.K. Chow : ‘“‘Optimum character .recognition 


system using decision function”,‘“T.R.E. Wescon 
Conv.Rec., pt 4, p 121, (1957). 

I. Flores. and L. Grey :“: 
ference signal for character recognition” Trans, 
I.R.E. EC 9p 54, (March 1960).: 

A. Gill: “Minimum scan pattern recognition!' 
Trans. I.R.E. IT-5, 2, p 52, (June 1959) 
S.D.:Stergs wt 
recognition logic” 
(March 1960). 

H. Sherman : “A Quasi-topological method for 
Recognition of line pattern'"', UNESCO/NS/ 
IGIP/HTE Se C0599 

W. Meyereppler : “Zur Theorie der Optischen 
Zeichener Kennung”, Nachr-tech Fachber 1959, 
145 p 30, (1959). - 
飯島 奈 蔵 ・ “パタ ー ン 認識 の 基礎 理論 "J 本 会 オー ト 
マト ン と 自動 制御 研 専 委 資料 , (Feb. 1959). 


(2) 


Trans.LI.R:E EC p 48, 


(6) 


C7) 
(8) 
C9 


(Dec. 1959). 

猪股 修二 : “図形 の 規準 化 に つい て ”, 本 会 イン ホヌ 
ーション 理論 研 専 委 資料 , (July 1960). 

(10) 


106, 26, p 210, (1959). 

S.H. Unger: “A computer oriented toward 
spatial problem'', I.R.E. 46, 10, p 1744, (1958). 
Se er 
to RE 10;Cp MIT NM C9 

W.K. Taylor “Pattern recognition by means 


G11) 
(PD)) 
13) 


of automatic analog apparatus'”’,P.I.E.E. Pt Bn 


106, 26, p 198, (1959).. 

(14 A.M. Utterley: 
tion ad_trial and error learning in a condition- 
at _probability computer'', Rev. Mod. Phys. 
1,2, p 546, (1959). 


Optimization of re-” 


R.L. Grimsdale et al : “A system for the auto- _ 
matic recognition of pattern'', P.L,E.E, Pt BT 


‘Pattern detection and Recogni- ' 


“Tmitation of pattern recogni- 7 


A method for design of pattern 7 


飯島 奈 蔵 : “ター ン 観 測 に 関す る 基礎 理論 同上 7 


™ 


1022" 


[海外 技術 展望 ] 渡辺 宗男 , 深瀬 其 彦 : 新 し い 電 気 通信 用 材料 ど と し て の ガラ ス お よび セラ ミッ ク 


(15) 
6) 


7 
(8) 


9 


(20) 
C21) 


(22) 


(23) 
(24) 


(25) 


(26) 
1 (C27) 


(28) 


(29) 


A. 


ee rE " 


a 


liane. 


A.O. Harries : “An American bank uses mag- 
netic ink'', Automation Progress 4, 6, p 196, 
(1959). 

“Magnetic character imprinting system for 
banking'', Process Control and Automat. 7, 1, 
no C1960). 

A.I. Tersoff : “Electronic reader sorts mail"”, 
Electronic Inds. 11, 7, p 56, (1958). 

Gestion automatisée : “Automatisme et chéques 
postaux'', Automatisme 4, 12, p 477, (1959). 
K.R. Eldredge : ‘Magnetic reader speeds tra- 
velers check processing'', Control Eng. 5, 7, 
p 79, (1958). 

K. Steinbuch: “Automatische Zeichenerke- 
nung'', SEL Nachr. 6, 3, p 127, (1958). 

D.A. Young: “Automatic character recogni- 
tion"”", Electronic Eng. 32, 383, p 2, (1960). 
‘Ein neuartiges Gerat zum mechanischen Le- 
sen vor Information'', Fermelde-Praxis 36, 13, 
p 503, (1959). 

"Recognition system reads ten words'", elec- 
tronics 32, 47, p 100, (1959). 

“New machine reads handwriting'”', Process 
Control and Automat. 7, 1, p 26, (1960). 

B. Scott et al : “Automatic printed character 
reading'', J. Soc. Motion Picture and Telev. 
Engrs. 64, 4, p 240, (1959). 

"Fred'’'a figure reading electronic device, 
Electronic Eng. 31, 371, p 45, (1959). 

"Fred'' a reading machine for business purpose, 
Brit; Commus. and Electronics, 6, 3, p 185, 
(1959). 

P.S. Greensmith: “Europe’s first commercial 
venture into character recognition'', Process 
Control and Automat. 6, 2, p 44, (1959). 
"Electronic print reader'', Process Control and 


(30) 
(31) 
(32) 
(33) 


(34) 


(35) 


(36) 
(37) 
(38) 


(39) 
(C40) 


C41) 


C42) 
(43) 
(44) 


Automat. 7, 1, p 29 (1960). 

H. Wada et al: “An electronic reading ma- 
chine’'', UNESO/NS/ICIP/H. 6.13, (1959). 
JC. Bliss: “Will sound control machine ™” 
Automatic Control 12, 1, p 41, (Jan. 1960). 
猪股 修二 : 日 本 特許 願 , No. 20913, (1959). 

DB: Fry : ‘*‘Theoretical aspects of mechanical 
speech recognition'' Brit. IRE. 19, 4, p 211, 
(Apr: 1959). 

P. Denes : “The design and operation of the 
mechanical speech recognizer"”, Brit. I.R.E. 19, 
4,p 219, CApr. 1959). 

E.E. David Jr. :'"Artificial auditionary recogni- 
tion in telephony’”’ Jr. IBM. 2, 4, p 294, (Oct. 
1958). IBM 主催 の Conference on Communica- 
tion of Scientific Information の 発表 論文 . 

E.E. David, Jr. 氏 お よび 松井 英 一 氏 ( 在 NBS) 

か ら の 私 信 . 

G.E. Peterson 氏 か ら の 私 信 . 

I.A. Melchuk : '‘Machine translation in the so- 
viet union'', Computer and Automat. 8, 8, p 
23, (Aug. 1959). 

ibid. 33, 34), discussion. 

G.W. Hughes & M. Halle : *‘On the recogni- , 
tion of speech by machine’”’, UNESCO/NS/ 
ICIP/H. 6.1, (19597. 

J.W. Forgie & C.D. Forgie : *‘Results obtainedt 
from a vowel recognition computer program"', 
J.A.S.A. 3, 11, p 1480, (Nov. 1959). 

K.N. Stevens: "Toward a model for speech: 
recognition'', J;:A.S.A. 32, 1, p 47, (Jan. 1960). 
猪股 修二 : "音声 認識 の 新しい 可能 性 に つい て ”", 音 
学 会 講演 論文 集 3-2-5, (May 1960). 

猪股 修二 : “Computational method for speechk 
recognition'" 音 装 学 会 , 音声 分 析 合 成 委 資 料 33-1, 
(June 1960). 


UDC 621.315.61: 666. 1/.5 


6. 新しい 電気 通信 用 材料 と し て の ガラ ス お よび セラ ミッ ク * 


渡 辺 宗 男 深瀬 雅 意 
(電気 通信 研究 所 ) 


最近 の 電気 通信 用 材料 部品 の 特徴 は 小形 化 と 高尾 
“ 導 能 が 要求 され て いる と と で ある 。 ガラ ス お よび セラ ミ 
2 方 面 と ちい て も その 改良 進歩 発展 と と も に , 新 し 
W 材 料 が 開発 され 実用 化 さ れ て 来 て いる . と れ ら の 新 
材料 と 技術 的 発展 に つい て 述べ る . 


\ 

N 6.1 パイ ロ セ ラム (Pyroceram) 

"4 

3 パ 補 っ セラ ム は 米国 の コー ニン グ ガ ラス 会 社 の 商品 
| * New Ceramics and Glasses for Electrical 
jf Communication. By MUNEO WATANABE and 
ff MASAHIKO FUKASE (Electrical Communication 
1 


本) Laboratory, Tokyo). [資料 番号 4778] 


名 で ある .。Stooky① の 博士 に より 発明 され た も の で あ 
っ て , デビ トロ セラ ミッ クス (Devitroceramics, 失 透 
に よる 磁器 ) の 範囲 入る も の で あぁ る . その 種類 は 極 : 
め て 多種 多様 に わた り , 各種 の 性 質 や も っ た も の が 作 
られ て いる 、 そ の 二 , 三 の 化学 組成 を 表 6.1 に 示す 
パイ ロ セ ラム に は , と の 外 に 多種 類 の 化学 組成 の も 
の が あぁ る が , 一 紀 し て 流れ て いる 思想 よ と いう の は , 
ALO,-SiO。 系 の 2 成分 に 対し て . CaO, MgO;, SrO, 
CoO その 他 の うち いずれ か の 一 つ を 添加 し た 3 成分 
系 を 基 と し て いる と と で あぁ あぁ る. そし て この 外 に 結晶 校 
剤 と し て TiO。 を 含ん だ と と ろ の 四 成 分 系 で ある 。 と 
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表 6.1 パイ r ロ セラ ム の 化学 組成 ( 電 量 ) 


6g 1 | 2 3 4 5 り 
SiO, 69.8 | 55.5. | 53.4 | 44.3 | “31.1 81 
ALO; S926 97 7. 7 
TiO, 7.0 NAD Ho EL 
Li,0 4.3 = = = 
Nas0O a 
B20 i 
cao” eg | 
MgOo us | 
Mno ER ye = i 
sr0 3 a = 26.5 = = 
PbO = と 計 OT 
AgCl = ー ~~ | —| — | 0.0 
Cs;0 = C= 05 


れ が パイ ロ セ ラム の 特徴 で あぁ ある. 電気 的 特性 の 優れ た 
2 ペイ ロロ セラ ム No. 9606 ( 図 | 6.1) る と の 例 に も る れ な 
い . と この 製法 の 根本 原理 は , ガラ ス の 失 透 化 現 人 象 を 用 
らい る で と ある. すなわち , まず 表 6.1 の ど と き 化 学 
組成 の 原料 を 調合 , 混合 し た もの を , あら か し じ め 1,400 
^"C~1,550°C の 温度 に 加熱 され た , る つぼ の 内 に 投入 
し 反応 させ て 深 解 する . 溶解 され た も の は 全く が ガラス 


状 で あぁ っ て , と これ を 所 要 の 形 に 成形 , 加工 する . 


と どの よう に し て 得 た 「 ガ ラス 」 を 熱 処 理 を 施し て 失 
透 せ し じ め る . すなわち , と この 成形 され た ガラ ス を 適当 
な 電気 炉 そ の 他 に 入れ て 普通 5°C/min の 割合 で 温度 
目 昇 せしめ る . する と ガラ ス 中 に 含ま れ た 結晶 核 剤 と 
し て の TTiO。 の た め に , それ を 中 心 と し て 約 数 ミ クロ 
シン の 大 さ の 微 結 晶 が 無数 に 成長 し て 白色 不透明 の 磁器 
質 が 構成 され る . と れ が パイ ロ セ ラム で ある . と れ ら 
パイ ロコ セラ ム の うら うち, コー ニン グダグダ 社 の 和製 品番 喘 No. 
9606 お よび No. 9608 は 特に 誘電 的 特性 が 優れ , 高 
周波 領域 と お いて 誘電 体 損失 係数 が 小さ く な る 傾向 が 
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周波 交 ( 0 
図 6.1 種々 の 材料 の 周波 数 特性 (常温) 


o パイ {イロ セラ ム (9608) 
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表 6.2 パイ _ セ ラム 等 の 性 質 


製品 番号 9606 9608 フォ ト セ ラム 
(1①) 電気 的 性 質 
誘電 率 
25°0 5;58/ 56.78 5.6 (20°C) 
106 cycle’ 300°C 5.60 Ee 6.3(200°C) 


500°C 8.80 — — 

25°" も も 5.45 6.54 約 5.55(8.5x109cycle» 
100 cyclet 300°C 5.51 6.65 約 518( タ > 
500°C 5.53 6.78 -— 

Loss factor 
25°C 0.008 0.02 0.034(20°C) 

106 cycle‘ 300°C 0.086 ーー — 

500°C — — — 

25°C 0.002 0.015 約 0.04(8.5x10%cycle》, 
100 cycle‘ 300°C 0.004 0.077 ~~— 

500°C 0.008 0.27 — 

体積 抵抗 値 Log 10 Cohm-cm) 


250°C 10 な * 6x1015 ohm-cm(25"C: 
dude 時 
(② 物 性 

融 占 1250°"C 1250°G 約 900°C 

ボ ポロ シテ デ テイ gas tight. gas tight. gas tight. 

熱 膨 服 係数 wv 19.C 7~20 ‘710 

(25—3008C) {57X107/°C igrec 104x107°C 

強 度 et gq 20 マ 

吉浜 90 624。 7 約 '20330 

硬度 Knoop 100 gm 698 703 7~8 (モー 硬度 ) 


Chemical Machining — — 可能 


ある . 二 , 三 の 高 周波 磁器 と と も に その 周波 数 特性 を 
図 6.1 に 示し た. と これ ら の 例 か ら 推 測 す る と , 将来 産 
周波 絶縁 物 は すべ て パイ ロ セ ラム に 転換 され て 行く 
と も 考え られ る . ’ 
電気 的 , 物性 的 性 質 を 表 6.2 に 示す . と れ ら は 他 の . 
も の に 比較 し て 電気 的 性 質 は 常温 より 約 300°C 位 ま で 
も 安定 し て お り , また 気密 質 で あり 強度 も 大 で ある 
と が 注目 に 値する . 

きら に 化学 組成 と た よっ て は , 種々 の 熱 膨 服 係数 の 億 
を も つも の が 期待 され る とこ と は も ちろ ん で ある 痢 で の 
と と は 種々 の 金属 と の 燈 封 が 可能 で ある こと と 
を 意味 し , 将来 その 用 途 は 高周波 材料 と し て 
無限 の 夢 を 抱か せる . 

6.2 フォ ト セ ラム (Fotoceram) 


化学 組成 は 表 6.1 た 記し た が , 前 述 の パイ 

ロ セ ラム に 比 し て LiO。 が 含ま れ て いる の の み * 
と の フォ ト セ ラ 必 で ある . 製法 も また パイ ロ 
セラ ム と 大 略 似 て お り ,. 原理 は , 要 は が ガラス 
の 失 怖 化 で ある . た だ 結晶 村 剤 と し て TiO。 
の 代わ り に Ag,Au,Cu 等 を 含ん で いる 
どの フォ トド セラ ム ば LiO。 を 含 記 で いる 7 

「 め に 前 の ペイ ロ セ ラム に 比べ て , つぎ の よ 
うな 人 つの 特徴 を さら に も っ で て いる. それ は 
熱 膨 劇 係数 が 負 の 値 の も の か ら 正 の 億 の も の 


1024 [海外 技術 展望 ] 渡辺 宗男 , 深瀬 維 彦 : 
ご 双 る まで , 種々 の も の が 化学 組成 の 変化 に より で き 
ろ る ろ で ご と で ある ! も う 5 の 特徴 は , いわ ゆる “Chemi- 
calimachining” と いう こと が で きる と と で ある . 最 
近 つ や の 「 セ スス >) 人 と しい う 新 氏 Tel は お そ ら 
く 第 1 鱗 目 0 A 5 の で , と この 系 統 の 化学 
組成 の も の と 推測 され る . 
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黒い 格子 は ガラ ス (また は セラ ミ 
は Chemical Machining ト ょ りあ! れ た 穴 (300 メ 

ジュ に 相当 する ) 和 倖 の 黒 し 上 兵 較 の た め の 人 間 の 毛 帳 
CE 才 ラス コー ニン ケ ャ ン 3 提供 に よ ょ る) 


図 6.2 Chemical machining に よる ろ る 一例 


ッ ) 部 分 , 白い 四角 和 形 


@hemical machining の 一 例 を 図 6.2 に 示す . と の 
写真 の よう に 整然 と し た 穴 を 。 と の 「 セ ラミ ッ ク 」 な に 
EE ので さき さろ て の よう に 「 セ ラミ ッ ク 本 選 化 
学 的 に 機械 的 加工 する 方 法 を Chemical machining と 
呼 學 で いろ る , 方 法 の 概略 を 述べ る と , 表 6.1 の 化学 組 
本 いあ な の ガラ ス に 柴 外 線 を 避 紋 し 。 そ れ を 
熱処理 と より 現像 処理 させ , つぎ に 酸 で 化学 処理 する 
持 多 評 に 届 射 きれ た 光 分 の 浴衣 CEDN 6.2 
の は まう な 毛 崇 より も 細い 格子 より 成る 3800 メッ ジ 。 位 
の 2 ク リシン が で きる 。 さらに 所 望 と よっ て は こと これ を セ 
の ク 4 する と と も で きる . 

と の よう ! こと すれ ば , 従 米 , 極め て 困難 で あっ た セラ 
き ミッ ク の 精密 加工 が 容易 に で きる と と に な る . 

用 途 と じ て は カラ ー テ レビ の ブラ ウン 管内 の 「 シ ッ 


図 6.3 WP ム に よる マイ クロ モジ ョ ュー ん 用 
の ウエ イフ ァ ( 糧 か ラス ュー ニン グセ ンタ 
提供 に よる ) 


新しい 電気 通信 用 材料 と し て の ガラ ス お よび セラ ミッ ク 


ドゥ ウマ スク 」 半 導体 の 電極 , 印刷 回 路 , マイ クロ モジ 
ュー ル 用 の ウェイ ィ イィ ファ ヶ ェ 和 人 等 と , 現実 に 実用 化 さ れつ つ あ ぁ あぁ 
る 段階 に と ある. 図 6.3 に 一 例 と し て ウェ エ ィ イィ フ ァ を 示し 


表 6.2 に フォ ト セ ラム の 電気 特 人 性 を 示し た が , 精 容 
加工 用 高周波 材料 と し て 今後 通信 界 へ の 寄与 が 期待 さ 
れる 

現在 本 孝 で は , と この 種 の 技術 は 持っ て いな い が , さ 
ら に 一 段 の 技術 的 研究 が 望ま れる ゆえ ん で ある ろ る. 


6.3 ・ その 他 の デビ トロ セラ ミッ クス 


本 邦 で は 最近 に 至っ て , デビ トロ セラ ミッ クス (De- 
vitroceramics) が 盛ん に 研究 され て いる 。. 東京 工大 の 
森谷 教授 や" に の 
都 大 学 の 田代 教授 に よる Zr 〇 を 結晶 核 と する も 
し か し その 電気 的 特 人 性 は 今後 の 問題 と し て 
注目 され る . 


rt 


に 
幸 か ある. 


6.4 電気 通信 用 材料 と し て の ガラ ス 

(1) モイ スチ ヤ ・ ゲ ッ タ (moisture getter) 

最 述 ? コー ニン ゲ グ 社 で 「 サ ー テ ィ ・ パ イコ ー ル 」 
(Thirty Vycol) と 称す る 半導体 用 の モイ スチ ャ ・ ゲ ラッ 
タ を 発表 し た . これ は 特殊 な 化学 組成 の が ラス の 性 質 
を 利用 し た も の で ぁ る 。 す な わ ち , いわ ゆる 「 分 相性 
の ガラ ス 」 で ある 圧 東 酸 ガ ラス を 熱処理 後 , 酸 の 中 に 
浸漬 する と , その ガラ ス の 成分 中 より 「 ア ルカ リ 酸 
塩 」 の み が 溶 け 出 すし た が っ て 残る も の は SiO,。 分 
の 豊富 な ガラ ス に な る 。 それ は 』 た と えば SiO』 96% 
B,O,。 3 必 位 の も の に な っ て し まう ぅ 5. 

と の よう に し て 得 ら れ た だ ガラス は , 非常 に 『 ポ ボラ 
ス 」 な も の で あぁ っ て , それ は 著者" が ガラ ス の 基 磁 
的 研究 に お いて 電子 顕微 鏡 的 に 明らか に し た よう 記 , 
熱処理 の 程度 に よっ て は その 穴 の 直径 は 100A か ら 
2,000 A 位 の も の を 作り 得る も の で ある . 

コー ニン グ 社 で は , 孔 の 直径 が 約 100A 以下 の 
の は に 注目 し , また ガラ ス の 有形 が 任意 の 形状 , 大 さ に 作 
り 得 る と こと , さら に 微量 で あっ て 効果 を 発揮 する と 
と か ら 半 導体 用 の 除湿 剤 と し て その 製品 を 発表 し た . 
周知 の ご ど と く 半 導体 は 仮 令 真空 中 で あっ て も , その 水 
分 に より 性 能 は 劣化 し , ひ いて は その 寿命 に 関係 する 

この 劣化 の 原因 を 米国 で は , と の モイ スチ ヤ ・ ゲ ッ 
タ で 防止 し まう と 言う 5 の で ある : 

モイ スチ ヤ ャ ・ ゲ ッ タ を 実際 に 使う 場合 は , とれ を 
180~250°C で 8~16 時 間 加 熱し 活性 化 さ せ て 後 , 


(C88 ) 


れ を 半導体 と 一 緒 に 封じ と め ば よ い 。 も ちろ ん 成分 は 
SiO。 で ある か ら 絶 縁 は 考慮 する 必要 は な く , 封じ 込 
た だ 後 は 水分 を 完全 に , と の ゲッ タ が 下 収 し て くれ る 
の で 半導体 の 寿命 は 保証 され る . と れ は 取扱 い が 簡 単 
で ある の で 工業 的 に 大 い に 利 用 され る 可能 人 性 が ある . 
水分 の みな ら ず 不用 の 有機 ガス を も 吸着 する 上 , さら 
に 再生 が 容易 で ある 利点 が ある . 

色 う タス と し て の 大 き さ は , た と えば 直径 -0:03 ィ ン 
; チ 位 の 円 板 状 と し て 使用 され る . 
半導体 と し て その 寿命 を 考え ね ば な ら な い 現 今 と し 
. て は 。, 注目 され る 物質 で ある . 
- (2) 半導体 と し て の ガラ ス 
が ラス は 化学 組成 に よっ て は 半導体 に も な り 得 る .: 
1 


ガラ ス が 半 導 性 有する こと は 約 10 年 前 か ら 知 られ 
4G る NT 近年 至 り 英 , 米 ① お よび ソ ツ 
連 ) で 詳細 な 研究 が 発表 され た . さら に 最近 に 至っ 
で 宗像 民 の の 研究 に より 一 段 と 明 肛 に な り , 新 製品 
る 現われ る よう に な っ た . 

と の 半導体 ガラ ス は , 遷移 元素 酸化 物 (に と えば 
VO) を 含む も の で あぁ っ て , 熱 起 電 力 は ゃ ヵ 形 半導体 
で あり , サー ミス タ と し て の 利用 が 可能 で ある . 

と と に その 活性 化 エ ネル ギ が 0.2~0.6 ev の 範囲 で 
変化 し , か つ 和 任意 の 値 を 付与 する と こと が で きる . 

】 像 氏 "” は V0。-P。0;=-BaO 系 ガラ ス の 比 抵抗 が 
議 ガラ スズ 中 の V.O。 測度 と V+/V+ の 比 に よっ て も 影 

閣 さ れる こと と を 見 出し , さら に 添加 され る 陽 イ オン の 
有 昼 類 と よっ て る 比 抵抗 が 変化 する と と か ら , 比 抵抗 の 
粗 当 と 小さ い 値 (常温 1032 cm) を も 期待 され る と 述 
で る 

と れ ら の 半導体 ガラ ス を サー ミス タ と し て 利用 する 
正 の 最大 の 利点 は , と これ らち の ガラ ス が 繊維 化 で きる 点 
に あり , 任意 の 太 さ の 繊維 を 作り , か つと これ が 機械 的 
< 連続 し て ナー ミス タ を 製造 する と こと が で きる と と で 
導 ある . また , と の よう に し て で きた サー ミス タ は 直径 
| 0.1mm 以下 の も の が 自由 に 得 ら れ , 新しい サー ミス 
| タ 回 路 の 開発 が 可能 と な っ た . CR 発振 器 に 利用 し た 
場合 は 従来 の サー ミス タ の 市 販 品 より も ひずみ 率 が 著 
し く 小 さい . 

]」」 特に 一 般 の 使用 条件 下 に お ける 劣化 が 従来 の セラ ミ 
| 2 ク ネ サ ー ミ スタ に 比 し , 極め て 小さ いこ と も 注目 さき 
れる 点 で ある . 
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と ここ て 一 両 年 中 に 来る で あろ 5. 
・ 6.5 ベリ リヤ 磁器 


ベリ リヤ (BeO) は 高熱 伝導 度 と 酸化 物 中 最小 の 鍛 
度 を 有する こと こと, お よび 桁 は ぜ れ に 小さ い 吸 収 核 断 面 
積 を 有する の で , 中 性 子 減速 剤 と し て 原子 核 用 原料 と 


し て 研究 され て 来 た が , 許 電 的 特性 , 特 に tand の 周波 : 


数 特性 が 極 超 短波 に な る ほど 小 に な る と と が 首 り 導 マ 
ィ ク ウロ 波 用 絶縁 物 と し て 注目 され て 来 た : 


ベリ リヤ は 融点 が 極め て 高く 2,585°C で , また 概 砂 
質 , 高 純 席 の セラ ミッ ク に 成形 , 焼 結 する の に 困難 が 


あっ た . 


し か し BeO 〇 O へ の 出発 原料 の 調整 , 仮 焼 条 件 の 選定 


等 に より 統 密 な 高 純度 の セラ ミッ ク を 得る 方 法 が 見 出 
され た ,Hyde 5 ら は Be(OH)。 を 1,830°? 下 で 女 焼 し で @ 
得 ら れる 極め て 活性 な 純 BeO 粉末 を , 100,000 1b/sq 
in の 圧 で ハイ ドロ スタ ティ ッ ク 選 押圧 し じ て 。 水素 中 (ご 
お いて 2,500~3,200°?F で 焼 結 せ し め た も の は 密度 
が 3.00~3.01 g/cc で 理論 値 (3.025 g/cc) に 近い も 
の を 得 て い る . 


ベリ リヤ 磁器 は 熱 伝導 度 が 0.3~0.6cal/cm・sec…“⑧ 


で , 金属 アル ミニ ゥ ム と 同じ 程度 (A120。 の >20 倍 
に 高い た め 冷 熱 抵抗 に 強く , 熱 衝撃 抵抗 係数 で ユー 


kealecm?・slecm・°C つ 1) と し て は 29 位 の 値 を 持 


と の 値 は TiC-Co サー メッ ト の 値 よ り 大 きい 
機械 的 強度 も 大 きく 150 kg/cm* 位 で ある . 電気 的? 
性 質 は ノル トン 社 製 の 純粋 の も の に つい て で て は 下記 の 通 


り で ある . 
周波 数 誘電 率 tan 8 x 10* 
10% ¢/s 4.28 38 
10HE/s 4.20 5 


電気 抵抗 は 1,000°C で 8x107 2 cm で , ぞ の 温度 


NE ED 
で 水蒸気 と 容易 に 作用 する 欠点 が ある 


6.6 通明 性 アル ミナ 磁器 
G.E 社 で は 微 絞 子 , 帝 純 度 の アル ミナ 粉末 を 宮 温 で 


成形 し , 普通 の 焼成 温度 より 高温 で 焼い て 朋 明 性 の デー 


ルミ ナ 磁 器 を 得 。 と これ を や ルカ ロッ クス CLucalow) A 
a と 呼ん で いる " ( 図 -6. カ の ・ ) 


と の ルカ ロラ ックス の 特徴 は , 普通 の 隊 明 に ある 頼 側 ) 
。 鏡 的 な 小さ な 騙 や 気泡 を 全く 除い た と と で あぁ る ( 較 
6:5)。 そ の 結晶 構造 は 金属 と 似 た 構造 を 持ち , 結晶 は 
互い 直接 結合 し , その 間 に 微 孔 ゃ や ガラ ス 質 の 相 が 存 


< 高温 度 ) 


気 的 特 人 性 だ は 特に 興味 が ある 。 す な わ ち 小さ な 誰 電 率 
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KEE 60 pe 


k 3000Mc 


* » 40 1b/t3 
1 

tan SO 
0 200 a 


図 6.6 ti 


図 6.4 左 が ルカ カセ y 交 大 3 右 が 普通 の 磁器 


図 6.7 アル ミナ 磁器 お よび 理 原 石 磁器 の 抗 折 才 
図 6.7 に 抗 張力 を 示す . し か し こと の 種 の 材料 の 抗 折 
力 の 真 の 値 は 求め る こと が 困 茸 で ある が , 強度 対 重 景 
の 比 を 考え る と き は , この 値 は 約 250~350°C と な けり 
軽 合金 の 二 , 三 の も の と 匹 適 する . 軽 質 磁器 の 強 訂 は 
800~1,000°C まで は ほとん ど 一 定 で ある ろ . 
表 56.4 二 種 類 の 軽 質 磁器 の 性 質 


図 6.5 普通 の 磁 喘 の 孔 ( 左 ) お よび 孔 の な い ル カ 
ロッ クス (いずれ も 顕微鏡 写真 ) 
在 し な い . 
機械 的 強度 が 高く 高温 度 に 耐え る . し か も 望む 
作る と と が で きる . 表 6.3 に 諸 性 質 を 示す . 


くわ し い 製 法 表 6.3 ルカ ロッ クス の 性 質 $ Eh が | 球 石 
は 発表 され て な 生 朗 Gbhn5 1.04 寿 が "08 | 100) 
いか が 他 の 材料 洩 県 (°F) 3,700 bift) (40 1b/ft3) (40 1b/f8) 

光 遂 過 率 (%) 90( 少 な く と も ) 誘 電 率 3kmc 1.78 1.86 

3 で も 応用 され る 損 伝 避 度 CBtulhriftsPPFIft) 18.4 tan 8 <0.002 <0.002 

同 能 人 性 が ある . 附 膨 服 係 数 x10-6 4.8 抗 折 カカ ps!) 450 400 
: 抵 抗 力 (psi) 50,000 堆 店 眠 係数 6.0x10-s 5.2x10-8 

用 途 と し て は 補 度 (VPN) 1,660~1,930 無 伝導 度 Ccallcm'see°C) 7x10= 5x10-* 

: に ガラ 体積 抵抗 (9 em) 2x10% 軟化 温度 CF) 2,500 1,900 
ガラ 絶 緑 面 力 (Vimil) 1,700 
ス の 同 熱 温度 で 謗 電 半 9185 表 6.4 に 2 つの 軽 質 磁器 の 性 質 を 示す . と の 磁 忠 の 
朗 界 < 来 で い カー A 切削 加工 が 容易 で ある と と も 特徴 の 一 つ で ある . 
ed ia 軽 質 磁器 の 興味 の ある 点 は 級 密 質 の 磁 喘 成分 の 電気 
放 ま な た 内 部 の 見 える セラ ミッ クシ ー ル 管 , その 他 ェ 的 性 質 が 既知 な ら ば , 理論 的 正確 さ を も っ て 電気 的 性 
トニ クス に 多く の 応用 が 待た れ て いる . 質 を 予知 で きる と と で ある . た と えば 誘電 率 9, 密度 


4glcc の ALO。 か ら 軽 質 磁 映 を 作る と , その 誘電 率 
Ry (4) 
6.7 軽 質 ( 多 和 妃 質 ま た は 多 泡 質 ) 磁器 は Gude DA 


双 質 磁器 は 優れ た 熱 絶縁 材料 で あり 。 そ の 上 その 電 Rt et 7* 財 折 素 。 6 記 度 


補 6 ち , か つ 広 い 温 度 範囲 と わた り 安 定 で あぁ る 低 誘 電 ? の 代わ り に \/ ょ ヶ (xz: 誘電 率 ) を 用 いる と 


| 体 損失 ちる もつ も の が 求め 得る と こと で ある 、 図 6.6 に 軽 vs—1_ 

換 革 灰 石 器 の 3,000 Mc に お ける 誘電 素 と 誘電 体 損 0 

を 示す . と と に お いて ALO。 の r=9, const=0.5, p=4 と 
(C90 ) 
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みる で 

r= (1+0.5 po)* 
と な る 、 大 抵 の セラ 
ペック に つい て は 謗 
電 率 一 密度 の 関係 は 
大 抵 z=(1 二 0.02 0) 
(plb/fR Te な る 。 
用 途 と し て は レイ ド 
トー 力 
パ バー, 高温 用 マイ ク 
ロロ 波 レ ンズ 等 に 多く 
用 いら れ , 図 6.8 に 
Melfoam C-100 ( 商 
品名) の 一 例 を 示 
Ps 


SN 


図 6.8 


包 質 セラ ミッ ク 
Molfoam C-100 


6.8 極 低 損失 磁器 


高周波 絶縁 物 と し て は その 誘電 体 損失 の 小 な る と と 
の 3 上 子 る 望ま れる で と で ある と の 点 に つい て Bunag 
ら 5 の は 2 成分 相 以 上 より 成る 磁器 の 誘電 体 損失 は 
世 分 相 に よる 誘電 体 損失 と 弾性 に よる 損失 と に よる も 
の で ある とし, この 損失 を 減少 させ る に は , つぎ の 条 
件 が 必要 で ある こと と を 解析 し 述べ て いる . すなわち , 
④⑧ 成分 相 (結晶 相 と 結合 相 ) の 損失 は で きる だ け 小 
に すべ き で ある 。 Pb,Bi,Tl,cd や Bi の よう な 高い 原 
子 価 を も ち , また 高い 電子 分 極性 を る っ た イオ ン を 含 
完 で いる な ら ば 。, 結合 相 の 低 損 失 の も の が 得 ら れる . 
⑨ 弾性 に 原因 する 損失 を 減少 させ る . と の た め に は , 
(素地 の 主 成分 と し て 非 圧 電 的 材料 を 用 いる . (bP) 
お る な 結 量 相 の 誘電 率 ez,ey,gz を ほとん ど 同 じ 大 き 
さ に し か つっ 結合 相 の 誘電 率 と ほとん ど 同 じ く する . 
(c) 相 の 誘電 率 の 差 が 比較 的 大 で ある と き に は 主 成分 
想 の 粒子 の 形 を ほとん ど 球 状 に する . (@d) 電気 的 ェ 

表 5.5 素地 の 成分 と その 性 質 


マテ 


る 


ES ES-2 ES-5 
i (%) (%) (%) 
b No. 4248 理 灰 石 60.0 55.0 55.0 
2 No. 4 ボー ルク レイ 20.0 20.0 20.0 
BaCOs 10.0 15.0 15.0 
二村 琶 角 10.0 10.0 a 
に 三 酸 化 ピ スマ ス = a 8.0 
¢ SiO; a a 2.0 
0 焼 成 温 度 で CF) 2,100 2,100 2,100 
3 路 水 率 X%X 0.00 0.00 0.00 
3 力 率 (%) (IMC 室温 ) 0.018 0.008 0.013 
‘で 誘 ~ 電 。 - 率 6.85 6.88 7.15 
8 損失 係数 0.122 0.056 0.092 
: 7 8 i) 


JAN-1-10 規格 


ネル ギ ゃ を 機械 的 エネ ル ギ に 変換 する の を 防ぐ よう , が 
ラス 相 は 結晶 相 を 十分 し っ か り 結 合 す べき さき で ある ・.(e) 
素地 は で きる だ けり け 約 密 に じ に する. ⑧③ ガラ ス の 徐 冷 と 同 
じ 理 由 で 磁器 素地 は 極め て 徐々 に 冷却 すべ さき で あぁ 
以上 の 理論 に 基づき 球 灰 石 磁器 を 試作 し , 表 6.5 で 
示す よう な 極 低 損失 の も の を 得 て い る . 


器 = 
器 素 


6.9 セラ ミッ クシ ー ル に 関す る 最近 の 進歩 


セラ ミッ ク に つい て 最近 の 最も 大 き な 問 題 ば セラ ミ 
た 、 し か し この 問題 も すでに 広 ぐ 実 

用 化 の 段階 に 入り , 径 が 1 イィ インチ 足ら ちず の 小 な る の 
か から, 大き な も の は 径 9 イィ インチ の も の が シー テル され だ た 


ッ ク シ ジ シール で あ つっ 


と 報告 され て いる . さら に 最近 は その 技術 的 応用 が 半 


導体 方 面 に と も 行なわ れ て いる 現状 で ある . 新しい 画 期 
的 執着 方 法 は 提出 され ず , た だ 従来 の 諸 方 法 の 部 分 的 
改良 が 多く 発表 され て いる に 過ぎ な い 現 状 で ある . すず 
な わ ち メタ ライ ズ 方 法 と し て Mo また ば W に 欠き ま 
た は Zr を 10 少 少 加 事 る 方 法 ( の リプ レス 0 
メタ ライ ズ と し て は W 粉 を 用 い BeO' の > ヌ タラ イス 
と し て は , W 粉 9 部 と Fe 粉 1 部 の 混合 物 で ざれ の 
10 必 の フォ ルス テラ イト 粉末 を 加え , 混合 し た る の 
を 有 H。 中 で 1,500°C で 焼付 ける 等 の 方 法 W が ある 
また Mn に MoO。 を 加え る 方 法 ", 廉価 な 低温 鹿 
和洋 付 法 と し て 鉛 の 含有 量 の 高い も の を 用 いる 方 法 等 ) 
極め で 多く の 方 法 が 発表 され て いる . 

セラ ミッ クシ ー ル に 関す る 問題 と し て は , 磁器 の 地 
応力 , 熱 応力 抵抗 , 封 着 機構 , 熱 膨 懇 , 磁器 の 寸法 精 
度 の 高い も の を 作る 方 法 等 の 問題 が ある . 

(1) 熱 応 力 , 熱 応力 抵抗 

Preist お よび Talcott ら 5) は 熱 応力 の 理論 を 展開 
し , 実験 に より 照合 し , 実験 と 理論 の よい 一 致 を み で 
いる . すなわち 中 空 円 筒 の 中 心 面 か ら z の 貴 離 の 面 で 
熱せ られ た 円 筒 に つい て , 応力 は 次 式 で 表わさ れる . 


2=0.85 Ee(CR (= + デー)@- 
OR i 


9: 引張 応力 , : 弾性 係数 , &: 熱 膨 有 係数 , C: 

円 筒 の 厚 さ , 太 : 円 筒 の 半径 , 7: 円 筒 の 長き 

円 筒 の 中 心 の 温度 。 な: 円 筒 の 冷却 末端 の 温度 

と の 理論 は 温度 分 布 が 既知 な らち は 円 筒 の 応力 は 計算 
か ら 与 そら れる . また 熱 応力 抵抗 が 材料 の 性 質 や 幾何 
学 的 形状 に 依存 し て いる こと こと を 示し た . 熱 応力 抵抗 係 ! 
数 に っ つい て は Kingery の 式 を 用 い , 熱 伝導 度々 を 導 


COE) 
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し; 
R'=z Tw/cgE R': 熱 応力 抵抗 係数 
を 得 た . 厚み の 薄い 円 筒 の 軸 方 向 の 温度 こう 配 の 場合 
は な は (1 一 xz) ソ : と 表わさ れ , 変化 は 少な い の で 無 
視 す る と 前 式 は つぎ の 通り と な る . 
R’=+x TaeE 
種々 の 材料 に つい て の R*“ の 値 を 表 6.6 に 示す . こ と 
れ に よる と 石英 と ReO は すぐ れ た 性 能 を も っ て いる 
= こと が 判る . 
表 6.6 種々 の 材料 の 熱 応 力 抵抗 係数 .(R 


材 料 


RR” R* 
7 、 村 料 |=z Tia E 


酸化 ベリ リッ ウム 
凌ぐ 二 ご 石 ) 瑞 
イラ 9605 
0 ー 


パイ ロ セ ラム 9606 1.36* 


理 酸 アル ミミ ガラス 1.1 
(Corming 1723) x 
mo A 0.94* 

(Alsimag 0 « 
ププ すん スチ ト 
(Alsimag 3 


ッ ー ジ 石灰 理 酸 ガラ ス 
し 


0.88* 
0.47 
0.16 


で チ 
6 (coore A 1200) 
CR 2 


: 補 7 * 推定 値 
Re - 


有 有 ミ ら に ゃ ラミ ッ ク の 熱処理 と 表面 研磨 が 熱 応 抵抗 に 
| 及ぼ す 影 響 に つい て は , 熱処理 は 人 磁 器 を 強め 研磨 は 弱 


pe 


RG MRS rons omu: or また 


ER CG MMM EM の Ok いて 


“a er Gs 
| さら に Pincus は MoO, 法 ? に お いて は ; 
が Mo 金 局 に 選 元 する 前 に AL(MoO。 が 生 
2 訂 つい で さら に 高い 温度 で Al,O。 粒子 中 で Mo 
に 財 元 する ・ と の Mo と ALO,。 の 密接 な 混合 が 


は まず 1,550°C で MnO 〇 が 上 部 に で き そ a 
MnO・Al。0。 スピ ネル が 生成 する ・ し か し 水蒸気 が 拡 r 


散 し 得 な いそ の 下 の 層 で は Mn と ALO;』 の 間 で は 
起こ る と 思わ れる 反応 , すなわち 3 Mn+ALO; 
3 MnO+2Al は 見 られ な か っ た . 

つい で Mn-SiO。 系 に お いて は 1,250°C で | MnO-~ 
SO。(rhodenite) が 表面 に と でき, その 下 で は 反応 生成 
物 は 見 られ な か っ た. 1,550°C で は 現 弄 色 の ガラ ズ が 
で ささ 


Mn-CaO 系 , Mn-MgO 系 に お いて は Mn の MnO 〇 7 


へ の 酸化 が 観察 され , つい で Mn 〇 O と アル カ ヵ リ 土 類 金 
属 酸 化物 と の 間 に 固 浴 体 が で きる の を 認め て いる 
MoO。 法 に つい て は ,;, まず MoO。 と AL,O』 の 混合 
比 を 1: 4 (A1。(MoO,)。 に 相当 ) と し , 800°C 2 時 間 加 
熱し , Pincus が 報告 し た 化合 物 と 同じ る の を 得 た . 
つき ぎ に MoO。 と AL.O。 の 混合 物 を 加熱 し た と き , ご 
の 新 化合 物 が MoO。 の 揮発 を いか に 防 ぐ か を 調べ , 
1,000°C で も MoO。 の 揮発 は 3 時 間 後 も 完全 で な い 
と と を 認め 7 た: 
部 金属 に 居 元 され な いこ と と を 見 出し た . さら に 磁器 中 
の 小 量 成分 の 重要 性 を 指摘 し た ・ Mo-Mn 法 で は SiO;。 
の ど と き 酸 性 酸化 物 は メタ ライ ズ に 重要 な 効果 を 与 始 
る が , MoO。 で は MgO, CaO の ど と き 塩 基 性 酸化 物 
が 重要 で あぁ る. MoO, 法 で は 磁器 の 微 結 晶 質 の る の 
は , 一 般 に メタ ライ ズ を 容易 に する の で , 磁器 の 徴 構 
造 は 重要 で ある と と ヵ ゎ 汗 | っ た 。、 

反応 機構 解明 に , さら に 興味 あ る 実験 が Moor, 
Thornton 5 に より 金 (Au) と 石英 と の 結合 じ つ 
いて 行なわ れ た . 金 の 小 球 と 研磨 し た 石英 板 を 次 空中 
お よび 酸素 中 で 加熱 し た 後 , 接着 力 お よび 接触 角 を 測 
定 し , 接着 と の 関係 を 調べ た . 接着 力 は 真空 中 で 替 
の 値 よ り 150 mm 酸素 圧 で の 725 psi まで 変化 し た . 
接着 の 制 離 面 は シン リカ より る も 金 と シリ カ の 中 間 層 で 行 
な われ た Au* に テイ オツ トーチ を 用 tN 
格子 中 へ の 扶 散 は 酸素 圧 中 で は み ら れ た が , 真空 中 で 
は み ら れ な か っ た . 接触 角 と 側 離 強度 と の 間 に は , な 
ん の 関係 も み ら れ な か っ た 。 すなわち , 金 の 酸化 物 は 


250"C 以上 で は 不安 定 で ある と 考え られ て いる が , 酸 


素 や 空気 の 存在 の 下 で 起こ る 結合 や 拡散 は 燈 黄 金 が あ 
る 条件 で は 酸素 と 結び つく と と を 示し て いる 。 
(3) 磁器 の 熱 膨 服 


セラ ミッ クシ ー ル で は , 熱 膨 服 の 合致 は 最も 望ま し 」 


く , パッ トシ ジール, ピン シー ル が 容易 と な る 1i 多 


RRRD? RT 1 NREONIEROSS = 
(92 > 


また MoO』 メタ ライ ズ の 温度 で は 全 」 


Au の シャ リカ 


中 和 85 年 9 月 電 気 通 会 雑 旋 第 43 券 9 号 1029 
に 関す る 試み が , フォ ルス テラ イト の 製法 に っ つい て 行 (1960). 
? な われ て いる . すなわち 佐 熱 膨 用 の ジル コ ン を 添加 す a 田代 : 害 協 , 学術 講演 会 (東京 ) ( 昭 35-06). 
ご i I 6) 旭 ガ ラス コー ニン グセ ンタ ー の 御 好 意 に た よる 発表 
お ば, が ビビ ネ ニー コニー デ ィ (7) 渡辺 , 果 明 , 相 波 : J. Am. Ceram. Soc. 42, 12, 
エラ イト 共存 三角 形 内 に 位置 する 組成 , すなわち ⑰ p 593 (1959). 
: Si0, 42.5%, MgO 56.5%。, ALO, 10%, ® Si0, 46 (8) に . J. Am. Flectrochem. Soc., 104, p 237, 
: 2 ’ 1957). 
$, MgO 33%, ALO, 21%, © SiO, 32.5%, MgO (9) Kitagrodski; Steklo. i Keram :'15, 8 (1958). 
49:52, ALO。 18 の 3 点 を 結ぶ 3 個 の 直線 た よっ (10) 宗像 , 窯 協 : 68, [5], p 125, (1960). 
st- * 、 G1) C. Hyde, J.F. Quivk, W.H. 5 ” 
て 囲ま れ た 三角 形 区 域内 の 組成 "" を 用 いる と と で あ i 
る . これ ら に よる と 電気 的 性 能 を 低下 させ ず に , Ti と (12) Ceram. Ind., Oct. 57, p 119, 1959). 
| 熱 膨 須 の よく 合う も の が 作ら れ て いる . (13) Am. Ceram. Soc. Bull., 38, 10, p 507, (1959). 
b Ne UD J.L. Pentcost, P.E. Ritt: Trans. I.R.E. Comp. 
会 袋 の 選 ラ さき ッ ク シ ー ル で 大 き な 問 題 は , バッ トシ Dec. p 133, (1957. 
デル や 大 き な 径 の ピン シール が 自由 に で きる よう に に, (15) Ceram. Ind. 74, p 38, (1960). 
’ (16) M.M. Bung, J.H. Koenig: Am. Ceram. Soe. 
3 新しい 磁器 や 金属 を 開拓 すべ き で ある . Bull., 42, 9, p 442, (1959). 
4 (4) 磁器 の 大 さ の 寸法 の 精度 (UD F.A.D’Altroy, P.R. Pondy :U.S. Pat. 2,913,077, 
請 エレ クト ロニ クス に 用 いら れる 磁器 と と に マイ a A a a 8 
, : Ez : U.S. Pat. 2,903,788, (Sept. 15, 
放 2 っ 流 領 域 用 磁器 の 最大 の 課題 は 寸法 精度 の 問題 で あ ei : " 鐘 
る 今後 この 問題 は ます ます 厳密 に な れ ば こと を そ , 決し (9 H.J. Nolt: U.S. Pat. 2;904,456, (Sept.: 15 
; RE UN 1959). 
て 究 易 な 方 向 に は 進ま な い (20) Sylvania, Co., Ceram:? nd;; 12;. 2 p20 
磁器 を 焼成 し た まま で , 金 形 また は 成形 時 と 同じ 寸 (1959. 
法 で 得 ら れる な ら ば , 生産 上 望ま し いと こと で ある . 焼 (21) D.H. Preist, R. Talcott: Am Ceram:; Soc: 
Y ' x Bull., 38, 3, p 99, (1959). 
成 収縮 の 零 ま た は 極め て 小 な る 絶縁 磁器 と し て , (22)~ A.G. Pincus': J. Am. Ceram. Soc;¥36 p152 
OE ポジ ウメ ン 形 と , 2) アル ミノ 王 酸 鉛 形 の 二 つ (1953). 
So ンジ メン で 比重.3:2)』。 は た - ス ポジ ウゥ (23) es ois } J. Am. Ceram’ Soc tID. 
メシ (比重 2. め に な る て と を 利用 し 二 理 酸 鉛 を 融 剤 に (24) 詩 PT Sa 2,163,407, (June 20, 
用 いる . ア ルミ ノ 理 酸 鉛 は 1,600°?F で 約 2 2 収縮 し , さ 1939). 
ら 2,000°?F に な る まで 徐々 に 膨 服 し 宝 収 縮 に な る . a RE 
s umen s 7 omilc nergy omm. 
と の も の は JAN-1-10 規格 で し L-5 で ある . Nalt. Sci. Found. Wash. D.C. NYU-3144, 
高い 精度 を 出す た め 機 械 加工 が 必要 で 研 魔 , 超 音 波 p 83, (1953). 
知 工 等 が 行なわ れ て いる が , Grachny, の 報告 に よ (26) RC : J: .Am. Ceram, Soc;, 36g i520 
有 る と レ ィ ドーム の 研磨 に マイ クロ 波 を コン トロ ー ル に 21, A.G=Pincus: Ceram? Age, 63, p16 1 20) 
有 用 いて いる が 一 般 の 精密 磁器 へ の 応用 が 期待 され る . Ci 1954). 0 
アラ の セラ ミッ ク 税 は (28) ro て で 3 CC rans. Brit. Ceram. 
| 5 重要 な 課題 と な っ て いる . (29) D.G. Moore, H.R. Thornton, J. Rese': Naf 
x 文 献 Bur; St: 62,3, p 127, (March 1959). 
<“ 生 (30) A.G. Pincus : U.S. Pat., 2,912,340,10/11/1959. 
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<4) 森谷 , 境 野 : 窯 協 , 68, [21s p 44, [4], p i035 
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正 員 水 


(日 本 電信 電話 公社 ) 


の 


電話 に 対す る 摘要 が 常に 増加 する 傾向 に ある の は 世 
界 各国 に 共通 の 現象 で あり , また 加入 者 直接 ダイ ヤル 
に よる 全国 即時 回 線 綱 の 完成 が 多く の 電話 主管 庁 に お 
いて , 当面 達成 を 要する 主要 目標 と な っ て いる と と は 
衆 知 の 通り で ある . 

と の よう な 事情 か ら 程 度 に 差 は みる に し て も 市 内 ・ 
市 外 を 問わ ず 回 線 増設 は いずれ の 電話 企業 に あっ て も 
重要 な 仕事 と な っ て いる . 一 方 即時 回 線 網 の 拡張 に 伴 

語っ て 市 外交 換 方 式 の 自動 化 が 行なわ れる と と に な 

{ る . 自動 化 C に よる 回 線 利用 率 の 向上 は , 回 線 網 を 構成 

有 有 すろ る 名 伝送 路 が 多数 の 終局 接続 充分 耐え る 良好 な 伝 

> 品質 を 保証 する も の で な い 限 り , 期待 する と と が 困 

難 と な る . し た が っ て 伝送 路 の み に 着 目 す れ ば , 最近 

| の 傾向 と し て 回 線 数 の 増加 が 必要 と な っ て き て いる と 

所 同時 に 回 線 の 上 品質 も 同時 に 向上 を 計ら な けれ ば な ら な 

| い 状 加 に ぁゃ . 

: 導 局 間 中 継 線 に お いて も 同様 の 理由 か ら , 回 線 数 の 増 
| 加 と 回 線 品 質 の 向上 と が 同時 に 必要 と な っ て 来る と と 
| は 当然 の こと と ゝ いえ よう . 

有 】 有 】 ここ に で 局 間 の 意味 を 市 内 局 間 また は とこ とれ と 同等 の も 

放 】 の と 考え る こと に し た い . 一 般 に 市 街 地 で は 建物 が 密 
3 | 集 し で いる 上 に , 道路 の 舗装 も 完備 し て いる の が 通 

語 で ろ る .: し た が っ て 既設 の 地下 管 路 に 更に ケー ブル を 

有 】 措 入 する 余地 が な い 場 合 に , 回 線 増設 また は 回 線 品 質 

記 の 向上 を 計る と と は 作業 その も の が 甚だ 困難 で ある 

和議 1 名 の 大 まい も の こら な る 

| 有 有 ここ で 鬼 送 多 陳 等 の 技術 に よる 局 間 ケ ー ー ブ ル の 多 軍 

Be, | 利用 が 注目 され る に 至っ た 訳 で ある . し か し 局 間 中 継 

3 測 | 所 の 弧 申 長 は 小さ いも の で ある た め に に, と と KK 用 いる 


幸 る し EC 
・ 艇 < 4 


有 | 析 44 中 の る 吉屋 入 方 式 と し て は , 音声 周波 用 に 設計 
調 され た ヶ ケー ブル の 心 線 を 用 いる と と が で きる こと, 音 
* Multiplication of the Trunk Line, By HAJIME 
MIZUGUCHI, Member (Nippon Telegraph and 
ne Public Corporation , Tokyo). [資料 
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声 回 線 に 使用 され て いる 心 線 対 と 同一 ケー ブル 内 で 共 
存 で きる と と が 条件 と な る 場合 が 普通 で あっ て , し か 
も 著しく 経済 的 な 方 式 で ある と と が 常に 必要 で ある . 

トラ ンジ スタ 等 の 固体 電子 部 品 は , 上 記 の 条件 を 満 
足す る よう な 伝送 方 式 の 実現 の た め に は な は だ 有用 な 
特徴 を 持つ 素子 で あの る の で , トラ ンジ スタ の 電気 的 特 
性 が 真空 管 の それ に か な り 接 近 し て きた 最近 に 至っ て 
と の 種 の 伝送 方 式 に つい て 各所 で 研究 が 行なわ れ て い 
る . し か し 局 間 中 継 線 用 と し て 充分 な 条件 を 備え た 方 
式 は まだ 実現 され て お らち な い 上 に , 報告 の 類 も 多 ぐ は 
発表 され て いな い . 


TR GM 


PCM (Pulse Code Modulation) に よる 伝送 方 式 は 
トラ ンジ スタ 等 一 連 の 新 部 品 の 発明 に よっ て 再 評価 さ 
れ て いる .。 すなわち , 従来 時 分 割 多重 方 式 の 難点 と 考 
えら れ て いた 使用 活性 素子 数 が 多い と いう こと と に よろ る 
電力 消費 お よび 安定 度 に 関す る 問題 は , トラ ンジ スタ 
等 を 用 いる と と に よっ て , 著しく 改善 され る で あう ろう 


同時 に 装置 の 小形 軽量 化 な ら び に 局 用 電源 の 流用 


の 可能 性 と 相まって 経済 性 の 面 に と お いて も 周波 数 分 割 
多重 方 式 に 対抗 で きる も の と な る と と も 期待 され る 
また パル ス 伝 送 方 式 は 一 通話 路 当 た り の 伝送 路 占 有 周 
波数 帯域 が 大 きい と いう 欠点 を 持つ 訳 で ある が , ケー 
ブル を 伝送 路 と する 場合 で る 伝送 路 の 品質 と し て は 周 
波数 分 割 多重 方 式 よ り も 低 品 質 の も の で よい と と か ら 
未 利 用 の 高周波 帯域 を 使用 する と と に な り , 必ず し も 
伝送 路 占 有 周 波数 帯域 の 大 きい と と が 方 式 上 の 欠点 と 
は な ら な い 場 合 も 考え られる. 

ベル 研究 所 で は さき に マイ クロ 波 に よる 市 外 回 線 用 
PCM 方 式 の 実験 を 行なっ た と と が ある が ① ふ , 以上 の 
よう な 点 に 着目 し て , 数 年 前 か ら 再 びと の 方 式 を 局 間 
中 継 線 に 適用 する こと こと を 目的 と し て 研究 を 進め で い 
る ふ 、 こ と の 研究 は すでに か な り 進 捗 し て いる 模様 で あ 


在 ま で に 知ら れ て いる 諸点 な ら び に 特徴 を 要約 する と 
つき ぎの よう な も の で ある . 2 進 8 単位 符号 に よる 時 分 


" り , 近く 詳細 も 発表 され る と 伝え られ て いる が , 現 


割 24 通話 路 方 式 で , 8 単位 中 7 単位 は 音声 に , 残る 
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1 単位 を ダイ ヤル 等 の 信号 関係 に 割り 当て て いる . 伴 
声 に 対す る sampling frequency は 8 kc, Rh 
linear な も の を 用 い 圧 伸 器 を 採用 し て いる ゆえ 通話 品 
賀 と し て は 極め て 良好 な も る の が 期待 で きる . 高周波 部 
分 に 使用 する トラ ンジ スタ は シリ コン の 拡散 ベー ヌス 形 
ドラ ンジ ズ スタ で ある が , か ね て か ら ベ ル 研 究 所 が 言明 
し て いた 通り に , と の トラ ンジ スタ の 価格 は 非常 に 摩 
価 で あり , 現在 1 個 1 ドル 25 セン ト 2 年 後 じ は 75~ 
65 セント 程度 に な る と と を 予定 し て いる . と の 局 間 
中 継 線 用 PCM は ベル ・ シ ステ ム で 最も 経 済 的 な ケー 
プル 搬送 方 式 で ある Nl 方 式 よ り も さら に 30 履 程 
度 の コス ト の 低下 が 見 込ま れ , - 適 用 可能 最低 回 線 長 は 
ほ は ば 10 マイル で ある と 称し て いる . 一 方 , 最大 回 線 
長 は 音声 回 線 用 心 線 対 か ら 誘 導 さ れる 雑音 , 特に ダイ 
ヤレ 1・ イ シンパ ルス に よる 雑音 に よっ て 制限 を 愛 け 25 
マイ ル が 限度 と 考え られ て いる が , と これ は 線路 雑音 2 
再生 中 継 器 の timing に error を 起こ させ , 25 マイ 

ルル 程度 以上 で は 回 線 規格 を 割る た 至る た めで ある . 
時 分 割 多 重 方 式 の 端 局 装置 で は 周波 数 分 割 多重 方 式 
の 場合 と 異な っ て , 共通 部 分 の 機器 の 占め る 割り 合い 
が 通話 路 部 分 の それ より る 大 きく な る の で *, 通 話 路 数 
は 夫 き ぐす る こと が 経済 上 有利 と な る が , と の 方 式 で 
は トラ ンジ スタ の 出力 ・ 回 線 吉 要 の 実情 ・ 既 設 装 荷 線 輪 
| の 挿入 位置 を 勘案 の 上 24 通話 路 に 定め られ た . し た が 
EN EI RE NC 

で は 3,000ft, その 他 は 6,000ft と な る . 線路 雑音 
局内 お よび これ に 近い 部 分 が 特に 多い の で , 局 と と これ 
に 隣接 する 中 継 器 と の 間隔 が 正規 の 間隔 の 1/2 に な っ 
で いる こと と は , 中 継 器 の 配置 上 都合 の よい も の と な っ 

て いる . 中 継 器 は 装荷 線 輸 用 の マン ホー ル に 設置 し , 
電力 は ケー ブル 心 線 を 通し て 親 局 か ら 供給 す る . 

以上 が ベル 研究 所 に 於 ける PCM の 研究 開発 状況 の 
| 破 要 で あぁ る が , まだ 内 容 の 詳細 に 関す る 論文 等 の 発表 
が な いた め , 回 路 ま た は 装置 構成 上 どの よう な 特長 を 
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| は Western Electric Co. の 工場 は と の 装置 の 生産 を 
有 開始 し , 1962 年 に は , か な り の 量 を 生産 する 予定 と 
RGN RT DIE RC 
2 と と は ほぼ 確実 と み ら れ る . 
この 方 式 は 後に 述べ る KK24 等 の 他 の 方 式 に 比 し て 
0 適用 回 線 距 離 が 10 マイ 
| ル な いし 25 マイ ィ ル と いう 比較 的 狂い 範囲 と 限ら れ て 


の 方 式 で は 装 信 価格 の 85% 程度 が 2 分析 に ょ よ 


、 


持つ も の で ある か は 全く 不明 で あぁ る. し か し 今年 中 と 
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いる と と が , と の 方 式 の 融通 件 を か な り 制 限 す る と と 
は 将 定 で きぬ と と ろ で あろ うし 」 最低 10 マル さい 
う 値 は 必ず し も 十分 な る も の と は 考え られ 上 ぬ ぬ で ある ダグ 
また この 方 式 は 原則 と し て 1 条 ケ ー ブ ル の 線路 に 適用 
する も の で ある が , ケー ブル の 近 端 漏 話 に よっ て 使用 
i 

同じ く ベ ル 研 究 所 が 研究 中 の 他 の PCM 方 式 と し で 
細心 同軸 ケー ブル 等 を 線路 と する 方 式 を 挙げ る と と が 
で きる . と これ は 音声 600 通 話 路 を 単位 と し て analogue' 
digital の 変換 を 行ない , 将来 長 距 離 回線 が 導 波 管 に ま 
っ て 構成 され る よう に な っ た と さき に , 現用 の 形 訪 式 回 
線 と の 接続 を 目的 と する PCM 方 式 と 考 ね られ て お 
り , 一 種 の 局 間 中 継 回 線 と る 見 な せよ う が , と れつ 
いて は 研究 が 始め られ た ば か り の も の で あっ て , まだ 
こ で で 去 々 する まで に は 至 み て いな いと 考え 4 る 

ィ ギ リス の S..C. 社 で も ほぼ 同様 な 研究 が 進め らち 
れ て いる が , ベル 研究 所 ほど に は 研究 が 進捗 し て は 
いな い 様 子 で ある . 方 式 と し て は ベル と 同様 124 通 放 
路 2 進 符号 伝送 の も の で あぁ る が , 符号 単位 を 6 単位 ご 
と っ て いる 点 お よび 音声 周波 に 対す る 標本 化 周波 数 が 
10kc で ある 点 は 異な っ て いる . 信号 方 式 そ の 他 ご うつ 
いて は , 触れ た も の が な く 詳 細 は 不明 で ある . 図 7 
は 端 局 構 成 の 概要 図 で ある . 


PC.M 
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図 7.1 S.T.C. 社 24 通話 路 PCM 端 局 の 概要 図 
と の 外 に 軍用 を 主 目 的 と する PCM 方 式 の 研究 が ア 


ヌメ リカ で 行なわ れ て いる が の, と これ に つい て も 詳細 な 
報告 は 見 当たら な い . RCA で は 24 通話 路 2 進 6 単位 


の 方 式 を 研究 中 で あり, 符号 器 た 極め て 小形 の 磁 心 


(フェ ライ ト ) を 用 い non-linear な 符号 器 を 使用 する 


と と を 考慮 中 と の と と で ある . また 軍用 ケー ブル を 対 ' 


象 と する も の で 4 ベー スズ 6- ビ ラ ト を 用 いる も の も 研究 
され て いる 模様 で ある が , いずれ る も 未詳 で ある : も し | 
4 ベー ス の パル ヌス 符 峡 に 対す る 有効 か つ 安定 度 の よい 」 
内 年 中 角 が 夷 用 化 さ れ て いる も の で あれ は 中 に 値 
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し よ ょ よう. また 磁 心 を 利用 する PCM 用 回 路 の 研究 る 当 
然 行 な われ て よい も の で ある よう に 選 わ れる . 

以上 述べ た よう に PCM に 関し て は 各所 で 研究 が 進 
め ら れ て は いる が , ベル 研究 所 の も の を 除く と , い ず 
れる まだ 研究 の 段階 に ある も の と 推測 され る . 


7.3 搬送波 抑 圧 両 側帯 波 伝 送 方 式 


振幅 変調 に よる 両側 帯 波 伝 送 方 式 は , 通話 路 ろ 波 器 
が 簡単 に な る た め に 単 側 帯 波 方 式 よ り も 端 局 装 置 の 簡 
易 化 が 可能 で ある が , 搬送 波 を 同時 に 伝送 せ 愉 場合 に 
は 復調 が は な は だ 面倒 に な る と と は 良く 知ら うれ て いる 
通り で ある . ' し か し 人 復調 側 の 困難 性 を 簡単 な 方 法 に よ 
っ て 解決 する と こと が 可能 と な れ ば , 搬送 波 は 伝送 路 に 
高い レベ ペル で 送出 する 必要 が な く な り , 両側 帯 波 方 式 
の 持つ 伝送 上 の 欠点 は 著しく 改善 され る . 以下 に 述べ 
る 方 式 は 受信 側 で 両側 帯 波 か ら 搬 送 波 を 再生 する と と 
よって, この 問題 を 解決 し よう と する も の で ある 

の 方 式 に 該当 する も の と し て アメ リカ の Kellogg 
社 の 7K24 の の が 挙げ られ る *, 端 局 装 置 の 概要 は 図 
R97 な も の で あっ て て 人生 下 ラン ジス タ に よる ケー 
プル 搬送 方 式 で ある . 受信 側 に お ける 搬送 波 の 再生 は 
図 と 示す よう に , 到来 し た 両側 帯 波 を SYNC. AMP 
で 地 分 増幅 し た 後に 整流 器 RECT に 加え れ ば 搬送 流 
の 2 倍 の 周波 数 を 持つ 電流 成分 が えら れる . と の 電流 
の 1/2 周波 数 に 同期 する よう な 発振 器 OSC の 出力 電 
流 は 周波 数 ・ 位 相 共 に 復調 用 の 搬送 波 の 条件 を 満足 す 
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図 7.3 K24 方 式 周 波数 配置 図 

る も の と な る . AGC は 中 継 器 の 外 に 各 通 話 器 毎 に 僧 - 
号 電 流 を 用 いる も の が 付加 され て いる . 信号 に は 音 志 = 
周波 帯域 外 の 2 周波 3.7kc お よび 3.9kc を 用 いる 
FS 方 式 を 採用 し て いる . 

周波 数 配置 な らち びに 変調 過程 は 図 7.3, 図 7.4 に 示 - 
す よ うな も の で あぁ ある. 通話 路 間隔 は 16kc と か な り 広 : 
く と っ て お り , 同時 に 周波 数 鋼 置 の 効果 る 持た せ て い 
る 、16kc 間隔 と し て いる た め に 最初 の 変調 を 高い 周 ! 
波数 で 行なう と と る 
で きる の で , 通話 路 
ろ 波 器 に は ラジ オォ オ 受 


i 睦 作 機 の 中 間 周 波 ト ラ 
pp : ンス と 同様 の 形式 の ^ 
{enovp.wop ur Ee も の が 使用 で きる . 
HH 5 は その 回 路 
i " 起 特 人 性 と を 示し た も の > 
enP endp__. Ji | で ある :。 

| | 中 継 間 隆 は 使用 ヶ 
EE 2 ~] line.afe.wntt 3 ー プ プル に まっ で 抽 光 3 
A る が 19~24 ケー ジ 
の ケー ブル の 場合 に . 
[a enp. penon  } は 6,000ft で あっ て 
装荷 間隔 と 同一 に と 


図 7.2 KK24A 方 式 端 局 義 置 プ ョ ッ ク ・ ダ イヤ グラ ム 


罰 < 24 の 区 ょ りゃ 奏 先 行 し て わが国 で も 全く 攻 目 に ほとん と 同 こ の 
され , 和 作 機 に よっ て 実験 的 に も 立 上 さ れ て いる . た と えば 青木 


」 会 トラ ンジ スタ 専 門 委 資料 , 1959-02 参照. 
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村松 : “搬送 波 再 生 に と よる トラ ンジ スタ 搬送 方 式 ”。 本 = 


方 式 が 電電 公社 研究 所 の 青木 正二 氏 に よっ て 考案 = 
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図 7.4 KK24 方 式 周波 数 変換 図 


器 の 概要 は 
図 7.6 に 示 
た 叶 涼 4 
の で , 電力 
は 親 局 か ら 8 
rN 


st EA TON 
て 供給 され 
る . 適用 回 
線 長 は 5 
20 マ イル で 
ある か ら ベ 
ルル の PCM 
た 比較 する a 
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a IN 7 剛直 雷 諾 
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る . 回 画 園 高 園 囲 較 用 滋 羽 半 量 
-16 -12 a -4 0 4 [:] 12 6 
の 方 式 FREQUENCY IN KC 
7:5, K24 の 通話 路 ろ ? 
は 前 述 の よ 図 方 式 の 通話 路 ろ 波 器 


うに 通話 路 AGC を 備え レベ ル 変 動 を 充分 小さ く 抑え 
で いる が , と これ は ケー ゴブ ル の 漏 話 が 悪い 場合 に 圧 伸 器 
また は Sonad' を 付加 し て 使用 する こと こと が 考慮 され て 
いる か ら で あ る ろ る. Sonad と は noise reducer 回 路 の 
一 種 で あっ て , 一 定 レ ベル 以下 の 信号 の 通過 損失 が 増 
加 す る よう な 回路 で あぁ る. と これ の 効果 は 漏 話 レベ ル が 
通話 レベ ル に 対し て 45 dB 以上 低い 場合 に は ほぼ 15 


放 / dB を 期待 する と と が で きる . し か し と の 差 が 35 dB 


程度 以下 と な る と き は 効果 が な く な る の で , と の 場合 


EAST TERMINAL 
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に は 圧 伸 器 を 用 いる と と が 必要 と な 
る . 

な お ね お , この 方 式 に は K24A と TB 
と の 2 種 が ある が , お も な 相 異 は 編 
が 音声 部 分 を 二 線 式 と し て いる の に 
対し B で は 四 線 式 と し て いる 点 で あ 
る .。 また , と この 端 局 装置 は 無線 用 端 
局 装 置 と し て も 使用 で きる . 


7.4 X お よび LL 方 式 


アメ リカ の Panhandle 社 科 5 
お よび し LL と 称す る 全 ト テン ジヌ 
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図 7.6 K24 方 式 用 中 継 器 ブ ロッ ク ・ ダ イヤ グラ 双 


に よる 搬送 方 式 を 実用 化し 販売 し て いる . と これ 52 つっ 
の 方 式 は 通話 路 ご と に K 位 相 変 調 を 行ない , 伝送 路 で は 
振幅 変調 の 場合 の 多重 伝送 方 式 と 同様 の 取り 扱い を す 
る と と を 特長 と する も の で あぁ ある. 

X と LL と は ほぼ 同様 の 方 式 で あり , いずれ も 由 人 述 
の 特長 を 持つ も の で ある が , X で は 四 線 式 テ ケープ ル 搬 
送 方 式 と し て 設計 され て お り , LL で は 上 架 容 裸 線路 ど 
ケー ブル と の 混用 線路 を 対象 と し て , も っ ぱら 三線 式 
搬送 と し て , 使用 する と と を 目的 と し て いる 点 が 異な 
る . その た め に 通話 路 数 も 前 者 で は 10 通話 路 を 基本 
と し て 20, 後者 で は 4 通話 器 を 基本 と し て 8 通話 路 
Ne 

通話 路 間 隔 は 16kc, 1kc に 対す る 変調 指数 は "5 
radian で ある . 位相 変調 を 用 いて いる の で 伝送 路 中 の 
レベ ル 変 動 に は 強く , 特に AGC 等 を 用 いる と と な く 
安定 魔 の よい 回 線 を 作る と と が で きる . まな た 中継 器 に 
対す る 負荷 は トラ ヒッ ク に 無関係 に 一 定 で ある と 見 な 
せる と と せ 伝 送 上 有利 な 点 ど な る . 

X 方 式 の 端 局 装置 の 構成 は 図 7.7 の よう な も の で , 
周波 数 配置 は 図 :8 て 示す 通り の も の で ある . 信号 の 
ユニ ッ ド は 図 7.9 た 示す よう に 通話 路 ユ ニッ ト に 付加 
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放す る 構造 と な っ て お ね おり, 所 要 信 
号 方 式 に 対し て 適当 な 回 路 を 持 
つ ュ ニッ ト を 付加 する と と に よ 
り 各種 の 信号 方 式 に 対し て 装 
置 と し て は 同一 構造 の も の を 用 
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放 いる こと が で きる . 通話 路 周波 
数 帯域 は 3 dB 損失 の 増加 する 
0 点 が 300~3,250 c/s と な っ て い 


る 2 線 式 回 線 を 構成 する 場合 
の 1kc の 入力 レベ ル は 0dB, 
i 出力 レベ ペル は -2 また は -4 
_dB っ で oe a 
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pt" 


8 場合 15dBa で あぁ る. また レベ 
記 交 中 は +0.2dB に , 保っ と 
| Eios2. ioemomm 


絡 ※ 出 レベ ル は 通話 路 当 ド 
245, 最高 周波 数 336 ke に 


る ・. 回 線 長 は 全線 路 損 失 240 dB 
が 限 魔 で あり , 中 継 器 入 力 に お 
ける 雑音 レベ ル は ラン ダム 雑音 
放 の 場合 に は , 16~336 kc 帯域 で 
a ーー70dBm 程度 が 限度 と な る . 

0 A て, 中 継 間 隔 は 19 ゲ 
= ジ の ケー ブル の 場合 10,000 
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に | 端 電圧 は 90V で あろ. 
図 7.7 X 方 式 端 局 装置 プ ブ ワ セッ ク ・ ダ イヤ グラ ム と の 90V は トラ ンジ ズ 


ft, 22 ゲー ジ で 6,000 ft, 
24 ゲー ジ で は 4,000 ft 
と な ろ る に 

中 継 器 は 図 7.10 に 示 
す よ うな 興味 の ある も の 
と な っ て いる . 増幅 器 は 
エミ ッ タ 接地 の push- 
pull 形 1 段 増幅 器 で あ 
る が , 図 に 示す よう に 電 
力 の 供給 ・ 等 化 ・ イ ィ ン ピ 
ー ダ ンス 整合 の 各 機 能 を 
簡単 な 構成 で 持っ て い 
る . 電力 は 通信 線 と 同一 
dE の ケー ブル 心 線 を 直流 と 
he ーー し て 親 局 か ら 供 給 し , 送 
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図 7.9 X 方 式 の 通話 路 お よび 信号 エニ ッ ト 
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図 7.10 X 方 式 の 中 継 器 回 路 
タ を 用 いる 直流 変換 器 を 用 いて , 48V 電源 か ら 作 ら 
れる . 


X 方 式 の 適用 距離 は 5~7 マイ ィ ル 以 
上 25 マイル 以下 で ある か ら , 価格 の 
面 で は 前 述 の 共 24 方 式 と ほぼ 同等 の 
も の と 見 る こと が で きよ う . 

LL 方 式 は X と 原理 的 に 同一 の も の 
と 考え られ る 上 , 架 の 構造 な ぁ ちび に 構 
成る ほぼ ば 同一 で ある の で , 図 立 .11 に 
周波 数 配置 を 示す に 止め た い . た だ し 
回 線 規格 の 面 か ら は 裸 線 を 使用 する な た 
め に 残留 損失 の 変動 が 0.5 dB 雑 間 
が 20dBa と 若干 悪く な っ て いる の は 政 
な を えな いと こと ろ で あぁ ろう. な お 裸 線 
と ケー ブル と の 線路 損失 は 裸 線 部 分 に 
25dB, ケー ブル 部 分 に は 裸 線 の 両端 に 


それ ぞ れ 80 dB まで が 許容 され , ケー ブル は 志 ど で 
entrance cable 程度 の も の を 考え て いる . 
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図 7.11 エル 方式 周 波数 配置 図 
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水 ロ 一: 局 間 中 継 線 の 多重 化 
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FOR &A PARTICULAR SYSTEM 


な お お Panhandle 社 で は , と れ ら の 方 式 を 実用 化す 
る 以前 に 真空 管 を 用 いた 同様 の 方 式 を 実用 化し て いる 
詳 還 が 7 トラ ンジ スタ に よる X ま た は し LL 方 式 と 比較 し て 


7.5 B-630 方 式 


| に れ も , アメ リカ の も の で Lynch Carrier System 
] の 中 発し た も の で ぁ る . 同 層 に 位相 変調 を 用 い 16 kc 
| spacing の 方 式 で , 前 述 の X 方 式 等 と 同一 系 統 に 属す 
有 有 | 2. これ の 特長 は 州 局 装置 で は 真空 管 を 使用 し , 中 継 
有紀 に は トラ ンジ スタ を 用 いる と と に より , 端 局 に お け 
有る ※ 信 し レベル を 高く と り , 中 継 器 の 経費 を 減少 し ょ う 
2. また 端 局 の 真空 管 は 48 V の 局 用 
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図 7.12 B-630 方 式 周 波数 配置 図 


線 に 適する 多重 伝送 方 式 の 最近 の 情勢 の 概要 で ある . 
PCM 方 式 に つい て は まだ 開発 の 途上 に ある と みる 
べき で あぁ ろう. 特に 電子 交換 方 式 と の 関連 に お いて , 
と の 伝送 方 式 が 交換 接続 と 伝送 と の 両機 能 を 有機 的 に 
結合 する と こと を 可能 と する 時 期 が 到来 する な らち ば, こ 
の 伝送 方 式 は 真価 を 発揮 する と と に な る の で は な か ろ 
うか の 位相 変調 に よる 短 距離 搬送 方 式 は ィ ギ リス の 
Strowger 社 の 考案 し た Q@ 方式 ツ や の 思想 と 同一 の 系 列 
に 属す る も の と 見 る の が 妥当 で あろ う 、 し か し 最初 の 
考案 者 で ある イギリス が Q テ 方 式 を 実用 に 供し た と い 
う 3 報告 に は まだ 接し て お ら ず , アメ リカ が トラ ンジ ヌス 
タ 化 する と と た より 実用 化し た と いう と と に な ろう 
また オラ ンダ の Philips 社 が 6kc spacing の SSB 


方 式 ” を オー スト ラリ ャ に 局 間 中 継 線 用 と し て 納入 」 


する と と に な っ た と の 話 が ある が 真 妖 の 程 は 不明 で あ 
る .。 し か し , と の 方 式 も 広い 意味 で 局 間 中 継 線 の 多 電 
化 の 研究 に 買 献 し た も の と 考え る と こと が で きよ う .・ 

以上 いずれ の 方 式 も 。 な ん ら か の 点 で 従来 の 正則 的 
な 多重 伝送 方 式 と 異な る も の が 局 間 中 継 線 用 と し て 研 
究 さ れ て き て いる 訳 で ある が , と れ は 局 間 中 継 線 の 持 
つ 性 質 上 止 か を えな いと と で あっ て , と の 区 間 に お い 
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て 真 に 主役 と な る 方 式 が 決定 する まで に は , な お 時 日 
を 要する も の と 考え られ る . 
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モモ ゆめ ラル と! 以 で 使用 され 7 
8.1 序 論 


強 磁性 薄膜 は 電子 計算 機 の メモ リフ ィ ル ム と し て 重 
要 な 応用 の 道 が 開け で きた の で 最近 と み に 注 目 さ れ て 
いる . その 理由 ほ プ フ ェ ライ トコ ア に まさ る 計算 速度 が 
得 ら れる た めで , これ は 落 膜 の 磁化 逆転 時 間 が 極め て 
短い と と に よる の で ある . し か し な が ら 現 在 薄膜 に は 
特 人 性 の ば ら つ き と 再 現 性 に 難点 が あぁ る と と が , 実用 化 
に 対す る 障害 と な っ て いる . 最近 の 研究 は と の 問題 の 
追求 だ 多く の 努力 が 払わ れ , 数 年 後 の 実 用 化 を 控え て 
着実 な 進歩 を やみ せ て いる が , 1959 年 度 に は 基礎 か ら 
応用 お よび ば ら つ き の 問 題 に 至る まで 全部 門 に わた っ 
て か な り の 成果 が 得 ぁ られ た . その うち 特筆 すべ き 事 柄 
を 挙げ れ ば 

(Ci) 従来 300A 以下 の 薄膜 は 塊状 bulk) 試料 と 
異な る 磁性 を る も つと いう と と が 定説 で あっ た が , 20 A 
まで の 厚 さ の 薄膜 は パル ク 試 料 と 全く 同じ 飽和 磁化 , 

キュ ー リ 点 , 興 方 性 定数 を 持つ と と が 実験 的 ゆ に 証 


ni 


Cii) ば ら つ き の 一 つの 原因 と し て で 衝 突 角 効 果 の : 
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"GD 誤 験 的 に で は ある が 初め て 電子 計算機 の メ 


了 Ra i SHICHIIJO, Member and 
| YUzZOo ODANI (Electrical Communication Labora- 


と こと な ど で あ ろう . さら に 研究 対象 が 蒸着 膜 の みな らら 
ず パ ー マ ロ イ の 電 着 膜 フェライト 膜 た も ひろ げ ら れ 
て きた . 以下 スイ ッ チ ング を 中 心 と 上記 の 問題 を 概観 
FEE 


8.2 逆 転 時 間 


真空 砺 着 か 電 着 に よっ て 薄膜 を 作る と さ に, 直流 磁 
界 を 下地 面 内 で ある 方 向 と かけ て お く と , その 方 向 CT 
磁化 し 易く な り , 醒 直方 向 に 磁化 し が た ぐ な る 7 図 唱 
8.1 @ ? に 磁化 容 
易 方 向 の B- 戸 曲線 , 
(b) に 垂直 方 向 ⑦< 
だ し 容易 方 向 と に わ ず 
か な 直流 磁界 を 重ね 


合わ せ て ある ) の 曲 
(b) 異 方 性 方 向 に 垂直 に 測定 線 を 示す . と の ょ よ 5 


図 8.1 薄膜 の 履歴 曲線 に 一 つの 方 向 に の み # 


磁化 し 易い 現象 を 単 軸 異 方 性 と 呼ん で いる が , と の 
異 方 性 に よる デネル ギ は 容易 磁化 方 向 か ら の 磁化 の 傾 7 

きゃ の と すず すると, 上 』= 民 , sin? 9 で 表わさ れる だ だ 笑 を 
単 軸 異 方 性 定数 と 呼ぶ . 単 軸 暴 方 性 が 存在 する 場合 は 
保 磁力 と 2 通り ある . 一 方 向 に 飽和 し た 後に 磁界 を 減 
じ し て 0 に し 逆転 する と , 欠陥 の まわ り た に 磁 璧 が で き て ) 
その 磁 壁 の 移動 に より 磁化 が 反転 する . と の 場合 の 保 


(a) 単 由 異 方 性 方 向 に 測定 


(101) 


磁力 を 刀 c と 呼ん で いる . 磁 壁 が で き な い よう に 磁 
界 を 加え る と , 磁化 は 磁化 困難 方 向 を まわ っ て 回 転 し 
な けれ ば な ら な い 。 し た が 。 っ て こと の 場合 の 保 磁 力 は 単 
買 異 方 性 エネ ル ギ KK, に さか ら っ て の 回 転 で ある か ら 
2 た //M が で (MM: 飽和 磁化 ) 与え られ 異 方 件 磁界 また 
は 回転 保 磁 カ と 呼ば れ , 刀 k で 表わす . 
一 方向 に 向い て いる 磁化 を ペル ス 磁 場 に よっ で て 逆 方 
間 に 反 転 さ せる 場合 に , 反転 た 要する 時 間 は 磁化 反転 
| 機構 と 試料 の 形状 に よっ て 異な る 。 い まま で に 明らか 
宮守 な こと は , 
w ) 逆転 時 間 を 7s, スイ ッ チ ング 磁界 を 娘 s, 臣 
界 磁 界 を 娘 。 と する と , S。=7s( ガ 7s 一刀)) で 定義 す 
る 1S。 は ある 人 範囲 まで は 一 定 の 値 を と る か ら , スイ ッ 
テング 係数 と 呼ば れ 逆 転 の 良さ を 表わす 目印 と な る . 
RS (ii) 逆転 機構 に は 磁 壁 の 移動 と よる も の と 聞 
A 代 の 一 様 な 回 転 や の ⑦⑰⑪ と よる も の が ある が 磁化 の 
回 転 で よる 逆転 の 方 が は る か に 速い トロ イィ ダル コア 
w | だ は 本 質 的 た 磁 壁 移動 に よる 逆転 が お と り 易 いた め に 
演 庶 より も S。 が 大 きく な る . 
Gi 磁化 の 一 様 な 回 転 の 場合 で は , その 磁化 の 運 
動 は Gilbert の 式 ⑮⑦. の 


(が > H) ~¢/M(Mx IM/ar) “NS 


| に より 紀 上 さき れる. と と で < は 強 磁 柱 共鳴 の 半値 作 ょ 
1 2 火 定 き れる MEm 凌 定 衝 で ある 形 大 が 一 定 な ら 
及ば 洋 枝 時 間 は 々 に より 決定 され る が , 形状 に よっ て も 
陸 き ゞ 変わ る . 最も 逆転 時 間 を 速く する 形状 は 薄膜 で 
る 

TIV) 単 商 輸 方 伯 を 有する 芸 腐 で は , 謀 面 に 平行 で 
\ か つ 異 方 性 に 垂直 な 方 向 に 横 磁 界 万 7 を 加え る と , 磁 
市 回 が 多 生 じ に くく な 。 て 設 化 の 均一 回 転 が 皿 と り 、 

拉 枯 較 な を 大半 くす る 税 え イィ ッ テ ン グ 係 致 は , 小 き く た 
2 の, | 

詳 宮 で ある 従 の 実際 テー タ に 関し て は ae 
second (=mus) の スイ ィ ッ チ ング ダグ パルス の 発生 お よび 
| 229 で か つっ 巡 い 信 六 形 を 折 す る 方 法 に 困 な 選 が 
用 か っ た の で , 示 統 的 で 信頼 し 得る 4 の が 少な か っ た 
2 EERRRMOMKYG HS 4 NT Lh 
“ 直方 向 の 出力 電圧 を 比較 する た め に 縦横 検出 コイ ィ ル 
を け 2 と と な ど に より , 近 転 時 間 の 細か い 源 助 を 明 
15 か に し 得る よう に な っ た . 

| L1050A (Hc=1.9 oe, Hk=3.00e) の 81 パー マ 

i イ 硬 の の 逆転 時 間 に っ つい て の 結果 を , Hr パラ メー 
有人 < し 聞 枝 時 間 の 逆 認 を 万 。 の 関数 と し て 表わし た の 
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逆転 磁場 戸 s (oe) 
図 8.2 横 磁界 を パラ メー タ と し , 逆 
転 磁場 玉 。 の 関数 と し て わ 


きこ 


が 図 8.2 で あぁ 
る . 各 曲 線 は 
Hs ONT 
場合 の 上 に 回 
の 領域 1 と そ 
れ に 続く 傾斜 
の や や ゆる や 
か な 領域 T 及 
び 傾 倖 の 急 な 
領域 芽 の 3 部 
分 に 分 れる . 

領域 エ と 領域 
想 は すでに K 説 
上 明 し た よう で 
それ ぞ れ 磁 壁 
の 移動 と 磁化 
の 均一 回 転 に 
よる も の で あぁ 
る が , 新た に 
発見 され な だ た 
妃 x 付近 の 撤 
域 芽 が 問題 と 


し た 逆転 時 間 で の 逆数 


な っ っ た. 領域 」 


TT の 特徴 は G 刀 7 を 加え な い 場 合 S。 は 色々 の 厚 さ 
お よび 組成 の パー マ ョ イィ イ 膜 に たつ いて 一 定 で 0.2oe ミ 
“Ss で あり , G) 終 方 向 の 出力 波形 が sech*z の 形 を な 
し , 縦 方 向 の 半分 が スイ ッ チ する 前 に 機 方 向 の 出力 電 
圧 の 符号 が 変わ り , (iii) ー つ の パル ス で 逆転 し た 場 
合 と わずか な 時 間 間 隔 7 を お いて 与え た 二 つ の パル 
ス で 逆転 し た 合 と で 波形 が 異な る (領域 エ で は 人 等 
し い ). これ を 説明 する た め に 二 っ の 機構 が 考え られ 
た . 一 つ は フェ ライ ト の 磁化 逆転 に つい で 提案 され た 
磁化 の 不 均一 回 転 横形 で ある 。 も し 薄膜 の 各部 分 の 磁 
化 が パラ バラ に 分 割 き され て 全く 任意 の 位相 で 回 転 す る 
と 仮定 し て 式 ①) ょ り 計 算 す る と S。 お よび sech*z の 
形 を 説明 で きる の. 他 の 一 つ は 単 軸 輸 方 性 方 向 が 場所 
に よっ て 変化 し , 平均 方 向 か ら よ よ 1.5° 偏差 ある と と 
に 原因 する と 考え る 0. や, 式 (1) を 仮定 し て 電子 計 
算 機 で 計算 す る と, と の 程度 の 微小 な 師 差 で も 50m 
より も お そい 領域 で は 8S。 を 2~3 倍 大 きく し 図 
8.2 の 領域 芽 を 大 体 説明 で きた 。 ま た 横 方 向 の 出力 が 
最高 に 潤す る まで の 時 間 を ち , 縦 方 向 の 丁度 半分 の 磁 


化 が スイ ッ チ する まで の 時 間 を 4 と する と 実験 結果 


は 4/ た =0.4 へ 0.8 で ある が , Rs/Hk=11, 偏差 


昭和 35 年 9 月 電 気 通信 


1.5* sin 万 ヶ / ガ z=0.05 の 場合 の 計算 値 は 0.65 で 
ある か ら , と の 模 形 は か な り よ く 領 域 芽 の 特徴 Gi) も 
説明 で きる . 

頭 域 エ の 部 分 は 従来 上 た 思 の デー タ の み が 出 され て 
きだ が 道人 和 途 中 で 上 に 凸 に な る と と が 着 っ た Gx»。 縦 検 出 
コイ ル は 全 和 磁化 の 逆転 を , 横 検出 コイ ル は 磁化 の 同一 
方 向 の 回 転 の み を 検出 する . 終 方 向 の 出力 は こっ の ピ 
デ グ ク よ りな っ て いて , 万 s が 大 きく な る 程 最初 の ピー 
ク が 鋭く , 後 の も の が 小さ く な る . 前 者 は 磁化 の 回 
“J 転 , 後 者 は 磁 壁 の 移動 に と よる と 考え られ る 各々 の 出 


庄 導 波形 か ら , 二 8 
つの 全 逆 転 時 間 14 
7, と 回 転 逆転 212 
時 間 記 , が 求め まり 
了 革 6 呆 い | 
太 ヶ を 与え た 場 a ob 
合 の 2,200 A 83 2 
必 パ ー マ コ ロイ 肝 RE EW EW 8 9810 
に つい て の 結果 A EN 
を , 図 8.3 に 示 x 全 逆 転 時 間 
i ( 図 8.2 の 図 8.3 領域 1 の 逆転 時 間 


領域 エ の 曲線 と か な り 違 っ て いる よう で ある が , 図 
8.2 の 実験 値 は 図 8.3 と 同じ 形 を し て いる と と に 注 
意 )・ 領 域 エ は 従来 磁 壁 の 発生 お よび その 移動 の み で 説 
月 し て いた が , と これ に 磁化 の 回 転 を 加え % え , さら に 逆転 
磁場 互 s の 関数 と し て 磁 壁 発生 の 確率 の 分 布 関数 を 従 
来 の も の と 異な っ た 


PH = 3 {1+ tanh [Hs- Hg la]) 


と 仮定 し て 図 8.3 の 1/ 了 ,- 万 s 曲線 が 説明 され た oo). 
さき の 仮定 に た つと 万 s が 刀 k に 近い 場合 . 薄膜 の 全 
面 は 磁 壁 に お お われ , 相 隣 接する スピ ン は わずか ずつ 
傾く さよ うに な り , 妃 s の 増大 と 共に Humphrey らち の 
提案 する 不 均一 回 転 に 移行 する . 

単 還 異 方 性 軸 に 10° 傾け て 逆転 磁界 を 与え た 場合 の 
| 実験 "9 や 7 と よる と , 速い 逆転 を 望む 場合 に は Hc/Hk 
| が 0.7 より 大 きい と と が 望ま し い . 

Dietrich ち 5 の IBM の グルー プ は Smith の 装置 
有 | を 改良 し , sampling scope を 使用 し て 0.35 nanosec. 
「 の 応答 時 間 の 検出 装置 を 作り 1 nanosec. の 逆転 パル 
| 波形 の 観測 に 成功 し た 。 た だ し S/NV 比 が 不 到 分 の 
た め 小 さ な 第 2 パル ス 以 下 が 観測 され ず , 速い 波形 に 
有 】 対す る 研究 に は , 今 一 歩 の 改良 の 余地 が ある . し か し 
ょ が ら , 10 nanosec. 以 下 の 逆転 時 間 に は Tektronix 


と 


ha a tt 
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京 "033 帯域 の 分 布 増 凡 器 に 


{ 800 8 より , 領域 エ 1, 芽 , 了 
w Visa cn 
x 400 3 観測 を し た 。 と の 結 


/ 


6 X =006 果 は ⑬ 領域 四 に っ 
いて は 均一 回 転 横形 
の 正しい と と .⑧ 儲 


域 エ 領域 1T で は 磁化 


8 H 
拉 。o00g | 


1 2 3 
図 8.4 1,100A の パーマ ロイ 移動 が 起こ り 逆転 時 
薄膜 の 逆転 時 間 


間 を 図 8.4 の よう に 
磁化 回 転 逆転 時 間 と 
磁 壁 移動 の 逆転 時 間 に 分 け 得 る と と . GG) 2,500A? 
よ 薄 い 膜 で る 渦 電 流 の た め に 厚い 膜 程 逆転 時 間 が 遅く 
な る と と を 示し た . また 横 方 向 に 巨 k よ り る も 大き な 
ルス 磁界 を 加え る と 1 nanosec. 以 内 で 磁化 は 困難 方 
向 に 向き , 磁界 を 切る と 異 方 性 磁界 の みた よっ て で ( 細 
部 に 分 れず 一 体 と な っ て 同一 方 向 に る どる 場合 と )10 
nanosec. 以内 で 容易 方 向 に と る どる と と を 示し た . と れ 
は 媒 方 性 磁界 が 外部 磁界 と 同様 な 働き を 動 的 に る する 
も の で ある こと と の 実験 的 証明 で ある が , 論理 素子 べ の 
応用 上 重大 な 結果 で ある . 薄膜 に た お ける 渦 電 流 の 影 
は 磁 壁 移動 速度 の 測定 か ら も 認め られ , 4,000 A の 肝 
で は 磁 壁 移動 速度 が 0.5x10* cm/sec-oe で ある が 
700A" で は 4.9x10*cm/sec-oe に 増大 する こ と が 示 
され の 

磁 区 図形 に よる 磁化 逆転 の 観察 が 行なわ れ 」 Fe に 
は 単 軸 異 方 性 が 現われ ず , パー マロ イ に は 極め て 明快 
な 単 軸 異 方 人 性 が 存在 する と と が 写真 に よっ で 示さ れ 
た "7, Fe 膜 で は どの 方 向 に 磁界 を 加え て も 必ず 磁 壁 
が 現われ て , その 移動 に より 全 磁 化 が 逆転 する .。 パー 
マ ョ イィ 膜 で は 異 方 性 方 向 に 全く 平行 に 磁界 を 加 を る と 
Fe と 同様 と な る が , 5° 傾け て 加え る と 磁 壁 は で きず 


Hec=1.8 0e, Hgz=3.0 0e. 


- 磁化 は 困難 軸 方 向 に 回 転 す る と と が 観 さ れ な た! 


スイ ッ チ ング に つい て の 一 般 的 解説 を Gyorgy 8 0 
が 行なっ て いる か ら 参 照 さ れ た い : Ny 

薄膜 を 実際 に 応用 する 場合 に は 駅 動 ) 書込み の 両 導 7 
線 は スト リッ プ 状 の 線 に する と と が 製作 その他 の 点 か が 


らち 望ま れ て いる が , 2 組 の スト リッ プ 線 を 使用 する で 


と は 速い 逆転 に は , 不適 当 で ある と と が 明らか に され SR 
た すなわち 2 組 の 線 が 平行 こと な る と , 薄膜 の 砂 化 7 


回 転 に よる 磁束 は スト リッ プ 線 に 油 電 流 を 話 起 する 結 」 


果 と な っ で 磁化 回 転 に よる 臨界 磁界 互 。 を 増大 せしめ 


1040 


る た と えば , 幅 0.1 cm, 厚 さ 0.001cm" の スト リ 
ッ プ 線 で 間隔 0.01 cm の 場合 , 500 A 膜 に 対し て 万 
=20 oe を 与え る . し た が っ て 回 転 逆転 を させ る に は 
20 oe 以上 の 万 s が 必要 と な っ て 実用 的 で な く な る . 
また 垂直 な 場合 に は 外側 の スト リッ プ 線 の パル ス が 内 
側 の スト リッ プ 線 に 渦 電 流 を 誘起 し , 薄膜 に 加わ る 磁 
瘍 を ジー ルド する . と の 渦 電 流 減 論 に よる お くれ は 上 
記 の 寸法 の スト リッ プ 線 で 時 定数 30xs を 与え る . と 
れ は 大 変 に 重大 な 結果 で 薄膜 の 応用 に 大 き な 障 害 と な 
る よう で ある 2 る . 


8.3 飽和 磁化 お よび バル ク 試 料 と の 相違 


Klein-Smith や の 薄膜 の スピ ン 波 に よる 理論 で は , 

薄膜 の キュ ー リ 点 は お お よそ 300 A 厚 よ り バ ルク の 値 

か ら 外 れ て 低く な り , 室温 に お ける 飽和 磁化 は 15 A 

位 で 消失 する , この と と は , 実験 的 に も 証明 され て い 

だ “9' の ⑳, しかしながら 超 微粒 子 の 実験 で は , 直 径 30A 
の で も 名 本 磁化 ほ は バル ク の 値 と 変わ ら な い や か ら 
有 蘭 謀 の 結果 と 矛盾 し て いた . と と ころ が 200A か ら 3A 
放 まで て の Ni を 10" mmHg の 真空 中 で 作り , か っ 同 
8 も 高 真空 中 で 振り 磁力 計 を 用 いて 10,000 oe の 磁界 を 
加え て 旬 和 磁化 を 沿 定 し た 結果 の に よれ ば , 20A ま 
で 名 和 磁化 は 渋 少 せ ず , キュ ー リ 点 も ペ バルク の 値 と 一 
致し 7 磁化 の 減少 は 20A 以下 で や っ と 起こ る が , と 
放 れ は 起 パ ラッ 磁 性 に よる も の で あり , 磁気 的 に 不感 に な 
調 放 る 屋 さ は 1 り 。 原子 層 ら し いこ と と が 結論 され た . と れ に 
及 ]D 半 其 の 基本 利 倫 は 再 栓 対し な けれ ば な ら な く な っ 


1 拉 品 気 方 性 定 導 KK, は , Ni,Fe,Ni-Fe 合金 , Ni- 
NS < る の Whic ょ る トルク 曲線 か ら 測 定 き れ 
放 計 で いる“. その 結果 は Ni-Co 合金 を 除き 全く パル ク 
N) 有紀 衝 と 一 致し て いた . 
で 次 節 じ 記す 衝突 角 効 果 に よら な い 純 粋 な KG, 
記 や の 思 源 に っ いて は , 合金 の 場合 に は バル ク と 同 
_L Néel-Taniguchi の 短 範 囲 規 則 度 の 生成 に よる も の 
| で 才 を る の が 妥当 の よう で ぁ る の . 

た が っ て 薄 肛 と バル ク 試 料 と の 相違 の うち で 残 き 
EO MMR CE: す な 


Cr 


Re 
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れる が , 薄膜 


する か ら 注 意 す べき と こと で ある . 

落 膜 は 下地 の 上 に 作ら れる と 言う 関係 か ら ス ピン 流 
共鳴 を 起こ す 可能 人 性 が あっ た が , Tannenwald らち 
は この 観測 に 成功 し た . 


8.4 衝突 角 効 果 
茜 着 金属 原子 が 下地 面 に 垂直 以外 の 角度 で 衝突 し て 


で きた 薄膜 の 部 分 に は 閑 着 中 に 磁界 を 加え な く て も 単 7 
軸 磁 気 異 方 性 が 生ずる . と れ は 87* 位 の 入射 角 で も 表 ! 


われ る た め 従 来 特 人 性 の ば 5 ら つき の 大 き な 原 因 と も な っ 
て いた . と の 効果 は Smith ふ や お よび Knorr に より 
発見 され た . Fe お よび パー マロ イィ イ で は 蒸着 源 の 昔 叱 


を 中 心 と し て 単 軸 異 方 性 が 同心 円 状 に で きる . すでに 


結晶 学 の 分 野 で は 斜 交 衝 突 に より 金属 原子 の 衝突 し た 
方 向 に [111] 軸 が 最大 10° まで 傾く と と が 知ら れれ てい 
た の で こと の 繊維 組織 に より 単 軸 異 方 性 を 説明 する 試み 
が な され た が , 繊維 組織 と 結晶 磁気 異 方 性 と の 結び つ 
き で は 理論 値 は 計算 値 よ り も は る か た K 小 さか っ な た, 
また 繊維 組織 は 磁気 弾性 を 異 方 的 に する 薄膜 に 存 
在 す る 強い 異 方 性 ひずみ の 作用 は 異 方 的 磁気 弾性 を 
通じ て 単 軸 異 方 性 を 生ずる が , と これ に 基づく 計算 値 は 
実験 値 よ り も 低かっ た “?。 し か し X 線 解析 お よび 電子 
線 解 析 に よれ ば 薄膜 は 下地 の 温度 を 高く し , 膜 が 厚く 
な る 程 [111] また は [311] 組織 が 発達 する で ごと が 明 
か に な っ eR ta : 

し か る に , 実 険 に よれ ば 終 交 衝突 に よる 単 軸 異 方 性 
は 下地 の 温度 が 低い 程 , また 膜 が 薄い ほど 大 きく な 
る “や 00、 Fe の 場合 に 単 軸 異 方 性 を , ひずみ を パラ 
メー タ と し 繊維 軸 の 傾き の 関数 と し て 電子 計算 機 で 計 
算 す る と 理論 値 は 実験 値 と 符号 が 逆 で ある と と が 示さ 
れ た "9, その他 繊維 組織 横形 と よる と パー マロ イィ で は 
83% Ni で 興 方 性 方 向 が 90° 変わ ら ね ば な ら な い が 実 
験 結果 は Ni 90 必 で 変わ る こと とい, また 薄膜 か ら 下 地 


を と り 去 り 薄 膜 の 目視 的 ひずみ を 除い て も 磁気 異 方 性 1 
は 30 必 程度 し か 変化 し な いと と な ど が 発見 され , 繊 「 


雑 組織 は 単 軸 異 方 性 の 原因 で な いと と が 証明 され た な た . 
その 結果 これ に 代わ る 原因 と し て ,⑪ 酸 化物 の 存在 
i) 結晶 構造 的 欠陥 9, 


で は 200°C 15 min の 保持 で 規則 格子 線 } 
が 観測 され た “の . 磁気 的 性 質 と 規則 格子 は 密接 に 関係 


G3) 結晶 粒 の 特殊 集合 G9 


A et 


な ど が 考え られ て いる が , 現在 の 段階 で は 確か な 原因 


は 不明 で ある .。 衝突 角 に 付 臣 し た 現象 と し で て, 単 


軸 異 方 性 方 向 の 電気 抵抗 は それ に 垂直 な 方 向 の 値 よ りー 
も 25% 低く , (45° 衝突 の 場合 ), G) 直線 信光 を 通 ) 
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記 させ る と , 情 円 偏光 が 導入 され る な ど 8 発見 され 
C38 C06) = 

最後 に 父 交 衝突 効果 と の 関係 は 不明 で ある が , ““in- 
verted film” に つい て の べ る . 単 軸 異 方 性 磁界 万 k と 
磁 壁 保 磁 力 玉 e は 一 般 に 戸 c/Hx=0.5 で ある が , 
Hec/Hk>1 の 落 膜 る 存在 し “inverted film” と 呼ば 
れ で て いる で の 9.9 。 と の 膜 の 選 - 万 曲線 は どの 方 向 
に 測定 し て も 角形 で 保 磁力 が 異 な る . 磁化 困難 方 向 
に 測定 し た 保 磁 力 は 万 ce で , 磁化 容易 方 向 は 太 c+(2 
Ms と な る ろ と と が 示さ れ た 7。 


8.5 磁 区 模 様 


。 磁 区 模様 の 分 野 で は Néel 磁 壁 の 観察 が 注目 され 
隊 計 2) パーマ ョ イィ 膜 で は 200A 以下 の 厚 さ に な る と , 磁 
壁 の 中 の スピ ン は 膜 に 平行 た 回 転 す る Néel 形 に な る 
と 考え られ て いた が , 面 内 磁界 を か ける と と に より 相 
隣 る 磁 壁 に コン トラ スト が 生ずる と と の お よび 電子 
顕微 鏡 の 観察 や に より 直接 的 に 証明 され た . また 電 
子 顕 微 鏡 に と より 200A 厚 の パー マ ョ イィ 膜 の 180° 磁 壁 
の 幅 は 1,500 A で ある で と が 実測 され た . コロ イド 
粉末 技術 を 改良 し て 解像力 を まし , 枕木 磁 壁 の Goo- 
denough 模 形 の 正しい と こと, 枕木 の 数 と 刀 c お よ 
び 厚 さと の 関係 ?, 1,000 A 付近 で 普通 の Bloch 形 
磁 壁 か ら 特 殊 な 枕 林 磁 壁 に 移行 する こと"?, 180° 磁 
壁 に の み 枕 木 が 表 わ れ る と と の な ど が 明らか に され 
た その他 motteled film,(“*,inverted film,4 の 
磁 区 模様 も 報告 され て いる . 


8.6 ば ら つ きこ と 電 着 膜 お よび フェ ライ ト 肝 


ば ら つ き の 最 る 大 きい 原因 と し て 下地 の 平滑 度 が 考 
えら れる . 電 着 膜 で は 下地 に 鋼 を 使用 する の で 表面 研 
麻 が 問題 と な る (⑫. 細か い 首 を 一 方 向 に 作る と , その 
| 方 向 に 単 軸 異 方 人 性 が で きる . 表面 が 滑ら か な 程 万 c は 
衣 小さ く な る が , 妃 c 対 厚 さ 曲線 の 傾斜 は 表面 の 粗 さ に 無 
関係 で ある ・ 真空 蒸着 で 作 さ た 薄膜 に も 同様 な 効果 の 
が 報告 され て いる . 硝子 の 表面 は 不 均 一 た 水分 を 吸収 
「 し て いる た め に 硝子 を 研磨 する と と が 必要 で ある が , 
有 | 現在 で は NH,HF 溶液 中 * ふ で 超 音 波 洗 浴 し て 表面 を 
5z と か し さり , さら に 化学 洗 浴 する と こと が 最上 と さ 
| れ て いる . こと の 操作 に より 得 ら れ た 硝子 下地 に 10 
| mmHg で 蒸着 し た 薄膜 の ばら つき は Hc で 22%, 
較 詳 万 < で 8 で ある 同一 示 地 の 店 で の ばらつき は さ 
* 秘 わい 負 の パーマ ョ イ 腐 は 臨界 厚 き 以上 た な る と 磁 区 模 


EN 
ト 


有 」 様 が まだ ら に な り , と れ を motteled film と 呼ん で いる . 


Rk eR NE 語る きみ だ 議 


ら に 低く 上 の 数 値 の 約 1/2 で あぁ る. 微小 部 X 線 分 析 に . 
より パー マロ ョ イ 膜 を 0.001 々 ずっ つ 間 隔 を お いて 組成 変 
化 を 調べ た 結果 で は 相 隣 る 測定 点 間 で 約 2 必 の ば らち つっ 
き が ある “7. 磁 わ い 零 の 材料 で は 戸 x の 方 向 の ば らち つ ' 
き は 土 1.5 で ある が , 磁 わ い が 零 で な く な る と 二 202 
の ば ぱ ばらつき が 生ずる か ら , と くに 磁 わ い 雰 を ね 
ら う パー マロ イ で は 2 必 の 組成 の ば ら つ き は 磁気 特性 
の 不 均一 性 の 大 き な 原 因 と な っ て いる と と が 理解 され 
る . 
薄膜 の 周辺 は マス ク の 向 影 効 果 の た め に 中 央 より も 
薄く な る 。 と これ が ば ら つ き の 原 因 と な っ て いる 2 周辺: 
部 を と か し さる と 万 c は 小さ く か つば らち つき は か な り 
減少 する で “*?., と の 周辺 効果 が ある た め に Moore"3 
ど は 小 円 を 沢 出 並 べ て 使用 する より も 一 枚 の 薄膜 に 多少 | 
く の 信 号 を 記録 させ る と と を 提案 し , 1/2 cm ずつ の 障 6 
隔 を お いて 記録 され た 部 分 は 互い に 作用 を 及ぼ さ な い 
と と を 示し た . ま だ SmithG わ や も る ばらつき を 減少 させ る 
巧み な 手段 を 提案 し て いる . 現在 の 段階 で は 蒸着 薄膜: 
の 実用 化 は 程遠い と これ に 代わ る も る の と し て 電 着 肛 
フェ ライ ト 膜 が 注目 され 始め た . Long の 報告 に! 
よる と 錦 線 の 上 に 適当 な 条件 で 作っ た 約 1 々 の 電 着 膜 
の ば ぱ ばら つき は 3 以内 , Hc=1.7 oe, Hk/Hc=3.9,」 
角形 比 99 で スイ ッ チ ング 特性 は 平板 薄膜 と ほぼ 同 
様 の も の が 得 ら れ た . 

フェ ライ ト 膜 は Ms が 低い の で 厚 さ '5~50 4 で も 
反 磁 界 係 数 だ それ 程 大 きく ならない 6 の 9. し た が っ で 
10 々 で る も 開 磁 路 で 使用 で きる か ら , 金属 薄膜 より 優れ . 
た も の が 実用 化 さ れる 可能 性 が だが ある. 逆転 時 間 は 2 と 
の 反転 磁界 の と き 0.25oexs で あっ な た: 


SR 用 


薄膜 の 応用 は 最初 か ら 電 子 計 人 算 機 の メモ リフ ィ ル ム . 
と し て 最も 適し て いる と 考え られ て いた . 使用 形態 は : 
平板 の 0: 6 か 円 身 状 6 の の 2 通り で ある が 
いずれ の 場合 に る 横 磁界 を 加え る と こと に より 早い 逆転 : 
時 間 を 得る と と が で きる .] 各種 の 記憶 方 式 ( の oe 


5) が 発表 され て いる が か が, 実際 に 計算 機 に 組み と まれ 7 


た の は Raffel の 方 式 の み で お る. この 方 式 を ) 図 


8.5 に 示す . 一 枚 の 硝子 に 直径 1.2mm の スポ ッ ト や を : ) 
マト リク ス 状 に 並べ 16x16) , 薄膜 の 単 軸 異 方 性 方 向 肖 


に 駆動 線 を まき , それ た 垂直 に 読取 線 と 書 込 線 を ま . 
く . 0.25ms の 一 つの パル ス で 読取 り 書 込み を 行なっ 
た と き の 1 サ イク 沙 時 間 は 約 0.5xs で あぁ る が , 増幅 : 
器 を 広帯域 化す れ ば 0.2xs が 期待 され る 。 フェラ 


CT t. i (105) 
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ト よ り も 1 桁 良 好 な 
特 人 性 で ある . し か し 
記憶 容量 は わずか 10 
ゼット 語 を 32 個 で 
ある か ら , 薄膜 の 応 
寺 が いか に むず か し 
か いか が 理解 され る . 

つぎ ざ に 考 えら れる の 
は 論理 素子 で ? で あ 
る ・.」 磁 化 困 難 方 向 に 
パテ リス を 与え 磁化 を 
その 方 向 に 向け て お 
きき と , パル ス 終 了 と 
共に 単 軸 異 方 性 方 向 
の 正 か 負 の どちら か 
相 戻 る も し パル ス 
終了 の 直前 に 微弱 な 
言 号 を 与え る と その 
信 与 に 応じ た 向き に 
戻る 7 し た が っ て , 

| 一 つ 前 の 薄膜 の 磁化 


読取 り 線 
0 


0.1ws 


(b) 


駆動 線 の 1 パル ス に 読 取り 書 込み を 行 
な っ た と き の 動 作例 

点線 は “0”, 実線 は “1” に 対応 する 
8.5 Raffel の メモ リフ フィルム 


が 困難 方 向 に 向く と き の 信 号 を つき ぎの 薄膜 に 加え る と こと 
と より , 情報 や つぎ つき ぎ に 人 伝達 で きる . し か し 現在 


来 加 で さき の 試み は 成功 し て いな い . 
きじ て の 利用 る も 考え られ 6, 
7 こり 。 


薄膜 の パラ メト ロン 
3~15 Mc の 発振 周波 数 
か な り 大 きい 利得 を 々 も っ て 低 電 


了 軌 ベル で 動作 する こと と が 実験 的 に 示さ れ , さら に 解 
匠 的 と は 100~500 Mc の 発振 周波 数 で 同様 な 動作 す 


誠 で と か が 示さ れ た . 
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) 9。 拡声 ) 電話 < 柳 
Bb (電気 通信 研究 所 ) 
4 = > FR br E R 
E が さま i Sy 沿 Mh 
に 送受 器 を 持た な いで 自由 に 通話 する と と は , 電話 を Me oe / GR SP 
放 作用 する 人 が 誰 し も 望む こと で ある が , 特に 通話 内 容 bs , 
請 を > モ し た り 文 書 を 参照 し な が ら 通 話す る と き に は 。, 
その 要求 が 切実 な も の と な る . と の 問題 を 解決 する た ticals eS 
" mT: ‘ ホン 
d め , わが 国 で は 交換 手 用 送受 器 を 使用 する メモ 電話 が bm: 受話 h Sm: 拡声 回 
" ts = z s : 6g : 側 音 ヶ 玉 : ハ イプ リッ ドコ イル 
ある が 完全 な すず の と は 言い 難い . し か し な が ら , 諸 mk 
放 外国 に お いて は 古く より 上 衝 上 に 置か や れ た マイ クロ ホン Gg: 受話 路 々 NM: 平衡 結線 網 
| 補 マイ クロ ホン の レス ポンズ 


に 向っ て 送 話 し , 卓上 に 置か れ た 拡声 器 よ り 受 話す る 
太 声 電話 機 に よっ て この 問題 を 解決 し , か つて は 不満 
足 で あっ た その 通話 品質 も 技術 の 発展 伴っ て 次 第 に 
満足 で きる 段階 に 達し で て でき た. と の 拡声 電話 機 に つい 
て は , いま まで , 本 項 に と りあ げ ら れ て いな い の で , 
1959 | 年度 に 限る こと な く 詳 細 に 解説 し よう . 


9 罰 式 


拡声 電話 機 は 卓上 電話 機 の 送 話 器 の 代わ り に マイ ク 
ロホ ン を , 受話 器 の 代わ り に 拡声 器 を 用 い , 送 話 者 は 
マイ クロ ホン と 拡声 器 を 結ぶ 直線 の 垂直 二 等 分 線上 に 
有 位置 し て , 各々 か ら ほ ば 60~90 cm 離れ て 通話 する も 
有 | の で ぁ る か ら , と れ ら の 音 線 機 器 と 口 お よび 耳 と の 間 
| の 音 押 伝 達 損失 は ほぼ 20dB に な り , 送 話 回 路 , 受話 


» 3 ーー i a ーー ーー a に 

|  *Loudspeaking Telephone. By HIROYASU MIURA, 
Member (Electrical Communication Laboratory, 
Tokyo).[ 資 料 番号 4781] 


ds 


図 9.1 拡声 電話 機 の 系 統 図 

回 路 の 増幅 器 で この 損失 を 補償 し な けれ ば ぱ ば ならない" 
いま , 拡声 電話 機 の 系 統 図 を 図 9.1 の ご ど とく 考 える と 

Rmyt+Rsp+Grt+ Gr—0r—bg>bs+ 4, C1) 
の と き 鳴 音 が 発生 する . し た が っ て 側 音 減衰 量 2s た 
まっ て 増 旋 器 の 利得 Gr, Gr - は 制限 され る . 

線路 イン ピー ダン ス は , 加入 者 線 お よび 中 継 線 の 線 
種 , 長 さ お よび その 組合 わせ た に よっ て 大 幅 に 変化 し , 
さら に , 1 つの 回 線 に お いて る $ 図 9.2? 記 示 す ど と で く 
ダイ ヤル トー ン の 時 期 , 通話 中 , お よび 被 呼 者 が 送 
受 器 を 復旧 させ た と き と 非 常に 変化 する . し た が ぅ て 
て の 大 幅 な 線路 イン ピー ダン ス の 変化 範囲 た 対し て , 


常に 良好 な 側 音 平衡 を や うる と と は 仲 々 困難 で ある . 


また , 音響 伝達 損失 -4。 は , その 部 屋 の 音響 特 性 の 
関数 で あっ て , 六 声 器 よ り マ イク ロホ ン に 伝 ば ん する 
音声 じ は // 直 接 伝 ば ん する も の と 部 屋 の 詩 や 家具 か ら 
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反射 し て 伝 ば 
ん する も の の 
2 つが あり , 8 
少な く と も 単 N 
一 周波 数 に お 
いて で て は , と この 
直接 波 よ り 反 。 ES ; 3 
射 波 の 方 が 0 
さき 光 な りう A : ダイヤル トーン の 時 其 
電 B: 通話 中 
C* 被 呼 者 送受 器 を お いた と き 

と これら の 問 図 9.2 接続 中 の 線路 イン ビー 

題 が 良好 な 通 ダン ス の 変化 の 一 例 


話 品 質 ゃ る っ た 拡声 電話 機 の 設計 を , 困難 に する 因子 
で , 技術 者 は これ ら の 問題 を 解決 する た め に 以下 述べ 
さき 多く の 方 式 を 考案 し きた: 
9.2.1 同時 に 両方 向 通 話 の 可能 な も の 
(A) 有 Hybrid Balance 方 式 こと これ は 通常 の 卓上 
電話 機 と 全く 同一 原理 の も の で , 平衡 結線 網 を 改善 す 
放 2 る と と に よっ て 線路 イン ピー ダン ス が 府 化 し て も 個 音 
減衰 量 が あま り 変 化し な いよ うに し た も の で ある が , 
7 合 音 減衰 量 の 改善 に は 限度 が あり , また 室内 音 杖 条 件 
放 の 多様 性 の た め に , いか な る 部 屋 で も 使え る よう に 設 
衣 有 / 計 す る こと と は 仲 々 困難 で ある . 
側 音 平衡 を 改善 する た め に は PAD を Hybrid Coil 


の 柏 路 話 子 に 挿入 する 方 法 , 加入 者 線 長 の 変化 に よる 
有人 格 直流 電流 の 変化 を 利用 し て , 線路 端子 お よび 平衡 
| 千 線 幼 回 路 の バリ スタ を 制御 し て , 平衡 結線 納 の イン 
ピー タン ス を 線路 イン ピー ダン ス に 近似 させ る 方 法 お 
の チル り 可 補 入 各 拉 を 用 いる 方 上 な ど が みる .、 


es.、 つ さ に 図 9.3 0 


f 


放 < 本 方 式 の 拡声 串 。 

有 有 電 訂 格 に 対す る < 

宅内 音 挿 条件 の ご " 
衣 影 弧 を 示す . LR ters ea EF ma 二 
ンタ 四 ング 宮 放 殿 【 還 上 に お 
Thm FE me 
放言 か 発生 する ま で“ 


で に 押入 し うぅ 2 
RN \ 利得 の 自由 空間 Room Constant Rn 

| ( 無 響 室 ) に お 9.3 鳴 音 と 部 屋 の 音 午 条件 

ける 価 か ら の 減少 値 を , 横 軸 は 部 屋 の 反田 特 件 を きめ 
i room constant か 示す .。 と の room constant は 
式 ② で 与え られ る も の で 反 導 が な い 部 屋 で は ee と 
| なり, カーテン, 上 吸 音 天井 , じゅ うた ん を 用 いた 大 き 


* を な 部 屋 で 1,000 位 , 周 い 壁 の 3m 四方 の 小さ い 部 屋 で 


A ! 


100 200 400 500 1000 
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¢ : 部 屋 の 壁 の 平均 吸音 係数 
Sr : 壁 の 表面 積 
200 位 の 価 を と る . と の 挿入 利得 の 減少 は 壁 等 か ちら の 
反射 波 の 影響 を 示す る の で , 机 お よび 通話 者 が 存在 す ). 
る だ け で 8dB に 達し , 小さ い 部 屋 で は さら に 12dB 
減少 させ ね ば な ら な い . 
5 


Ce 


室内 音響 条件 
は echo に も 乙 
係 す る 図 9.4 
に echo を 知覚 
し うる 点 (反射 
ェ ネ ル ギ が 総 エ 
ネル ギ よ り 10 
dB 低い 点 ) に 
お ける マイ クロ 
9.4 反 閣 妨 害 の な い 最 大 ホン と の 

送 話 距離 距離 と , room 

constant 太 と の 関係 を し ゅ めす. と これ より 通常 の 部 屋 

で は と の 距離 を 45cm 以下 と する 必要 の ある と と が 


最大 送 話 距 将 (Feet) 


Room Constant 


わか る .。 また , マイ クロ ホン と 拡声 器 の 間隔 に 対す 
る 拡声 器 増 幅 器 。 

8 の 許容 利得 を 図 

® 9.5① に 示す が 

i 通常 30~40 イィ 

A hs 
マイ グロ Kk ノン と 六 寺 屯 の 写 調 られ る . 

図 9.5 拡声 器 と 増幅 器 の 許容 利得 a a 

と マイ クロ ホン ーー 拡声 器 の Hybrid Balance 

rs 方 式 の 拡声 電話 


機 は 使用 者 の 扱い 易 さ , 通話 の 自然 性 と いう 点 で 最も 
優れ た 方 式 で ある が , 上 に 述べ た よう に 種々 の 制約 条 
件 が あり , いか な る 回 線 で も いか な る 条件 の 部 屋 で も 
適度 の 音量 と 明瞭 度 で 使用 で きる よう に する と と は む 
ず か し い が 本 方 式 を 用 いた 拡声 電話 機 は 比較 的 多い . t 
(B) 帯域 消去 方 式 の 本 方 式 は Hybrid Balance 
方 式 の 欠点 を 解決 する た め の 1 つの 案 で , 送 話 お よび 
受話 回 路 の 増幅 器 の 周波 数 特性 ゃ 帯域 ろ 波 器 を 用 いて 
細か く 分 割 し , 送 話 と 受話 で 異な っ た 帯域 を 用 いる も 1 
の で , た と えば , 送 話 回 路 は 0~200, 400~600; 800 
へ ~1,000,…c/s を , 受話 回 路 は 200~400, 600~800, 
1,000~1,200, … c/s の 和 帯 域 を それ ぞ れ 伝送 させ る こと 
と に よっ て , マイ クロ ホン と 拡声 喘 を 一 周 す る ルー プ 、 


a [ P 
I 


"2 

Eh 
“ 

て 


ngs 


A A 


よね も 知人 は 
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を な くし 鳴 音 の 発生 防止 する も の で ある が , フィ ル 
タ の 価格 と 大 き さ を 考え る と き . 通常 の 拡声 電話 機 に 
は 実用 し 難い . 

9.2.2 片方 向 通話 の も の 

(A) Press to talk 方 式 鳴 音 発生 の 問題 を 最 
も 簡単 に 解決 する に は 。 送 話 と 受話 を 分 け て 一 時 に 一 
方 向 の 通話 と する と と で , Press to talk 方 式 は 通話 
者 が 押 ボ タン を 手 で 操作 し て , 最も 簡便 に と れ を 行 な 
う も の で あぁ ある. し か し な が ら 押 ボタ ン を 上 手 に 操作 し 
て 支障 の な い 通 話 を 行なう とこ と は 熟練 が 要求 され る た 
め に , 拡声 電話 機 と し て は どく 限ら れ た 範囲 で し か 使 
用 きれ て いな い . 

(B) Voice Switching 方 式 で の 方 苦 は 下記 
Press to talk 方 式 の 手動 操作 を 通話 者 の 音声 を 用 い 
て 自動 的 に 行なう も の で , 無線 通信 に 用 いら れ て いる 
VODAS と 同じ 原理 で あぁ ある. すなわち , 送 話 増幅 器 お 
よび 受話 増幅 器 の 出力 電流 の 一 部 を 整流 し て 大 き さ を 
比較 し , 小さ い 方 の チャ ネル を 阻止 する る も る の で ある . 
の 方 式 は , 鳴 音 発 生 お よび echo を 制限 する 点 で 
Hybrid Balance 方 式 よ り 有 効 で ある が , 一 方 向 通 話 で 
ある こと が 通話 の 自然 さ を 失 う 点 で は , 上 記 Press to 
talk 方式 と 全く 同一 で ある . と の Voice Switching 
方 式 に は 下記 の 2 方 式 が ある . 

(1) う Complete-Switching 方 式 

VODAS と 同じ く 片 方 向 の 音声 伝送 を 完全 に 阻止 す 
る 方 式 で ある が , 以下 の 欠点 を 有する た め に 現今 で は 
ほとん ど 用 いら れ な い .。 

1. 通話 中 音節 も し く は 単語 を clip する 傾向 が あ 
る 

2. 受話 者 が 相手 の 送 話 中 に 割 込 ん で 送 話 を 行なう 
の いい 

3. 電話機 の 置か れ た 部 屋 に 強い 屋内 雑音 が ある と 
その 雑音 に よっ て 電導 機 を 送 本 条件 に ロッ ク す る 個 向 
が ある . 

4. 大 き な 音 声 に よっ て Switching の チャ ッ タ を 発 
生 す る 可能 幅 が ある . 

1 で 2) Partial Switching 方 式 
送 話 条 件 の 場合 で も る, 受話 回 蜂 が 完全 に は 阻止 され 


) ず , ある 低い 利得 で 動作 し て いる 方 式 で , 静止 時 間 中 
| は 送 話 , 受話 回 路 の 増幅 器 は 同一 利得 を 有する が , マ 
有 イィ クロ ョ ホン (回 線 ) か ら の 信号 が 送 話 (受話 ) 回 路 の 
NN OT OY 
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機 が この 方 式 に よっ て 実用 化 さ れ て いる 
と の 方 式 の 欠点 は , 逆 方 向 泊 話 回 牙 の 利得 が だ た と 和え 
相当 低い 価 で も , ルー プ の 鳴 音 を 防ぐ た め に , 使用 通 
RE eb と で ある ろ る カ が * る 
に も か か わら ず , 音節 の clipping は か な り 減 少し 

NR 
ッ ク も 少な い . 

以下 本 方 式 の 動作 条件 を 定常 お よび 過 工 状態 に わけ 
て 検討 し て みよ う , 

で C1) 定常 状態 

性 押 了 に m3 

送 話 ある い は 受話 回 路 に 挿入 され る 減衰 量 が 充分 で 
な いと さき 発 生 す る . いま , 横 軸 に 拡声 器 の 端子 電圧 を 
総 軸 に マイ クロ ホン の 端子 電圧 を と る と , 図 9.6⑮ の 
(a), (b) の ご ど とく Hybrid Coil の 側 音 特性 お よび 拡 
声 器 と マイ クロ ホン の 間 の 音 鐵 結合 特性 ゃ 示す 側 音 線 
お よび 音 級 結合 線 と 受話 一 送 話 お よび 送 話 一 受話 ペ 
の 切替 の 特性 を 示す 切替 線 を ひく と と が で きる この 
側 音 線 と 音響 結合 線 の 間 の 距離 が 鳴 音 余裕 度 で , と れ 
を 増す に は 挿入 損失 を 増加 し て 側 音 線 を 上 に 変位 させ 
れ ば 良い . 


マイ 7 ロホ ノ 疾 隆 電 圧 (dB) 
マイ 7 ワ ロ ホ 端子 電圧 (dB) 


拡声 二 諾 子 電圧 (dB) 


(a) 拓夫 呈 敵 電圧 (dB) (b) 
図 9.6 Switching diagram 
( 抽 ) 送 話 ブ ロッ キン グ + 
送 話 すべ き と き に に 回路 が 受話 条件 に 保持 され る で と 
で , 回 線 よ り の 定常 雑音 お よび 側 音 電圧 が 大 きす ぎる 
た めで ある . すなわち , 切替 線 が 側 音 線 と 交叉 する と 
き は , その 交点 に 対応 する マイ クロ ホン 電圧 Vg 以 
正 の 電圧 で は 送 話 ブロ ッ キ ング を 生ずる 
iD 受話 ブロ ッ キ ング 
送 話 ブロ ッ キ ング の 逆 の 現象 で , 定常 室内 雑音 お よ 
び マ イク ロホ ン と 拡声 器 の 間 の 音 級 結合 こと より 生ずる 
も る ので, 切替 線 が 音 杖 結合 線 と 交叉 する と , 交叉 点 に 
対応 する 拡声 器 端 子 電圧 Vzs 以上 の 電圧 で は 受話 ブリ 
ロッキング を 生ずる . : 
(2)- 過 波状 熊 
(1) 前端 clipping . 
音 電 信 号 の 最初 の 部 分 の clipping で 制御 回 路 と 切 。 
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在 動 作 の time constant に 関係 する も の で あぁ ある.。 と この 
time constant に は 制御 回 路 の 立 上 が り 時 間 Br, Bk 
ど 減 衰 時 間 Dz ヶ , Dk お よび 入力 信号 を 検出 し た 後 
実際 に 送 話 ある い は 受話 に 切替 える まで の お くれ 時 間 
(attack time) と 太 (release time) が あり , 初頭 
clipping を さけ る た め に は rz と 4 の 和 が 10 ms 
以下 で ある こと と が 必要 で ある . 

( 員 ) 末端 clipping 

音声 信号 の 末端 の 部 分 の clipping で , と これ を 避け 
る た め に は Dz と 太 の 和 が ほぼ ば 150 ms で あぁ る とこ と 
が 要求 され る . 

Gii) Echo 

Echo は 部 屋 の 反響 に よっ て 生ずる も の で , と の 影 
聞 を 小さ くす る た め に は , 用 g を 部 屋 の 残 細 時 間 Ry 
に ほ ば 等 し くす る と と が 必要 で ある が , 実験 の 結果 で 


は Dx を 相当 大 きい 価 に 選ん で お け ば 大 抵 の 部 屋 で 


問題 な い . 

さて 本 方 式 の 拡声 電話 機 は 制御 回 路 に 入る 電圧 の 
種類 と よっ て 図 9.7 の 4 回路 に 分 類 さ れる 。 と の うち 
の 回 路 が 融通 件 に と み 良 く 使 用 され る 回 路 で ある . 


9.7 Partial switching 回 路 の 硬 類 


どこ で と で ; TVL と RVL は 送 話 , 受話 回 路 の 可変 減衰 


有朋 繕 で , TVL', RVL' は 2 っ の 切替 線 の 相対 位置 や きめ 
| る 2 付 加減 次 呈 で あぁ る . 本 方 式 の 拡声 電話 機 は 入力 信号 


S/N が 送出 信号 の S/N より 悪い の で , 送出 レベ ル が 
小さ むと き は 常に 受話 条件 に ある よう に 制御 回 路 が 


| 設計 され て お り , し た が っ て 切替 線 が 低 レ ベ ペル に お い 


で 欄 由 と 平行 と な っ て いる . いま 工 形 の 回 路 の 切替 線 


な 図 19:8 と 示 す , と こと こ で は 7 は RVL′ に より 与え ら 
札 痢 が は TVL' に より 与え られ る .。 も し , Z=0 と す 
る と Vw, の 選択 が か ず か し く な り m=0 と する と 


Vw の 選定 は 容易 と な 
る が , 送 話 より 受話 へ 
の 切替 に 際 し て , 低い 
室内 雑音 で も る 送 話 ブ ロ 
ッ キ ング を 生じ 易い の 
で 適当 な 7 と mm を と る 
必要 が ある の で ある . 


va, —~ 


図 9.8 7 形 回 路 の 切替 線 特 性 


9.3 各国 の 現状 


| 役 : 内 人 

米国 で は Bell System は じ め 各 社 で 拡声 電話 機 が 製 
人造 さ れ て いる が , こ とこ こと で は Bell System お よび Strom- 
berg Carlson 社 の 拡声 電話 機 を 紹介 し よう . 

(A) Bell System の 拡声 電話 機 や ⑦⑪ 本 電話 
機 は No. 595 型 Speakerphone と , 呼ば れ Hybrid 
Balance 方 式 で 図 9.9 の ど ご とき 外形 の 電話 機 で ある . 
電話 機 は 500 形 電 話 機 を 使用 し , 前 部 に U-1 受話 器 
を 改造 し た 電磁 形 マ イク ロホ ン を 収容 し , ON お よび 
OFF の 押 ボ タン と 受話 音量 調節 器 を 設け て ある . な 
お , 拡声 器 は 小さ な プラ スチ ッ ク ケ ー ス に 収容 され , 
電話 機 か ら 離 し て 使用 され , 制御 回 路 お よび 増幅 器 は 
独立 し た 1 つの ュ ユニ = ニット と な り 壁 に 取付 けち れる . 


Yt EE hh o> 
図 9.9 No. 595 Speakerphone 
本 電話 機 を 拡声 電話 機 と し て 発 呼 ある い は 着信 に 応 『 
答 す る 場合 は ON ボタ ン を 一 寸 押す と ボタ ン 内 の ラ 
ンプ が 点火 し , 電話 機 を 回 線 に 接続 する 。、 つ いで ダイ ィ 
ャ ル し て 被 呼 者 と 通話 する が , 通話 が 終 れ ば OFF ボボ 
タン を 押せ ば 回 線 と の 接続 が 切れ 電話 機 は 復旧 する -. 
通話 中 , 拡声 器 よ り 送 受 器 に 切替 えた い 場 合 は 送受 器 
を ゃ 上げれ ば 自動 的 に 切換 が 完了 し , また 送受 器 に よる 
通話 を 拡声 器 に 切替 えた い 場 合 は 送受 器 を お き な が ら 
ON ボタ ン を 押せ ば 良い . 送 話 増幅 器 の 利得 は 51dB 
で 18 イン チ 離 れ て 送 話し た 場合 の 線路 へ の 送出 レベ 
ル は 302 形 電 話 機 の レベ ル と ほぼ 等しい , 受話 増幅 器 
の 利得 は 44dB で , 音量 調節 器 の 減衰 量 は 33 dB で 
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9.10 送 話 , 受話 の 周波 数 特性 


ある -. 
A 本 電話 機 の マイ クロ ホン と 拡声 器 の 特性 を 図 9.10 
: に に 示す. ここ と で 拡声 器 の 特性 の 高い 周波 数 部 分 が 下 が 
っ て ゆい る の は 長い 回 線 の 場合 の 明瞭 度 を さして 低下 さ 
議 新 さる こと な く , 短 回 線 に お ける 卓上 電話 機 か ら の 双 話 
の 品質 を 改善 する た めで ある . 
| き で 本 電話 機 は Hybrid Balance 方 式 で ある か ら 


調 仙 音 平衡 を 改善 する た め に 平衡 結線 机 回 路 に 並列 に パ 
主 リス タ を 挿入 し , これ を 線路 直流 電流 で 制御 し て , 図 
間 9.11 に 示す よう に 変化 させ る . と の 平衡 結線 網 を 使 
請 用 する と と に よっ て , 1,0002 の 固定 抵抗 を 使用 し た 


場合 より も 平均 し て 5dB 仙 音 平衡 を 改善 で きた . さ 
ら に , 音 の 発生 を 抑 庄 する た め , 受話 増幅 器 の 出力 
変成 器 の 一 次 側 に サー ミ スタ と 抵抗 の 直列 回 路 を 挿入 
し レ 鳴 音 が 発生 し て も , 通常 の 受 聴 位 置 に お ける 音 圧 
レベ ル を 70dB 以下 に 抑圧 し て いる . 


正二 a 上 用 箇 
| 0s | TT ト 
N00 
cal 議 盟 台 
HNNNIIIIINE 


40 60 80 100 120 
ル - フ 直流 電流 (mA) 
図 9.11 ルー プ 直 流 電流 に よる 平衡 結線 網 の 変化 
本 電話 機 は 1956 年 末 ま で に 75,000 台 が 主として 
| 事務 所 に 設置 され た . と これら の 使用 者 より 500 人 を 押 
有 | 出し て 調査 し た 結果 , 85 洲 の 人 は 支出 し た 価格 に 見 
| 合う だ け の 価値 が ある と 答え , 中 で も 特に 身体 障害 者 
| に 喜ば れ た . また , 利用 者 の 多く が , と の 拡声 電話 機 
が みる 使用 限界 を 有する た め に , 鳴 音 を 発生 し な いよ 
】 うに する た め に は , 使用 上 ある 程度 の 判断 が 必要 と 放 
|| ぇ , その 結果 25 必 の 人 は , 通話 の 条件 が 悪い と き , 
拡声 電話 機 と し て 使用 し よう と 試み る より は 送受 器 を 
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(B) Stromberg Carlson 社 の 拡声 電話 機 (の 

これ も Hybrid Balance 方 式 の も る も ので, 増 凡 器 並び 
に 制御 回 路 は 平たい ケー ス に 収容 し て 電話 機 の 下 に 置 
か れる . 制御 ボタ ン は ON, OFF の ほか に 受話 が 遠い 
と き 拡 声 電話 機 の 送 話 を 中 断 す る 押 ボ タン が 設け られ 
て いる . 

マイ クロ ホン は セラ ミッ ククリ スタ タル で 小さ な ケー 
ス に 収容 し て 本 体 と 分 離し て 使用 され , 拡声 器 は 電話 
機 の 下 の ケ ー ス に 収容 され て いる . 

本 電話 機 は 側 音 平衡 を 改善 する た め に , 固定 抵 拉 で 
線路 端子 が 短絡 され , か つ 平 衡 結 線 網 に 可変 抵抗 を 挿 
入 し て 電話 機 を 設置 し た と き 調 節 し て 良好 な 側 間 平 衡 
が 得 ら れる よう に し て ある . 


~ 


9.12 Das Silafon 


3:2 信 来 
(A) Winston Electronics 社 の 拡声 電話 機 ⑮ 


本 拡声 電話 機 は Partial Switching 方 式 の も の で 
形 に 属す る . 制御 回 路 と 増幅 器 は 平 な い ケ ー ス に 収容 
され て 卓上 電話 機 の 下 に お か れる . マイ クロ ホン と 技 
声 器 は それ ぞ れ 別 の ケー ス に 収容 され て いる . 

本 電話 機 は 相手 が 卓上 電話 機 の 場合 は 30.dB まで の 
回 線 損 失 に 対し て な ん ら の 困難 な く 通 話 で きる 相 
手 が 拡 声 電 話 機 の 場合 は 20 dB の 回 線 損 失 に 制限 する 
で と が 応 まし い . 

9.3.3 西ドイツ 

(A)" Siemens 社 の 拡声 電話 機 ⑳ Silafon と 呼 
ば れる 本 電話 機 は Hybrid Balance 方 式 の も の で , 動 
電 形 の マイ クロ ホン は 電話 機 上 部 に 設置 され 図 9.12 
の ご ど とき 外形 を 有する . 拡声 器 は 別 の 小さ い ケ ー ス に 
上 収容 し て 使用 され , 増 己 器 お よび 制御 回 路 は ケー ス に 
収容 し て 壁 に 取付 けち れる . ; 
本 電話 機 は 下記 4 つの 照明 付 押 ボタ ン と 音量 調節 器 
を や をもって いる (その 他 に アー スポ ボタン). 


CI 
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拡声 器 ボ タン 『F | 


モニ ニタ, ボタ ン M7 ロッ ク 形 


音量 増加 ボタ ン し 
強弱 ボタ ン RL 複 帰 形 

操作 は Bell System の も の と 大 体 同 じ で ある が , F 
ボタ シ ジ は ON と OFF の 機能 を 有 し , 1 度 押 す と 動 
作 状 態 に 入り 再び 押す と 復旧 する , RL ボタ ン は 拡声 
器 よ り 出 る 音 を 大 きく し , 同時 に 相手 へ の 送 話 を 抑 正 
すろ る 押 ボ タン で , M ボ タン は 送受 器 を 使用 中 同時 に 拡 
声 器 を 動作 させ る た め の 押 ボタ ン で ある , また , し ボ 
タン は 送受 器 を 使用 し て いる と き そ の 受話 音量 を 増大 
する た め の 押 ボタ ン で ある . 

本 電話 機 の 特徴 は , 鳴 音 を 避け る た め に , 拡声 器 よ 
り マ イク ロホ ン へ の 音 結 結合 と よる 電圧 が ある 価 を と 
える と 自動 制御 回 路 が 働い て 送 話 増幅 器 の 利得 を 抑 
圧する まう に な っ て いる 点 と ,。 30 秒 と いう 長い time 
constant を 有する 熱 継電器 を 用 いて , 商用 電源 が 停電 
し じ し た 場合 , 電話 機 を 送受 器 使用 に 切替 え , 同時 に 赤 ラ 
ンプ を 点火 じ て そ れ を 表示 する と こと で ある . 

9.3.4 スエ ー デ ン 

(A) Ericsson 社 の 拡声 電話 機 " の 
称す ずる 本 電話 機 は Ericofon 電話 機 に つぐ 第 2 の 成果 
で 従来 の 拡声 電話 機 と 異な る 多く の 特徴 を 有する . 

まま ば ッッ 図 
9.13 . に 示 
ーー ト 
な ピラ ミッ 
ド 形 の 備 体 
の 中 に マイ ィ 
クロ ホン , 
拡声 器 , 増 
幅 喘 な ら び 
に 制御 回 路 図 9.13 Ericovox 
と ど 送 受 喘 を 除い て 拡声 電話 機 を 構成 する 部 品 を すべ て 
収容 し た 点 で ある 。 こ と れ は Voice Switching 方 式 と 
賀 空 管 の 代わ り に 半導体 を 使用 する と と に よっ て 可能 
ど な ラ な ただ. 操作 は 今 ま で 述べ た も の と 変わ り は な い 
が 電話機 の 頂上 部 に 3 つの 押 ボ タン が あっ て 左側 は 
ON ボタン, 真中 は 通話 中 入力 信号 の レベ ル を 9dB 
引 昇 させ る た め の 押 ボタ ン , 右側 は 真中 の 押 ボ タン の 
復旧 と 押し て いる 間 中 送 話 回 路 を 中 断 す る た め の も の 
で ある : 本 方 式 は Partial Switching 方 式 の エ 形 に 属 
じ , 和 静止 条件 で は , 送受 話 双 方 に 20 dB の 減衰 量 が 挿 
炎 さ れ て いる が , 動作 条件 で は 一 方 は 0 と な り 一 方 に 


Ericovox と 
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は さら に 20 dB の 減 誤 量 が 挿入 され る . 

マイ クロ ホン は 電磁 形 で 人 筐 体 頂 点 の 直ぐ 下 に , 上 を 
向け て 収容 され て いる , 拡声 器 は 底板 の 上 に 下 に 向け 
て 置か れ , 拡声 器 振動 板 背 後 よ り 出 た 音 が 備 体 下部 を 
と り ま く ス リッ ト を 通し て 放射 され る . この よう な 設 
置 法 に よっ て , マイ クロ ホン , 拡声 器 の いずれ に 対し 
て る も 指向 性 を な くす と と に 成功 し じ た . 

トラ ンジ スタ を 採用 し た た め は に, 従来 商用 電源 を 用 
いる こと と を 余儀 な くさ れ て いた の を , 加入 者 線 を 通し 
て 局 電源 を 利用 する と と が 可能 と な り , 卓上 電話 機 と 
全く 同じ 取扱 いと な っ た . 本 電話 機 の 使用 限界 は ルー 
プ 電 流 が 13mA に な る まで で , と これ は 48V の 4A 有形 
交換 局 の 場合 2,000 2 の 線路 抵抗 に 相当 する . と これ 
以上 長い 線路 で 使用 し た いと き は ベル 変圧 器 を 使用 す 
る . な お , 本 電話 機 は 受話 時 , 一 時 的 に 50mA の 電 
流 を 必要 と する た め , ニッ ケル カド ミウ ム 著 電池 が 組 
込ま れ て いて , 休止 時 お よび 送 話 時 に 線路 より 充電 す 
2. 

は し じ め に 述べ た ど と く 本 電話 機 に は 送受 器 が な いら い の 
で , 送受 器 に よる 通話 の 必要 な と き は Ericofon と 共 
用 され る . 
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現用 され て いる 拡声 電話 機 は , 以上 述べ た ど と K,, 
Hybrid Balance 方 式 と Voice Switching (Partial 
Switching) 方 式 で ある が , いずれ の 方 式 を 用 いて も 
相手 が 卓上 電話 機 で も 拡声 電話 機 で も , 充分 な 通話 性 
能 が 要求 され る が , まだ 卓上 電話 機 と 比較 する と 完全 
な も の と は 言い 難い よう で ある . 

さて , 将来 の 改善 点 と し て は , 

(1) 平衡 結線 網 の 改善 

自動 的 に いか な る 線路 条件 に も 平衡 する 平衡 結線 綱 
が 要求 され る が , 通常 の 電話 機 に 組 込 む 大 き さ で と れ 
ゃ 実現 する と こと は 仲 々 困難 で あろ うぅ 5. 

(2) 信頼 度 の 高い Switching Circuit の 設計 

相手 加入 者 より の 信号 レベ ル は , 非常 に 低い た め あ : 
る レベ ル ま で 増幅 され て 制御 回 路 に 入る が ; S/N の , 
悪い た め に 種々 の 問題 が ある , と の 点 の 解決 が 期待 さ 
れる . 

(3) 外部 雑音 の 克服 

差 動 マ イク ロホ ン 等 を 用 いて 室 雑 音 を 相殺 する 方 法 - 

も ある が , 仲 々 困難 で , 指向 性 音 機 器 の 使用 も 無 響 - 
室 で は 効果 が ある が 反 扶 の 大 きい 部 屋 で は か えっ で て 逆 
効果 の とこ と が 多い . 
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以上 , 簡単 に 拡声 電話 機 に つい て 述べ た が , わが 国 
で も , 通話 品質 の 優れ た 拡声 電話 機 の 早い 実現 が 望ま 
れる . 
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電磁 継 - 電 . 器 : 


EB 員 細 きき 川 に = 悦 き 利 
(日 本 電気 株 式 会 社 ) 
t 含め て 考え れ ば 
まえ が. を (iv) ワイ ヤス プリ ング 化 に よる , 大 容 量化 と 小形 


と て こ 数 年 間 , 通信 用 継電器 は ベル 研究 所 で 開発 され 
た ワイ ヤス プリ ング ・ リ レー が 完成 し や , その 諸 特 性 
が 解析 され て か らら , 電磁 継電器 その も の に つい て 
の 閉じ し い 発 展 は 見 られ な い が , こと の 分 野 に お ける 大 き 
な 傾向 と し て は 電磁 継電器 に お いて は , つき が あげ ら 
る 
(i) 性 能 上 並び に 生産 性 の 面 か ら 現用 継電器 の ワ 
スジ 1 化 が 感 ん と な っ っ てき た, 

( 結 ) 接点 の 活性 化 と よる 異常 消耗 現象 と , ポリ マ 


| の 発生 に よる 接触 不良 障害 に つい て の 研究 が 行なわ れ 


"> 


Ss 5 
G 旨 ) 接点 の 信頼 度 の 向上 と 連動 化 お よび 低 電力 化 


か らら リー ドリ レー の 製造 と , その 応用 が 盛ん と な っ て 
計 の ; 


は また, と れ と 同じ 範 ち ゅ うに K ク ロス パー スイ ッ チ る も 


TT 
*Electromagnetic Relay. By YOSHITOSHI HOSO- 


so 
| i SS (113) 


KAWA. Member (Nippon Electric Eos ltd 


化 , リー ドリ レー 等 の 使用 に よる 高速 動 化 
が あげ られ る . 以下 これら の 最近 の 動向 に つい で て で の ペ ベ 
a 


10.2 電話 用 継電器 


米国 の ベル 研究 所 で 開発 され た ワイ ャ スプ リン グ ・ 
リレー は 電話 交換 機 用 と し て は ほとん ど 完 全 に 近 ぐ 優 
れ た 継電器 で あり , と これ 以上 の 継電器 の 新しい 形式 は 
考え られ な い 状 態 で ある 。 す な わ ち モー ルド 成形 きれ 
た ワイ ヤス プリ ング 組立 て の 使用 に と は つぎ の よう な 特 


- 徴 が ある . 


(i) 低 ス チ フ ネス , 低 質 量 の 接点 ば ね は リフ トト オオ 
ラフ 形式 の 駅 動 に より 開閉 時 の チャ ッ タ が 著しく 減少 す 
ーー OR ri 

( 間 ) 接点 圧 方 を 均一 に 製造 する と と が 容易 で ある ・ 

Gij) 電磁 引 方 を 対す る 負荷 が 軽減 する . 
Gv 接 吉 組 あたり の 所 要 容 積 が 小さ い . 


\ _ 


rs Eg 
CE 


1050 [海外 技術 展 誤 ] 細川 悦 利 : 
CY) veg な 双 地 接点 で ある . 
(vi) 量産 し 
きれ ら の 特長 を 活か し て 従来 か ら の 既存 の 継電器 の 
ば ね 組 を ワ ィ ヤ ャ スプ リン グ 化 し た も の が 了 欧州 各国 で 発 


表 さ れ て いる . 

で 1) BTM 社 の ワイ ヤス プリ ング リレー 

BTM 社 (ベル ギー) で は U 形 継電器 生生 
が で きろ る ろ る よ うに. WE 社 (ベル シス テム の 製造 会 社 ) 
の AF 形 継電器 を や や 小形 に し た ワイ ヤス プリ ング 
継電器 を 実用 化し た . と これ は 構造 性 能 と も に AF 形 に 
類似 し じ て お り , た だ 接 極 子 の 運動 方 向 に 対し て 動作 ヵ 
ー ド の 位置 が 反 こけ で ある ろ る; と れ に は 
最 炎 トラ ンス ファ ャ エト 2 ブレ ー ク の 接点 を つめ る 小 
2 計 10 放 ドラ シス ファ まで つめ ろ る 中 形 , 10 トラ ンス フ 
ァ ト 4 メーク ま で ある い は 20 メー ク ま で つめ る 大 形 
の 3 種 が 標準 化 さ れ て いる . 図 10.1 は 大 形 継電器 の 
外観 で ある き 接点 に は AF 形 継電器 と 同じ く Pd 接 
吉 が 用 いら れ て お り , 可動 接点 は 金 貼り が な され て い 
<P 


対し じ に な っ て いろ 7 


10.1 BTM 社 の ワイ ヤス プリ ング 形 継電器 


2) 」 SEL 社 の 70 号 形 継電器 の 改良 

SEI7 社 (ドイ ッ ) で は クロ スパ バー 交換機 の マー カ 
| 等 長寿 命 を 必要 と する 装置 に 使用 する 目的 で , 70 過 
| 形 析 電 拘 の 抄 点 は ね を ワイ ィ イヤ ャ モー ルド で 置換 えた , 12 
ご の ウ の 半 ( 図 上 10.2) あみ あるいは 6 メーク 6 ブレ ー ク ま 


光 


図 10.2 SEL 社 の ワイ ヤス プリ ング 形 継 電 喘 


電磁 継電器 


た は 6 トラ ンス ファ まで の 接点 組 を 積 あ る も の を 実用 
すなわち 板 ば ね を 用 いた 70 喘 形 に 比 
と の 継電器 の 動作 時 間 
5 へ ~15ms で , AF 形 継 電 
こめ 時 間 が 若干 長く な 
合金 の 接点 が 用 い 


化し て いる 
し て 9 枚 増加 し た と と に な る . 
は 8~12 ms, 復旧 時 間 は 
器 に 比 し 接 極子 の 質量 が 大 きい ょ 
っ て いる 。 とれ に は Pd/Ag(70/30) 
られ て いる . 

(3) ATE 社 の 3,000 号 形 継電器 の 改良 
ATE 社 ( 英 ) で は 3,000 号 形 継電器 の 接点 ば ね を 
ワイ ヤ ャ スプ リン グ 化 し た 継電器 を 半 電 子 交換 機 の 制御 


継電器 と し て 使用 し て いる 」 こ と これ に は 図 10.3 に 示 
す よ うに 5 トラ ンス ファ と 8 トラ ンス ファ が 人 栗 準 形 と 


し て 実用 化 さ れ て いる . 


図 10.3 ATE 社 の ウソ イ ヤス プリ ング 形 継電器 


10.3 接点 の 活性 化 お よび Brown 
Deposit の 研究 


(1) 活性 化 と Brown Deposit : 

米国 の ベル ・ シ ステ ム で は 7 継電器 接点 に 主として 
Pd が 用 いら れ て いる が , 電話 交換 局 局 舎 で の 使用 に 
あたっ て 接点 の 接触 部 に 褐色 粉 を 生じ て 接触 不良 障害 
を 起こ し た り , 黒 粉 を 発生 し て 接点 が 異常 に 消耗 する 
事故 が 発生 し た . 

こと これら に つい て ベル 研究 所 の L.H. Germer, H.W 
Hermance 5 の 研究 や“ が あり 現象 的 に は 相当 な 程 
度 ま で 解明 され た が , 基礎 的 な 理論 説明 は まだ 明らか 


で な い 。 こ と これ ら 2 つの 現象 を 要約 すれ ば , つぎ の と お 
り で ある . 
(a) 活性 化 接点 表面 に 吸着 され た 有機 物 が 」 


接点 の 開閉 に より 分 解 し て カー ボン を 生成 し , 清浄 な 
接点 に 比 し て 著しく アー ク を 生じ 易く な る 現象 . 
(b) Brown Depasit 主として 白金 族 系 金属 
の 接点 間 の 機械 的 摩擦 に より 接点 表面 に 吸着 さき され た 有 
機 物 が 軍 合 し て 褐色 粉末 を 生ずる 現象 . ; 
さら に こと の 2 者 の 比較 を 表 に すれ ば 表 10.1 の と お 
り で ある . 
(2) 活性 化 現象 
接点 の 活性 化 は 電流 を 断続 する と き に 生ずる アーク 


C4) 
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表 10.1 活性 化 と Brown Deposit の 比較 


項 目 活 性 化 Brown Deposit 
接点 面 に 明 着 さ れ た 有機 物 准 吉 面 の 機械 的 立 控 に より 
が アー タク に は 課 た まり が 宣 生 て で て ボ ポ 
也 ) 素 科 し そう こま を 和 大 入る 
ー ク を 生じ 易く な る 
ーー 接触 不良 と な る 
発生 接点 | 電流 を 開閉 する 接点 電流 を 開閉 し な い 接点 
発生 する 接 | 貴金属 一 般 自 金 タン タル , モ 
点 金 属 | 多才 
不 和 飽和 叶 状 化合 物 不 普 和 環 状 化合 物 
本 不 普 和 脂 肪 化合 物 
一 部 の 脂肪 化合 物 
色相 | 黒 黒 失 色 また は 掲 色 
電 導 度 | 導電 人 性 | 細 埋 性 


放電 に より 接点 表面 に 明 着 され た 有機 ガス ( 不 飽和 環 
状 化 合 物 に 限る ) が 分 解 し て カー ボン と な る た め , 接 
需 の 最小 アー ク 電 流 が カー ボン 程度 応 小 さく な り ア 
ク の 持続 時 間 が 長く な る とこ と に よる も の で あり , その 
お る も な 現象 は つぎ の と お り で ある . 

i)」 有 接点 面 ま た は 周囲 た 黒 粉 (炭素 粉 ) が 発生 す 
る . 

(⑬) 接点 の 対向 表面 が 一 様 に 消耗 する . 

G③)" 活性 化 さ れ た 接点 に 発生 する アー ク は 不 活性 
接点 の アー ク に 比 し て アー ク の 持続 時 間 が 長く , 最小 
ァ ー ク 電流 が 小さ い . 

(iv) 白金 また は パラ ジウ ム 接 点 の 活性 化し た も の 
は 通常 カソード アー ク で あり , カソード 側が 消耗 する 
が 金玉 た は 銀 接 点 で は 活性 化し た 接点 は 通常 アノ ー ド 
の は の 0 り 生 の 訂 が 消 示 す ずる 。 

(v) 活性 化 を 起こ させ る 有機 ガス の 最低 の 蒸気 圧 
は 有機 ガス の 種類 , 動作 頻度 , 接点 電流 等 で 異な る が 
パラ ヲ ジ ウム 接点 に 対し て は ベン ゼン で 0.1 mmHg, ス 


有 有 テレ ン で 0.003 mmHg 程度 で ある . 


Gv) 湿度 が 高い と 活性 化 は 起こ り 難 <, 95 用 RH 
以上 で は 全く 活性 化 さ れ な い . 

接点 材質 , 活性 の 有無 アー ク の 形式 に よっ て 消耗 
の 状況 を 分 類 し 表 に すれ ば 表 10.2 の よう に な る の . 


表 10.2 接点 消 称 の 形式 と 種類 。 


突 - 超 | 消 


A (Rx) 


| ft 消 ( 平 消 ) 
用 GE 導 | 無人 |WCP 導 】 無人 
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と の よう な 活性 化 に より 発生 する よう に な っ た アァ アニ 
ク は 火花 消去 回 路 等 で 防止 で きる も の で は な く , と の 
原因 と な っ て いる 有機 ガス を , 除去 し な けれ ば な ら な 
い . すなわち 継電器 を 使用 し て いる 室 の 換気 を 十分 に 
し , また 有機 ガス を 発生 し な いよ うな 安定 な 有機 材料 
を 使用 する と こと で ある . 

(3) Brown Deposit, 

白金 族 金属 を 有機 ガス 中 で 摩擦 する と 絶縁 販 の ポリ 
マ と 呼ば れ て いる 重合 体 が 生成 され る が , その 量 ど 人 色 
相 は 金属 の 種類 と が ゲス の 種類 と 量 に よっ て 尋 な る 7 

て この Brown Deposit は 絶縁 性 で あぁ り , 接点 間 さ 生 
ずる と 接触 不良 障害 を 起こ す . 実際 の 交換 機 で ば "AF 
形 継電器 で 100 万 回 位 の 動作 後に 電流 を 断続 し な い 接 
点 に 発生 し , 多く の 場合 数 回 の 動作 に より 再び 導通 が 
回 復 す る . その 後 は 再び 100 万 回 位 の 正常 な 動作 共 し 
て また 了 瞳 害 が 起き さる と いう 現象 を 繰 返 す . 

と の 障害 の 割合 は 

(Ci) 動作 頻度 が 少な い ほ ど 大 きく 

(i) 開閉 時 の 電流 電圧 の 小さ い ほ ど 大 きさく 

Gj③① 接点 の 閉 成 速 度 が 遅い ほど 大 きく 

(iv) 湿度 が 低い ほど 大 きさく 
松島 

と の 障害 の 防止 に は 白金 族 金属 を 接点 に 用 いな いこ 
と で あり , また 有機 ガス の 蒸気 を 極力 減 5 す と と で あぁ 


る . ベル 研究 所 で は AF 形 継電器 の 可動 側 接 点 た パラ ヲリ 


ジウ ム の 表面 に 0.02~0.03mm の 22kAu (A722 
Ag 2) を 周り 付け る と と に より 著しく 改善 され 実用 FE 


差 支 な い 程 度 に な っ た と 報告 し て いる 


一 方 欧州 で は 低 電流 回 路 に は AgCu また は Ag が 


用 いら れ , 中 電流 回 路 に は AgPd が 用 いら 5 られ て いる 


が 活性 化 は あぁ まり 問題 と な っ て お ら ず , Ag が 主 成分 7 


i 


の 障害 も 起こ っ て いな い . 


10.4 リー ドリ レー の 発達 


従来 の 継電器 の 接点 は , 空気 中 の 有機 ガス の 影響 に 
より 活性 化 を 起こ し て 寿命 が 短く な っ た り , Brown 


Deposit の 生成 に より 接触 不良 を 生じ た りす る . また 


I TNT 


ed 
7 


介 な 間 題 が 多い . また , て これら 継電器 で は いく 5 


ーー 印加 電力 を 実用 的 な 範囲 で 大 き 


SEWED 05 TA 
っ とせ 還 有 で る る - 
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i 


1052 [海外 技術 展望 ] 細川 悦 利 : 電 磁 継 電器 


i 話 交換 は 共通 制御 方 式 の 採用 に より ます 
ます 高速 度 の 継電器 を 必要 と し て き て いる . と この よう 

事情 か ら ガ ラス 管 中 に 不 活性 が ガス と と も に 一 対 の 払 
記す する よう に 2 本 の 磁性 体 を 封入 し た リー ドス 
イッチ が 脚光 を 浴び て きた . 現在 最も 広く 生産 され て 
いる 224A スイ ッ チ (WE 社 の 名 称 )" や は ペル 研 完 
所 で 1954 年 に 完成 し た も の で ある が , その 原形 は 
1938 年 に 作ら れ た りら , 

現在 この 224A スイ ッ チ は WE 社 ( 米 ) は る ちろ 
た の こと と C.P. Clare 社 ( 米 ), Siemens ( 独 ), SEL 
社 ( 独 ), BTM 社 (ベル ギー), LMT 社 ( 仏 ) の 各社 
で 製造 され て いで , リー ドス イッ チ と し て は 標準 の も 
の で あり , 寿命 も 長く 0.125 A で 数 億 回 の 動作 に 耐え 
の , 動作 復旧 時 間 も 著 し く 速 く な っ て いる 

ベル 研究 所 で は , これ を 小形 に し た G-29 形 ス イッ 
で 00 を 主として フェ リー ドド 等 と し て 通話 路 素 
近 用 お よび 特別 な 制御 用 に 実用 化し た . と これ は ガラス 
部 の 長 さ 0.8 イィ インチ, 全長 1.5 イィ ンチ, 直径 0.15 
條 シ チ で 224A 形 に 比 し て 約 40 必 に 短縮 され , 動作 
時 間 る 図 10.4 に 示す よう に 約 30 必 と な っ て いる . 
ジジ か し 1G-29 の 0.125 A に お ける 寿命 は 224 A の 約 
50| 分 の 諾 に 低下 し て いる . 図 10.5 は と の スイ ッ チ 
の 外観 を 示し た も の で ある . 

ま 72 Siemens 社 ( 独 ) で は 図 10.6 に 示す よう た 
224 と 類似 の 外観 の トラ ンス ファ ャ 形 リ ー ド スイ ッ チ 
を 実用 化し て お り , ブレ ー ク 接点 圧力 は 10g, メー 


ホ 坪 み 7 ラ 


動 企 時 各 (ms) 


04 06 08 .0 2.0 30 
ーー 回 路 介 力 (W) 


図 10.4 各種 リー ドス イッ チ の 動作 時 間 


0 0.2 


図 10.5 G-29 リー ドス イッ チ 


図 10.6 Siemens 社 の リー ドス イッ チ 


ク 接点 圧力 は 20g で あり , その 他 の 諸 特 性 は 224 A 
形 に 近い . さら に FACE 社 ( 伊 ) で は ヘア ピン 形 の 
リー ドス イッ チ を 実用 化し て お RG 
の と 1 トラ ンス ファ 接点 の も の と が ある で れ は 
224 A 形 に 比 し て 小形 で ぁみ ある と こと が 特長 で , クロ スパ 
ー 式 交換 機 に 広く 用 いち れ よ うと し て いる 可動 部 の 
質量 が 他 形 式 の スイ ィ イッチ に 比 し て 大 きい た め 動 作 時 間 
は や ゝ 長く な っ て いる .. 

リー ドス イッ チ の 用 途 は クロ スバ パー 交換 機 の 制御 装 
置 や メモ リ は に 使用 され る の み で な く , SEL 社 で は 搬送 
電話 の 信号 器用 継電器 と し て 有 極 継電器 に 代わ り 使 用 
し て お り , Siemens 社 で は 次 節 で の べろ る よう に クロ ス 
バー スイ ッ チ の 一 種 と し て リー ドス イッ チ で 選択 メイ 
ッ チ "9 を 実用 化し て いる 。、 ま な た C.P. Clare 社 で は 


図 10.7 の よう な プリ ント 基板 5 個 の リー ドリ し = 
を 組立 て た も の を 製品 化し て いる . 


図 10.7 C.P. Clare 社 の リー ドリ レー 
10.5 クロ スバ パ バー スイ ッ チ の 改良 と 発達 


クロ スパ ー 方 式 の 発達 に 伴い クロ スパ バ パース イィ イッチ の 
小形 化 と 大 容量 化 の 要求 が 強く な っ て きた 一 方 , 共通 
制御 回 忠 の 部 分 電子 化 等 に より 高速 度 の タク ロス バース 


イッ チ の 要求 も 高く な っ て き て いる . 前 者 た 属す る も 「 


の が ワ りや スス り 0 が 45 に よら の ロス t= スィ ラッチ の 


(116) 


Ne 
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改良 が あり 、 後者 に は リー ドス イィ イッチ 等 を 構成 素子 と 
し た も の が 考え られ る . 
ロイ i スズ リン ジグ 形 ク ロス バー スイ ッ チ 
SEL 社 ( 独 ) で は さき に 15 選択 棒 の 56 水平 路 
' の スッ チ デ な を 生産 てい た が , と これ を ワイ ャ スプ リン 
J グ 化 し て コン タク トス プリ ング を 2 倍 に し 104 水平 牙 
当 の クロ スパ パー スイッチ KS-5599:G の を 実用 化し た . 


これ は 交叉 点 に 116 メー ク の 接点 が あり , 2 本 の 選 
3 択 棒 を 切替 に 用 いた 2 段 切替 た より 4 メー ク の 104 水 本 
庫 請 平 除 を 作っ て いる . 図 10.8 は KS-55 スイ ィ ッ チ で あ a 
る . . 電 
- : 図 10.10 Siemens 社 の ESK の 構造 図 J <3 
如 成 さ れ て お り , 2 巻 線 の 同時 励磁 に より 選択 動作 を すず 2 
E る が , 継電器 の 動作 マー ジン が 少な い の で 整流 器 を 6 3 
用 し て いる . 
3 ESK の 動作 時 間 は 約 3ms (1 ワッ ト 印 加 ), 保持 
電力 は 0.85 ワッ ト で ある . リー ニード スイ フチ 形 2 クロ 
. バー スイ ッ チ も 2 巻 線 の 同時 励磁 に より 選択 動作 が 行 

な われ る . 図 10.11 は Siemens 社 で 実用 化 さ れ た も 

- の で , 1 交叉 点 は 4 本 の リー ドス イッ チ と と れ を 励磁 

; : する コイ ル か ら な っ て いる .。 スイ ッ チ の 容量 は 122x 
図 10.8 SEL 社 の ワイ ヤス プリ ング ・ ク ロス ペー 10 で あり , ES ょ 3ms 5 記 の : 装 
' スズ スイッチ (KS-55) 3 
有 | 一 方 ATE 社 ( 美 )- は 半 電 子 交換 機 の 通話 路 用 と し 


| て 6 選択 棒 の 小形 な ワウ ワ ィ ャ スプ リン グ 形 を 実用 化し て 
有 お 5, ワ ィ ャ スプリング 3,000 号 継 電器 と と も に 使 
| 有 有用 し てい る . 図 10.9 は と の スイ ィ イッチ の 写真 で ある . 


図 10. 11 Siemens 社 の リー ドス イ 2 
用 いた クロ スバ ー ズ スイッチ 


名 10.9 ATE 福 の ? イ ャ スプ リン グ er 10:6 : も むす さて で 詳 議 
や クロ スバ パー スイ ッ チ 。 : 

以上 最近 の 電磁 継電器 に 関す る 諸 問 題 を 4 項 
別して の べた が , 接点 性 能 の 改善 に 対す る 研究 と 継 
器 の 速 動 化 と 小形 化 た 対す る 努力 お っ つね に 進め ら 
お り , トラ ンジ スタ が 著しく 発達 し て きた 現在 だ: 
て も 使用 条件 の 広い と と と 経済 供 の 点 か ら な お 電磁 
電器 の 発展 は 犬 い に 期待 され る .、 と と に 最近 ペル 研究 
所 か ら 発表 され た フェ リー ド は 磁石 と の 組合 わ ; 
0 20gs と いう 高速 動作 を る DCE 
ニク ス の 分 野 に 電 紙 電器 が 導入 され る 足 が か が 
出し た も の と いえ ょ よう. 


B.S.T. 31, 3, p 777, (May 1958). 
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る EE と が でき る NDNAUD ND UMN 

と れ ら は , いずれ も 部 品 単体 の 超 小 形 化 は も ちろ ん 
で ある が , それ ら の 複合 化 お よび と れ ら を あぁ る 回 路 ど ご 
と に 空間 利用 率 を 極め て 有効 に 利用 せん と する 形式 に 
組立 て られ , 装置 総合 と し て 超 小 形 軽量 化 を 企図 し て 


いる .。 こ と これら の 進展 状況 に つい て 述べ て みる . PN 


・ 
“ 


11.2 超 小 形 化 技 術 の 動向 


超 小 形 化 の 目標 は 同 し で も お の お ね の 手段 方 法 を 軸 


に し て いる が , 大 別 す れ ば 表 11.1T に 示す ど ご とく な る 

こと の 表 に 示す 部 品 密 庶 は 単位 体積 内 に 収容 し 得る 部 ”” 
品 の 敷 で あっ て , し た が っ て 小形 化 の 程度 を 示す 尺度 
と し て いる . 比較 の た め に 現在 広く 実施 され て いる 印 
刷 配 線 基 板 用 部 品 を 併記 し た の で あぁ る が , 超 小 形 部 品 「 
と 言え る の は 部 串 度 が と れ の 10 倫 以 上 の も の で あ 
る すなわち マイ ク ロモ ジュ ー ル , 2D System (2 


TR ms や モタ トロ ニクス 等 に 適用 
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ue r tra 3 mi 
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開発 者 の 例 備 考 


相 
1 印 則 配線 モジ ュー ル 0 > 部 品 を 印刷 配線 基板 に 


現在 各国 共 一 般 的 に 実施 | この 形式 の 部 品 は 小形 化 に 対し 限度 


Printed circuit module| 取付 ける 50,000 入 て いる こ 来 て いる 
部 品 単 休 ご と に 交換 修理 が 可能 
| 0.3 
> イン チ 平 方 の 標準 基板 に 平面 ; ; 小形 化 の 可能 性 良好 で あぁ あり, 組立 の 
zs Micro-module 「 | 化 さ れ た 部 品 を 付着 し これ を mo・ | 500,000 | Radio Corporation も で まる z 
dule に 組立 て る (1 基板 に 1 部品 ) RR 人 信 も で する 名 竹中 i 
| 無機 物 の ; 
i 基板 に 部 品 を 付着 き 法 で て Dia d Ordnance 丸 形 化 能 良 の 
3 or Ch 回 路 を 構成 二 る (1 基板 に 多数 の の 108 EN 征 に Rt = 穫 る 欄 才 人 泊 穫 夫 
部 品 を 付着 し 各 貴 を 構成 する 少な い 、 品 単 栖 と し で て 普 胡 


Solid state circuitry 単 結 晶 寺 の 基板 上 に 0 CRs 
は ing, Anoyi a な ど ? ゃ 


技術 に 
り 部 品 を + 瑞 踏 を 構成 する 


Moleculer electronics 


10x105 


Texas Instrument 
お よび Westinghouse 


超 小形 化 の 可能 性 優秀 部 品 単体 の 
Electric (U.S.A.) | 交換 不能 


され る も の が 超 小 形 部 品 で ある . 

部 品 の 超 小 形 化 技術 に は 大 別して 2 竹 の 方 法 が 応用 
され で いる . その 一 つ は 従来 の 原理 に 基づく 部 品 を 薄 
膜 化 細 線 化 等 の 技術 を 応用 し て , 平面 化し 超 小 形 化す 
る も の と , 他 の 一 つ は 半導体 理論 を 応用 し た いわ ゆる 
Simulated Components 化し た も の と で ある . 

薄膜 化 は 各種 金属 の 真空 燕 着 , 陰極 スペ パッ タリ ング 
また は 焼付 法 (Firing on method) 等 に よっ て , 各種 
電極 , 抵抗 体 お よび 磁 心 の 形成 等 に 適用 され , 細線 化 
評 あ ら ゆ る 工程 を 高 精度 化し た 化学 的 また は 電気 的 ェ 
ッ チ ング に よっ て 行なわ れ , 部 語 の リー ド 線 また は 部 
上 品 間 の 接続 配線 た 有効 な らし め て いる . 

Simulated Components は 半導体 理論 を 応用 し て 新 
た に 開発 され た る の で あぁ あり, し た が っ て トラ ンジ スタ 
の 製法 を 適用 する 部 面 が 多く まだ 製品 化 さ れ た も の は 
僅少 で は ある が , それ だ け に 今後 の 開発 に まつ と ころ 
が 多く 極め て 将来 性 の 大 な る る の で あぁ ろう. と こと で は 
固体 回 路 部 品 と 称し て 後述 する . 

装置 を 小形 化す る た め に は , 部 品 の 超 小形 化 が まず 
必要 で ある が , と これ と 並行 し て と これ ら の 部 品 の 結合 方 
法 あ る い は 組立 方 法 の 合理 化 も 重要 な 問題 で ある . と 
の 結果 単体 部 品 の 概念 か ら 複 合 部 品 に , さら に 複雑 な 
回 路 構 成 を ー っ の モジ ュー ル と する 方 式 が , 進展 され 


| で 来 た かく のど と さき 複合 体 で は 1 個 の 部 品 の 損傷 は 


複合 部 品 ま た は モジ ュー ル 全 体 の 機能 を 停止 させ る と 
と に な る . すなわち 超 小 形 部 品 に つい て は 単体 部 品 か 
ら 次 第 に 複雑 な 部 品 の 集合 体 に 移行 し つつ ある . し た 
が っ て 部 品 は 超 小 形 化 さ れる と 共に 信頼 姓 の 向上 も と 


Ns 


11.3 抵 抗 器 
HO GME CSE FIRB 


国 に お いて 実用 化 が 進め ゆめ られ て いる . 蒸着 金属 体 ど 
て は NiCe?09 金 白金 お よび タン タル 等 が お 9 誤る る 
の で こと の 他 に シリ コン お よび シリ コン オキ サザ イド を 漆 
加 し た 合金 を 研究 され て いる . 一 般 的 な 特性 と し て 金 
属 薄 膜 の 比 抵抗 は 膜 厚 が 小 に な る に し た が っ て 増大 すず 
る 傾向 が あり , 時 と し て 正規 の 値 の 10~25 倍 に 達 す 
る か ら 小 形 化 に と っ て 有利 で あぁ る . 真空 奈 着 時 の 金属 
と 基板 の 接着 力 に つい て は 多く の 問題 が あり , この 間 
に 金属 酸化 物 を 介在 させ て 接着 力 を 増す と こと や 』』 大 気 
圏外 の ごとき 高 斉 空中 に お ける 接着 力 の 劣化 の 問題 等 
は 重要 で ある 


落 膜 の 抵抗 値 は 厚 さ 一 定 の 場合 薄膜 の 縦横 比 の な に 


比例 する か ら 比 抵抗 と し て rR を 用 いる . 


100 200 300 400 500 600 700 
時 向 : 
図 11.1 1,000 Q2/ 平 方 ノ フィ ルム の 負荷 寿命 
(室温 70°C) 


金属 薄膜 の 必要 面積 は ほぼ 消費 電力 に 比例 する と 考 7 
11.1 は NiCr 薄膜 に っ つい て IRC 社 の 7 


CAG 
実測 値 で 一 平方 イ ンチ 当たり 2W 程度 が 限度 と 思わ 


れる ・ 一 般 に 比 抵抗 は 基板 の 表面 粗 度 , 燕 着 後 の 熱 処理 


震 11.2 NiCr 薄 膜 抵抗 の に よっ て る も 左右 され る . 堪 
特性 (Royal Radar) 


腐 厚 | 抵抗 | 温度 作 炒 


板 表 面 の 粗 な 程 比 抵抗 は 増 
加 す る が , 割 目 を 生じ 易 277 
不安 定 こ なる: 表 T1200 計 
Royal Radar 社 の NiCr. 
合金 の 例 で 真空 度 10-*mm 
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Eu で が ガ が ラス 
基板 上 に 蒸着 
だ も の で あぁ あ , な 
る . 金属 加熱 8 200 
温度 は 1,600 
*C で この 浸 

庶 で 原 組成 の 99 
80% Ni 20% 


本 下品 吊 
RE 


» Rd 
Cr の 薄膜 が < A 
得 ら れる . 基 0 400 800 1200 1600 2000 2400 
(-) ーー 展 邦 
は 00°C て 図 11.2 NiCr フィ ルム の 有 購 厚 と 
燕 着 後 真空 中 抵抗 の 関係 


で 焼鈍 する . 同社 で は 74% Ni 20% Cr 3 Fe 3% 
A の 合金 を 1,650° で 蒸着 し , さら に 高い 比 抵抗 の 
も の を 得 て い る が 接着 力も 良好 で ある . 図 11.2 は 
Wright 社 の NiCr 合金 の 燕 着 時 の 基板 温度 と 比 抵抗 
どの 関係 を 示し て いる . 和 素 あみ るい は 酸化 待 素 の 添加 
に こまり 比 抵抗 は 増加 する . 


% 


R/sa =100 OHMS 


ク 


抵抗 値 変 化 
さ 


' 
I) 
=) 


3 200 400 600 800 1000 1200 
図 11.3 NiCrSi フィ ルム の 粘 化 特性 


経時 変化 も 図 11.3 に 示す ど と く 初 期 値 を 除い て 宏 
定 じ て いる が , と これ ら は 熱処理 に よっ て 抵抗 温度 係数 


放 が 変化 する . Wright 社 は また 蒸着 時 の ソー ダ ガ が ガラス 
基板 の 温度 を 変え る と と に より 異な っ た 経時 変化 特性 


が 得 れ る と と を 報告 し て いる ( 図 11. め . 200°C 付 


| 近 が 最も る 良好 で ある . 燕 着 後 の 焼鈍 は スト レス を 除き 


抵 控 値 を 減少 させ る が , と の スト レス は 膜 厚 が 大 で あ 
れ ば 少な い . また 酸化 に より 抵抗 値 が 大 と な る か ら , 
焼鈍 を 真空 中 と 空気 中 で 行なう の は 結果 が 非常 に 異な 

+4 


2 


抵抗 値 変 化 % 
oo 


11.4 NiCr フィ ルム 基板 温度 に よる 
経時 変化 の 状況 


り 空気 中 の 方 が 抵抗 が 増え る . また 空気 中 で 高温 た と 
えば 200°C に 放置 し た 場合 温度 係数 も 正 の 方 向 に 増 
の 

Royal Rader 社 に お ける 貴金属 抵抗 器 に は 80 少 金 
20 必 白金 と 60 必 金 40 履 白金 の 2 種 が ある と の 
蒸着 薄膜 は 非常 に 安定 で あり , 表 11.3 に その 大 要 を 
示す . 

表 11.3 間 金 属 薄 膜 の 特性 (Royal Rader) 


組成 | 比 抵 " 抗 | 温度 係数 | 経時 変化 | 雑音 


% (FF& 1000 AJun |PPMIC | %[Iweek 
Au 80 Pt 20 60 | 250 F 0.25 | 倫 線 抵抗 に 
Au 60 Pt 40 75 600 | | 過 じ 


Bell 研究 所 で は 陰極 スペ パッ タリ ング に よる タン タル 
蒸着 膜 で 抵抗 体 を 作る と と に 成功 し て いる . これ は 後 
述 の 蒸着 タン タル コン デン サ と 組合 わせ て 1 枚 の 聞 板 
上 に CR 回 路 を 同時 に 形成 し 得る 利益 が ある . タン タタ 
ル る も 薄膜 で は 比 抵抗 が 数 倍 と な り , 抵抗 温度 係数 も 通 
常 3,.000 PPM/C の も の が 薄膜 の 場合 100 PPM/C 
に 減少 する . 

さら に タン タル は 表面 酸化 層 で 酸化 の 進行 を 防止 す 
る か ら 抵 抗体 と し て 安定 で あぁ る. 内 部 ひずみ を 除去 す 
る よう に 焼鈍 を 行なえ ば 安定 度 は さら に よく な る . 実 
測 例 と し て 焼鈍 後 100°C 中 800 時 間 後 に お ける 抵抗 
値 変化 は 約 0.2 履 程度 で あっ た . 

基板 に 蒸着 され た 抵抗 体 か ら 所 定 の 抵抗 値 に 調節 す 
る に は 薄膜 に 適当 な 分 割線 を ェ ッ チン グ し て 行なう . 
高 抵抗 程 細 い 分 割か が 必要 で ある か ら , エッ チン グ の 分 
割 精度 が 問題 で ある . 

図 11.5 は マイ クロ モジ ュー ル の 0.31 "イィ ンチ 青 方 
の 基板 片面 に 分 割線 に よっ て 2 個 の 抵抗 を 実現 し た 例 


4. 分 割線 
2. 藻 着 抵抗 フィ ルム 5. 抵抗 調節 線 
3. 包め っ き 鍋 端子 


1. アル ミナ 基板 


図 11.5 マイ クロ モジ ュー ル 用 金属 薄膜 抵抗 


(C120) 


居 と っ て 有利 で あり, 最近 の 新しい 材料 技術 の 進歩 と 共 
3 : (121) 


昭和 35 年 9 月 電 気 通 


表 11.4 抵抗 膜 の 各種 調節 方 法 


No.| 方 ま 名和 大 | 方 法 < 
1 | 電気 的 エッ チン ケ | パターン を 寄 着 させ 電気 的 エッ チン | 去 
»~ 私 ッ チ ング 剤 包 刷 後 電気 的 エッ チ a 
に 記 エ ッ チ > を 感光 現像 後 電気 導 
* 拡 テ ッ チ ング 剤 を 感光 現像 後 電気 的 | 
4 を | 化学 的 エッ チン グ |(2) に 同じ , た だ し 化学 的 エッ チン グ | 井 
5 » (3 に 同じ , た だ し 化学 的 エッ チン ク | 否 
6 | バターン シン 予 印 周 人 生 の 還 刷 後 枯 , 酸化 クロ 否 
0 スペ パッ タリ ング | イオ ン ボ ポン バー ド に より エッ チン グ | 惨 
8 スト 4 た 印刷 牧 ホ ンド ブ | 示 
91| 超 音 波 加 工 | 所定 の 形状 に 工具 を 移動 させ 加工 可 
10 ~ 所 定 の 形状 の 工具 で 加工 否 
1 電気 的 エッ チン グ | 電極 針 を 移動 させ 電気 的 エッ チン グ | 可 
12|| マ スス ク 蒸着 | パターン マス ク を 通し て 蒸着 可 
a Ee し 蒸着 後 凸 部 | 
BENG lt rt 
15| 電 気 探 針 法 Ek 可 


で あぁ あぁ る. 膜 厚 等 の 不 均一 に より 正確 な 寸法 の ェ ッ チン 
グ を 行なっ て も 二 25 程度 の 抵抗 値 の 変動 は 避け 難 
や ゆい た め , 最 る 理想 的 な 調節 法 は モッ チン グ 中 抵抗 値 を 
モ = 婦 測定 する こと で ある . と これ が で き な い 場合 エッ 
チン グ 後 ダイ ヤ モ ン ド 工 具 で 修正 する . 表 11.4 に 各 
種 調節 方 法 を 示す ⑫⑳). と これ ら の 中 , 電気 的 お よび 化 
学 的 エッ チン グ が 現在 最も 多く 用 いら れ て いる . エッ 
チン グ 幅 は 0.5~ ユ ミル 程度 , 可能 な 最大 抵抗 値 は マ 
イク ロモ ジュ ー ル の 基板 片面 上 に, 2 個 の 抵抗 を 設け 
だ た 場合 1 個 当 た り 40kQ~100kQ 程度 で ある . 
IRC 社 は MIL 規格 を 基 江 と し た NiCr 蒸着 薄 肛 
抵抗 の 評価 を 行なっ て いる が , と これ は 表 11.5 に 示す 
る 
表 11.5 薄膜 抵抗 の 特性 と MIL 規格 対照 


項 =| 


MIL-R 
MIL-R-11 | -10509 C | 薄膜 抵抗 
特性 紀 


500 
70"C 名 生計 人 時間 平 赤 0 
短 時 間 過 負荷 % os 
温度 係数 PPMPC a 


電圧 係数 %IV 


ュ コン デン サ に お ける 超 小 形 化 の 方 向 は 良好 な 持 性 と 
高い 信頼 度 を 維持 し つつ 容量 と 容積 の 比 を 大 に する と 
と , 並び た と れ の 経済 的 な 製造 方 法 の 開発 向け られ 
て いる . 超 小 形 回 路 の 使用 電圧 が 低い と と は 小形 化 に 
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に こと の 方 面 で も 著しい 発展 が み ら ちら れる: とれ に は 大 別 
し て , () 奈 着 フィ ルム ゴン デン サ , ⑫ 成層 を \ ラ で ミ 
ッ ク グ クコ ン デ ン サ / GG) 林 着 タン シタル コン デン ササ 語 Cy 
フウ カウ の レン デザ サ 祭り 0 

(1) 聞 着 フィ ルム コン デン サ 

誘電 体 と し て 硫化 鉛 , 硫化 カド ミウ ゥ ウム , 硫化 亜 負 , 
玩 化 カル シウム , 財 化 マグ ネ シ ウ ム , 一 酸化 確 素 お よ 
び 二 酸化 待 素 等 GG) 2\ あ り , と これ ら を 真空 中 で 電 徹 
と 交互 に 寿 着 し て コン デン サ と する . 蒸着 誘電 体 ば 内 
部 ひずみ を 持ち 易く ,。 た と えば 上 填 化 マ グ ゲ ネ シ ウ 六 で ぼ 
5,000 A 以上 の 厚 さ は クラ ッ ク が 人 入り 易い で のび 
ずみ の 原因 と な る も の は 膜 厚 の 外 に 蒸着 速度 お よび 基 
板 温 度 等 が ある . 高い 誘電 率 を 得る た め 2 種 の 材料 を 
同時 に 基板 に 蒸着 する 試み る 行なわ れ て いる と の 材 
料 の 組合 わせ と し て 酸化 ボロ ン と 一 酸化 寿 素 ある いま 
酸化 狂 と 一 酸化 寿 素 等 が ある 、 面 熱性 を 高く する た め 
高 融点 の 材料 が 試み ぁ られ て いる が , と これら は 聞 着 する 
際 ヒ ー タ 加熱 た に よる 攻 着 が だ できない の で 電子 ボン パー 
ド 法 が 用 いら れる . と この 例 と し て 酸化 アル ミニ = ぁ ゥ パム 容 
化 ボ ロン , シリ コン カー バイ ド お よび 酸化 希 圭 金属 等 
が ある. 以上 の うち 有望 な も の は 酸化 待 素 と 酸化 ァ 
ルミ ニウム で 最高 の 特性 と し て 容量 0.005 x F/cm?*j 


絶縁 抵抗 100kM 2, 損失 係数 1 必 以下 が 得 ぁ れ で い 
表 11.6 代表 的 誘電 体 の 特性 = る ?・ 表 11.6 に 誘電 
村上 体 材 料 の 融点 と 気化 
. » 2mmHg)° > 
si 0 27 奥 の 例 を 示す . 
Mg F2 1,400 一 攻 化 詩 素 恭 着 フ 


1,250 


っ Ue DOENTN 
表 11:7 SiO フィ ルム コン デン サ 特 性 (DOFL) 


“ | 持寺 鐘 


電極 金 司 店 Flcme | (00) | M0) Ca) | 


の 特性 例 を 単 層 の 場合 に つい て 示せ ば 表 11.7 の 通り 
で ある . とこ の 例 に み ら れ る ど と くさく, 電極 と し て 中 金 属 
は 良好 な 結果 を 示し て いる . 図 11.6 は 膜 厚 と 面 電圧 
の 関係 で 膜 厚 が 薄い 程 有 利 な 傾向 が ある . SiO フィ 
ルム に は MP コン デン サ と 同様 に , 制御 され た エネ 
ル ギ の パル ス 電 圧 に よっ て 導電 性 ピン ホー ル を 除く と 
BCR CE 
二酸化 シリ コン は 優れ た 耐 電圧 特性 を 有 し 1kV/ 


ィ シ な コン Re 
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s00 


) と 庁 対 屯 只 


(= 


0) 


図 11.6 SiO。 フィ ルム の 見 掛け の 耐 電圧 


MIL に も 達する . し か し と の 燕 着 は 攻 着 温度 が 高く 
計 ユエ:700°C 以上 で あぁ あり, この 条件 で 分 解 し 易く また 加熱 
た 場合 の 熱 了 家 収 が 悪い た め 困 難 で ある.。、 こ と の た め 一 
| 詞 化 寿 素 を 蒸 着 後 長 時 間 高温 の 酸化 を 行なう 等 の 製造 
痢 6 上 筆 ま し く な い 条 件 を 必要 と する . 熱 伝導 の よい 酸化 
罰 有 ミリ ラッ cBeo) 。 の ルッ < に 入れ て 加熱 匠 着 する 
方 法 等 る 考慮 され て いる . 将来 この 材料 は さら に 研究 
話 で 要する で あぁ ろう . また 同じ く 将 来 の 問題 と し て , た 
| と そば 黄 化 バ リッ ム と 酸化 テ チタン を 同時 に 同一 基板 に 
放 着 し て , チタ ン 酸 バリ ウム フィ ルム コン デン サ を 実 
放 現す る 混合 恭 着 の 問題 も 研究 を 要する も の と 考え られ 
: で る 蒸着 フィ ルム コン デン サ に つい て IRC 社 の 
請 半 料 は つき の 通り で ぁ る . 容量 は 0.02 ヶ 下 / 平 方 ィ 
a 


100 
(ko) 
io 図 11.7 容量 周波 炒 特 性 

半生 は 


i 容 化 は 0~1. 4 で あり , 70°C で 60 VDC の 電 
: は 導い 導 近 が 


(122) 


家 11、8 蒸着 フィ ルム コン デン サ 
の 特性 例 CIRC) 


コン デン サ は 超 


容 重 容 重 叶 度 係数 | tan3 . 
mr 平方 イ ンチ | (+). PPM/°C % 小形 回 路 技術 に 。 
16.0 1,600 3.5 
14.0 900 1.5 お いて 他 の 燕 着 導 | 
4.3 1,900 3.4 部 品 と 組合 わせ 
「 人 ) 1,400 2.4 : 
7.0 700 2.5 て 接続 部 分 の 少 
6.4 500 1.3 な い 複 合 回 路 を 
3.8 1,500 2.5 
3.8 1,700 3.3 実現 で きる 非常 
に 有利 な 特徴 を 
衣 11.9 蒸 落 フィ ルム コン デン サ と MIL 規格 の 対照 RC) 
項 目 MIL-C-11015 A | 2 する 
tan3 % 3 1~3 
絶 綴 抵 抗 9 10% 10°~101 
容量 温度 係数 PPMIPC 約 5,000 2,000 以下 


持っ て いる の で , 超 小 形 部 品 と し て は 最も 有望 な も の 
の 一 つ で あぁ る . し か じ こ と の 研究 は な お 緒 に つい ただ ば か 
り で あぁ あり 今後 の 発展 が 期待 され て いる . 

(2)、 成 属 セ ラミ ッ ク コ ン デ ン サ 

と の 方 面 の 先進 的 な 例 と し て DOFL"? 社 の 成層 セラ 
ミッ クコ ン デ ン サ が ある 。 こ て これ は 非常 に 高い 誘電 率 を 
有する チタ ン 酸 バリ ウム を 高温 で 処理 し 半導体 状態 と 
し , これ を 空気 中 で 再 熱 処理 を 行なう こと に より その 
表面 に と 生ずる 非常 に 薄い 絶 経 層 を 誘電 体 と し て 利用 し 
た コン デン サ で , 損失 係数 は 30 少 位 で や ゃ 大 きい が 
単位 面積 当たり の 容量 が 大 きく , さら に 表面 層 の 焼成 
は 銀 電 極 の 焼付 と 同時 に 行なう と こと が で きる 加工 上 の 
利点 を 有 し て いる . 図 11.8 に その 構造 原理 と 等 価 回 
店 図 を 示し た ・ で C, Rp は お の お の 表面 層 の 容量 お よび 


図 11.8 成層 を ラミ ッ ク ・ コ ン デ ン 馬 模型 と 等 化 回 牙 

A 損失 抵抗 , Rs は 半導体 
次 焼 成 時 間 と 特性 化 さ れ た チタ ン 酸 パリ ウ 
CDOFL) ム の 抵抗 で ある . 表 11.10 


A 
行なっ た チタ ン 酸 パリ ウッ 
を 800C 補 気 中 で ニー 


に K1,200°C の 水素 ふん 囲 
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焼成 を 行なっ た 場合 の 焼成 時 間 と 特性 の 関係 を 示す . 
旋 層 セラ ミッ クコ ン デ ン サ は 一 定 の 容積 中 に 大 容量 
を ゃ 得る 無極 性 コン デン サ と し て 適し て いる が , 各種 添 
加 物 等 に よる 多く の 改良 が 今後 に 期待 され て いる . 
(3) ラッ カ ・ フ ィ ル ムコ ン デ ン サ 
金属 膜 間 に プ ラス チッ ク フ ィ ルム を 塗装 し て と れ を 
誘電 体 と し た コン デン サ は 小形 化 能 力 が 非常 と に すぐれ 
て で おり, と これ に は Striped type と Supported type と 
が ある ・ Bell 研究 所 の 報告 に よれ ば 前 者 の 場合 セ 
ル ロ ー ズ アセ テー ト 誘 電 体 を 使用 し 50V 定格 で 従来 
の MP コン デン サ の 1/4 容積 で ある. 後者 は 容積 は 
若干 増 加 す る が 紙 コ ン デ ン サ の 紙 を 支持 基 材 と し て ポ 
痢 スチ レン の 機械 的 に 弱い 性 質 を 基 材 で 支持 する . と 
れ に は まず 紙 の 両面 に ブチ ル セ ル ロー ズ ア セテ ー ト を 
塗装 乾燥 後 亜鉛 を 蒸着 し , さら に その 上 に ポリ スチ レ 
ジ シ を 塗装 する .。 こ て これ を 2 枚 重 ね て 巻 回 し コン デン サ を 
作り 充電 し た 他 の 30xF の コン デン サ か ら の 放電 
後 100 V.DC を 10 秒間 印加 し て 導電 性 ピン ホー ル を 
除去 する . さら に 一 55~75°C の 温 麻 サイ クル を 10 回 
加え 65 へ ~75°C で 100V.DC を 印加 し た まま 100 
>300 時 間 の 知 化 を 行ない 完成 する . と れ に よっ て 
10,000>35,000 gg F/0.03 立方 イ ンチ の 容量 が 得 ら 
放 れる "容量 は フィ ルム 厚 さ に よっ て 変え られ る .10 回 
請 の 温度 サイ ィ イク ル に よる 特性 変化 は 僅少 で 容量 で エ 0.5 
放 る 以内 , 2Q で 元 5 六 以内 で あり 絶縁 抵抗 は 改善 され 
放 る 温度 係数 は 負 で あり 100 PPM/*°C 以下 で ある. Q@ 
は 100kc7 ま で 一定 で 高く それ 以上 で 落ち る が 1 Mc 
で も 1650 以上 で あり , 電極 の 厚 さ を 厚く する こと と 等 に 
まり さら に 改善 され る 見 込 が ある . 寿命 試験 の 結果 る 
容量 , Q お よび 絶縁 抵抗 に つい て 極め て 安定 な と と が 
示さ れ て いる :』150V 定格 に お いて 同一 容積 の 容量 は 
マイカ コン デン サ の 20 倍 に 達する . 
| 厨 熱 貴 の よい こと の 種 の プラ スチ ッ ク フ ィ ル ムコ ン デ 
イム コシ デン サザ が ある . と れ は 
Radiation Research Lab. の 開発 に よる も の で で, ア 
放 ルミ ニウム を 燕 着 し た マイ ラフ ィ ル ム 基 材 に グロ ー 放 
| 有 電 に より 叶 素 樹脂 の 混合 が ガス を 重合 析出 させ テフロン 
有 天 電 体 と し , と の 上 に さら に アル ミ 電 極 を 燕 着 し た も 
| の で ぁ る . この 大 了 略 の 定数 を 表 11.11 に 示す . 1,000 
|| ~3,000 時 間 85*C 45 V.DC 印加 の 寿命 試体 の 結果 
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御 増 が 認め られ た 以外 異状 な く , 損失 係 敷 は 初 
の 0.3 へ 0.7 程度 で ある . 電極 抵抗 を 減ら す と 
ト り 損失 係数 は 0.150.3 程度 が 可能 と 考え ら 
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表 11.11 テフロン フィ ルム コン デン サ 特 性 


04D 合議 方 イン チイ ンチ 
0.03 1 78 40 30 
10 86 60 30 
0.04 56 34 40 
10 60 46 40 
0.05 1 40 24 50 
10 42 33 50 


れる . 絶縁 抵抗 る 良好 で ある . また 125°C 70V.DG 
の 寿命 試験 に お いて も 満足 すべ き 結果 を 得 て い る "7 将 
来 の 問題 と し て マイ ラ を 薄く し 蒸着 を 多層 に 行なう で 
と に より 200z 下 / 立 方 イ ンチ の 大 容量 を 得る 林 能 性 が 
あぁ ある. いずれ に し て も 大 容量 と 良好 な 耐熱 性 お いで 
重要 な 用 途 が 考え られ る で あろ うぅ . 

(4) 蒸着 タン タル コン デン サ 

ベル 研究 所 で 開発 され た 蒸着 タン タル コン デジ サザ は 
超 小 形 回 路 に 使用 する 比較 的 大 容量 の コン デン サザ と し 
て 有用 で ある . と これ は 硝子 ある い は アル ミチ 基板 息 ビ 
陰極 スパ ッ タ リン グ 法 に より 5,000A 程度 の タン タル 


を 蒸着 させ, と の 表面 に 電気 的 化成 法 に より TaiO』 の 


層 を 作り , と これ を 誘電 体 と し て その 上 に 上 叶 金 属 あ る い 
は アル ミニ ウム の 対極 を 蒸着 し た も る の で 図 11.9 で そ 
の 構造 を 示 
す 対 極 と し 
て 半導体 あ 
る い は 電解 
質 を 使用 し 
な い 点 通常 


非 化成 ヌ ノ タル 
11.9 蒸着 タン タル ュ コン デン サナ 構造 


) デン が 党 還 
な る が 有 極 性 で あ る mass の 誘電 率 は 約 25 で 容量 < 
面積 と の 関係 は 同一 化成 電圧 で 化成 し た 々 タン タル 電解 1 


の 電解 コン 


コン デン サ と 同等 で あら る が , 直流 漏えい 電流 は と れ よ ま 


り 少 な くま た 使用 電圧 も 若干 高い . 容 量 は 50 V 使用 電 


より 改善 で きる 温度 係数 は ー196°C~170°C 付近 まで 


ほぼ 一 定 で 約 +250 PPM/'C で あぁ る. 損失 係数 温度 "7 
特性 る 170°C 以下 で は 変化 が 少な い . 絶縁 抵抗 は 同 容 7 


量 の マイ カコ ン デ ン サ に 匹敵 する , 寿命 は 100V 化成 


の も の が 室温 で 6 か 月 異常 が 無かっ た と と が 報告 され 


て いる 。 じ か し 高温 の 場合 の 定格 電圧 の 格下 げ 等 な 半 


調査 が 進め られ で いる . 単位 体積 当たり の 容量 に っ い 


て は 多層 に 作ら れ た 場合,100V 化成 の も の で 504F/ 


Pe 


圧 の 場合 0.1 x F/cm*, 75 V の 絶縁 抵抗 は 3,0009-F 


NC 


で あり , 100~ に お ける 損失 係数 は 1 以下 で あぁ る . と 
れ は 高周波 に お いて 増大 する が 電極 を 厚く する と と に 
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立方 イン チ と 推定 され る . な お タン タル 以外 , ア ルミ ニ 
ウム , チタ ン 等 に つい て も と の 種 の 調査 が 行なわ れ , 
アル ミニ ウム に つい て は 良好 な 結果 が 得 ら れ て いる . 
蒸着 タン タル コン デン サ は 格 着 タン タル 抵抗 器 と 同 
時 に 同一 基板 に 加工 で きる 印刷 形式 の 部 品 で ある か ら 
本 質 的 に Integrated Circuit に 適し て お り , その 良好 
な 特性 と 共に 超 小 形 部 品 と し て 大 き な 意 義 を 持っ て い 
の 


a 4 イ ル 


コイ ル , 変成 器 は 抵抗 器 , コン デン サ に 比べ て 構造 
的 ある い は 磁気 的 特性 か ら 薄 膜 化 が 困難 で ある た め , 
と の 方 面 に 著しい 進展 は みち られ な い . 超 小 形 化 回 路 の 
方 向 と し て は 。, 他 の 半導体 ある い は CR 部 品 に 置換 す 
る か ,』 ある い は 全く コイ ル を 使用 し な い 回 路上 の 工夫 
を 行なう か が 一 般 の 傾向 で ある 09? 3 印刷 コイ ル は 
薄膜 化 さ れ た コイ ル と いえ る が の,。 イィ ンダ クタ ンス 
が 少 さ く 高 周波 以外 使用 し 難く , また 漏えい 磁界 が 大 
きい ので 有利 で な い . 小形 化 さ れ た トロ イダ ル 形 コイ 
少 は と の 点 有 有利 で ある が , コイ ル 特 性 は 磁 心 の 容積 に 
大 部 分 支配 され る た め 用 途 に 制限 が あぁ る. RCA は マ 
攻 ク ロモ ジ ュー ル 計 画 に 外 径 0.2 イ ンチ , 内 径 0.1 ィ 
シ チ 。 高 さ 0.045 ダ ンチ の トロ イダ ル 磁 心 を 用 いた コ 
條 ルル を 高周波 コイ ィ イル と し て 採用 し た で や, と れ 人 使用 
以 た 材料 は この 目的 の た め 新 た に 開発 され た ニッ ケル 
亜 鈴 系 フェ ライ ト で ある . と の フェ ライ ト は 電気 的 特 
性 お ま び 温度 特性 を 焼 結 条件 の 改善 と ,。 モ リブ デン , 
Nm コパ ルト , イッ トリ ウム お よび カー ボン ブ 
ヲ ク 等 の 添加 に より 改善 し た も の で , 特に カー ボン 
ブラ ッ ク 微 粒子 の 添加 量 に よっ て 遂 磁 率 , 温度 係数 や 
制御 で きる , 図 11.10 に と の 状況 を 示し た . 実用 上 温 
慶 係 数 は 55°~125°C の 範囲 で 100PPM/*C 以下 の 
も の が 得 ら れる . と の 場合 の x お よび 〇 @ は お の お の 
55| お ま よび 110 で キュ ー リ 点 は 約 310C で あぁ ある. と の 


まう な フェ ライ ト は トロ イダ ル 磁 心 の で と き 閉 磁 路 の 


カー ボン (100A) 宣言 比 
2 3 4 5 


-200 
図 11.10 カー ボン 添加 と 温度 係数 の 関係 
(1025°C 焼 結 , 4.5 Mc 用 ) 


使用 に お いて も 安定 に 動作 で きる の で , 4.5~20 Mc 
等 の 発振 器 の タン ク 回 路 に その まま 使用 で きる . 


11.5 ES 


フェ ライ の リリ シゲ ダス ュ ユア を 肝 い だ スモ 
現在 広く 使用 され て いる が , フェ ライ ト 板 に 多数 の 和 孔 
を 設け と これ に 配線 を 通じ た メモ リプ レー ン , ある い は 
恭 着 磁性 フィ ルム 等 が と これ の 改良 と し て 開発 され て い 
る . 表 11.12 は と これら の 比較 を 行なっ た 例 で ベル 研究 
所 の 資料 に よる や. フェ ライ ト 板 は 現在 最も る 小形 だ ご ヌ x 
表 11.12- 各種 え モ リコ ア 特 性 比較 (ベル 研究 所 ) 


切 換 速 度 zs 1.0 0.1 
Read 電 流 A 0.5 0.4 
Inhibit 電 流 A 0.25 0.4 
虹 動 電 圧 mV 60.0 4.0 
出 力 々 ~ 60.0 4.0 
電 に ほぼ ほん 了 時間 mzxs 0.03 0.03 
加 度 範 . 囲 小 大 
4 法 小 中 
価 格 中 小 sv 


モリ ユニ ッ ト を 実現 で きる 特色 を 持ち , リン ゲ コ ア の 
場合 の 10 分 の 1 程度 の 容積 で あぁ りり 構造 上 価格 る 低 謙 
で ある . 磁 性 フィ ルム は ガラ ス 基 板 上 に Ni 80% Fe20 
の 磁性 合金 を 蒸着 し て メモ リプ レー ン を 作る も の 
で , 入出 力 配線 も 導体 金属 蒸着 に よっ て 行なう と こと が 
で きる 、 特 性 上 か ら 見 て 切換 速度 が 早く 駅 動 電力 が 少 
な く , か つ 温 度 等 に 対し て 安定 で ある 等 メモ リコ アテ と 
し て すぐ れ て いる の で 多く の 用 途 が 見 出さ れ て いる . 


11.7 その 他 の 部品 
リレー 等 は 半導体 回 路 で 置換 され る 傾向 が あり いさ”, 


Kk 


左 よ り 入力 セク ケ クション, 中間 セク ショ ン , 出力 セク ショ ン 
上 よ ょ り プリ ント 配線 板 , 保持 板 , 圧電 素子 , 接触 子 , プリ 
ント 配線 板 


図 11.11 マイ クロ モジ ュー ル 用 圧電 セラ ミッ ク る ろ 流 器 


(124 ) 


4 i 4 ' 4 
La a に 生 


水晶 圧電 セラ ミッ ク 等 の 圧電 気 素子 も 超 小 形 可能 な 部 
品 と し て 開発 され つつ ある. 図 11.11 は マイ クロ モジ 
ュー ル 用 圧電 セラ ミッ ク ろ 波 器 の 例 で ある . 


11.8 複 合 各 品 


超 小 形 化 回 路 に お いて は 抵抗 と ュ ン デン サ が 部 品 の 
主体 と な る が , と の 両者 は 前 述 の 通り 製造 方 法 が 近似 
し て 来 た た め , 同時 に 一 基板 上 に 製造 され る 場合 が 多 
い . し た が 。 ぁ て 一 枚 の 基板 に 部 品 を 革 着 し て 単位 回 路 
を 作っ た Integrated Circuit は 広い 意味 で 複合 部 品 
と いえ る が , と この 場合 抵抗 と コン デン サ が 複合 の 主体 
で ある . 
, 複合 の 目的 は , 接続 部 を 減じ 信頼 度 を 向上 させ 
放 」 る ろ る , Gd 接続 部 の 空間 を 節約 する , G 入 ) 複合 に よっ 
て 新しい 機能 の 部 品 を 生む 等 で お る . ベル 研究 所 の タ 
シタ ル 薄 膜 CR 回 路 も とこ の 例 で , 同一 基板 上 に コン デ 
ン サ の 電極 と 抵抗 体 を 同じ 金属 の タン タル で 同時 に 蒸 
着 で きる 利点 が ある . Haloid Xerox 社 の RC 回 路 は 
| " 基 訴 上 に 部 分 的 に 誘電 体 膜 と 抵抗 膜 を 蒸着 し , これ 
罰 を 訂 準 基板 と し て 必要 に 応じ 回 路 を エッ チン グ し て 複 
合 RC 回 路 を 作る る の で , 複合 こよ っ て 失わ れる 部 品 
の flexibility を 補償 する 一 つの 方 法 で ある . Gi) の 
例 と し て 分 布 定数 回 路 が 挙げ られ る . これ は RC ろ 流 
器 や 補償 回路 と じ て で て 研究 され て い 
Sprague 社 の 分 布 定 数 RC 帯域 消去 ろ 波 器 の 特性 
で , 分 布 し た 抵抗 値 を 回 路 の 方 向 に 傾斜 させ る と と よ 
り 減衰 特性 を 改善 で きる と と を 示し て いる . 


0 個 負 形 と 電 人 形 信 四 定 鷹 RC る 設 品 の 特性 


、 11. 9 避 品 の 接続 

従来 か ら 行 な われ て いる は ん だ 付 技術 も 超 小 形 化 回 

| 引 に 採用 され て いる が , は ん だ 成分 中 の 鍋 の Whisker 

| 現象 や 銀 の 移流 現象 が 問題 で あり , 特別 な は ん だ が 用 

i い ゥ ぁ られ で いる と の 例 と し て 金 鉛 は ん だ が ある . 印刷 

| 配線 技術 る 大 幅 に 採用 きれ て いる . し か し 超 小 形 化 回 
3 EGER eo 接続 定 間 を 極少 に 
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する 条件 を 充 す の に は 従来 の 技術 で は 不 売 分 で , 新 し 
い 技 術 の 開拓 が 望ま れる の 一 つの 試み と し て DOFL 
社 の フラ ッ シ ェ エッ チン グ 配 線 が ある の ①, と れ は 接続 
すべ き 部 品 回 路 の 接続 導体 を 一 方 向 に 揃え 一 体 と し て 
キャ トス レジ ン で 固め , 接続 導体 に 直角 方 向 に 平面 研 
摩 し て とれ を 配線 面 と し , と の 上 に 厚 さ 0.3~0.6 ミ 
ル の 負 膜 を 沈 積 させ , 接続 導体 の 研 摩 面 と 電気 的 に 接 
続 す る . 配線 は この 銅 膜 を 所 定 の 回 路 に ェ ッ チン グ す 
る とこ と に より 行なわ れる .。 と の 配線 の 寸法 は 幅 10 で 
し, 間隔 4 ミル で 著しく 空間 を 節約 し 信頼 度 る 高く で 
る 利点 が ど が あ る. 可 線 抵抗 は 増加 する が 実用 止 支 障 な 
い 程 度 で ある . 超 小 形 化 部 品 に 対応 する か か る 小形 接 
続 方 法 も 今後 の 重要 な 問題 で あろ る うぅ. 


11.10 固体 回 路 各 品 


従来 の 部 品 を 印刷 配線 で 結ん だ 印刷 配線 方 式 あ るい 
は 部 品 形状 を 合理 化し , 可 及 的 これ を 落 膜 化し て 一 校 
の 基板 部品 ご と に 配置 し た 方 式 (マイ ィ イク ロモ ジュ ーー 
ル ) , 単位 回 路 ご と に 配置 し た 方 式 (Integrated'Cir= 
cuit) 等 は 前 述 の 超 小 形 部 品 等 に よっ て 実現 こさ れる が 
と れ ら は 電気 接続 の 数 , リー ド 線 の 数 等 に お いて 本 質 

的 に 従来 の 大 形 回 路 と 変化 が な い . 各 要 素 の 電極 , リ 
ー ド 線 , は ん だ 等 の 組合 わせ は 異質 で 膨 有 係 長 の 相違 
が あり , 信頼 度 に お いて な お 多く の 問題 が ある . こ の 
点 単 結晶 の 一 部 分 を 回 路 素子 に , 他 の 部 分 を 他 の 回路 
素子 に 用 いて 単 結 晶 自 身内 部 接続 に 利用 すれ ば 最も 
信頼 度 の 高い 接続 が 可能 で ある . と の 考え 方 が 拡散 形 
ドラ ンジ スタ の 技法 の 発達 で 可能 と な り , モレ クト ワ ロ 
ニク ス , モレ キュ ラ ・ モ ジュ ー ル 方 式 と か 固体 回 路 方 
式 の 名 で 呼ば れ , この 1~2 年 非常 に 注目 を あび て 玉 
た . と これ は シリ コン の よう な , 半導体 単 結晶 片 を 素材 
に , それ に 不純 物 金属 を 拡散 , 蒸着 , 合金 化 , エッ デ ゴ 
ング 等 の 部 分 的 除去 , 絶縁 物 や 酸化 物 の 析出 これ ら 
絶縁 物 を 介し て の 電極 な ど を 組合 わせ て , 半導体 内 
部 , 表面 お よび 表面 近傍 に 能動 素子 を 含め た 全 単 位 回 
路 を 形成 せしめ る も の で , 各 研 究 機関 で 多少 の 考え 方 
の 相 虹 は ある が , 本 質 的 に は 似 だ た よう な も の で ある . 
各回 路 素 子 の 考え 方 と し て は , 半導体 単 結晶 と いう 
導体 中 に 多数 の 素子 が 共存 する か ら , 各回 路 素子 の 解 
析 は 複雑 で 極端 に いえ ば 素子 を 地域 的 に 区 別 す る で と 
が 困難 で ある . 逆 に い を ば 必要 な 回 路 を 三次 元 半 導体 
回 路 に 翻訳 する = が 重要 と な る (6) (10) (12) (279 (39) 

(1) 弥 抗 付 - : 


周一 導 休 過 十 の 任意 の 2 点 は 抵抗 を 形成 し , 材料 
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ZZ 形 (P 形 ) 
図 11.13 半 導 休 回 路 の 抵抗 
の 比 抵抗 , 長 さ お よ び 断 面積 が 抵抗 値 を 決定 する ・. 半 導 
体 と し て は 多く の 場合 数 2 cm の シリ コン が 表面 安定 
化 の 点 で も 利用 し 易い が , この よう な 半導体 の 抵抗 で 
は トラ ンジ スタ 回 路 に 用 いら れる 程度 の 電圧 範囲 で 直 
線 人 性 も よく オー スム の 法則 に し た が う . この 程度 の 材料 
に よる 最高 抵抗 値 は 数 10kQ2 程度 , 低い 抵抗 位 の も 
の は 固 相 拡 散 で 部 分 的 に 比 抵抗 を 下げ て 作る . 図 11. 
] 13 に その 例 を 示す ・ 高い 比 抵抗 の シリコン を 用 いる と 
放 温度 係数 は -7,000 PPM/*C 程度 で 低い 比 抵抗 の もの 
で は 下がる . 特に 温度 係数 の む ひ ず か し いも の は , 絶 繧 
物 上 に 真空 蒸着 で 析出 する 方 法 る も と られ , 三次 元 構造 
と な る . 
き で 2) コンデンサ 
[| 普通 の 回 路 素 子 と し て の コン デン サ に 有 極 性 電解 コ 
ジン デン ササ と 無極 性 コン デン サ が ある よう に , 半導体 で 
0 も pn 接合 を 逆 パ イア ス で 用 いる と 有 概 性 コン デン サ 
議 略 語 に な る . この 場合 空 之 層 が 誘電 体 と な り , その 電 さ と 
| 大 策 で 容量 が さま まる. シリ コン で は 200,000 pF/cm* 
有 与 圧 100V まで 可能 で 温度 係数 は 小さ い が , 容量 は 
議 語 電圧 で 変化 する か ら , 大 信号 増 則 な ど に は 不適 当 で あ 
放 | 2 も ちっ ん 和 析 の ある と と も 欠点 と な る . シリ コン 
放 の 胡 面 を 夏 化 する と, 安定 な 無水 球 酸 の 有 皮膜 が 形成 さ 
議 これ に る 司 呈 を 茶 着 する と 極性 の な い コ ン デ ン サ 
庫 語 が で きる . この 酸化 膜 は 均一 性 も よく , 温 麻 係数 る も 小 


Eh 


ir 


| さい - 員 圧 50V 程度 で 50,000 pF/cm* 程度 の も の が 

得 ら れ て い %. 

RCm 

語 譲 図 11.14 の ょ うに pn 接合 は 分 布 定数 回 路 的 に 考 
有 】 えれ ば , RC 回 路 に な り ろ 波 器 や 位相 変位 回 路 に 応用 

され る 3 段 の ヶ 形 回 路 よ り カ ッ ト オ フ は 奇 雇 で あ 


等 化 回 忠 
図 11.14 半 導 休 RC 回路 
Ol 
) ルル < 
| 大 容量 の イィ ンダ クタ ンス は 半導体 回 路 で 最も 困難 な 
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ス と 負 抵 抗 を 組合 わせ る よう な 機能 的 等 価 回 路 
の 考え 方 も ある が , 半導体 能動 素子 を 用 いた 遅 
延 回 路 . RC 同調 イィ インピーダンス 整合 等 置換 
回 路 の 考え 方 の 工夫 が され て いる . どう し て で も 
ル の 必要 な 場合 は フェ ライ トコ イル と の 混成 回 路 が 有 
効 に と な ろう . 

(5) 製造 方 法 

と の よう な 半導体 回 路 の 製法 は いわ ゆる メサ ・ ト ラ 
ジス タ の 名 称 で 開発 され た 拡散 形 ト ラン ジス タ の 製造 
技術 その も る もの, ある い は 部 分 的 変更 , 付加 作業 が 行 な 
われ て いる . 

(a) 半導体 材料 102 cm 前 後 の 比 抵抗 の Si 
単 結晶 を 普通 の 方 法 で 作り 0.2mm 前 後 の 厚 さき さ の 短 
形 , 円 形 の ウェ ハ に する ろ る. 

(b) pn 接合 シリ コン の 場合 表面 酸化 膜 が 不 
純 物 の 拡散 に 選択 性 か ある の で , あぁ あらかじめ 酸化 膜 を 
形成 させ , 気 相 より の 拡散 を 行なう 。 この よう に じ て 
部 分 的 な pr 接合 を 作成 する と こと が で きる 、 酸 化 膜 の 
部 分 的 除去 に は 写真 印刷 の 方 法 が と られ る . 

(e) 電極 形成 。 こと れる も 印刷 技術 に 類 し た 方 法 で 
マス ク を 通し て 金 属 を 真空 蒸着 し , 加熱 た より 合金 化 
させ る . この よう な 金属 , 半導体 合金 電極 は 適当 な 金 
属 の 選択 に より オー ミッ ク 接続 る, Pn 接合 も 可能 で 
ある 精密 な マス ク を 使用 すれ ば ミク タワ ロン 程度 の 高 精 
度 が 得 ら れる . 

(d) 切削 , 成形 。 ウゥ ウェハ の 部 分 的 切除 な どの 機 
械 的 , 化学 的 加工 が 製造 の 色々 な 段階 で 必要 で ある が 
と れ に は ダイ ヤ ャ モン ド 丸 , 化 学 テ ェ ッ チン グ , 人 電解 エッ チ 
ング , 超 音 波 加 工 , 電子 ビー ょ 加工 等 が 利用 で きる . 

(e) リー ド 線 接続 現在 信頼 度 の 高い 接続 法 は 
熱 圧 着 法 と 合金 法 で ある . 前 者 は 金 の よう な 和 柔軟 な 金 
属 細 線 ゃ 表面 を 非常 に 奇 四 に し た 金属 面 に 300°C 程度 
の 温度 で 圧着 する も の で ,。 こ と これ も メサ 形 ト ラン ジス タ 


の 製造 に 広く 利用 され て いる 、 同 様 に 加熱 し な いで 超 


音波 を か け な が ら 圧 着 す る 超 音 波 圧 着 も 発達 途上 に あ 
る . 人 台 金 決 は 広い 宮 味 で は 鐵 付 や は ん だ も 含む が , 


より 金属 組成 の 均一 化し た 方 向 に 向かっ て いる . 
(f) 付加 物 、 表面 塗布 膜 有機 樹脂 の よう な 絶 


緑 物 を 介し て , 金属 薄膜 の 利用 等 で 抵抗 —、 コ ン デ ン サ 
の 形成 , 蒸着 膜 に よる リー ド 線 な ど が 可能 に な る 。 

(g) 気密 容器 金属 が ラス 気密 封 止 を 中 心 と し 
た ケー ス で , 排気 する 場合 も あり , 乾燥 ガス を 入れ る 
場合 も ある . 封 止 は 普通 溶接 , 冷 間 圧着 , は ん だ 付 な 
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素子 で ある 。 ダイオード を 用 いて イィ ンダ クタ タン 
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ど が 行なわ れる . 

以上 の 各 工 程 に は 写真 印刷 , 拡散 の よ ょ うに 同時 に 多 
数 の 回 路 が 作ら れる 同時 方 式 の 部 分 と 気密 昧 止 の よう 
に 各回 路 別 に 行なわ れる 個別 方 式 の 部 分 が あり , 均一 
性 , 信頼 度 , 歩留まり の 点 で 同時 作業 方 式 が 有利 で あ 
る 
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(6) 実 施 例 

図 11.15 は 電子 計算 機 の NOR 回 路 (A) を 半導体 
回 路 (B) に 翻訳 し て , 実際 の 構造 CC) を 作っ た 例 で 
ある . これ は 簡単 な 例 で ある が , 回 路 の 翻訳 に 一 番 の 
間 題 点 が あり , 三次 元 構造 の 取扱 い に は 多く の 経験 が 
必要 と な る . と これ で は 約 10Qcm の ヵ 形 シリ コン ・ 
ツェ エ ハ に Ga の よう な アク セ プ タ 不純 物 を 拡散 させ 
て 4 個 の 整流 器 の P 極 , RC 回 路 の P 部 分 , メサ ・ 
ドラ ンジ スタ の ベー ス 賠 が 形成 され , 酸化 膜 の 一 部 分 
が ェ ッ チン グ さ れ て 炎 の よう な ドナ ー 不 純 物 を 拡散 , 
ドラ ンジ スタ の エミ ッ タ 領 拭 が 作ら れる . つい で 全体 
の 酸化 膜 を 除去 , ダイ オー ド ; トラ ンジ スタ の 電極 部 
な ど に アル ミニ ウム を 真空 燕 着 し , 太 -C 回 路 を 加え て 
ワッ クス 塗布 で 保護 し て メサ ・ エ ッ チ ング を 行なう . 
吉 音 液 加 工 で 部 分 に 切断 リー ド 線 の 接続 を 熱 圧着 と 合 
金 法 で 行なっ た と 思わ れる . 
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図 11.15 電子 計算 機 の NOR 回 路 と 
その 半導体 回 路 化 
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以上 の ど と き 超 小形 部 品 の 中 従来 の 理念 に 基づく も 
の は 製品 化 さ れ て いる も の が 沢山 ある が , まだ 困難 性 

| を 克服 し 得 な いも の も いく つか ある 固体 回 路 部 品 は 研 
| 究 試 作 段 階 の も の が 大 部 分 で ある と 言っ て も 過言 で は 
| な い 状 態 で ある . ] 
] 電子 工業 の あら め ゆる 分 野 に 超 小 形 化 の 努力 が 払わ れ 
て ぉ り 板 め て 急速 に 進展 され る で あろ う が , と れ の 達 
月 成 い か ん は 超 小 形 部 品 の 実現 に か か っ て お り , 多数 の 
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技術 者 が 広い 分 野 に わた っ て 投入 され て いる の で , 
後 ま すま す , 新 超 小形 部 品 の 開発 は 進め られ その 結果 
発表 され る と れ ら の 文献 は 応接 た 虹 な し と 言う と と と 
な る 9 

現在 製品 化 た 成功 し た 超 小 形 部 品 る 目下 の と と る は 
原価 高 に 悩み を 持っ て いる . と の 解決 策 は 製造 技術 の 
確立 に ある と と は 論 を また な い が , 一 般 に 部 語 と つい 
て は 製造 技術 に 関す る 文献 の 発表 は 少な い . 

最後 に 本 文 の 作成 に 当たっ て は 当社 半導体 起業 部 接 
術 部 , 長船 技術 課長 , 伝送 工業 部 回 路 部 品 部 古 後 設計 
主任 を 類 わ すこ と と が 多かっ た 謝意 を 表す る 
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る 新 ブ プラ 


高周波 放送 に つっ ついては, 


ン に よる 国際 短波 放送 9 月 より 実施 


世界 的 な チャ ネル プラ ン を 作成 す 


る 必要 が ある と の 方 針 に 基づい て 1948 年 の メキ シ = 会 議 を 


始め 数 回 の 会 議 で 検討 が 行 な ち われ た が 


ヨム 、 


^* 誠 の > 和信 


*/ 和 日 


られ ず , 1951 


年 の 臨時 無線 通信 主管 庁 会 議 以 隆 は 国際 周波 数 登録 委員 会 
CIFRB) に より 高周波 放送 計画 案 の 作成 が 行なわ れ , 昨年 ジュ 
ネー プ で 開催 され た 無線 通信 主管 庁 会 議 に と と の 計画 案 が 提出 


され た . し か し な が ら こ と の 計画 案 は , 
余 げ に ぼう 大 で あっ た た め , 


各国 の 周波 数 の 要求 が 
その 要望 選 そ 


うと と きも なら ず 採 


択 さ れる に 至ら な か っ た . そこ とこ で この IFRB の 計画 案 た 代わ 
る 周波 数 の 新しい 管理 方 式 が 提案 され 参加 各国 の 多数 意見 で 


採択 され る と と と な っ た . 
来 の 計画 案 と 異な り , 各国 が 実際 に 実 
施す る 放送 計画 を 1 年 を 3 月 期 (3 月 , 
4 月 ), 5 月 期 (5 月 , 6 月, 7 月 お よび 
8 月 ), 9 月 期 て 9 月 , 10 月 ), 11 月 期 
(11 月 , 12 月 , 1 月 お よび 2 月 ) の 4 
期 に た わけ て IFRB に 提出 し , 毎年 各 
季節 ど と に IFRB が この 提出 され た 
笑 施 計画 に つい て 混信 の 可能 性 を 調査 
し , 関係 国 と 協力 し て 調整 を 計り 実施 
心底 ゆ 演 と な する も の で お っ て て, で と の 
新しい 方 式 と に よる 初 の 高周波 放送 が 来 
る 9 月 4 日 0100 了 時 GMP よ り 開 始 さ れ 
る こと と な っ た .。 この 方 式 に と より 各国 
最大 の 良識 と 相互 協 調 に より 国際 協 
力 の 実 を 挙げ ザ , 将来 混信 の な い 高 周波 
放送 スケ ジュ ェ ュー ル が で きる こと と が 期待 
され る . 
電子 工業 新 5 か 年 計画 
きま る 


朋 産 省 は 8 月 11 日 電子 工業 審議 会 
を 開い て , 35 年 を 初 年 と する 電子 工 
業 生産 新 5 か 年 計画 お よび 電子 機器 試 


作 新 5 か 年 計画 を 決定 し た . 


生産 5 か 年 計画 は 39 年 の 総 生産 類 
は 6,307 億 1 千 万 円 で , 34 年 生産 実績 
に 対し 約 1.8 倍 と な っ て いる . 各 機 種 
別 , 部 品 別 の 34 年 生産 括 績 お よび 5 
年 生産 計画 表 は 別 麦 の と お り で あ 
る . 

電子 機器 試作 5 か 年 計画 は 生産 5 か 
年 計画 の 遂行 の た め に 重点 が 産業 用 電 


」 子 機器 の 試作 実用 化 に お か れ て お り ,- 


あぁ わせ で 今後 の 電子 技術 の 基礎 と な る 


画 体 電子 回 路 等 高 性 能 部 品 材料 の 開 
「 発 , 研究 に 力 が 注 が れ て いる . 機種 別 
有 有 の 試 ( 札 画 概要 は つぎ の と お り で あぁ 


る ._ 


<1) 計数 形 電子 計算 機 


中 形 事務 用 電子 計算 機 の シス テム 
と し て の 商品 化 た 重点 を 置 ぐ が , 小 
形 普及 形 電子 計算 機 の 実用 化 な ら び 
に 大 形 電子 計算 機 の 開発 も 行ない , 
6 に 半 肖 る 醒 拓 注 共 利和 人 引 箇 。 


この 新 ヒ い 周 波数 の 管理 方 式 は 従 


高 性 能 記 憶 装 置 
を 行なう . 


(2) オー トメ ーション 関係 機器 
プロ セス 制御 用 に つい て は 計算 機制 御方 式 を 軍 点 的 に 義 
発 を 行ない , これ に 用 いる 終点 制御 用 分 析 機 器 , 


対 D 秦 換 機 , 
切断 , 


る . 


種 試 験 機 , 検査 機 の 自動 化 ! 


(3) 通信 機器 
電子 次 換 方 式 , 


お よび 新しい タイ プ の 入出 力 装 置 試作 研究 


高 性 能 A 
伝送 機器 お よび 高 性 能 損 作 端 な ど を 取 上 ば ぽ ば 
また メカ ニカ ル の 部 門 で は 工作 機械 な らち びに プレス) 
圧延 な どの 一 般 産 業 機械 の 数 値 制御 装置 
そ の 他 金 』 軸 材 料 試験 機 , 


を 取 上 ザ 


自動 選別 お よび 自動 衝 量 等 符 


その 記憶 制御 系 部 品 , 
の 開発 と 平行 し て 電子 交換 機 の 試作 , 実用 化 に 


に 関す る 試作 を 行なう 


通信 路 接 点 素 


ニニ ィ 


子 等 


を 置き , 


また スキ ャ ッ タ 通信 機器 , IDP 方 式 関係 機器 , 課金 集中 和 


理 機 器 , PCM 方 式 E 関係 機器 , 


ミリ 波 通 信 に 関連 する 


機器 


241,066” 261,580 


279,940 


298,010 


329,480 


407,810' 


の 開発 を 行なう . 
電子 工 " 業 "生産 .5" ヶ 年 計 :. 画 - 表 

34 年 35 年 | 36 年 | 37 年 | 88 年 139 年 

妥 径 lS GG,872)| (G3,;200)| (3,200)| (3,050)| GB,050)| G3;030 
i GRD ETE 128,000 | 121,600 | 109,800 | 103,700 896960_ 
ラジ  @ (10,025)| (11,900)| (12,300)| (12,300)| (2,300)| 12;300 
A 信 機 ( 千 台 56,387 | 51,500 | 53,000 | 53,000 ,000 0 
っ 有 誠 の | (&) (12) (30) (60) (100) 
カラ ー テレ ビ 受信 機 ( 季 台 ) | 1 | 2000| 4,800| 9,000| 12,000| 5;000 
の 層 る オオ - 放 "t 送 - 装 ヶ 牙 720 | 530 1,980 2,950 1,860 1,970 
1 ビ 放 08 装 」 許 』 4,082 3,000 3,100 3,000 1,800 1,100 

* ; (58)| 
工業 用 テレ ビ 装 置台 ) 1 123 130 180 250 320 400 
無 線 " 通 恒 層 8,986 | 9,600 | 10,700| 12,700| 14,700| 117)600 
寺 枯 hf 交 Y て 拍 、 検 } | 

撤 送 装 置 | 8,1191. 19,700]' 14,100 | 12,850 | 8000 科 S500 
毅 訟 用 航法 機 回 614 510 530 660 760 850 
船 毅 用 艇 法 機 回 2,208 1,830 1,600 1,400 1,300 1,200 
その 他 の 無線 応用 械 回 1,053 1,260| 1,510 1,810 2.100 2,300 
王 a (232) (350) (470) (620) (750) (860) 
ET AD 5,228 | 7,250| 8,820| 10,460| 11,580| 13;020 
3 = (10) (30) 60 (80) (100) 
デコ レコ C0 ts) 200 600 洛 1,440| 1,500 
そ の 他 の ら の 容 声 装置 9,595 | 14,000| 17,500| 21,000| 25,200 | 30,000 
(125) (106) (90) (80) (70) (65) 

届 深 機 ( 合 { 45 40 40 30 30 230 
2,329 2,800)| (3,400)| (4,100)| (4,900)| (5,300) 

探 知 EE 490 530 
その 他 の 超 音 波 装 置 368 440 550 710 960 1,340 
高周波 電力 応用 装置 700 800 920 1,030 1,200 1,400 
雷 ぎ 人 h 乱 の り 半 たい 千 っ 時 6,829 8,000 8,800 9,700 | 11,200'| 12,400 
423 487 565 650 (760) (888) 

産業 用 XX 線 装 置 ( 台 ) { 0 8 C0 R80 670 780 
f (5,627 5,790) 5,970)| (6,090)| (6,210)| (6,300) 

医療 用 X 線 装置 (人 台 ) { 0 $89 30 1,840 ,880 1,920 
6 20 45 75 100 
粒子 加 速 装置 { 2 500| 1,000| 2,000| 3,000| 4,000 
放 射 線 測 定 器 626 660 690 730 760 800 
放 射線 応 用 機 回 187 490 570 660 740 | , "810 
(94 130 (180) (240) (320) (400) 
電 子 頭 、 徴 錯 ( 台 )|{ 9 i 810| 1,060| 1,380|7 1,6807 
(50 (120) (200) (300) (430) 

計 敷 形 電 子 計 算 機 ( 台 ) { 475 NN 6,000| 10,000 | 15,000 | 21,500 
0 79 87 96 106 a (129) 
相似 形 電 子 計算 機 :( 台 ) |{ i 90 NC 210| J 220 
電子 計算 機 応 用 装置 — 100 1,000 5,000| 10,000 | 20,000 
その 他 の 電子 応用 機器 a 100 _200 | 300| 10,000 | 60,000 
医 革 用 地 - 巴 『 半 こ . 衛 ~~ 120°| 1,440 1,700 2,100 2,500r. 
を 業 計 回 10,356 | 15;000|~18,000 | 22,000 | 26,000 | 30,000 
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160,000)| (175,000)| (185,000)| (200,000) 

受信 菅生 8 0800 | 33500| 988.500 | 391000| 42.000 と な っ た . わが 国 の 標準 が NTSC 

4 6,250)| (6,200) と 
フラ ラタン 件 人 0 820 6 の 00 5720 と 相 較 する 主 な ど ととろ は 放水 洗 同 期 
, パル ス の 周波 数 は 色 信 号 副 搬送 波 の 周 
その 他 の 電子 管 4,511| 4,900| 5,400| 5,800| 6,200| 6,600 \ 。 
庄村 導 人 0 未 子 19.041 | 27,000 | 36,000| 45,000| 51,000 | 54,00o 液 数 の 455 分 の 2 と する が , 効果 が 
; (88,500)| (127,000)| 178,000)| (234,000)| (282,000)| (314,000) 同じ で あれ ば 苦 干 これ を ずら せ て も よ 
(+h ランジ スタ )( 千 価 )|{ 16,012 | O21,590 40,820 いと いう 余地 を 残し た と こと, 中 継 線 の : 
デン 11,501 | 13,850 7 a 740 rt a 25,860 事情 か ら 微 分 利得 お よび 微分 位相 の 許 
拭 抗 豆 5,525 6,650 8,260 9,960 11,500 12,420 容 値 を 定め あな か っ た こと と お よび 送信 機 
人 の 吉 品 19,920 | 23,960 | 29,790 | 35,870 | 4,400 | 44.760 の 包絡 線 遅 延 時 間 特 性 の 許容 偏差 を 測 
部 品 計 107,285 | 130,980 | 156,580 | 187,390 | 210,520 | 222,900 。 定 の 技術 を 考慮 し て 指針 に 止 あ た こと 
で ある . 9 月 10 日 NHK 東京 お よ 
485,400 | 540,000 | 630,710 : 
合 計 348 | 348,351| 392,560| 436,520 | 485,400 | 540,000 | び 大 阪 演 び に 日 本 テレ ビ 才 送 綱 , ラジ 
対 前 年 伸 13% | 11% | 1% | 11% | 7% オ 東 京 , 朝日 放送 お よび 読売 テレ ビ 放 - 


注 1、 上 欄 カ ッ コ 内 は 台数 , 下 秩 は 金額 (単位 : 百 万 円 ) 2. トラ ンジ スタ は 半導体 素子 の 内 数 


(4) 交通 用 電子 機器 
航空 用 電子 機器 に つい て は 自動 航空 管制 装置 , "自律 航法 
装置 等 の 開発 に 重点 を 置く と と も に , 陸上 機器 と に つい て は 
列車 自動 運転 制御 装置 , 自動 信号 管制 御 装 置 を 取上げ る .・. 
(5) カラ ー テ レビ 送受 信 装 置 
投写 式 カラ テラー テ レビ 受像 機 の 実用 化 試 作 に 重点 を 置き , 


f 


受像 板 方 式 の 試作 研究 も 行なう . 
」 (5) 放射 線 機器 
友香 線 化 学 用 粒 子 加速 装置 の 開発 に 重点 を 置き , RI 応用 
有 機器 の 開発 を 取上げ る . 
て (7) 医用 電子 装置 
0 光 増 編 , 記録 再生 装置 , 医用 電子 計測 装置 , 超 音 波 診 療 


装置 お よび 電気 生理 研究 用 電子 装置 の 試作 に 宣 点 を お く . 

(8) 電子 応用 計測 器 
ミリ 波 測 定 器 ; 

有 太 聞 置 な どの 開発 に 軍 点 を お く . 
Ng) その 他 の 産業 用 電子 機器 
カラ ー VTR, IVTR, 電子 ビー ム , 超 音 波 深 接 , 電子 
| 照明 』 電子 冷凍 , 赤外線 応用 等 の 各種 機器 の 開発 に 電 点 を 
お おく 
が 電子 管 
| 有 | ミイ クゥ 波 大 出力 管 , ミリ 波 用 電子 管 , 蓄積 管 , 
| ピッ クア ッ プ 管 等 の 開発 に 重点 を お おく. 
3 a 半導体 素子 
| UHF 用 トラ ンジ スタ , 光電 変換 素子 , 熱電 変換 素子 , 
Eh トリ ッ > ク 増 幅 器 , hs ホー ル 効 果 応 用 の 


の 新規 材料 新 方 式 に よる 回 路 部 品 , 機構 部 品 の 虐 作 , マ 
i ロモ ジュ ー ル , 磁性 薄膜 な ど 固 体 電子 回 路 の 有 虐 作 に 電 
有 有 点 を # く : 
以上 の 計 面 を 実施 達成 する た め に 市 場 拡大 対策 . 生産 休 制 
の 確立 , 電子 技術 の 向上 と 企業 の 休 質 改善 , 電子 部 品 , 材料 
i 工業 の 育成 対策 , 電子 技術 者 研究 者 の 育成 対策 な どの 上 幅 体 
有 品 施 策 の 格 立方 針 が 決定 され た . 


“ ぶ カ ラー テレ ビジ ョ ン 放 送 実施 さる 


有 】】 カラ ー テ レビ ジョ ン 放 送 の 標準 方 式 お よび 関係 省令 を 定め 
rots 4 月 13 日 か ら 開 か れ た . 
| 到 攻 大 臣 は 同 審 識 会 の 答申 を 得 て 6 月 18 日 「 テ レビ ジョ ン 
0 beet 「 無 線 設 備 規則 の 一 部 を 改正 す 
\ る 省令 」 お よび 「 無 線 局 免許 手続 規則 の 一 部 を 改正 する 省令 」 
| の 三省 令 を 制定 公布 し た 。 と れ に より わが 国 の カラ ー テ レビ 


赤外線 


測定 器 の 自動 化 お よび 高 精 度 電子 応用 分 。 
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黒 放送 に ヵ 


送 の 各局 が カラ ー テ レビ ジョ ン 放 送 を - 
開始 し た . 東 京 の 各局 は スタ ジオ , フィ ル ふ , 磁 気 録画 番組 を , 
大 阪 の 局 は フィ ルム お よび 磁気 録画 番組 を 放送 し て いる 電 : 
電 公 社 の マイ ク ャ 回 線 革 カラ ー テ レビ ジョ イン 伝送 を 行なっ て 
いな い . 


る る ローマ オリン ピッ ク テレ ビ 放 送 の た め 
の テレ ビ の 標準 方 式 変換 行なわ れる 


8 月 下旬 か ら 9 月 上 旬 ま で ロー マ で 行わ れ た オリ ン ビ ッ ク ケ " 
プ r グ ラム の 日 本 に お ける テレ ビ 放 送 は , NHK が RAI と 
の 契約 に より 日 本 向け 放送 取材 の 窓口 と な り ,。 RAI か ら の * 
映像 信号 を VTR, また は フィ ルム に お さめ , これ を 空 輪 じ 

。 ( 約 30 時間 遅 れる ), これ を 在京 民放 4 社 に も 分 配 し , わが = 
国 で テレ ビ 放 送 が 行なわ れ た . 

と の 場合 VTR に よる 放送 は , ピー マ < の NHK ター ミナ 
ル で RAI か ら の 映像 信号 を , 欧州 方 式 ( 定 査 線 625 本 , 毎 
秒 像 数 25 枚 ) の まま VTR で 録画 し , その まま 東京 に 空輸 
され , NHK で た だ ち に 日 本 の 標準 方 式 (走査 線 525 本 , 毎 。 
秒 像 数 30 枚 ) に 座 換 し , 民放 4 社 に 分 配 し た . 

NHK, 民放 各社 で は , それ ぞ れ これ に 編集 , 解説 を 付 し . 
て テレ ビ 放 送 を 行なっ た . 

今回 の VTR の 標準 方 式 変換 に は 

(1) プラ ウン 管 と 撮像 管 を 利用 し て , フレ ー ム お よび ライ 

ン の 同時 変換 を 行ない , 
修正 を 行なう 方 式 
(2) 特殊 VTR を 使用 し , 一 凸 フレ ー ム 変換 を 行なっ た : 
5 後 、 プラ ウッ ン 管 と 撮像 管 で ライ ン 変 換 を 行なう 方 式 , 
の 二 装 置 を 使用 し , 極め て 好成績 を 得 た . 


る ふ ロ ー マ オ リン ピッ ク 電 送 フ ィ ル ム に よる 
速報 テレ ビ 行 な われ る - 


ロー マ オリ ン ピ ビ ピック ゲー ム の わが 国 テ レビ 放送 は , ビデ " 
オ テ ー プ , フィ ルム の 空輸 に と より 行なわ れ た が , 最小 限 約 80* 
時 間 の 時 間 遅 れ を 伴う の で , NHK で は 世界 で 最初 の 短波 に 
よる 電送 速報 を 行ない , NHK, 民放 で この プロ グラ ム を テレ 
ビ で 放送 し 好評 を 得 た . 
ロー マ の フュ ー ミ チノ に ある NHK ター ミナ ル 内 に 毎秒 8 


駒の 駒 取 り 録 画 機 を 据え つけ , RAI か ら の テレ ビ 映 像 信号 -・ 


を 16 ミリ フワ フィ ルム に 撮影 し , と れ を 自動 現像 機 に より 迅速 
現像 し , と の フィ ルム を 1 駒 30 秒 で 送 像 する 低速 度 フ ライ 
ング スポ ッ ト 送 像 装置 に か け , と の 映像 信号 を ロー マ 郊 外 の > 
TT リヤ 電信 電話 会 社 ) まで 市 内 線 で 送り , と と こと から 
短波 で 送信 し た .・ 


ラー 放送 が 併用 きれ る こと 


フリ ッ カ を 除く た め 特 殊 波 形 = 。 
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受信 は KDD (国際 電信 電話 会 社 ) の 小室 受信 所 で 受信 
し , KKDD 本 社 を 経て , NHK 会 館 に 到着 する .。 こ と の 信号 は 
NHK 会 館 内 の テレ ビ 特 設 室 で 1 駒 30 秒 で 受像 する 低速 度 
録画 装置 で , ドー マ か ら 送 出し た 画像 を 記録 し , と この フィ ル 
を 現 集 し で, フィ ルム カメラ で 送 集 す る 方 法 が と られ た 、 

こと の 電送 速報 は RAI か ら の 映像 信号 の ほか ! 
ン の 撮影 し た 16 ミ 


EG rR hr 
リプ フィルム の 速報 に も 使わ れ た . 


る ③ 通 研 茨城 支所 開所 


電電 公社 電気 通信 研究 所 の 茨城 支所 は , 8 月 1 日 開所 し た . 
と これ は 東海 原子 力 研 究 所 西 隣り の 敷地 ~( 約 40,000m) う に 昨 
年 8 月 か ら 建 設 を 始め て いた も の . こと こんど cdi | 定 棟 ・ 事 務 
棟 な ど が 完成 , 支所 長 以 下 36 名 の 要員 も 確保 きれ , 開所 の 
運び と な っ か 

目下 。, 分 本 測 定 棟 内 の 常 磁 姓 を 共鳴 装置 ・ 質 量 分 析 装 置 ・ 
赤外線 スペ ク Et な ど 名 pe Wg 
験 準備 が 進め あれ て いる . また ホッ トラ ボ 棟 る ; 
oe ei Ht oy だ いだい 秋 ご ろ 
か ら 実 験 が 開始 され る も の と み ら れ る . ー 方 , ひき っ うい て 
ト 本 工作 工場 棟 な ども 建設 工事 が 傍 あ られ て 

今回 開所 し た 支所 の 組織 は 支所 長 の 下 に 、 放 射 線 高 信子 
研究 室 ・ 放 射線 金属 研究 室 ・ 管理 課 が 3 ある . 


な お , 支所 の 将来 の 要員 計画 と し て は , 36 年 度 初 頭 に は 総 
員 約 50 名 を 確保 , 数 年 後に は 95 名 ぐ ? i れる 


計画 で ある と いう . 


る 観音 崎 に レー ダ ・ ビ ー コ ン 装 置 さる 


海上 保 宏 庁 で は , 数 年 前 か ら レ ー ダ ・ ビ ー コ ン の 実験 を 行 
な っ て きた が , と この ほど ほ さ 実用 に 供し 得る 見 通し が 得 ら 
れ , 利用 者 の 意向 も くみ 東京 湾 航 路上 の 要点 で ある 神奈 川 県 
観音 崎 に その 実用 化 試 験 局 を 設置 し で て で, レー ダ 施 設 を 有する 
出入 船舶 の 利用 に 供する こと ょ な っ た . 0 
レー ダ に 別に ビー コン 用 の 受信 部 を 付加 する と こと な し に 利用 
A A A 

い ・ ペ バン ド (3 cm 波 帯 ) 内 を 適当 な 周期 で 掃引 され , か つ 特 定 
の = コー ド で 変調 され た 電波 を 発射 し て , その 有効 距離 内 に あ 
る 船舶 レー ダ の PPI 上 に 交 線 を 生 ぜ し め , と これ に より 発射 局 
方 向 を 識別 し 航路 標識 と する も の で ある . すなわち クラ イス 
トビ ン の 発振 中 心 周 波数 9375 Mc/s を 繰返し 周波 数 120 c/s 
で で 半 40 Mc/s 立 オプ ブ プリ ング し , これ で 幅 2gs お よび 6gs, 
繰返し 周波 数 150 kc/s ある い は 50kc/s の パル ス を 4gs の 
間隔 を お いて 座 互 に 送出 する . と これ を 93359415 Mc/s の 周 
波数 帯 内 の レー ダ で 受信 すれ ば , PPI 上 に 中 心から A 符 
号 に 一 ) に 相当 し た 灯 線 が 得 ら れ 局 の 識別 が 可能 と な る . 
クラ イズ スト rr ン 出 力 は な 600 mW, 有効 通達 距離 40km, 空中 
線 は 固定 電磁 ホー ン 2 基 , 補助 用 回 転 電 磁 ホー ン 1 基 を も っ 
て , 北 か ら な いし 207°* の 範囲 に 電波 を 発射 し て いる 


@ 東 京 国 際 空 港 に ILS を 設置 


東京 国際 空港 に ILS (Instrument Landing System) を 
融 置 する ご と た つい で , いま まで に し ば し ば ICAO (Inter- 
national Civil Aviation Organization) より 勧告 され て き 
た . また 一 昨年 の IATA (International Air Transporta- 
tion Association) に お いて も ジェ ッ ト 大 形 輸送 機 の 円 滑 
か つっ 能率 的 な 進入 着陸 の 上 か ら , 従来 の GCA の よう に 間接 
的 , 間 爽 的 な 位置 情報 に よら な い 直 接 的 , 連続 的 な 位置 情報 
を 用 いた 自主 的 航行 の ILS 設置 が ジェ ッ ト 機 乗入れ を 前 に し 
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ロー カラ イザ アン ッ テ ナ 
望 さ きれ た が , 昭和 33 年 8 月 わが 国 と 米国 と の 間 ご 
合意 が 成立 し , 米国 は わが 国 に 対し ILS を 10 年 間 貸 与 す る 
と ど に 決定 選 誠 謀る の 
貸与 され た 花 S 将 現 
在 米国 で 使用 され て い 
る 標準 の 施 談 で あっ 
て , ドー カラ イザ ョ ググ 
ライ ド パス 義 置 , ILS 
マー カ 2 合 , され に 億 
置 す る ュ コン ジン ペ スロ ケー 
タ 2 台 より 成り 現在 : 
外側 マー カ を 除い た 大 
部 分 が 東京 国際 空港 
に 設置 され る に 玉 っ 
AC は 上 米 
の 観点 より と りあ ええ ず 
300 庶 より 150 度 方 向 
に 向く 長 さ 約 2500m. 
の A 滑走 路 に 沿っ て 設 
: 置 さ れ , 主として 300 
RT 度 方 向 に 向っ で 進 大 すす 
る 航空 機 の 誘導 に 使用 され る . その 後 現在 建設 中 の 新設 滑 基 
路 が 落 陸 用 と > 使 用 され る 場合 は そちら へ 移設 され る 
の と 考え られ る . : 
ロー カラ イザ 用 周波 数 と し て ICAO 大平 洋 地域 飛行 会 議 
で は 109.5 Mc を 勧告 し て いる が , わが 国 で は テレ ビ 受 聴 た 
今 え る 妨害 等 国内 の 特殊 事情 を 考 ちち / 軸 、 , 員 0 上 記 和 勧告 に か か 
お ず rー カ ライ イザ 用 と 1 化 て 15 Mc 次 テイ ド ペ スズ SG 
は TICAOQ 標 準 で と これ と 対 に な っ て いる 332.9 Mc, マ ー カ 用 と 

し て 75 Mc が それ ぞ れ 割り 当て で られ た . 


ト 式 電話 番号 案内 台 の 試験 
電電 公社 電気 通信 研究 所 で 実用 化 中 の マイ クロラ ォ ト 式 益 


ふ ⑦ マ イク ロフ フォ 


号 案内 人 台 の 第 二 次 現場 試験 が 7 月 1 日 か ら 1 か 月 章 千 葉 電 


話 局 で 実施 され 
た . 今回 の 試験 
は 案内 サー ビズ 
能率 の 向上 , 和 案 
内 関係 経費 の 低 
減 の 検討 を 互 的 
と する も の で あ 
る が , 新 だ だ に 公 
社 医 事 研 究 所 が 
協力 し て 扱 者 疲 
労 度 の 実 熊 把握 
も 行なわ あれ な た. 

供 試 品 は 新設 計 
の フィ ルム 式 お 
よび カー ド 式 各 
案内 台 の 2 種類 


マ 夫 クロ ラ ォ 式 実 内 台 ( 左 よ ょ より 
フレ ム 式 カ ー ド 式 (千葉 局 に て ) 


1068 = 3 


で ある . フィ ルム ふ 式 は 番号 索引 の 高速 度 自動 化 を 特徴 と し , 中 
容量 以上 の 市 内 案内 に 有効 で あり , カー ド 式 は 多数 相手 局 別 
番号 索引 の 容易 化 が 考慮 され , 市 外 案 内 へ の 適用 も 可能 で 
ある . 前 者 は 人 穫 過 光 前 部 投影 式 で リー ダ 倍率 26, 撮影 縮尺 
加入 者 収容 率 フ ィ ル ム 30cm 当り 約 10,000 名 で あ 

: 後者 は 反射 光 後 部 投影 式 で リー ダ 倍 率 19, 撮影 縮尺 1/14, 
カー ド 当 り 約 OY 名 で ある . いずれ も 撮影 原 
情報 と し て バ パネル CC た 写植 人 名 別 番 号 カー ド を 使用 
し た . 運用 能率 お よび 機器 設計 条件 (照度 , 字画 寸法 , 色彩 
処理 ) cioard he 医事 研究 所 に お ける 扱 者 疲労 度 測 
定 結 果 の と り ま と め と 労働 条件 の 判定 を 総合 し て お こと こ な わ ね れ 
る が , その 成果 は 期待 され て いる . 


る TV 精密 オフ セッ トキ ャ リヤ 方 式 の 実用 化 


精密 オフ セ : ッ ト キ ャ リ ャ 方 式 は 同一 チャ ネ ネル の TV 放送 局 

間 で 映像 搬送 波 周 波数 を フレ ー ム 周波 数 の 334 倍 だ け off set 

する 方 式 で オフ セット 周波 数 が 10 kc の 前 後 を 若干 変動 する 

通 科 の オフ セッ ドキ ャ リヤ 方 式 よ り も 同一 チャ ネル 混信 を 軽 

| す る に 効果 が あぁ る. 郵政 省 お よび NHK は 昨年 室内 実験 を 

行ない , 引き 続き 東京 大 洗 間 で 野外 実験 を 行なっ た 後 , 本 年 

4 月 名 古屋 に 実験 局 を 開設 し , 名 古屋 と 長野 の 聞 で 精密 オフ 

パ セッ ト の 突 験 を 行ない , この 地域 で 精密 オフ セッ ト が 有効 で 

| る こと を 確認 し た , 

wy 以下 の 実験 を 基 と し 郵政 省 は 6 月 名 古屋 に 第 9 チャ ネル を 

語 に 割り 当て る こと と し , 7 月 NHK に 名 古屋 教育 テレ ビ 実 用 化 

| 局 を 予備 免許 し た . 名 古屋 実用 化 局 お よび 長 野 局 は 精密 オフ 

セッ ト の 条件 と し て 映像 搬送 波 周 波数 の 許容 偏差 +2.5 サイ 

クル , 水平 同期 ペル ス の 周波 数 の 許容 偏差 + 0.0005 バー セ 

ンド の 共 準 を 守る とこ と と な っ た 
Pp 


る テレ ビ セ ッ ト な ど 大 量 輸 出 


ラジ オ や テレ ビ セ ッ ト の 国内 需要 が , ある 程度 頭打ち の 傾 
| 向 が 現われ て いる 際 , 最近 日 本 の テレ ビ セ ッ ト の 画質 鮮明 , 
有 | 革 椅 橋 褒 の 音 愉 良好 が 省 外 の 好評 を か っ て , 輸出 が 増大 し て 
訂 さき て いる 。」 一 昨年 東芝 が ス ェ ー デ ン に 17 イン チ テ レビ セッ ト 
し を 初め あて 輸出 し て 好評 を 博 し , 同 国 へ は すでに 8,000 台 が 積 出 
ヤ | され, また 同社 は 最近 アラ ブ 連 合 へ 3,000 台 , 香港 へ 1,000 
| 全 , 沖 縄 へ 500 台 答 出し た . 今般 日 本 ビク ター で は 、 米 国 へ 
| 邊 本 最初 の テレ ビ セ ッ ト の 出荷 を 初め た . クリ スマ ス ま で に 
Pg 198 イ ソチ テレ ビ 1 万 台 と 8 イン チト ラン ジス タタ 式 テ レビ 若干 
| 全高 級 ス カレ オ 電 藩 2 万 台 , FM ラジ オキ 数 万 台 を 船積 みす 
放 る で と に な っ た . これ ら の 機器 は FCC 規則 の 不要 ふく 射 妨 
; RP | 有害 に つい て 特別 の 配慮 が 払わ れ て いる . また 松下 電路 で は フ 
| イィ リ ピン 向け 17 イン チ テ レビ セッ トシ ャ ー シ 2,000 台 と ボ 
レト ガル ー 14 イン チ テ レビ セッ ト 500 台 輸 出し た の を 始め 

Er, 引 続 い て 大 晶 答 出 契 約 を と り ま と め 中 で , 轄 国 向け の 
| 300 台 ゃ も 船積 誰 備 中 で ある . と の ほか 他社 で も 東南 アジ ア 各 
「 地 へ 輸出 し て いる 外 , 中 南米 , 中 近東 か ら の 引 含 い が 続々 寄 
Os 最近 の テレ ビ セ ッ ト 輸 出 政 量 は 昭和 32 年 に 


A (132) < ul 


8,480 台 , 昭和 33 年 14,732 合 』 
な っ て お り , 今年 は 相当 数 に な る 見 込み で ある . 


る RCA 技術 研究 所 東京 に 設置 


電子 工業 の 急速 な 進歩 に 伴 な っ て , 電子 技術 者 , 研究 者 の 
不足 が 世界 的 な 傾向 と な っ て 現われ 各国 と も その 育成 に 力 を 
注い で いる が , RCA (ラテ ラジオ. ・ ゴー ボレー ショ ン * オ プア 
メリ カ ) は その 対策 の 一 つと し て , 折 来 めざまし い 躍 進 を と 
げ つ つ あ る 日 本 の 電子 技術 に 目 を つけ , 日 本 の 技術 者 に よう 
て 電子 工業 の 一 段 の 開発 を 行なう た め , 東京 に 技術 研究 所 を 
設置 する 計画 を 発表 し た . 同 研究 所 の 構想 は 初 年 度 は 日 本 人 
を .3 , 4 名 採用 し , 3 年 後に は 2 倍 に 拡大 する :。 所 長 に は 技 
師長 の Dr. Martin C. Steele 氏 が 兼務 する 予定 で ある . ま 
た (⑪①) 研究 対象 は 基 左 研究 と し , その 成果 は 日 本 で 発表 す 
る . (2) 現在 各 研究 所 在籍 の 研究 者 を 高給 で 誘致 する こと な は 


し な い . (3) 特許 事項 が 発生 し た と き は , 日 本 に 優先 使用 さ 
せる . と いっ た も の で ある が が 技術 者 聞 で 相当 の 据 響 を よん で 
いる . 


標準 電波 の 儲 差 表 
郵政 省 電 波 研 究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 
(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mc]s, 5 Mcjs, 10 Mcjs, 15 Mc/js, 


Frequency [Le 


i P 
Frequency Lead of JJY 
Datel Deviatios "| Date 
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The values are besed on the Time Service Bulletin 
from the Tokyo Astronomical Observatory. 
* Adjustments were made on the days indicated by * 


昭和 34 年 26.620 台 と ・ 


また 日 本 の 大 学卒 業 生 お よび 在学 生 に 対し 「RCA 半 学 金 「 
制度 」 を 設け , すでに 本 年 度 85 名 が 決定 し て いる 


a に 


a * he} 


昭和 35 年 9 月 電 気 通 


ム es 8 8 月 26 日 , 4 時 半 
第 4 回 理事 会 に 金沢 園 (横浜 市 金沢 人 


米沢 会 長 , 高木 , 三 態 , 松本 (委任 ) 各 副 会 長 , 野村 理事 
間 部 。 染谷 両 監事 妻 藤 庶務 幹事 , 林 会 計 幹 事 副島 , 末 武 
各 編 集 幹 事 。 新堀 調査 幹事 お よび 肥 土 主事 出席 . 


議 事 
1. 維持 員 増 強 に つい て 


前 回 と 引 続 い て 特別 事業 と し て 拡 均 す べき 事業 内 容 に つい 
て 協議 の 結果 , 券 向 き 重 要 度 の 高い つぎ の 各 項 を 採り 上げ 維 
持 員 増強 の 実績 と にらみ 合せ て 順次 実行 に 移す こと と し た . 

1) 」 技術 委員 会 関係 

イ .! 新 し い 研 究 専 門 委 員 会 を 増 置 す る こと . 

. 員 会 資料 の うち 優 秀 な も の は , 本 印刷 と し て 定期 
的 刊 行 物 と する . 将来 は Transaction に まで 発展 させ 
ot 

-” 規格 調査 会 関係 

. IEC 関係 刊行 物 の 出版 を 拡大 する こと . 
ドロ. 工 技 院 か ら の 委託 調査 の み に 止ま ら ず , 積極 的 な 規 
格調 査 を 行ない 国共 会 議 に 提案 する こと . 
(3) 支部 活動 の 援助 
支部 経費 の 増額 と に つい て 考慮 する こと . 
(4) 編集 関係 
海外 論文 紹介 欄 を 拡充 する こと . 

上 記 , 事業 活動 の 拡 に 対す る 所 要 経 費 と し て , 約 400 万 
円 を 見 積 っ た が ,- これ に 対す る 増強 の 方 法 お よび 本 年 度 の 搭 
置 に つい て は 会 長 お よび 一 会 長 に 一 任 す る こと と な っ た . 


2. 稲田 記念 学術 掴 励 金 委 員 会 の 設置 に つい て 


昭和 35 年 度 前期 衛 田 記 念 学術 奨励 金 受領 候補 者 選定 に つい 
て は , 去る 7 月 下旬 北海 道 で 行なわ れ た 電気 四 学 会 連合 大 会 
の 講演 発表 者 か ら 選 定 す る こと と し , つぎ の 通り 奏 員 長 外 40 


「 名 の 委員 が 決定 し た . 


昭和 35 年 稲田 記念 学術 奨励 金 委員 会 委員 名 簿 

君 ( 副 会 長 ) (N HK) 
君 (庶務 幹事 ) ( 交 。 0 社 う 
君 (編集 幹事 ) ( 早 大) 
( 通 。 研 )" 
君 (調査 幹事 ) で Nai 社 ) 
(国際 電 々 ) 

( 通 。 研 ) 
( 通 ” 研 ) 
( (東工 大 ) 
Ca (次 語 社 う 
(東大 ) 
(松下 電 回 ) 
(a 計 大 》 

(と っ 凍 ) 

( 電 - 試 ) 

( 阪 大 ) 

(電気 計算 械 80 2 地 ) 
) (東芝 小 向 )” 
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( 通 ・ 研 ) 
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、。 伊 疹 毅 君 ( » y ( 早 太り 
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田 中 奈 三 君 ( 々 DC 芝 う 
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” 喜連 川 障 君 ( タ B) (EE 其 ) 
” 沢 田 良 嘉 君 ( 電 子 管 ) (日立 中 研 ) 
” 0) (東北 大 ) 
” 篤 こ 時 に 事 入 皇 Cc に * こ て の ( 阪 大 ) 
? 安 達 芳 夫 君 ( 半 導体 ・} ト ラン ジス タツ (東大 生研 ) 
” 西 RR に 上 一 お に て 3 (東北 大) 
4 飯 島 健 一 君 (電子 回 路 ) ( 横 3 浜 国立 大 ) 
々 本 er 3 ( 理 pS) 
区 烏 。 臨 供 = 勘 「 考 ( * (防衛 大 ) 
々 吉 村 正 道 君 ( 電 気 通信 ) ( 藤 0 
» 0 に 信和 ( 遥 研 ) 
~ 吉林 ー Re 替 ⑥ > ( 通 研 ) 
導 宮 脇 一 男 君 (電子 応用 ) ( 阪 、 大) 
* 計上 ) 順 。 相 . 紀 (PV (NHEEK) 


3. 信越 支部 規程 の 改正 に つい て 


従来 の 信越 畜 部 規程 を 他 の 支部 に 準じ て 改正 し , 今年 度 よ 
り 実 施 の 覧 , 当 支 部 より 連絡 が あり , と これ を 了承 し た . 


4. 支部 長 会議 の 開催 に つい て 


例年 の 通り 全国 大 会 第 2 日 (11 月 19 日 ) 【 
を 決定 , 本 部 提案 議 古 を 次 回 理事 会 まで に 考え る こと と し , 
また 各 支 部 へ も 提案 事項 を 駒 会 する こと ど し た . 


5. 編集 長 の 後任 に つい て 


嶋津 前 編集 長 の 後任 と し て 当分 の 問 高木 避 会 長 が 編集 長 
兼 務 さ れる こと と た 決定 , これ を 本 承 し た : 


5. 全国 大 会 特別 講演 に つい て 下記 の 通り 
変更 し た 


(1) 第 1 講演 「 宇 宙 通 信 に つい て 」 青 野 雄一 郎 氏 (電波 研 う 
と 決定 し て いた が , 今回 , 坪井 氏 (上 日電) を 通じ , 今秋 
来 朝 され る , 宇宙 通信 の 権威 で ある ITT の Busignis 博 J 
士 に 特別 講演 を お 願い する こと に 変更 し た . ’ 

(2) . 第 2 講演 と し て 予定 し た 「 固 体 電 子 部 品 の 将来 の 動向 
は , その 後 東京 支部 と 連絡 の 結果 , 同 支 部 に お いて 同様 
な 内 容 を 持つ 講演 会 を 計画 し て いる の で , 第 3 案 の 「 電 7 
力 系 統制 御 と 電子 工学 」 に 変更 , つぎ の 講師 を 高木 副 会 7 7 
長 か ら 変 渉 し た 結果 内 諾 を 得 た . 

山崎 清 一 氏 (電力 中 央 協議 会 ) " 


7. 8 月 入会 承認 に つい て 


下記 の 新入 会 員 の 入会 が 承認 され た . も 
新 和 会員! 正 山井 一 田 て ら 契 . 外 28 才 
准 員 石井 紀 雄 外 1 名 
学生 中 青木 香 外 35 名 

維持 員 - 国 洋 電 機工 業 KK 
ーー 特 泊 員 - RE RR 


に 開催 する と と 


1070 示 


此 


モミ の 他 


第 2 回 原子 力 研究 総合 発表 会 へ の 協力 に つい て は , 昨 
年 同様 他 学 会 費 か ら 負 担 金 5,000 円 を 支出 , 共同 主催 と 
し て 協力 を 了承 し た . 

) 7 下記 , 協 紅 名 儀 使用 方 に つい て それ ぞ れ 本 承 し た . 
“第 3 回 標準 化 全 国 大 会 (日 本 規格 協会 主催 ) 

・ 第 5 回 電子 科学 講座 (日 本 工業 経済 連盟 主催 ) 
9 下記 , 記念 賞 , 技術 賞 に つい て 協議 の 結果 見 送る と と 
統 じ た 。 ' 
・ 本 多 記 念 賞 受賞 候補 者 推薦 依頼 に つい て 
・ 毎 日 工業 技術 賞 交付 申請 推薦 依頼 に つい て 
所 国際 会 議 に つぎ の 4 氏 を 派遣 する こと を 本 承 し た . 


| 米沢 滋 君 (公社 ) 第 13 回 URSI ョ ンド ン 
早坂 寿 雄 君 ( 通 研 )EC ボンド 
沢 ) 倍 義文 岩 
( 友 成 治夫 君 に 変更 (日 。 電 ) に 
高木 剰 董 ( 東 |) + 大) 4 


還 全国 大 会 委員 長 の 変更 に つい て 
高木 副 会 長 が 国際 会 議 出 席 不在 と な る た め , 全国 大 会 
» 有 委 員 長 を 三 態 避 会 長 に 引継 ぐ こ と と し た . 
報告 
 !. 会 員 現 況 (昭和 35 年 7 月 31 日 現在 ) 


を 上 枯 エ 生 貞和 中 | 特 天 中 | 


4 


記 事 


2. 会 計 収 支 状況 
会 計 別 収支 状況 (昭和 35 年 7 月 分 ) 


で 収 入 支 出 差 人 は 減 
ーー 明 会 計 1,174,666 | 911,104 263,562 
特別 事業 会 計 517,210 402,891 114,319 
収益 事業 会 計 1,244,195 | 1,366,296 | A 122,101 
奨学 資金 会 計 — 
稲田 記念 資金 会 計 — 
岡部 資金 会 計 — 


人 退職 積立 金 会 計 
仮 受 払金 会 計 


計 3,662,185 | 3,987,931 
(p) 月 末 資 金 現在 高 (昭和 35 年 7 月 31 日 現在 ) 


35.3.31 | 前 月末 |7 月 31 日 


726,114 | 1,307,640 A 581,526 
A ム 325,746 


2,314,579 . 
[ 通 預 金 | 1,366 0 787,697|A 578,99 581,053. 
| $, 2,204| 5,1 5 2,951 


預 
内 
駅 

6,309,430| 6,309,430| 2,892,97 
郵便 森 金 | 603,000 1,438, 512,000|A 91, 
振替 
現 


584 787| 497|A 
971,384 1s1,549 168,878|A 802, 


計 | 6,362,671| 8,109,403| 7,783,657| 1,420,986|A 325,746. 


各 委 員 会 の 会 合 
1. 編集 関係 
イ . 海外 論文 委員 会 8 月 9 日 3.00 pm \ 
ド 。、 ニ ュー ス 委 員 会 8 月 9 日 5.30pm ) 東 京 々 ワー 
へ 論文 秦 員 会 8 月 1 日 2.00pm/ 
2. 全国 大 会 委員 会 お よび 同 特 別 委員 会 
8 月 10 日 5.30pm 本 会 事務 所 会 議 室 
3. 広告 委員 会 5 
8 月 15 日 5.30pm 上 野 不 届 池 , 笑福亭 


軸 井田 要 滞 辺 一 管 原 章 衣 原 忠志 
近田 川 済 涯 本 上 晃 鈴木 論 村山 恵 則 
江川 英 叶 小森 田 克 比 尾 園 


極 村 鳴 山 桂 五 郎 
| 亀谷 庄司 要 一 
川 ロ 申 音 徹 
河 路 神内 良 記 


維持 員 国 洋 電機 工業 株 式 会 社 
特殊 員 日 立 製作 所 横浜 工場 図書 室 )、 ナウ ッ カ ヵ 株 式 会 社 
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M-275A 形 


M275 A 形 直読 イン ピー ダン ス 計 は 携帯 形 発振 器 等 と 
併用 2 通信 線 路 お よ び が 通信 機 器 , 各種 通信 用 部 品 の イィ 
ン ピ ー ダ ンス の 絶対 値 お よび 位相 角 を メー ター の 指示 に よ 
り , それ ぞ れ 直読 測定 する も の で あり , 下記 の 利用 面 で 有 
効 適 切 に 用 いる と と が で きま す 。 

(1) 通信 線路 の イン ピー ダン ス の 測定 が 迅速 確 因 に で き 
まず a 
(2) 各種 部 品 及 び 回 路 の イィ インピーダンス を 適当 な 周 怪 
で 測定 する こと に より , 量産 過程 で の 品質 管理 た 広く 
応用 され ます 。 特 に 位相 角 を 測定 する と と は 製品 均一 
性 の 微少 な る 差 を 拡大 いた し ます の で , 従来 実施 し て 
いた 数 種 の 試験 項目 を 省略 する と と も 可能 となり ま 
す 。 例え ば 
(2. 1) 各種 リ レー, チョッパー, 変成 器 等 , 巻 線 部 
上 品 の イン ピー ダン ス の 均一 性 を 測定 する と こと に 
より 層間 短絡 また は 異常 の 検出 
(2. 2) L.C.R. 複合 回 路 の 合 杏 判定 (て (あらかじめ 規定 し た 数 点 の 周波 数 で 測定 する ) 
(2. 3) 各種 コン デン サ の "tan 8 の 異常 検出 
(2. 4) 預 信 用 据 波 器 の 帯域 内 入出 力 イ ン ピ ー ダ ンス の 測定 に より , 他 の 検査 項目 の 一 部 を 省略 する 4 
その 他 , 多く の 新しい 応用 面 の 開拓 が 期待 され ます 。 


規 格 


使用 周波 数 範囲 0.2kc~10 kc 


, i 50 2~11.1k 2 但し 下記 の 5 レン チ 切 換 に よる 。 
絡 対 値 測 定 範 囲 50 2~160 2, 160 2~500 A, 500 QI:6 kA, 1:6 kA~5 kA, 5 kA RG 


位相 角 測 定 範 囲 | 0~+90° 


縮 詩 値 誤差 |- エ 4 以内 
け 値 50 Q~5kQ に て 士 (3 必 +4) 以内 
相本 誤 華 0 以上 に で 十 (6 +#) 以内 
レ 1 
(用 発 振 唱 出 カ レベ ペル ) | 約 +4dBm 


部 電池 持続 時 間 | 連続 8 時 間 以 上 の 使用 に 対し , 齋 電池 電圧 は +10 ダ ~-20% を 保持 する 。 


生ま ・ 重量 | 220x320x175mm, 約 7kg 


| 0 宴 服 . 様 . 式 間 坊 
| ペグ 均 電 層 : 補 . 式 f 
東京 都 港 区 麻布 富士 見 町 39 電話 (473)22131 ( 代 ), 2141 ( 民 ) 

営業 所 神戸 市 生田 区 栄町 通 5-10- 電話 元 末 (4) 3614( 和 ) 


後 ユ 


ED i 


金 線 を マウ ント し て あ 


これ ら の バレ ッ タ は 時 定数 の 標 め て 
り ま す の で 、 高 感度 で あり また 正確 な 二 i 
鉱石 検波 器 に 代 っ て 高 確度 の マイ タ ャ セロ 流 機 器 の 相対 電力 、 
誤 論 量 な よど び 挿入 損失 な どの 測定 に 使用 る 
変調 る ふれ た マイ クロ ャ ロ 波 の 検波 よび そ モニタ に は 、 


共に 用 い 、 ま た CW マイ ィ 
と 組合 せ て 使用 きれ ます 。 


0 ~12.4 


12.4~26.5 
18.0 ~40.0 


E 淀 に 細く 短 か い 白 
も っ "3 りり 
VSWR の 測定 、 電 


s PC 製 定 在 波 増 幅 器 (3EO1) と 
ロ 波 の 電力 測定 に は SPC 製 ユニ バー サル ププ リッジ 


50.0~75.0 | 


rn™ 
に 
{ 
に 
to 


oooco cm 


これ ら の ババ レッ タタ お よび サ ーー 
PC 製 広帯域 マッ ント に 挿入 し て 、SPC 
製 ユ ニ パ パーサ ルプ リッ ジ (1PO2) また 
は ポロ メー タプ リッ ンジ (1PO3) と 組合 
VSWR 1.5 以 下 に て 正確 な マイ クセ 


使用 マ ゥ ウン! 


0 .0| 1 B90— 
0.5~10.0|1T90—P(J) 
0.5~10.0| 1 T90—P(J ) 
1T10, 
1T20, 
1 T30 


還 寺 0 球 休 電 


本 社 . 本 ネ 佳 工 . 場 


た 阪 販売 


ei: 41! ois 
区 伊 熱 則 ]. 1] 


0 
CT 一 521B 型 

@ 使 用 ブラ ウッ ン 管 
130H—BI1A. 

⑧ 至 直 軸 偏向 感度 
; 0.05 V/em~20 V/cm 
CT-521B 型 de~15 Me 偏差 3db 

_ 正 価 360,000 円 上 時間 軸 掃 引 速 度 


0.1 rsec/cm~5 sec/cm 


dc 15Mc ES 0 


AP LA 


に 
CT 一 511 4 型 


@ 使 用 プ ブラッ ン 管 5UP1(F) 


@ 垂 直 軸 偏向 感度 
0.1 V/cm~30 Vdc/cm 


⑥ 周 波数 特性 
dc~1 Mc 偏差 3 db 


@ 路 間 軸 掃引 涼 度 
3 psec/cm~300 msec/cm 
@ 掃 引 方 式 
トリ ガー 掃引 。 繰返し 掃引 


カタ ログ 信号 橋 泊 市 著 区 吉島 町 Et to 
」 」 松下 通信 工業 折 式 会 社 。 正 価 145,000 円 


F 


XK 催 ck rr a 


マグ ネト ロン 用 変 主 


JRC 氷 素 和 サイ 7 トロ ン 


水素 入 サ イラ トロ ン は マグ ネト ロン 変調 用 と し て , レー ダ に 広く 用 いら れ で お 
は レー ダ の みな ら ず 工業 用 に も 使用 され る よう に な り ま し た 。 当 社 で 
数 拾 MW 出力 に 斑 る 迄 の シリ ー ズ を 完成 し , 更に 新 管 種 を 開発 研究 中 で ぁ り ます 。 
水素 入 サ イラ トロ ン は 各 管 共 酸 化物 陰極 を 有する グリ ッ ド 制御 3 極 放電 管 で あり ます 。 
般 の サイ ラ ト ロ ン , 最も 質量 の 小さ い 水 素 を 封入 し , 特殊 な 構造 に より , 高 電 圧 に 
耐え 大 電流 を パル ス 動 作 に 適当 し た 設計 と な っ て お り ま す 。 


トロ ン シリ ー ズ 完成 ./ 


最 大 陽 極 定 格 最大 損失 


て i 
せん 頭 RN 
逆 電 圧 | a a C: 
(Vv) PY 
1,000 .1X 1258 7 ピン MT 答 


1G45P/6130| 6.3| 2.25| 3, 3,000 0.3x10 3C4576130 | の の 半 由 で 
の 口 


1G35P " 0 , 8g, 000 2xX10 ‘ 4C35 
1G25P a < 12, 000 2 t 3.8X10 
2G22P " n 16, 000 2 3.2X10° 
水素 リザ ー パ 付 


3G49P y 25,000 | 25, 000 6.25xX10° | 6, 945 リザ ー パ 電圧 


4G48P 6 25,000 | 25,000 | 1, < 9x10 : 948 リザ ー パ 電圧 
=3~5.5V 


注 1: せん 頭 陽極 順 電圧 、 せ ん 頭 陽 極 電流 パル ス 線 返 数 の 積 


Ro 日 氷 無 線 


東京 都 港 区 芝田 村 町 1 の 7 第 3 森 ビ ビル 東京 (591)( 代 )9311( 代 )9321 
大 阪 市 北 区 堂島 中 1 の 2 2 大 阪 ⑱ 4631 =~ 6 
福岡 市 新開 町 3 の 5 3 立石 ビル 者 聞 パ @R0 27702 


| FRAME GRID TUBE 
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* 私 園 リモ ー ト ・ カ ッ ト オ フ RF3 極 管 4ERS 


男 リ モー ト ・ カ ッ ト オ フ 双 3 極 管 7ZES 8 


4ER5 は フレ ー ム ・ ケ リッ ド を 使用 し た 高利 得 の RF ) 
極 利 で す カ ゎ カ "、 優 稚 な カウ み ス コー ド チ ュー プ 7 7 Dj. 8 
少な い 消費 電力 ( 多 28) で ずみ 、 そ の 上 Cpg が 天変 伯 ぐ (5 は の 0 
発振 も 起り に くく 、 中 和 も と りや ゃ や すい の で 、 ヵ スコ ー ド 接続 
= 7DJ 8 を 使っ だ た だ クウ スコ ー ド チチ ゴ ゴー ナー て 【. 
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に 委 っ て 当然 それ だ け 回 路 部 品 の 所 要 量 が 少な く て すむ の で 大 変 経済 的 を 回路 の 商品 質 チ = 和 0 

’ ( ーー の の) 交 計 2 か * で きま す ぁ i ) rt 

I7ES 8 の 特性 は 7DJ 8 と よく 似 て いま す な が 、 こ れ は 真空 管 の 動作 点 だ け で な さく gmttE 
衣 | 域 を 通じ て 、 良 好 な 混 変 洞 特性 が 保持 で きる よう に 作ら れ て お り ま す 。 


0 


- 汽 6EES8 は 7ES8 の Ef を 6 3V に し た も の で す 。 7ES8: 6ES8 は 7DJ り 8 の 
; る カス コー ド ・ チ ュー プ と し て の 良好 な 特性 と 、 了 長い 混 変 油 待 人 性 と を あわ ゎ わせ 持つ り リモ ー ド 2 


ーー の 2 2 人 信 紫 挫 庁 釣人 の ! ピ ーー チー セー アタ トー と まや まう 


4ER5( 匠 定規 格 ) 


" 計 ; ツ ジー ド 位 熱 型 ac ま た は dc 直列 供給 Cl ツ a nt ue liveie oieie oa 0 oe CT LJ4 [ 
1 ME eo ei Se rR RNR de nT i RD es OI RR Ne RE 
ェ 細 て i RT CN ee \ A 相 評 : ン 巡 ク RngrystSent 
EE : 肉 部 抵抗 六 き 生 na ok , 届 は 
湊 電柱 間 静 電 容 量 相互 コン タク タン ス の 公称 値 が 0. mE ‘ 
 、 外部 シー ルド あぁ あり お ける な 次 iy 下 電話 > 8 A 
入力 催 ei 4. 4pF 相互 コン ダク タン ス の 公称 値 が 0. om 
出力 側 miiieeeeeeeeeeeeeee 4 OpF は る の 埋 全 に 
Fiz ¥ EN NN ET ET ea 0. 36pF 86ESS ( 箇 二 規格 
SE 寺 性 まま 200 V この 規格 の うち に Es A “ 
ーー グ リッ ド 二 . も 8 会 0 じ 0 


8 コ ET A en ot 10500,,0 ヒー タ 電 ums tot Soi tl . 
3 0 の ens vs eo a ER CN ue RT . 3( 
EAE p29 4 の Re te tt 3.8V 


グリ ンド 電圧 (gm 三 105 gO の と き ) ーー Ni 6 

泥 詳 調 率 (入力 電 人 =100mV の と SE Es 1.0 % 
EE S'8 ( 折 定 規格 ) 

i 億 熱 型 _ ae ま た は de 直列 供給 

0 


#4 


2 プレ ー ト と り etre os 0 1. 9pF 
| ノド と (カソード + モー タ + 内 部 シー ルド 間 ) 3. 5pF 

\ NS Mh d 
と (ドル ヒラ 多肉 者 シ ーー ルド 間 ). Ta dpE. 
P 雪 人 ( 各 ユ = ニ な ) 
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本 社 ・ 東 京 都 軒 田 区 寺島 町 2 

営 業 部 ・ 東 京都 中 央 区 築地 3 の 10 嫌 和 会 帝 内 
大 阪 販 売店 ・ 大 阪 市 北 区 梅田 町 47 新 阪神 ビ ル 7 階 704 号室 
名 古屋 出張 所 ・ 名 古屋 市 中 区 広小路 通 4 の 17 東 ビ ル 
福岡 出張 所 ・ 福 岡 市 上 注 天 町 

仙人 台 駐 在 員 事務 所 ・ 仙 台 市 名 弐 丁 38 
札幌 駐在 員 事務 所 ・ 札 幌 市 北 三 条 西 四 丁 目 (第 一 生命 ビル ) 


611 局 101~7 
(541) 2021~9 
話 大 阪 (3$) 3658・1171 


話 本 局 (23) 0284 
(3) 4397 

仙 台 3515 
話 札 幌 (4) 1768 


放送 用 


東京 都 品 川 区 大 井 元 芝 町 880 


後 一 6 


ノ テ ナ の 電気 豊 業 様式 会 入 


電話 C761)3111( 代 表 ) 


Raia スズ モータ 一 
ロコ スモ セー ター 
ENS SE — 


は 特に 大 産 し て お り ま す 。 
その 他 小型 モー ター と 発電 機 に つい て は 


御 相 8 談 下さ きい 。 必 ず 和 所 期待 に そい ます 。 


( 揚 社 。 名 


コロ プ ブ モー ラー 療 


花 


塚 電 機 産業 株 式 会 社 


式 


A 
【 一 } 


zt 


京都 目黒 区 東町 5 2 番地 電話 目黒 ( 712) 代表 3146-39 


2N412 


NI) 
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2N409 
2N410 : 


2N1102 


2N407 
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2N109 
2N405 
2N591 


VSYLVANIA 3 


且 本 販売 代理 店 


2N351 


株 人 会社 


中 央 区 築地 3 6 築地 ビル 2 階 (541)6735, 4321~9 
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ば 


員 潤 員 吐 品 沿 計器 淫 
蘭 條 旨 二 で 詳 半 
a 六 量 る i 
汗 
図 
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員 芝 
洗 
統 
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映 届 
士 


蝶 品 汗 

再 半 
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“ 
忌 


若 一 部 天 畠 下 尼 選 遇 


EA 


2N404 
2N123 


寺 測 器 ・ 

電話 鬱 ・ 交 換 航 ・ 諸 部 分 上 品 
挫 線 用 ・ 諸 材 准 

ケー プル 電線 ・ 工 事 用 諸 材 料 


株 式 会 社 ML』 天 


本 社 大 阪 市 浪速 区 恵美 須 町 2 丁目 2 7 番地 
電話 大 阪 (64) 5 番 ・6 番 ・7 番 -18 番 ・19 番 

出張 所 東京 都 千 代田 区 6 番 町 5 番地 
電 話 九 和英 - (331) 1716603 R 

(301) 2756 番 


選 歌 \ 誠 思 謀 寺下 


在 
幸 
即 
納 
: 
座 
# 


六 テ レビ 像 機 や 測定 器 
(> は 必ず 使い 。 する 


gt GL Ge se ee de 
ee ee 
TCO I 
CC RM 
RC DCR DC CC CC OC 0 


| 1247| 
特長 
OB 管 高 圧 高周波 電源 の 整流 OO ガイ ガー 計数 管 及 測定 器 電 注 の 
1 O 〇 高圧 パル ス 整 流 整流 . 
O 〇 逆 神 電圧 10,000 V O 〇 高圧 パル ス 整 流 


商 ! 〇 逆 宙 電 圧 1,500 V 
1 〇 外 径 10 ミ リ 全長 52 ミ リ O 〇 外 径 10 ミ リ 全長 25 ミ リ 


骨 OE,—1.25V I,=200mA OE;=0.7V 1y=65 mA 


COCO oR 和 邊 所 委 暫 四 雪 起 所 人 生 1 
9 ee ee eg 

OO eeedeleledeleteteteatet teeter Oy 
ML OCCOCOOCOOCOOOOCO 0 OO 


~ te NK wR 


太陽 電子 株 式 会 社 


本 社 ・ 工 場 東京 都 品 川 区 東 戸 越 5 一 22 
2 凌い 電 話 (782) 代 表 4176 


I I gg 

eg tt gg! 

A I TLIO OOO OC 
ODDOOOOOOOOOOOO OO 


J 
RS 


ィ ァ ス ター・ 電 子 管 金属 材料 


MINIRON 52 


軟質 ガラ ス 封 入 用 


Fe-Ni-Cr 合 金 


平均 膨 用 係 数 ~8~10/C 


(20°C~500°C) 


中 里 合 名 会 社 


る 日 本 休 可 還 二 夫 
LTO BT 
電話 東京 851) 司 5124 。5125 。5126 


製造 株 素 会 社 本 同志 子 材 特 造 部 


[ 場 モ ー タ ー の 負荷 を 運転 状態 の ま ・ ゝ 
測定 で きる 電力 計 で す 。 
本 器 を 使用 する 事 に より モー ター の 実 
負荷 の 分 析 が 出来 , 安全 運転 , 機械 作業 
日 程 の 配分 , 能率 , 電力 管理 が た や すく さく 
得 ら れ 工 場 生 産 力 の 増大 と 経営 の 合理 化 
が 出来 ます 。 
モー ター の 拓 力 数 に 応じ 各種 の 品種 が 
ぁ り ます 。 ( 型 録 贈呈 ) 
WHA 型 
(lkW 用 ) 


渡辺 電機 工業 株 式 会 社 


本 社 並 営 業 所 東京 都 渋 谷 区 神宮 通 二 ノ 三 六 番 地 
電 話 責 上山 (401) 2281 ・6141 「( 代 ) 


Mr 0 0 
直流 現象 っ > 高 感 度 


4 現象 観察 まで 
各種 広範 囲 の 測定 が 出来 ます 。、 


© 
@ , 
ee 
全 ¢ 
‘ 斑 
る 
や 


INK_ WRITING 1-8 素子 各種 


直 大 式 オ シッ ロク ラフ 
高速 現象 の 記録 
研究 - 製造 工程 の 監視 に 


) 
に 念 「 二 所 字 部 中 は 3 丁目 3 午 地 1 


後 一 10 


高生 角 E を き : nv-1 a 
で L 


用 種 回 転 樽 RR で 


FA7 電動 送風 機 


St 、 コンデ アンサー モー ター 


東京 都 大 田 区 大 森 5 丁目 232 番 地 i 


hiss ct 


画 フ ルス ケー ル 0.35 秒 , 最 
高 の 応 動 速度 を 持つ X 軸 画 サ 
ー ボ 携 構 時 間 送 り 相 互 の 瞬 
時 切替 自由 な Y 軸 画 長 時 間 の 
記録 が 行え る スト リッ プチ ャ 
ー ト 画 用 途 に 応じ て 選 拡 で き 
る 4 種 の 増 巾 問 


抵 抗 線 至 計 と 応用 計器 


( 誌 名 記入 の 上 カタ ログ ご 請求 下さ い ) 


差 動 謙 


| 直線 皿 囲 | 


50~ 3000 
50~ 3000 
A | 50~3000 | 

- よ る 特殊 製作 も 致し て 居り ます 


重量 , 圧力 , 振動 , 力 , 伸び その 他 精 密 測 定 
小型 軽量 , 耐久 性 に 富む 広範 囲 の 負荷 抵抗 に 
応 ず 可 動 部 の 変位 と 出力 電圧 は 精密 に 比例 し 
広範 囲 に 豆 り 連続 測定 が 可能 で す -. 


リニア トラ ンス 研究 所 


布施 市 高井 田中 1 の 40 TEL (72) 1609 
留 替 電 £0. 001V 


Harn>7 ~a Rs NO. 4 


使用 旨 庶 引 味 0 一 50*C 
直 電 容 頑 許容 虹 一 10 一 200 9%6 (120 9%) 
ロロ a 引 電 湾 次 式 の 値 以下 も と する 
上 品 =| 1=VxCx10"50( 避 A)(V i: 補 格 便 用 電 還 ・C: 軍属 導 電 容 無 ) 
3 穴 失 珍 価 直列 拭 抗 と 客 胃 電 容 兵 の 午 が 次 大 の 値 ! 以 下 と 寺 る 
NDS 認 定 


各種 電解 コン デン サ 

各種 タン タル コン デン サ 

音 種 油 入 : シ バ ノ ー ル 入 コ ン デ シン サ 
各種 MP コン デン サヤ サ 


2 件 請求 お 待 b G い + ma 


ボ 、 電 条 株式 培 


本 任 山形 県 長井 市 * 官 11.5 650 EE G2 
東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 4 一 9 (東山 ビル ) TEL(201) 9494 (代表 ) 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50( 堂 島 ビ ル ) TEL (4. SE 


後 一 12 


⑦⑨ プリ ント 配線 な ら 専 門 メ ー カ ー の 銘 光 工業 に お 任せ 下さ い 。 


支 配線 図 や 簡単 な 略 図 か ら で も 、 す ぐ で プリ ント 化 致 し ます 。 
設計 か ら 製 造 ま で 一 貫 し た 優れ た 技術 と 完全 自動 化 き され た 設備 か ら 
bb 生れ る メイ コー の プリ ント 配線 は きっ と 御 満足 の ゆく こと と 存じ ます 。 


銘 光 工業 株 式 会 社 


東京 都 世田谷 区 祖師 ヶ 谷 2 ~686 TEL (46) 0278・1231 


Eerie ers PTL 


5 WPw [Pw-2 [Pw] 


57.5 


0 J 
EO | オ 
0 宏 0 CR EA EE 
pls | | ohm lm i 
| Rn |1ima|?2m2 800Kn 
usa 
抗 08%| 250 | 250 | 500 | son | 250 | ム 
企 [1%| 100 | i100 | 0 | 200 | ioa | 
四 : 2%| 0 | 50 | oa | ia | sn | 
囲 [.5%| 12 | 10 | 20 | 29 | _ 10 | 
1%|0.19 |0.19 |0.10 |o.10 [|o.10 | 
属 電 カ W Hg 
0 5 | 97 
最 天 加 電話 V| F | i000 | i500 | 270 | 900 | 1200 | 
i EC ER RN 


Rmax 最大 拭 抗 策 , Rmin 最小 抵抗 値 , Rw 抵抗 温度 係数 十 1、3X10-=*/C'(00.12% 以 下 2 x10),R4 土 0:2 x10*/ で CW40 温度 上 昇 40*C,W20 温度 上 晃 20* で 


, 真 下 旬 作 所 カタ ログ 贈呈 


渋谷 区 恵比寿 西 1 丁 目 18 電話 461)0712・8037 
&* : : . 後 一 13 


\s 


+ = 


可変 同調 周波 数 範囲 発振 出力 

5650 1245 Mc 1460 Mc 200 mW 
726B 2833 . 3173 150 
726C 2700 2960 130 
2K54A 4050 4300 500 
2K54B 3850 4100 500 
2K54C 3650 3900 500 
2K54D 4300 二 50 200 
4V551 4200 4500 150 
5V552 4500 4800 150 
5V553 4800 5100 150 
6115(A) 5100 5900 100 無 線 機 器 及 測 定 

宮 2K26 6250 7060 100 

] 6V26 5800 6500 100 と ビジ 

”y 6V26A 6100 6500 100 

ss 6V26AM 6100 6500 100 

: 7V26 6400 7200 100 

T5976 6250 7425 100 

d 7V40 7000 7800 80 

re 8V77 7650 8200 40 

1 2K25 8500 9660 40 

. 7V204 6575 6875 1000 

0 7V205 6875 7175 1000 

8V207 7425 7750 950 


11V53 _ 10700 11700 


本 和 神戸 市 兵庫 区 和田 山 通 一 丁目 五 番 地 電話 神戸 (6 )5081 番 (大 代表 ) 
させ 東京 都 中 央 区 人 重 洲 三 丁 目 七 番 地 電話 東京 (271) 7221 へ 8 番 
営業 所 大 阪 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 

エエ 場 神 RAE 


J パラ ボラ 境 隔 制御 装置 
すっ P18 = お 2 相 NR 
東京 タワ ーー 鉄夫 150m ド a 
取付 けち られ な た 回 転 パ ペラ ボラ 
四 装 置 の 中 一 台 を 示す 


用 x 
本 装置 は TV 放送 局 に お いて , TV 映像 の 移 
下り 。 中 継 局 よ り の 受信 に 使用 する ラボ ポラ 安 中 
線 装 置 で 組 又 は 四 組 の ペラ ポラ 装置 を 鉄塔 正 
に 設備 し 遠 藻 制御 に より 任意 の 移動 中 継 局 よ り 
の 映 人 象 受 信 を 全 方 向 カ バー する こと カ ヵ ゎ “ で きる '。 
規 格 
(1) 使用 周波 数 6875Mc 一 7125Mc 
(2 得 35db 
BF VIWR LLTE 
(4) 義 ロロ 径 4 史 て 開口 径 6 呈 に も 和 使用 出 
来 る 
量 
回転 装置 を 含み 1 組 の 重量 は 約 450kg 


アル ミニ ワム 麦 面 処理 専門 


ご 〇 (特許 ) ア ルミ ニウム 超 硬 質 処 理 ( 宙 絶 緑 性 , 耐容 触 性 , 耐 麻 箇 性 ) 等 に 最適 


白 衝 計 金色 7 銀色 7 黒色 , 原色 庄 が 0 


OTS A 法 に 依る 装 箱 及び 防 爺 処理 一 式 ( を その他 拉 硬 名 > ッ キ 及び 梨 地 仕 上 
塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 


〇 鐘 金 処理 (アル ミニ ウム 及び アル ミ 合 金 に 各種 電気 メッ キ ) 


化 皮 膜 工業 


東京 都 大 田 区 今泉 町 259 番地 TEL 0 4 


後 一 15 


・ ポ へ り 0 
= 


一 形 注 ご 
9S 漆 日 渦 馬 


クラ イス トロ ン 70 vV 10 


カタ ログ 進呈 
を 紙 名 記入 
. 沖田 所 工業 株 式 会 往 
eet 
8 の ほか , 24 へ ~50G。 帯 の 各種 ミ り 波 マグ ネト ロン , り ) 波 クラ 東京 都 港 区 芝 高 浜町 1 0 
條 2 トゥ ロン の 製作 を 行っ て お り ま す 。 御 相談 下さ い 。 電話 三田 (451)2191・9271_ 


計算 に 
計算 に 


企業 の 合理 化 に に も な い 発 展 す る 
|. D. P. S. の 中 央 装置 < し て の 


高速 の 演算 処理 と 多 称 性 の あ ゃ ブ プログ ラム シス 
テム た を 持つ HI TAC 一 102 は 、 あら ゆめ ゆる 分 野 
に 広汎 な 用 衝 を 有する ゃ る 全 ト ラン ジス ター 式 の 電 
子 計算 機 で あり ます 。 


G02F 信 シス テス は 、 ドド 記 の よう を 
特長 を も っ て お り ま す 。 

CE レデ ティ ング プロ ッ グ ク 方 式 の 採用 

〇 浮動 及 数 点 方 式 の 演算 が 可能 

〇 大 容量 の 記憶 装置 

〇 演算 処理 が 高速 

〇 ⑨ 高 速 分 類 が 可能 

Oa グラ ング たれ カ が 容易 

エ 〇 記号 化 コ ー ド と 自動 プロ グラ ミン グ 方 式 の 採用 
〇 © 完備 し た サブ プルー チン 


/ @ 


同機 種 を KDC 一 1 と 到 う 名 
で 京都 大 学 に 納入 致し ます 。 


応用 分 野 の いく つか の 例 と し て 


Oo オ ォ オペレーションズ 、 リ サー チ 
暫 送 計画 ・ 在 庫 管 理 ・ 要 員 配 置 問題 ・ 割 当 
計画 ・ 動 的 計画 ・ そ の 他 L. P. 応用 計算 
Oo 土木 関係 
ダム の 設計 ・ 橋 捧 の 設計 ・ 配 管 網 設計 
© 電気 通信 関係 
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算 ・ 時 系 列 の 計算 ・ 地 震 予 報 の 計算 
© 経済 問題 
統計 ・ 分 類 の 問題 ・ 太 気 訟 動 の 了 予測 ・ モ ン 
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ディ ジ ケ ゲル 型 


計算 機 
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放射 線 測 定 器 に 


静 電 塗 装 装 思 に 


高周波 発振 を 用 いた 高屋 電 泊 で す 
電源 装 軒 OL 尾 量 で 長 時 間 の 連続 運転 可 


H 
② 制 御 ボ ポ ボリューム に よう り 広 範囲 に 高 
_ 庄 可 変 可能 
③ 直 読 メ ー タ ーー 付き で す の で 御 使用 
の 際 便 利 で す 
高圧 ユエ ユニット ①⑦① 小 型 、 性 量 で プラ グイ ンタ イプ で す + す 
(②⑳ 高 圧 制 御 端 子 が 別に 出 て いま すみ の 


で 、 出 力 電圧 の 制御 と 宏 鶴 が 容易 


高圧 電源 装置 


出 カカ s 測 


HVS- 200 型 10000V- 20000V 1mA 8 = 
HVS 一 300 型 15000Vー 30000V lmA 「 輸 
に 


HVS 一 500 型 25000V 一 50000V 1mA 
HVS 一 1000 型 50000V 100000V 1mA 
入 力 各種 AC 100V 


15 型 500V 2000 V lmA 
HV 30 型 1000V — 4000V lmA 
HVー- 100 型 1000V — 12000 V lmA 
HVー 100A 型 1000V- 10000V 1mA 


HVー 30T 弄 +2500V 100g A 
1800V 100g A 1} 

=1500V 1004 A 

HVー 100T 型 +8650V 100g A 

ー1450V 150g A 


—1350V 
DC 300V 
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紀和 電 擬 研究 所 
東京 都 調布 市 上 布田 町 4 1 6 番地 
電 人 話 R250) 2 8) 9 


TV モニ ター・ 和 吉 竹 
トラ ンジ スタ ー 式 モニ ター 
真 空 管 式 モニ = ター 

カラ ー 用 測定 品 
トラ ンジ スタ ー ド ント ・ バー ゼ ェ ネ レ ー タ ー 
遅 廷 量 測 定 器 

トラ ンジ スタ ー 低 庄 電 源 
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